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余 は 此書を 公け にす るに あたって、 此甞が 如何なる 動機の もとに 萌芽し、 如何なる 機緣の もとに 講義と 

なり、 今 又 如何なる 事故の 爲 めに 出版 せらる  >  かを述 ぶる の 必要 ある を 信す。 

余が 英國に 留學を 命 ぜられ たる は 明治 三十 三年に て 余が 第五 高等 舉校 敎授 たる の 時な り。 當時余 は特 に 

洋行の 希望 を 抱かす、 且つ 他に 余よりも 適當 なる 人 あるべき を 信じ たれば、 一 應其 を 時の 校長 及び 敎頭 

に 申し出でたり。 校長 及び 敎頭は 云 ふ、 他に 適 當の人 ある や 否や は 足下の 議論すべき 所に あらす、 本校 は 

只 足下 を 文部省に 推薦して、 文部省 は 其 推薦 を容れ て、 足下 を留學 生に 指定した るに 過ぎす、 足下に して 

異議 あらば 格別、 左 もな くば 命の 如く せらる 、 を穩當 とすと。 余 は 特に 洋行の 希望 を 抱かす と 云 ふ 迄にて、 

固より 他に^ 辭 すべき 理由 あるな きを 以て、 承諾の 旨 を 答へ て 返け り。 

余の 命令せられ たる 研究の 題目 は 英語に して 英 K 學に あらす。 余 は 此點に 就て 其範圍 及び 細自を 知る の 

必要 ありし を 以て 時 S 專門 學務 局長 上田 萬 年 氏 を 文部省に 訪 ふて 委細 を 質したり。 上 ra 氏の 答 へ に は、 別 

段 窮屈なる 束縛 を 置く の 必耍を 認めす、 只 歸朝後 高等 擧校 もしくは 大擧 にて 敎授す ベ き 課目 を專修 せられ 

たき 希望な りと ありたり。 是に 於て 命令せられ たる 題目に 英語と ある は、 多少 自家の 意見に て 變更し 得る 

の餘地 ある 事 を 認め 得たり。 かくして 余 は 同年 九月 西 征の途 に 上り、 十 一 月 目的地に 着せり。 

着 後 第 一 に定 むべ き は留擧 地な り。 ォ汐 スフ ォ— ド、 ケムブ リツ- チは擧 問の 府 として 遠く 吾邦に も 聞え 

たれば、 其 いづれ にか 赴かん と 心 を 煩 はすうち、 幸 ひ ケムブ リツ.、 チに 在る 知人の 許に 招かる、 の 機 會を得 

たれば、 觀光 かた，^ \ 彼 地へ 下る。 


四 

こ、 にて 尋ねた る 男の 外、 二三の 日本人に 逢へ り。 彼等 は 皆 紳商の 子弟に して 所謂 ゼン トル マンた るの 

資格 を 作る 爲め、 年々 數千 4- を 費やす 事 を 確め 得たり。 余が 政府より 受る舉 S は 年に 千 八 百 腿に 過ぎ ざれ 

ば、 此 余-額に て は、 凡てが 金力に 支配せ. ら る、 地に 在って、 彼等と 同等に 振舞 はん 事 は 思 ひも 寄らす。 振 

舞 はねば 彼 土の 青年に 接觸 して、 所謂 舯. H の 氣風を 窺 ふ 事 さへ 叶 はす、 假令 交際 を 謝して、 唯 適 {且 の 講義 

を 聞く 丈 にても 袷與の 金額 1,^ て は 支へ 難き を 知る。 よしや、 萬 事に 意 を川ゐ て、 此難關 を 切り 拔 けたり と 

て， 余が 目的の 一 たる 害 籍は歸 期 迄に 一 卷も購 ひ 得ざる べし。 且思 ふ。 余が 留擊は 紳商 子弟の 吞氣 なる 留 

舉と 異なり。 英 n の 紳士 は學 ばざる 可から ざる 程、 結構な 性格 を 具へ たる 模範 人物の 篥合體 なるや も 知る 

ベから す。 去れ ど 余の 如き 東洋 流に 靑 年の 時 を 過せ る ものが、 余よりも 年少なる 英國 紳士に 就て 其！ 

舉 一 動 を 舉ぶ事 は 骨格の 出來 上りた る 大人が 急に 角 丘ハ銜 獅子の 巧妙なる 技術 を挙 ばんと あせる が 如く、 如 

何に 感服し、 如 ：！： に崇拜 し、 如！！： に欣 慕して、 三度の 食事 を 二度に 減す るの 苦痛 を敢 てす るの 覺悟 を定む 

る も 遂に 不可能の 事に 屬す。 之 を 聞く 彼等 は 午前に 一 1 一時間の 講義に 席し、 螯食 後は戶 外の 運動に 1 1W 

時 を. 消し、 茶の 刻：^ に は ュ川 互 を 訪問し、 夕食に はコ レヂに 行きて 大衆と 會食 すと。 余 は 費 川の 點に 於て， 

f^sis 點に 於て、 又 性格の 點に 於て 到底 此等 紳士の 擧動を 學ぶ能 はざる を 知って 彼 地に 留まる の 念 を 永久 

に斷 てり。 

オクス フォ ー ドは ケムブ リツ ，チと 異なる 所な きを 信じ たれば 行かす。 北の方 蘇國に 行かん か、 又は 侮 を 

渡りて 愛蘭 土 に 赴 かんかと 迄考 へたれ ど、 双方と も 英語 を 練習す ろ 地と し て は 甚だ 不適 當な る を 以て 思 ひ 

留まる。 同時に 語舉を 稽古 する 揚所 として は倫软 S 尤も 優れる を 認めたり。 是に 於て 此 地に 笈を 卸す。 

俭软は I^i 舉練 の 地と して は 尤も 便宜な りと 云へ り。 其 輝-由 は 語る の耍 なし。 只 余 はしかく 信じた るの 

みならす、 今に 於ても しかく 信じて 疑 はや。 去れ ど、 余 は單に U ぉ擧に 上達す るの 目的 を 以て 英國に 來れる 


にあら す。 官命 は 官命な り、 余の 意志 は 余の 意志な り。 上 ffllH 長の 言に 背かざる^ 圍 2： に 於て、 余 は 余の 

意志 を^ 足せし むる の 自由 を 有す。 語 祭 を 熱 達せし むる の 傍 余が 文學の 研究に 從亊 したる は、 箪に 余の 好 

奇 心に 出で たりと 云 はんより は、 半ば は 上田 3! 長の 言 を 服膺ゼ るの 結果なる み-信 す。 

誤觯を 防ぐ が爲 めに 一 首す。 余が 1 一年の 日月 を擧 けて (一 BIf のみに 川る ざり し は、 語畢 を！： 蔑して、 擧ぶ 

に 足らす と 思惟せ るが 爲 めにあら-す。 却って 之 を 重く 視 過ごした るの 結 のみ。 發音 にせよ， 會話 にせよ、 

文 孝に せよ、 た， * 語擧の 一部 門の み を 練習す る も 二 年の 歳月 は 決して 長し と は 云 はす。 況んゃ 其 全般に 渉 

つて、 自ら 許す 底の 手腕 を 養 ひ來る もや。 余 は 指 を 折って、 余が 留擧 期の 長短 を考 へ、 又 余の 菲才 を 以て， 

期限 S に 如何程 か 上達し 得べき かを考 へたり。 篤と 考 へたる 核、 余 は 到底、 余の 豫^ 通りの 善 栗 を 豫定の 

日限 n に收め 難き を 悟れり。 余の 研究の 方法が、 半ば 文部省の 命じた る條 項、、 1 脫 出せる は 常時の 狀 態とし 

て  し 已 を 得 ざ る に 出 づ 。 

文學を 研究せば 如： w なる 方法 を 以て、 如何なる 部門 を 修得すべき か は 次に 起る 問題な り。 囘顧 すれば、 

余の 淺 薄なる、 自ら 此 問題 を 指 起して， 遂に 何等の 斷 案に 逢着せ ざり し を 悲しむ。 余が 取れる 方針 は 遂に 

機械的 ならざる を 得す。 余 は先づ 走って 大擧に 赴き、 代 文 舉史の 講穀を 聞きたり。 又 個人と して、 私に 

敎師を 探り 得て 隨 意に 不審 を 質す の 便 を 開けり。 

大攀の 聽講は 三 四 ヶ月に して 巳め たり。 豫期 S 興味 も 智識 を も 得る 能 は ざり しが 爲め なり。 私宅 敎師の 

方へ は 約 一 年 程 通 ひたりと 記憶す。 此間宗 は 英文 擧に關 する 書籍 を 手に 任せて 讀破 せり。 無論 論文の 材料 

とする 考も なく、 歸朝 S 後敎授 上の 便に 供す るが 爲め にも あらす、 ロハ 漫然と 出來 得る 限り 多くの 頁 を 翻へ 

し 去りた るに 過ぎす。， 事 寳を云 へ ば 余 は 英文 舉 卒業の 舉士 たるの 故 を 以て 選 拔の上 留事を 命ぜら る 、 程、 

浙 m』 に^ 述 せる ものに あらす。 卒業の 後 東西に 徂徠 して、 日に 中央の 文壇に 遠ざかれる のみなら す、 一 身 


穴 

一家の 事情の 爲め、 擅 まに 讀 書に 耽ける の機會 なかり しが 故、 有名に して 人口に 膾炙せ る 典籍 も 大方 は 名 

のみ 聞きて、 眼 を 通さ、 W る もの 十 中 六 七 を 占めたる を 平常 遣 憾に思 ひたれば、 此機を 利 川して 一 册も餘 計 

に讀み 終らん との 目的 以外に は 何等の 方針 も 立つ る 能 は ざり しなり。 かくして 一 年 餘を經 過した る 後、 余 

が讀 了せ る 書冊の 数 を 點檢す る に、 吾が 未だ 讃了 せざる 書冊の 數に 比例して、 其 甚だ 僅少なる に 驚ろ き * 

殘る 一 年を擧 けて、 同じき 意味に 費やす の 頗る 迂 潤なる を 悟れり。 余が 講擧の 態度 はこ >  に 於て 一 變せざ 

る を 得す。  .  . 

(靑 年の 學生 につぐ。 春秋に 富める うち は 自己が 專 門の 學 業に 於て 何者 を か貢獻 せんとす る 前、 先づ 全 

般に 通す るの 必要 ありと し、 古今 上下 數 千年の 書籍 を讀破 せんと 企つ る 事 あり。 かくの 如くせば 白 頭に 

至る も 遂に 全般に 通す るの 期 は あるべ からす。 余の 如き もの は 未だに 英文 學の全 體 に通ぜ す。 今より 一 一 

三ト 年の 後に 至る も 依然として 通ぜ ざる 可し と 思 ふ。) 

時日の 逼れ ると、 檢 束な き讀 書法が、 當 時の 余 をして、 范 然と 自失せ しめたる 外に、 余 を 促が して、 在 

來の 軌道 外に 逸せ しめたる 他の 原因 あり。 余 は 少時 好んで 漢籍 を學 びたり。 之 を 學ぶ事 短 かきに も關ら す、 

文 擧は斯 くの 如き 者な りとの 定義 を 漠然と 冥々 裏に 左 國史漢 より 得たり。 ひそかに 思 ふ に 英文 擧も亦 かく 

の 如き ものなる ベ し、 斯の 如き ものなら ば 生涯 を擧 ゆて 之 を擧ぶ も、 あながちに 悔 ゆる ことな かるべ しと 0 

余 が 眾身 流行 せ ざ る 英 文擧科 に.^ りたる は、 全く 此 幼稚に して 罩 純な る 理由に 支配せられ たるな り。 在擧 

三年の 問 は 物に ならざる 羅甸 語に 苦しめられ、 物に ならざる 獨逸 語に 窮し、 同じく 物に ならざる 佛語さ へ 、 

うろ 覺 えに 覺 えて、 肝心の 專 門の 書 は 殆んど 讀む遑 もな きうち に、 旣に文 擧士と 成り 上りた る 時 は、 此光 

榮 ある 肩書 を 頂戴/ J ながら、 心中 は 甚だ 寂寞の 感を催 ふしたり。  . 

春秋 は 十 を 連ねて 吾 前に あり。 學 ぶに 餘 暇な しと は 云 はす。 擧んで 徹せざる を 恨みと する のみ。 卒業せ 


る 余の 腦 裏に は 何となく 英文 學に 欺かれた るが 如き 不安の 念 あり。 余 は 此の 不安の 念 を 抱いて 西の方 松 山 

に 赴む き、 一 年に して、 又 西の方 熊 本に ゆけ り。 熊 本に 住する 事數年 未だ 此 不安の 念の 消えぬ うち 倫敦に 

來れ り。 倫 敦に來 て さ へ此 不安の 念 を 解く 事が 出來 ぬなら、 官命 を帶 びて 遠く 海 を 渡れる 主意の 立つべき 

所以な し。 去れ ど 過去 十 年に 於て すら、 解き 難き 疑團 を. 來る 一 年のう ちに 晴らし 去る は 全く 絕望 なら ざ 

るに もせよ、 殆 んど賓 束な き 限りなり。 

是に於 て讀書 を廢し て 又 前途 を考 ふるに、 資性 愚 純に して 外 國文擧 を 專攻す る も學 力の 不充分な る爲め 

會 心の 域に 達せざる は、 遣憾の 極な り。 去れ ど 余の 擧カは 之 を 過去に 徵 して、 是 より 以後 左程 上達すべく 

も あらす。 學 力の 上達せ ぬ 以上 は 掌 力 以外に 之 を 味 ふ 力 を 養 はざる 可から す。 而 して か、 る 方法 は 遂に 余 

の發 見し ST ざ る 所な り。 飜 つて 思 ふ に佘 は 漢籍に 於 て 左程 根底 ある 舉カぁ るに あらす、 然 も 余 は 充分 之 を 

味 ひ 得る ものと 自信す。 余が 英語に 於け る 知識 は 無論 深し と 云 ふ 可から ざる も、 漢籍に 於け る それに 劣れ 

りと は 思 はす。 擧カは 同程度と して 好惡 のかく 迄に 岐 かる、 は兩 者の 性 貧の それ 程に 異なる が爲 めなら す 

んば あらす、 換言すれば 漢學に 所謂 文擧と 英語に 所謂 文 學とは 到底 同 定義の 下に 一 括し 得べ からざる 異種 

類の ものたら ざる 可から す。 

大學を 卒業して 數 年の 後、 遠き 倫敦の 孤燈の 下に、 余が 思想 は 始めて 此 局所に. 出會 せり。 人 は 余 を 目し 

て 幼稚な りと 云 ふや も 計りが たし。 余 自身 も 幼稚な りと 思 ふ。 新 程 見易き 事 を遙々 倫 敦の果 に 行きて 考へ 

得たり と ー？- ふ は留學 生の 恥辱なる や も 知れす。 去れ ど 事實は 事實 なり。 余が 此時 始めて、 こ.^に氣が付き 

たる は 恥辱ながら 事實 なり。 余 はこ、 に 於て 根本的に 文 學とは 如何なる も のぞと 云 へ る 問題 を解釋 せんと 

決心したり。 同時に 餘る 一 年を擧 けて 此 問題の 研究の 第 一 期に 利 ffl せんとの 念 を 生じたり。 

余 は 下宿に 立て籠りたり。 一 切の 文 學書を 行李の 底に 收 めたり。 文 學書を 讀んで 文學の 如何なる ものな 

.  七 
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るか を 知らん とする は 血 を 以て 血 を 洗 ふが 如き 手段た る を 信じ たれば なり。 余 は 心 e 的に 文舉は 如何なる 

必要あって、 此 世に 生れ、 發 達し、 類廢 する か を 極めん と 誓へ り。 余 は社會 的に 文风 は 如何なる 必要 あつ 

て、 存在し、 隆 興し、 赛滅 する か を 究めん と 誓へ り。 

余 は 余 S 提起せ る^^が： m る大 にして 且つ 新しき が 故に、 何人も 1 1 一年の 間に^ 釋し へき 性質の もの 

にあらざる を 信じた る を 以て、 余が 使 川す る 一 切の 時を擧 ゆて、 あらゆる 方： ぬ S 材料 を览 集す るに 力め、 

余が7が費し得る凡て^費川を割ぃて^^-考欽2を購へり。 此. 一 念 々起して より 六 七 ケ：： ： の 間 は 余が 生.： 徙 のうち 

に 於て 尤も 銳 意に 尤も 誠實に 研究 を持續 せる 期な り。 而も 報 曰の 不充分なる 爲め 文部省より 謎赏を 受 

けたる の 時期な り。 

余 は 余の 有する 限りの 精力 を擧 ゆて、 購 へる 書 を 片端より 讀み、 讀 みたる 所に 傍註 を 施 こし、 必要に 

逢 ふ 毎に ノ！ トを 取れり。 始めは 乎と して 際涯の なかり しもの ， うちに 何となく ある 正體の ある 樣に感 

ぜられ る 程に なりたる は 五六 ケ ：！！： の 後な り。 余 は^ょり 大事の 敎：^ にあら す、 從 つて 之 を 講.. 教の 材料に 川 

るるの 必要 を 認めす。 又 急に 之 を^ 物に 纆む るの 要な き 身なり。 常 示の 豫^ にて は 歸朝後 十 年 を 期して、 

充分なる研鑽の結£^ゲ大成し、 然る 後世に 問 ふ 心得な りし。 

留 ml. 中に 余が i> ^めた る 入 ー トは蠅 頭の 細字に て 五六 寸の 高さに 達したり。 佘は 此の ノ ー トを唯 一 の財產 

として 歸 朝したり。， 歸 朝す る や 否や 余 は 突然 講師と して 東京 大擧 にて 英文 舉を 講ずべき 侬囑を けたり。 

余 は^よりか、 る 目的 を 以て 洋行せ るに あらす、 又 か ， る 目的 を 以て 歸朝 せる にあら す。 大舉 にて 英文 攀 

を擔 任敎授 する 程の 擧カ あるに あらざる 上、 余の 目的 はかね ての 文舉！ i を 大成す るに 在りし を 以て、 敎授 

の爲 めに 自己の. I： 伯 志 を 害せら る、 を& まず。 依って ！ 應は之 を辭 せんと 思 ひしが、 留 mti. 中霄 信に て 東京 奉 

職の 希望 を拽 らした る 友人 (大塚 保 治 氏) の 取 計に て、 殆んど 余の 歸 朝-; g に 定まりた るが 如き 有樣 なる を 


以て • 遂に 淺擧を 顧みす、 依托を 引き K ス くる 事と なれり。 

講義 ふ 開く 前に は 如何なる SI^ み- 懌 ばんかと 苦心せ るが、 余. は 今日 文事 を 研究す る擧 生に 取って は、 余 

が 文 SJl.il を 紹介す るの、 尤も 興.^ 多く、 且つ^ 機に 適ゼる を 感じたり、 余 は m 舍に 敎師 となり、 田舍 から 

洋行し、 洋行から 突然 東京に 舞ひ戾 つたる 人閒 なり。 當時 わが 中央 文壇の 潮流が 如 なる 方面に 動きつ、 

あるか は、 殆んど 知る ベ くも あらす。 去れ ど繁實 なる 努力に 闪っ て得たる結£^ハ丄尤も；咼等なる皐11を修め 

て、 未來の 文運 を 支配す る靑 年の 前に 披瀝す る は 余の 最も 光榮 とする 所なる を 以て 先づ此 S 题を 選んで 

學牛 諸子の 批判 を 仰が ん と；^ 意せ り。 

不幸に して 余の 文 擧：！ は 十 年計畫 にて 企てられ たる 火事 紫の 上、 重に 心 輝 "擧 社會 事の 方面より 根本的に 

文 ml- の 活動力 を 論す るが 主意 なれば、 舉生 諸子に 向て 講ずべき 程！^ を 具せ す。 のみなら す 文學の 講義と し 

て は餘 りに 现路 に倾き 過ぎ て 、 純 文 學の區 域 を 離れた るの 感 あり。 余の 努力 はこ、 に 於て ニ途 に屮 I で たり。 

1. は 纏まらぬ もの を、 旣に 蒐集せ る 材料に て、 ある 程度お-具 體 的に 糾 織す る 事な り。 二 は 略 系統的に 出來 

上がりた る 誘 論 を 可成 純 文擧の 方面に 引き付けて 講說 する 事な り。 

身心の 健康 及び 使 川 時間の 許さぬ うちに 在って、 此兩. 呑 を 能くし 得たり とは诀 して 思 はす。 去れ ども 其 

企 て が 如 ：！： な る 事 富と なって あら はれた るか は、 此 書の 内容の 誇 明す る 所な り。 講翁 は 每迎三 問 に て , 

明治 三十 六 年 九月に 始まって 三十 八 年 六月に 渡り、 前後 一 一 學 年に して 終る。 講義の 《：m 時 は 余が. 稽 期せろ 程 

の 刺激 を舉生 諸子に 與へ ざり しに 似たり。 

第三 樂 年に も此 講義 S 稿を縐 くべ かりし を 種々 の 事情に II ぎら れて si- さす。 巳に 講述 せろ 部分の 意に 潇 

たぬ 所、 足らざる 所み-寄き 直さん として 又果 さす、 約 二 年の 間 其 儘に て筐 底に 橫 はりし を、 の 乞に 應 

じて 公け にす る 事と なれり。 


公け にす る 事を諾 したる 後 も、 身邊の 事情に 束縛 せられて、 わが 舊稿を 自身に 淨寫 する 暇 さへ 見出し 得 

す。 已を 得す、 友人 中 川 芳太郞 氏に 章節の 區 分目錄 の編暮 其 他 一 切の 整理 を委 托す。 中 川 氏は此 講義の あ 

る 部分に 出席した る 上、 博 洽の擧 と篤資 の 質 を かね たれば、 余の 知人 中に て、 か、 る 事 を處理 する に 於て 

尤も 適當の 人な り。 余 は 深く 氏の 好意 を德 とす。 苟 しく も此 蒈の存 せん 限り、 氏の 名 を 忘れざる を 期す。 

氏の 親切に よら すん ば、 現在の 余 は 遂に 此書を 出版す るの 運びに 至ら ざり しならん。 況んゃ 中 川 氏 他日 若 

し 文 界に名 を 成さば、 此書 或は 氏の 名に よって、 世に 記憶 せらる、 に 至る も 計るべからざる を や。 

以上 述べた る 通り、 此書は 余の 熱心なる 努力に よって 組織せられ たる ものな り。 但十 年の 計 畫をニ 年に 

つ ゾ めた る爲め (名 は 一 一年なる も 出版の 際 修正に 費やした る 時間 を 除いて 實 際に 使 相せ る は 一 一 夏な り) 叉 

純 文學學 生の 所期に 應 ぜんとして、 本來の 組織 を變 じたる 爲め、 今に 至って 未成品に して、 又 未完 品なる 

を 免 がれす。 去れ ども 學界は 多忙な り。 多忙なる 擧界に 於て、 余 は 他より 一 倍 多忙な り。 Di- ら ざる を 補 ひ、 

正すべき を 正し、 繼 ぐべき を繼 いで、 然る 後、 世に 問 はんと すれば、 余が 身邊 の狀況 にして 一 變 せざる よ 

り は、 生涯の 日月 を 費やす とも 遂に 世に 問 ふの 期 は あるべ からす。 是 余が 此 未定稿 を 版行す る 所以な り。 

旣に 未定稿な るが 故に 現代の 學 徒を敎 へて、 文舉の 何物た るか を 知らし むる の 意に あらす。 世の 此書を 

讀む 者、 讀み 終りた る 後に、 何等かの 問題に 逢着し、 何等かの 疑義 を 提供し、 或は 書中 云へ る ものよりも 

1 歩 を 進め 一 一歩 を拓 きて 向上に 路を 示す を 得ば 余の 目的 は 達したり と 云 ふべ し。 學 問の 堂 を 作る は 一 朝の 

事に あらす、 又 一 人の 事に あらす、 われ は ロハ 自己が 其 建立に 幾分の 勞カを 寄附した る を、 義務 を 果たした 

る 如くに 思 ふの み。 

倫敦に 住み 暮らした る 一 一年 は 尤も 不愉快の 一 一年な り。 余 は英國 紳士の 間にあって 狼 群に 伍す る 一 匹の む 

く 犬の 如く、 あはれ なる 生活 を營 みたり。 倫敦の 人口 は 五 百 萬と 聞く。 五 百 萬 粒の 油の なかに、 一滴の 水 


となって 辛うじて 露命 を繁 ける は 余が 當 時の 狀態 なりと いふ 事を斷 言して 憚から す。 淸ら かに 洗 ひ 濯 ゆる 

白シ ャッに 一 點の 墨汁 を 落した る 時、 持主 は 定めて 心よ から ざらん。 幾 汁に 比すべき 余が 乞食の 如き 有樣 

にて ヱ スト ミン スタ— あたり を 徘徊して、 人工的に 煤 烟の雲 を 漲らし つ > ある 此大都 會の穴 ェ氣の 何千 立方 

2< かな 二 年間に 吐 呑した る は、 英國 紳士の 爲 めに 大に氣 の 毒なる 心地な り。 謹んで 紳士， の 模範 を 以て 目せ 

らる、 英國 人に 告ぐ。 余 は物數 奇なる 醉興 にて 倫敦迄 踏み出し たるに あらす。 個人の 意志より もより 大な 

る 意志に 支配 せられて、 氣の赛 ながら 此 歳月 を 君 等の 麵麴の 恩澤に 浴して 累々 と 送りた るの み。 一 一年の 後 

期 満ちて 去る は、 春來 つて 雁 北に 歸 るが 如し。 滯 在の 當時君 等 を 手本と して 萬 事 君 等の 意の 如くす る 能 は 

ざり しのみ ならす、 今日に 至る 迄 君 等が 東洋の 豎子に 豫 期した る 程の 模範的 人物と なる 能 はざる を 悲しむ。 

去れ ど iR 命なる が 故に 行きた る 者 は、 自己の 意思 を 以て 行きた るに あらす。 自己の 意志 を 以てすれば、 余 

は 生涯 英國の 地に 一 步も 吾足 を 踏み 入る、 事な かるべし。 從 つて、 かくの 如く 君 等の 御世話にな りたる 余 

は 遂に 再び 君 等の 御世 話 を 蒙る の 期な かるべし。 余 は 君 等の 親切心に 對 して、 其 親切 を 感銘す る 機 を 再び 

する 能 はさる を 恨みと す。 

歸朝 後の 三年 有半 も 亦 不愉快の 三年 有半な り。 去れ ども 佘は 日本の 臣民な り。 不愉快な るが 故に 日本 を 

去る S 理. S を 認め 得す。 日本の 臣民た る 光 榮と權 利 を 有する 余 は、 五 千 萬 人中に 生息して、 少く とも 五 千 

萬 分 一 の 光 榮と權 利 を 支持 せんと 欲す。 此光榮 と 權利を 五 千 萬 分 一 以下に 切り詰められ たる 時、 余 は 余が 

存在 を 否定し、 若く は 余が 本國を 去る の 擧に出 づる能 はす、 寧ろ 力の 機く 限り、 之 を 五 千 萬 分 一 に 囘復せ 

ん 事を努 むべ し。 是れ 余が 微少なる 意志に あらす、 余が 意志 以上の 意志な り。 余が 意志 以上の 意志 は、 余 

の 意志 を 以て 如何と もす る 能 は ざ る なり。 余の 意志 以 上 の 意志 は 余 に 命じて、 日本 臣民た るの 光 榮と權 利 

を 支持す る爲 めに、 如何なる 不愉快 を も 避く るな かれと 云 ふ。 

•  I 一 


.  ：ー 

著^|5： の 心 情 を容赦な く 擧術 上 の 作物 に 冠し て 其序中 に 詳敍 す る は 妥な5 を缺 く に 似 た り。 去 れ ど 此 ^術 上 

の 作物が、 如何に 不愉快の うちに K 胎し、 如 ：！； に 不愉快の うちに 糾織 せられ、 如何に 不愉快の うちに 講述 

せられて、 最後に 如何に 不愉快の うちに 出版せられ たる かも 思へば、 他の 睾^の 著 作と して！^ も ft きをな 

すに 足らざる にも 關 せす、 余に 取って は是 程の 仕事 を 成就した る 丈に て 多大の 満足な り。 證^に は そこば 

くの 同情 あらん。 

英！ i 人 は 余 を 目して 神經 衰弱と 云へ り。 ある 日本人 は 書 を 本國に 致して 余 を狂氣 なりと 云へ る 山。 腎明 

なる 人々 の 言 ふ 所に は僞 りな かるべし。 た if 不敏に して、 是 等の 人々 に對 して 感謝 S 意み-表する 能 はざる 

を 遺憾と する のみ。 

歸朝 後の 余 も 依然として 神^衰弱 にして 兼 狂人の よしなり。 親戚の もの すら、 之 を 是認す るに 似たり。 

親戚の もの すら、 之 を 是認す る 以上 は 本人た る 余 S 辯鮮を 費やす 餘 地な きを 知る。 た  >  神^衰弱 にして 狂 

人なる が爲 め、 「猫」 を 草し 「康虛 集」 を 出し、 又 rsi 籠」 を 公け にす る を 得たり と へば、 余は此 神經衰 

弱と 狂氣 とに 對 して 深く 感謝 W 意 を 表する の 至 常なる を 信す。  . 、 

余が 身邊 の狀況 にして 變 化せざる 限り は、 余w:t經衰弱と狂氣とは命.sぁらんsi^水賴すべし。 永賴 する 

以上 は 幾多の 「猫」 と、 幾 V クの r 漾へ m 翁」 と、 幾多の rfol 籠」 を 出版す るの 希望 を 有する が爲 めに、 余 は 

長し へ に 此神經 衰弱と 狂 氣の余 を @- 棄 てざる を 祈念す。 

た > 此祌經 衰弱と 狂 氣とは 否應 なく 余を臘 つて 创作 S 方而 に. M はしむ るが 故に、 向核此 「文 擧 11」 の 如 

き學 If 的 閑 文字 を 弄する の餘 裕を與 へざる に 至る や も 計りが たし。 果して 然 らば 此 一 篇は 余が 此 の _ 者 作 

に 指 を 染めた る 唯一 の紀 念と して、 憒値 W 乏しき にも 關 せす、 著作^！^たる余に取っては活版星を烦はすに 

足る 仕事なる べし。 倂 せて 其 由み-附記す。 


巨 
金 
之 


始め 此著は 昨年 内 を 限りと して 出版の 豫定 なりし む、 幾多の 事情の ため 其 期 を 過ぐ る こと 三月に して 今 

漸く これ を 公に する を 得たり。 運延の 主因と して は 左の こと あり。 

原稿 鐵理 の囑 をう けし 余に 日々 の 業務 ありて、 時間の 全部 を 以て、 これに 當 たる 能 は ざり しこと、 

原稿 は 整理の 成る に隨 つて 先生の 校 閱を乞 ひし も、 改訂 を耍 する 節 頗る 夥しく、 殊に 最後の 一 編の 如 

き 新たに 全部 先生の 起稿 を 煩 はすに 至り、 而 して 此閒 先生 は 創作に 忙 はしく して、 これに 用 ゆべき 日子 

の 極めて 得難 かりし こと、 

. 、 J れを 印刷に 附す る に 方 りても 原稿の 全部 を擧 けて 托す ろ - と 能 は ざり しも 以 て 、 勢 ひ 其 進渉遲 々 と 

し て 督促 其效を 致さ ざり し こと。  - 

此 著に 收 むる 諸 編 は元來 大規模の 研究の 一 部 をな す ものにして、 全然 未定稿な りしな り。 先生 會 書肆の 

懇望に あ ひ 其 出版 を 許容した りと 雖も、 固より 先生に 完全 を 期す る 意な く、 隨 つて 其 校正の 如き も 最初 一 

1 一 編 は單に 字句の 修正に のみ 限られし も、 中頃、 整理の 際 省略に 過ぎ 論旨の 貫徹 を 缺く節 多 かりし を 以て、 

先生の 筆 を 添 ふること 漸く 密に、 遂に 第 四 編の 終り 一 一章 及び 第五 編の 全部に 至りて は 悉く 先生に より 稿 を 

新たに せざる ベから ざり しなり。 故に 前後 兩半を 比すれば 議論の 繁簡の 程度 一 樣 ならす、 又 先生が 原稿に 

加へ し 改訂 增補も 其 身逡の 事情の 推移に 伴な ひ、 章節に より 著しく 精粗の 差 あり、 而 して 其 精なら ざる 草 

にあり て は 議論の 發展に 滑らか ならざる 跡な きを 保せ す. - 全部の 訂正 を 終り、 先生 更に 遡って、 初めに 簡 

なりし 部分 を改 むる の 意 ありし と雖 も、 參考 すべき 前半 は旣に 印刷 を 了へ たる ものな りし を 以て、 また 如 

何ともな す 能 は ざり しなり。 諸 編に 散見す る 文 體の不 一 致の 如き 亦如此 事情に 基づく こと 多し。 

菲才 淺學 にして 先生 を努す^:? こと 甚 しく 遂に 其囑を 全くす る こと 能 はす、 更に 其 刊行の 週延を 招きし は 

余の 至憾 なり。 


治 EI 十 年 一 一  一 cxt 


中 川 劳太郞 


擧神感 三 忠 

I 覺章義 


同 


目  次 


第一 編 文學的 內容の 分類  二三 

第一章 文擧的 内容の 形式  ニー 一一 

Q+0 —— ；-理 的說明 

第一 一章 文舉的 內容の 基本 成分  二 九 

. 簡單な る 感覺的 要素 —— 觸覺 11 溫度 11 味覺！ 喚覺 —— 聽覺 11 視覺 ！  ^11 色 11 形 

— - 運動 11 人類の 內部心 现作川 11 恐怖 ！ 怒 11 爭 n 11 同感 n Godiva 11 父子 間の 

 Rliodop れ  意 氣  corioLanus  忍耐  . Viola   Gtiselda  兩 性的 木? 化 

Coleridge の Love  Browning の Love  among  the  Rums  複雜 情緒  嫉妬  . 

—— Ricttard  II —— 杣象 的觀念 —— 超自然的 事物 —— 槪括 的眞, —— 格 首 

文擧的 内容の 分類 及び 其 惯値的 等級  八 六 

F 11 人事 F , 1 . 超自然 F 11 知識 F I . 審美 F I—  Ruskin の 美の 本源 說 —— 耶蘇 敎 の 

-— 極樂 —— 幽靈 11 妖婆 11 變化 11 人 間 の 感應 11 超 ぉ然 F の文學 的效染  < 生と 文 

第二 編 文 學的內 容の數 量的， 1 化  一  一 二 


一七 


-A 

"第一 孝 F の變化   一 一 二 

識別力の 發達 11 事物の 增加 

第一 一章 f の變化  一 一 四 

感情 轉置法 11 Pot  of  Basil I 感情 擴 大法 ！ 感情 S: 執 法 

第三 章 f に 伴な ふ 幻惑  ニニ 

【作家の 材料に 對 する 場合」 11 聯想の 作用に て 醜 を 化して 美と なす 表出 法 11 描き 方の 妙 11 

F の 奇警 —— 部分的 描寫 I - 人事 F の兩 面鮮釋 ——Shelley li 格言の 矛 

〔讀者 S 作品に 對す る 場合 ：- 11 感情の 記憶 11 Mrs.  Siddons  11 自己 關 係の 抽出 i Gloster 

11 善惡の 抽出 11 Art  for  Art 派 11 非人情 11 崇高 —— 詩人 Coleridge の 火事 見物！ 

不 德 —— 道 化 趣味 —— FalstafS ——- 純 美感 —— 知的 分子の 除去 

|1R 四 章 悲劇に 對 する 場合  一 六 七 

苦痛に 對 する 嗜好 —— 人間の 冒險性 11 自殺 組 ！ 贅澤 家の 悲哀 

第三 編 文學的 內容の 特質  一 八 〇 

集合 意識 11 言語の 能力 I -P の 差異 一 ー 文學 者の F 

第一章 fi- 的 F と 科學的 F との 比 i_ ニ汎  一八 ミ 

How と Why 11 態度の 差 11 描寫 法の 差 I ^.Ariosto —— 文擧 者の 解剖 11 時空の 關係 1- . 

數字 

第二 章 文藝 上の 眞と 科攀 上の 眞  二 10 


Millet 11 誇大 法 I— 省略 選擇法 —— 組み合せ 11 文藝 上の 眞の 推移 

第 g: 編 文學的 內容の 相互 關係  

眞を傳 ふる 手段 —— 聯想 法 

第 一 章 投出 語法  

意義- —— 抽象 事物の 擬人法 -—— 其 憤値—— 十 八 世紀 文擧 

第一 一章 投入 語法  。  

意義 11 投出 語法との 關係 

第三 章 自己と 隔離せ る 聯想  、-  

範圍 の廣大 -—： 寫生 11 條件 —— 古典の 引用 —— Homeric  simile —— Arnold 

第四窣 滑稽 的 聯想  

特質 11 文 學的憒 値 

第一 節 口 合  

條件 11 Hood 11 無意識的 洒落 

第一 一節 頓ネ  

第五 章 調和 法  

效 M i 日本人の 自然に 對 する 愛 11 自然界の 景物 11 俳文 舉  <ェ 的 調和 

第 六 草 對置法  

調和 法 .3 1 變體 


o 


第一章 一代に 於る 三種の 集合的 F  三 四 二 

模擬 的 F 11 能ネ的 F. I -天ネ 的 F —— 天 ォの核 —— 天才 獨特の 意識 波動 I -總括 的 批評 

第一 ー窣 意識 推移の 原則  ：  三 五六 

嗜示法 —— 有力な も F なき 場合 —— F が 自己の 傾向に よる 場合 —— F に 一 定 S 傾向 ある 場合 j 

1 推移の 法則  ， 


. 第 一 節 緩 勢 法  二 七 四 

第一 一節 强勢法  二 七 六 

S 假對法  二八 四 

Macbdh の門衞 —— 正 反兩解 

第三 節 不對法  二 九 一 

PHelding: の Tom  .fern ひ s  Sterne の Tristram  Shandy 

第 七 章 寫寳法  二 九 六 

他の 諸 法と S 關係 —— 寫實 法の 效果 ——- Wordsworth の 主張 11 材料の 寫眞 11 Crabbe 11 

Austen —— wnmts —— 浪漫 、 理想 兩派 —— . 其 特質 

第 八 章 間隔 論  三 二 〇 

形式の 幻惑 —— 歴史的 現在 —— 批評 的 作品 11 同情 的 作品 11 編 中 人物の 位地 變更 1! wl« 

と Goldsnlitll  Pvcuihoe  Scwisou  A^onlstes 

第五 編 集合的 F …  三 四 一 


第三 牵 原 刖の應 川 卜 …：： -  三 六 四 

推移の. E 然と 必要 11 倦厭 11 推移 は必 すし も 進歩に あらす  . 

第 四 章 原則の 應 川口  三 七 一一 一 

豫期 11 其 弊と 效栗 

第 E 牵 刖の應 ^0   三 七 九 

推移の 次第 —— 典型 派 I . 浪漫派 ！ 沙 翁崇拜 11 Spenser 復活，！ I- 反動，， 11 例外— IRllskin 

 Grant  Allen 

第 六 *f 原！； S 應 EE§   四 〇〇 

然點 意識 S 競爭 1 . 英文舉 史上 の 例證， I Ipre-Raptlaelites —— Impressionists —— 成功 の 意義 

 功はネ に比^す る ものに あらす  . 

第七^^ゃ 補 遣  四 ニニ 

H 文 界に及 ほす 喑 示の 稀 類  E ニニ 

い 物質的 狀況と 文學 —— Elizabethan  Af?e 

^攻 治と 文擧 11 佛國 革命 

は道德 と 文 , 

ビ新 J£S 精粗に 關 して 嗜 示の 種類  ：  E 二 七 

ru 嗜 示の 方向と 其 牛： 命  四 一一！ 〇 


二  I 


第一 編 文學的 內容の 分類 

第一章 文學的 內容の 形式 

凡そ 文舉的 內容の 形式 は (F  +  f) なること を 要す。 F は 焦點的 印象 又は 觀念を 意味し、 f はこれ に 附着 

する 情緒 を 意味す。 されば 上述の 公式 は 印象 又は 觀 念の 一 一方 而卽ち 認識 的 要素 (F) と 情緒 的 要素 (fo と 

の 結合 を 示した る ものと 云 ひ 得べ し。 吾人が 日常 經驗 する 印象 及び 觀念 はこれ を 大別して 三種と なすべ し。 

T、F ありて f なき 場合 卽ち 知的 要素 を 存し情 的 要素 を缺 くもの、 例 へ ぱ 吾人が 有する 三角形の 觀 念の 如 

く、 それに 伴な ふ 情緒 さらに ある ことなき もの。 

二  F に 俘な うて f を 生す る 場合、 例へば 花、 星 等の 觀 念に 於け るが 如き もの。 

三 f のみ 存在して、 それに 相應 すべき F を 認め 5^ ざる 場合、 所謂 ：fear  of  everything  and  fear  of  • 

notllins: の 如き もの。 卽ち 何等の 理由な くして 感 する 恐怖な ど、 みなこれ に羼 すべき ものな り。 Ribot; 

は 其 著 h_ 情緒の 心理』 に此 種の 經驗を 四 大別して 更に 附記して 曰く 「かくの 如く 人體諸 機能の 合成 的 結果 

節ち 普通 感覺 の變 化に 基づき 毫も 知的 活動の 支配 を 受けざる 一 種 純正、 しかも 自治 的 方面 を 感情に 於て 見 

S: だす こと を 得。」. 

以.^ 三種のう ち、 文學的 内容たり 得べき はづ にして、 卽ち (F  +  f) の 形式 を 具 ふるもの とす。 

にっき 詳述 せんに 其 適例なる 幾何 擧の 公理 或は Newton の 運動 法則 「物 體は 外より 力の 作用す るに 

…二 


二 四 

あら ざれば 靜 止せる もの は 終始 其 位置に 靜 止し、 運動し つ 、ある もの は 等速 度 を 以て 一 直線に 進行す」 の 

如き 文字 は單に 吾人の 知力に のみ 作 川す る ものにして 其 際 毫も 何等の 情緒 を 喚起せ す。 或は 云 ふ 彼の 科擧 

者が 發見 若しくは 問題解決に 際し 最高 度の 情緒 を 感じ 得る の理 如何。 然り此 情 的耍素 は發見 等の 觀 念に 關 

する もの かる こと 明らか なれ ども、 是れ诀 して 必然の 附屬 物に あらす、 かの.^ 括 的事實 より 法則 を 求め、 

1^ 驗 より 原理 を E おた る 時の 快感 はこれ 成功に 對 する 喜びに して 決して 其 法則、 原理に 性質 上 附着す る もの 

に は あらす、 科舉的 知識 其 ものに 情 緖を誘 出し ？ぉ る 元素 あるに あらす して、 吾人が 知的 活動 を 適度に 使用 

したる 意識に 對 する 喜びに 外なら す、 故に 此 種の もの は 文學の 内容と 目す ベ きものに あらす。 

三に 至りで は、 元來 F を 缺くを 以て 從 つて f を 通す る 媒介 觀念 を 有せす。 若し 之を自 ら 認識し 得たり と 

ャ る も 果して これ を 他の f と 確然 區 別し 得る や 甚だ 覺束 なし。 ^し 注目すべき は 抒情詩 中往 々漫然たる 情 

を此種 S 形式に より 發 表せる もの， 古來 少なからぬ ことなり。 一 例を擧 ぐれば、 

- - Out;  of  olay  and  nigtit; 

A  joy  lias  taken  flight;  - 

Fresli  spnn-g,  and-  summe!.,  and  winter  noar, 

MOV. ひ my  faint  lieart  witli  grief,  t-ut  witli  delight; 

No  more  —  oil,  never  more!-- — Slielley,  ^  Lament. 

此耿は 悲しみの 原因に つき 毫も 云 ふところ なし、 何故の 悲しみ か、 そ は審ら かなら す。 た *>r 哀れな りと 

„^^ひしにて戀のためか、 病の ため か、. 吾人 は 知る に 由な し。 詩人 はこれ によりた 、=r 悲哀と 云 ふ 情を傳 ふる 

のみ。 凡そ 此 種の 詩 を 味 はふに は 自然 三種の 方法 あり。 T 讀む もの 先づ F を 想像に て 補充して (F  +  f) な 

ろ 形式に 改む るか、 或は n 悲哀なる 觀念を 想起し 其 内容 を 充分に 味 は ひ、 しかして 後、 それに 對し 吾人の 


同感 を 傾く るか、 或は 111 前述 h に を 結合せ ざるべ からす。 かくの 如く jj 一は 共に (F  +  f) の 形式に 歸 着し 

得ろ ものにし て 其 差 は， 1- 悲哀の 原因 + 悲感 53 悲哀の 觀念 +悲感 なる に 過ぎす。 但し如此手續は！；^！人 日《め詩 

文 赏玩の 際 殆ど 無意識に 履行す ると ころの ものにして， 若し 果して 意識的に これ を 行. ふの 必要 あらんに は 

詩 は 常に 一 種の 苦痛 を 伴な ふ ものなる べし。 

さきに 余 は F を 焦點的 印象 若しくは 觀念 なりと 說き しが、 こ、 に焦點 的なる 語に つき 更に 數言を 重ぬ る 

の 必要 ある を認 む。 而し て此說 明 は 遡りて 意識なる 語より 出立せ ざるべ からす。 意識と は何ぞ やと は 心理 

舉上 容易なら ざる 問題に して、 或專門 家の 如き は、 これ を 以て 到底 一 定まに 收め 難き ものと 斷言 せし 程な 

れば、 心瑰學 の 研究に あらざる 此講穀 に 於て 徒らに 此 難語に 完全なる 定： 一 ぉを與 へんと 試みる の 不必要なる 

を 思 ふ、 た 5- 意識なる ものの 槪 念の 幾分 を傳 ふれば 足れり。 意識の 說明は 「意識の 波」 を 以て 始 むる を 至 

便な りと す。 此點に 11 して は Lloyd  Morgan が 其 著 『比較 心理 舉』 に說 くと ころ 最も 明快なる を 以て、 

此虚に は 重に 同氏の 說を 採れり つ 

先づ 意識の 一 小 部分 卽ち意 iflG 一  瞬時 をと り 之を儉 する に必す 其う ちに 幾多の 次序、 變化 ある こと を 知 

る。 Morgan 氏の 語 を 以てせば 「意識の 任意 G 隨 間に は 種々 の 心的 狀態絕 えす 現 はれ、 やがて は え、 か 

くの 如くして 寸刻と 雖も 其. 2： 容 一所に 滯る ことなし o」 吾 人 は こ れ を；^^-實 に徵 し て 證 す る こ と 容易な り。 

例へば 人 あり、 St.  paul-s の 如き 大 伽藍の 前に 立ち 其宏壯 なる 建築 を 仰ぎ見て、 先づ 下部の 注より 漸次 

上部の 偶 間 目 を 移し、 遂に 其 最高の 半球 塔の 尖端に 至る と假定 せんに、 始め 柱の み 見つ むる 間 は 刺 然知 

覺 し 得る もの ロハ 其 柱 部 に かぎられ、 他 は S 単に 漠然と 視界に 人る に 過ぎす、 而 して 目 を 柱より 攔 間に 移す 瞬 

間に は 柱の 知覺 らぎ 初めて、 同時に 簡 間の 知 覺 これより 次第に 明瞭に 進む を 見るべし。 潤 間より 半球 塔 

に 至る 間の 象 も 亦 同じ。 讀 みなれた る诗句 を 誦し、 聞き なれたる 音樂を 耳に する 畤亦斯 の 如き もの あり。 

二 五 


郎ち或 意識 狀 態の 連鎮 内容 をと り 其 一 刻 をぶ つりと 切斷 して 之 を 親 察する 時 は、 其 前端に 近き 心理 狀態 

第に 蒲ら ぎ 初め、 後端に 接する 部 は、 これと 反對に 漸次 其 明 嘹の度 を 加 ふるものなる を 初る。 こ は 只 吾人 

ョ常 經驗 上し か感 する に 止まらす 旣に 正確な る 科擧的 寳驗の 保^ を經た る ものと す。 (尙 詳しく は scrip, 

I 氏 著 『 新 心理 學』 第 四 章 参照) 

意識の 畔々 刻々 は 一 個の 波形に して 之 を 園に あら はせば 上圖の 如し。 

斯 の 如く 波形 の 頂點卽 ち 焦點は 意識の 最も 明確な る 部分 にして、 其 部分 

は 前後 に 所謂 識 末な る 部分 を 具有す る ものな り。 而 して 吾人の 意識的： 經 

驗と稱 する もの は 常に 此心 的 波形 の連續 なら ざ る ベ からす。 Morgan 氏 

^ 式 を もて 此 連^の 樣を 示せば、 

^  A  B  C  D  M  I-  etc. 

識  a、  b、  c、  d、  e、  etc. 

a、、 一〕、、 つ： d、、  etc. 

卽ち A なる 焦點的 意識が B に 移る とき は、 A は a なる 邊 端的 意識と 變 

じて 存在し、 B が 更に C に轉 するとき a と b と は 共に 意識の 波の 邊 端と 

なるな り。 かくして 余が 所謂 F と稱 すると ころの もの 意識 中に ありて 如 

何なる 位置 を 占む る や は、 稍讀 者の 理會 したる ところな るべ し。 

上述の 解^ 的 波形 說 より 推論して 此 法則の 應 川範圍 を瑭大 する ときには 凡そ 意識の 二 刻に F ある 如く、 

十 刻、 一 一 卜 刻、 さて は 一 時間 S 意識の 流に も 同じく F と稱し 得べき もの あるに は あらざる か。 今 吾人が 趣 

味 ある 詩歌 を 誦する こと 一 時間な りと 假定 せんに、 其閒 吾人の 意識 か絕 えす a なる 言葉より b なる 言葉に 


移り、 更に c に 及ぶ こと 以上の 理 により 明らか なれ ども、 かく 順次に 消え 順次に 現 はる、 幾多 小波 形 を 一 

時間- S 後に 於て 追想 するとき は 其 集合せ る 小 F 個々 の もの を はなれて、 此 一 時間 内に 一 種焦點 的意毅 (前 

後 各 一時間の せ Ml に對 し) s」 然として 存在す るに は あらざる か。 半， 日に も 亦如此 F あり、 一 H にも 亦 然り、 

更に これ を 以て 推せば 一 年 十 年に 渡る F も あり 得べ く、 時に 終生 一 個の F を 中心とする こと も 少なから ざ 

るべ し。 一個人 を竪に 通じて F ある 如く 一世一代 にも 同樣 一個の F ある こと 亦 自明の 事實 にして、 か、 る 

廣義に 於て F を 分類 すれば、 

T 一刻の 意識に 於け る F、 

r 一個人 的 一 生の 一 時期に 於け る F、 

社會 進化の 一 時期に 於け る F、 

となり 得べき なり。 

2； にっきて は 更に 說 明の 要な し. - U 例へば 幼き 頃の F は 玩具 人形 等、 少年に は 格闘、 冒險、 進んで 青年 

に 至れば 戀愛、 中年の F は 金 錢權勢 其 重要の ものなる ベく、 老年に 至りて は 衆生 濟度其 他 未來の 世に 關し 

ての 沈 思 等 固 より 際限な し。 かくの 如き 時期 的 F の 推移に つきても 上 述 波形 說 はこれ を 同 に 適用し 得 ベ 

きこと を證 せんが 爲、 一例 を擧 ぐれば、 人 あり 或 時期の 間、 頻りに 漢 f ノ？？ -1 し 後數年 全く 之 を 放棄して 

更に 手に する ことな かりし が、 偶然 再び \ 一 を 織き たりと 假定 せよ。 如 1 ；れて は、 よく 其 意義 を 解し 

得る にも 關 せす、 其 印象 詩境 共に 漠然として 明嘹を 缺き從 つて 湧き出 づる 興味 も 頗る 淡し。 然れ ども 暫く 

V  . ぬれば 詩 中の 情景 自ら 腦裡に 整 ひ 其 感興 遂に 極度に 達し、 更に 之 を連續 するとき は 漸次 再び 無 趣 

n  tj- に倾 くに 至るべし。 これ 其 漢詩に 對 する 意識 次第に 識 末より 焦點に 登り 更に 再び 識 末に 下る に 基づ 

くものと 云 ひ 得べ し。 三 一世 一 代の F は 通俗の 所謂 時代思潮 (Zeitgeist) と稱 する ものにして 更に 東洋風 
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の 語 を 以てせば 勢 これな り。 古來勢 は何ぞ やと 問へば 曰く 天な りと 答へ 命な りと 呼ぶ C 蓋し X を 以て Y を 

解く と 類 を； 11 じくす る ものな りと 雖も此 一 語に 佘が述 ぶる ところの 廣義の F をよ く 表 言して 遣感 なし。 凡 

そ さ 今の 歴史 はか 、 る 時代 的 F の不斷 の變遷 をた どる ものに 過ぎす。 

近く 例 を 我 邦に とりて 云へば 攘夷、 佐幕、 Si 王の 三 観念 は 四十 餘年前 維新の F にして 卽ち當 代 意識の i 

なりこな り。 されば 假に沙 翁 を 凌-ぐ 名人 其 世に ありと する も 時代の F は 到底 之を容 る、 餘裕 あら ざり し 

なるべく 若 こく は 第一 一の M.  Arnold ありて Sweetness ミ Z ま/ (文 藝敎育 を 鼓吹せ る 有名なる 論文) 

の理 をと くも- 恐らく はかくの 如き 世に 何人の 視聽を も 動 

かし 得 ざり しならん。 時の 意識 これ を 許さ ざれば なり。 か 

の 人、 偉人 も 勢に は抗 す. ベ からすと は 此理を 示した る も 

のに 過ぎす。 

如此 意識 波形の 說竝 びに F の 觀念は 微妙なる 意識 單 位よ 

り 出立して 廣く 一  代 を 貫く 集合 意識に 適 m すべき ものなる 

こと 明かに して、 圆を 以て 其 大略 を 示せば 上の 如し。 

卽ち竪 なる 小 室 は 個， < 意識の 一 刻より 一白 年に 至る F の 次 

序 變化を 示す もの なれ ども、 F より に、 P より P に變 

化すろ の 意味に は.^ らす、 一刻の 焦點的 意識 を F、 一は 間 

の それ を F にて 表 はした るに 過ぎす： 尙潢 列な る は 時代 を 

同じく する 民衆の 集合 意識に して、 例へば 五十 年の 部み-列 ぬれば 一代の 五十 年間に 於る F を 集合した る も 

のと 認め 得。 面して 此橫 列の F は大槪 或點に 於て 一致すべく、 吾人 はせ、 點を稱 して 其 五十 年の 與論と し、 


Zdtgeist と 名 づけ 或は 時に これ を 勢と 呼ぶ。 

第二 章 文學的 內容の 基本 成分 

余 は 前窣に 於て 文攀的 内容の (F  +  f) なるべき を說 きしが、 更に 此處に は 聊か 其 內容の 分類 を 試み、 往 

往文舉 を もって 單 に高尙 なる 知的 蜈樂の 具と 目し、 或は 文擧に 道德の 分子な し杯唱 ふる 一 派の 人々 に文攀 

の範園 はしかく 偏狹 ならざる を 示さん とす。 

研究の 第 一 着と して 先づ其 基礎た るべ き簡單 なる 感覺的 要素より 說き 起す ベ し。 、 ：- れを說 き 起す に當っ 

て はかの Groos 氏が 『人 S 戲』 中に 排列した る 小 娛 樂の顆 目の 順 を 追うて 例證 せんとす。 さすれば 如 IS 

なる 程度 迄 本能 的 傾向が 種々 の 形式の 下に 純然たる 文舉 中に 潛 みつ  > あるか を窺ひ 得る 理 にして、 從 つて 

世に 云 ふ 「大人と は 年寄の 子供な り」 との 諺 も 自ら 確め 得べ しコ 但し 複雜 なる. 內容に 至りて は、 勿論 G1.00S 

氏に 於て 照應 すべ きものな きを 以て 此 限りに あらす と 知る ベ し。 

卜 觸覺。 G30S 氏 は 先づ觸 覺を擧 ゆて 小兒の 好む 遊戯 中 此慼覺 に 基づく もの を 記載せ り。 余 は 同氏の 分 

類の 順 を 追うて 文學の 方面に 於け る 例 證を引 川す ベ し. し 

： Y ひ t  ril not  slied  lier  blood  ； 

Nor  scar  tliat  wlliter  skin  of  liers  tlian  snow. 

And  smooth  s-  mouumental  alabaster?  —Othello,  Act  V.  sc.  ii. 11. 315. 

wut  O  for  the  touch  of  a  vanish" d  hsld, 
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And  tlie  smlyd  of  a  voice  tliat  is  still!-  -  I. Tennyson,  rji、ea グ brep  brmk. 

かくの 如く 簡單 にして .ー 見文擧 的內容 として 不相應 なる 者 却て 豫想 外の 勢力 を 有する こと を發 見す る も 

のな り 0 

コ 温度。 

:st.  Agnes"  E.velAh,  tf^^^rtH  cliill  it  was! 

Hie  owl,  for  all  Tils  featliers,  was  a-cold  ； 

T-ne  tiare  lllnlyd  u.emt-lln^  t;hrouwll  tlie  frozen  wl.^_.ss. 

And  silent  was  tlie  flock  in  woolly  fold  :  r  I ICeats,  The  Eve  of  St.  Agnes. 

これ 固より 複雜 なる 景物 を 捕へ て 寒， さ を 形容した る もの なれば 單に惠 冷の 感覺が 直ちに (F  +  f) となつ 

て 入り込む に は あら ざれ ども、 其 感覺を 喚起 せんが 爲に 特に 此等 諸種の 句 を 隙 列せ る は 疑 ひもな く溫 度え 

文學的 内容と して 存在し 得る の 一 例と 認 むべき なり。 

0 味覺。 食氣の 如き 下等 感覺が 所謂 高^なる 文學に 混入し 得ざる ベ しとの 想像 は 左の 例に て 打破 せらる 

ベ し，】  • 

* .  was  spread  witii  ^-3^^,^  and  wirs  ； 

Witli  g-rapes  of  gold,  lilce  tliosc  tliat  stiin ひ 

On  Casljin パ s  tu 卜 Is  ; — fslnegranates  full 

of  nleltlng-  sweetness,  and  the  pears. 

And  SIAnnlest  ap>joles  tliat  cautsl 

In  all  its  ttiousand  s:ardens  bears  ； —— 


p-lautains,  the  g-oldsl  and  the  green, 

Maiaya-S  necL-ar-d  mangusteren  ； 

l-runes  of  wokara,  and  sweet  nuts 

PYom  the  far  g3ves  of  Samarcand, 

And  Basra  dates,  and  apricots, 

S ひ ed  of  tlie  Sun,  from  Iran-S  land  ；  I  . 

With  rich  conserve  of  Visna  cherries. 

Of  orange  Sowers,  and  of  those  berries 

Tnlat  wild  and  fresh,  the  young  gazelles 

Feed  on  in  Eg 一 s  scky  dells.:  —Moore,  L,  R 。。き 、rhe  Light  of  the  Ha 舊 

其 也 TCeats の The  I  of  St.  i  (XXX.) の 如き 「 一 流の 詩と して 遇すべ きに は餘り Lii. 雙 

こ iiT つく： ^おおの 分子 優勢な り」 と Winchester 氏 をして 云 はしめ し 3^ なり 

覺？" ^s"t する は 元より 枚擧 に管らす。 本邦に 於て は 「花の香」 なる - i 冒ろ 

を 以て も 其 一 般を 推知し 得べ し。 

:It  was  a  chosen  plott  of  fertile  lanp, 

Bhnongst  wide  waves  sett,  like  a litle  nest, 

A,s  if  it.llad げ y INattires  cullnitl ぬ liand 

w ひ ne  ehoycely  picked  out  from  all  the  rest. 

And  laid  forth  for  ensample  。£  t;tie  t-esi; : 
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No  daintie  fiowre  or  hrtrD ひ tliat  grow ひ s  on  grownd. 

No  PM^^OS^^  witli  j>aintcd  blossomes  drest 

And  smelling  sweete,  but  there  it  might  be  fownd 

To  loud  out  faire,  and  tlirowe  llur  sweete  smels  al arownd.: 

— Spenser,  Tfie  Faerie  Queen ひ 一 IBk.  II.  can.  vL  st. 12. 

尙嗅覺 にっきて は沙 翁の J/hf^^r///  (夜行 病) に 適例 あり。 詳しく は NCS  Variorum  in 中 

の Macbeth  (p.  257) にある vcrplanck の 說を參 照せ よ。 

日 靜重簾 透 風淸 一縷 長. 

由來 支那の 詩に 香の 烟の 屡々 材料と して ffl るら る ， は 何人も 心附 くと ころなる べし C 

*、rhe  inorn  is  up  a^ain,  the  dewy  morn  , 

?/》 breath  ail  incense,  and  witli  ehcclc  all  t>loom, 

L-auTOlllng-  the  clouds  away  witli  playful  scom. 

And  living  as  if  earth  contain-d  no  tcmt>! 

And  glowing  into  day:  :  —By3n,  CMldc  Harold,  Can.  iii. 11. 914—8. 

こ は 摸 人 法 なれ ども 香 柱の 匂 心地よ ければ こそ、 かく  --with  breath  all  incense: と 云へ るな り。 

聽覺。 此感覺 が 美 的 快感 の 重要なる 地位に ある こと は、 音樂 なる 特殊 の 技術が 獨 立し て 存在 する によ 

りても 知り 得べ し。 叉 詩に 音 を 重 じ、 韻 を 尙ぶも 全く 此感覺 を 利 ffl せんとす るに 外なら す。 さら. くと な』 

る 衣 S 音、 がさく と 吹き 寄る 庭 S 落葉、 さて は 風 S 音、 雨 S 音、 雷 S 音、 濤の 音、 鳥の 音、 天下の 音 は 

もとよ 0 限りなし。 時には S 単に 聽覺 のみ を 以て 立派なる 文學を 構成し 得べ しと 信す る こと あり。 


Dufie.  If  iTUisic  t>e  t;he  food  of lov ひ, play  cn  ； 

Give  Be  excess  of  it,  tliat,  surfeiting, 

Tlie  aj;>l..-etite  Inay  sicken,  tuid  so  die. 

That  strain  llg.ain  ！  it Imd  p  dying,  fall :  , 

p  it  2 ミ e  o'n\  my  s ヽ lifce  the  swcd  xmud 

That  h.cathcs  .ilfs-  a  bank  of  violds, 

Stcalhig  ami  glrji-g  odour  二"— Twelfth  Night,  Act  I.  sc.  i. 11. 117, 

cliatter  ovrtr  stony  ways. 

In  little  shares  and  trebles, 

I  tmt-t-le  into  eddying  Taays, 

I Ixihble  on  tlie  pelyhles.--  — Tennyson,  The  Brook.  . 

1 iitvird  tlie  wetter  kljsing.  cn  .tile  crag. 

And  the  long-  ripple  washing  in  tlie  reeds.-  -  —Tennyson,  T 一一 e  passi-sr  of  、一 t さ！；. 

*〇r  sweetest  Shakes Ipeare-  Fancy-S  cliilcl,  . 

War ミ e  his  native  .wood 上 lok-s  IviF-  —IVIilton,  I」 Allcg さ, 11. 133—4. 

沙翁を 鳥に 比し 其 詩 を 鳥の 好 音に 比する は、 これ-則ち 世の 人、 鳥の 聲を 珍重す る 一 證 なりと 云 ひ 得べ し 0 
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**wy  tliis  tlie  storm  grew  loud  aj^ace, 

TTlie  water-vs.aitll  was  slirieldng  ； 

Ana in  1;lie  scowl  or  lieaven  t-acll lac ひ  * 

Grevv  dark  as  tliey  wer ひ S15ealdng..  二  I- calnp-t-ell.  Lord  Ulli あ s  Daughter. 

g 視覺。 ^甞； 彫刻の 如き 古今 Is- 西に 亙りて 完全の 歴 s:^ ニダ 有する 藝術も 全く 此視覺 に 其 立脚地 を 置きし も 

のにて、 下は&卑純なる單調的色彩ょり上は複雜極まる例へ ば人體骨格の組立に至^oまで、 其 間 f を 附帶す 

る F の數 多き こと 到底 赏し盡 くす こと 能 はす。 

： sls-rldln^  and  .bright  in  liquid  llg-llt; 

Does  tlie  wine  our  J^oblets  gleam  in  ； 

.with  liue  as  red  as  th ひ rosy  .bed 

.  whlcll a  t>ee  would  choose  dream  in.: 

. —Charles  Hoffman  (18061-84 ノ  Sparkling  and  s%r 

--Tllere  stiol: a  golaen  SJ^iendour  far  and  wide, 

SMS-nJ^ilng  tlios ひ niihion  Jxytltings  of  tlie  tn.in ひ 

Witli  quivering  ore,:  — Keats,  E7ldymisl,  wk.  I. 11. ^^olw. 

r  A  vi:.let  t-y  a  mossy  stcn ひ 

Half-.hi<5den  froiy  tlic  eye  ！ 


—  Fair  s  o.  star,  Ibfien.  only  one 

Is  sMning  in.  the  .f き： I Wordsworth,  She  dwell  among  th-e  tmiroddm  ways, 

g 色。 

-  一 I  r ひ member,  I  r ひ member 

The  roses,  red  and  wliit ひ，  . 

T.lle  vie  lets,  and  tlie  lily-cups  I  -  .  - 

Those  flowers  made  of  light  ！  . 

TTlie  lilacs  wliere  tlie  rot>in  .hullt. 

And  wliere  my  .hl-otll ひ r  s ひ 1; 

TTtie  labtinium  on  ms  t-lrtllday, ——  ■ 

T?lie  tree  is  living  yet  ！  -  -  —uood.  Past  and  Present. 

この 一 節の 印象 如何に 色に 富む か は 一 讀の 後明 白なる べし、 (紅、 白、 緣 等の 文字 を 其 儘に 使用せ ざるに 

も, せす。) 

--Tts  leaves  dead  I  , 

Are  driven, lik ひ ghosts  from  an ひ nctianlier  fleeing. 

Yellow,  and  IDlacTi,  and  pale,  and  liectic  r ひ d. 

Pestilence-stricken  multitudes  :  :  —Shelley,  Ode  to  the  Wesi  IVind,  -u.  2IO. 

**.w.itllin  tlie  sliadow  of  tli ひ sllip-  . 、 
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三 穴 

I  wal;clied  their  rich-  attir ひ ： 

wlue,.  glossy  green,  and  velvet  l:>laclc,  ゾ 

ヽ riiey  colled  and  swam  ；  and  every  track 

Was  a  flasht  of  golden  lire.: — coleridwe.  Ancient  Mariunr, 11. 277181. 

假に 色の 觀念を 詩より 除き 去らば、 詩の 過半 は 自滅 を 免れす、 其 詩 は 空に して 味な かるべし。 彼の 支那 

詩の 如き は 此方 面に 於て 異彩 を 放つ ものと 云 ひ 得べ し。 

燈綠 酒、 白藏紅 藝、 麥綠 菜黃、 白雪 脊山  . 

等の 語 は 常に 詩 中に 織り込まれて 云 ふべ からざる 妙.^.. を 添 ふるもの なり。 Wundt 氏の 說に從 へば 「白色 

は if 美 を、 綠 色は靜 けき 樂 しみ， を 想起し、 赤色 は 勢力 を 表する ものな り a」 尙通？^^に所謂補色と稱すると 

ころの も の. も 色 SB- 上 重要の 着目 點な る ベ し。 

「白紙に 赤色 インキ  一 二 滴 を 滴下し、 これ を 熟視す る こと 約半分 時に して 眼 を 白き 平面に 轉 すれば、 赤 

色の 代りに 綠 色の 斑 點を認 むべ し。 其现は 下の 如し。 尋常の 狀態 にて 網膜に 完全なる 日光 を受 くる 時 は 

吾人 白色の 印象 を受 --。 然るに 日光 は 多くの 揚 合に 於て 不完全に して、 卽ち 吾人の 網膜に 觸る、 はた > 

其 一部なる こと あり。 此 場合に は 日光が 帶 色物 體 より 反射し 來る ものにして、 通？ ぺ の 語 を 以てせば、 光 

線が 色彩 を帶 ぶる ものな り。 凡そ 色彩と はかくの 如くに して 生す。 今 述べた る 資驗に 於て、 赤色の 逸點 

よ. り來る 日光 を 受けし 網膜の 一部 は 時間の 經過 と共に、 漸く 疲努 を來 し、 最早 赤色に よりて は 何等の 感 

應をも 受け 得ざる に 至る。 此時 にあたり 白色 物體 より 來る 完 全 光線 網膜 に 映す る や、 化：； 疲勞 した る 部分 

は 赤色 に對し 無能 S 狀態 にある を以 て、 完全 光線より 赤色 を 除きた る も の を感す る に 止まる 理 なり e 然 

るに 此揚 合、 綠色は 赤色と 合して 完全 光線 卽ち 白色 を 構成す る もの なれば、 卽ち綠 色 は 赤色の 補色た る 


べき 瑰 なり。」 以下 省略 (Baldwin  wrown.  The  Fine  Arts ン 

か ゝ る 面倒なる 理窟 はさて おき、 凡そ 色の 力に て 如何に 萬 物が 美化され 得る ものなる か は 左の 一 節に 巧 

みに 首 ひ 現 はされ をる が 如し。 

「凡そ 吾人の 感覺界 に 於て、 變化 ある 多大の 快 樂を與 ふること 色彩の 知覺に まさる 靑 あらざる べし。 ヒ 

に は 蒼 空、 下に は 紫：^ g、 綠の 牧野 は 到る ところに あり。 小さき を とれば、 輝け， る 花、 秋の 紅楚， に 

塗り立てし 蝶々、 磨け る 黄金 を 着けし 甲 蟲、 虹 を 纏 ひし 孔雀、 瑠 t?? 寶石を ちりばめし 蜂 雀、 或は ス ぺ ク 

ト ラムに 束の間 現 はれし 色の 趣、 石驗 玉、 蛋白 石の 虹 様の 面、 或は 鏡 をのべ し 湖水に うつる タ 映の 色 等， 

其 趣 は 誠に 取りぐ なれ ど 混り 氣 なき、 利己の 心なき 喜び を 喚起し 得る 點に は變 りなし。 單に感 覺の刺 

激 より、 かくの 如き 快感 は 到底 他に 求むべからざる なり。 色彩の 快味 は 專有的 満足の 上に 超然と して、 

$€尙 なる 笑 的 平面に 到達す る ものと 云 ひ 得べ し。」 (G.  Allen,  Tfie  Colour  Sense. 一  頁) 

3 形。 天地 間 一 切の 物體、 抽象的に あらざる 以上 は 必す形 を 具す る こと^ 色に 於" ける が 如し。 されば 此 

形なる 観念が 文舉的 内容に 密接の 關係を 有する は 誠に 常然 のこと と 云 ふべ し。 ことに 人 體の形 狀は泰 © 文 

藝 にあり て 特種の 注意 を ひく もの なれば、 彼の 小說家 詩人の 作 中 常に 此方 而に 極めて 精力 を S るた る 跡 あ 

る は 無理なら ぬ ことなるべし。 從 つて 曲線の 美 を 主と する 裸 32 喪 家も顯 にれ しなり。 元來美 の 形式 

を統 ぶる 法則に つきて は旣に Plato,  Pythagoras の 昔時より 異說紛 々學 者の 常に 意 を そ ， ぐと ころに して 

或 人 は 「量 を 以て 表現し 得べき 數理 原則に 基づく もの」 とも 云 ひ 或 人 は 所謂 「黃<4- 切斷 法」 (Golden  cut) 

を 以て 美の 比例な.. りと 主張せ り。 Golden  Cut と は 一個 S もの を 一 一分した る 時、 C 其 短 かき 部分が 長き 部分 

に 於け る 比、 其 長き 部分が 全部に 於け る 比に 同じき を 名 づけた るに て 論者 は 「人 體、 高等動物 S 形狀、 植 

物の 構造、 結晶 體の 形、 星界の 配列、 建築、 彫刻、 綺*^^ーの傑作にぁらはれたる比例、 音 樂上最 巧の 調和、 
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!£: んに大 にして は 宇宙 を總 括す る 自然界の 比較 科 學の飢 織の 如き.， > 凡て 此切斷 法に 適合す る ものな り」 と 主 

張す。 CFedsel- の 云 ふところに 擦れば- 此 比例 は 其惯値 a きを 置く に 足らす、 其 比、 ii- によ" 適 中す る 

が 如き 觀 あれ ども、 これ を 以て 充分の 證據 となす こと 難しと。)  > 

Not  liiding  up  an  Apollonian  curve 

〇f  neck  and  st-oulcjer,  nor  tlie  ttmting  swerve 

Of  Icrjee  rrom  Icnee,  nor  anldes  J5inting-  light; ； 

wut  rather,  giving  them  to  tlie  ml^d  sight 

OiHciously.  Sideway  liis  face  rcpos-d 

on  one  white  arm,  and  tenderly  rsclos-d, 

wy  tenderest  pfessure,  a  faint  damask  mout ザ 

To  slumbery  pout  ；  just  as  the  morning  soutti 

, Disparts  a  dew-lilDP-d  rose.: —Iceats,  Endymion,  wk.  11. 11. 399-407.  > 

こ は 所謂 Sleepitig  Youth の畫 なり。  • 

〇I  all  IJrod-s  works  whicli  doe  this  worlde  adorp 

.There  is  no  one  more  faire,  and  excellent,  t 

T.han  is  man-s  body  t5th  for  ； power  and  forme  • 

Nvlnles  It  IS  kep>t  in  sot- ひ r  government. 

tout  non ひ 1;tian  it  more  foul  and  indecent; 

Distempered  ^^stfw^  misrule  and  Dassions  bace." 


—Spenser  (quoted  by  RIdn  :  Modern  painters.  Vol. II.  pt.  IIL  sec,  I.  chap,  xiv.) 

其 他 作例に 至りて は 到底 列 擧の遑 あら ざれば、 左に 人體 以上の 壯大 なる 一例な か、 ゆて 次 節に 移る ベ 

し. - 

"  wlien  they  come  to  sodel  t-Ieaven-  . 

And  calculate  the  stars  ； Is さ tliey  wm  wield 

Tlie  mightv  frame  ；  how  build,  ^Brf-^^^s-  contrive  . 

1.0  save  appearances;  licnv  g.n.d  tlie ひ phere 

wwr  Centric  and  Eccenhic  scribbled,  eye. 

Cycle  and  EicF  Orb  hi  orr:  —Milton,  pdradise  Los,  Bk.  VIII. 11. 79—84. 

Ad 菌 天使 Raphael にっき 天 S 構造 を 問 ふ.。 天使 答へ て 曰く、 そ は 神の 蒙に して 窺 ひ 知るべき 

す、 吾人 はた そ を 仰ぎ見て 嘆 すれば 足れり、 妄りに 井蛙の 智 もて 揣摩隐 測す るの 要な しと。 力くて 天界 

の宏 壯を說 く、 其， はり 二 行 は 誠に 形の 美感 を 遺憾な く發 揮し 得た る ものな り。 余 は 天文 學 上より oycle ま 

H^oul 或は の Is る こと 難し。 然れ ども 其 趣味 は 一 種壯大 なる 形を腦 

裡に 想像す きとに 於 一」 充分な り。 篇は奔 11 像に 伴な ひ來 ts して、 養 S 度合に 於て は 

!■ 字ーリ の理會 に 勝るべし。  - 

め i!s  。其 特長 は 舞^ こ 現 はれ、 又 演劇に あら はる。 其 他 波の ゥ ネリ、 白雪の 蓬 勃た る 落^ 或は 霏 

#^1. すべて これ 運動の 美 を 生命と する ものにして、 豪に 此種 S 分子 夥しき は 今更 云 ふの 要な し 

"-dl  the  InaTg-in  of  that  mocrlsll  Hood 

Motionless  as  a  0_^0^^^  the  old  Man  stood, 
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nhat  liearetli  not  .tn ひ loud  winds  wtien  t;ney  call ； 

And  movetjl  all  together,  if  it  move  at  all.: 11 Wordsworth:,  TJie  Leech -Gatherer, 11. 74—7. 

此條 にっき 一 寸 注意すべき は 肉食 鳥類 (Birds  of  prey) の 飛行に 伴な ふ 美感の 彼 S 國人 によりて 待 

Jfi せらる、 ことなり。 (我國 の 詩歌に この こと 少なし。) Darwin 嘗て 其 著 The  Voyage  of  the  BeagU 

smd  t 一 le  Wor/d に 云へ る こと あり。 

「秃應 が 群 をな し、 或 點に圓 を 書きて 飛ぶ 時 は 其 樣ま ことに 美しき ものな り。 地え より 翔け 上る 時 を 

除きて は 一羽たり ともせ、 翼 を 動かす ことなし。 余 は r.ima の邊 にて 約 半時 間數 羽の 群 を 目 も はなた 

で 見 まもりし こと あり。 飛ぶ 時は大 なる 曲線 を 描き、 圓 形に 翔け 昇り 翔け 降り 其 間羽敲 きする ことな 

し。」 

讃者 これ を 左の 一， 節と 比較せ よ。  . 

Around,  around,  in  ceaseless  circles  wlieeling  . 

With,  clang  of  wings  ana  scream,  tli ひ Eagle  sailed 

Incessantly —— som ひ t-rnes  on  lll^la  concealing 

Il:s  lessening  orbs,  sometimes  as  if  it  failed, 

Droop-ed  l;liro*  1;lie  air  ；  anc3  still  it;  shrieked  aad  wailed 

And,  casting  t>ack  its  eager  liead,  with  t-eak 

And  talon  unremittingly  assailed 

Tlie  wreatll^a  serpent,  who  did  ever  seek 

■  ulsn  Ins  enemy-s  heart  a  mortal  wound  to  wreak.: 


续^ ゆ^-!^ 

Vw'     ^     \_X  - 


—stlelley,  Laon  C5d  Cythtia  {Revolt  of  ISL.lm\  Can.  I.  st.  M. 

是 にて 一 應感覺 的. 經驗に 基づく 作例 を 示し 終れり。 作例 中 或は 其 f  GK、 全く 感覺 上の， 經驗に 基づく と 

云 ひ 難ぎ も あるべ けれど、 鬼に 角、 感覺 上の 經驗が 文 舉的內 容の重 要項 目 を 構成す る こと は、 すでに 疑 ひ 

もな き事實 なり。 

こゝに は觸、 溫、 味、 嗅、 聽、 視の六 種に 分類して 其 個々 に 渉りて 作例 を擧 けたる が、 これら 簡單 材料 

を 総合した る もの も 亦 大體に 於て： g 感を 生じうる こと 勿論な り。 左の 例 Pantomime の 如き、 誠に 五お" 力 

陸離た る 人目 を 眩し、 吾人の 心神 を 恍惚たら しむ。 窃 として Drsy  Lane 座に Pantomime を觀 るが 如 

し。 但し 其 弊 を 云へば 粉飾 餘 りに 華麗に して 强烈 なる 香水 を獎 ぐに 似て 多少 失神の 氣 味なき にあら す。 

" _  PANTHMA. 

And  trom  tlie  otlier  opening:  in  tlie  wood 

Rtlsllws,  wilrh  lotidl  tuid  wllirlwiyd  liarmony,  (ill- &," 10 

A  spliere, さ Inch  is  as  many  ttaousand  spheres,  Q^y_ 

solid  as  crystal,  yet  tlirough  all  its  mass 

； F12V,  as  ^.^MHOdTC.^  empty  sp_ace,  music  and  lig:lil; : 

tlicmsand  orbs  involving  and  involv ひや 

Purple  and  azure,  white,  and  g.reen,  and  golden, 

ひ で 一 12-e  .vvlthm  spliere  ；  and  every  sx^ace  t-etween 

peopled  witli  unimaginable  sliajpes, 

ひ tich  as  ghosts  dream  dwell  in  tlie  lamf^less  deep. 
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Yet  cacli  inter- transpicuotts,  and  they  whirl 

Over  isacli  o&o^-  with  a  t:J10usa:nd  niotions,  (^felio 

Ujoon  a  tncmsancS  sl^iltless  axles  SDlnnsg,  • 

And  witli  tlie  force  of  self-destroying,  swiftness,  G,feEIO 

Intensely,  slowly,  solemnly  roU  on, 

witli  mingled  sounds,  isd  many  lynes,  (ゆし 

Itltelli^i1:>le  words  and  music  wild. 

Witli  miglity  whirl  tlie  multitudinous  orb 

Grinds  tlie  brook  into  an  azure  rnist: 

〇f  elemental  st&tlety,  litie  li^lu  ； 

And  Llie  vsld  odour  oi 1:1ie  forest  fJcnvers,  (p#lo 

TThe  music  of  tlie  living-  grass  and  air,  (地) 

TTiie  emerald  liglit  of  leaf-eiitangled  .hearns  (f_ 询， &) 

Round  its  intense  y ひ t  self-conflicting  spe^d, 

Seem  mlea ひ^ d into  one  amrlal  mass 

Wlncli  drowns  ttie  sense,  witllin  tlie  or.b  itself, 

！ Pulowed  UTDOU.  its  alabaster  arms, 

JLlie  to  a  child  o-erweaned  s メ ve ひ t  toil, 

cn  its  own  folded  wln^s,  and  wavv  liair. 


Tlie  Spirit  of  tlie  wartll  is  laid  asleep 

And  you  can  see  its  little  lip-s  are  moving, 

Asidl  tlie  clianging  lignt  of  ttieir  own  smiles, 

Iyi.ke  on ひ wlio  talks  of  what  lie  lovras  in  CJream.: 

——sllelley,  prsnetkims  Lhiboimd,  Act  IV. 11. 236- ひ 8. 

これ 迄列擧 したる F は 凡て 純粹 にして、 しかも 簡單 なる 情緒 を 喚起す る ものの みに して、 ^4(f は 「或 線、 

體拉に 色， 音の 複合に より 受 くる 者、 卽 ち視、 聽覺 又は 他の 感覺的 經驗； H り 得る f」 を 意味す る ものな り 

しが、 これらと 云へ ども、 寳際 吾人が 經驗 する 際に ありて は 聯想 其 他の 作 ffl により 混 人し 來る 第一 一. t の 多 

量 を 含む こと 勿論な り。 た > 要は 如此第  一 f 卽ち 本元 f が 他の 副 加 f の 混入の 間にす • ち 依然として 常に 美 

感の 一 部分、 否 其 重要 部分 をな す ものなる こと を 主張 せんとせ しのみ。 今此 第一 、 第一 一 f の 混入の 樣を例 

を もて 示さん に、  ■ 

「或 夏の 日、 Pyrenees 山中 を 旅行して 甚 しく 疲 勞を覺 えたれば、 ffi 出合 ひたる 牧童に 一杯の 牛乳 を與 

へ くれよ と 求めし に、 諾 したれば、 共に 其 家なる 小屋に 行けば、 其 住居の 下 を 小川 流れ、 其 中に 乳の 瓶 

を 浸したり。 一 椀の 乳の 冷 かなる 事、 氷に もまされり。 全山の 香を收 めた らん 如き 此乳を 味 はふ 問に、 

余 は單に 『心地よ し』 の 一 語 を 以て 云ひ盡 くし 得ざる 幾多の 感覺總 身にしみ 渡る を覺 えぬ。 例へば 耳な 

らぬ 口にて 味 は ひし 牧野の 合奏の 如き 感 ありき」 (M.  Guyau.) 

これた .^乳の|かりしを1^^く意にぁらす、 せ；、 乳に は 普通 望み 得べ から. さる 美妙の 感附 着し 居たら を 云 ふ 

者な り。 然れ ども 余， は 其 際 必す乳 其 物の 同 有の 味 も 亦必す Guyau の 快感の 一部 を 否、 恐らく は 其 半 以上 

を 占めたり しこと を 主張す る ものな り 0  - 
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以上 は 吾人の 感覺 機能に 單 純に 觸る 、 經驗 が、 如何に 文 的 内容と して 存在し 得る か を 示した る ものな 

もが、 次に 吾人 は 人顆の £ 部 心理 作 川の 文舉 的. 2： 容 としてお 在す る .la 例の 一 端 を 示さん とす。 凡そ 此 種の 

材料が 文擧に 入り込む に は 二種の 方法に 由る。 卽ち 間接 及び 直接の 兩途 な， り。 或は これ を 客観、 主觀 的と 

名 づけ 得べ し。 前^！めは重に劇、 敍 史詩に 行 はれ、 後者 は 重に 抒情詩に 川ゐら る。 然れ ども、 これ を 以て 全 

く 純 粹の區 別な りと 目し 難き は 勿論に して、 小説 S 如きに ありて は 其 性質 上此兩 方法 を兩刀 的に 使 ひこな 

す こと 魔な り。 

こ、 に 間接 又は 客觀 的と 云 ふ 意 は 情緒の 狀態を 喚起す るに 先 だち、 其、 原因 を 記す るか、 或は 其 肉 體的徵 

候を擧 けて 情緒 其 物の 記載 は 之 を 省略して、 た 立 i 者の 想像に ー娶 ぬるの 義 なり。 然るに 直接 又は 主 觀的方 

法に 至りて は 先 づ何は ともあれ 情緒 其 物 を 述べ 、 而 して それに 伴な ふ 結 現象 は 自ら 傳播 する に 任す。 故 

に此ー 一方 法 は 普通 S 場合、 多く は 雜 混合して 用 ゐら る、 は 不得已 ことと 云 ふべ し。 如 此誇學 的 分類 は 一 

0=- 何の 用 をも爲 さざる ものの 如き も、 これ 全く 余が 冒頭に 立てた る 法式 卽ち 文學的 内容 は 常に (F  +  f) な 

らざ る ベ からすと 云 ふ 命題 に鮮釋 上の 誤謬な き を 期す るが 爲の み。 今 閒接法 の 内容 をみ るに F ありて f な 

く、 直接法に は f ありて F 缺 くの 感 あり。 故に 余 は 誤解 を 避く るた め 更に (F  +  f) なる 形式に 一 首の 附 ii 

を 試みん とす。 卽ち此 法式に は 合 はせ て 三つの 場合 あり。 T  F  +  f となって 現 はる、 場合、 j 作者 は f を 

云 ひ 現 はし、 F は讀 者に より 補足 せらる 、場合、 ニー， 作者 F を擔 任し、 f は 読 に 於て 引受く る 場合つ 

出自 北門、 憂心 殷々、 終窶且 貧、 一； 1^ 知 我艱、 已焉 哉、 天 Sf4 之、 謂 .\ー 何 哉、 

此内、 S 心 殷々、 已 哉、 謂 之 何 哉の 三 句 は 一?;- 人の 感情に して、 出自 北門、 終 赛= ^貧、 英知 我艱、 .大 實 

之の 四 句 は F なり。 而 して 前 キムの みならば 3 後者 のみなら ば r 一雨 者 を 合すれば 卽ち T なり.。 

扨て、 こ、 に 情緒 的 精神 狀 態が 文學の 內容 となりて 入り込む 場合 を檢 せんに、 矢張り 感覺 材料に 於け る 


如く  一  情 後 を 分類して 順次 其 作例 を擧 ぐる を 以て 適當 なりと 信す。 Ribot は 吾人の 情緖を 分類して 5a? 

複の 二種と し、 恐怖、 怒、 同情、 自己 觀念、 男女 的 本能 等を單 とし 善惡、 宗敎 感情 を複 となせ り C 今 暫く 

. 假に此 分類 を 川ゐれ ば、 ♦ 

T 恐怖。 Hamid 中の Horatio が亡靈 を目擊 したる 折の 感慨 は斯の 如し。 

•  :>  mote  it  is  to  trouble  tJie  mind、s  eye. 

In  the  most  high  and  palmy  state  of  Rome, 

A little  ere  the  mightiest  Julius  fell, 

Tlie  graves  stood  tenantless,  and  the  sheeted  dead 

Did  squeak  and なげげ er  in  tlie  Roman  streets.:  —Hsnlel,  Act.  I.  sc. i. il- 112—16. 

*  *  I  liave  almost  forgot  tlie  taste  of  fears  : 

T-he  time  lias  t>een,  my  senses  would  luwe  coord 

TTO Ileal- a  night-slariek  ；  and  my  fell  of  llalr 

would  at  a  dismal  treatiwe  rouse  and  stir 

. As  life  were  in-t :  I liave  supp-d  full  witti  llopTors.--  IMPLCbdh,  Act  V.  sc.  v. 11. 9113. 

こ は Macbeth が 滅亡 を 目前に ひかへ、 城 中に て從 者と 對談の 際、 女の 叫聲を 耳に していへ ろ 科白な り * 

此第 一 句 は 恐怖の 徵候を 記載した る F にして、 第一 一句 は f を 含む 主観的 八.： Tt.^ なり。 ^；^ながら、 SI ま 

11 は 恐怖なる 情緒 を 骨子と して 組み立てられ しものと 見て 可な り。 

n 怒。 
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*.ACl,nllps-  wratli, 1;o  Greece  t:ne  direrui  SJH-lllw 

〇£  .woes  .unnum.her-cl,  lieavcnly  goddess,  sin ぬ ！ 

TThat  wratli  wliicti  liuiTd  to  l?ltito*s  gloomy  l.ei^n 

TJie  souls  of  migiity  ctiiefs  untimely  slain.:  — Pope,  The  Iliad. 

これ 人の 知る 如く  Pope の英譯 卷 頭の 一句な り。 最初より； S に 呼びかけて Ach ョ CS の愤怒 

を 歌 はんと 欲する 者に して. - 卽ち此 詩 一 一十 四卷を 貫く 大 眼目 は 全ぐ 此 英雄の 怒に ある こと を廣告 したる に 

外なら す。 萬 古 不易と 稱 せられた る Iliad は 怒の 筋 を 以て 成立す と 云うて 不可な きなり。 

更に 怒の 情緒の 最もよ く發禪 せられた る は、 所謂 爭鬪の 名稱の 下に 來る人 問 W 動作な り。 爭鬪は 古來文 

舉 との 關係颇 る密 にして、 古く は 中の 戰、 下って は Paradise  M の Satan 對 Jehovah の戰、 

或は Scott の 『湖上の 美人』 五餉 Fitz-Jascs と Roderick  Dliu との 一 騎打 或は Marmisl 六 齣の 

Flodden の 役 等 皆 有名の ものな り。 就きて 見るべし。 

:He  slpolie  ；  and  Rustum  answ2--d  not,  tml;  Inlrrd 

His  spear  :  down  from  tlie  stioulder,  down  it  carne, 

>w  on  sons  p>artric3 ぬ e in  ttie  corn  a lia\ ぐ； k, 

Tliat  Ion ぬ tias  tower-d  in  tlic  airy  clouds, 

Drop>s  lilkc  a  p-lummet  ；  Solirab  saw  it  come, 

.  And  sp>ran«  aside,  cjuick  as  a  flasli : tlie  spear 

rllss-c3,  and  went  clulvenng  down  into  thro  Sana, 

wtucll  it  sent  flying  wld ひ： —— ttieii  sollrat-  ^^^^.Q^ 


In  turn,  a-nd  full  struck  Rustum-S  shield:  shal.p  rang, 

T:he  iron  plates  rang  sharp,  but  the  spear. 

.  I.M.  Arnold,  Sohrab  and  Rustuni, 11. 398—407. 

".Tllen  eac:h  at  one ひ tiis  falctlisl  drew, 

Eacli  (nl.  .th.e  ground  liis  scab.hara  threw, 

Eacti  looked  to  sun,  and  stream,  ana  plain. 

As  Avliat  tliey  ne-er  might  see  again  ； 

Th ひ 11 foot,  and  Isint,  and  ey ひ OPIISSe 户 

In  dubious  strife  tliey  darkly  closep. 

—Scott,  Ttte  Lady  of  the  Lake,  Can.  V.  st.  xiv. 

• 怒の 表白 は 種々 あるべ けれど、 其の 最も 代表的なる は戰 なり、 殺戮な り、 破壞 なり。 然るに も か、 はら 

す 怒 を 現 はすこと は 一 種の 快感 を 伴な ふ ものにして、 之 を 見る 者 亦 特種の 興奮 を感 する が 如し、 (怒の 生す 

ろ" J 小 因の 不偷 なる は 云 ふ 迄 もな く、 又 其 怒 を 蒙る 當路 者の 不快なる も 勿論 なれ ども。) 故に 古今の 文举 

者に 好んで 此 感情 を 利用し、 開明の 今日に 於ても 其效カ 然として 減ぜざる なり。 古き 民 歌に て は 。一一 3V 

chase. 劇文擧 に 於て は、 元より 際限な けれど、 先づ沙 翁の 作 CorMa 霞」 Hmry  Vf 中の Talbot, 

l^ichard  III の 末 段 A  horse!  a  horse!  my  Idngdom  for  a  horse! の 如き 蓋し 爭鬪 文舉 o 粹と稱 し 

て 可なる べし。 殊に 最後の 例、 卽ち Richard  III 馬 を 逸し、 獅子奮迅の 勢 を 以て 馬 を 召す 一 句、 よく 此 

種り 情熱の 特色 を發 揮して 遺憾な し。 就いて 見るべし。 こ  >  に 最後の 一 例と して Co  二き 中の 爭鬪； Si 
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,Jb/s を 序ながら 摘 示すべし。 

ミ、.  Sir,  it  is; 

And  I  ain  constant.  1-itus  Lartius,  tliou 

ひ tiak  see  nie  one ひ more  strike  at  Tulhls-  face. 

What,  art  thou  stiff? --—Act  I.  sc.  i. 11. 242—5. 

是れ Or/^^ASS.? 冒頭の氣槪なるが、 此間 相手 S 意氣込 如何にと 云へば、 

If  we  and  ralus  Mareius  chance  to  mec:t, 

、！" is  sworn  between  us  we  sliall  ever  strike 

Till  one  can  do  no  more. こ— Act  I.  sc.  ii. 11. 3-*l ひ. 

愈戰爭 となりた ると き Coriolamis はわが 味方 を 罵りて 曰く、 

/〇u  souls  of  ge ひ s ひ, 

、rl:lat  t>ear  ttte.  sliap>es  of  men, Isw liave  you  run 

； F3m  slaves  that  apes  would  beat  ！  Pluto  and  hell ！ 

All  tiurt  -.hcllind  ；  t>acks  red,  and  faces  ps-le 

With  flight  and  ag.Llcd  fear  ！ IMend  and  charge  home, 

〇r,  by  the  fires  of  heaven,  nl leave  the  foe 

.  .And  make  my  ws-rs  on  you  .. look  to  -t come  on ,. 

If  you-11  stand  fast,  well げ eat  tliem  to  ^^ra^M  wives. 

As  tliey  us  to  our  trendies  followed.:  —  Act  I.  se.  iv.  n-  3414.2. 


愈兩人 决戰に 臨みての 對談 は、 

-  Mar\  ril fight  with  non ひ tuit  t:liee;  for  I  do  liate  tli ひひ 

Worse  tlian  a  Indmise-lDrealcen 

Aitf.  AVe  hate  pliice  : 

Not  Arnc  owns  a  I  a/htlor 

More  ttian  tliy  ^P30  and  envy.  ； Pix  tiiy  foot. 

Jkar,  .Let  tlie  first  tmdger  di ひ tlie  ottler-s  slave, 

Ana  tlie  ^ods  aoo3  liim  aft;2:  ！ 

Altf,  If  I  fly,  Marcius, 

Kouoa  me  luce  a liare. 

Mar,  Wittiin  tiies ひ thr ひひ liours, 1  メ ullus. 

Alone  I  fou^llt  on  your  Corioli  walls, 

And  made  wliat:  work  I  ； pleased  :  *tis  not;  my  blood- 

wherein  tll〇u  seest;  me  mask-d  ；  for  l;iay  revenue  4 

•wrencn  ii;p  tliy  dcvwer  to  1;lie  tllg^llest. 

Atif,  Wert  t)lou  the  Hector 

That  was  th ひ さ tlit^  of  your  1:>ragg.-cl  p>rogeny, 

T^hou  shoulcTst  not:  scape  m ひ hcjl. ひ. 

\xs  fight,  and  certain  Voisces  come  in  the  aid  of  AMAditis, 
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Mar  cms  ft さ till  they  be  driven,  hi  breathless. 

Officious,  and  not  valiant,  you  laJTVe  sllamrad  me 

In  your  coad ひ mnred  seconas.  f,^i;l.Y,v/s/.: 

—Act  I.  sc.  viii. 11. 1—15. 

Coriolamis の 母 は 子供のう けし 傷 を 自慢 顔に 

vol.  He  .had,  .hefor ひ tliis  last  exl^eclltlon,  twenl^y-flvcj* wounds  upon  llim.: 

—Act  II.  sc.  i. 11. 169170. 

と 云 ふ を 見ても 格闘 (怒の 發 現なる) の 如何に 文擧的 内容と なりて 存在し 得る かを證 明す るに 足らん。 

三 同感。 Ribot は 次に 同感 及び 優しき 情を擧 けたり。 尤も こ、 に 所謂 Sympathy の 意 は 吾人が 日常 川 

ゐる 意義に あらす して、 寧ろ 其 字義 をた どり 上りて、 sym  =  together,  patl.ly  =  feeling 卽ち 他人と 感情 を 

共に する の赣 なり。 人 怒れば 怒り、 人 泣けば 泣く、 卽ち 心理的 結合に して、 此 意義に 於て 或 時 は 模擬、 又 

は 感染と 同 字義と なる。 如此 意義の 言語が 文 の 理論 を說 くに 當り 必要なる は 云 ふ 迄 もな き、 ，- とに して、 

.S 來 吾人が 文藝を 面白し と感 する：^ 摸擬 (内部的) 又は 感染 (Tolstoi の說) の爲 なりと も 云 ひ 得べ く、 

從 つて 此 本能 は 文藝の 賞！^ に 方り 寸時 も 缺く能 はざる ものと す。 此 意味に 於け る 同感 は 第一 期に して、 更 

に 進みて 第一 一期に 入る 時 は 最早 單に 心理的 結合に あらす して、 心理的 結合 + 優しき 情緖 となるな り。 文擧 

の S: 容 として 用る 得べき Sympathy は 常に 此第 二期に ある を 要す。 卽ち人 を氣の 毒に 思 ひ 可哀相な りと 

歎す る はすべ て、 此 情に 基づく と 知るべし。 

兹に 注意すべき は此 本能が 戀の 根柢なる 兩 性的 本能と 全く 絕緣 して 存在す る ことにして、 また 其の 因 

つて 來る ところ は 同類 相憐 むの 天性に ある こと 心理 擧 者の 一 般に 是認す る定說 なる が 如し。 (Lloyd  ^ior- 


1. /iflh>iai  Behavlmr,  chap,  v;  Trhr-mson,  The  S さ dy  of  A}iimal  Life,  pp.  154—66;  srf-o^,  p"y- 

choloey  of  E..mollorl, づ， 23/..) 

今此 本能が 文學 の內容 たりし 例證 として、 英文 學 中より 極めて 簡„% なる もの を擧 ぐべ し。 

こ S 例 は卽ち Godiva の 話な， s。 もと 一個の 實事 (少なくとも 口碑に 傳 はりし 古き 話) なりし ならん も * 

近世 英文 學 にあり て 一 一大 文豪の 材料に 採られた る 緣故を もて、 著しく 其 名 を 高めた るな り。 一 人 は Walter 

Savage  Landor にして 其 Imaginary  cmversatisls 中に これ を收， めたり。 tlavel-ck  ElHs の 罰に  一 sis' 

多き 會 話のう ち 美し さに 於て、 これ S 右に 出づる ものな し」 と あり。 l-andor の 散文に 對し こ. w を 詩に 

歌 ひし は Lord  Tennyson にして、 これ^ち Godiva なり。 

先づ Lands. が 如何に 此 材料 を 取扱 ひし か を 冕る に、 

3：  Landor の 對話は 新婚の.^ 婦が L-oventty に遠乘 する に 始まる。 Godiva 曰く  ：  Ttiere  is  a  deartli 

in  til ひ land,  my  sweet  Leofric  ！  Relncm.ber ザ ow Inany  wee.ks  of  drouglit  we  tmve  tiaa,  TO.Ven  in 

the  deep  pastures  of  Leicestershire.:  つ 下民の 慘狀 を訴へ て 曰く  --Although  we  were  accom- 

panied by  many  brave  spearmen  and  skilful  archers,  it  was  perilous  to  pass  tlie  creatures  whicli 

til ひ farm-yard  dogs,  driven  from  tlie  hearth  TJy  tlie  psverty  of  their  masters,  were  tearing  and 

devouring; : 夫 云 ふ、 さらば 余 も 町に 人り St.  Michael-S 寺に 籠もり 夜 を 徹し-, し 神に 禱 願すべし と 一 

妻 も 答 ふらく 「妾 も 祈るべし I 一、 さりながら ： Would  my  own  dear  Inis ゲ and  hear  3e,  if  I implored 

； him  for  wllat  is  easier  to  accomplish, —vzhat  .he  can  do  like  God?: とて 飢修 曰 千. mdo 際な ォ， S 

彼等の 爲租稅 を 免ぜよ と 乞 ふ。 

L-eofric 怒りて 云く、  ：  Tnley  liave  omitted  to  send  me  my  dues,  established  一： _y  my  ancestors, 
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well  knowing  or  our  nut>tials,  and  tlie  charges  and  festivities  ttiey  reclnire,  and  1;lia1;  in  a 

season  of  sucli  scarcity  my  own  lands  are  insufficient.: 

其 時 妻 は! へ て 云 ふ ： ，nlere  ar ひ ttiose  among,  tliem  wlio  kissed  m ひ in  my  infancy,  and  wlio 

blessed  me  at  the げ aptismal  font.  Leofric,  :Leofric  ！  the ゆ rst  old  man  I  meet  I  shall  think;  is  on ひ 

of  those;  and  I  stiall  tliinlc  on  tlie  blessing  lie  gave,  and  (all  me!)  on  t.he  t-lessing  I ザ： dng  t-ac:k 

.him.  My  heart  will  l〕leed,  will  t>urst;  and  tie  Avin  weep-  at  it!  lie  will  .weep,  p>oor  soul,  for 

tJie:  wife  of  a  cruel  lord  wnc  dslounces  veng.eanc ひ on  liim,  wlio  carries  deatli  into  his  family! ご 

それより 色々 問答の 来、 夫 は 妻 S 乞 ひ を容れ 且つ 條件 を附 して 云 ふ、 ： Yea,  Godiva, げ y  the  lioly  rood, 

will  I.lpardon  tlie  city,  wt-en  tlicm  tldest  nak;ed  at  noontide  tlirough  tlae  streets!-* 

妙齢の 奥方と も あるべき ものが 白晝 市街 を、 棵體 にて、 しかも 馬上に 乗り 廻る こと は 常人と して 忍び 難 

きもの、 しかも 忍ば ざれば 幾多 細民の 疾苦 を 救 ふこと 能 はす、 卽ち 同感と 體 面との 間に 介 立した る. m 悶に 

陷ら ざる 可ら す。 

最後に 寧ろ 體面 を缺 くも 同感 を 満足せ しむべし と 決心した る 女 は 云 ふ、 ：：But  perhaps  my  innocence 

may  savrt  me  rrom  reproach  ；  and  how  many  as  Innocslt  are  in  fear  famine  ！  No  eve  will 

ofsn  on  me  tmt  fresli  from  tears.  What  a  young  mother  for  so  large  a  family  ！  s.hall  my  youtli 

liarm  me?  TJy ひ 2:  Goers  tiand  it  gives  m ひ courage.  All!  whren  will  ttie  niorning  come?  All! 

wlltjn  will  ttie  noon  t>e  over?:  Lands' の會話 はこれ にて 了す。 

^  Tennyson はこれ より 一 步を 進めて Godiva が裸體 にて 市中 を乘り 廻す ところ 迄 を敍述 せり。 先づ 

彼女 は ■ 


rso left  alone,  th ひ passions  of  lier  mma. 

As  winds  from  all  t.he  compass  shift  and  blow,  • 

Made  war  tiport  eacTl  ottier  for  an  liottr, 

Trill  p>ity  V7。.a.:—G0diva. 

と 漸く 煩悶 を 切り 钕 けたる 故 傳令使 をして 市中 を廣告 せしめて 曰く、 正午に 至る 迄、 何人も 外出す る勿ォ 

又 1^ 人 も 家より 外部 を 窺 ふ 勿れ， 皆 戶を閉 ぢ窓を 卸ろ して 餐 居せ よと。 かくて Godiva は 衣を脫 ぎす 丁 

1^*- の 羊の 如き m 分に て 門 を 出で、 *H 尾よ く 町 を 駆けめ ぐり 終る。 其 折 一 人の愚物ぁりて物数奇に^=^樣子 

を 垣 間 ん とせし が 忽然 明 を 失したり、" 是を Tennyson の 描け る Godiva のぎ^と す 

同 成 例 は 同より 枚 擧に遑 あらざる 程 なれば、 別に 引例の 必要 を 認め ざれ ども、 こ、 に 面白き 一 作 あれ 

ば 紹介 を かね 一 言すべし。 ^1例は 一 般 人民に 對 する 所謂 同情 を 中心とし たる ものなる が、 これ は 全く 父子 

の 問 に潢た は る 同情 を 美し き 忍耐と 克己 の 方面より 描き出 だせる も の なり。 

比 話 も 亦 Landor の hnafry  conversations に 出づる ものにして fe:sop と Rhodopi との 問答な 

り。 Rhodop こなる 少女が 幼少の 頃、 奴 隸に寶 られし 仔細 を、 同じ 奴隸の あ に 物語る 節な り 

Rhodopd の 父 は 米 概に殘 る 最後の 糧を うり 拂ひ、 眞 紅色の 緣 とれる 衣 を購ひ 憮然と して 米 榧 を 窺 ふ。 

何事と も氣附 かぬ Rhodou は 米概の 中に 何 か 面白き 物 も あらんと て、 急ぎ 見れば 空な り。 偖父此 ぎら し 

き 衣 を 子に 着す るに、 子供心に うれしければ 花 を 採りて は髮 にさし 又 胸に 插む。 それより 相伴な ひて 奴隸 

n は 市場に 赴く。 買 ふ 人々 Rhodopw の tSf 奢な 姿 を 賞づれ ども 體質 弱し とて 購ふ もの 更にな し。 ： gp5^ 

would  have  bought  the  chlamys,  but  there  was  something  less  saleable  in  the  child  ana  flowers. 

來合 はせ て 値ぶ みする 者 はなき にあら ね ど 父の 手 離す 程に 高く 買 はんと 云 ふ は 一 人 も あらす。 かくて 一 ゾ 
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去り 一 人 來るを 子供 は 無 邪氣に 輿が りて、 これ を 一 種の 賭戲 なりと 其 度 每に笑 ふの み。 . 

父 は 顧客の  一 メ に .ti ひ 二  tWnk  I  know  tliee  by  name, 〇 glicst!  Surely  thou  art  Xanthus  t; ザ ひ 

Samian.  Deliver  this  c-hild  from  famine.-" と、 Rl:iodop6 はた 笑 ふ。 Xantlnis は， ぃ配氣 こ， 餓 ゑたり 

とやと いた はり 問へ ども、 飯 食べ し 計りの Rhodopd た.》 戲 言と 心得 笑 ふの み、 (永の 貧苦の 最中に も 父 ま 

一度と て 吾が 子を餓 やせし ことなし。) Xanthus は 袋 中より 小麥の 菓子と 蜜 をと り 出 だして 與ふ。 Rho- 

dop か はま づ 蜜ん-父の 口に あてが ふに、 父 は そ を 地上に 投 けて、 ： seizing  the  bread .  he  began  to  devour 

it  ferociously.: 子 はこれ を も 尙戲れ なりと す。 

r 價 は？」 と 問 ひつ 、 父 は 其 子 を Xanthus に 渡す。 其 最後の 言葉に 曰く  ：-nle  gods  are  ever  with 

liliee, 〇 Xanthus;  therefore  to  thee  do  I  consign  my  child.: と o 

買 はれし 人に 抱 力れ て 振り^けば ：saw  tier  father  St3ggling  on  the  ground-  livid  and  speech- 

less. 尙 IRhodope 自らの 言葉に 曰く  ---The  more  violent  my  cries,  the  more  rapidly  they  hurried 

mc  away  ；  and  many  were  soon  between  us.  Little  was  I  suspicious  ^^p^  he  had  .^^^^^^^  the 

r>angs  of  famine  long  before:  ala 亡 and  he  had  suffered  them  for  me.:  iEsop 長物 語 を聽き 終り 

て咸 めじて 曰く  It  was  sut-lime  humanity:  it  was  forbearance  and  self-denial  wliicli  even  tlie  im- 

mortal gods  hare  never  shown  us.  He  could  endure  to  perish  by  those  torments  which  alone 

are  both  acute  and  slow;  lie  could  number  tlie  steps  of  death  and  miss  not  one  ；  but  he  c 二 uld 

never  see  thy  tears,  nor  let  thee  see  his. 〇 weakness  above  all  fortitude!  Glory  to  the  man 

who  rather  bears  a  grief  corroding  his  breast,  than  permits  it  to  prowl  beyond,  and  to  prey  on 

the  tender  arul  compassionate!: 再び 語 をつ ける Rtiodopd は 其 事 ありし 前夜の 一記 意み-呼び 起して 云.^ 


やう、 其 夜 父 は 妾が 寢臺 の緣に 坐し、 床上に 散りし パ ン屑を 拾 ひ 集め、 しきりと 其の 足らざる を憾 むが 如 

くな りき。 妾 は 其 時 迄 眠り をよ そ ほひた るが、 急に 覺め たる 如く もてなして © をうた へと 父に 乞 ひぬ。 唄 

をうた ひて 眠らせよ と逼 りぬ。 其 歌の 末の 一 節に は、 ：Thou  Shalt  behold  that  fairest  and  that  fond- 

est on ひ liereafter.  wut;  nrst  t.tiou  must  go  unto  tine  land-  of  tlie  lotos,  wnere  lamine  never  cometli, 

and  where  alon ひ the  works  of  3 an  ar ひ ImTnortal.: と ありたり o 

余は此 一 篇を 以て 英文 學中 最も 切なる 情緖を あら はした る 美 はしき 小品の 一 なりと 思 ふ。 而 して 前後に 

通じて 此 物語の 興 を 支 ふる は 父子の 愛卽ち 廣義の 所謂 ？ sympathy に 外なら す。 勿論 同感の 情 を のぞきて 

も 子供心の 頑是なき 所、 父の 手 一 つに 育てられて 腕白なる 節々 等 充分 此 一 篇を 古今に 通す る 作品たら しむ 

るに 足る 他の 要素 を 具へ たる は 論な し。 詳しく は 就て si- るべ し。 

歸此 次に 來 るべき は 自己の 情、 卽ち ego に 就きての 感情な りと す。 これに 積極 消極の 二つ あり。 積極 

と は 意氣、 慢心、 高 振り、 押し 强等、 消極と は 謙譲、 小心、 fjl^、 目等を含むものなり。 

先づ 積極的 見本なる 意氣 をと り 来る 時、 先づ 第一 に 心に 浮かぶべき は Milton の 描きた る 魔王な り。 彼 

の 意氣は 孔雀が 尾を廣 けし 樣の 慮榮 にあら す、 失敗に 陷り 困難に 遭遇し 丁ん &其度 を 高む る 底の ものな り。 

• 卽ち 謙讓、 失望と 兩 立し 得る 意氣 なり。 かれ 嘗て 天上界 を 再び 吾 かものに せんと 幕下 を 地獄の. 奈落に 聚め 

て 軍略 を 凝らす や、 

:Ii.lg.h  on  a  Uirone  ot  royal  sl;a1;e,  which  rar 

Outslione  the  wealtli  or  Ormus  and  or  Ind, 


Satan  exalted  sat,  by  merit  raised 

•  五 五 


To  .tllat  1:-ad  eminence  ；  ancl,  from  des5>alr 

T^lss  nlg.ll  npltftecj  Deyond  nope,  aspires 

weyond  tnus  111^11,  Insatiate  to  fmrsue 

vain  war  witli  Heaven  ；  and, び y  success  tintattglit, 

Kis  ^3^^  imaginations  ^^^^^  display-d  :  : —Miltop  Paradise  Losi,  wlc,  II. 11. I—IP 

批評家の 言に よれば Milton の 魔王 は i4、 人格 あまりに 雄大なる を 以て 讀 者の 同感 を 引き 易く、 却て 危險 

虞 ありと。 然り ま、 雄壯 なる 性格に 對し 誰か 幾分の 欽 賞の 感を 禁じ 3^ る も のぞ。 而 して 其 賞す ると ころ は 

彼の 意氣 死に 至りて 尙磨 せざる にあり。 

更に 引例 すれば、 CoTiolanus かって 羅馬 市民 全體 を反對 とし 飽く迄 其 信す ると ころ を 行 はんとす る や、 

彼等 これ を 恨み、 圑 結して 危害 を 其 身に 加 へんと す。 彼 之 を 知って、 昂然と して 曰く， 

:Let  1:iiem  pull  all  about  mine  ears,  preseni:  me 

JDeatli  on  the  wheel  or  at  wild  horses*  lieels. 

Or  ； pil ひ tell  nills  on  tlie  .Tar;peiall  rock, 

. T^h-at;  .tile  ； precltntatlon  miglit;  down  str^^tch- 

.Below  "til ひ .heara  of  sight,  yet  will I 

B ひ ttius  u)  them.: —— ^llak ひ spsare,  coriolanus.  Act:  III.  sc.  ii. 11. II ひ. 

漢 一.^2 にて 評すれば 意氣凛 然と も 云 ふべき 所な り 「) 

以上 は 自己 感情の 積極的 方面 S 中、 意 氣を其 標本に とり、 其 文擧の 内容たり 得べ き 諸點を 指示せ る もの 

なる が-' 是 より 消極的 方面に うつり 忍耐に つき 一 言すべし。 


忍 而カ文 舉に容 れらる ， や、 其の 最も 普通に して、 しかも 最も 可憐なる は 人 戀ふ心 を 包み 刃 5 ぶの j^E なる 

へし。 こわ 一 方に は 自覺の 缺乏、 小心、 恥 ぢらひ 等 皆 自己 咸"^ 情の 消極的 方面の 諸 性質と 闢 5, ボ する ものと す。 

英文 擧 中の I 佳 S は 此强き 忍耐 を 封じ込め たる 戀 のへ g 駄 なりつ 

S  Viola は 女の 身に 男装して、 づ uke  Orsino の 小姓と なり、 還 公の 戀人 Countess  CHVia に 文 S 吏す 

れ ども、 Olivia はいつ もす けなく、 返し 文す る こと さへ なかり き 。或 時、 公 は vio^ に 向 ひ、 其 身と 

Olivia の戀を 述べ、 戀情 にも 男女 各區別 ある こと を 語り、 さて 云 ふやう、 

Ttiere  is  no  woniarfs  sidps 

-(-an  bide  tlie  Toeating  of  so  strong  a  passion. 

As  love  dotli  give  my  heart;  no  woman-s  lieart 

So  Dig,  to ザ old  so  much;  ttiey  lack  retention.-- 

islmkespeare.  Twelfth  Night,  Act  11.  sc.  iv.  U.  9619. 

Viola これ をき、 他し 戀 にこと よせ、 己が 切なき 心情 を 打ち 明くる。 公 問うて 云 ふ 

And  wllat-s  her  Wstory? 

く SF  A  ^^pp  my  lord.  Slie  never  told  her  love 

wut let  conceahnent,  like  a  worm  i*  tlie  h>ud, 

, X-  eed  on  her  damasJc-dieek  :  she  p-incd  in  ttiouglit. 

And  wit ザ a  green  and  yellow  melancholy 

Slie  sat,  lilce  watienc ひ on  a  monmnemt. 

Smiling  at  grief.  Was  not  this  love  indeed? 


.we  men  may  say  more,  swear  more  :  t>ut  inderad 

Chir  shows  are  more  tlian  will ； 0^0^  still  we  ； prove 

Mucli  in  otn-  vows,  tait  little  in  oln-  love..:  — 11. 112—21.  V 

この 内容 は 固より 忍耐に 限らる ゝ に は あら ざれ ども、 忍耐と 戀の 混和 を 巧みに 描き出 だせる 好例な りと 

す。 

g 前者 は戀を 包む 爲の 忍耐 なれ ども、 こ、 に はこれ と 少しく 趣 を 異にする 堪忍の 例 を 紹介すべし。 そ は 

妻が 夫に 對し 柔順の 德を 守る ところに あら はれた る ものに て、 余が 特に こ ， に 此例を 選み たる は此 情が よ 

く 文擧的 内容たり 得る を證 すると 同時に 他に 一 一 一の 主意な きに あらす。 婦人 崇拜 S 西洋に ありて、 か 、 る 

例 は 甚だ 奇異の 觀 あるべく、 現に 近^ 英文 寧に 於て はかくの 如き 者 を 求む る も 到底？ £ 難 かるべ し。 固より 

妻が 夫に 對し堪 へ 忍ぶ は 世の常 態 なれば、 何れの 世に も此 種の 文舉 的內容 多き は 云 ふ を 待た ざれ ども、 こ 

こに 述べん とする 例の 如き は 誠 に 西洋 文擧中 無類の ものなる ベく、 近代の 婦人が 決して 堪へ能 はざる 苦し 

さ を堪へ 媒 せる を 描きし ものな り。 ：Patient  Gtlselda  (Maria  wdgeworth の 小說中 Moderu  Gviselda な 

る もの あれ ども、 其 内容， に 多大の 類似 あるに は あらす) の 物語 は 古 來三大 文豪の 手に 觸れ たる ものにして、 

S  Boccaccio の 『十日 物語』 十日 目の 十に 出で たり、 S  Petrarch はこれ を S 雑甸訪 小說に 仕組み、 De 

Obedietttia  ac  Fide  Uxoria  Mythologia と 名 づけたり、 3： 此 物語 は 英國に 於て Cliaucer の 彩擎に 觸れ、 

其 Canterbury  Tales に liie  Clevkes  ra/" (『擧 生の 物語』) の 名の 下に 永く 文擧 _s 寶什 として 存す。 但し 

Cliaucer が 其 材料 を Petrarcli より 得た る こと は 其 前詞に 云へ るが 如し。 

tie  IS  now  deed  and  nayled  in  tiis  cli ひ si; ひ， 

I  ； prey  to  god  so  y ひ v ひ liis  soule  reste  ！ 


； Eraslccys  Petrark,  tnc  一 aiireat  poete, 

wighte  fhi:.;  clerk,  wlios  retlioryke  sweete  . 

Enlumined  al Itaille  of  jjoetryc. : し 9—33. 

Griselda 物語。 昔 伊太利 亞 Saluccs  (saluzzo) の 太守に 侯爵 Walter  (Gualtiero と 云 ふ 若人 ありけ 

り。 1^;?に山に日々狩り暮らし、 妻の 爲め 子の 爲 めさて は 吾 身の 爲め 後の 榮へを 計る 二と など、 かって 念頭 

に 浮びし こと さ へ なかり き。 されば 臣下の * 共 頻りに 心を惱 め、 如何にも してい I へ 淑の室 をす ， めむ とすれ 

ども、 心根 知れぬ 女と 一 生み 偕に する は 人生の 不幸の 極な りと て 聞き入る、 氣色 なし" され ども 眞心 こめ 

しゃ： -告 をき-下に 却け 通す こと もなら す、 遂にた >  /\ 思 ふ 仔細 ありと て、 或 百姓 娘と 偕老の 盃を交 は 》«- け 

)-。 

--Tanicula  (Giannicol つ〕 men  of  that  throp  him  calle. 

A  doglitfsr  hadde  lie,  fail-  y-nowll  to  siwllte. 

And-  Grisildis  〔Griselda〕  this  yonge  niayden  higtlte.:  —11.  208—10. 

侯爵 其 花嫁ん- お 下に 引き合 はす 言恭 に 曰く 

:-This  is  my  wyf,-  quod  he,  -  tliat  standetli  llere. 

Honotlrettl  tiir,  and  lovetti Wr,  I  preyc, 

Wlio-so  me  loveth  ;  ttieris  nalmore  to  seye.  —II.  369-71. 

臣下の 者 共 皆 花嫁 を 賞し、 命 長 かれ、 幸 あれと 祈り、 ，侯爵 W 人 を 見る S -、 勝れた るに 感じ 居たり しが St 

經て 侯爵 n: 思 ひけん * ふと 其 妻の 忍耐 S 度合 を 試しみ むと志し、 先.. つ： K (手始めに、 

r 妻に 向 ひ、 汝は 生れ 卑賤 S 身 を もて かく 侯爵の 家に 入り たれば、 HI: 下の もの 不満に して 小言の 絕ぇ問 

五 九 


なしと 云 ふ o 

.Tlley  seyn,  .to  .h ひ m il: is  gre ひ t  s-hame  and  wo 

p-or  .to  .he  subgets  and  .hen  in  servage 

Ho  thee,  that;  .horn  art;  of  a  srnal  village.:  — 11. 4.8113. 

され ども 妻 はた 音 無しく 其 身の 低き をみ とめ、 今の 身の 分に過ぎたる を 謝する 力み。 . 

53 第二の 試驗は 少しく 其方 法 を 異にしたり。 Griselda は結始 後一 女兒を 設けし が、 侯爵、 使 を やり 云 

はしむ る やう T 氣の毒 なれ ども、 御子 供 渡し 給へ、 侯の 命令 も-たし 難ければ」 と。 Griselda 可愛き 子の 

身の上 を氣遣 はぬ に は あらね ど、 何箏も 夫の 命 なれば とて 泣き もせす、 欽 きもせ す 云 ふが ま 、 に 其 子 を 渡 

しゃりぬ。 

0 次に 生れし は男兒 なりき。 侯爵 云 ふやう、 人民 は 汝に對 して 不服 なれば、 汝の 腹より 出で し此兒 余が 

後 を 緩-ぐ， .3 と あらば、 

.  when  vvalter  is  ag.ool.1, 

Tlien  sliai  the  t>lood  of  Janicle  succ ひ de 

And  .been  our  lord,  for  otlier  .ha づひ we  noon.: —— 11. ひ 3113, 

卽ち 吾が 家の 斷絕は 目に みる 如し。 故に 此兒も 引き渡せと 遍る。 Griselda は 恨む 氣色 もな く 小兒を 引渡 

す。 而して 其 云 ふところ はかくの 如く 柔順な り。 

And  rtv ひ r in  oon  so  pacieni;  was  slip 

T^tlat  she  no  chere  made  of  lltivinesse, 

wut Idste  liir  seme,  and  after  gan  it  l〕less ひ ； 


Mir  ^^^^^  sone  lie  wolde  in  ertlie  g.rave,  . 

His  tendre  limes,  delicat  to  sl^ht;e. 

Fro  foules  and  fro  bastes  for 1;o  save.: —— 11. 0/7—S3. 

隨偖 かく 最愛の 吾子 を 二人 迄 取り去られ たる Griselda にと り此 上の 試驗 はと 云へば、 彼女 自身の 離別 / 

なり。 元より 人民が Griselda に 寄す る 同情 は 一 方なら ざれ ども、 柔順なる 彼女 は^ 情の 夫 を 恨む ことな 

く、 再び 元 S 貧民に 立ち かへ り、 樂 しく 父の 手助け せんと 答 ふ。  . 

:*Nak.ed  out  of  nvy  fadr ひ s lious,"  clnod  slie, 

"I  cam,  and  nake&  moot;  I  turn ひ a^ayn.:- —— 11. 871— に. 

かくて 彼女 は 里に 歸り 行けり。 

殘 酷なる 試 驗は尙 これに 終らす。 此度 侯爵 方へ 花嫁の 奥 入 あるに つき、 邸内の 樣子 知った る Griselda 

に當夜 S 係り 仰せ 附 けらる との 仰せな り。 され ど 彼女 は 怒れる 色 もな し。 . 

--And  stie,  the  moste  servisable  of  alle, 

ffiath  evety  chamlyTe  arrayed  and  his  tialle. : — 11. 979-8P 

加 之、 愈 花嫁の 來る 時、 侯爵 は 笑 ひつ 、彼女に 問うて 曰く、 

--Kow Ivk ひ th  tllere  my  wyf  an&  tur  t-eautee?:  11 1. 1〇31. 

Griselda 答 へ て 曰く、  . 

-:R1TOS;  Wei,-  <,,luod  s.he,  *my lord;  tor,  in  g.o2J  ley,  . 

A  fairer  say  I  nevrtr  noon  tlian  ,sli ひ.：" 1. 11. 1032I.S.  .  


.  さ I 

- ) s に 始め. て 永き 試驗も 侯爵の 心の ま  >  に 了り、 其 妻の 變らぬ 貞節、 忍耐 最早 疑 ふべ くも あら ざり しかば、 

侯 露 漸くに 事の 實を 打ち明け、 

Now  know ひ I,  {12. ひ wyr,  1:liy  stecJfastness ひ.： * 

と 云 ひつ ， 

And  tiir  in  armes  1;oolc  and  gan  〔b ひ^ anj  liir  kess ひ lt;o  kiss  Jler〕. ：  — 11. 10^ ひ 17. 

話 をた どり もどれば、 先に 楚ひ 去られし 兩兒は 其 折 wologna に 送られて 人となり、 此度舆 人れ ありし 

も實は 今年 十二 歳の 小 女郎、 卽ち Griselda の姊 娘に して 其 弟 も 同道し 來 りしな.^。 かくて 親子 再會 して、 

先の 苦しみ は 今の 樂 しみと なり、 目出度く 此世を 終りし と 云 ふ。 -  . 

か、 る 忍耐 は 到底 實際ぁ 0 得べき ことに あらざる は 話の 當人 Oxford の 大學生 も 後段に 云へ り。 

Kut  C  word,  lorcjlng. ひ s,  .herknetll er  I  go  :  I— 

II; were lul liard  rto  tincJe  now  a  dayres 

In  aj-  a  toun  G-rlsilcJes  thrrtcj  or  two  ； 

- For,  it  that  they  W2. ひ f>ut  to  s さ iche  assayes, 

■Tllc  gold  or  112:1:1  liatli  now  so  t-acjdrt  alavres 

\^itll  "oras,  ttiat;  1±owta  tJie  coyne  t-e  fair  at  ；  % 

i  wolde  rattier  ？ p^^rt  a-two  tlian  plye.:  —ll.  116319.  . 

次に 来るべき は兩 性的 本能、 更に 上等の 文字 を 用 るれば 戀な り。 兩 性的 本能 は 如何にも 下品の 樣 なれ 

ど， これ もと 人間 闽 有の 本能の 一 なれば、 事實 にして、 嫌 ひなり と 云 ふむ 片附け 方な し。 而 して 所 戀な 

る もの は 此兩牲 的 本能 を 中心として 複雜 なる 分子 を總 合し て發 達した る 結果 なれば 到底 其 性質より 此 基本 


的 本能み-除去 する こと 能 はざる なり。 on なる 人 かく 云へ る こと あり。 - 「凡そ 年若き 男女が 慕 ひ 合 

ふ は、 彼等が 自覺 せす して、 精子の 意志に 從ふ ものな り。，」 wain も 亦 r 觸は 戀の始 にして 終な り」 と 云へ 

り。 隨分 如何 はしき 言葉の やう なれ ど、 赤裸々 に 云 ひ 放てば、 眞相 はかく あるべき なり。 た >戀 は 神聖な 

りな ど、 說く 論者に は 頗る 妥當 を缺 くの 感 あるべし。 所謂 2ato 式戀 愛なる もの、 若し 世に 存在す と假 

定 せば、 ,  > れには 劣情の 混入し あらざる こと 勿論 なれ ども、 同時に また 劇烈の 情緣 として 存在し 能 はざる 

こと も 明らかな り。 若し James が說く 如く 情緒 は 肉 體的狀 態の 變 化に 伴な ふ ものにして、 肉 體的狀 態 

の變 化の 因に あらす と假定 すれば、 悲しき が 故に 泣く にあら す、， 泣く が 故に 悲しとの 結論に 達す。 Jsnes 

曰く 「是 等の 下等 情緒 を 論す る 自然の 徑路 は、 先づ 或事實 を知覺 し、 其 結果と して 情緒と 名づ くべき 心的 

感情 を 誘起し、 此狀態 更に 進んで 肉體的 表白 を發す るに 至る ベ き なれ ども、 余 5 說は 全然 この 反對に wr つ 

る ものにして、 卽ち 興奮 的事實 S 知覺に 次ぐ に 直ちに 肉 體的變 化 を 以てし、 此變化 はや が て 情緒と して 現 

はる、 ものなる べきみ-信す。」 cvinciples  of  Psychology 『心理 擧 大綱』 第二 卷、 四 四 九 頁。，) 此 議論 を 

とって 直ちに 普通の 戀の 上に 應用 せん 事 頗る 不都合 なるや も 計りが たし。 去れ ど 普通 一 般の小 說戲曲 中に 

あら はる 、善男善女の 徒、 必す 其戀を 結婚に 終り、 若し終り得ざる時は讀者觀客は^^-滿足の感を生するょ 

り 推す も、 * 所謂 戀 情な る も の より 兩 性的 本能 卽ち 肉感 を 引き去る の 難き は 明ら かなりと す G 

尤も 前に も 云へ る 如く、 所謂 戀 なる 者に も、 色々 其 社會、 時代に より 深 淺單複 の 差 ある は 當然の 事に し 

て、 敎育 ある もの 又は 所謂 高 襟 者 流の 戀は、 頗る 人り 込みた る ものなる こと 勿論な り。 Spencer は 其 『心 

理學』 に戀を 下の 如く 解剖せ り。 「兩性 を 結合す る 情 は 普通 一種の 單純 感情 5 如く 論ぜら るれ ど、 これ を 

外にして 他に、 かく 複雜 にして、 しかも 勢力 ある もの は あらざる べし， - 如何と なれば 其 純 生理的 材料 以外 

に 個人 美に よろ 幾多 抜 合印 象 を も 算入せ ざるべ からす。 しかも 其 周 園に は 稀々 の 快感つ き 纏 はり、 これら 
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は 其 等 自身 に 於 て戀愛 的なら ざ れ ども、 結 局 戀愛感 に 糾蛾的 關係を 有 し 、 尙 愛情 と 名づ く る 複合 感情 も 亦 

これに 結合し つ 、ある こと を 認めざる ベから す。 凡そ 愛情 は 同性の 問に もよ く 存立し 得る もの なれば、 一 

種獨 立の 感情と すべき も、 此 場合に ありて は 著しく 昇 上の 域に ある こと を 忘る ベから す。 尙賞 讚、 敬 等 

の 感情 混入し 來り、 さなき だに 有力なる これら 諸 勢力 は此揚 合に 於て、 高度の 活動 を 試みる ものな り。 次 

に 加 人すべき は 是認の 愛と も稱 すべく、 卽ち 全世界より 擧 けられ、 萬 人に まさりて 賞した る も G の 愛 を 

くるの 自覺 にして、 其 力 は 凡て 過去の 諸 經驗の 上に 出づ べし。 而 して 其 内に は 第三者の 人々 より 公平なる 

眼 を 以て 自己の 成功み-認識 せらる 、ことの 間接的 快" I ヅゲも 混入す る ものと す。 こ、 に 於て 自重の 聯合 緣 

起る。 卽ちー 個の 人格の 愛を獨 占し 或は 其 上に 全權を 有する ことの 自覺を 生す C 此の，： m 然に 湧き出 づる自 

重心 は 一 變 して 一 個の 自愛と なる ものな り。 加 之 所有の 快感 あり。 凡そ 個人の 間に は 犯し. ■ き it 壁 ありて * 

相互の 行動 は 常に 多少の 制限 を 必要と すれ ども、 戀人は 所謂 一 心兩體 にして 凡ての 垣 は取拂 はれ、 .E.E 活 

動 の 欲求が こ、 に 遂行し 得る を認 むべ し。 而 して 更に 同情の 高^^^ぁり て、 あらゆる 自己中心の 快樂 はこの 

同情に より 一 倍し、 自己の 快 樂に戀 人の 快樂加 はる ものな りと す。 如此、 生理的 感情が 骨子と なり 其 SISi 

に 個人 美の 諸 感情 蝎 集して 始めて 戀を 構成す る ものにして、 前靑は S 単に 愛着の 因と なり、 後 靑は续 敬、 是 

認の 欲求、 自重. 所有、 自由の 欲求、 同情 等に ^li? くものと す。 しかして これらの もの 著しく 興起し W 活躍 

せる 作用が 相互に 呼應 する 時、 凡て この 心的 現象 を總 括して 『戀』 と名づ く。 然るに これら 諸 感情 は其自 . 

身に 於て 旣に 意識 S 雜 多方面 を 含蓄す る を 以て、 吾人 若し 上述の 狀 態に 陷る時 は 吾人が 具有す る 殆ど あら 

ゆる 興奮 的 作 川 は 混じて 一 圑 となる の理 なる を 以て、 所謂 戀の 力が 至大なる は 毫も 怪 むに 足らざる べし。 

c〕ri-dplcs  of  PsychotogyT} 『心理 舉 大綱』 第一 卷、 ニー  五節) 

開明の 世に は如此 込み入り たる 現象 も あるべき も、 鬼に 角、 戀は 兩牲的 本能に 其 源 を 有する こと 明らか 


なれば， 入 ホは此 所に 此 情緒 を 収めた る ものな り。 

而 して 此 基本 情緒が 果も て 文 m. 的 内容たり 得べ き や 否やに 闢し て は、 何人も 其 答 を 要せ ざ. るべ けれど、 

これに は社會 維持の 政策 上 許し 難き 部分 ある こと を 忘る ベから す。 如何に 所謂 「純 文藝 派」 の攀と 云へ ど 

も戀に は文舉 に容れ 難き 方面の 存在し 居る こと を 是認すべき なり。 然れ ども、 かく 云 へばと て此 情緒が 文 

擧的內 容卽ち (F+f) の 資格 を 具有す る こと は 到底 之 を 否定す る こと 能 はす。 こ、 に 吾人 は當 下の 義務と 

し て US 通 の 意義 に 於 け る 戀 の 作例 を擧ぐ ベ し 。 

偖 此；_5 緒が 文擧的 S 容 として 川る らる、 分量 は實に 驚くべき 程に して、 古今の 文學、 ことに 西洋 文學の 

九分 は 何， れも爭 うて 此 種の 內容を 含む と 云 ふ も 不可な. きが 如し。 就中 小說、 戲曲 の 類に ありて は此 分子な 

しに 存在す ろ こと 殆ど 不可能と 云 ひ 得べ し。 英國の 小說家 Anthony  Trollope 其 €1 傳 中に 述べて 曰く， 

「凡そ 小説家の 作品の 大部分 は必す 年若き 男女の 願 係に 何れ かに 於て 觸る、 ものにして、 im^w 分子 を 去 

りて は小說 に 興味 を 附し其 成功 を 期す る ， J と 甚だ 難き を 認めざる ベ からす。 勿論 世に 無戀愛 の 作： .f. に 行 は 

る、 ことなき にあら ざれ ども、 これらと 云へ ども 尙所々 に 其禁を 弛め、 全篇 を統 ぶる 爲 常に 此柔ら かき 戀 

情の 加味 を 必要と する が 如し。 pickvuick さへ も尙 四^の 戀人を 有し 其戀々 たる 心情 は、 これに 適度の 軟 

味 を 添 ふるに あらす や。 余 も 亦 嘗て Miss  I\Iackenzie に無戀 愛の 趣向 を 試みた る こと あれ ども 遂に 不得已 

彼 女を戀 人と なせり。 靑 年の 心 を 動かす に 最も 適した る 此 情緒 に 、 筆 を 執 つ て かく 絕 えす 接觸 する は 固よ 

り 多少 6- 危險 なきに あら ざれ ども、 一 面より 見れば 此戀愛 を 取扱 ふの 必要が 却つ て 有利なる を 認め すん ば 

あらす。 必要の 理由と は 他な し 凡そ 此情は 凡ての 人 を 動かし， 或は 少なくとも glSJ て 動かした る ものにして、 

何人と 雖も此 情 を 解せ ざる ものな し。 或は かって、 或は 現在に、 或は 將來 に必す 此方 面に 於て 何等かの 經 

過 を 有する こと 明らかにして、 假に 之を按 斥す る もの ありと せば 彼等 は 同様の 熱心 を 以て 之を徘 する に 相 
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違なければ なり a」 

此 の 如き 有樣な る を以 て 所謂 戀な る ものの 文舉的 内容と しての 例證 は、 例 を 引く に 及ば ざ る 程陳 々 相 倚 

るの 有樣 なれば、 寧ろ 戀 なき 作 を 取り 来り 之 を 例外と して 論す るの 當然 なる を 信す。 され ども 形式 を 全う 

する 爲め 鬼に 角 一 一三 を 紹介すべし。 

scoleridge の L き e と 題す る 詩 は 諸君の 知る 如く 古來 有名の 作品の 一 なり： 其 第一 節に 曰く、 

-"All  thslghts,  all  nasslons-  all  deliglits, 

wllatever  stirs  tnis  inortal  frarne. 

All  are  .hut  niimsters  of  Love, 

And  reed  liis  sacred  flame. - 

此詩 は、 或 人 Genevieve なる 女性に 戀 想して 或 月明の 宵、 古城の 跡に、 古き 武士の 石像に よりか、 り _ 

其 武士の ありし 昔の 戀に 事寄せ 遂に Genevieve を 得たり と 云 ふ 意な り。 

- _  And  so  I  won  my  G ひ nevieve. 

My  t-right  and,  tsauteous  wride.: 

先に 引 川した る は 其 冒頭の 一節に して、 此節 によりて 見れば 戀に關 して ニ樣の 釋義を 得べ し。 苟も 吾人 

の 心 を 動かし、 情緒 を 喚起し、 愉快の 感を 生ぜし むる は、 卽ち これ 戀の 力なり と、 是 一 なり、 愛 は 神聖な 

りと 是 一 一な り。 

gwrowning の Love  among  the  R sills の 結末に はた-上 二字より なる 句 あり 而 して 其 句に は に) ve  is 

best と あるの み。 

場所 處 とも 知らす、 其 昔 隆盛 を 極めし 繁華の 都 あり。 かって は國 富み 兵 强き大 國の曾 都な りし. が搶 


桑の 變は此 都 を 化して 今 は荒烟 冷雨の 中に 寂寞たら しむ。 其 寂寞 を籍 りて 前代の 榮 華を寫 し。 兩 者の 間 を 

袖 緩す るに 一 脈の 戀を 以てせる が此 詩の 生命な り。 先づ 古き を 追懐して 曰く  . 

--\vhrtr ひ a  multitude  of  men  breatlsd  joy  and  woe 

L,ust  of  glory  lyl.JCKCd  ^^rt^^  hea-rts  up,  drea-cl  of  sliame  .  r 

Struck  tliem  tame  ； 

And  tliat  jjlory  llnd  tliat  sliame  alike,  tlic;  gold 

Boug.llt  aticl  SOICL: 

され ども 今 は  . 

--Now, —tile  sins:le  little  turret  tllyt  remains 

〇11 ttle,  plains, 

wy  tti ひ capsr  ovelTooted,  t-y 1;h ひ gourd  f 

oveiored,:  c 

此 間に 云 ふべ からざる 荒 霧 寂寞の 感 あり」 { 兆然 支那の 懐古の 詩に 對す るが 如し。 この 凝 墟のラ ちに 幕 & 

然 たる 頃、 一 人の 少女の 古 塔を攀 ぢて戀 人の 來るを 待つ。 今來 るか、 今來 るかと 待つ 間 は 「來る 殿 を 唐 

黍 高し 25- 下さん」 とも 児るべし： 昔し は 王 八ムの 倚りて 天下の 眺を擅 ま、 にせし 窓なる を、 今 は 名 も 知れぬ 

農家の 女 兒が來 ぬ 人 を 待つ 間の たよりと なる。 やがて 男來 る。 女 は 兩手を 肩に 置き、 暫時 は 何の 言 築 もな 

し〕 詩人 は 歌 ふ、 「戀は 無上」 と" 

In  one  J^ar  th-ey  stmt  a  million  6g.llters  lorth 
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^os-^  and  North, 

And  1;tiey  .huilt  1;hcir  gods  a  h_razen  IDiuar  liigli 

As  tlie  slcy. 

Yet  reserved  a  tliousand  chariots  in  full  force ― 

Gold,  s  course. 

cn  Heart  ！  oli .hlood  1:110-1;  freezes,  blood  tliat;  .burns  ！ 

Eartll-S  re.turns 

IPor さ n()le  centuries  of  folly,  noise  and  sin  !  一 

SJiut  tliein  in, 

一 V itli  their  -^^-^^§^0^w  and  their  glotles  and  tlie  rest  ！ 

Love  is  t-CSL" 

其 意に 云 ふ黃 金よりも 力よりも、 また 凡ての 勝利に もま さりて 尊き は戀 なりと。 

以上 兩 詩人の 外、 JCeats の 如き も 亦 其 作 EMdymiou に 同 樣の感 を 述べたり。 由來 Keats は 頗る 浪漫 

的の 變り ものにして、 時には 甚だ 可笑しと 思 はる、 简所 あるが 如き も、 此戀 愛に 闢 する 見方 は 別に Kr-ats 

の 專寳と は 云 ひ 能 はざる ベ く、 恐らく は 西洋 諸家 共通の ものなる ベ し。 余 は、 3  、 に是 を攻擊 する の 意な し。 

た ，.- 戀愛 S 分子が 如何に 文 的 内容に 加 はり、 又其戀 愛なる もの を 西洋の 文擧者 流が 如何に 過 常に 見 tig も 

- るか を 紹介 すれば 足れり とす - 

what  care,  tllous:!:!  owl  did  fly 

Alpout  tlie  greal.,  Athbllian  admiral-s  mast? 


Wliat  care,  tliough  striding-  Alexander  p>ast; 

1 メ lie  Indus  witll  liis  Macedonian  numt>el.s? 

Tliough  old  Ulysses  ^o«.?^ro^  from  liis  slumt> ひ rs 

Ttie  glutted  cyclotxs, さ. hat  car ひ ？  — Juiiet  leaning 

Amid  her  window-flowers,  I slg.lllng,  !  weaning 

Tenderly  her  fancy  from  its  maiden  siimv, 

Dotli  more  avail  tlian  tliese  :  tlie  silver  flow 

Of  Hero-S  tears,  tlie  swoon  of  Iniogen, 

F-air  Pastorella  in  the  .handit-s  den, 

Ar ひ 1;lling.s  .to  brood  on  witli  more  ardency 

llian  tlie  death-day  of  empires. : —Keats,  Endymion,  JBk.  II. 11. 22-34, 

或は wk.  IV に PlicrlDC の 戀を敍 して 曰く、 

:Ye  deaf  and  senseless  minutes  of  tlie  day,  , 

And  tliou,  old  forest,  liolcl  ye  tliis  for  true,  、- 

There  is  no  lightning,  no  autlientic  dew- 

But  in  tlic  eyre  of  love  :  tllere-s-  not  a  sound. 

Melodious  liowsoever,  can  confound 

Tlie  lieavens  and  eartli  in  one  to  sticli a  deatli 

As  dotli  tlie  voice  of lov ひ ： tnsre-s  not;  a  tn.eath 
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will  mingle  kindly  vdtli  tJie  Aieadow  air, 

Tnl It  lias  wanted  round,  and  stolen  a  sliare 

〇f  passion  from  the  heart  ！  :  ill.  76—85.  . 

固より これ を 以て I^eats 自身の と 云 ふ を 得す： れども 彼の 想像に 於て かく あるべし と觀 たる 結 * 

なること 明らかな り、) 

文攀 も， ) ， に 至りて 多少の 危險を 伴な ふに 至るな り。 眞 面目に かくの 如き 感情 を 世に 吹き込む もの あら 

ば、 そ は 世 を 毒す る 分子と 云 はざる ベから す。 文 學亡國 論の 唱 へらる、 は 故な きに あらす。 凡そ 吾々 束洋 

人の 心底に 螺る 根本 思想 を 剔抉して 之 を 暴露 するとせ よ。 敎育 なき 者 はい ざ 知らす、 前代の 訓育の 潮流に 

接せざる 現下の 少年 はい ざ 知ら す 、 0. 常 S 世の 人心に は戀に 遠慮なく 耽る ことの 快 な る を感 すると 共 に 、 

此 快感 は 一 種の 罪な りとの 觀念附 隨し來 る こと は 免れ 難き 現象なる べし。 吾人 は 戀愛を 重大視す ると 同時 

に 之 を 常に 踏み つけん とす、 踏みつけ 得 ざれば 己の 受けた る敎 育に 對し 面目なし と 云ふ感 あり。 意 心 

猿の 欲する ま、 に從 へば、 必す罪 惡 の感隨 伴し 來る べし。 これ 誠に 東西 兩洋 思想の 一 大 相違と 云うて 可な 

り。 西洋人 は戀を 神聖と 見立て、 之に 耽る を 得意と する 傾向 を 有する- ) と 前 諸 例に よりても 明らかな るべ 

く、 また 此の 如く 重き を 置かれた る此 情緒 を 図 纏せ る 文舉の 多き も 勢 ひ 免るべからざる なり。 佛國 の擧者 

Guyau は希羅 古代 文 學の佳 所 は 其 浪漫的 ならざる 所に ありと 論じ、 語， を賴 けて 曰く 「近世 文舉は 疆餘 りに 

蠻的 にして、 或は 時に 上品に 過ぎて 調和 を缺 き、 又 殆ど 《£ に 情熱 的に 過ぐ る 嫌 ひ あり。 卽ち Rasoal が 所 

謂戀 情と 稱 すると ころの ものの 侵略 を受 くる こと 甚し。 婦人 は 近世 文 擧の祌 泉に して、 今の 儘に 放置せば 

年少者の 心に 永久に 非 男性的 氣風を 宿らし むる の危險 あるべし o」 (『敎 育と f ム傳』 二三 七 頁つ) . 

更に 一 例 を 重 ぬれば、 Weyburn と Aminta  (Lord  Ormoiit の 有名 無 妻) が再會 して 昔の 戀 18 


する 樣を 作家 Meredith は 評して 曰く  -.An  tionourable  conscience  t>efore  tlie  world  lias  not  tlie 

same  certificate  in  love-s  pure  realm.  They  are ひ rSerent;  .kingdoms.  A  gu.l  may  be  of び otli ； a 

married  woman,  p-reering.  outside  the  narrow  circle  of  .her  weddiug-rlnw,  sllould  let  lier  eyelids 

fall  an ひ tli ひ unseen ュ res  consulne 112 ノ  - —— cllaly  xx. 

恐らく はこれ が眞理 なるべく、 また 古 往今來 か、 る 婦人 は 夥多 あるべし。 然れ ども 此眞理 は 徒らに 吾人 

を 不快に 陷 入る  >  の眞理 なる のみなら す、 現在の 社會 制度 を 覆 へ す 傾向 ある 眞理 なり。 現在の 社會 制度 を 

覆 へ す 傾向 ある 眞理は 必要 を 認めざる 限り は 手 を觸れ ざるみ-可とす。 西洋に 於て すら 然るべ し。 東洋に 在 

つて は 無論な らん。 されば 作家が 此の 如き 不法の 戀 愛を寫 し、 しかも これに 同情 を 寄す るに 至りて は、 到 

底 吾人の 封建的 精神と 衝突す る を 免れ 能 はざる なり。 吾人 は 父子 君臣の 關 係に 於け るが 如く、 戀に 於ても 

亦、 全然 自由 を 有する ものに あらす。 否 其 自由 を 得ん とする 心 を 我儘と 感じ、 手前勝手 となす ものな り。 

されば、 此の如き自由のぅちに耽る^^！：を社會の铁序を破る敏と心得， これ を 描く もの あれば、 た- * 忌ま は 

しと 僧む のみ。 要は 此 忌ま はしと 思 ふ 心と 面白し と 興がる 心、 又 美しと 見る 念との 釣合に て か 、• る 文學の 

存在の 惯値は 決する ものなる ベく、 此 釣合 は 常に 社會の 組織と 共に 推移す る もの なれば、 此點に 於て は 現 

代 G. 靑年 は旣に 封建時代の 靑 年と 著しく 其 解 を 異にする や も 知る ベ からす。 世に 徒らに 美的生活 を 叫び 

美感の 満足 を 得れば 道德は 顧みる に 足らす と 云 ふ もの あり。 然れ ども 道德も 遂に 一 種の 美感に 過ぎす 裁決 

は 此兩者 衝突の 結果 を またざる ベから す。 

以上 は Groos 及び Ribot の 著書 中に ある 順序に 據り、 文 學には 如何なる 感覺的 分子 あり や、 又 情緒が 

內容 となって 混入す る こと あり や 等 を 引例に より 示した るに 過ぎす。 勿論 先に も 述べ し 如く 觸、 味 等 耳目 

視聽 ふ-動かす 感覺的 材料が 文 擧的材 科と • ^て 採用 せらる、 場合に は、 必す しも 純且箪 なる， 形式に よる もの 
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,  .  七 二 

にあら す、 多く は 種々 の複雜 なる 聯想 を隨 伴す る を 以て、 其 作例の 如き も诀 して 常に 單 純の ものと 云 ふ を 

得す。 次に 述べた る 情緒に つきても 同樣 なりと 知る ベ し。 

以下 少しく 複雜な る材枓 にっき 論す ベ し。 凡そ 複雜 なる 腦髓 及び 感情 を 有する ものに は 其 複雜の 程度に 

應 じて 入り込み たる 事物が 優勢なる こと 勿論な り。 (但し 或 程度 以上に 複雜の 度 を 進む る 時 は、 興味 は 消 

えて 混雜 となるべし。 例へば 小兒對 哲學小 說樣の ものなる ベ し。) こ、 に 若き 男女、 單に肉 慾の 上より 

湘1# ふ 樣を敍 する 人 ありと 假定 せんに、 その 露骨に して 趣味な き點に 於て 敎育 ある 人士の 間に 齢せられ ざ 

る こと 勿論 なれ ども、 其單 調に して 變 化な き點に 於て すでに 充分 接 斥の 價 ある ものと す。 戀愛 にも、 かの 

spslcer が 指摘せ る 如き 幾多 複雜 5 分 f あって 始めて 興味 津々 たり ST へし。  - 

由來 吾々 人類 は 比較的 複雜の 精神 狀態 にある を 以て、 複雜 なる 事物 は 極めて 簡單 なる ものよりも (F+f.) 

として 有力なる が 如し. - 

此點 にっきて は尙 多少 議論の 餘地 なきに あら ざれ ども、 こ  >  に は 只 文 寧 的 s:{ 谷の 種類 を 列記す る を 目的 

とすれば、 直ちに 複雜 情緒の 引例に 移るべし。 

偖 先 に 述 ベ た る 如き2«^純な る 情緒が 如何なる 徑路を ふ ん で複雜 情緒に 發展す る ものな り や 等に 闥 して は， 

多樣 にして 容易に 槪 論すべからざる を 以て 多く 云 はす。 例へば spetu.er が說 きし 戀の 如く 種 々 S 成分が 

1 の 齟齬す ると ころな く 相 集まりて 一 情 維み-構成 する こと あり。 或は 嫉妬の 如く 一  方に て は 或 者 を 愛し、 

同時に 一 方に ては此 愛する 目的物み-得 ざるより、 思慕と 愤 怒と 倂發 して 一 情 tv, な 生やる こと あり。 又 崇高 

の 如く、 偉大なる 物 體に對 して 生す る 嘆賞と 恐怖 を 具有す る こと あり。 又 宗敎的 感情の 如く 一 方に は 神 を 

恐る 、感じと、 これに 對 する 尊敬の 感じと、 更に 他方に はこれ を 愛する 感じ 等す ベ て 相 融合して 生す る こ 

と あり。 此の 如く 千 差 萬 別、 列擧の 烦に堪 へす、 かの 普通、 人事の 善 惡に闢 する ものの み にても、 仁惠、 


誠 is、 義務. 正義、 謝恩 等 無数なる を 以て 一 々これらに 伴な ふ 惑 情の 成分 を 解剖し、 其 發展の 跡を究 むる 

は 到底 不可能の ことに 馬す。 こ.' に は 唯一 二 例を擧 ぐるの み。  ， 

今複雜 情緒のう ち、 最も 簡單 なる、 かの 嫉妬 をと りて 儉す るに、 Ribs の說に 由れば 「嫉妬に は 先づ嘗 

て 得た るか、 或は 扭絕 をう けし 善き 對照 物、 卽ち 奮起、 動力の 作 ffl ある 快樂的 分子。 更に 失 權剝楚 の觀念 

(例へば、 情コ 妹に 對 して は 情人、) 卽ち 失意の 結果に 來 るべき 苦 惱の 分子。 次に 起るべき は、 上記の 失權. 

剝 奪の 事實的 或は 架空 的 原因 を 握り 得たり と 信す る觀 念、 卽ち 破壞的 分子な り。」 

讀 者の 知る 如く 古今の 文擧史 中、 Othello の 一 篇は 全く 此情緖 を 骨子と して 組み立てて、 しかも 非常の 

成功 を 得た る ものな り。 同 作に 於て Othello が 其、 妻 cesdenlona に對し 嫉妬の 念を發 し、 遂に は 忌ま は 

しき 慘 劇に 終る に 至る に は、 先づ、 自分 は Desdcmona を^ 占し、 これ を 失 ふ 恐れな しとの. E 覺 より 生 

する 一 種の 快感 を 有したり しなるべく。 次に 其 愛 を 疑 ふの 不得 己に 至る は 第一 一期に して、 お 感は 不快に し 

て 失意、 煩悶な り。 而 して 靜 かに、 此の 如く 成り行きし 事の 原因 を 求め、 之 を 推定し、 若し 自己に 於て 之 

を錢 見し 得たり と 信す る 時 は、 愤 怒の 熱情 は濤の 如く 湧き 來り、 、情 は， 烈しき 破壞的 力と なる ものな り。 

以上 三 期の f を 混じた る複成 情緒 を 嫉妬と 云 ふなり。 

誤解 を 避く る爲、 こ、 に 一 言すべき は、 前に 擧 ゆた る單純 情緒の 冽に 於ても 戀の 如き は 其 成分 ilk! だ複雜 

なること 勿論 なれ ども、 これ を 以て 單 純の 部に 編入した る は、 嫉妬の 如く 三種 wf が 合併して 一 情 緖な構 

成す るに あらす して、 其 普通の 揚<! 口に 於て はた ，>r 兩 性的 本能 を 中心として 幾多の 附着 物み-呼び出 すに すぎ 

ざる を 以てな り、 又 忍耐、 同情 等の 例に 於ても、 これら は 決して 常に 純且單 なる 忍耐、 同情 を あら はすに 

あらす。 忍耐の 如き、 時には 意志 + 愛の 形式に て 纏め 得る 場合な きに あら ざれ ども、 要するに 嫉妬 S 如く 

其 複成物 を 一 語に て 云 ひ 表 はすこと 能 はざる を 以て、 これ 亦 暫く S 単純 情緒と して 論じた るな り。 
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七 四 

更に 複雜 情緖の 例と して、 忠難卽 ち loyalty を 取らん か。 古 來我國 に 於て 獨 待の 强度を 有した る此情 

緖は 決して 單 純なる ものに あらす。  . 

S 義務の 念 +  .t。  敬の 念 +f。  5 忠實の 念 +  f。  S 儀 牲の念 +  f。  . 

5  fro 目 /- 今 5  +  f  -  0 

忠とは 此等五 種の f の 合成物に 奥へ たる 名なる のみ、」 英文 學中 最もよ く此 情を發 揮せ る は Richanl  // 

のうち、 Duke  of  Yotk が 其 子 Duke  of  Aumerlc の隱 謀を觀 破し これ を Bolingbroke  (後に Henry 

IV) に 〔訴 する 一 段に ありと す。 殊に 此 段に ありて 而 白き は Duke  of  York が 己が 子 を 公然 國 王の 前に 

投け 出さん と 息 捲く に 引き かへ て、 其 内室 Duchess  of  York は 何 處迄も 老母 氣質を あら はし、 理を 非に 

曲 けても 吾子 を 庇護す るの 極. 栗て は 去 婦の爭 ひとなる 逡 なりと す。 

Richard  II 勢 を 失 ひ、 己が 追放せ し wolingbroke が、 まだ 期限 も きれぬ に歸國 して 一 般の 歡迎を 受け、 

王 は 遂に 讓 位の 不得已 に 至りし とき、 York 侯 は 夫人 を 相手に 常時の 有樣を 物語る。 折から 其 子 Aumerle 

も Oxford よ 力 來り合 はせ、 親子 三人 落ち合 ひたる 時、 ハ乂は 不圖其 子の 胸に 懸けた る 封印 を て、 ：what 

seal  is  that,  tliat  llasgs  without  tliy  bosom?: と 何 心 もな く 問 ふ。 問 はれた る 子 は 不意 を 打 たれて 思 

はす 顔色 を 失す。 父 は 其 仔細 を手嚴 しく 問 ひ 詰む るに、 母 は 傍より 口 を 添へ て、 今度の 御 儀式に つき 仕 立 

屋 への 借 證文 にても 候べ しと 云 ひつ くら. ふ。 父は愤 怒に 堪へ かね、 無瑰 無性に 奪 ひ 取りた る 後、 

:TYeasoll!  foul  trea-soll ！  villsull ！  tra-ltor  ！  sla-ve  ！ 11 .Act  V.  sc.  ii. 1. 72. 

と 叫びつ ゝ、 從 者に 馬の 用意 を 命す。 「長靴 を」 「鞍 を」 と 驚ろ き 喚く 夫人 を 顧みす しきりに 出發の ffl 意 

を 急ぐ。 時 を 移さす 國 王に 直訴して 吾が 子の 罪 を 罰せん 爲 なり。 母 は 云 ふ 無情な り、 わが 子 を わが 子と 思 

はぬ は 無情な り。 侯爵 は 顧みす して 去る。 こ、 に 於で 夫人 は 其 子 を 伴な ひ 宮廷に いたり、 侯爵の 至らぬ 間 


に 謝罪の 上 赦免 の 恩に ぁづ からん もの をと 急ぎ 出づ 。 

舞臺は 廻る。 Windsor 宮殿の 玉座 近くへ Aumerle 第一に 驅け來 る。 密談 あれば とて 王 を 別室に 請 じ、 

錠 を 下ろす。 父なる 侯爵 は 一 足 後れて 馳せ參 じたる が此 時、 大 音に 「危 し、 危し 謀叛 人 御前 間近に あり」 

と 呼ぶ。 王 は戶を 開き 何事の 仔細 ぞと問 ふ。 侯爵 は是に 於て かの 密書 を呈 す。 國王は 極めて 寛大に、 

:And  thy  abundant  goodness  sliall  excuse 

TTllis  deadly  t>lot  in  tliy  digressing  son.:  —Act  V.  sc.  iii. 11. 65— ひ. 

と 云 ふ。 侯 は 難 有しと も 思 はす、 

Mine  lionour  lives  W1121  liis  dislionour  dies, 

〇r  my  sliarned  life  in  his  disnonour  lies  :  f 

Thou  kiirst  me  in  Ws life;  giving  liim  ^^.rtprf^. 

Tlie  ^H^^^o^.  livrfs,  tlic  true  Inan-S  jnil;  to  death.:  — U.  7013. 

と氣餓 あたる ベから す。 か、 る 所に 夫人 後れば せに 着し、 室に 人る や 否や、 口 を 極めて 夫 を 篤る。 

〇 Inng.,  oelicv ひ not;  this  lia:n3-lieartcd  mall ！ 

Love  lovmg い not  itself  none  other  can.:  — IL  8718. 

母の 心 には子 供の 身の 安全と 云 ふことの 外に 何物の 影 も 宿らす。 叛逆が 眞 なりと も、 夫が 直な りと も、 

吾が 君の 身が 危し とも、 た V 子供の 命 だに 助からば 夫に て 満足な り。 之に 反して 夫 は 子が 殺さる 、 とも、 

妻が 狂す ると も、 た や、 忠義の 道 さ へ 立た ば 木 懐の 至りなる ベ し。 さるから に 侯 © は 妻 を 篤り て 曰く、 

frantic  woman,  wliat  dost  tliou  niak ひ llere? 

Stiall  t;liy  old  dugs  once  more  a  traitor  rear  ？ 一 .  —11.  891^0. 
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七 穴 

王 は 兩人を 取りな す。 母子 は 跪いて K 恩赦 を 請 ふ。 父 は 許さす。 

Ag.ainst  ttiem  t-otll  my  true  joints  bended  be. 

Ill  inayst  .tllou  thrive,  if  tliou  ^rant  any  grace! : —— 11. 98— 戶 

妻 は、 か、 る 氣强き 夫の 言葉 の奧 にも 必す 熱き 淚の あるべき を 思 ひ , 

ms  eyes ひ o  droj>  no  tears,  liis  prayers  are  in  jest; , 

His  words  come  froin  tiis  rnoutli,  ours  from  our  t>reast.--  — 11. 1〇1I2. 

と 云 ふ。 慮る. ところ は 自己と 吾が 子の 二つ あるの み。 王は兩 人に. N てと 命 すれ ども、 赦免の 恩に 浴せ ざる 

間 は、 いつ 迄 も かく あるべし とて 肯ぜ す。 王 も 不得巳 遂に 

i  Is-rdon  liim,  as  God  sliall  J〕ardon  l.ne.:—l.  131. 

と 云 ふ。 此時、 女の 答へ に御辭 儀の 功 能. か 始めて あら はれた と ある， (：o  happy  vantpKe  o,f  a  kneeling 

knee!:)。 され ども、 尙 飽き 足らす して、 今一 遍 「許す」 と 繰り返し 玉へ と 乞 ふ。 王 も 仕方なく  ：wk;h 

all  my  heart  I  pardon,  him: と 繰り返せば、 女 は ：A  god  on  earth  tlioii  art: と贊^ をた てまつ 

ろ。 古 往今來 女性と は 此の 如く i 籠の 念に 乏しき ものにして、 通常 II 者が 見て 笑 ふべ き 言語 動作 を敢 てし 

て、 毫も 恥と せざる こと あり。 ， 3 れ此 女性が せ、 夫と よく 對 照して 裏面より 忠義の 眞 面目 を 發揚 する 所以な 

り。 

其 他 類似の 複雑 情緒に つき！ 々例 を擧 ぐる は、 徒らに 煩雜に 渉る のお それ ある を 以て- こ/' に は 少しく 

其 F の 趣 を 異にせる ものに つき 一 言すべし。 趣 を 異にせる F と は 他に あらす。 上來 述べし 内容 は 悉く 余が 

所謂 (F  +  f) に 改め 得べき ものにして、 勿論 其 F は 表 はれた ろ 時、 表 はれざる 時 あれ ども. • とにかく 此 F 

なる 者 は 凡て 具體 的の も のた る こと を 忘 るべ か ら す。 白沙靑 松に 對し 美な りと 思 ふ 時の F の 具體 的な る は 


勿論 力 事、 人に 打擲せられ て 怒る と 云へば 此 怒なる f の 原 K たる F は 「人に 打擲 せらる、」 と 云ぶ 一種 

の 心に 描き出し はる 光！：： 京な りと す。 其 他の 場合に 於ても 苟も f を 引き起し 得る 爲には 其 F が 必す具 體的光 

景な るか、 叉 は、 これに 改作し 得る ものなら ざるべ からす。 卽ち 月と 云へば 月の 觀念も 元より 必要なる ベ 

きも、 先づ 第一 に缺 くべ からざる は 月の 光景な り。 此畫姿 さへ あらば f を 生す る こと 容易な り。 W し 袖 象 

的 觀念だ けにて は f を 生す る こと 頗る ra 難なる のみなら す、 時には 全く f を缺^ する こと 厘な りと す" - 

Maeterlinck の Sister  Beatrice の-" ち Beatrice が戀に 迷うて 寺 を 逃れ、 幾年の 流浪に 艱難， S 苦を嘗 

めつ くし、 再び 寺に 歸り、 尼 共の 前に 其 身の 漂： S を 物語る 節に 左の 句 あり。 

--All!  Heaven *s  angels  ！  Ah! 

WJhtjrc  are  tli ひ y,  trtll  rne,  and  wlial;  do  t;1iey ひ o? 

Have  I  not  told  you?  Wlhy,  I liave  not  now  • 

My  children,  for  tlie  tliree  most  lovely  died 

wtlell I  no  more  was  lovely,  and  tlie  last, 

； Lest;  il; should  suffer,  t-ein^  one  nighl;  mad, 

I  And  tliere  wer ひ otliers  never  tsra, 

Altllou^ll  l:ti ひ y  cried  for  And  still  tlie  sun 

Slion ひ, and  the  stars  returned,  and  justice  slef-l. 

And  only  the  most  evil  were  ^p^^^  anp  p-rona. 

具體的光景に満ちて讀^1^*3情緒を動かす事甚だ.^なるにも拘はらす、 Jtistice  slept 及び the  most  evil 

(人間 を 指した る もの なれ ども 其 漠然たる ところ 抽象的な りと 云 ふべ し) の 二 句 拙 象 的なる が爲 に、 印象 
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著しく 減少せ ざる やの 疑 あり。 好例と は 云 ひ 難き も 抽象的 觀 念に 伴な ふ f は 比較的 微弱なる を 示し 得べ し。 

然るに， こ、 に 抽象的 觀 念のう ち 扣應の f を 喚起す る もの あり。  ミ 

T 最初より 具體 ならざる 無形、 無聲の F 卽ち 超自然的 事物に 對 する 情緒な り。， 然れ ども 神、 幽靈等 は、 

や ， も すれば 具體的 外形 を 添 ふるの 恐れ ある を 以て、 先づ其 最もよ き 標本 を擧 ぐれば、 現今 耶蘇 敎 徒の 說 

く 神の 如く、 何とも 譯の 分らぬ、 絕對 無限に して 手の つけ 樣 なきものに 對 する 情緒。 

ー1 、数百 若しくは 數 千の 單獨 なる 場合 を漑 括して これに 對 する 情緒 を 起す 時。 卽ち 一 般 共通の 眞理 に對す 

る 情緒 を 指す 旣に 一般 共通と 云 ふ、 其眞理 ば、 S 單 純なら ざるべ からす、 S 常に 常人の 意識 域 下に 潜み 居 

る眞理 ならざる ベから す、 ^科擧 者が 科舉的 研究の 結果 算出した るが 如き、 普通 一 般の 知識と 綠 遠き 眞理 

なる ベ か らす 、 S 主 として 人事 に 關す る ものなら ざる 可 らす 、 3： 我等が 日 常處 世の 際 に 切實 に應 用し 得 ベ 

きものなら ざるべ からす、 (此 趣味 ある が爲 に 吾人の 心 琴に 觸 れ 情緒 を 喚起す る ものと 知るべし 3 ) 

超自然的 事物。 就中、 耶蘇 敎 徒の 有する 此 稀の 情緒が、 泰西 文學に 至大の 勢力 を 有する こと は 今更 喋々 

する を須ゐ ざるべし。 聖書 は 此情緖 の 結晶に して 萬 古の 珍賨 なり。 其 他 The  cslfessions  of  sai-i  Au, 

gmthie の 如き、 自己の 懺悔 を 直接に 神なる F に i^c 白した る 一 種の 自傳 體文擧 なり。 或は 日常、 人の 誦讀 

する Imitalisl  of  cymv\ も 此宗敎 的 孫 想 を 中心として 成立す る ものな り。 其 他 英文 學に 在りて は Jeremy 

Taylor の Holy  JJviiig  a-d  Holy  Dyi-g 杯 有名の ものなる べし c 又 古き は 中世の Miracle  plays  (宗 

敎的 芝居) 近く は Milton-S  /ざ 2 へ//.?、  Lost 又は w.unyan-s  pilgi s  /v<:,.^x<?.9.y 等 を 始め 其 他 英文 舉 中に 

散，； 化する 數百卷 の 作品 はたと ひ薛雜 一 樣 ならざる も 皆 ある 形式の もとに 此 種の 觀念を 含む ものな り。 多く 

の 例を擧 ぐる 必要な けれども 現に Tennyson の In  Memoriam の 序 を 見ても、 

--strong  Son  of  God,  imtnorl;al  Lyov. な,  • 


wtsm  wp  ttial;  wave  not  seen  ttiy  t.ac ひ, 

FJy  faitli,  an<l  faitli  alone,  emb-race, 

BeillevsiJ  wJiere  we  cannot  p>rove ;  :  • 

と 云 ふ 第 一 節より 

"p-orglv ひ tlies ひ wild  and さ anderlng.  cnres. 

Confusions  of  a  wasted  youtli; 

Forgive  them  wnere  tliey  fail iii ^3^^. 

Ana  111  tliy  wisc3oin  malce  me  wise.: 

に 至って 純然たる 宗敎的 情緒に 外なら すと 云 ふべ し。  . 

又 St.  Augustine の 『懺^ 錄』 に 曰く， 

u-reat  art ヽ nlou,  o  I」ord,  and  greatly  to  t>e  p>raised;  great  is  Thy  pow ひ r,  and  Tliy  wisdoin 

lanllite.  And  There  wouici  man  p>raise  ；  3an,  tmt  a 13artic,>lrt  of  T?tiy  creation  ； Ina-n,  ttiat  tsars 

aljout  1113  Ills  mortality,  tlie  witness  of  his  sin,  tlie  witness  tlmt  、rhou  resist ひ st  tlie  prosi :  yel; 

would  man  praise  Tliee  ；  he.  Tout  a  particle  of  Tliy  creation.  TThou  awakest  us  to  delight  in 

Tliy  praise;  tor  Thou  madest  us  for  Thyself,  and  our  lieart  is  restless,  until  it  rep5s-e  in  Tli ひひ. 

Grant  inc.  Lord-  to  Isow  £5d  unds-stand  wllicll  is  first,  to  call  on  Tliee  or  to  p>raise  Tlie ひ？  and 

again,  to  know  Tliee  or  to  call  on  T^llee  ？  for  WIS  can  call  on  Th ひひ， not  Icnowing-  T-llee  ？  for  .he 

t;hat  knowetli  TThee  not,  may  call  on  TTliee  a-s  other  than  ,Th21  art.:  —.wk.  L 

假令 正確の 意義に 於け る 宗敎的 感想なら すと も、 鬼に 角 形而上 哲舉 者が 所謂 Mundane  Spirit  (世 鎏) 
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と名づ くる もの、 或は 宇宙 M 神 論者が 形而下の 物體に 漠然たる 靈を 想像し、 又は 其 存在 を 信じ 此無 tit; 臭 

の 物に. .2 つて、 これ を F として、 一種の. t を 生す る こと あり 。詩人に ありて は Wordsworth の 如き： K 一 

例な り。 有名なる Lines  composed  a  few  miles  above  Ti-tcrH  Abbey は此 種の f を發 表し 得た る ものな 

り。 少時 初めて 此 勝地に 遊びし 頃 を 思ひ屮 Z でし 彼 は、：^ つて 曰く 

-.wh-en  like  a  ro ひ  - 

I  bounded  o-er  tlie  mountains,  tf^  tlie  sldrts 

〇f  tlie  deep  rivers,  imd-  the  lonely  streams. 

Wherever  naturrt  led  :  more  lil^e  a inan 

F.lvintr  from  something;  tliat  lie  dreads,  1;laan  one 

W ぎ sought  the  thing  he  loved.-- —11.  67—72. 

され ど 年老いて. # び此 1^ に 杖を曳 けば、 樹も水 も 舊態を 改めざる に、 これに 對 する 自己の みは 昔の 自己 

にあら す、 天地の 間、 宇《 由の 裡に^ たる 一 種の 浩氣の 何時の 問に か 生じた る を 自覺- せり。 

:A  tnotion  and  a  sp>int,  tliat  impels 

All  thinking-  thing.s,  all  objects  of  all  thougiit. 

And  rolls  ^tf3cw^^  all  thing.s.  Tlierefore  am  I  still 

-  A lever  of  ttie  rneadows  and  tlie  woods, 

AncJ  mountains  ；  and  of  all  ttiat  we  .hellold 

； From  1::his  green  earth  ；  of  all  tlie  miglity  world 

Of  rtye,  and  ear, — botti  wt-at  tliey  tialf  create. 


An ひ wlial;  perceive  ；  well  pleased  t;o  recognize 

In  nature  and  ttie  langdage  of  .tile  sens ひ, 

Til ひ anclior  of  my  jnirest  tlioughts,  tlie  nurse,  . 

Til ひ gviide,  ttie  guardian  of iny  heart,  and  soul 

Of  all  my  moral  being.:  111.  100—11. 

以上 歌 ふところ はた， *、  CI 然も 2- て 愉快な りと 云 ふに 非す して、 此 自然 を 通じて 一種の 靈を 認め 得て 快 

なりと する ものな り。 卽ち 形而上の F に f を附 加し 得た る 一 例と すべし。 

槪括的 眞瑰。 此 種の F にして f を 喚起し 得る もの 多き は 上述の 如く、 又 其 性質の 如き も 一 首 說明 したれ 

ば こ、 に、 繰り返す の 要な かるべし。 凡そ 此 等の F のうち 最も 吾人の 注意に 値する は各國 固有の 悝謹 にあ 

りと す。 或は 其 賢哲の 格言に 於ても 亦 之 を 求め 得べ し。 或は 名流の 小說、 戲 曲に 荐者 自身の 言と して 或は 

作 中 人物の それと して はれ 來る こと も あるべし。 而 して 是等は 皆 直接に 人生の 利害に 深き 關係を 有する 

縛-驗 を 僅か 一 句に まとめた る もの、 或は 賢人 ありて 其 生涯の 抱負 を 適切なる 數 語に 結晶せ しめ 得た る もの 

にして， 試みに、 かの epigram  CIJS 銘) 又は 誇を棠 めしもの を繙 くに、 吾人 は 其 名句に 富み、 これ を大に 

して は M.  Arnold の 所謂 「人生 S 批評」 なる 目的に 叶 ひし ものなる を 是認すべし ，o 

Milton は 云 へ り。 

. .N-or  love  tliy  life,  nor  liate  ；  t-ut  wliat  tliou  liv-st 

Live  well;  liow  long  or  short  p-etmit  to  Heaven.: n Paradise  Lost,  wlc.  XI. 11. 553- 払. 

彼 又 云 はく。 

闩 lie  mind  is  its  own  ！ Jlo-C ひ, and  in  itself  , 

A- 


<  二 

Can  make  a  Meaven  of  Ken,  a  Ken  of  Heaven. : 1 /み/み， wk.  I. 11. 25415. 

沙翁は 云 ふ。 

:we  are  sucn  stuff 

As  dreams  are  made  on,  and  our  ^^S^Q  lite 

Is  rotinded  ^^^^  a  sleef}.: —— Tern -pest.  Act;  IV.  sc. 1. 11. 15 ひ Is. 

これ 一種の 訓 言に 外なら す。 かの Imitatisl  of  Christ の 如き は 通篇此 種の F を. 以て 充 たさる ゝ ものな 

り。 數 例を擧 ぐれば、 

.we  ar ひ all  frail,  t>ut  tliou  oughtest:  t:o  est: ひ em  none  more  frail  than  thyself.: —— wit,  I.  clia;p.  ii. 

TTiis  cc^^^  to  t>e  our  endeavour,  t;o  ooy^a^H  ourselves,  and  C3al】y  to  wax  sl:r〇ng:er,  titid  to 

make  a  lurtlaer  ^rowtll  in  lloilness.:  I wlc.  I.  cliap.  iii. 

■wtlen  a inan  himselr  tor  liis  faults,  tllen  lie  easuy  f>acifleti:i  others,  and  ^^^CE^ 

satisntith  those  tliat  are  offended  witti  laim.  了 — wlc.  II.  cha-!}. ii. 

等 無数な りと す。 其 他、 法話、 語錄、 支那 文學の 一 般 及び 說敎 等に は是 等の F 最も 多 かるべし。 例と して 忘 

るべ からざる は Emerson の 『51 文集』 にして、 此等の 短論文は證^！^の 知 る如く、 格 首 を圑子 式に 串 もて 

貫きた ると 同 樣の感 あり。 又 軟文^ 中に ありて は沙 翁の 如き 其 好例な りと す。 さきに 擧ゅ たる Prospero 

の 言葉 は 幾多の 適例の 一 なる のみ。 

： Uneasy li ひ s  t;lie  lle^d  tliat  wears  a  crown.: — 2  fie-Hry  fV\  Act:  III-  sc. i. 1. 31. 

:l?nnces  tiav ひ t>ut  their  titles  for  their  gloties. 

An  outward  tlonour  for  an  inward  toil.: —— Richard  III ,  Act  I.  sc. iv. 11. 7819, 


-"Tilings  sweet  to  taste  jjrove  in  digestion  sour.:  — Richard  //,  Act  I.  so.  111. 1. 236. 

5-olonius が ！.aertes に與 ふる 忠告 も 亦 世渡りに なれし 老人が お 年來 の經驗 を！！ 括した る ものと して 

吾人の 情緖を 喚起す るに 足る。 

*  *  Beware 

of  entrance  to  a  cjuarrel.  Tout  一〕 eing  in, 

wear  "t; け lial;  tlie  op-fss ひ d Inay  bewal-e  of  th ひひ. 

Give  every  may  l;liine  ear,  bul;  few  1;.hy  voice  ；  , 

Take  each  Tnan-S  censure,  t-ul;  reserve  tlly  jud^mslt. 

Costly  ttiy  liabit  as  thy  ； purse  can  .buy, 

Bui;  iiol;  express*d  in  fancy  ； 1.1C11,  not  gaudy  ； 

p-or 1； ザ e  app-arel  oft:  proclaims  .til ひ man.:  — Hamlet,  Acl;  I.  sc.  111. 11. ひ^- 72. 

Henry  Bolingbroke が Richard  II に 追放 せられて、 其 父 Jolin  of  Gaunt と 映 別す る 節を讀 むと き、 

吾人 は 又 人生 一 面の 眞理. • が I ほ 然として 紙上に 生動す るを覺 ゆ。 

Gaunt.  All  places  t;liat  the  eyre  of  licaven  visits 

Are  to  a  wise  man  Jsrts  and  liappy  llavcns. 

T^eacht  t;liy  necessity 1;o  reason  tlius  ； 

TTliere  is  no  virtue  like  necessity. 

Tttitilc  Hoi;  tlie  .king  did  .harnsll th ひひ, 

wut  t;liou  ,th ひ Icing.  Wo ひ doth.  t;tie  lieavier  sit,  .   i  . 


AH 

Wliere  it  p-erceives  it  is げ ut  faintly  tsrne. 

Go,  say  I  sent  tliee  fortli  to  p-urcllase  llonour 

And  not  tlie  king  reidlecj  ttie ひ ； or  SUJ-fsse 

Devouring  p ひ stilslce  hiangs  in  our  air 

And  tliou  art  flying  to  a  fresher  clime  : 

Liook,  wJiat  tliy  soul  liolds  dear,  imagine  it; 

Ho li ひ ^^Ip^  way  tliou  go-st,  not  wlience  ttiou  comrest; : 

sup-pose 1;h ひ singing  t-irds  musicians, 

Tlic!  grass  whereon  thou  tread -St  the  presence  strew-d, 

Hie  flowers  fair  ladies,  and  thy  steus  no  more 

.Than  a  aeliwlltful  measure  of  a  clanc ひ ； 

p-or  gnarling  sorrow  tiatli  less  55W ひ r  t>it ひ 

TTll ひ man  tliat  mocks  at  it  and  sets  it  ligjlt.--  —Richard  II,  Act  I.  sc.  Hi 11. 275—93, 

Bolingbroke これに 對 へて 日く 

〇， whio  can  hold  a  fire  in  his  hand 

wy  thinldng 〇n  tli ゆ frostv  Caucasus? 

Or  cloy  til ひ liungty  edge  of  appetite  ■、 

By  .hare  imag.ination  of  a  feasl;? 

Or  .wallow  naked  in  December  snow 


wy.  thinking:  on  fantasize  Summ2'-S  tieat  ？ 

〇, no  ！  ttie  a;pp-re ザ elision  of  tne  good 

Gives  trnt  tJie  greater  feeling  to  tlie  worse  ..  . 

F-ell  SOFTOW-S  tootli  dothL  never  ranlde  more 

Than  wlhen  lie  bites,  but  lanceth  not  tlie  sore.:  ill.  294—303. 

父 は 老成の 人な り、 又 其 子の 意氣を 鼓舞す るの 義務 を 有す。 子 は 追放の 嚴命を 受け" 失意の 境に あり： 

其述 ぶる と， ，- ろ相反 する は 無論 W ことなり。 されども其相：：！-するがぅちにも各_】^_;1- W  一  -S を 道破し： 产 n る を 

何人も 認め 得べ し。 

，  >  > に 注意すべき は此 種の F は 皆 抽象的に して、 これ を 具體的 綺畫に 改め 難き f ぶーな り。 前に 擧 けたる 

沙翁 『麼』 中 Prospero の 述懐 ： We  are  such  stuff  ks  dreams  are  made  on.: 或は， 今 .i^-v たる， 

Jolin  of  Gaunt の ： .There  is  no  virtue  like  necessity: の 如きす ベて 抽象的に して 一 種の 慨念に H. 

ならす。 されば 此等 F に 伴な ふ f は 漑念を 基礎と する f なりと 云 ひ 得べ し。 

され ども これ を 以て 數百 数千の 個々 の榻 合を槪 括せ る もの 悉く 抽象的な りと 推論す る は 誤れり。 例へば. 

"Honesty  is  the  best  policy:  {JDOn.  Quixote 三 三 章) は 抽象的な り。 --where  ignorance  is  bliss, 

-TMS  folly  to  be  wise:  (Gray,  91  a  Distcint  Prospect  of  B-ton  College ソ に 於け る F も 亦柚簸 的な り。 

： A. kiss  of  tlie  mouth  often  touches  not  the  taeart: と 云へば 抽象的の 意 を咸 す。 '- >  man 

often  kisses  tlie  liand  tliat  he  would  fain  see  cut  off: の如きも等しく：ぼ"括的|^今5な.^^ども其袖象の 

度 は 微弱な りと す。 最後に かの 諺の 如き 形式 を帶 ばし むる 時 は 多く は此 等！！ 念 は具體 化せら る ， も § なり 

とす。 「犬 も 歩けば 棒に 常た る」 「藪から 棒」 は 其 一例な り。 而 して 此 種の 具 體的 ー般異 瑰を 最も 多量に 
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.  八 穴 

散見す る は 恐らく、 世界 文擧中 b き ミ" の 右に 出づる もの あらざる ベく、 其 副 主人公 Sancho の 言 

語 は 悉く 此種 S 格 首より なると 云うて 不 1^ なかる ベ し。 (少なくとも 佘 は通讀 S 際. しか 感じた るな り 0) 

數 例を擧 ぐれば 左の 如し。 

:T:rue  it  is,  if  ever  the  lieifer  is  offered,  the  tether  is  at  lKnld.:—pt. II.  wk.  iV.  chat>.  x. 

:Your  worship  describes  it  a  very  easy  matter,  t>ut  between  Said  and  Done  a long  race  slay 

げ e  run.-*—pt.  11.  Bk.  IV.  chap,  xii. 

--Ttle  hare  starts  where  she  is  least  expected.:  I:pt.  II.  wk.  II.  chap.  xiii. 

:TTlTLe  .heel  is  filled,  though  k  t>e  witli  liay  and  straw.: —:pt.  II.  wk.  L  ctiap.  iii. 

--sleeves  are  good  even  after  Master.:  ipt.  I.  wk.  IV.  cliajx iv.  . 

, *  A  in  hand  is  wortll  two  in  tlie  tmsh. " "  I Ibid. 

--Tile  Idng-S  crumb  is  wortla  tlie  t>aron*s げ atcll.:  I:pt.  I.  sc.  iV.  cliap.  xii. 

また 現今の 英 國小說 家に て 好みて 此 種の F  (具體 的なら ざれ ども) を 作 中に 混す る もの は P  ； Meredith 

を 以て 最 とす。 

--possession  without  obligation  to  tlie  object  P5ssessed  approaclies  felicity." —77/"  。g。ist, 

cliap.  XV. 

--Tttere  is  psin  in  tlie  surrendering  of  tliat  we  are  fain  to  rellrKiulsl!. -  lllna. 

等 を Is- て 其 一 般を窺 ふべ し。 また 詩人に 於て は l^ope の 如き 此方 面に 尤も 力 を 川る たる やの 觀 あり。 

第三 章 文學的 内容の 分類 及び 其 價値的 等級 


以上 は、 槪 略ながら 文學的 h 容 たり 得べ きもの 卽ち情 緖を隨 伴し 得べ きものの 範 園 を 定め、 これ 等の 內 

容は皆 (F  +  f) の 形式に 常て はめ 得る こと を 作例に より 指示した るに 過ぎす。 而 して 此等 引例 は 英文 舉中 

九 牛の 一 毛た る は 勿論、 其 例時に 甚だ 適切なら ざり しゃ を 恐る.' ものな り。 然れ ども 鬼 も 角、 以上 諸 成分 

は 皆 文擧的 内容と して 存在の 價 を 具 へ 、 其 聚合物 も 亦文擧 的. 2： 容 として 川る 得べ きは請^！^の了解し得た 

ると ころなる ベ きを 信 す。 勿 Si 、 個々 として 資格 あるが 故に 其の 合併した る もの も 亦常然 しか あるべし と 

推論す るに あらす、 魚 も 肉 も 野菜 も 米 も麥も 共に みな 吾人 <K 物の 一部たり 得べき も、 此 等の 或兩 者み-合 は 

せ川ゐれば^^に腹痛下顿を誘起するが如く、 以上に 述べ 來 りし 内容の 一 つくが 文 S5f 的 2： 容 となり 得たり 

とて 或 特別の 組み合せ を 行へば 存外の 失敗 を來す こと 無と は 云 ひ 難し。 され ども 事 賓上槪 して 云へば 此種 

の 聚合物 は 常に 立派なる 文舉 的. z: 容 として 重んぜら る、 ものにして、 猶ー 一品料理 は 一 品 料理に 勝る と 一 殷 

なるべし。 而 して 其 取り合せ の 出來不 出來、 卽ち 調和 法に 顏 して は 別に 章 を更 めて 論す ると ころ あるべし。 

先に も 述べし 如く、 情緖 は文攀 S 試金石に して、 始 にして 終な りと す。 故に 社會 百態 SF に 於て、 苟も. 

吾人が f み-附着し 得 る 限り は 文 s^f 的 h 容と し て 採 川す ベ く 、 然らざ る 時 は 川捨な く -  J れを 文擧 の 境 土の 外 

に 謹， = 出 さざる ベから す。 而 して 今 文擧的 2： 容 たり 得べき 一 切の もの、 換言すれば (F  +  f) の 形式に 改め 

得べき もの を 分類 すれば、 

H 感覺 F、  2 人事 F、 ョ 超自然 F、 簡 知識 F、 

の 四 種と なる ベべ、 自然界 は 1 の 標本に して、 53 の 標本 は 人間の 芝居、 卽ち善 惡喜怒 哀樂を 鏡に 寫 したる 

もの、 一 TI の 標本 は 宗敎的 F、 刚は 人生 問題に 關 する 觀念を 標本と する ものな り。 

人 或は 云 はん。 此 他に 心理 擧 者の 所謂 審美 F なる もの あり。 文擧は 一種 W 藝術 なり、 されば 吾人が これ 
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に對 する 感情 は卽も 審美 感想に あらす や、 これ を 算入せ ざる 理由 如 ：！； と。 され ども 余 は 答へ て 云 はん。 IfiJ 

人が 文擧 に對 して 生す ろ 情緒が 槪し て 審美的な る f  ^ と は 明白な る 事實な れ ども. こ は、 た ご. g に擧 けたる F 

に附隨 して 起り 來る ものにして、， 軍獨 にかくの 如き 一 種の 情緒 あるに あらす。 故に 强 ひて 審美的 情緒なる 

語 を 川 ろん とせば、 以上の- フ ちに 或 もの を 引き 拔 きて、 しか 名づ くれば 足る。 これ 余が 特別に 此 項目 を 置 

かざりし 所以な り。 されば « 審美 情緒の 起源に 關 する 諸 說、 例へば Schiller の 「遊 戲說」 (spieltheorie) 

或に C30S の 本能 說等 にっきて、 余 は 何事 も 云 はんとす る ものに あらす。 た 1 言すべき は、 所謂 審美 

情緒と は 美に 對 する 一 種の 主觀的 感情に 過ぎ ざれば、 これ 亦 余が 上來 述べ 來 りし f のうちに 含まるべき も 

のなる、 J と 勿論 にして、 審美情緒 は^5に快感なり と 云ふ點 よりして、 此情緒 は 時に f と 符合し 時 に は 全然 

符な n する 能 は. さる こと ありと 知るべし。  > 

さて 以上 四 種の 文擧的 内容 は 何れも 情緒 を 伴な ふ， i と 勿； 1 なれ ども、 其內 何れが 2 おも 强大， の f を 起し 得 

る か 、 換 首す れば 何れが 最 も 文擧 的. 2： 容と し て 適當な る か は 余が 未だ 論 ぜざ りしと ころな り。 

Milton は. 詩 を 以て 覃純 にして 感覺 的、 しかも 情熱に 富むべし と 論じた るが、 他は晳 くこれ を 措き、 此 

感覺 的な る 要素 は實に 注目す べき ものにして、 此 要素、 更に 新式の 語を以 て すれば 具體的 要素 は 詩に 於 て 

は 固より 其 他 一 般 美文 攀に 最も 必要なる 要件の 一 なること 今更 云 ふ を またす. >  今 第 一 種の 感覺的 材料 をと 

り 之を檢 する に， それに 具體的 特長 あるの 故 を 以て， 此 種の ものが 吾人の 情緒 を lllr び 起す こと 特に 強火な 

るを認 むべ し. - 凡そ 同一 の 物體を 純客觀 及び 內顧的 主 觀の兩 方面より 描出す る 時、 その 何れが 情緒の 度合 

に 於て 勝れる か は 明らかなる iffM なるべく、 かの Burns の 詩歌 を 誦する もの は 其 詩句の 燒 くが 如き 鋭 さ 

を感 すべき も、 翻って Wordsworth つか 此 自然界に I 種の 抽象的 靈體を 捕 へんと する を 見て は、 如何に 其 

首 語の 情 的なる にもせ よ 其 感興 頗る 鈍なる を 免れざる べし。 一 は 直接に して、 その 讀 者の 情褚を 喚起す る 


は 恰も 電光石火の 如く、 或は 響の 聲に應 する に 似たり。 而 して 他 を 味 はふに は、 先づ讀 者が 詩人と 共に 思 

索の， 狀 態に 人り、 而 して 冥想の 結 * 始めて 趣味.^ 感 する ものな りと す、 故に 手ぬ るく して 直下なら す。 次 

に 第二 種の 人事 的 材料 を 見る に、 先づ 人に なうて 活動す る 富 劇と、 活 人より 切り離され たる 人事 上め 議 

論と、 何れが 吾人の 心に 觸る、 こと 強大なる か は 論す る を 待た す、 千 百の 戀愛論 は 遂に 若き 男女の 交 はす 

一 瞥の 一 那を敍 したる 小說の 一 頁に 及ばざる こと 明らかな り。 世に 一 美 婦に惱 殺せられ、 苦悶の 極、 自 

殺 を 計る は 珍ら しからね ど 、「愛」 なる 抽象的 性質 を 熟考して 狂へ る もの は 古 往今來 未だ 聞かざる ところな 

り。 親の 爲に川 仕に 身 を 沈め、 君 公の 馬 前に 命 をす つる は 左 迄 難き ことに あらす、 親 は 具體的 動物に して • 

君 公 は 耳目 を 具有し 活動す る 一 個人なる を 以てな り。 され ども 身 を 以て 國に殉 すと 云 ふに 至りて は 其眞意 

甚だ 疑 はし。 國は 其具體 S 度に 於て 個人に 劣る こと 遠し。 これに 一身 を默 する には餘 りに 漠然た. cb 抽象 

の 性質に 一 命 を 賭する は 容易の ことに あらす。 若し ありと せば 獨 相撲に 打ち殺さる 、 と 一 般 なり。 故に 所 

謂 かく 稱 する 人々 は 其 寶此 抽象的 情緒に 死す るに あらす、 其 裏面に 必す 躍如たる 具體的 目的物 を 樹立し、 

これに 向って 進み 居る ものと す。 され ども 此 殺人的 獨 相撲の 連中 全く 無しと は 云 ひ 難し。 所謂 天命 を樂し 

む 君子 は 此柚象 的變挺 物に 5：? 緒 を 有する 人々 なり。 道の 爲に 倒る と は、 道の 何物た る を 意識す る ことなく 

して、 これに 情 緖を附 加す る 大丈夫な り。 かの 禪 門の 豪傑 知識、 諸 綠を放 下し 專 一 に 己 事 を 究明し、 一向 

專念、 勇猛 精進" 行住坐臥、 何も か 求む ると 云へば 彼等 未だ かって 見聞せ ざる 底の 法 を 求め- しかも 遂に 

柿へ 能 はざる 的の 道な り。 覺ら ざるに 先 だち 彼等に 法の あるべ き理 なく 又 道の 行 はるべき 理 なし。 然るに 

此 不可思議の 法と 道との ため、 其 一生 ふ-掘って 顧す、 眞個、 是れ龍 額 虎頭の 怪物に して tSK 吊 一般の 人間に 

あらす。 旣に 一 人間に 非ざる 以上 は 彼等 は、 よろしく 除外例と して 遇すべき なり。 故に f は F の 具體の 

度に 正比例す るなる 事 莨 は 依然として 事實 なりと す。 此の 如く 論じ 来れば、 以上 四 種の 內容 のうち 比较的 
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F の 明瞭 を缺 き、 抽象の 度 多き は 第三 及び 第 四なる べし。 勿論 槪念を 標準と する 第 四 種の 内容 とても、 も 

と具體 的の ものより 漸次 抽象的に 變 化した る もの なれば、 如何なる 場合に ありても 全然 f を缺く 如き 事 は 

あら ざれ ども、 興味と 情 綠は其 具體の 度に 相伴な ふこと 疑 ひ あらざる ところな りと す。 

一 例 あり。 ：Pope の Sappho  to  PJlasl は 〇vid より 脫 化し 來 りたる ものなる-か、 Sappho が Phaon 

に 海 を 超えて 歸り來 れと駄 ふ 末 段に、 

： 0 launch  t;liy げ ark,  secure  of  prosp-rcus  Wales; 

Cup>id  for  t;liee  shall  sp>rea.d  tlie  swelling  sails.:  —11.  25213. 

と あり。 此第 一 一句 はさの み 抽象的な りと も 思 は ざれ ども、 wowles は 之 を 評して 「かりに Pope に 違算 あ 

りと せば、 そは餘 りに 其 槪括的 傾向 强き點 にあり C ことに 原文に 整然たる 具體的 印象 そな はれる 場合に 在 

つて は猶 更に 見逃し 難き なり。 

•Cupid  for け ザ ee  sliall  sf>read  tli ひ swelling:  sails. - 

の 一 行に 相當 する 原文み- 儉す るに Cupid が 水先 者と して 船 を あやつり、 其 軟き手 ももて 帆 を はる 邊、 一 

1 明嘹 なる 印象 を讀 者に 與 ふるに あらす や。」 と 評 家の 說妥當 なりと 云 ふの 外な し。 

又 Wordsworth の --ode  to  Duty" の 第 一 節に 曰く、 

*  *  Stern  Daughter  of  ttie  Voice  of  Goc3  ！ 

O  Duty  ！  if  tliat  name  ttiou lov ひ 

WIS  art;  a light;  wuid ひ， a  rod 

To  clieclc  the ひ rrnig,  and  rep>rov ひ ； 

Tliou,  wlao  a!.t  victorv  and  law 


When  empty  tettors  overawe  ； 

PYom  vain  temptations  dost  set  frrte. 

And  calm-st;  l;tie  wreaty  strire  or  irail  liumanity  !  ■* —— 11, IIS. 

如何に その 乾燥無^な るか を晃ょ (西洋人 は 知らす 余 はた、 V 如 此感す るな り。) 更に また 其 理由 を 思へ。 

之を檢 する に S 全 體に 於て 抽象的 文字 非常に 多し。 S 毫も 綺畫の 分 千な く、 色彩 を缺く  (彼 は 之 を 避けん 

爲め、 又 之に Ode の體裁 を存 せしめん が爲 めか、 一 種の 擬人法 を 適 川した れど此 擬人 は 何等の 響 をも發 

する ことなし。) ：A liglit  to  guide,  a  3d  to  check: の i 行 僅かに 具體 的な りと 云 ひ 得べき のみ。 

M.  Arnold は此 詩人つ ねに 理寶に 陷る弊 ある を 咎め、 且 曰く  r:  excursion  - - は 哲理に 富む の 故 を 以て * 

公平の 評 家が 許容し 能 はざる 名聲を 所謂 崇拜家 (wordsworthians) の 問に 馎 する ものな り。 此 大作 中， 

彼 は ：Duty  exists;" と缺 ひ、 更に 

For  our  support,  tlie  measures  and  tlie  forms, 

wtllcll  an  abstract  intelligence  supjDlies  ； 

Wliose  kinwdom  is,  wllere  tiine  and  sp-ace  arrt  not.:  I wk.  IV. 11. 731 ひ. 

と 云へ り。 崇拜 する もの はこれ を 激賞して、 哲學と 詩との 融合 こ、 に實 せられた りと 說け ども、 公平な 

る 批評 を 以てすれば、 此數句 は 其 解かん としたる 命題 以上に 一 歩たり とも 踏み出し 得ざる 失敗の 作と 云 ふ 

の 外な し。 卽ち 詩の 本質より 隔離した る高尙 なる 抽象 文字 W 篮合 たるに 過ぎす。」 

此說 は至當 にし 丁 何人も、 これ を 無！^ と は 思 ふま じ。 こ. -に 論す る ：TO  Duty: の 如き 亦 同 樣の譏 を 

免れ 難 かるべし。 此詩 全體を 通じて 最も 詩的なる は 
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--ruowers  laugh  before  thee  on  their  beds- 

And  fragrance  in  thy  footing  treads  ； 

l-h.ou  dost  preserve  tlie  stars  .from  wrong; 

And  the  most  ancient  heavens,  ？ Mos^^  Thee,  are  fresh  and  strnnq  :  —11.  4518. 

の數 行なる が、 其 理由 を 思へば、 た -比犊 的具體 的な りと 云 ふが 故の み。 .  . 

上 詩に 就て 述べし ところの もの は 散文に も 適 川すべき ものな り。 具體的 成分 減少して 極端に 至れ. ま 

Kant の 論文の 如く，  Kegel の哲舉 講義の 如く、 或は Eld の 幾何 學の 如く、 毫も 吾人 S 感興 を惹 かざ 

るに 至るべし。 勿， 論此 等の もの は lato の 云 ひし 如く 「混沌のう ちょり 規律 を 立て-荒 漠 のうちより， E 

1^ を 取り 來り >  境な きものに 境 を 劃し、 形な きものに 形を與 へ、 事物に 觀念を 冠す る」 點に 於て 吾人の 情 

緒 を 動かす ことなき にあら ざれ ど、 此際 內容其 物 は 情緒と 全く S 交渉なる を 忘る ベから す。 又假令 哲擧 

者 科學 者の 專門 の論 文なら すして、 吾人が 文舉的 容 として 採 川し er. へき 第 四 種の ものと 云へ ども、 人 

生の 重大 事件に 觸る、 ことなき^ は 其 興味 著しく 减退 する こと、 恰も 微 Mr か 水面 を拂 うて ^間の 漣 漪を生 

する が 如く. 只 僅かに 者の 微笑みぶ 只 ふに 過ぎざる べし。 左に 其 好例  一 ニを擧 ぐべ し。 

つ nis  ^  the  shadowy  sentiment  that  made  the  wall  of  division  between  them.  There 

was  no  otner.  Lord  Ormont  had  struck  to  fragments  that  barrier  of  the  conventional  oath 

and  ceremonial  union.  He  was  unjust  Ihe  was  Injustice.  The  weak  may  be  wedded,  they 

cannot  be  married,  to  Injustice.  And  if  we  have  the  world  for  the  buttress  of  injustice,  then 

IS  Nature  the  naring  rebel;  there  is  no  fixed  order  possible,  rws  are  necessary  instruments 

of  the  majority  ；  but さ hen  they  grind  the  sane  human  being  to  dust  for  their  maintenance. 


their  enthronement  is  the  rule  of  the  savage-s  old  deity,  snifrmg  blood-sacrlilce.  There  can- 

not be  a  based  society  upon  such  conditi  ns.  An  immolation  of  the  naturally-constituted 

individual  attests  the  general  expansion  to  whk.h  we  step,  decivilizes  more,  and  is  more 

impious  to  the  God  in  man,  than  temporary  revelries  of  a licence  that  soon  checks.: 

——Mer^ditll,.  Lord  omsut  and  His  Amird?  cliajj.  xxiv. 

而 白から ざろ にあら す。 知育 S 高き 人、 若く は 世故に ^驗ぁ る 人が 通 讚して 心の底に ふわりと^ U 面白 

1^ に 過ぎす。 情熱の 愉快に あらす。 電光の 愉快に あらす、 直下の 愉快に あらす 0 是 等より も^ち 付きた る 

而 つて 情の 籠らぬ 冷淡なる 偷快 なり。 

-oil!  you  may  shake,  your  head,  but  I  would  rather  hear  a  3i  truth  than  the  most 

comp>llmental.y  evasion. - 

-How  would  you  define  a  rough  tridh.  Dr.  Middkton?-  said  Mis.  Mountstuart. 

Like  the  trained  warrior さ ho  is  ready  at  all  hours  for  the  trumpet  to  atms.  Dr.  Middleton 

wakened  up  for  judicial  allocution  in  a  trice. 

A  rough  truth,  madam,  I  should  define  to  be  that  description  of  truth  which  is  not  im- 

IJartep  to  mankind  without  a  powerful  imprc-gnation  of  the  roughness  of  the  teller.- 

It  IS  a  rs~gh  truth,  ma-aln-  that  the  world  is  smposed  of  fools,  and  that  the  exceptions 

are  Knaves,-  Professor  Crooklyn  furnished  the  example  avoided  by  the  Rev.  Doctor. 

Not  to  precipitate  myself  into  the  jaws  of  the  first  definition,  which  strikes  me  as  being- 

as liappy  as  Jonah-S  whale,  that  could  carry  probably  the  most  learned  man  of  his  time  inside 
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Avitliout  ttie  necessity  of  digesting  :hlm,、  said  De.  Craye,  -p  rouech.  truth  is  a  s^^rew.  strong 

cliarge  of  universal  nature  for  tlie  firing  o£E  of  a  modicum  of  personal  fact.- 

it  IS  a  rai も I  truth  that  Plato  is  Moses  atticizing,-  said  Vernon  to  Dr.  Middleton,  to  keep 

l;lie  de.v2,slon  alive. 

And  tliat  Aristotle  liad  tlie  glot-e  under  his  cranitlm,-  rejoined  the  R.ev.  Doctor. 

And  tliat  tlie  Moderns  live  on  tlae  Ancients.* 

Anci  tttat  not  one  in  ten  tJiousand  can  refer  to  the  oardcular  treasury  lie  fnclles.- 

-Tlje  Art  or  our  days  is  a  revel  of  rough  truth つ Hre3p^.^^^  Professor  crooEyn. 

Ana  ttie  literature  lias  labonously  Inastered  the  adjective,  wherever  it  may  t-e  in  relation 

Ix-  the  noun,-  Dr.  Middleton  added. 

Orson -s  Srsl;  ap>p-earance  at  c〇url; 

Honour,  accustomed  to  Trap-estry  Adams,  astonisliment  and  terror,-  said  De  craye. 

That  lie  miglit  not  t-e  left  out  of  ttie  sprigtitly  play.  Sir  wmougl&y  levelled  a lance  at 

1;ne  qumtain,  smiling  on  l^EBtitia  :  -In  tine,  caricature  is  rough  truth. 一 

Slie  saia  :  Is  one  end  of  it,  and  realistic  directness  is  1;lie  other. , 

ffic!  bowed:  -T.he  Ipalnl  is  yours. —Meredith,  The  Egoist,  ctiap>.  xxxvi. 

吾人が 此 一 節を讀 みて 感ずる ところ を 云へば、 其餘 りに 態とら しき ことなり。 此 所に 集まれる 六 七 人の 

男女 は 何れも 揃 ひも 揃うて 怜倒 にして 如才なく、 皆 j 種の 知的 修養と 頓才を 具 ふ。 凡そ 吾人が 日常 交際す 

る 人物に 於ても 百 人に 一 人、 千 人に 一 一人、 かくの 如き 人物な きに 非 ざれ ども、 偶然 一 堂に 會 したる ものが 


悉く 此 型に はまり、 各、 得意の 才辯を 弄する に 至りて は、 如何に 知育の 盛なる 西洋に ありても 少しく 不自 

然の 跡な き 能 はす。 されば 是 等の sf- 女が、 よく 是程 凝ったる 言 詰 を 操り 得る ものな りと 云 ふ感は 自然に 消 

えて、 た V 其 著者 其 人が ！ 個の ：Rough  なる 文字 を 柿へ て、 粹を 振り 馓 ける 手際 を 感心す る も 

のな り。 然れ ども 此 感心 はた 5r 夫 丈に 止まる ものにして 一 般の 情緒と して は 何物 も ある ことなし。 要する 

に、 あ、 でもない、 かう でもない と 云 ふ 「でもない」 連 S 駄辯に 過ぎす。 遊戲 三昧の 閑 文字に して、 第三 

流の 通人が 藝妓 若く は 茶 星 女 を 相手に 舌戰を 試みて 得意がる と 一 般 にして、 傍に ある もの は啞 然として 手 

持 無沙汰に 苦しむ のみ。 かくの 如く 吾人の キ要 感情 或は 處世 問^に 關係 すると ころ 甚だ 淺 きを 以て、 此 一 

節の 中心 F に 伴な ふ f は 極めて f£ 弱な りと す。 

元來 知的 F が 文^的！： 容 として 餘 りに 適切なら ざる こと は 以上 諸 例に て 明らか なるべし。 但し 專 門の 科 

舉 者が 斯道の 書に 對し 激烈なる 感情 を 生す る こと は 時に 意外なる こと あるが 如し。 

rDescg-et は 其 著 『熱情の 療法』 に Mentelli と 呼ぶ 匈牙利 人の 略 傳を插 入したり。 此人は 言語 擧 者に 

して、 又 數學者 を 兼ね、 別に 定まれる 目的 もな く、 只擧 問の 樂を 求め、 其 知的 慾 望を充 たさんが ため 其 一 

生を學 業に 獻 じたり と 云 ふ。 巴 里 市の 下等 宿に 居 を 置きし が、 これ とても 慈善 的に 貸し 與 へられし ものな 

りと 云 ふ。 彼 は絕對 的に 必要なる ものの 外 凡ての 支出 を廢 して 其、 經費を 節約したり。 されば 窨籍を 購ふ費 

用 を のぞきて は T 彼の 生活費 は 一 日 七，^ に 過ぎす、 其內三 は 費に して 四ス ー は燈 料な りき。 彼 は 

日に 一 一十 時 問連續 的に 讀 書し、 一 週に 一 日數學 の敎授 をな し、 これにて 其 少額の 生活費 を辨じ 得たり。 彼 

の 要する ところ は 水、 鈴薯、 (これ はラ ン ブ の 上に て 料理せ る 由、) 及び 油と 粗末な 厶揭 色の. の 四 品の 

みなりき。 彼 は 大形の^ 物 箱 を 室内に 置き、 晝は此 2 に 毛布 或は 藁に て 包みし 足 を 入れ、 夜 はこれ を寢臺 

に ffl るたり。 古びたる臂掛^^子、 食卓、 胼、 錫壺 及び 無雜 作に 凸 形に 曲け たる 錫の 片 11 彼の 燈器 となる 
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こと あり 1 の 外 彼 は； I： 等の？ ^具な 有せ ざり き。 又 洗濯代 を 節約 せんがた め 彼 は 一 切 铺衣を 着けす、 兵營 

ょり購ひ來りし！；^ハ士の着古し、 南京木綿 製の 股引、 毛皮の 脩、 巨 太の 木靴 は 彼の 衣類の 全部な りき。 一 八 

一 四 年、 聯合 軍の 砲彈 其.； W 所の あたりに 墜落し たれ ど、 遂に 彼 を 動かす こと あら ざり き。 巴 里に 虎 列剌病 

初めて 流行した る 時， 彼の 不？ i なる 室に 淸潔法 を 行 はんとて、 暫時 其讀書 を 中止 せんこと を 申入れ しが、 

到底 命 を 川る る 様子 あらざる を 以て 遂に 武力 を かりて これ を斷 行したり と 傳ふ。 此の 如く 一意 專心、 恨む 

る こ ともなく、 幸福なる 三十 年 を 一 日の 病 もな く 生存した るが、 一 八 三 六 年 十一 一月 一 一十一 一日、 例に よりて 

Seine の 河に 水汲みに 出で 行き、 如何なる 廻り 合せに や、 足場 を 失 ひ、 折惡 しく 水嵩 增 したる 河 中に 落ち、 

遂に 無殘の 死 をと けたり き。 Mentelli は 著 W を 公に する こと あら ざり しかば 其 多年の ^gls: の 結果 は 彼と 

共に 全く 消えて 果てたり。」 (Lctourneau,  Pftysiologie  des  Passions 『tw 情の 生理』 1 一三 頁) 

此の 如き 例 は 例に ならざる 例な り。 卽ち 例外な り。 普通 S 舉^ は IMilton が 「完全なる 人格に 於ても 最 

も 免れ 難き 弱點」 と稱 したる 名き を 對<< として、 これに 一 種の 情緒 を 添へ て 研究 を 進め 行く ものなる が 如 

きも、 此 例に 出で たる 好漢に 至りて は然ら す、 全く 研究 其 物に 趣味 を 有せし なり。 

鬼に も 角に も、 此 等の^ 外に^ 係な く、 第 四 種の 文學的 3： 容は槪 して 强大の 情緒 を 伴隨し 得ざる ものな 

る こと 明らかな り。 

第三 種の 内容、 卽ち超 自然界の 物體が 文舉の 材料と して ffl ゐら る、 揚合。 此 種の もの は、 時に 第 四種以 

上の 抽象的なる もの をと り、 これ を F として f を 附着す る こと 尙第四 種の 場合と 同一な りと 雖、 其 新 f の 

强度は 遠く 第 種 内容の 上に m づ る ものな り。 凡そ 宗敎的 情緒の 强烈な る ， J と は 古今東西に 通じて 爭ふ可 

からざる 事實 にして、 讀者若し^»1ニ 般を窺はんとせば宜しく宗敎史或は高僧傳を繙くべし。 宗敎に 冷淡に 

して、 祌の何たるものたるゃを解し得ざる日本人にぁりては到底^4、猛烈の度合を夢想にだに入る > こと能 


はざる べし。 然 らば 何故 同じく 抽象的の 性質 を帶 びる F が 場合によりて 之に 伴 ふ f にかくの 如き 强 弱の 差 

異を 生す るか は 趣味 ある {伯 題なる を 以て 後段に 詳述す ると ころ あるべ し。 

(參考 書と して は ！ vomb3so の Mm  of  Gsius;  James の Religious  Expertenct;  Lives  of  Saints 

等適當 なるべし 5- 

而 して 此 種の 情緒が 精神 及び 肉 體に及 ほす 影響 は Vision と 云 ひ、 wcstasy と 云 ひ、 Rapture と 云 ひ、 

Catalepsy と 云 ふ。 其の著しく牛；^？^的な るを見 ても如何に其カの猛烈な る かを知 るに 足らん。 近世の 名家 

PLuskin が 美の 本， 源 を 神の 屠 性に 置け る も 必竟其 f の 强き が爲 めな らす んば あらす。 氏の 說の 大耍 を擧ぐ 

れば、 

5： 彼 は 無限の 美 を 以て 神の 不可解 性より 流れ出で たる ものと す。 

彼 は 天地の 相 接する 廣大の 地平線に 對し 浮かび 來る 感想 を 述べて 曰く、 「此情 は 海 其 物より 受 くる 感に比 

し遙 かに 純なる ものにして，. 其 昔 磯の 小高き 丘 を 降り、 空に ふる、 一條の 地 線み-眺め、 美しき 海洋に 對す 

るより 以上の 喜び を 感じた るが、 後年に 至っても 猶此樂 しみ を 忘ろ、 こと 能 はす。 され ども、 これに も 勝 

る 美感 を 以て 萬 人の 共に 仰ぎ 瞻る もの は、 出づる 日、 入る 日の 光、 また 綠の 空の 据に 狼火の 如く 燃 ゆる 深 

紅 5片 雪な りと す。 此淸、 前者に 比し 更に 銳 しと は 云 はす、 され ど 其 深さに 於て II る こと 勿論に して、 塵 

界と 隔離し たる 非 肉體的 希望に 富める こと も 疑 ひなかるべし。 此 情は單 に端肅 なる 人 を 動かす のみなら す、 

如何に 無頓着の もの も 亦 之に 對 して 判然たる 印象 を 受けざる ことなし。」 piers.  Vol. 二. づ t. 

111.  sec. 1. cliap.  V.) 

s 彼 は 統一 の 美 を 以て； t の可觯 性より 流れ出で たる ものと す？ 

曰く 凡そ 閼係 、合同 S 現象に、 すべて 正にして 且 快き 感情 を 伴な ふ ものにして、 此 合同、 聯關 により 神の 
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If 性た る I を 窺 ふこと を 得べ し。 又 曰く tr" そ 人類の 力 は 協 ：5W、 集 iS2 より 生じ、 其 祭し みは 好意 S 相互 交 

換に存 し， すべ て G 闢 は 更に 創世 主なる 中心に 集まり、 、 ) れと 完全 S 合同 を 全くす る も G とす。 (plap. 

S 彼は靜 t の 美 を 以て 神の 永遠 性より 流れ出 づるも G とす。 

熟 情， 變化、 充滿、 努力 等に 反對 して、 靜止は 永遠 S 心 及び 力の 特色な りと す。 これ 卽ち 造られた る も 

のの ：1 f -3C: に對 する、 造るも0^3  :1  £51: なりと す。 (chap.  viO 

S 彼に 均 齊の美 を 以て 神 G 正義 不 ISI 性より 流れ出 づる ものと す。 

.5 彼 は 鈍い 美 を 以て 神の 精力 性より 流れ出 づる ものと す。 

彼 は 聖書 G:^ を 引 して 曰く 、「神 は 光に して、 暗き ところな し。 ； S は 光な り、 され ども 其 光に 美の 普遍 

性 を 完全に 具有す る 光な り。 而 して 其の 存 する や 點に 於て にあら す、 流布 的 無 狀 態に 於て す、 又靜に 

して 騒がす、 又變 ずる ことなし、 又 純に して 混す る ことなく 壓 せらる、 ことなし。 されば 此情は 快感に し 

て 神性 をよ く發 揮し 得た. る ものと す。」 (chap,  ix.) 

s 彼ば 連 度の 美 を 以て 法に よりて 铳 ぶる. t の 性より 流れ出で たる ものと す。 

彼 は 事物に 自制 的 自由 ある は 愉快なる 象な りと 論じ 且 曰く、 神 は 如何に 獨 斷的且 矛盾 的 方法に 於ても 

事 を 成し 得る 能力 を 具へ ながら、 なほ 常に 其 全能の 自由に 一 種- S 制 掷 をお き、 吾人が 法と 呼ぶ ところの 調 

和 的 手 S  二 由り 動く ものな. り= 

余 はこ、 に おの 可否 を 論ぜん とする も G にあら す、 又 其の 完全な り や 否や を^す る も S にあら す。 た 

だ.. 等 耶蘇お； 徒 か 所謂 紳 に屬 性を附 し、 此暴 性み-具有 する 自然 物 も 亦 美な りと す る卞 -S を 興味 ありと 思 

ふの み。 無： 彼が 列擧 したる 不可解 性、 可薛 性、 不變 性、 不偏 性 等の 性質 は 其 抽象的なる にも か、 はらす- 


皆 吾人に 多少 具にる ところの ものにして、 從っ てこれ 等に 幾分 s. 情緒 を 附し能 はざる にあら す 。去れ ども、 

これ 等に 「神」 (Divine) なる 一 語 を 冠して 見よ、 一 語 を 冠す ると 同時に 全く 吾不 HSI の 性質と なり 了ら 

ん。 神と は 袖 象 $ 極 なり * 此 極端の 抽象 體を とり 來 つて 其 馬 性の 有無 を 以て 自然 物體の 美の 量 を定 むる 枰 

となさん とす、 吾人の 冷靜 なる 批判 を 以てすれば 其 何の 意た る や を 知る に 苦しむ。 然るに も關 せす、 此屬 

性 を 標準と して 自然界 物象の 美的 憤 値 を 定めん とす。 此 一 事會 以て 宗敎 情緒が 一 殺 民心 を 如何に 强烈に 支 

配す るか を 見 る に 足らん。 

超自然 F が强き は斯の 如く、 知的 F が 弱き は 前に 述べた るが 如くに.， -て、 而も 双方の F が 等しく 抽象的 

傾向 を 有する は 少しく 奇異の 感 なきに あらす。 苦し 此 疑義に 就き 一 言す る 事な くんば、 余が さきに 下せる 

m0  (文學 的 rt: 容は 具體的 なれば なる 程 i£ 緒を惹 き尸ぷ し) を 打破す るに 似たり。 多少の 辯 明 を 要す。 

心^ 6- 作 川 は、 もと 反射運動 を以 て 始ま る ， J と舉^ S 定論な り。 反射運動 は 盲動 的に し て 意識せ る n 的 

を 有する 瑰 なし。 然れ ども 其 肓 動なる ものが 自ら 生お S 目的に 適應 する こと は、 其 物^ 生存し つ ゝ ある 事 

實 にて 充分に 證明 せらる と 云 ふべ し。 されば か、 る 反射運動 は 一 種の 無意 識 的 目的に 向って 作用す る もの 

にして、 しかも 其 境遇 其 他 の 種々 條件 にっきて は 毫も 介意す ると ころ なし。 此 反射； 連動 に 次ぎ て來 ろ ベ き 

は 本能に して、 これ 亦 著しく 器- 械的 性質 を帶 ぶる ものな り" 而 して ある 一 定の 程度に 進みた る 生存 體 にあ 

りて は此 本能の 活動 不要に 歸 する にか ， はらす、 其 運動 は 依然として 器械 的に 持^す る ものと す。 約言す 

れば 上述 S 反射運動、 本能 行爲は 共に 一 種の 構造より 生じ 來る ものにして、 其 器械 的なる 又 融通の 利か ざ 

る 點が兩 者に 共通の 性質な りと 云 ふ を 得べ し。 而 して 後者 は 前者 を總 合した る 結果なる を 以て、 これ を乂 

複 反射運動と 名 づけ へし。 され ども 生存 漸く 複雜 となる に從 ひ、 これ 等の 器械 的 作 川 は 幾多の 障害 不都 

合に 遭. おし、 何者か これ を 意識的に 指導す るに あら ざれば 生存の 目的 上 自滅み-招 くに 至る こと 明らかな り。 
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而 して 此必 耍に應 じて 現 はれた る もの 卽ち 知力に して、 これ 幾多の 經驗を 重ねて 得た る 適應的 手段に 外な 

らゃ。 世に 云 ふ 習慣 を意硃 する ものな り C 而して更に進みて行動と其結5|^》-明晰に意識し て處 置す る もの 

を實用 的判斷 力と 名 づけ、 合理的なる點に於て^4ハ效カ、 習惯の 上に あり。 かくの 如く 論じ 來 りて 其 最後に 

置く ベ き 能力 は 所謂 普 的 判斷カ にして、 ， J れ卽ち 過去 雜多 の 經 驗を總 合して 案出した る 未來の 指南車 と 

も 目 す く きものな り： 

反射運動 は 意識に 上らざる もの なれば 暂く 措き、 第一 一の 本能 作 川 は 吾人の 構造に 固有なる、 刺激に 對す 

る 反勖な れば其 力 の 强大な る こと 勿論な り。 而し て 習惯に 至り て は 前者の 如く 遺傳 的に 物體 の 構造に 編み 

込まれ た る もの にあら ざ ろを以 て 、 其 猛烈の 度合 は 到底 本能に 及ば ざれ ども 第 四 に來る ベ き實 5? 的判斷 に 

比すれば 尙强 しと 云 ひ 得べ し。 而 して 赏川的 判 斷は其 力に 於て 普遍的 判斷に 勝る ものな り。 此の 如く 吾人 

人類の 心的 發 展を尋 ぬれば、 本 化お S 自然 的變. 0 を 待つ て進步 したる ものに あらす、 全く 知力が 經驗を 利^ 

して 本能 其 物の 發達區 域を脫 却し， 常に 其 先 騙 をな せし ものなる、 ) と 明白な り。 而 して 本能 的 F は 最強の 

f を 有し、 ^愎的 F これに 次ぎ、 これに 次-ぐに 實 W 的 判斷を 以てし、 普遍的 F の f 最も 弱き は事實 なり。 

近く 瑜を 設けて 云 はんに 、 同情 若し く は 同類 ffl 憐む S 理は 恐らく 生物界に 共通 S 本能に し て ， 同族 相 <W 

み鬪爭 殺人 一 日と して 絕ぇ 間な き此 修羅の 浮世に も、 事實 はよ く 人類の 聚 合性 を 證し、 母 は 其 一寸の 爲に身 

命を拋 つて 悔いす。 本能に 伴な ふ f は 常に かくの 如く 强尺 なり C 而 して 實川的 斷の 一例と 稱し 得る 親切 

たる もの は 如何。 これ 何人も 是認して 寶川 しつ  > ある 尋常 一 樣の 道義に 外なら ざれ ども、 時には 或 結果 を 

意識して 其 目的 いために 一 個人に 對 して 施さん とする 一 種の 手段た るの 意 を 含む ことなき にあら す、 其 力 

の 純に して 粹 なること 到底 本能 的 f に 及ぶ ベ くも あらす。 最後に 來 るべ き 普遍的 判斷、 例 へ ば 大義名分、 

或は 正義なる もの を 見よ。 満天下 は  一 0- 此兩； ：： 我に 支配 せらる、 が 如き 親な きに あら ざれ ども、 正義 は,. He に 


,. "に 服す る こと、 古 往今來 歴史の 告 ぐると ころに して、 其の 徒らに 高尙の ギ-義 として 存 する のみに て、 

件た ひ^る f は i^. だ 微弱なる に ほかざる を 得す。 Kant の 言な りしと 覺ゅ、 「世の中に 親切 S 情 は 珍ら しか 

らす、 され ど 正義に 至りて は 誠に 稀に 見る ところ」 と。 直なる かな、 .S 來判斷 力に 乏しき 女性に ありて は 

生涯 正 殺の 何物た る や を鮮し 得すして 世 を 去る もの さへ 夥しき 數に 上るべし。 猶、 港んでは所謂學^！^と稱 

する ものの 倫 if 說 S 如き 其 時代の 最ー €1： 斷に甚 づける ものなる こと W ら かなれ ども、 到 底 之 を责踐 雁行 す 

るの 不可能なる は事實 S 誇 明す る 所な り C これ 其理： i 的に 合瑰 なる を 知りつ ，， 吾人の 心 卽ち情 的中 心 を 

飛び 離る ， こと 餘 りに 大 にして、 之に 伴な ひ 進む 能 はざる に 由るな らん。 (KOKKmse,  msd  i-  rk-tlon. 

全部 を參 照す ベ し。) 

今 翻って 宗敎的 F なる もの を檢 する に、 《^^代の西洋人が所謂：1と稱するものは 一 種 S 最萵漑 念に して、 

これ を 名け て 無 と 云 ひ、 或は 絕對と 云 ふ。 されば 此 F に 俘な ふ f は 決して 大 なるべき 理 なきに も か ， 

はらす、 宗敎的 f は 最も 强大を 極む る ものの 一 なること 一 見 甚だ 奇異の 感 なきに あらす。 只 其 理由 を宗敎 

的 F の 性質 及び 發達 のうちに 求めて 始めて 首肯し 得べ し。 

今の所 謂 神と 稱 すると ころの もの は 一 面に 於て 知的 渴 望より 出立して 凡百の 現象の 原 H を こ、 に 築 合せ 

し. C たる ものの 如し (吾人 は 知 II 的に 其 合理なる や、 否や を 問 ふ ものに あらす。) され ど 更に 他の 一 面に 

於て 神 は 人間に 岡 有なる 情緒のう ちょり 湧き出で しもの なること も 亦 疑 ひの 餘地 なきに 似たり。 由來 人類 

の行爲 の 終局 目的 は ii, 、根柢に 於て 常に 人生 其 物に 存 したる は 明らかな り。 而 して 人生 其 物が 根本 目的た る 

が 故に 天然 界の 物體 にあれ、 或は 同種の 人類に あれ、 ど角此 人生に 何等の 貢-まみ- 敢 てす る もの を 好み" 

义之 を賊齊 する ものみ-情 むは 人類の 共有 性 S 一  つなり。 而 して 此 憎むべき 破壞的 勢力 偉大に して 吾人の 格 

n を 許さ V る は、 此憎 みは 一 變 して 恐怖と 化し、 恐怖 は 1^ に また 崇拜 となって 己の 力の 及ばざる を 告白 
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して 他の 機嫌 を 損せざる をつ とむ。  かの Cointe が說 きし 如く、 知力 未だ 幼稚なる 世に ありて は 人間 は 己 

と 同じき 意志 を a と 同じから ざる 無生物に 附加 する 性 を 有す。 更に 一 歩を進むれば之を己と同じき^！^に附 

す、 これ 卽ち 英雄の 崇拜 せらる、 所以な りと す。 而 して 尙 一 步を進 むれば 之 を 自己 以上の 神なる ものに 附 

與す。 從來の 神に して 發 達しつ、 ある 彼等 知力 を 満足せ しめ ST さる を自资 する や、 遂に 自己と は 全然 異 

れる 全智 全能の 無形 物 を 拉し來 りて 之に 同樣 の 待遇 を與 ふ。 彼等 旣に 猛烈なる 生死の 源 頭より 出立して、 

此 猛烈なる 情緒 を 自然 物に 與へ、 人間に 與へ、 偶 像に 與へ、 無形の 小； t に與 へ、 後に 全智 全能の； t に與 

ふ。 與 へらる >- も s-.- 知力の 發達 と共に 抽象化せ るに 關 せす。 情緒 其 物 は 依然として 生死 源 頭より 出立 

せる 猛烈なる 世 壟の 情緒な り。 かくの 如き を 以て 此 際に 於け る 人間の 情緒 は眞而 目に して、 重大な り、 永 

久の 生死 こ、 にか.' ると 信す。 而 して これと 同様に 此 等の 大力 量 を假に 自己に 具へ たりと せば、 如何に 得 

意なる ベく 如何に 氣樂 なるべき か を 思 ひ、 やがて 賞 嘆、 港 望 S 情と なり、 和合して 一種 異樣. S 優勢なる 情 

緒と して 現 はる ものな り。 

見よ。 吾人が 爲 さんと 欲して 爲す能 は ざろ 力 を 自然界に a 出 だせば、 吾人 は 此カを 賞す るが 爲に 自然界 

を 神な りと 讚美す。 又 吾人が 爲 さんと 欲して 爲す能 はざる 力 を 同胞のう ちに 認 むれば、 吾人 は 同^も 賞す 

る 念より し て 其 同胞 を 神な りと 呼ぶ。 か くて 吾人が 有し 能 は ざ る 力 を 所謂 神に 認む れば、 吾人 は そ を 賞す 

るの 念より、 そ 所謂 神な りと 信す るに 至る。 此徑路 により 考 ふれば、 草木の 神 は 吾人の 性質 を投 出して 

しばらく 之に 附與 せる に 過ぎす して、 其 性質 は 全く 吾人と 同一 なる にあら す や。 英雄の 神に は 吾人 を投出 

する の 必要な けれども、 其 性質 は 依然として 吾人の それなり とす。 されば 所謂 神と 稱 すると ころの ものの 

屬性も 亦 吾人の 性質の 投 出に 外なら す、 た これを誇大にして不可？化を可能に改めたる迄のことなりとす。 

吾人の 性質 は 有^な り、 有限 は 境界 ある を 意味す、 然るに 物に 限 ある は 吾人の 欲せざる 所に して、 吾人 は 


日夜 無限の 境に 谒 望の 眼 を 放つ ものな り。 今 吾人の 腦 中に 宿る 此 無限 性 をつ かみ 出して 空に 向って 棚ち 去 

れば、 こ/' に 吾人 は紳の 無^ 性 を 造り 5^ たるな り。 又 吾人 は 常 在 を 欲し、 全能 を 欲すれ ども、 此 1 を遂ぐ 

るの 術な し、 故に 此 願望 を 蒼 穴 T; に 向って 放射す る^ 神の 常 在と 全能と を 創造し 終る ものな^。 吾人 はまた 

四角に して 圓を 兼ね、 三角に して 菱形 を 兼ねた しとの 理想 を 有す。 この 瑰想を 天上に 吹き 上 ぐれば 瞬刻の 

下に 神の 絕對性 は 成る。 

神と は 英雄 を 無限 に廓大 したる ものにして、 英雄 は 神の 縮 II に 過ぎす。 又 in 姓 S 神 は 穀物 を 司り て 農民 

の 理想に 叶 ひ、 軍神 は 弓矢八幡 にして 武士の 瑰想 を顯揚 する も S とす。 かくの 如く 神 S 性お はお 代英 i^f の 

それに 相 腐し、 英雄の 性格 は 更に 當時 社會の 好める 主 殺に かたどる ものな りと す。 (性 松 W 變； f3 にっきて 

は Crozier,  Civilizaikm  and  Progress 三 一 一 五 冥 以下 を參 s^; すべし。) 

要するに 此の 如く？ I と は 吾人が なさん と 欲して なす 能 はざる？ f 想の 集合 體 たるに 過 ざす。 されば 神 は 人 

間の 原形な りと 云 ふ 聖書の 言 は 却て 人間 は 神の 原， おなりと 改む べきな り。 是と 同じく、 かの 極. M なる もの 

も 吾人が 現實の 世に 飽き 足らす、 此實 在界に 於て 求めて 得ろ 能 はざる 慾 望 を充 たさんが 爲、 是等谒 望の 念、 

理想の 考を 放射して 建立した る ものな り 。卽 ち. E 然 界に對 する 愁望 S 極致 を 結晶せ しめたる ものの み。 さ 

れば此 欲 i の 變遷に 伴な. うて 極 lifS 模樣 漸次 趣 を 異にする ものな り。 情死す る ものの 極 M 觀は 一 蓮托 生の 

世に して、 酒吞の 極樂は 酒の 井戸の あると ころなる べし 0  Plato の 極樂は 『理想 共和. 齒』 にして、 More の 

J±„ 『無 有國』 (Utopia) なりと す。 Dante の 極樂は Paradise,  Rossetti の極樂 は、 かの Blessed 

Damozd の 住む ところ なるべし。 又 Milton の それ は 『失 樂阅』 四の 卷に 描かれし wden の 花 M なりし 

な. ん 0 

かくの 如く 神と 云 ひ 極 樂と云 ふ、 皆 吾人の 案出に 外なら す。 Carlyle も 亦 類似の 意！ ：《- を 其 著に 述べて 曰 
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く 「凡そ 吾人が 神に 對 する 敬意 は、 英雄に 對 する. てれと 質に 於て 相！ 5 じ」 と。 更に 像敎に 31 して 說 くや 

う、 「吾人 は 今日に 於て 此 偶像 敎 なる もの を 殆ど 理鮮 する こと 能 はす。 假 にか ， る ものの 存在し 得たり とせ 

ば、 吾人 はた，. * 驚異の 念に 打 たれ 到底 之 を 信す る こと 能 はす。 苟も 兩眼を 具 ふるもの にして、 かくの 如き 

愚昧の 敎理に 信仰 を 委ね、 これによ つて 世 を 送る は 狂人 を 外にして 得が たきこと なり」 と。 然り神 を實在 

すと 考へ、 此形 なきもの を 信心す る 現今の 耶蘇 敎^ 人より 異敎を 見れば、 そ は 無論 不合理 なるべく、  了解 

し 難き ところな るべ し。 され ども 神 を 知らざる 吾人に とりて は兩 者に 大した 差異 あらざる が 如し。 尤も 

Carlyle とても 此；^ の 消息の 幾分 を 下の 數 句に 洩らした る 跡 あり。 「然れ ども 人間に は 常に 1= 黑の 一 部 あ 

りて、 これ を 照らす に途 なし。 こ S こと 昔 も 今 も 隔てな し。」 後年 第二の Carlyle 世に出で て 耶蘇 敎を以 

てまた 此 1H 黑 にして 照らし 能 はざる もののう ちに 算入す る ことなくば 幸な り。 

鬼 も 角 も 以上の 瑰 により 吾人が 神に 對 する 情緒 は 直接に 吾人の 第 一 目的た る 人生 其 物に 密接 W 關係を 有 

する が 故に • 知力 發 達して 神 の 屬 性が 廣く 深く 遂に 漠然と 意義な きに 至 れる 今日に あり て も、 北； 強烈の 幾 

分 を 保存し 得た るな り。 . これ を 表に て 示せば、 

bii  (F). お 0  3  .  fsf さ T_-p  (F、、).  sgc ま-一 1 (F ミ) 

f  ,  f  -  f  -  —  f  :• 

かくの 如く 神の 觀念は 知識の 發達 と共に 推移した る もの なれ ども、 此間 常に f は變 化する ことなくして 

附着し 來れる ものな り。 然るに 之に 反し 第 四 種の 知識 F に 至りて はかく の 如く 密接に 人生と 關係 する こと 

なき を 以て、 其、 f も從 つて 第三 If の f の 如く 强大 なる 能 はす。 故に 第四稷 F は 抽象 S 应に應 じて 其 f 著し 

く减少 する ものと す。 强大 なる 宗敎的 F を 有せる 耶蘇 敎に 於て すら、 純 杣象的 S 神の みに ては效 力の 意外 

に 弱き を 見る や、 人 間 なる 聖母 を擔ぎ 來れる 時代 も あり、 知識 的に 其 無能なる を 見て取る や、 人間と 神と 


の 媒介 者に して 合 一 體 なる 耶蘇 を 以てお 眞髓 となせ り。 耶蘇と は 取 も 直さす 有限の 世より 無 の界に i む 

掛け橋の ffl に 供 せらる、 なり。 すべ て 皆 これ 物 を具體 化して これに 伴な ふ 情緒 を大 にせん と 計る に 出で し 

に 過ぎす.。  4 

以上に 於て 余 は 第三 種の 材料 卽ち 所謂 超自然的 事物 を 代表す る ものと して 宗敎的 分子 を 選み、 而し てこ 

れ に强大 なる！：^ 緒の 附着す る 所以に つき 一 應の 解說を 試みたり C 偖宗敎的材料は固ょり此^^の重なる代表 

者た る こと 勿 なれ ども、 罩に之 を 以て 第三 種の 材料の 全 體を覆 ふ ものな りと する 能 はす。 余の 所謂 超自 

然的 材料 中 に は 單に宗 1^ 的 、 信仰的 材科を 含む のみなら す、 凡ての 超自然的 耍素卽 ち 自然 の 法刖に 反す る 

もの 若しくは 自然の 法^に て 解 釋し能 はざる ものみ- 4. 口めば なり。 例へば、 S 古 來小說 詩歌の 材料と して 使 

用 せらる、 幽靈、 Hid の 鹏靈、 Macbeth の 醜靈， きも/// の 幽靈、 The  aride  of  Lammermoo: や 

Alice の幽靈 等、 S  Mctcbdh ゆ の 妖樊、 Rossetti の Kit も s  Tragedy 中 s- 妖婆、 ：5 變化、 妖怪、 Horace 

Walpole の The  Caslle  of  Oiranfo,  Mrs.  RadclifTe の liu  Myslevie ン of  sof  0.,  S 或は coleridg.e 

の Chvistabel 及び dlrce  Graves の 如き、 又は ICeats の Lamia の 如き、 Tennyson の fkv  of 

ssott の 如き • 或は 近 t!^ 有名なる 小說 Aylwin 中の 不可思議 分子、 或は Yeats の 詩 中に ある 神秘的 分 

子の 如き、 S 或は Jane  Myre と Rocliester との 間に 起る 人間の 感應 とも 稱 すべき もの、 或は Charles 

Reade の The  Cloister  and  the  Hearth 中に ある Gerard と Margaret との 間に 生す る同樣 3 闢 系の 如 

き、 或は 比 的 明瞭に して 且 味の 少なき Shakespeare の .4  M:d 画 me 一  Night" s  Dream,  The  Tem- 

f  :Pouqu6 の urld-se,  Mereditla の 7 fie  shavi-g  of  Shag  pat の 如き 皆 余が 所謂 超自然的 材料のう ち 

に 計 入すべき ものと す。 故に 前に 述べし 如く 一  つの 宗敎的 成分の み を 取る とき は、 勿^ 一  種の 代表 物を铺 

へ 得たり と 云 ふ を 得べき も、 これ を 以て 未だ 其 全般み- 盡 くし 得たり と は 云 ひ 難し。 

ー§ 
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而して此種の超自然的3^^象が 一 般に 强烈の 情緒 を 引き起す に 足る 事 は、 閗 明の 今日、 是 等が 立派に 文攀 

内 容 と し て 存在 す る に よ り て も 明 白 な り と す 0 固 よ り 知 力 を 以 て 判 す れ ば 是 等 象 W 或 も の は 然 不 合 

^なること； fl を またす。 然れ ども 知的 方面よりの 觀 察は必 すし も 常に 情緒 的 方面より 來れる ものと 拉 行に 

進み 得ざる こと 筋に 述べた るが 如し。 凡そ 冷靜 なろ 判斷 より 得た る 事^の 外 は：^ もの も 吾人の 腦屮 に容る 

る 資格な しと 云 ふ は、 吾人 を 以てた  >  理窟 一 遍に 感じ 又 行動す と 誤 „t する 愚人の なり。 靜 かに 思 ひ 潜め 

て 成れる 考の外 は 決し て 文擧に 入る 可から すと 云 ふ ものに、 これ お 本 的に 文擧 の n: 物た る や を^し 能 は ざ 

る 云 はざる ベ からす。 文擧は 上述の 如く 感情 をす- 腦 として 立つ もの なれば、 如 ：！： に 雋理の 伏在す る こ 

と ありと も、 感興の 之に 俘な ふこと なくば 文. 擧上 全く 死文 字に して 三文の 憤 値 だに なき こと 明らかな り。 

道 學者は 文舉者 6? fej: 爲 すると ころ を 2- て 煙 花 a 月の 閑 文字な りと 評すれ ど、 吾人 文 畢を修 むる ものより 彼 

等が なす i ころ を 評す わば 誠に 合现 的勃窣 S 問 文字た るの み。 問 文字と は 目前に 有 W なら.： さるもの を 云 ふ 

にあら すして 人 を 動かす 力なき 文字 を 指す ものな り。 而 して 詩砍文 草の 憤 値 は 其 合理なる と 不合理な ると 

より は 寧ろ 其 情楮を 起す に 足る" へき 事物 若しくは 境遇 を 怖へ 得る か、 得ざる かに 歸 着す。 合现 なる が 故に 

感與 を 引き、 感興 を 生す るが 故に 文舉的 材料た るの 資格 あり とする は 可な り。 され ど 不合理な り 故 に感與 

を 引， くこと な？. i 云 ふに 至りて は、 これ 誠に 事 實を誣 ふるの 甚 しきものと 云 ふべ し。 若し それ 感與 あれ ど 

も 不合理なる を、 ：5 て Si 明の 今日 文學の 一 要素た る 値な しと 云 ふ は、 これ 科 舉と文 擧と兩 者 を 混同した る も 

のな り。 吾人が 文學に 待つ 第一 の 要求に 理性に あらす して 感情に ありと 云 ふ義を 忘却せ る ものにして、 例 

へば 尺度 を 以て 液體. を 量らん と 試みる の 類なる べし。 今當下の問|^;^る此超自然的^1-象3如き其不合理な 

る は 余輩と い へ ども これ を 認めざる にあら す、 され ども 是 等に 同時に 感興 を 喚起す ベ き 要素 を 具有す る 、 J 

と を 是認せ ざるべ からす。 而 して 其の 感興 を 引く の 切なる、 能く 一 面に 於け る 不合理 を 償 ひ 得る ものなる 


を 信す o 是卽ち 開明の 今日と 雖も 尙是等 不合理 的 現象が 文擧的 €： 容 S 1 角 を 占む る こと を敢 てし 得る 所以 

なりと す 0 

吾人 は 由來種 • ^の 能力 を 有す。 而 して 吾人が 是 等の 能力 を 適宜に 活 ffl せし むる とき は 一 種の 快感 これに 

伴な ふ ものにして、 か の 知力の 如き も 人間の 能力の 重要な る ものなる に り、 これ を 適お に 満足せ しむる 

こと は 固より 愉快なる べき こと 明らかな り。 かの 科 寧？ 一 やの 研鑽に 報 ゆる 愉快の 一 部分の 如き 正に これに 過 

ぎす。 凡そ 第 四 種の 知的 材料が 文舉的 内容と して 價値 ある 所以 も、 其 一部分 はこ、 に存 する ものな り。 さ 

れば合 ™t 的 材料 を 以て 文擧 的なら すと 云 ふ は 誤り やすき 言に して 、 要は 喚起し 得 る 緒の 多少に よ つ て 其 

文舉的 内容と しての 位置 を 確定すべき ものと す。  . - 

かの 浪漫派の 特色の 如き も亦實 にこ > に 存す。 彼等 は 其 全身 全力 を捧 けて 情緒の 誘起に つとめ、 其極遂 

に 他 を 顧みる の 暇な きに 至る。 之に 反して かの 十八 世紀の 文人が 平々 坦々 の 途を潤 歩して 毫も 鬼窟裏 S 生 

計を營 まざりし が 如き は 時勢の 然 らしむ る 所と は 云 へ 、 其 佳 所 は 決して 埋没す ベ きものに あらす と雖 も、 

た、. r 貴むべき は 彼等が 情緒 を 誘 ひ 出さん が爲に 合理の 廓 壁 を 越え 能 は ざり し 一 事と す。 Addison が speu- 

ser を 評する 語の 5 ちに、 

--old  sp-enser  next,  warm-d  witJi  poetic  ragrt. 

In  ancient  tales  amus*d  a  tjarb-rous  ag. ひ ； 


wut  now  tlie  mystic  tale,  tliat  pleas -d  of  yore, 

rao  eiiarm  an  understanding-  age  no  more.: 

と 云へ り。 理解力 は單に 文擧の 一 部分に 對レ ての み有效 なること、 及び 所謂 ：Mystic: として M おせる 

： , I  ：  i  ：   j  g?  


-OA  〕 

ものが 理解力に 比し 遙 かに 僵^なる こと を 忘れた る 評言と 云 ふべ し。  一 

さて 超自然的 材料に 對 する 辯 i も 大槪は i 一一： ひ盡 くし たれば、 これにて 箪を搁 くべ し。 要するに 以上 余 は ： 

第三種£容5ギ：要_^?目として舉ゅたる宗^的？が.，1 に富む如く他の神；ぼ的5^】象も11樣に£ に於て第四稀知 一 

的 内容に 勝れる こと を 述べた るが、 其 S 何故に 然る やとの 瑰由は 前に 詳述した る 宗敎的 F の 場合の 議論 を 

其 儘に 適 川し 得べき ものと 信ずる により 之 を 筏せ す。 

かの 嗜黑 時代に ありて 知識 S 幼稚な りし 者 はい ざ 知らす、 苟も 理致 の擧 開けて 人々 可 思議、 不可思議の 一 

何たる を辨 する 今日に 當 りて、 文擧； 特に 浪？？ i 派の 作家が 好んで 此 種の 材料 を 使 川す る は 決して 知力に 訴 一 

へ て 架空の 妄說を 信ぜし めんと する にあらざる こと 勿論に して、 また 話 超 S 進行 上缺 くべ からざる ものと 一 

思惟す るに も あらざる ベ し。 而も 之 を 川る る は 強烈なる 情 緖を讀 者の 心中に 喚起せ しめて？ 改％: を 吾が 術中 

に 釣り込む の 手段た るに 外なら す。 吾人 は 能く 彼等の^ 手. 投を觀 破しながら も 遂に 此 手段に 罹らざる を 得 一 

す、 否 好んで Blil 鹿に せられ、 鹿に せられて、 感謝す る ものな り。 恰も 酒客が 妄りに 他人の 饗 應を受 くる 一 

を危險 なりと 心 ながら 前に 置かる ， とき、 遂に 之を辭 する S 意志 消滅して 危險に 身を墜 すと は 知り 

つ ， も 太白 を擧 ゆて 満 引す るが 如き ものなる ベ し。 Moulton なる 人の 近著 Moral  System  of  shakes iMrnyc  t. 

中に suislatuval  Agency  in  the  Moral  World  qf  shakcs^ymrc と 超す る 章 あり。 著者の 說 によれば 沙 

翁の 描け る 超自然的 動作 は 毫も 篇中 人物の 發展に は ゆしき 影響 を 及 ほさぬ 由な り。 換言すれば// き ~ /な \ の 

幽靈、 Macbdh の 妖婆 等 はわが 力に て Macbeth,  Hamlet 等の 意志 全體を 支配す る ものに あらす、 た、 = -以. 

前より ffl 意 ある 處に現 はれ 來り是 等の 人々 の 心 線に 觸る 、 一一- C 励 をな すに 過ぎす。 彼等 は 所謂 超自然 現象よ i 

り 幾分の^ 饗 を受 くる こと 勿論な りと いへ ども、 決して 其 素 S 或は 共大 原因 を こ、 に 有する ものに あら ざ 一 

るな り。 「或は 問 ふ 人 あらん。 超自然 力に 與 へられた る權能 かくの 如く 微弱な りと すれば、 これ を 作 中に _ 


探 用した る效、 果して 那 邊に存 すべき やと。 然れ ども 沙翁 劇に 於て 超自然 力の 役割 は 決して 作 中 人物の 爲 

に 設けた る ものに あらす して、 全く 聽 衆に 對 する 一 種の たるに 過ぎす。. 凡そ： IS 效 Ej? 大 ならしむ ろ 

に必耍 なること 豫 知に 如く ものな かるべし。 かの飾なき地味の散文史に於てすら平々凡々なる^?3-資の羅列 

に 次ぐ に 其 全篇に 伏在す る 一 原則み-指示 する 時 は、 こゝに 躍如たる 興味！ IB -z 山す る ものな， ば， 況して 效栗 

を至要とする劇文舉に於て^^人が歷史以上の手段をとり充分に超自然カをかり來りて、 事件の 進行 中に 未 

來の ES 光を與 ふる は、 誠に 至 《5 のこと と 云 ふべき なり。 而 して かく 豫 知せられ たる 未來の 光に すかし ろ 

時 自然にして 整然たる 事件 も爲に 一 種 奇異の 色彩 を帶 ぶる に 至る。 之 を 幽玄の 色彩と 云 ふ. -」 (三 〇 九！ GO 

然り 此說は 一 應尤 もな り。 され ども 超自然 力の 效カは 劇の 原則み-舞 臺的 表示 法に て說 明す るに 存 すべく、 

た 5t 罩に劇 一 簾の 豫 知を與 ふる 爲 なりと 云 ふに 至りて は 多少 曾 骨し 難き ところ あり。 LIculton の說 によれ 

ば此豫 知ち るが 故に 請 者に 幽玄の 色 を觀ぜ しめ 又は 識誚 S 調！ 4- を 喚起せ しむと 云 ふが 如し。 譏誚の 調子 は 

暫く 措 . 卿玄の 色が 豫 知より 生 じ來 る こと は 勿論なる べき も、 此 幽玄の 色 を 系 It 的 の ものと し て 却て 

知 を 其 眼目と なすに 至りて は 少しく 本末 を 誤て る感 なき 能 はす。 余の 視る ところに よれば 詩人 は此 幽玄の 

感情 を 引き起さ んが爲 に 、 豫 め 超自然 力の 口 を 通じ 豫知 を讀者 に 吹 き 込む も のにして、 卽ち豫 知と 名 づけ 

ん より は 寧ろ 超自然 力のお も はくと も 云 ふべき もの を 知らし むる のみ。 資際上 劇の 進行 は 如何にと 注目す 

る 時， 其 仕組が. E 然 的に、 しかも 明晰に 毫も 超自然 力と 1! 係な きが 如くに 發展 して、 遂に 結局 超， 1： 然 力の 

おも はくが „ 歩 ごとに 赏 現せら る、 が 故に 吾人 は此 超自然 力の 魔力に 撲 たれ、 其 優勢 を認 むる と 同時に 一 

種不可思議の感情を起し來り遂に^^：く催眠術の秘；能に身を委ぬるものなるべし。 これ 超. trr 然 力が 文 學に於 

て惯値 を 認めら る： 所以に して、 かの 豫知 云々 の 如き もの は 別にと り 立てて 云 ふ」 及ば ざ る ベ し。 £ 单に豫 

知と 云へば、 (勿論 劇の 場合に 於て) 知的 作 川に して 決して！^ 的 方面に 多大の 影 ifi を 有する ものに あらす。 
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s に 豫知は li に 於て 重要の 條件 にして、 之を與 ふるに は 超 向然 力に 俟 たざる ベから すと せぱ、 凡ての 劇 は 

必す讀 者に 此 必須なる 豫 知を備 へ んが ため 此超. nr 然カを 採 川せ ざるべ からざる に 非す や。 然るに 事寶 はか 

くの 如くなら すして、 豫知を 具へ て 觀る劇 も、 これな くして 觀る劇 も 別-枚 感興 W 程度に 於て 差 ありと 考へ 

？ゎ はざる なり。 卽ち 知る、 超自然 力の 效能 は單に 知的 S 豫 知を與 ふるため にあら すして、 j 種 人間以上に 

，力 ある もの を拈 出して、 これを吾人の心底に潛む弱點に^$る^附け、 この 急所に 突き 入りて 吾人 を壓 迫す 

ろに 過ぎざる こと を。 吾人 は 神の 前に 懾 伏せざる ベ からざる 如く 凡ての 超自然 力の 前に も 叩頭せ ざるべ か 

ら ざるな り。 彼等 は 吾人の 未來を 知り、 又 吾人の 運命 を 司る。 彼等 は 目に 見えす、 避く るに 由な し。 彼等 

^:八@る、を許さす、 ひしぐ に 術な し。 彼等 は 出没 自在に して 到底 吾人の 如何と もす る 能 はざる 難物な り。 

恐れ入らざる ベから す、 閉口せ ざるべ からす、 ぞっとせ ざるべ からす、 一首に して これ を掩 へば、 大 なる 

緖を 以てせ じて これが 爲に 催眠せられ ざるべ からす。 沙 翁が 川ゐし 超自然 力 も 全く 此 種の 催眠術 を 吾人 

に 施さん との 策略に 外なら す。 吾人 をして 此 催眠術 を 受けし むる は、 吾人 をして 純一 無 雜の念 を 以て 劇に 

封せ しめんとの 滑 手段に 過ぎす。 されば 吾人 は A ぐ r/;R>% み- 觀、 //as/ へ i を觀 て！！ る 時、 かくの 如く 愚昧の 

幽震 、 妖婆が 勢力 を 有す. る 此 等の 劇が 何故に か く 迄 吾 人 の 趣味 を 引き 5^: たりし か を 必す 自ら 疑 ふこと あ る 

べし。 これ 催眠術たり、 搰 手段た る 所以な り。 

た 5f 兹に； 意 を 要する こと あり。 人生 は文擧 にあら す 少なくとも 人生 は 浪漫派 文學 にあら す、 實 際は浪 

！! 的 詩 にあら す。 かの 浪漫派 文舉 S 通弊 は單に 激烈なる 情緒 を 主と する の 結果 往々 年少者 を 誤りて 文攀 

其 儘 を 現世に 寶行 せしめん とす。 これ 過れ り。 人生 其 物は必 すし も 情緒 を 主と する ものに あらす、 又 これ 

を 主として 送り 得べき ものに あらす。 こ、 に氣 がっかぬ は 憂 ふべき ことなり。 超自然 現象に 關 しても 亦， 然 

り。 は 詩な り、 人生 は 人生な り。 詩の 感興 も强 ひて 人生に 押し 廣 ゆん と 試む る は 誠に 吾人 天賦の 知的 能 


力 を 侮： t したる 擧 にして、 此 知能が 吾人 生存の 目的に 如何に 缺 くべ からざる ものなる か は、 此 世に 於け る 

知能の 發達 S 跡 を 尋ねて 明らかな るべ し C 感情 は 文學の 特に 尊重す ると ころの ものなる こと 云 ふ を 待た す、 

され ども 此文 舉觀 をと り來 りて 直ちに 人生に 適應 t しめんと 企つ る は、 社 會を顚 倒 或は 退歩の 何れ かに 導 

くものと す。 余は：：；^^漫派の詩を愛す。 され どこれ を 愛する は 詩と して 愛する ものにして、 して これ を 人 

生に 適應 せしめん と 欲して 愛する にあら す。 世の 文 扉の 弊を說 くもの、 時に 文擧 者の 弊と 請 者の 弊と を 混 

する ことなき や を 疑 ふ。 
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s.:^ 二 編 文 學的內 容の數 量的 變化 

以上 は 文 楼-の 四 種 材料 を 分類し 其 各 特質 を 論じ 又 其 相互の 關 係を說 明した る ものな り、」 - J わより 少しく 

着目 點を 移して 此四 種の 材料 は 数量 的に 如： 1： なる 原則 S 下に 推移し つ ， あるか を 辯 ぜんとす。 卽ち此 等の 

材枓は 全量に 於て 增進 する ものな り や、 減退す る ものな り や、 將 たまた 靜 止の 狀 態に あるべき か を檢 せん 

とす C. 

此 問題に 立ち入る に 先 だち、 少しく 遡 りて 文舉的 5：- おの 何たる や を 今 一 應 注意して 詮議す るの 必要 を認 

む-" 余 は 講義の 始めに 常り 凡ての 文舉的 材料 は (F  +  f) なる 形式に 改め 得べき ものなる こと を 述べ たり- 

而 して 今 文 擧の村 料の 增減 如何 を 論す るに 常り て は 勢 ひ (p  +  f) の 一 分子た ろ F の^ 減 如何 を 究めざる ベ 

からす。 若し 此 F にして 堵減牲 を 具有す る ものな りと せば、 次に 論すべき は此 增 減 的 F に 俘な う 一し f は 如 

何に 移り行く ものな り ゃを考 へざる ベから す。 かくの 如く 此ー 一 者の 性質 を 明瞭に 決定し 得た る 後、 ff?:: 人 は 

始めて 文擧的 材料の 數； M 的變 化に つき 云々 する こと を 得る ものと す。 

第一章 F の變化 

F は 如何に 變 化する か。 今 一個人の 生涯 を 通じて 觀察 する 時 は、 吾人の 赤 千たり し より 幼年、 少年， 

靑年 時代 を 通じて 吾人の 認識 力の 變化は 一 ー樣の 特性に つ -.r め 得べ し。 第 一 は 識別力の 發達 にして、 第一 一は 


識別すべき 事物の 增加 なりと す。 單に 一 個人の 生涯に 就いて 然るの みならす、 人類 發 達の 長 歴史 も 亦 此の 

如き 影響 を 蒙る ものな りと 信す。 所謂 識別力の 發 達と は 個人の 幼時 又は 人 又 未 15 の 世に ありて は 同一 の F 

なりと 考 へられた る もの が 漸次 時期 を經 過し 經驗を 積む に從ひ て 二 個 以上の F なること を發 見し 來 ろ 意に 

して、 卽ち 一 個の？なるものを識別カの發達に伴なひて^^：-^樣の如くに分岐し得るに至ることなり。 此 

點 よりして F は 時と 共に 增加 する ものなる こと 疑な きが 如し。 また 所謂 識別すべき 事物の 增 加と 云 ふ 意 は、 

人間 は 一 日 一 時 にても 餘 計に 生きながら ふれば、 それ 丈 新しき 事物に 接觸 する か 又は 少なくとも 間接に な 

りと も 之 を 見聞す る 機 多 かるべき を 云 ふ ものな り。 幼年時代の 見聞と 不惑 S 年に 達しての 見聞と は 到底 比 

較し難 かるべく、 又 草昧時 代の 生 民の F と 開明の 今日の 人民の F との 間に 其 數量上 著 しき 相違 ある こと も 

疑 ふ餘地 あらざる べし。 今兹に 述べた る 文攀的 材料の 一 々にっきて F の 如何に 增 加す るか を撿 せんに、 

h 感覺的 材料。 3： 初 は 夏草の 綠も常 磐 木の 綠も、 綠 にニ樣 あらす と 思 ふ 人 も 少しく 注意 を銳く すれば 其 

間に 非常の 差 ある を 知るべし。 酒の 如き、 煙草の 如き 或は 香水の 如き、 沉 香の 如き 皆然 り。 これ を 個人の 

1 生に 適用 すれば 幼時 は 識別力 を缺き 漸く 經驗を 積む に從 ひて 此 能力 次第に 發 達し、 かくして 感覺的 材料 

著しく 增加 する ものな りと す。 此理を 推して、 文化の 進ま る 古代の 民よりも 幾 十 世紀の 經驗を 重ね 來り 

たる 今日 の 人類が 其 感覺的 材料 の 量に 於て 勝れた る こと 無論な りと す。 g 見聞の 事項が 墦加 する ことにつ 

きて は 多言 を 要せざる べし。 亞滞利 加の 沙漠、 亞米利 加 深 林の 有樣、 Himalaya 連山の 莊嚴、 黃河 S 汎濫 

等、 昔時に 在りて は 極めて 狹 脇なる 一 地方の 天地 自然に 接觸 せる ものが 一 一十 世紀の 今日に 至れば 地球上 あ 

ら ゆる 隅々 に單 純なる 事實 として 手に とる 如く 受け とらる ， に 至る。 

に 人事 的材 科。 3 昔時 は 凡ての 愤怒も 「怒」 の 一 字に て造憾 なく 辨 じたるべし C され ど 今日は 怒に 幾 通 

りの 階級 あり、 これ 等 を 表出す るが 爲種々 の 文字 を招ゐ るに 至りし も 全く 識別力 增 進の 結果と 云 ひ 得べ し. > 

一 一 三 


I 一四 

曰く 怨恨、 義憤、 激怒 等其數 甚だ 多し。 g 吾人 は 識別力の 發達 により 解剖 的 手段 をと り、 かって は 同じと 

信ぜられし 人事 人情に 多樣の 差違 を認む るに 至る こと 上述の 如く なれ ど、 一 方に 於て は 上代が 經驗し 得 ざ 

りし 事項 (人事の) を 今 代に 至って 知覺 する こと 多し。 或は 地球の 或 部分が 感じ 能 はざる もの を 時 を 同じ 

くして 生存す る 他の 一 部が 雜作 なく 知覺 する こと 多し。 例へば 野 蠻の國 民 は 自然界に 對 して 簡單 なる 恐怖 

の 情 を 起す にと -、. < まるべき も 開明の 民 は複雜 なる 崇高 感想 を 以て これに 臨む ベ し。 而 して 此 崇高なる もの 

は 人間の 能力の 漸進に つれ 新しく 附 加せられ たる ものに 外なら す。 

iTl 四 も 亦 同じく 上述の ニ樣 に發展 する ものと す。 

第二 章 f の變化 

さて 吾人の 知 覺カは 其 識別の 點に 於て 又其增 加の 範 園に 於て 此の 如く 絶えす F を增 加し つ 、 ある 間に、 

これに 伴な ふべき f は 如 t!: にと 云 ふに、 これ 亦 一 種の 意義に 於て 增加 しつ ゝ ある こと 疑な し。 今暂く f の 

增加 にっき 論す ると ころ あるべし。 余 案す るに f の 增加は 三つの 法 M に 支配 せらる ゝ ものの 如し。 卽ち S 

感情 轉置 法、 S 感情の 擴大、 W 感情の 阁執 これな り。 

T 先づ 第一 の 感情 轉置 法より 說 明すべし。 心现學 にあり て 最も 趣味 ある 事 實のー つ は、 かの 「情緒の 轉 

置」 なる 現象と す。 こ は 一物 A なる F にっきて ある f を 起す 時、 ある 原因より 此 f は 他物 B なる F にも 附 

着し 來る 現象 を 指す ものな り。 卽ち F と f との 間に 起る 一 種の 聯想な り。 卑近の 例を擧 ぐれば 鍵 鶴が 毛蟲 

を てつ 、き 驚き 逃ぐ る こと ありと せよ。 其 後 此雛は 同樣の 場合に 遭 ふ 時 決して 同樣の 徑路を ふむ ことな 

くして、 しかも 同一 の 終點に 達する ものな り。 卽ち、 


か bk) 

^ I ^) 

なる 徑路 は變 じて ーボー.——，^1^となるべし。 かくて 雛は隊 みと 不快と を 連絡せ しむる のみなら す、 

子  W 

視る ことと 不快と を も 完全に 連絡せ しむる に 至る。 これ 卽ち 不快なる 感情 を啄 みより 視 覺に轉 置せ る も S- 

とす。 又 人間 は 慾 望 を充 たし 得て 始めて 満足の 念 を 生す。 然るに 此 満足の 念を充 慾より 轉 置して 金 錢に及 

ほし、 金 を 得れば 直ちに 満足の 念 を 生す、 これ 明らかに 轉置 法の 一例な り。 又 --cockney: と は 倫敦市 

„ ^下曆 人民の 使用す る 言語 を 名 づけた る ものなる が、 由來 此の ：cockney: 其 物に 上等、 下等の 感じが 

伴な ふ理 なし、 た 、"吾人 は下曆 人民に 對 して 生す る 嫌 惡の念 を 彼等の 言語に 轉 置して 遂に ：cockney: 

其 物 を 耳に して 不快の 念 を 生す るに 外なら す。 世に 亡き母の 遺物、 結婚の 指輪 等 は皆此 原則に 基づけ る 情 

緒 を 有する ものと す。 其 物 自身の 貴き にあら すして 其 主に 對 する 情緒 を轉 置した るが 爲 のみ。 文擧の 講義 

なれば 文 舉の例 二三 を舉 ぐべ し。 かの Boccaccio の 『十日 物語』 第三 日 五の 物語、 Isabella の 悲劇の 如 

き は、 よく 此 法則 を 說明 したる ものな り。 weats は 後年 これ を 詩に あらため The  Pot  of  ^asil と 題し ぬ ( 

Isabella と 云 ふ 美人と 其簿 命の 戀人 ！.oreszo との 物語な り。 Isabella はもと 名 ある 家に 生れ、 二人の 兄 

弟と 樂 しく 月日 を 送りし が、 此 乙女に Ivorenzo とよぶ 戀人 あり。 相思の 兩人は 一 日 も 早く 居 を 共に せん 

と 願 ふ。 男 は 其 日 を 待ちて 

--T^O-moxTOW  will I  t>ow  to  my  delight. 

To-morrow  will I  ask  my  lady-s  aoos-: —— Si;. iv. 

と 心のう ちに 思 ふ 。女 も 亦 
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I  二八 

--until  sweel;  Isabella-S  untouctled  cheek 

Fell  sick  witlun  the  rose-s  just  domain.:  — St.  v. 

と 迄 焦がれ 居たり しに、 Isabella の 兄弟 腹黑き 男に て、 Tbrenzo 風情に 妹 を 嫁ら す は 不承知な りと て 百 

方 離間の 策 を 案 すれ ども、 到底 尋常 ー樣 にて は 二人の 愛情 を 揉み消す こと 難き を 知り、 遂に 男 を 林 中に 誘 

ひ 人知れ す 之 を 殺して、 女に は 其 男 外國に 渡りたり と 係る。 然るに 不思議に も 殺されし orenzo が Isa- 

bella の 枕邊に 立ちて、 夢に 

am  a  shadow  now,  alas  ！  alas  ！  ：  — St.  xxxix. 

と告 ぐ。 こ、 に 於て Isabella は 己が 兄に 欺かれた る を さとり、 翌朝 年た けし 乳母と 共に 夢に うつりし 林 

に 分け入り 戀 人の 埋められし ところ を 探り あて、 堀り返し、 其 死骸の 首 をき つて 吾 家に 携へ歸 り、 偖其髮 

を黃 金の 櫛に て梳 り、 そ を 香 高き 布に 包みて 桢木 鉢に 埋めて、 上に 羅勒 (メ バウ キ) の樹 をう ゑたり と。 

:And  stie  forwot;  Uie  stars,  the  moon,  and  sun,  , 

And  slie  forgot  .the  .blue  above  th ひ trees. 

And  slie  forgot  tlie  dells  wlier ひ waters  run,  , 

And  slie  forgot  1;lie  chilly  autumn  breeze  ； 

Stae  liacl  no  IcnowledJJe  wtien  t;lie  day  wtls  done. 

And  Uie  new  morn  slie  saw  nol; : げ ut;  in  Ipea-ce 

Hung  over  lier  swe ひ t  JBasil  evermore. 

And  moisterfd  it  witn  tears  unto  tlie  core.:  ―. Jyt.  liii. 

ハ 序ながら かの 英國、 ：pre-Raptlaelite: 派の 畫家 wolman  Kunt の 畫に此 可偿の Isabella  -か 鉢に 


よりか、 る樣を 描け る もの あり。) 

此揚 合に 於け る 情綠轉 置の 徑路を 示せば、 

、 S  j ほ. ； (2)  h%r  ；  (3)  M^.  . 

となるべし。 又 更に 一 例 を 重 ぬれば、 かの ；？ ope の Eloisa  to  ,4》^,/ミ，ん 中にぁる左 の 一 節の 如し。 wloisa 

は Abelard に 云うて 日く、 

--soon  as  tliy  letters  trenit>litig.  I  unclose, 

TTliat;  well-known  name  awakens  all  my  woes.  . 

Oil  name  for  ev ひ ！•  snd  ！  for ひ v ひ r  dear  ！ 

Still  rf-^op?-^  in  sighs,  still  12.-^  witli a  tear.-  -  —11.  29—32. 

旣に F が 前の 次第にて 增 加し、 又 f が此轉 置の 法に より 甲より こ、 乙より 丙に と 際限な く 推移し 得る 以 

上 は、 (F+f) なる 文擧的 材料 は 常に 增加 する ものなる こと 明らかな り。 

n の 法 刖は假 に 名 づけて 感情 擴大の 法と 云 ふ。 卽ち f の 推移に あらす して、 新しく 出來 たる F に 新しき 

f を 附着し 其 結果と して 文學 の. 2： 容を 富ましむ るの 意な り。 先に 知的 材料の 特性 を 述べ たる 時 云 へ る こと 

あり、 知的 材料 は 其 性質 抽象的なる を 以て、 從 つて 吾人の 日常生活に 直接の 關係 少なく、 從 つて 多量 S 情 

緒 を 起す こと 難しと。 卽 ち科擧 者の 法刖 又は 槪 念の 如き、 少なくとも 人間 一 般に 日常 直接の 利害 關係 少な 

き 故 を 以て、 結果と して f を 誘 ひ 得ざる こと 2^ なる を說 けり。 然るに も關 せす、 六ケ 敷き 1- 論と いへ ども 

漸々 人の 腦髓に 染み込みて (假令 これが M?< の 生命 を 支配す る ことなく とも) これ を 普迪 一般の 知識の 程 

度 迄に 通俗化 するとき は、 此 F は 新しき f を 得て 文擧 のうちに 席 を 有する の橫利 を得來 る ものな り。 例へ 
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:so  careful  of  tJie  typ ひ slie  seems. 

So  careless  of  ひ single  life.:  — Tennyson,  ITt  Jkemoriam,  St. iv. 

の 如き は 疑 もな く 進化論者の 說 くと ころも 約言した る ものにして、 十七 世紀の 人に は此 F なし、 從っ てこ 

れを (F  +  f) に改 むる に 由な し。 十八 世紀に 於ても 亦然 り。 而 して 十九 世紀の 人々 と雖も 進化論の 始めて 

世に出で て、 S 単に 攀 者の 一 部に のみ 認識せられ 未だ 一 般に 普及せ ざり し當 時に 在りて は、 此說は 一 種の F 

ありて f なきもの なりし ならん。 然るに MM 「に 至り 此新 F は 漸次 普通人 間の 認識す ると ころと なり、 いつ 

の 間に やら 一種の f を 伴な ふに 至りし なり。 

： Gossip-  nuist  often  liave  loeen  likened  to  tli ひ wing.ed  insect  .hearing.  P511en  to  the  flowers; 

it;  fertilizes  many  a  vacuous  reverie.:  I JVIreredltll,  Lord  Ormont  and  His  Anuuia,  cliap.  vii. 

の 如き も 植物 擧 上の 知識が 一 般に 認識せられ 普通 化せら る、 に 至りて、 始めて 文擧の 材料と なり 文 界を賑 

ははす ものな り。 又 左の 如き も 同種類の ものと す。  - 

--Man  is  tliat  noble  endogenous  p-lanl;  wllicll  grows,  like  1:he で aim,  from  witliin,  outward. 

—- Emerson,  Rctyyescnlatlve  Mm .  . 

以上 は S 単に 知的 材料に つきての み 云 ひ 得る ことに あらす。 死 は 吾人の 最も 忌む ところな り。 吾人 は 生な 

がら へんが 爲に 苦勞 し、 生ながら へんが 爲に 齷齪す。 吾人の 所爲は 凡て 皆 生 S 爲な り。 故に 死と 云 ふ F に 

は 常に 不快、 恐怖 等の f の 伴な ふこと 萬 人 共通 s 性なる が 如き も、 世の中が 今日の 如くに 遷移し 來る時 は 

進んで 死 を 希 ふ 者み-生す、 卽ち 死に 於て 快感 を 起す 者 を 生す。 卽ち 死なる ものに 從 前と は 全く 反對の f を 

と 場合により 附着し 得る に 至りし なり。 生を苦しと觀じて死を喜ぶ^!^ 生 を 恥と して 死に 就く 者、 生 


斐なしとて死を欲する^^：等其趣は多樣なり。 詩人 Swinburne は 「死」 なる ものに 此 種の f を附 して 一 詩 

を 詠 じ、 佛の Balzac は 同樣の 題目の 下に 短篇 小說を 作りた る こと あり、 題して Doomed  I。  Live と稱 

す。 武門の 名折れな りと 皆々 先を爭 うて 死に 赴く 時、 只 一 人 留まって 先 だつ 人 を 介錯すべき 運命、 卽ち生 

の 非運に 際會 せる 心情の 苦惱を 描き出 だせる もの 故に 之 を かく 題した るな り。 我國 昔時の 歌舞伎に 繰り返 

されし 月並の 筋な り。 

これ 等は诀 して 轉 置に あらす、 只 新しき 一 種の F に f を 附着し 來 るに 過ぎす。 故に 之み」 擄 大法と 名 づけ 

たるな り。  . 

三は轉 置に も、 擄大 にも あらす、 假 にこれ を 情緒の 固執 法と 名づ く。 卽ち 3F 其 物が 消诚 する か、 或は 

其 物 に f を 附着 する 必要な きに も か ， は らす因 壟 の 結果 習慣 上 より 從來 の f を 附着 せし むる を 云 ふ。 

3 例へば、 約束の 如し。 約束より 生す る 感情 は 約束の 相手が 死す ると 同時に 消滅して 然るべき ものと す。 

然るに 吾人が 侬 然として 生前、 死後 同一 の 感じ を 以て 約束に 對す。 傳へ云 ふ、 昔 季子 劍を 贈る と 約して 還 

れば 其人旣 にあら す。 卽ち劍 を 約せ し 人の 墓に かけて 去りぬ と。 劎を 墓に かくる も 何等の 效 あらざる べし、 

され ども 彼の 情緒が 友の 死後に 於ても 生前に 於け るが 如く 約束の 履行 を 彼に 促した るが 故に か ， る擧 動に 

出しの み。 更に 一 例を擧 ぐれば、 婦人の 貞操の 如し。 貞女 兩 夫に 見えす と 云へ ど、 凡そ 失 死 すれば 妻の！： 

操の 義務 當然 消滅す ベ き は 明白な らん、 然る を 世 は 婦女 をして 兩 夫に 見えし めす、 女 も 見えざる を 以て 得 

意と し名譽 となす、 これ 全く 其 情緒の 持續 する を證 する ものな り。 余が 「情緒の 固執」 と名づ くる はこの 

意味な り。 

左に 貞操に つき 好例 あり。 Thackeray の 著 Vanily  Fair の 女 主人公 Amelia は 其 夫なる George 

Osborne の 死後よ く 其 貞節 を まもり、 大に讀 者の 同情 を 買 ふ は 人の 知る 所な り。 此時 wm.  Dobbin な 
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る もの ありて 頻りに 云 ひ 寄れ ども Amelia は 中々 に 承知せ す ：It  is  you  who  are  cruel  now,:  Amelia 

saici  witli  some  spnrit.  --George  is  my  InlsTDand,  lier ひ and  in  lieaven.  How  cotud.I lov ひ any 

other  but;  liim  ?  I  am  his  now  as  wlien  you  firsi:  saw  me,  drear  .wlillam.:  ^0^p« -.  ilx) など 一 1^ ぶ 

ところ 颇る 吾人 を 感動せ しむる が 如し。 然るに 其拔 遂に E-obbin の 切なる 情に ほ だされ 再婚の 運びに 至 

ると き、 吾人 は 何となく 興味の 索然た るを覺 えざる を 得す。 正 當に考 ふれば 夫 死して 十 年の 後、 他家に 嫁 

する は 毫も 贲 むべき ことに あらす、 世の常の 女 は 夫 を 失 ひて 半 歳 一 歳に して 早速 後 添 ひの 撰定に 着手す る 

にあら す や。 吾人 はこれ 等の 事 i 莨 を 日常. 目擊 しながら も、 尙此 段に 至りて 何となく 龍 頭 蛇 尾の 感を 生す る 

は、 貞操の 内容た る F が 消え去りて 後も尙 執念深く f のみ を阁 執す るに 外なら す。 

^卽 ち F 其 物 にあ 威せ ざ る も 又從來 の 如き 情緒 を 之 に 附着す るに 及ばざる 場合に 於て、 侬 然として f の 

固執す る こと 多し。 今の 世の 舊臣 と稱 する もの 舊 藩侯 の 前に 叩 頭 平 身し て 從前 の 封建的 舊態を 改めざる が 

如き、 或は 前囘 に反複 論じた る 超自然 力の 如き、 知力より 之 を點儉 すれば 毫も これに 對 して 情緒 を 惹起す 

べき 理 なきに 拘ら す、 これ 等 を 一度 文舉的 材料と して 使用す る 時 は、 舊來 附着し 來 りし 頑強なる 情緒 は遂 

にこれ を 切 斷し能 はざる が 如き 凡て この 現象に 馬す。 

但し 此阁執 S 法に 反して、 F の 古くなる につれ、 昔 これに 附着せ る f 次第に 减少 する こと も 一 つの 法則 

として 認 むべき なり。 永き 時間 を通觀 すれば、 か、 る 例 は 一 一 一にして 止まら ざるべし。 文學 書中 にても 古 

人の 感與を 引きし 者に して 今人の 之 を 引き 難き あり、 (西洋人に は f を 誘起 すれ ども、 吾人に は f の 起り 來 

ら ざる F あるが 如く。) かの 流行 唄の 如き 一時 は 強大の f を 有すれ ども、 一定の 時期 を經 過し 盡 くせば 全 

-く f を 失 ふ ものなる が 故に 何人も 最早 之 を 誦する ことなき に 至る。 され ど 此の 如く f を 失 ふ もの は 固執の 

ものに 比し 其數に 於て 著しく 劣りた る を 以て (F+f) は 依然 增大の 方向に ある ものと 云うて 可な り。 


a 

a 

a'b 

a 

a'b 

ab'c 

a 

a'b 

ab'c:a ず' 1 

1  d,  f 

a 

a'b 

aVca^e に. e 

a 

a'b 

ab'c  a ず' 卜. .e 

...f 

猪 以上の 所論に て 情緒 (F に 附着す る) は 数に 於て 滑 加し、 义 F 其 

物も增 加す る を 以て (F  +  f) なる 文學的 材料 は 性質に 於て^ 加すべき 

ものなる こと 明らかな り。 之 を 表に より 示せば 上表の 如し。 

圆中竪 なる は 固執 を 示す。 卽ち a なる 情緒 は 第 一 期より 六 期 迄 執 

すれば (F+CO なる 材科は 終始 貫きて 存在す る ものな り。 さて 此 a 

が 第一 一期に は轉置 法に より (F+ao となり 同時に 擄 大法に より (F、、 

+b) なる 分子 を 生す。 漸次 かくの 如くに して 第 六 期に 至れば 其文學 

の 材料た るべき もの 上 不定 形の 底の 諸 室 を 集めた る 内容な りと す。 

(■vvalclstein の Lecture  on  tlie  Extension  of  A-ri なる 小冊子 あり ( 

序に 一 讀 する を 可とす。) 

第三 章 f に 伴な ふ 幻惑 

今迄 は f 其 物 をた  >  漠然と 論じ 來り、 f が 文 の缺 くべ からざる 必須 要素なる こと 丈 は 大抵 述べたり と 

雖も、 f 其 物の 牲赏の 細目に 亙りて は 未だ 論及す ると ころ あら ざり き。 

第一 に考 ふべき は 文舉の f と 一 槪に 云へば とて、 S 讀 者が 著 喾に對 して 起す S 作者が 其 材料に 對し 

て 生す る f 、 及び 其 材料 を 取り扱 ふ 際に 生す る f、 又 之 を 成就した る 時 生す る f、  S に は 作者の 材料た る 

べき 人間、 禽鳥の f  (無生物に はなき ものと 假定 して)、 以上 三種の f を區 別せ ざるべ からす。 

第二に は 人事 界 又は 天然 界 にあり て 直接 1,^ 驗を なす 時の f と、 問 接經凝 をな す 時の f、 卽ち 記憶 想像の 
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F に 伴な うて 生す る f 若しくは 記述 敍景の 詩文に 對 して 起す f とを區 別せ ざるべ からす。 

第一 は 今 論せ， ず。 第一 一は 數言を 費やして 諸君の 参考に 資せん とす。 如何と なれば 直接 經驗 より 生す る f 

と 間接 經驗 より 生す る それと は 其强弱 及び 性質に 於て 異なる こと 勿論 なれば なり。 伹し此 差違 あるが ため 

に 普通の 人事 若しくは 天然 界 にあり て は 留意せ ざる、 若しくは 留意す るに 堪 へざる 聞 きづら き、 居 づらき 

境遇 等 も、 是等を 一 廻轉 して 間接 經驗 に改 むる 時 は 却て 快感 を 生す るに 至るな り。 卽ち 普通 美しと 思 は， ぬ 

もの、 若しくは 肉體 的、 精神的に 斥くべき もの も 一 旦文學 中の f となりて 現 はる、 時 は、 吾人 はこれ を毫 

も 怪しまざる のみなら す、 畔 として は 之 を歡迎 する の 傾向 あり。 病的なる 人、 苦しく は 病的なる 社 會に限 

らす、 何れの 世、 何れの 國 にても、 かくの 如き f を文擧 にあり て は 病的と 見做さざる こと あり。 余 は今暫 

く此 趣味 ある 問題に つき 槪說 すると ころ あるべし。 

さて 此 相違 を來す 原因 は 果して 那邊 に存 すべき かを考 ふるに 凡そ 一 一つ あり。 而 して、 また 此ー 一つ 以上 何 

等の 原因 を 求むべからざる なり。 二つのう ち 一 は 著作家 自身が 與 へられた る 材料に 對 する 態度、 卽 ち此揚 

合に あり ては與 へられた る F は寳 際に 於て は 愉快 を與 ふるもの ならす、 寧ろ 愉快より は 不快 を與 ふる F を 

如何に 取り扱 ひ、 如何に 観じ、 如何に 表現す るかに よって 異ならざる ベから す。 余 はこれ を 名 づけて 「表 

S の 方法」 と名づ く。 一 一に は 此敍述 詩文 を 玩味す る 批評家 若しくは 一 般讀 者が この 作家の 手 を 經て與 へら 

れ たる 材料に 對 する 態度、 卽ち 直接 經驗に 於て 毫も 趣味 を 生ぜす、 又 趣味 ある も 實際上 願 はくば 避けた し 

と考 ふる か、 又は 之に 遭遇す る 時 遙退卻 走 せん とする 程 の 事物 を 作物 の 上 に 讀む時 は 非常の 興味 を以 て 前 

後 を 忘却して 賞美す るの 態度 を 云 ふ。 換言すれば 直接 經驗が 間接^ 驗に 一 變 する 瞬間に 於て 黑が 忽ち 白と 

0^ぇ、 圓が 急に 四角と 化し 去る の 謂な り。 佘は之 を r 讀 者の 幻惑」 と名づ く。 

第一 の 表出の 具合と 云 ふこと は、 大 にして は 作家が 文學的 内容に 對 する 態度、 更に これ を大に すれ 


ば 作家の 世界 觀、 人生 觀の 如き 重要 問題と なる ものな り。 こ、 に は 混雜を 避く るた め 暫く 此 種の 大袈裟な 

る もの を 措き、 只 作家が 醜 劣、 不快なる 材料 を 如何に 取り扱 ひて、 一種の 幻惑 (Illusion) を 吾人に 與ふ 

るかに つき 一 言 せんとす。 

m 感覺的 材料。 H 聯想 S 作 川に て 醜 を 化して 美と なすの 表出 法。 

此揚 合に ありて は 物 體其も の は 實 際經驗 に 於て 不愉快なる も、 聯想 により 結びつけられ たる 觀念 と共に 

表出す る 時、 ぉ觀念 若し 美 なれば、 吾人が これに 對 して 生す る f も 亦 美と なる ものな り。 例. へば 

"-He  read,  tiow  Anus  to  liis  friend  complain-d, 

A  fated  Tree  was  growing  in  nis land, 

on  wliicli  three  wives  successively  liad  twin-d 

A  sliding  noose,  and  waver-d  in  tlie  .wind.-" — Pop>e,  The  wife  of  Baih, 11. 393 —ひ. 

の 如し。 ；ti 意味 はもと より 三人の 妻女つ、： r きて 樹上に 縊死せ りと 云 ふに ありて、 寶に 不愉快 極まる 事件な 

り。 然れ ども 此詩 につ 、まれた る 此事寶 は 其 不快の 念 を 償 ふに 足る のみなら す、 何となく 美しき 感じさへ 

生す る を 注意すべし。 是 直接に 鍵る と 云 ふ 字 を點 出せす して、 sliding  noose を twine するとい ふ 比較的 

間接に して 且滑 かな 感じ を 職 想せ しむる 言語 を 用る たると、 waver-d  in  the  wind なる 藤の 花、 かづら 杯 

の 風 裏に 徭曳 する 樣を 聯想せ しむる 字句 を 使 ひたる が爲め * 意味 は 曾 を！ i りたるな りと 合點 せらる ， にも 

關 せす、 首綣 りに 關 する 醜悪なる 光景 は 眼前に 浮び 來ら ぬな り。 Pope の 詩の 原文なる Canterbury  Talcs 

に 於て、 Chaucer は 

_T?llan  tolde  lie  me,  liow  oon  ； Latuniius 

comlpleyned  to  his  felaw ひ Arrius, 
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That  in  liis  gardin  growed  swicli a  tree, 

〇n  which,  he  seyde,  how  that  Jais  wyves  three 

Hanged  hem-self  for  herte  despitog. : —Chaucer,  The  Wyf  o/  Balhe, 11. 757—61 

^云へ り。 その 如何に 露骨なる か を 見よ。 大膽 にも ザ §ged ぼ m-self と 云 ひ 放ちた るに 過ぎす。 余ま决 

して hang なる 文字 を 文 舉に容 るべ からすと 主張す る ものに あらす。 され ども 其 表出の 明暸 直接なる ビけ. 

f の 不快る 減少す る こと 少なし。 

に 事物 其 物は酗 なれ ども、 其 描き 方 如何にも 巧妙に して 思 はす 其 躍如たる 様子に うたる， 場合。. 

Spenser が 其 大作 導 i。  fi に 於て Dgssa  (「廐 僞」) の 酏形を 極力 寫し出 だせる が 如し。 

.Then,  when  they  had  despoird  her  tire  and  caul, 

， Such  as  she  was,  their  eyes  might  her  b^lhold, 

T.llat  her  misshapgd  parts  did  them  appal ； 

A loathly,  wtlnkled  hag.,  m-favour-d,  old, 

whose  secret  fUtli g8d  manners  Wddeth  not  be  told. 

Iier  crafty  head  was  altogether  bald. 

And,  as  in  h-ate  of  lionourable  eld, 

.was  overgrown  with  scurf  and  tllthy  scald  ；  .  . 

」er  teetli  out  of  her  rotten  gums  were  fell-d 

Anu  her  sour  fp^^  abominablv  smelrd  ； 


wer  drl^-d  dugs,  like  lacking  wind, 

Huns:  down,  and  tlltliy  matter  from  ttiem  weird;  . 

Her  wrkzled  skin,  as  rougti  as  maple  rmd. 

So  scat>t_y  was,  ^^p^  would  tiave  loath-d  all  woman  kmc3. 

Mer  netlier  ； parts,  tlie  shame  of  all  tier  Kits, 

Mv  ctiaster  IVLuse  for  shame  dotli げ lusli  to  write  ； 

But  at  lis-  runlp-  she  ^rowin ぬ llad び enina 

A  fox-s  tail,  witll  dung  all  foully  dight; : 

And  eke  lier  feet  most  monstrous  were  in  sigtil; ； 

For  one  of  tliem  was  like  an  eagle -s  claw. 

With  griping  talons  arm-d  to  greedy  fight; ； 

Tlie  otlier  lils  a  t> ひ ar*s  uneven  !>aw  : 

More  ugly  shal^e  yel;  never  living  creaull. ひ saw. 

Istsnser,  The  Faerie  gttncrtn,  Bic.  I.  can.  viii. st.  4618. 

「生 ある ものにして 其 醜 さ、 これに まさる ものな し」 と 詩人 自らが 述べし 如く、 如何 さま 猿ら はしき 描 

寫 なり、 若し 目の あたりに 此 怪しき 妖女 を 見た らんに は 吾人の 不快 は 如何 あるべき。 詩人 は 「^ 僞」 なる 

もの を 忌み嫌 ふの 結果、 これ を Una と對 照せ しめて、 かく 極力 其 醜 機 を 描き出 だせる ものなる べし。 而 

して 證者も 亦 其 反映の 妙 を 感ぜざる に は あらざる ベ きも、 其 反映 少しく 極端に 過ぎ、 ^く會 心の 敍述と は 
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受け取り 難 かるべし。 されば 吾人が 此際感 する f は 醜態の 描寫其 物の 技巧 上に 落ち 來ら ざるべ からす。 い 

かに も、 3：： く 言 ひ 怒せ り、 流石 は名箪 なりと 三嘆す る邊に 感興 を 生す るに 外なら す、 一 言に して 云へば 此 

感興 は 詩人の 技に 伴な ふ ものにして 內容其 物に 關 する 事 多から ざる は 明かな り。 

同様の 例 は此外 Zieats の {,Endymion. 卷三 A  Idhie  Edition 一  五 七 頁) の Circe 一族の 敍述 及び 

Shelley の Laon  §d  CyUma の 疫病の 慘狀を 描きし 節に 於て 見出だし 得べ し。 

三 または 假令 描かれた る F 其 物 は 醜な る 故に 實際， ，- れを 見れば 直ちに 嫌 惡の念 を 生す るに もせよ、 其 

F の 奇警 に し て 4^^; 凡な る に感心 し て 、 間接に これ を 經驗す る 時、 吾人が これ を 面白 しと 與 がる こと あり。 

Macbeih の 妖婆が 鍋に 煮る r 蟾餘の 汗より とりし 毒、 沼に 住む 蛇の 肉、 蛙の 趾、 蝙蝠の 毛、 犬の 舌、 毒蛇 

の 舌、 梟の 翼、 龍の 鱗、 狼の 齒、 妖婆の 木乃伊、 0^0, 嗜 夜に 掘りし 失 培 答の 根、 猶太 人の 肝、 山羊の 

膽液、 月蝕に 引き 割りし 水 松、 土 耳 古人の 鼻、 韃靼 人の 唇、 寶婦が 溝に 産み落として 溢り 殺せし 赤兒の 指、 

虎の 腸、 缠々 の 血、 九 匹の 子 隊を共 食 ひした る牝 厥の 血、 殺人犯の 辯， られ し絞臺 の膏」 を 想像せ よ。 美し 

きに あらす、 快よ きに あらす。 只 一 種の 興味に 支配 せられて、 直接 ％驗 の 時の それの 如き 嘔吐の 念 は 起ら 

ざるべし。 而 して 間接 經驗の 際に 吾人 を 支配す る 興味 を 解剖 すれば S 同種類の F を、 かく 迄 重ね 得た る 手 

際より 起る 面白味。 S 奇警、 警拔の F なりとの 感 より 來る 面白味。 ^妖婆なる F と此 等の F との 調和より 

來る 面白味 等に 歸 着せざる 可ら す。  一 

栖醜怪 なる 物を寫 すに 方り 其 醜悪なる 諸 特質に 介在せ る 或 一部分 (卽ち 美なる 部分) のみ を 拾 ひ 集めて 

ゆ g 出し 其 他 を 知らぬ顔に 除き 去る とき 一 種の 興味 を讀 者に 與 ふる は 多言 を 費やして 辯 明す る を 要せす。 一 

例を擧 ぐれば Shelley の 蛇の 敍述は 左の 如し。 

_T?lle  snake. 


The  dale  snake,  tliat  witli  eager  breath 

Creeps  tiere  tiis  lloontid ひ to  slake. 

Is  .beaming:  with  many  a  mingled  liue, 

Slied  from  you  dome"s  eternal  Wue, 

Wtien  he  floats  on  that  dark  and  lucid  flood 

In  tlae  ligtit  of  Ws  own  loveliness.:  Isllelley,  Rosalind  a-a  Helen, 11. 11レ—19. 

最初 1 一句 は 美しと 云 はんより は少々 氣味惡 き 方 なれば 兹に言 ふの 必要な けれども、 後 四 行 は 一 讀 綺麗の 

感を全 節に 襯着 する を 見るべし。 しかも 之 を 解剖 すれば、 舉竟腹 蛇が 具有す る特點 のうちに 就て 其 美なる 

ものの み を列擧 し、 其 美の ために 凡て 其 他の 醜なる もの を 隱蔽し 去りた るが 爲 めに 外なら す。 かくして 人 

を 螫し人 を 嘧み審 を 吹き 舌 を 鳴らす の 恐ろし さも 醜く さも、 いっか 背景の 喑き 方に 押し やらる、 が 故 誦 

g の 際 不快の 聯想 を 作 川せ しむる に 先 だち、 先づ其 美しき 敍 記の 爲 めに 一 棒 を 喫し 了 せらる ゝ ものと す。 

^人事 F。  T 前述の 規則 はまた この種の F にも 應 用し 得べき ものと す。 單に應 用し 得る のみなら す 前よ 

り は 一層 有力に 善を惡 とし、 惡を 善と なすこと を 得べ し。 凡そ 自然界の 事物に ありて は 上述の 如き 一 i ひノ 

手品に よら ざれば 鷺を 烏と 云 ひまぐ る こと 甚だ 闲難 にして、 かの 美醜の 如き 時代に より、 個人に より 遷移 

轉 する こと 勿論な りと する も、 八十の 老婆 は 十八の 乙女に 比して 美しから ざる こと 明らか なれば この 

區 別を顕 倒す る こと 至難な り。 然るに 人事 上の 材料に 至りて は 此の 如き 判然たる 區別 ある ものに あらす 

1 見 判然たるが 如きう ちに も其實 甚だ 曖昧の 分子 を 含む ものにして、 込み入りし 區別 をな せば 際限な く 

又徴密 なる 議論 を 試 むれば 究極な しと 雖も、 普通に 所謂 道德 なる もの をと りて 檢 する 時 は 正 反 の？ - 質が 

同時に 同樣の 資格 を 以て 人の 欲する 所なる を發 見すべし。 凡そ 普通の 人の 有せん と 欲する 精神的 狀 態は槪 
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して 二列に 配す る こと を 得る ものにして、 其 配せられ たる 兩面は 各 反對の 性質なる こと を發 見すべし。 今 

其發達 s 歴史 を講 する は 固より 余が 領分に あらす と雖 も、 吾人の 精神 狀 態の 據 つて 來る ところ は 進化の 結 

果 として 社會 S 組織 上餘 儀な くせられ たる ものに ffl 違な く、 一  面に は 自家の 保存の ため、 他の 一 面に は 他 

人の 保存 を 目的と して 發 生した る ものの 如し。 昔時 耶蘇 出で て 人の子の ために 凝に 上りし より 以來、 世 は 

謙讓、 親切、 仁 惠等を 除き 他に 道 德と稱 すべき ものな きが 如く 心得る に 至りし が、 何ぞ 知らん、 こ は 皆 他 

人の ためにす る道德 にして 己の 爲に する 道德は 吾人 日毎に 實行 しつ ゝ あるに も關 せす 人 は 高閣に 束ねて 顧 

ざり しなり。 十九 世紀に 至り Nietzsche なる もの あり、 始めて 君主た る道德 と奴隸 たる 道德 とを區 別し、 

耶蘇 敎 徒の 道德は 奴隸 の道德 なる を 以て、 宜しく これ を 捨てて、 別に 主の 道 を 樹立す べしと 叫びぬ。 

彼の 云 ふところ は 其 外面に 奇妙なる 皮 を 着て 忽然 世に出 現した る を 以て、 大に 一 世を聲 動したり と 雖も其 

實は 毫も 珍ら しき ことに あらす。 彼の 所謂 君主の 道德と 奴隸の それと は、 社會の 存在 以來雙 々相 拉んで 進 

み來 りた る ものに 過ぎす 只 君主 の 道 德は左 迄 之 を 唱道す る の 必要 無 かりし を以 て た ♦.r 無意識に 之 を 等閑 視 

し來 りしの み。 今 余 は 之 を事實 により 示さん が爲 試みに 吾人の 精神 作 川の 對 偶の 或 物 を列擧 すべし。 意氣 

は 謙 讓と對 し、 大膽は 内 氣と對 し、 獨立は 服 從と對 し、 勇 氣は溫 厚と 對し、 主張 は 恭順と 對す。 斯の 如き 

もの は 凡て 皆 351. 俗の 等しく 賞揚す る 性質に して 而も 其對 偶の 一 は 他と 全く 矛盾せ る ものな り。 一 ：！^ 自己 を 

主として 建立せ る道德 にして、 他 は 自己 以外 を 目的と して 發 達せる 道德 なり。 Nietzsche の 語 を § りて 云 

へば 一 は 君主の 道德 にして 他 は奴隸 の道德 なり。 

從 つて 所謂 道 德は皆 ニ樣の 鮮釋を 許す。 吾人 今 かりに 耶蘇 を 描く とせんに、 人 己の 右 頓を擊 てば 左頗を 

出し 左 頼を擊 てば 右頗を 出す 底の 修養 を 具へ 虛懷 謙譲に して 毫も 抵抗す る 事な き 無上 有德の 人物と 作り 上 

ぐる も 容易な り。 又は 氣魄 なく、 熱情な く 卑屈 優柔に して 死に 至る 迄 愚 擬 を拉 ベて 婦女子の 如く 神の 救 を 


求めた る 軟骨 漢 とも 書き 上ぐ る 事 を 得べ し。 耶蘇 は 蘇な り。 耶蘇 は 一にして 一 一 あるに あらす。 去れ ども 

此 耶蘇 を 見る の 立場の 異なる より、 此 耶蘇 を舴櫸 する の 兒識の 一 に 限られ ざるより 吾人 は絕對 的反對 なる 

的 批判 を 彼に 與 ふる を 得べ し。 余 は 寧實を 曲け 虛妄を 列ね て 敍述を 左右し 得る が 故にし かりと 云 ふに 

あらす。 事寳其 物み-列 擧 する のみに て然 あるべ しと 云 ふなり。 

凡そ 彼が 具有した りし 謙讓、 溫厚 等の 性質 は 一 方に 於て 吾人の 賞 讃に價 する ものなる と 同時に、 他方 面 

に 於て は 吾人の 最も 輕侮 する 性質なる べき を 以てな り。 耶蘇 は暂く 措く。 吾人 今 Coriolanus の 如く 氣宇 

宏、 齒 に し て 他人に 身 を 屈す る f  J と を 知ら ざ る 英雄の 傳記を 綴 ると せよ。 吾人 は 又其實 傳を 曲ぐ る ことなく 

事 實其物 を直寫 して、 しかも 容易に 彼 をして 名譽 ある 英雄の 地位 を 失 はしむ る こと を 得べ し。 吾人 は 云 ひ 

得べ し、 彼 は剛慢 なり、 尊大な り、 不遜な り、 强 情なり、 沒 理性の 喧嘩 好きな り、 一 且 怒を發 すれば 其 怒 

を 抑へ て 其 身 を 全うする こと を 知らざる 愚人な り、 人に頭を下ぐ^^i.ことを解せざる頑^ 1 筋の武骨^！カなり、 

變通も 知らねば 遣り繰り も 心得す、 腹 を 立 つれば 妻と 母と を棄 てて 敲國に 味方す る 如き 輕 佻の 輩な りと。 

然り 事實は それに 相違な きなり。 彼の 性行の 中心た る意氣 及び 勇 m の反對 なる 從順、 溫厚 等の 性質に も 亦 

意氣 及び 勇氣と 同じく 人心 を 引き 1^1- する 魔力. S 存 すろ 限り は絕 代の 英雄 も 吾人が 一 枝の if を 以て 彼等が 何 

百年 來 占め 來 りたる 記念 臺 の 上より 拂ひ 落さる > 事 を 忘る ベから す。 此 故に 凡そ 著者 は 毫も 不正の 手段 を 

川ゐる ことなく 堂々 たる 春秋の 箪法 により、 同一 の 人 を 或は 尊敬せ しめ、 或は 嘲笑せ しめ、 又 時には 輕侮 

せし むる の 威力 を 有する ものな り。 故に 篇 中の 人物に 對 して は 全く 生殺與 奪の 大權を 掌る こと 尙尊 制獨裁 

の 帝王に 似たり。 これ 余が 人事 F の區 別み」 以て 左程 整然 ならす となす 所以な り。 

文 舉中此 種の 好例 決して 少なし とせす。 Tennyson の Artliur が 其 妻 Guinevere に對 する 所作 を 見よ。 

彼 は 始めより 夫と して 毫も 間然す ると ころな き 所謂 紳士の 手本な りき。 犯せる 罪 を 恥ぢて Guinevere の 
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Almesbury の 尼寺に 述れ 入りし とき 彼 はこれ を 追^して、 浮世 を隔 つる 僭 扉を敲 いて、 罪 ある 妻 を 見た 

り。 此時 王の 語調 は 毫も 亂る  >  ことなき のみなら す 無量の 親切と 丁寧と を 含める が 如し。 彼 は 其 不貞の 妻 

の 一 髮だも 傷く るに 忍びざる が 故に (：Lest  tst  a  tiair  of  this  low  head  t-e llarm-d:) 終生 護衞の 

丘 ハを與 へんと 約し、 且 曰く、 .  - - 

:1  cannot  toucn  tliy  lip>s,  tliey  are  not  mine. 

But  Lancelot: 一 s  :  aay,  .tllcy  never  were  the  .Kang-S. 

I  caniiol:  1;ake  t;liy  liancl ； t;lial; t〇o is  flesli. 

And  in  tlie  ftesti  tlioti  liast  sinn-d  ；  tind  my  own  fksn. 

Here  looking  down  on  rttline  f-ollu^ed,  cries 

*I loathe  1;llee:: 一 —— Guinevere, 11. .B^llfB. 

君子 は 其、 罪 を 憎みて 其 人 を 憎ます と 云へば Arthur は 世界に 於る 最高級の 君子なる べし。 詩人 は 初め 

Guinevere と Lancelot, との 戀を 理想化し、 今又此 處に此 寺院に 於て 操 を 破れる 王妃 を愼み 深き 可憐の 

罪人と なせり。 それにて 差 支 ありと 云 ふに あらす。 只 反對の 方面より 窺 ふ 時 は、 此 皇后 は不！ ^なる 婦女な 

り、 容赦すべからざる 罪人な り、 Arthur の 優しき 言 築に 値せざる 人物な り。 Arthur とても 同じ 事な り „ 

斯の 如き 場合に 立ち至りて か、 る 不貞の 女性 を かく 迄 庇護す る は 馬鹿 氣 たる 感 なき 能 はす， 一 派の 人の 見 

識を 以てすれば 所謂 野 呂閒の 頂上な り。 されば 假に此 詩人の 態度 をー變 して 其 反 對の點 より 同事 件 を寫し 

て Arthur が寸毫 の假籍 もな く 其 妻の 不穀を 罰する 樣を 描く とする も 彼 は 依然として 一 種の 立派なる 人格 

を 具へ たる Arthur と 認められ 得べき 理 なり。 勿論 かくすれば 君子の 資格 を 失 ひ 上品なる 能 はざる べき 

も、 ^=^^代り彼は未練なき男、 女に 毛 を 読まれぬ 人となりて 出現すべし。 元來 紳士と 云 ひ、 君子と 云 ふ は 


總 てこれ 表面的 通語に して 其 裏面に は 多少 野呂 間、 馬鹿 等の 意味 を 含む に 相違 あるべ からす。 同時に 利口 

なる 人と 云 ひ、 俊 快なる 漢と云 ふ は 矢張り 表而的 通語に て 其 襄而に はする き 人、 馬の 眼 を拔く 人と 云ふ義 

を自づ から 蓄 へたる ものな り。 故に Artliur が Guinevere に對 する 態度 を 課題と して、 吾人 は 國王を 馬 

鹿氣 たる ものと なす も氣の 利きた る ものと する も耍. は 作家の 腕に あるの み。 主我の 利害より 打算 すれば 君 

子と は 愚者の 異名に して、 主 他の 見地より すれば 厚 利 1  加 俊 は 詐欺 泥棒の 權 化なる べし。 耍す るに 人事 F は 

F の 最も 瞹昧 たる ものに 屬す。 

13 躍如た る描寫 により 讀者 の 興味 を 喚起す る もの は、 尙感覺 的 材料 の 場合と 異な ると ころな し。 價 値な 

き 不快の 人事 も 其 描き 方 巧み なれば、 之に 對 する もの 其 内容の 如何 を 猪 措き、 先づ其 作家の 伎倆に 感じ 人 

るべ し。 例へば かの mlackeray の weatrice の 如く、 或は Jsckens の Pecksniff,  Mrs.  Gamp の 如し。 

更に 長き ii まりた る 作例 を擧 ぐれば、 かの Shelley の Ccud の 如し。 此 劇の 内容 は 其 根本に 於て 暴良雜 

道なる 父と 其 可憐の 娘との 間に き m でた る 德義の 煩悶 なれば、 かくの 如き ものが 果して 文事 的 作物と し 

て 成功し 得る や 否や は 吾人が 卽 答し 能 はざる 所な り。 され ども 余 かって 英國 にあり し 頃、 ある 人と 此 劇に 

つき 會談 したる f  .> と ありし が 其 人 は是を 毫も 苦痛と 感ぜす と 云 へ り。 鬼に 角 天下に かくの 如き 讀者 あるよ 

り 推せば、 此 不快の 材料 も 詩人の 表出 法に より 幾分たり とも美 化せられ たる ものと 認めざる を 得す。 

0 こ は 作家が 不快なる、 嫌惡 すべ き 又は 自分に 都合 惡 しき 部分 を 除去して 敍述に 快感 を與 へ しむる 場合 

にして、 一 の 場合と 相似た ると ころな きに 非す。 其 差 を 云へば 一 は A を寫 して 讀 者に B とも C とも 任意に 

思 はしめ 得る 場合 にして、 此 場合 にて は A を寫す に 其 半面 を寫し て 他 を委 却す ろ に 由り、 A は讀者 により 

がと も；！" ともなり 得る と 云ふ錢 なり。 T- を 例に て 示せば、 人 あり、 旅館に て 財布 を 座敷に 抛り 出して 入浴 

したる ため 其 金を盜 まれたり とせよ。 之を寫 し 出す 時、 此 人を褒 むる も、 責 むる も、 馬鹿と 云 ふ も、 聖人 
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と 云 ふ も 作家の 勝手次第 にして、 如何 樣 にも 理窟 をつ け 得べ し。 され ども 0 にあり て は 人情、 人事の 複合 

體 より 都合よ きものの みもとり 出して 陣列す る もの 故然ら す。 今爱に 一 人 あり、 其 人の 生れし 當 時より 死 

に 至る 迄の 間 凡て 彼が 病氣に I 惟り たる 時の 事項の み を 拾ひ菟 めて 列擧 するとせ よ、 相應 健康に 暮らした る 

にも 拘ら す此人 は^も 病氣に 躍る 爲め 浮世に 生れ 出で たる かの 思 あるべ し。 是 作者の 取 計に て 此男を 病人 

化し たれば なり。 又此 人の 失敗の み を あつめて 陣列せば、 此人は 忽ち 失敗 家た る 定評 あるに 至るべし。 

Hugo の Les  Mis、rases の 主人公 Valjean の 半面 は 慈善家な り、 博愛の 君子な り、 され ども 其 喑黑な 

る 他の 一 面 を 窺へば 彼 は 人殺しの 兜狀 持な り、 牢星 破りの 大贼 なり。 Hugo は此 相反せ る 兩面を 巧みに 結 

合して 此兩 性が さも 一身に 纏まり 得る 如くに 書き立て たるが、 假に 世に Valjean の 如き 人 ありと せんに、 

其 善き 方面の み を寫 せば 其 人 は 人好き S よき 道德的 善人と な る ベ く 、 若し 又 其嗜黑 方面の み をと り 出す 時 

は 其 人 は 最も 嫌 ふ ベ き道德 的に 醜 緩な る 人物と 成り 終る ベ し。 

1. 例み- 擧 ゆん。 兹に 幼- 153- より 叔ハ乂 の 世話に て 育てられ、 尙其 監督の 下に ある 一 少女 あり。 同じ 家に 慵へ 

る 家庭教師と 思 ひ 思 はれし が、 此 女に は 龍 ふべき 巨額の 富 ありて 一 方 は 無 一 物の 貧 生 なれば、 此綠組 は 如 

何に しても 不 釣合た る を 免れす。 叔父の 耳に 入れて は 事の 成就す る SH! なき を 知り、 兩人 窃かに 夫婦の 約束 

み-結び、 かくして 約束 成りて 後、 彼等が 其 所存 を 叔父に 打ち明けたり とせよ。 

. 先づ 常識 を 以て 此 場合 を 裁す ると 假定 する に、 叔父が 彼等の 所爲を もて 己 を 踏みつけ 己 を 侮辱した る も 

のと 怒る は 無理なる べき か。 吾人 は 信す、 天下 何人も 以上の 筋 書 を 見て は 雨 人の 無法 を 責め 叙 父の 心根 を 

憐 まざる もの あらざる ベ し 0 然るに 吾人が 作品に 對 する 場合に は事竄 全く これに 反し、 吾人 は此 不^なる 

若者ニ人に眞心ょりの同^！^を寄せざるべ からざる樣， 作者に 餘儀 なくせら る  >  を 如何せん。 左に 引 川した 

る 一 節 は Louis  Moore が Shirley と 結婚の 約 成る の 後、 叔ハ乂 の 室に 赴き 告白 をな す樣を 記せる ものな り。 


Good  morsng,  uncle.-  said  she,  addressing  tliat  p>ersonag ひ； wlio i り aused  on  ttie  tliresliold 

in  a  state  of  ； petrifaction. 

Have  you  t-een  long  downstairs.  Miss  ； Keeldar,  and  alone  witli  Mr.  Moore  ？ , . 

Kes  a  vcty  long-  time.  We  tstll  came  down  early;  it  was  scarcely  lig.llt.* 

Tihe  ； proceeding  is  improper  

■u  was  at;  nrst :  I  was  rather  cross,  and  not  civil ； t>ut  you.  will  percdve  1;l;ial; wre  are  now 

fnends.* 

I  perceive  more  tlian  you  would  wisll  me  to  perc ひ ive.- 

Hardly,  sir,*  said  I  :  we  liave  no  disguises.  Will  you  permit  me  to  intimate  tliat  any 

further  cybseTvatlons  you lia づ e  to  make  may  as  well t-e  addressed  to  me  ？  Henceforward,  I 

stana  between  IMiss  KeeMar  and  all  annoyance." 

Yst  ！  vVliat  liave  you  do  witli  JVIiss  Keeldar  ？ - 

T"〇 pl.o.tect,  watch  over,  s ひ rve ザ er. - 

"You,  sir?— you,  tlie  1;tit:or  ? - 

l^ot  erne  word  of  insult,  sir, ,  interposed  slie  ；  -  not  one  syllable  of  disrespect  to  Mr.  Moore, 

in  this  house. 一 

Do  you  take  ； his  Js-rt  ？  > 

- His  :part  ？  oil  yes  ！  * 

Slie  turned  to  me  witli a  su ひ den,  lond  inovem ひ lit,  wllicla  I inet  .hy  circling  lier  witli  my 
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arms.  She  and  I  both-  rose, 

. Good  Ged  ！  -  was  the  cry  f3m  the  morning-gown  standing  quivering  at  the  door.  L  I 

must  be  the  cognomen  of  Mr.  sympson-s  l.ares:  when  hard  pressed,  he  always  invokes 

this  idol. 

-csne  forward,  uncle:  you  shall  hear  all.  .Tell  liim  all, ； LOUIS.- 

-f  dare  him  to  speak!  T.he  beggar!  the  knave!  the  specious  hypocrite!  the  v レ le,  insinuat- 

ing, infamous  menial ！  Stand  apart  from  my  niece,  sir  ！  Let  her  go  ！ 

Slie  clunw  to  me  witli  energy.  -I  am  near  my  future  llusbanca,-  slie  said  :  who  dares  toucli 

liim  or  me  ？ " 

- wer Imsband  ！  -  He  raised  and  spread  his  liands  ；  he  dropped  into  a  seat 

-A  while  ago,  you  wanted  much  to  knew  wliom  I  meant  to  marty:  my  intention  was  ttlen 

formed,  .hut  not  mature  for  communication;  now  it  is  ripe,  sun-mellowed,  :perfect:  take  fhe 

crimson- peach —— t:a.ke  L-ouis  ivloore  ! - 

-wut-  (savagely)  -you  shall  not  liave  him  —  he  shall  not ザ ave  you  ! 

. I  would  die  before  I  would  have  another.  I  would  die  if  I  miglit  not  have  him. 

'MQ  uttered  words  witli  which  this  page  shall  never  be  Ipouutea. 

Ich.  Bronti-,  Shirley ,  cliap.  xxxvi. 

全篇 を讀 みたる もの は 無論 此 一 節 丈 を讀ん でさへ 誰し も 若夫婦に 加勢して 頑固に して 戀の 何物た るを觯 

せざる 無情 漢の 叔父に は 何等の 同情 を も 寄す る 能 はざる ベ し。 否此 叔父が 不意打ちに 遇 ひ 口惜し 氣 に地圑 


太 を 踏む を 心地よ しと 思 ふなるべく、 彼が 若き 男女の 抵抗 を 受け、 嘲笑 を 買 ひ、 其の 年 S. 斐も なき 地位に 

陷るを 見て 面白し と感 すべし。 され ども 退いて 考 ふれば 叔父の 處置 及び 其 愤怒は 5^ して 此の 如く 吾人の 嘲 

り を 値すべき か。 また 思へ、 此等 若輩の 爲 せし 仕打ち は 左程 吾人の 同情 を惹 くに 足るべき や。 彼等が 父と 

して 敬すべき 叙 ハ乂， に對 しての 言動 は 栗して 禮に缺 くる 事な かりし や。 今 暫く 此會 話より 身 を 退けて 局外に 

立ち 靜 かに 此 三人の 少なく ともこ、 に 表 はれざる 半面 を 商量せ よ。 叔父 は 分別 ある 人に して 前後 を 慮る 人 

なり。 ^して 馬車 馬の 如く 戀 一 式 を 能事と する 能 はざる 男な り。 よく 利害得失 を判斷 する 底の 男な り。 然 

るに 作者 は 態と 此 一 面 を 除去せ るな り。 反之此 一 對の 男女の 動作 は戀の 熱に 盲動す るに 外なら す、 火に も 

水に も 飛び込み 兼ね まじき 風情な り、 彼等の 眼中 叔父な き は 勿論、 分別 もな く 前後の 考も なし。 斯の 如き 

短所 は 右の 會 話中に も 明瞭に 現 はれ たれ ども 其 大半 は 作者の 胡 魔 化し 手！^ により 匿され たるな り。 こ、 に 

於て か 吾人の 同情 は單に 好色の 男女の. に倾 き、 眞 面目なる 老人 は 法外の 嘲笑のう ちに 葬られ 去る ものな 

附記す * 此例は 特に 三の みを說 明す る ものに あらす、 これ を 以て 時には 一 にも 用ゐ 得る こと あり。 卽ち 

たと へ 除去せられ たる 半面の 性質 を 現 はさす とも、 た 5r こ、 に 現 はれし 會話 のみ にても 多少の 潤色 を經れ 

ば、 其 窓 味を變 する ことなくして 其 結 より 生す る情緖 を反對 になす こと を 得、 卽ち 叔父 を 立派なる 人 問 

に、 此 男女 を 放逸の 徒と 感ぜし むる は 一 寸の 匙加減に して、 さした る 難事に あらす。 證者は 徒らに T^njT! 

等の 分類に 拘泥して 混 亂に陷 る ことなき を 要す。 

m 超， ほ然的 F。  J., 宗敎的 F、 其 F は 時と 國と により 異なる こと 勿論 なれ ど、 之に 伴な ふ f は槪 して 同樣 

なりと す。 但し 希臘， の 昔時に 於け るが 如く 八 百 萬 神み-朋友の 首領と 心得し f と 猶太 人の 如く 森厳なる 神に 

對 する 恐怖の 分子 多き f と は、 せハ 間に 多少 f の 差異 ある こと は 是認せ ざ る ベ からす。 
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n 宗敎 的なら ざる 超自然的 F、 例へば 妖怪、 變化、 妖精、 妖婆、 其 他 同様 類似 SF にっきて は 其 f も 各 

々特色 を 有する もの なれ ども、 こ、 には& 述の餘 白な し。 由來 此方 面 は 所謂 浪漫派 文 摩と 31 係 深き ものな 

れば、 ー應の 注目 を 値すべし。 

要するに 此第 三種 文擧的 内容 も； B§ と 同樣に 表出 法より 來る 手加減に 觸れ 得る もの なれ ども、 煩雜 なれ 

ば 一 々の 詳述 を 省略すべし。 

W 知的 F。 これ とても 特^に 論すべき 程の ことに あらす。 こ、 に は 思ひ附 きし 一 一三の 點を摘 示す るに 止 

むべ し。 

抽象的 眞现を 示さん とする 時、 それ を 他の 具體 的なる 場合と 聯想せ しめて、 此具體 の 場合に 於け る f 

を 其 儘 抽象 G 場合に 轉 置せ しむる こと あり。 此 聯想 は 重に 隱譬、 直 譬の形 をと りて 現 はる、 ものと す。 

： -l-is  witll  our  judgments  as  our  watclies,  none 

Go  just  alike,  yet  cacli げ elieves  Ids  own.: — Pope,  Essay  on.  Criticism, 11. 9—l〇. 

此 場合に 若し 此 「時計」. の譬 なかり せば 此 抽象的 现論 は單に 漠然たる 取り止めの 付かぬ 印象 を與 ふるに 

過ぎ ざり しなるべく、  漫 にして It^f も 味なく、 唯 白 湯 を 吞む感 ありし ならん。 

容の 抽象的なる にも 關 せす 其！ i り 方、 言 ひ 廻し 方の 巧みなる ため 浮かと 釣り込まれて 情緒 を 起す も 

の。 Pope に此例 殊に 多し。  , 

::Man  never  Is,  .hut;  always  N^o  t>e げ lest.: I Essay  on  Man,  MP-. i. 1. 1^6. 

rAll  lionest  man-s  tlie  no げ lest  work  ot  God.: I Ilnd.,  lEp. iv. 1. 2.^8. 

:True  wit  is  nature  to  advantage  drcss-d, 

.wllat  ofl;  was  .._;110.11的111;, .hut;  ne-er  so  well  exioress-CL:  I Essay  OS.  rritlclsm, 11. "^7,8. 


iTI 此種 SF も 時々 其 半面 を 除去 さる ， こと あり。 一 人 は 勝手なる 槪括を 試み、 他の 1 人 も 亦 勝手なる 槪 

括 を 試む。 此時兩 者 全く 和反對 すれ ども、 兩荐 共に 同一 の 勢力 を 以て 其眞 を 主張し 得る こと 厘な りと す。 

比 「分子の 除去」 の說 明と して は 諺 言 最も 便利なる べし。 凡そ かの 諺なる ものに は 大抵 反對 のせ 5 味の も 

の 併 立兩存 する こと あれば なり。 「大功 は 細瑶を 顧す」 の 傍に は 「千 丈の 堤 も 蟻の 穴から」 なる 格言 あり 0 

して 比 兩者は 井、 に無瑰 ならぬ ことにて、 た  >  各自 都合よ き 場合の みを槪 括した るより 斯の 如き 矛盾 を 生 

じたる のみ。 「51^ 報 は寢て 待て」 と 云 ふ 一 方に は 「棚の 上から 牡丹餅 は 落ちぬ」 と 云 ふ。 我 何れに か適從 

せんと 嘆息すべき なり。 かくの 如き 反對の 格言が 共に 廢 せらる ゝ ことなくして、 兩存 して 各 勝手なる 都合 

よき 場合に 應用 さる  >  は 極めて 妙な りと 云 ふべ し。 今少しく西洋の！^^^を撿すれば、 

1. --women  are  as  fickle  as  Ap-ril  weather. 

「男心と 秋の {41」  ~ 

2.  :>3  ugly  woman  dreads  the  mirror.-- 

: There  never  was  a looking-glass  tliat  told  a  woman  sne  was  ugly. - 

3.  : Revenge  is  sweet.: 

rHO  forgive  is  divine. こ 

4.  --worttlless  is  ttie  advice  of  fools. こ 

:A  wise  man  may  learn  of  a  fool."  - 

^.  --Trrue  friendship-  is  imperis.ha.hle.: 

--wllat  Is  friendsllip-  t>ut  a  name  ？： 

ひ. ：out  of  sight  out  of  mind. こ 
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-*At>sence  niakes  tlie  heart  grow  fonder.: 

7.  -  _  Honesty  is  ； praised  and  starves.  -  * 

--Honesty  is  tjle- t-est  ！ slicy.: 

以上 は 心任せに Christy の 諺 集より 選出した る ものに 過ぎす， 若し これ を 秩序 的に 調杳 したらん に は 

相反 對 する もの 矛盾す る もの も 頗る 夥し かるべ し。 新の 如く、 大抵の もの は 作者の 意志 次第にて 黑 とも 白 

とも 云 ひくる め 得る ものにして、 極端の 例を擧 ぐれば 「敎師 と は 生徒より 敎 へらる、 ものな り」 「醫師 と 

は 人 を 殺す ものな り」 などと も稱し 得べ し。 

これより 更に 進みて、 讀 者の 側に は 如何なる 心理 現象 ありて 如何なる 幻惑 (Illgion) を受 くる ものなる 

か を 論すべし。 

. 凡そ 文舉的 作品 を翫 味す るに あたりて 讀 者の 態度に つき 注目すべき 事 一 一；！： N 條 あり。 換言すれば 直接 經驗 

が 間接 經驗 に變 化する 際 1 一個の 重要 現象 を 生す。 

S 吾人が 文 擧に對 する 時、 一 種の 感動 を受 くる は 無論の ことにして、 此際 若し 此 感動なければ 屢 述べし 

如く 文攀 S 主要 成分た る 情， 緒を缺 くが 故に 此文學 は文學 たる 資格 を 失 ふ ものと 云 はざる ベから す。 然 らば 

如此 文事の 必須 要素た る 情緒 は其强 弱の 度實 地に 當 りて 經驗 する 情緒と 異なる や 否や、 換言すれば、 「情緒 

の 再發」 なる もの は當 下の 情緒と 如何程の 差異 あるべき か は 講究の 値 ある 問題な りと す。 例 へ ば 吾人が 月 

其 物 を 見て 起す 感興と 月 を 詠 じたる 詩歌 を 見て 起す それと 何れが 分量に 於て 勝れたり やの 議論の 如し。 こ 

は 固より 其 人々 の 個々 の 性狀と 一 方に て は 作者の 表出 法の 巧拙に 伴な うて 變 化する もの なれば、 一 槪に斷 

首す る こと 容易なら ざれ ど、 假に 吾人の 性質、 作^！^の表出法を 一 樣と 見做す 時、 余 は 通常 云 ひ 古した る 「百 

聞 一 見に 若 かす」 の 首 は箪に 知的に 適 ffl し 得べき のみなら す、 これ また 情緒 的に も眞理 なること を 信す。 


^:f,5 こ きたる き、 吾-^ ま， *-;My  tieart  thumped  upon  my  ribs: と 呼ぶ まに 適： % 法に し 丁カ俨 

にも 活動せ る樣 躍如たり、 され ども 如何に 活動 すれば とて 其 結果 は 依然として 知的 再起に して、 到底 實地 

のばて 驗に卞 な ふ g こ-近づき 得ざる こと 明らかな り。 然るに 若し 此 F より 實際 經驗 S 際に 於け るが 如き f 生 

する ものと せば、 文 學は樂 しまし むる ものに あらす して 寧ろ 苦しまし むる ものなる ベく、 到底 讀み 切り得 

る もの こ， 0 らす。 一 一 一の 例を擧 けんに A.  Lang の Dreams  and  Ghosls  (九 三 頁) に氣. £?惡 き 一 節 あり 

： .The  streets  and  squares  were  deserted-  the  morning  bright  and  calm,  my  health  excellent, 

nor  did  I  suffer  from  anxiety  or  fatigue.  A  man  suddenly  appeared,  striding  up  Tavistock 

Place,  coming  towards  me,  and  going  in  a  direction  opposite  to  mine.  \Vhen  first  seen  he 

，さ as  standing  exactly  in  front  of  my  own  door.  Ycung-  and  ghastly  pale,  he  was  dressed  in 

evening  clothes,  evidently  made  by  p  foreign  tailor.  Tall  and  slim,  he  walked  with  long 

measured  strides  noiselessly.  A  tall  white  hat,  covered  thickly  with  black  crape,  and  an  eye- 

glass, completed  the  costume  of  this  strange  form.  The  moonbeams  falling  on  the  corpse—like 

features  revealed  a  face  well  known  to  me,  that  of  a  friend  and  relative.  The  sole  and  only 

iperson  in  the  street  beyond  myself  and  this  being  was  the  woman  already  alluded  to.  She 

stopped  abruptly,  as  if  spell-bound,  then  rushing  towards  the  man,  she  gazed  intently  and  with 

liorror  unmistakable  on  his  face,  which  was  now  upturned  to  the  heavens  and  smiling  ghastly. 

Slic  indulged  in  her  strange  contemplation  but  during  very  few  seconds,  then  with  extra- 

ordinary and  unexpected  speed  for  her  weight  and  age  she  ran  away  with  a  terrific  slinelc 

and  y ひ 11. : 
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こ は 一 八 七 八 年 秋の さる 初隨 W 出來事 にて、 これ を敍述 せる 人 は 病友 を 見舞うて 吾 家へ 歸る 中に して、 

記事 中の 婦人と は 中年 看護婦 風の ものな り。 この 事 ありて より 後 一 週間 を 經て其 朋友 死. U の 報知 到着した 

りと 云 ふ。 しかも 其 埋められし 時は此 人に 出 遇 ひしと 同じ 衣裳 を 纏 ひ、 又此 人の 不在 中は此 人が 今 住 ひし 

部 星に 住み 居たり と 云 ふ。 

吾人が 實 際に 新の 如き 氣味惡 き 事件に 逢うたり と假定 せんに、 其實 感は此 記事 を 一 讀 したる 時の 感と 

如何程の 差異 あるべき か。 苦し 覽 際と 讀 寄と 其、 感情の 强 弱の 度 均しと 主張す る 人 あらば、 そ は 文事 を樂し 

み 得ざる 人な り。 實 際と 同等 S 感動 を 以て、 か 、る 文 攀に對 するならば 文擧 とは块 して 面白き ものに あら 

す、 却て 恐ろしき ものなる べし、 厭な もの、 近づけ 難き ものなる べし。 

又 左に 引用した る 寒中の 敍景を よ。 此 一 節 は 霜月 .ss 塞 景色 を寫し 出し、 目 S あたり 見る が 如き 感ぁ 

り。 然れ ども 見る が 如き 感じ は、 ると きの 感じと 異なる ものにして、 F の復 起は必 すし も f の それ を 意 

^し 能 はざる なり。 

-*Tlle  ground  was  liard  as  iron,  the  frost  still  rigorous;  as  lie  among  tlie  liollies, 

icicles  Jingled  and  buttered  in  ttieir  rail ； and  wherever  lie  went,  a  voliey  ot  eawer  sparrows 

followed  lllm.: —— Stevenson,  TJie  Ifisadventur ひ s  of  JoJm  Nicholson,  cliap.  \HL 

語數は 少な けれども 其 印象の 航る 明瞭なる は 誠に 直接 經驗に 似たり、 如何にも 塞 ゆなり。 され ども 「寒 

ゆ」 なる 感は 「寒」 なる 感と其 問に 判然たる 區別を 有する こと を 忘るべからざる なり。 若し これ を 読みて 

資際 M 、さ を 覺ぇ胴 震 ひする 人 あらば 證 書と は 先 づ防爽 、の 用意して 後に 始めて 着手すべき ものな らん。 

元 來情緖 の復 起と は 人々 により 異なる ものにして、 多くの 揚 合に 於て 情緒の 記憶 は 殆ど 不可能の ことに 

• 馬す。 極めて 簡單 なる 例 を 採れば、 去年の 夏と 今年の それと 何れが 暑 かりし か 杯 問 はれし 時、 正直に それ 


f に 答 ふるもの ありと せば、 そ は必す 先づ其 知的 部分 を復 起し、 其に 情緣の 適量 を 想像 的に 加味して 胡 魔 化 

し 去る ものな り。  - 

或產婦 は產に 際し 夫に 向 ひ 何卒 自分 を 殺して 此 苦痛より 救 ひくれ よと 願 へ り、 しかも 其 願は眞 面目に し 

て淚を 添へ ての 懇願な りき。 然るに 首尾よく 難 產を濟 ましたる 後 は、 自分が 命 を 捨てても 免れた しと 叫び 

し 其 苦痛 は 某して 如何なる ものな りし か i„ 瑶も 記憶に 存 する ことな かりし と 云 ふ。 此 滑稽 談は某 心 輝： 擧 者が 

其霄 中に 好例と して 川ゐ たる ものな り。 

此方 面の 專門家 Ribot は 種々 研究した る 後、 左の 如き 斷案を 下せり。 

S 情緒の 記憶 は 大部分の 人々 にあり て は 虚無な り。 S, 或 人々 は 半ば 知的、 半ば 情緒 的 記憶 を 有す。 卽ち 

其 情緒 的 分子 は 知的 狀 態の 聯想 力 を かり、 た 其 一部分 を 想起し 得る に 止まる。 S 又. 或 極めて 少數の 人 

人は眞 正の 完全なる 情緒の 記憶 を 有す。 (『情緒の 心理』 一 一 牵) 

Ribot は 種々 面白き 例 を鬼槃 したれば 以上 第 十 一 章 は參考 のた め 一 讀の値 あり。 

さて 同氏の 研究に よれば、 上述の 如く 大槪の 人に は 情緒の 復 起なる もの 殆ど 皆無な りと 云 ふ。 由 來此情 

緒の 復起 なき は文舉 にも 綠の なき 人々 にして、 世の中に は 新の 如き 人 頗る 多し。 文舉 など 何處に 面白味 あ 

り やな ど稱 して 澄し 居る 俗联は 所謂 S の 部に 編入 さるべ き 資格み-有し、 彼等 は 根本的に 濟 度し 能 はざる 部 

族 なれば 宜しく 文 舉國の 境 外に 追放す ベ きものと す。 

a; に 入る ベ き 者 は 元より 數の 上に 於て 極めて 少なし。 是 等の 人に は 其 感情の 記憶 ！^際 元の 儘に 丁復 起し 

來る もの なれば、 これ 亦 容易に 文學を 近づくべからざる なり。 戀愛小 說を讀 みて 瘤 を 起し、 厭世 文 舉に耽 

りて 翌日 薪 嚴に馳 する の顯は 皆此部 貝な りと す。 文學 者より 云 へ ば 難 有き に 過ぎて 少しく 迷惑の 感 なき 能 

、  I  HI 


,  一四 二 

然れ ども 以上の S3； は 例外に して、 眞に文 學を樂 しみ 得る 資格 を 具 ふる は S に 馬す る ものと す。 卽ち文 

ちゃう ど 

擧 書中に ある F より 己の f を 部分的に 復起 する 人々 にして、 此 部分的に £ を 復 起す る ， J とが 鳥渡 適度に 文 

舉を味 は ひ 得る 程度な りと す。 卽ち 直接^ 驗と 間接 經驗 との 差異 は 其 f の强 弱に 存し、 而 して 此 間接 經驗 

が 其 强 さに 於て 直接 經驗に 劣る の事實 は文擧 をして 永く 世界に 迹 をた、 しめざる 一 原因なる べし。 一 口に 

云へば 吾人が 文 S 一 i を讀み 面白く 感 する 主因 は 元の 情緒が 幾分 か擾 嫁に なって 出現し 來 るに ありて， 卽ち 

其 刺激の 堪 へられぬ 程に 强 くもなく、 さりと て 又 蠟を嚼 み 冷水 を飮む 底の 興奮な き腑拔 けに も あらす、 此 

中間に 位する、 ぬる 過ぎ もせす 熱 過ぎ もせぬ、 謂 は 、"^緒の 上々 燜を 吾人に 與 ふるが 文擧 書の 文學 書た る. 

所以なる ベ し。 尤も 文擧の 嗜好 深き 人々 の 中に も 注々 S に 位する 人な きに あらす、 夫が ため 折角の 文舉も 

却て 思 ひ S けざる 怪我の 本と なること あり。 Shelley が 始めて Coleridge の ChHstabel の 朗證を 聽 きた 

る 時、 其 最も 恐ろしき、 物凄き 一 段に 至りて 突然 卒倒して 人事不省に 陷 りしと 云 ふ 話 あり、 こ は 部分的 f 

にあら す眞 正の f が 出現した るが 故な り。 Chvistabel も か ， る感！ g 的の 人物に 遇うて は 一 種の 危險 詩な り" 

Pope かって Homer に關 して かく 朋友に 告け しこと ありと 云 ふ。 「priam 王が Hector の 死を哭 し、 己 

が 周 園の 吾子、 奴隸 共に 其 失望の 歎き を 漏らさん とする 邊の 一 節 は 到底 淚 なしに 請む 能 はざる 名文な り。」 

而 して 彼 は 其 一 節み- 朗讀 したりし が 半途に して 淚に 遮られて 證み 終る こと 能 は ざり しと 云 ふ。 更に 一 洌を 

重 ぬれば、 Richardson の 作 中、 Clarissa が Lovelace の爲 百方 苦しめられ、 遂に 恥辱 を 蒙って 死に 至 

る 時、 種々 の 人々 此 架空 的 女性の 運命 を眞 心より 心配した りと 云 ふ實話 あり。 かの 有名なる 俳優 Cibber 

も Clarissa の 草稿み-見て 非常に 激し、 ：wtlat  a  piteous,  cl—d,  disgraceful  pickle  you  liave  placeci 

lier  in!  ； For  God-S  sake  send  me  tlie  sequel,  or  1 1  doll-t  Iniow  wliat  to  say!  My  gins  are 

all  on  fire  and  friglit  to に now  wllpt  can  possibly  have  become  of  ncr.-- なる 手 J^si み-著者に 送りし 


* が、 Clarissa は 結 HI 遂に 死すべき 運命に ありとの こと を 聞き、 更に また 激して ：God  d—n  him,  if  slie 

should  ！ : と甞き 送れり と 云 ふ。 

又 名優 grs.  Siddons が r.ady  Macbeth の 役 を 研究して 感じた る 恐怖の 念 は、 彼女 自身 之を霄 き傳 

へたり。 「妾は^=^ハ日々々の家事を全く片附けて後、 劇中人物の稽古をなすを習惯とせり。 Macbeth 夫人 

の 初役の 前夜、 妾 は 平常の 如く 一 室に 閉ぢ もり 此 大役の 練習に 取り掛か りしが、 長から ぬ 役 なれば 雜作 

も ある まじく、 加 之 妾 は 其 頃 一 一十 歳の 妙齢な りし かば、 科白 さへ 呑み込めば 其 他の 方面に はさした る 川 意 

も 要る まじと、 其 性格の 發展 等に 關す る 微妙 の 工夫に 就き て は 殆ど 豫 期す る と ， J ろ あら ざり き。 其 夜 四隣 

鎭 まり 返りし 深更に、 妾 は 心 を 落ちつけ、 一場 又 一場と 練習 を 進めし が、 やがて かの 刺殺の 場に 至りし 時 

恐怖の 念 俄に 一 8 き來 り、 最早 其 先 一歩 も ふみ 出し 難くな りし かば、 急ぎ 燈を 取り、 恐ろし さに 魂 も 消えん 

ばかりに わが 室 を 出で、 階段 を 登る にも 己が 衣の 音に、 何者か 追ひ來 るが 如く 驚え、 漸くに 寢 室に 歸 りぬ、 

其 室に は 夫. 熟睡し 居たり しが、 燈を 消す 勇氣 もな く、 衣服 さへ 其 儘に 床に まろび 入りぬ。」 

固より 吾人の 情緒の 復 起の 程度 は 順次 變 化する ものにして、 決して Ribot の說 きし 如く 判然 m 部に 區 

別し 得る ものに あらす、 或 者 は 一 部と 一 一部との 中間に、 或 者 は 一 一部と 三部との 境に 彷徨すべし。 以上 擧ゅ * 

たる 諸 例の 如き 皆 極端の 例外に して、 中に も Shelley の それに 至りて は 誠に 其 窮極に して 到底 普通 読者 

の 企て 及ぶべからざる 例な りと す。 十九 世紀の 始め 佛國 にて Othdlo を 演じた る 時、 女房 殺しの 場に 差 

し 掛かりて、 突然 聽 衆の 中より 「斬る 美人 を黑 奴に 殺さし むる こと 能 はす」 と 叫びながら 短銃 もて 主人公 

を 目掛けて 犯擊 したる 者 ありし と 云 ふ、 (Beers の 『十九 世紀の 浪漫主義』)。 其 情緒の 强 さは 稍 Shelley 

の それに 似たり 0 

先づ 例外 は 取り除き 普通 文擧を 賞美す る 吾々 同輩に 在りて は、 直接 經驗の 場合と 間接^ 驗の 際と 其 間に 
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感情の 量的 差異の 存 する こと 何人も 疑 ふ 能 はざる 事實 なるべく、 此 差異 あるが 故に 文學が 一 種 適當の 刺激 

を 生じ 讀 者に 面白き 快感 を與 ふるもの とす。 

5- され ども 直接、 閒接 經驗の 差異 は單に 上記の 如 く數 量的 なる に 止まらす して、 性質 上 より 兒ても 著し 

き 現象 ある を認 むべ し。 元來 吾人が 文擧 を賞翫 すると は 其 作者の 表出 法に 對 する 同意 を 意味す る ものと す。 

然るに 其 表出 法た る や 上述の 如く 故 怠に 又は 無意識に 多くの 事 寳的 分子 を 閑却して 文 を 行る もの なれば、 

かくの 如く 一 種の 除去 法の 結 某 現 はれた る 文 寧 的 作品に 對し 吾人が 生す る f は其資 物に 對 して 感 する f  4^ 

と 質に 於て 異なる こと 無論の 事なる べし。 されば 吾人が 文擧を 讀んで 苟も 之 を賞翫 する 限り は、 多く は 作 • 

者に 馬鹿にされ、 少なくとも 蒈を 手に して 面白し と感 する 間 全く 自己 を 其 作者の 掌中に 委ねつ ， ある もの 

なるべし。  . 

今少しく 讀 者が 文擧賞 に 際し 行 ふ 除去 法に つきて 論す ベ し。 

,1. 第一 に考 ふべき は 自己 11 係の 抽出な り。 卽ち 自己の 利. W 得失の 念 一 向 心に 起り 來ら ざるが 故に、 此自 

己 観念より 起る f  (此 f は 非常に 强 力なる ものなる を 忘る ベ から す) を^く 除去 抽出して 作 中の 事物に 對 

し 得る 場合 を 云 ふ。 文藝に S 自己の 性 ありと 云 ふ は 決して 新說 にあら ざれ ども、 こ、 に 余が 恃二 注意ヒ ん 

とする は此 自己 觀 念の 部分的 或は 全部 的 抽出に より 吾人 は 事資と 全く 反對の f を 生じ ほやる と 云 ふ 現象に あ 

Now  IS  tlie  winter  of  our  <Jiscontent  . 

Made  Mlorious  summer  by  this  sun  of  York  ； 

And  all  tlie  clouds  tliat  10m--d  Ur5n  our  liouse 

In.tlie  deep-  .bosom  of  tlie  ocean げ uried. 


But  I,  that  am  not  shaped  for  sportive  tricks. 

Nor  made  t;o  cotnt  an  amorous  looking-glass  ； 

I,  tliat  am  rudely  stamp-d  and  want  love-s  Inajesty 

T?o  w^srt  before  a  wanton  atnlDliTlg  nymf-la  ； 

I,  1;liat  am  curtail、d  of  tliis  fair  p_ro!>ortlon, 

QJeated  of  feature  by  ^issemljlin^  nature, 

Defonn、d,  untlnisll-d,  sent  before  my  time 

In1;o  tliis  t>reatliing  .world,  scarce  lialf  mad ひ uj}. 

And  that  so  lamely  and  unfas11iona.hle 

dogs  .hark  al; me  as  I  lialt  t-y  tliem  ； 

Why,  I,  in  tliis  weak  l^iping  time  of  ； peace, 

Hav ひ no  deli ^111:  to  f-ass  away  tlie  time. 

Unless  to  spy  my  sliadow  in  the  sun 

And  descant  21 mine  own  deformity  : 

And  ttsrefore,  since  I  cannot  5>rov ひ a lover, 

J>o  entertain  these  fair  well-spoken  days, 

I  am  determined  to  ； prove  a  villain 

And  tiat ひ l;he idl ひ p-leasur ひ s  of  thes ひ days." 

. i 


—sllakespeare,  Richard  ///,  Act  I.  sp  i. 11. 1131. 

以上 は づ uke  of  Gloster の 感慨な り。 讀者 これ を 讀んで 如何の 感 あるか を 思へ。 彼 は先づ 天下 泰平！」 

四海 波靜 なる 今日 自己の 腕 を 振 ふの 餘 地な きこと を慨 し、 叉 己の 容姿 矮醜 にして 婦女子と 共に 太平の 遊戯 

をな すに 適せざる を 嘆 じ、 恰も 日中に 孤立して 形影 相憐 むの 不 E. 斐 なさ を 悲しみ、 遂に は路： ^の 犬に 迄 

えらる 、 を. §: ち、 か ， る 治平の 世が 到底 自己と 調和し 難き を 悟り、 兹に 一 大騷動 を 案出して 天下 を 願 覆せ 

んと 志した るな り。 其 字句の 妙、 譬 まの 巧、 反映 照應の 明快 等 は 余が 今 論ぜん とすると ころに あらす、 只 

余は此 感慨、 此 男子、 此 怪物の 容貌、 意志、 情 緣に對 し 如何なる 感 あるか を讀 者に 問 はんと 欲する のみ。 

讀者中 或は こ は惡漢 なり、 厭 ふべき 男な りと 感 する 人々 も あらん、 され ども 斯の 如き 人物 を 目して、 無意 

味なり、 愚なる ものな り、 毫も 吾人の 感興 を 動かす に 足らす となす 人 は 少な かるべし。 否 一 方に 於て は 油 

斷 のなら ぬ 曲 若に 對 する 不快の 感 あると 同時に、 か、 る 剛情なる 毅然た る 不屈の 眇 たる 小 丈夫の 呑 天の 膽 

を 賞 嘆す る 念 湧き出で て、 先の 不快の 感は 其爲に 弱められ、 後景に 引き 下 けらる ゝ こと 疑な し。 余 は 之 を 

1 讀 して 彼 を 嫌 ふ 念よりも、 寧ろ 彼 を 賞 嘆す る ことの 数倍なる を 自白す る ものな り。 今 晳く此 感じ を 共通 

の ものと 假定 せんに、 こ、 に 更に 讀荐に 向って SI ふべき こと あり。 吾人 若し 寳 際の 世の中に £ ち 相互 往來 

する 知友のう ちに か、 る 出来 損ねの „s 男子 あり、 其 心根の 曲がれる は 勿論、 如何にもして 人 を 害し 世を亂 

さんと して、 しかも 凡 衆を拔 くの 才幹 を 具有す ると 假定 せんに、 此 人物に 對 する 吾人の 所感 は 如何 あるべ 

き。 吾人のう ち 或は 彼 を 非凡な りと 賞す る 人 あるべし、 され ども 此賞 嘆の 念 は 一 方に 於け る 畏怖、 嫌 厭の 

念に より 應逼 せられて 遂に 其 一 隅に 押し込めら る ， に 至らざる か。 今 一 步を 進めて 若し 吾人が 新の 如き 化 

物と も 人間と も 見 常の つかぬ 動物 を 當の敏 として 此 世に 兩 立す ると 假定 せよ。 吾人に 其 際氣味 惡き感 あら 

ざる か、 畏怖 S 極、 肌 粟 を 生す る こと あらざる べき か。 餘人は 知らす 余の 如き 隨病者 は 確かに この 感 ある 


べき を 想像す。 

さて 沙 翁が 寫し 出した る Gloster に對 すると 寶 際の Gloster に對 するとの 間に 情緒 S 差異 かくの 如く 

著しき は して 何に 基づくべき か、 疑 ひもな く 紙上の Gloster と 朋友 中の Gloster とに 對 する 情緒の 差 

なり。 紙上の 奸人は 我を敞 とする 氣遣 ひなく、 これ を 敬して 遠 ざく る 必要 もな し、 卽ち 吾人の 自己 觀 念に 

何等 顔 係 を 有せざる 人物な り、 故に 吾人の 利害 問題より 打 する S 必要 を 認めす。 此の 如く 奮 際に ありて 

は 恐怖の 分子に 制せられて 苦痛なる ベ き感が 、 此自 己觀 念の 除去 S 爲に却 て 賞 嘆 的 快感 を 伴な ひ來る こと 

は 誦讀の 際 見逃す ベ からざる 事覽 なりと す。 

n 次に 考ふ べき は 善悪の 抽出な りと す。 こは讀 者が 必す然 かすべし と 云 ふに あらす、 た 、= -然か 成し 得と 

云 ふの み。 從 つて 前の 如く 實 際と 誦讚の 上に 全然 反對の 結果 を 生す とは斷 言し 難し。 例へば 藤 村 操 氏が 身 

を 躍らして 華厳 S 淵に 沈み、 又は 昔時の Empeclocles が 喷火坑 より 逆し まに 飛び 入る が 如し" =: 疋等. S 事 

實は此 事實を f 若しくは 此事 實を讀 むの 一 方に 於て 頗る 壯烈 の感を 生す るに 闘 はらす、 若し 吾人が 華厳 

の 傍に 立ち 又は Mtna 頂に 座 を 占め、 彼等の 死 せんとす るに 會 する あらば、 吾人 はわが 壯烈 $1 や S 満足 を 

得ん が爲に 拱手して *4ハ 死 を從容 裏に 傍觀 すべ きか、 或は 狂 呼 身 を il つ て 之 を 救- V へ きか。 之 を 救 ふとせば 

彼等 は 德赣の 情に 醞られ たるな り。 德载の 情に 驅られ たる は 壯大、 雄 俊 W 情緒 を犧牲 にして 顧みざる なり _ 

卽ち 直接 經驗 にあって は德 義心 を脫 却し がた きも 間接 經驗 に變 する 途端に 之 を 全く 抽出し 得る が 故に 此差 

違 を 生す るに 過ぎす。 去れ ども 今 一 人の 高 襟 者 流が 自轉 車に またがりて 意 氣揚々 と 進み 來る 途端に 俄然 車 

を 斑して 轉 倒せる 場合 ふ-想像 せよ。 吾人 は傍觀 して これ を 笑 ふべき か、 或は 馳 せて 之を扶 起せざる ベ から 

ざる か。 觀る 人の 半數 以上 は必す これ を 一 笑に 附 して 滑稽 化する こと を， 惮ら ざるべし。 此場 台に 於て は 直 

接 經驗の 際も猶 間接 經驗の 時と 同じく 德 義心 を 抽出し 得る が爲 めに かく 火山 瀑布の 時と は 反對の 結果に 到 
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達する に 過ぎす。 尤も 德 義心 は 人に 因つ て其强 弱の 度 を 異にする が 故に 其 抽出 も 亦 人に よりて 幾分の 差等 

ある を 免 かれす。 かの Nero は 到底 尊 常 ー樣の 心理 を 以て 論すべからざる 程 極端に 馳せ たるの 好例な り。 

彼 常に I^Ham を 羨む。 其 故 を 問へば Troy 落城 S 折、 壯宏 なる 宮殿の 跡も殘 さす 烏 有に 歸 したる 偉觀 

に 逢 ひ 得たり と 云 ふに 過ぎす、 かくの 如くして 彼 は 遂に 其 都 羅馬を 一 俎に 付して 宿願 を 莨に せりと 傳ふ。 

斯 樣の大 美術家に 至りて は 誠に： i 外の 例と する の 外な し。 (Renan は 其 著 Antichrist に 於て これ を 否定 

し * これ を 誇大の 傳說に 過ぎす とせり、 尙小說 Q§  Vadis を參 照せ よ。) 

文學賞 1^ の 上に 於て 全然 此 分子 を 除去 せんと すれば 所謂 ：Art  for  art" 派 (純藝 術 派) の 說に歸 する 

こと 必然の 勢と す。 其 派の 人々 に 何故か、 る 物を窨 きしゃと 問へば、 た，. -而 白し と 感じた るが 故の みと 答 

ふ、 而 して 藝術 家の 本領 はこ ゝに盡 きたりと 云 ふ。 愛 讀者も 亦 これ を 以て 而白 しと 云 ふの 外 何等の 理由 を 

附 する ことなし。 こ、 に 於て か 道德家 對藝術 家の 紛援絕 ゆる ことなし。 

上來 述べ 來 りし 如く 文舉の €： 容は 情緖を 主と する.，^ のにして、 これ あるが 故に 文學は 成立し 得る ものな 

り。 而 して 道德は 一種の 感情に 過ぎす。 此 故に 道德派 對藝術 派の 衝究 を追踪 して 其 源に 溯る とき は 文學を 

解釋 する に 道德の 情緒 を 以てすべ きか、 はた 其 他の 情緖を 以てすべ きかの 議論に 歸 着す。 その 執れ を 以て 

醉釋 する の妥當 なる か は 固より 作家の 技倆と 讀 者の 倾 向に. E りて 決せら る 、 事 論 を 待た すと 雖 ども、 孰れ 

に從 ふ も 文擧的 鮮釋に して 又 正當な る 文舉的 鮮釋な る は 如上の 所說 にて 明瞭な る ベ きを 信す。 か _s 道德を 

以て 生れ、 道德を 以て 死し、 造次 願沛 にも 道 德を以 て 終始せ ざ る 可から ざ る 道學者 は 論す るの 限りに あら 

す。 道樂 者に あらす して、 而も あらゆる 文藝に 道德的 分子な かる 可から すと 主張す る 論者 は文藝 鑑賞の 際 

に 於 て. H 己の 心的 狀態を 遣 失せる ものと 云 はざる 可から す。 彼等 は ^大 な る 道 德的分 +の混 人し 來 るべ き 

作品に 對し 丁-さへ 喑 々 裡に 此 分子 を 忘 即し て 、 しかも 恬然たり し 過去 幾多 の經， 驗を憶 起す る 能 は. さ るの 徒 


なるべし。 否 彼等 は ：Art  for  art" 派 を 攻撃す るの 以前より して 己れ 旣に 其實 行者た リし事 を 失念した 

る 健忘 者なる べし。 之に 反して 今更 ：Art  for  art" 說を物 珍ら し氣に 鼓吹す るの 徒 は 如何に 此 現象が 上 

下 数^年の 文學を 貫ぬ いて 堂々 と 存在せ るか を 知る 能 はざる 盲目 者 流に 過ぎす。 若し 夫れ 文 藝は道 德と沒 

交渉なる が 故に、 いかなる 作品 を 爲すも 此方 面に 一 顧の 注意 を拂 ふに 價せ すと 主張す る ものに 至って は、 

如何に 道德的 分子の 文擧の 一 大要 素なる か を 知らざる ものな り。 道德 の情緖 たる 事 を 知らざる ものな り。 

情緣 は文舉 e- 骨子な り、 道德は 一種の 情緒な り。 去れ ども 道德は 文學に 不用な りと 云 ふ は、 當然廣 かるべ 

き 地面に 强 ひて 不自然の 垣 をめ ぐらして、 好んで 掌大の 天地に 蹈路 する ものと 云ぶべし。 

余 は兹に 善惡觀 念の 抽出 を 以て 文擧の 或る 部分の 賞 翫に缺 くべ からざる 條件 なりと 斷 言す。 さて 之 を 一 一 

種に 分かつ。 S は 非人情と 名づ くべき もの、 卽ち 道德拔 きの 文學 にして、 此 種の 文 舉には 道德的 分子 入り 

込み 來る餘 地な きなり。 例せば 「李 白 一 斗 詩 百篇、 長 安市 上酒 家に 眠る」 と 歌 はば 如何。 成程 自墮 落なる 

べし、 され ど 之 を 以て 別に 不德と は 云 ひ 能 はざる べし。 r 醉 うて 眠らん と 欲す、 君 暫く 去れ、 明朝 意 あら 

ば、 琴 を 抱いて 來 れ。」 禮を 失した る もの か は 知らね ど、 不道德 に は あらざる べし、 卽ち 始めより 善惡界 

の 外に ある ものと す。 或は かの 詩人 Cowper が John  Gil サ iu  S 如き、 た >  Jolm  Gilpin なる 男の 失策 

を而 白く 描出した るに 過ぎす、 道 德とは 全く 沒 交渉な りと す。 或は wums の Tarn  0.  Shanter の 如き 夜 

半 Tam が 馬に て Kirk の 傍 を乘り 過ぎむ とする 時、 妖怪の 後より 彼 を 追 ひかけ ると 云 ふ 滑稽 趣味に 外 

ならす、 是亦道 德とは 何等 交渉な し。 其 他 l.over の Handy  Andy の 如き 亦此 種の 筆墨な りと す。 人事 

問 題に 11 する 文學 にして 旣 にかくの 如き もの あり、 況ゃ 人事と 綠 遠き 人情の 混す る ことなき 自然 fflr^ 象 を、.^ - 

する 詩歌に 於て 殊に 此 種の 非人情 的、 沒道德 的 趣味 多き は 怪しむ に 足らす。 由来 東洋の 文舉 には此 趣味 深 

き-か 如く、 吾が 國 俳文 學 にあり て 殊に 然り とす。 g は 道德的 分子の. 當然 混じ 來 るべき 問題なる にも 關 せす、 

一 四 九 


ISO 

讀 者が 其 道德的 方面 を 忘却して 之 を 味 はふ 場 4 口 を 云 ふ。 暫く これ を不道 德文舉 と名づ くべ し。 或は 云 はん， 

非人情、 沒道德 は 其 意 を 了す、 され ども 不道德 に 至りて は 同情 を 寄せ 難し、 か、 る 文學は 存在すべく も あ 

らす、 若し 存在し 得たり とすれば、 そ は 澆季の 世に 於て 始めて 然るの みと。 誠に 然り、 され ども 此不 道德 

文學ば 抑 も 世界に 文擧 あつ てより 以來 存在し 來り、 又 文擧が 存在す る 限り 滅. u する ものに あらす。 換言す 

れば 吾人 は實 際に 於て 道德的 なれ ども 文舉上 又は 文 擧を味 はふ 時の み 不道德 なること あり、 少なくとも 道 

德的 問題に 對し其 道德的 分子 を 忘れ 得る ものにして、 此 性質な き 人 は 遂に 完全に 文舉を 瑰會 する 能 はざる 

奇怪の 地位に ある ものと す。 今少しく 節 を 分ち て 此道德 的 袖 出の 場合 を說 明す ベ し。 

3： 吾人 は 作家の 表出 法に 肢 惑せられ て 善悪の 標準 を 願 倒し、 同情す ベ からざる 人物に 同情し、 或は 此同 

情 を 一 方に のみ 寄せて 全然 他の 一 方 を 閑却し 去る こと あり。 .01 己觀 念^ 抽出 は 必然の 結果と して 公平 を 伴 

ひ來 るべ き は 論な けれども、 其 公平 は單に 自己 觀念を 交 へ すと 云 ふ點に 於ての み有效 なる ものにして、 篇 

中の 人物に 對 して は 道德的 公平 を缺 くこと 甚 しき 場合 多し。 一 例と して B3nt^^ の Jctne  Eyre を 採る ベ 

し。 Rochester と Jane との 相思の 樣は實 に 浪漫派 一流の 戀愛 にして 普通の 圈 外に 逸出す る 事 遠し と雖 

ども 此點 に關 して は 吾人 何等の 異議 を 有せす。 否 彼等が 相愛す るの 情 一 歩 を 進む る 毎に 吾人の 同情 も 亦 一 

歩 を 進む る 程に 興味 ある を覺 ゆべ し。 かくして 吾人の 同情 は 彼等の 愛と 共に 增 加し 來 りて、 吾人の 紳經 其. 

極度に 緊張せられ たる 時 漸くに して 彼等の 結婚の 準備 は 成る。 故に もし 華燭の典 にして. 事な く濟 まざれば， 

啻に 當人 同士の 落膽に 止まらす、 吾人證者も亦意に^^=^たぬ心地ぁるべ し。 然るに 愈 結婚の 間際に 至りて 圖 

らすも Rochester は此 愛人 を迎 ふるの 資格な きものと なり 了る。 彼 は 旣婚の 人な り。 其 妻 は 狂人 なれ ど 

も、 歴然として 生存す。 其 妻 S 生存す る 以上 は 重婚の 罪 を 犯す ことなくして 思 ふ 人 を 娶 る の 樯利 なし。 

最初より 作者に 釣り込まれ たる 吾人の 同情 は 菜して こ、 に 至りて、 此 障害と 共に 卒然として 中絶すべき 


つ 乘 o 掛かりた る 舟の 俚 講は單 に現賨 世界に 適用 せらる、 ものに あらす。 戲 作者が f 造した る假設 リノ 

物- ー對し 一」 も 亦 同義の 感な きを 得す。 こ、 迄 進行した る 情事の、 斯 程の 障害の ため 成立し 難き は殘 念な り， 

氣の 毒な りと は 一般 讀^ の腦 裏に 起る 自然の 情なるべし。 自然の 情なれば 左程 不道德 の荇と 斥く るに あら 

す、 さ ども 其 ira 緖の 裏面に は旣に 公平 を 失した る 不道德 の蟠る もの あり。 此 場合に 於る 吾人 は 殆んど 馬 

車馬り 如し。 先妻 は 死ぬ も 可な り、 社 會は亂 る、 も 可な り、 た、. -兩 人の 戀 だに 成就せば と 思 ひ 煩 ふべ し。 

かく &ひ 《 ふ 比 诘婚は 遂に 行き 惱 みの 末、 哀れに も 本人 等 は 訣別の 止むな きに 至る。 讀んで こ、 に 至つ 

て 吾人^ 同 靑は不 道德の 方面に 向って 更に 一 歩 を 進む。 思へ らく 此 狂女 を 殺して 相思の 情ん- 遂 ゆし めんと。 

最褒 二.. -H^ 女が 家に 火 を 放って 自ら 燒 死す るの 一 段に 至って 手を拍 つて 喜ぶ もの は單に Jane びみに は 

あらざる べし。 これ を 不道德 情緒の 頂點 なりと す。 J§e は 其 當時を 物語りて 曰く、 ：ぎ ((= Rochester 

went  up  to  the  attics  Avhs  all gs  burning  above  and  below,  and  got  the  servants  out  of  their 

beds  and  helped  them  down  himself  —  and  went  back  to  get  his  mad  wife  out  of  her  cell. 

And  then  they  called  out  to  him  that  she  was  on  the  30f  ；  where  she  was  standing-  waving 

^  arms  above  the  battlements,  and  shouting  out  till  they  could  hear  her  a  mile  ofC.  I  saw 

^  and  heard  her  with  my  own  eyes.  She  was  a  big  woman,  and  had  long,  black  hair;  we 

could  see  it  streaming  against  the  aies  as  she  stood.  I  witnessed,  and  several  more  witnessed, 

Isr..  Rochester  ascend  through  the  skylight  on  to  the  30f  : き heard  him  call  Bertha  we  saw 

him  appsach  her;  and  then,  ma ビ n,  she  yelled,  and  gave  a  spring,  and  the  next  mmute  sh ひ 

lay  smaslied  on  tlie づ avclnent.:  Irlla-P.  xxxvi. 

え 一節 は 誠に 慘 劇の 極 を寫 したる ものにして 何人も これに 對 して 愫 然の感 なき 能 はざる べし。 され ども 
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此作を 冒頭より 迎 り來. りし 設 者の 心に は 却. て 一 種の 慰安 を與 ふべ く、 其 希望に 達する の 途を妨 ゆた る 唯一 

の 障害の こ、 に 全く 除き 去られし を 喜ぶべし。 斯の 如く 吾人 は 作者の 筆に 迷 はされ て 同情 を 値； タる ものに 

同情 を 傾く る 能 はす、 批難すべき もの を 批難す る 能 はざる こと あり。 焰 火の 中に 葬られた る 妻女 は 狂人な 

れ ども 正妻な り、 吾人が 彼女に 對 する 冷淡の 態度 は 決して 當を 得た る ものと 云 ひ 難 か-; 0 ベ し。 

人 は 文學を 賞；^ する にあたり、 常に 此 意味に 於け る 不道德 を 犯す ものにして、 所謂 健全の 趣味 を 解す 

る 作者 も 讀者も 共に 遂に 此 偏重 を 免れ 能 はざる なり。 此故、 かの 健全 派の 人々 がか、 る不道 德 を 平然とし 

て實 現す る 一 方に 於て 極力 純 文 藝派を 攻撃す る は 要するに 五十歩百歩の 議論た る を 免れざる ベく、 作品 を 

支配す る 道 赣的觀 念が 或 程度 以下に 墮 落した る 時 有害の 文學 として 之 を 斥け、 もし 墮 落の 程度 こ、 に 達せ 

ざれば 多少の 不道德 分子 を 含む にも か ， はらす 健全な りと 誤認して 毫も 咎む ると ころな きに 過ぎす。 故に 

姦通に 同情 を强 ひ、 殺人に 嘆賞 を 値せし むる 純 文藝派 も淑德 ある Jane  Eyre の 作家 も道德 的なら ざるの 

點に 於て 共に 異なる ことなしと 云 ひ 得べ し。 R 世 入が 一 方 を 以て 許容すべからざる ものと なすの 傍、 他方. 

を 目して 健全な りと 賞す る 所以 は單 に此不 へ迫德 分子の 程度 如何によ つて 诀 せられた る 問題な らん。 

g 前節に 述べ しは讀 者の 道德 標準が 當を 失して、 其 同情 G 分配 公平なら ざる 場合な りき。 され ど 此處に 

說 かんとす ると ころ は讀 者が 或 文 學的作 品に 對し其 道德的 情緒の 全部 を脫 却す る ことにして、 評 家が 普通 

崇高、 滑稽、 純 美感 等と 稱 する もの 卽ち是 なり。 

M 先づ 崇高に つきて 云 へ ば、 凡そ 自己 以上の 勢力 —— 精神的 或は 肉體的 11- に對 して 生す る 感情 は 凡て 

此名稱 の 下に 總 括し 得べ く、 此カ 若し 潜伏の 狀態 にあれば 鬼に 角、 一 旦事實 に 出現す る 時 は ！ 面に 創造的 

なると 共に 其 裏面に 必す 破壞的 勢力 を 包む ものと す。 創造的 方面の 一例 を擧 ぐれば Milton  S  Pciradise 

Lost に 天使 Raphael が Adam の 請に 任せて 天地創造の^ 來を說 く條の 如し。 尙其潛 伏の 態に ある もの 


に 至りて は、 古代 希臉の 彫刻 或は Keats の Hfion. の 如き を擧け 得べ し。 偖 活動的 崇高の 一 面なる 破 

壞 力と は、 例へば 三 陸の 海 鳴、 安政の 地震 若しくは 天明の 大火 等 人畜 財帑を 惜しけ もな く 掃蕩し 去る 佳 劇 

を稱 する ものにして、 是等を 直接 に 經驗す る と き は 義捐金 の 醵集 となり 焚き 出し の 請求と な る に も 關らす 

ー且閒 接經驗 として 自己 觀念を 除去す る 瞬間に 於て、 か、 る 道德的 f は 消滅して、 た、》 莊厳 となり 猛烈と 

なる を 見る C 

英國の 文士  De  Quincey が 遺した る 詩人 Coleridge の 火事 見物の 記 はよ く 個 中の 消息 を傳 へたり と 云 

ふべ し。 此 一 節 は 彼の 長篇 On  Miirdcr,  C2lsidercd  sle  of  the  Fim  Arts 中に ある ものに て、 彼-か 

殺人 を 一 種の 美術と して 視得 べしとの 主義の 說明 材料に 供せられ たる ものな り、 全 章 通 讀の憤 ig ある を以 

て 兹に之 を 引用す。 

*-T?o  t-egin  .witll S.  T.  C.  one!  niglit,  Inany  years  ago,  I  was  drinking  tea  witli  liim  in 

Werners  Street  otllers  were  tliere  besides  myself  ；  and,  amidst  some  carnal  considerations 

of  tea  a-nd  toast,  we  were  all  imbibing  a  dissertation  on  Plotinus  from  tlie  >rtrt^o  lips  of  S.  T\ 

〇. suddenly  a  cry  arose  of,  tnre 11 fire 二  tf^oy  whicn  all  or  us,  master  and  discil〕l ひ s,  Plato 

and  01  nsfn  Tor  TtxdTayyol.  Idslled  out,  eager  for  tti ひ spectacle.  The  th-e  was  in  Oxford  Streel:, 

al; a  rsanoforte-maker-s  ；  and,  as  it  p_romis ひ d  to  t>e  a  conflagration  of  merit,  I  was  sorty  tliat 

rny  engagements  forced  me  away  froin  Mr.  〇olrtric3ge-s  party,  .before  Jiad  coine  to  a 

cnsis.  Soine  days  after,  meeting-  with  my  Platonic  liost,  I  reminded  liim  of  tli ひ cas ひ, and 

..Degg.ed  to  know  how  tliat  very  promising-  sdli げ ition  tiad  terminated.  * 〇hl,  sir,*  said  he,  -it 

turned  out  so  ill  1;iiat  we  damned  it  unanimously.*  : 

If 


火事 見物に 赴きた る Coleridge が 切 角の 思 はく 通りに 火勢の 蔓延せ ざる を 嘆きた る は德 義心 を 欠ける 

無 賴漢に 似たり と雖 も、 か 、 る 場合に 無賴漢 たらざる もの は 要するに 壯烈の 趣味み-有せざる 流兒に 過 

ぎす。 De  c^uincey は 彼の 爲 めに 辯 じて 曰く 「colerids:e はか ゝ る 場合に 際して、 よく 德義 的に 活動し # 

ざる 程に 肥り 過ぎた る 結果なる や も 計りが たし。 去れ ども 立派なる 基督 信者に 相違な からん。 此 善良なる 

Coleridge が 放火狂な りと は 何人も 假定し 得ざる 所な り。 彼が 洋琴 製造 家と 洋琴と に静 して 兇 事 あれ かし 

と 祈る と は 又 何人も 想像し がた からん。 否、 余は斷 言す。 もし 必耍 を認 むる とき は 彼 は 彼の 不 便宜なる 肥 

體を 挺して 消火器 を運轉 せるな らん。 然れ ども 此 場合 如何と 見よ。 德義は 心 要に あらす。 消火器の 到着と 

共に 道德は 保險會 社の 上に 落つ るに あらす や。 故に 彼 は常然 S 權利 として 彼の 趣味 を 満足す ベ きなり。 彼 

旣に 茶を棄 て、 半途に 立つ。 何等の 報 醜 を 得る 事な くして 可な らん や」 L>eQiiincey の 言 肯黎を 得た るに 

似たり。 

か ， る 問 题 に は 火事が 最も 卑近の 例證 なりと 認めて か、 彼 は 更に 其 作の 附 首に 同じく 火災 を 引用せ り。 

彼 とても 其 躍災者 を氣の 毒に 思 はざる にあら すと 前置きして 曰く、  --after  we  tiave ガ aid  our  ^H^^s^o 

of  regret  to  tlie  aAEair,  considered  a  a-s  calamity,  inevitat>ly,  and  witliotit  restraint,  we  g.o  on 

to  consider  it;  as  a  stage  spectacle.  ； Exclamations  of  I  How  ^rand  ! liow  mag.nitlcent !  aris ひ in  a 

sort  of  rajDture  rldm  tlie  crowd.  E-or  instance-  when  dp^^.^  Lane  was  tmrned  down  in  tlie  first 

iaecennisn  of  this  century,  tlie  falling  in  of  the  roof  was  signalised  by  a  mimic  suicide  of  tlie 

protecting  Apollo  ttiat  surmounted  and  crested  tlie  centre  of  this  roof.  、rhe  god  was  stationary 

with  Ills  lyre,  ana  seemed  looking  down  Up5n  tlie  fiery  ruins  tliat  were  so  rapidly  app>roacwng. 

Tiim.  suddenly  tlie  Sut5p5rtlng  timt>ers  t-elow  tiini  gave  wyy  ；  p  c-onvulsiv ひ lieav ひ of  the  .hillow- 


In^  names  seemed  for  a Inomellt  to  raise  tlie  statue;  and  as  if  on  some  nntnllse  of 

{sesfsir,  tJie  deity  appeared  not  to  fall, tst  to  ttirow  himself  into  fiery,  delug ひ. for 

lie  went:  down  tlead  foremost  ；  and  in  all  respects,  desceuli  liad  tts  air  of  a  voluntary  act, 

What;  followed  r  p-rom  every  one  or  1:ne  .hndg-es  over  t:lie  riv ひ r,  and  from  ot;her  OJ^en  ar ひ as 

wtuch  commanded  sp-ectacle,  t:liei:e  otos ひ a  sustained  u;proar  of  admiration  and  symlDa^iw. 

Som な few  years  before  t:lns  <!i.verlt,  a  .prodigious  tire  occurred  Lzlvertsol ; 1;tie  Gore,  a  vast: 

fale  01  war ひ tiouses  close  t:o  one  of  ？ c  docks,  was  .burned  to  .tile  ground.  Tli ひ Is^e  ediHce, 

eight;  or  nine  storeys  liigh,  and  laden  witli  most  cotn.h.ustl.hle  goods,  inany  ttiotisatid  .hales  of 

cotton,  wlieat  and  cats  in  tliousands  of  quarters,  tar,  ^^^^sauo.  rum,  gunpowder,  etc.,  continued 

-tllrou^ll  many  liotirs  of  darkness  to  feed  t.hls  tremenclcnis  firej.  To  a^^ravate  tli ひ calainitv,  it; 

.blew  a  regular  gale  of  wind  ； luckily  for  tlie  shipping,  it プ lew  inland,  ttiat  is,  to  tlie  east: ； 

and  all fhe  way  down  to  "Warrington,  eight ひ en  , iniles  distant  to  tii ひ eastward,  ttie  whole  air 

was  illuminated  by  flakes  of  coson,  oftsl  satura.ted  witn  ruin,  and  .hy  wlial:  seemed  absolute 

wonds  of  Mazing  sparks,  tliat  ^^^^^^^  up>  all  tlie  tij>p>er  cliamt>ers  of  the  air.  All  tlie  cattle  lying 

alDroad  in  tne  fields  ttirottgh  a IDreadti!  of  eigiiteen  miles,  were  tllrown  into  ^^^3^.  and  agitatics. 

M21,  of  course,  read  in  liliis  llurryin^  overliead  of  scintillating  and げ lazing  vortices,  Uie  £1- 

nunciation  of  some  gigantic  calamity  g.oing  on  in  Liverpool ； and  tlie  lamentation  on  tliat  ac- 

count was  universal. wut  .tllat  inood  of  ； public  synlj^atlly  did  nol:  at  all  intel.fe5:Te  to  suppl, ひ ss 

or  even  to  cneck  tlie  nsmentaty  tmrsts  of  rapturous  admiration,  as  th-is  arrowy  sle^t  of  many, 
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coloured  lire  rode  on  tlie  wings  of  Inirricane,  alternately  ttirough  o づ en  <3eptlis  of  air,  or  tlirougli 

^ark  clouds  oveTheaa.: 

此記を 讀むも の は 吾人が 破壞的 崇高 の 前に 如何に わ が 道德的 £ を沒 却し て假令 寸時た り と も 其偉觀 を樂 

ますん ば 巳まざる 程此 種の 情緒に 支配 せらる 〔る〕 か を 知らん。 卽ち此 場合に 於て. は 道德的 f  s 當然 占む 

ベ き 位置 を 審美的 f が 横領した る ものと 解釋 すべ きなり。 

^^次に文學の不道德分子は道化趣味と^結ほれ て存す る事ぁり。 道化 趣味の 心理 學的 定義に 至って は 

Hobbes 以后 種々 3 說明 あるべき も、 別に こ、 に 詳述の 要 を 認め ざれ ど、 た、 "此 趣味に 「道德 の 除去」 常 

に 行 はる、 事 を說明 せんとす。 此 趣味 の うち 落語 の 如き は 全く 此 除去 を 行 ひ 得る ことにより 始めて 價値を 

有する もの 多く- 例へば 卑猥に して 士君子の 耳に 容れ能 はざる 廓 通 ひの 小話 樣の もの も、 之 を 表出す る 方 

法 宜しき を 得れば 女色 其 物に. t を 止む る ことなく、 これ を ffl ゐて其 目的と する 道化 趣味 を 巧みに 生ぜし む 

る こと を 得る ものな り。 されば 一 見 甚だ 風儀に 障害 ある 如き も其實 ありふれたる 戀愛 小説より 遙 かに 健全 

なる ものと す。 名 ある 文擧 より 其 例 もとれば、 かの Don  Quixote の 主人公が 窓口より 慕 ふ 女の 許に 忍び 

寄り、 遂に 麻繩 にて わが 手 を 窓に 縛せられ、 終夜 其 處に立 注 生した るが 如き、 或は Gil  , の 浮れ 男、 

思 ふ 女に 通 ふ戀路 S 關守^ 鶴な らぬ 猫- S 假色に て譯 もな く 首尾 せん ものと 匠み しが、 眞の 野良猫 と 聞き 誤 

られ 其た め 石に て 烈しく 打 たれたり と 云 ふが 如き 皆 これに 屬す。 或は 英文. 學に 於て は 其 昔 Chaucer が 其 

『物語』 中に wath 生れの 女房に 滔々 と 五 人の 夫が 代る ぐ 苦しめられし 樣を 語らし むる が 如き， 或は 同 

じ 著 中の 『商人の 物語』 の 如き 其 内容 は 如 i: にも りなる こと 甚だ 多 けれども、 通 讀の際 は 只 哄然と 大笑 

する を 禁じ 能 はざる のみ。 又 かの Vice  Versa 中の 小兒が 護符の 力 を かりて 己の 父と 形 を 交換して、 平 

生 父より 苟 刻に 取扱 はれた る 欝憤 を 一 時に 晴らさん とする が 如き 凡て 此 種の 好例な り。 兹に余 は 此機會 を 


利用して 滑稽 化された る 盗賊 文擧を 物語る ベ し。 

沙 翁の^ 造に か ， る 幾多の 劇 人物 中、 最も 滑稽 S 趣味に 富み 又 一 方に 大に 不德の 分子 を 兼有す る もの は、 

He}~ry  !V  (part  I  and  11) に 彼が 八面 透徹の 靈 筆を馳 せて 生み出 だせる 沒義 悖德漢 Sir  John  Falstaff 

なりと す。 彼 は 疑 もな く 一  種の 怪物に して、 其 言語 動作 は 獨特の f を 喚起す るが 如し。 彼 は 貪装飽 くな き 

の 慾 性 を 有し、 酒亂 にして 泥 醉晝夜 を 分かた す、 又大 法螺吹き にして、 信 ffl なる もの を 眼中に 置きし こと 

なく、 常に 脅喝 を 事と し、 近寄り 難き 氣焰を 以て 唯一 の 武器と する にも 闢 はらす、 其實 無類の 臆病 にて 

いざ 鎌 倉の 間際に は 未練 もな く 忽ち に 腰を拔 かす。 彼 は 普通人 類に 第一 一 の 天性と し て 共通な る 面目の 觀念 

を 有せす。 加 之 彼 は 盗賊な り。 行人 を 脅して は 財 を 掠め、 財 を 掠めて は 酒色の 料に 供して 得意な り。 又 難 

0, 云ひ懸 りに 妙 を 得て、 盜 まれざる に盜 まれたり と 云 ひ、 掠められ. さるもの を 掠められ たりと 主張す。 

假に 吾人が 日常 相往來 する 知人のう ちに 此の 如き 型の 人物 ありと せば、 吾人 は 果して これ を 如何に 虚 置す 

べき や。 苟も 人並の 道義心 を 具へ たる ものな らんに は 到底 これ を 寛恕し 能 はざる べし。 又 更に 同樣の 人物 

が 小說戲 曲に 現 はれた る 場 4a に は 如何、 吾人 は 依然として 其 態度 を 快し となす 能 はざる べし。 然るに 此人 

物が 一 たび 沙 翁の 靈 筆に 上る 時、 事實は 全く 反對の 結果 を 生じて 讀者は 遂に 彼 を 憎む 能 はす、 また 彼 を 斥 

くる 能 はざる なり。 德義 の 方面より 彼 を 僧み、 彼 を 斥く る 念 は 滑稽 美感 の壓迫 を受 けて 遂に 頭 を擡ぐ る の 

機會を 得す 少時 も 永く 彼が 舞臺 の 上に 活動し て 健全な る を 希 ふの 外 又 他 を 顧みる の遑な きに 至れり。 

彼が 天下の 大道に 旅客 を 脅す 語に 曰く、  ：  Strike;  down  .witll  them;  cut  ttie  villains-  tliroats  ;  ah! 

whor ひ son  caterpillars! 一し accn-fed Isa づひ s  !  tliev  liate  tts  youtli : down  wdtll  tllern.:  c-1 Henry  fy. 

Act  11.  sc.  3 と 此長鯨 的氣談 _s 裡には 道 ふべ からざる 一 種の 面白味 あるに 非す や、 五十の 坂 を 超えた 

る 老人が 自 から Yout- を 以て 任す る 所 甚だ 珍な りと 云 ふべ し。 かくして FalstaiJ は 脅迫 首尾よく 圓 に 
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あたりて 思の 如く 旅客 を 脅し 得 仁る 折し も、 酒飮み 仲？ 1 力 皇太子と Poins かねて 諜し 合せた る 事と て、 

同じく 强 贼の假 装に て 突然 橫 合より 現 はれ 出で、 恐る 、 Falstaff を 一 も 一 一 もな く 脅！ 9! して 彼が 折角 盗み 

たる 品物 を 悉く 召し 上 ゆて 姿を隱 す。 ：FalstafE  sweats  to  death.: と は 皇太子が 後より 其 時の 光景 を 

思 ひ 出しての 首楚な れば此 老漢の 如何に 狼^せる か を 察する に餘り あるべし。 

辛うじて せ、 楊 を 落ち延び たる Falstaff は渐 くの 事、 例の ：：80ョ--8  Head: と 云-..、 l 酒 舗迄歸 る。 彼 を 

脅かした る 皇太子 は 何 食 はぬ 顔に て、 こ.' に 彼 を 待ち 合せつ 、ありければ、 彼 は 俄然と して 以前の 態度 を 

1 變 して 皇太子に 喻 つて か、 る。 罵って 云 ふ、 今日の 仕事に 加勢せ ぬ 君 は 臆^な り 臆病な りと (讀者 もし 

沙 翁を繙 いて、 此際 Falstaif の用ゐ たる Coward なる 語 を 数へば 必す其 多き に 驚 ろくならん。 臆病の 

標本なる 彼 は Coward なる 言語 を 皇太子に 向って 連發 する 事 實に十 了 Ms 多き に 及べり。 Act  II.  sc. 

iv. を 見よ。) かくて 彼 は 其曉の 爭鬪を 皇太子に 物語る に 始めは 敵 を 無 盧百餘 人と 云 ひ、 問 ひ 返さ るれば 

否 一 一人な りと 答へ、 又 問 はるれば 七 人と 正し、 ある は 四 人となり、 さて は 十 一 人と 變 じて 遂に 要領 を 得す。 

S 单に 相手の 數 のみに は あらす、 黑白も わかぬ 眞嗜 圏と 語る あとより、 打って か 、 る 敞は綠 染の服 を 一 着し 

て…… 杯 前後 辻 樓の合 はぬ 事 を 意と せざる に 似たり。 聽 くもの、 咎め-さるが 故に 意と せざる にあら す。 咎 

めら る、 も 毫も 意と せざる なり。 咎められ たる 時の 彼の 語に 曰く、  -Give  you  a  reason  on  compul- 

sion! if  easons  .were  as  plentiful  as  t>lack げ erries,  I  would は ve  no  man  a  reason  upon  compul- 

sion, I.  (Act  IL  sc.  iv. 11. 26316.)： と、 人物 もこ ゝに 至って 1 稽の 堂に 人る。 

皇太子 も 今は是 迄と 思 ひ、 此時 漸く 口 を 開いて、 今朝 汝を壟 ひし は 別人なら す、 斯く云 ふ 我と Poins 

なれば 如何に 出放題に 胡 魔 化すと も 詮な かるべし。 かく 得意 S 成 言 を 吐く 汝の、 其 時 一 合- S 刃 も 交へ すし 

て 逃がれ たる は 如何にと 詰る。 流水 は 廻して 物に 逆ら はす、 しかも 必す 一 方に 活路ん. - 開く。  Falstafe は 


如 可なる 場合に も 甞て窮 したる 事な し。 平然として 答 ふらく。  ：By  the  Lord,  I Isew  >e  as  wsll  as 

tie  that  made  ye.  Why,  hear  ye,  my  masters:  was  it  for  me  to  kill  the  heir-apparent?  should 

I  Uirn  upon  the  true  prince?  wtiy,  thou  knowest  I  am  as  valiant  as  Hercules:  but  beware  In- 

stinct . the  lion  11.1  not  touch  the  true  prince.  Instinct  is  a  great  matter  ；  I  was  now  a  coward 

on  instinct.  I  shall  think  the  S^^H  of  myself  and  thee  during  my  life  ；  I  for  a  valiant  lion, 

and  tliou  for  a  true  p-rincc.-- 111.  2^0I3〇^. 

吾人が 窮地に 陷る とき 其 源 因 を 探れば 固より 一 樣 ならす。 あるとき は 智慧の 不足に 本 づき， あるとき は 

意志の 蒲 弱に 由る。 然れ ども 全體を 通じて 一 瞥 すれば 過半 はわが 道心の 面目 を 維持 せんと 力む るが 爲 めに 

外なら す。 正直と 云 ひ、 體 面と 云 ひ、 品格と 云 ひ、 廉 恥と 云 ひ、 禮 法と 云 ふ。 是 等を棄 つる 事敝 3^ の 如き 

を攀ば 吾人の 生活の 行路に 潢 はる 窮愁闲 苦の 大半 は旣に 消散した るに 外なら す。 而 して Falstalf は 之 を 

素つ るに 於て 尤も 吝 ならざる ものな り。 否 始めより 棄 つべき 良心 を 具足せ ざるな り。 故に 彼 は 甞て窮 した 

る 事な し。 辭 塞がり 色變 する は 常人の 心理 作用に 馬す。 彼 は 常人に あらざる が 故に 此心 作用 を 知らす。 

彼 は 不具者な り。 不具者な， るが 故に 方圓の 器に 從 つて 毫も 遲疑 せざる こと 冷水の 如く、 擅 ま、 に圓 轉消脫 

の 妙 態 を 演出して 憚， かる 所な し。 卽ち 彼の 道 德的無 神經は 彼の 重寶 なる 流動性の 源 因たら すん ば あらす。 

偷盜を 事と する 彼が 如く、 詭辯 を 弄する 事 彼が 如く、 臆病なる 事 又 彼が 如くに して 同時に 呑氣 太平なる 事 

皮が 如き は 蓋し 稀な り。 官金 奪掠の 件 露見して、 怖 吏の ：Boal」s  Head: に 闖入す る や、 皇太子の 庇護 

によりて 壁掛の 背後に 一 髪の 危機み-免 かれた る 彼 は、 柿 吏旣に 去って 呼べ ども 答へ す。 慕を排 して S を 窺 

へ， ま ：lpast  asleep>  h>e.hind  tlie  p^.^.p.^-  and  snorting-  like  a liorse. . とォり 

か、 る 男 なれば 體面杯 云 ふ考の 微塵 だに あるべき！. おなけれ ど、 そこが Falstaif なり。 彼 は 常に W0- 
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nour の 1 語 を 口にして 已 ます。 

C;  =  deathl>  is  not  due  yet;  I  would  be  loath  to  pay  him  before  his  day.  What  need 

1 ザ e  so  forward  witli  him  that  calls  not  on  me  ？  well,  -tis  no  matter  ； Isnour  pricks  me  on. 

Yea げ ut liow  if  tionour  p-rick  me  off  when  I  come  on  ？ Isw  tlien  ？  0P3 lionour  set  to  a 

lew?  no:  or  an  arm?  no:  or  take  away  the  gtief  of  a  wound?  so.  Honour  hatli  no  S511 3 

surgerv  then?  no.  What  is  honour?  a  word.  What  is  in  that  word  iloncur?  what  is  that 

Isnour?  air.  A  trim  reckoning!  Wlio  liatti  it?  tie  ^^p^  disl 0-  Wednesday.  Dotti  lie  t ひ el 

it  ？  no.  Doth  lie  hear  it  ？  no.  -TMS  insensible,  then  ？  Yea,  to  the  dead,  wut  will  it  not  live 

•withttle  living?  no.  Wliy?  detraction  will  .not  siiAEer  it.  ^Therefore  1-11  none  of  it.  Honour 

is  a  mere  scutcheou  :  and  so  ends  my  catediism. : —Act  V.  sc. i. ll. 128—44. 

こ は 彼が 義瑰に 戦場に 出で ての 述懐な り、 其 論理の 亂調 にして 無法なる うちに 自ら 飄 逸の 姿 致 ありて、 

爲 めに 彼の 卑怯 を賤 しむの 念 を 遠くる に 似たり。 

最も 滑稽なる は戰爭 中に 於け る 彼の 擧動 なり。 彼 は蘇國 _s 大將 Douglas と 鋒 を 交へ、 然も 未だ 創痍 を 

蒙らざる に 斬られた る眞 似して 斃る。 皇太子 會其處 に來合 はせ て、 其 屍 を 見 ：pcol.  Jack,  farewell! ： 

との 一 語 を 遺して 去る や 否や、 彼 は 纏て 徐ろに 起き上がり、 傍に Hotspur の 死骸 ある を 見付け、 奇貨 措 

くべ しと 喜ぶ もの ， 、 若 しゃこれ も 同様に 起き上がりて は 面倒と、 まづ 腹の あたりに 一 刀 を 加 へ て 愈眞の 

死體と見^.1^めて後、 これ を 肩に して 陴 中に 歸り 行きぬ。 其 語に 曰く、  -:zounds,  I  am  afraid  of  this 

wunpowder  Percy-  thougli  he  be  dead:  how,  if  he  should  counterfeit  too  and  rise?  by  my  faitll- 

I  am  afraid  lie  would  In-ove  tlie  t-etter  counterfeit.  Therefore  ru  make  him  sure  ；  yea,  ana 


ril swear  I Idlled  hiln.  Why  may  not  lie  rise  as  well  as  I?:  (Act  V.  sc.  iv. 11. 123.-S.) と、 か 

くて 陴 星に 歸れば 打ち 死にの 箸なる Falstafe の 再來に 皇太子 を 始め 一同の 驚き 大方なら す、 其 上に 敵將 

の 遺骸 を 背負 ひ來 り、 これ こそ 吾が 手柄な りと 述べ 立つ る 事 なれば、 聞く 人 皆啞然 たり。 次第に 問 ひつめ 

られ て、 苦しき うちに 活路 を 切り開く 妙 は 何 處迄も Falstaif の 本領 を發 揮す。 「臥した る は事實 なり、 

殺されしに.^^らす、 餘 りの 激戰に 呼 息せ まりて 堪へ 難き 程に 暫し 苦痛 を 免 かれん 爲 めの 方便に 過ぎす。 相 

手の Percy とても 同樣 なり。 稍 少時 經て彼 も 余 も 同時に 起き上がり ：and  fought  along  hour  tfy 

sln-ewst-ury  clock.:」 と 澄ました ものな り。 これより 後 Slircwsbiiry の 功名 は 彼が 口癖の 一と なれり。 

此 奇怪なる 人物の 性格 も 以上 述べ しと ころに より 大略 現 はれたり と 信す。 吾人 若し 現實の 世に か ， る 型 

の 人間 を 目撃す る こと あらば 必す 道義 の 念 に 制せられて 到底 こ れを 寛容し 得 る の 餘裕を 有 せざる べし、 假 

令 紙ヒに 於て 紹介 せらる ， にせよ、 其 表出 法に して 宜しき を 得 ざらん か 遂に これ を 擯斥す るの 巳 を 得ざる 

に 至るな きを 保せ す。 され ど沙 翁の 描出せ る Falstaff に對 する 時 は、 誰 人 も皙く 堅苦しき 道德 情緒の 支 

配 を 離れ 無邪氣 なる 滑稽 情緒に 耽る の 尤も 自然なる を發 見す ベ し、 誠に 養惡 除去の 適例な りと 云 ふべ し。 

^第三に 來 るべき は 純 美感に して 今更 例 を 文學に 取る を 要せす。 數年前 吾邦に あって 物議の 焦點 たりし 

. 裸體畫 問題の 如き は 其 好例な りと す。 當時大 塚 保 治 氏 は 一 篇の 論文 を 草して 秩序 的に 裡體畫 の 成分 を講說 

せし と 覺ゅひ 余 は 今兹に 同樣の 考究 を 試む るに あらす、 たや 裸體畫 なる ものの 全般に 關 して 一 言 せんと 欲 

す。 裸 體畫を 美術な りと 一言に 道破し 去れば 夫 迄 なれ ど、 此 美術 は 如何なる 性質の も のぞと 考 へたる は、 

吾人 は 其 特徵の 著る しきに 驚ろ かすん ば あらす。 普通に 開化せ る 道德を 有する 人に して 斯の 如き 種類の 美 

術 を 賞 一駄 し 得る は 殆ど 想像す る 事 能 は ざ ：？r はなり。 所 謂袒裼 はさて 措き、 婦人の 前に は 脚の 先 すら 示す こ 

と を 許されざる 西洋 各國に 於て、 却て 赤裸々 たる 人物 晝の發 達して 今日に 至りた る は 種々 の 源 因 あるに も 
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關らす 要するに 矛盾の 極と 云 はざる ベ からす。 試みに 思へ 如何に 裸 體畫の 美 を 信す る 人々 と雖も わが 女兒 

を 赤裸に して 舞踏 會に 伴な ふこと あるべき か、 また わが 細君の 如何に 美 はしければ とて これが 衣服 を剝ぎ 

去って 之 を 公衆に 誇らむ とする もの あるべき か。 現實の 世に ありて は 風紀の 制裁し かく 嚴 なるな り。 現實 

の 世に ありて、 かくの 如く 制裁の 嚴 なる にも 關 せす、 何れの 畫館 何れの 展覽會 を 問 はす 當然に 風紀 を亂す 

べき 此 種の 裸體畫 は累々 として 陳列 せらる 、 を 見る は 奇異の 現象に あらす して 何ぞ。 ことに 所謂 上流の 紳 

, 士 淑女なる もの は、 啻に 括 然と 場 中に 出入す るの みならす 盛に 之 を 品評して 毫も 憚る 氣色 なし。 これ 明白 

なる 矛盾な り。 され ど此 矛盾 は 論理より 來る 矛盾に あらす、 同一 の F に對 して 起る f の 質的 差異より 起り 

來る 矛盾な り。 吾人 現實の 社會に 在りて は 裸體を 一 個の 道德的 F として 觀 察し、 從っ てこれ を 醜なる もの 

として 斥く る こと を敢 てす、 反 之 これ を 输畫の 上に 見る 時 は單に 感覺的 F として 之 を 遇する を 以て、 心 置 

きな く 藝術的 鑑賞の 余地 を 見出し 得る に 過ぎす。 されば 余が 用語 を適應 すれば 裸 體畫の 鑑賞 も 亦 一 種の 道 

德 分子 除去に 外なら す。 若し 道德的 分子 を 除去す る 事 能 はすして、 開化せ る國 民が 裸體畫 の 前 に 公然 佇立 

する 事 あらば 彼等 は赧 然として 一 瞥の 刻下に 愧 死すべき なり。 泰西の 嚴 重なる 社會に 成長した る 民衆が 一 

且畫 館に 足 を ふみ 入る、 瞬間に 於て 全く 此道德 情緒 を 除き 得 る は 習慣の 結果と は 云へ 誠に 不思議の 現象な 

りと 云 はざる ベから す。 而 して 此 不思議なる 現象の 由って 來る所 を 問へば 道心と 美感と を 截然と l5i 別して、 

1. の 世界より 他の 世界に 移る とき 未練な く 之 を 忘失す るが 爲 めにあら すん ば あらす。 故に もし ある 社會ぁ 

りて、 其 社 會の狀 態 は 此兩^ を 一 刀に 劃斷 する 事 能 は ざれば、 此社會 に 生存す る 人 は裸體 畫に對 して 一 種 

不安の 念を禁 する を 得ざる べし。 吾邦の I 時 は 多少 之に 似たり。 要するに 裸體畫 對風敎 問題 は 之に 對 して 

道心 美感 を， 壓す るか 又は 美感 道心 を壓 する か S 差違に て 其 情 緖的價 値の 決せら る ベ き 問題 なれば 道德 除去 

の 好例と して 兹に 之を述 ぶる の妥當 なる を覺ゅ ： 


一 Tj 次に 說 くべき は 知的 分子の 除去な りと す。 余 は此， 講義の 第 一 編に 於て 文學 の內容 たるべき F を 四に 分 

かち 知的 F を 其 第 四に 置きて.； 其 標本 を 人世 問題に 關 する 種々 の槪念 或は 俚諺、 格言 等な りと 說 けり。 卽 

ち 余が 先に 知的 F と稱 したる もの は Arnold が ： moral  idea: と稱 したる ものと 大差な かりし なり。 

然るに 今 こ、 に 用 るむ とする 知的 材料 は 少しく 廣き 意味に 於け る ものにして、 漫然 吾人の 知識 を 満足せ し 

むる 材料と 云ふ義 なり。 卽ちこ は事實 存在し 得べき もの、 存在し 得べ からざる もの、 或は 論理に 合致し 得 

べき もの、 合致し 得べ からざる もの 等 S 判斷 力に 屬 する ものにして、 之 を 精細に 論ぜむ とせば 非常の 手數 

を 要すべ し。 先づ 吾人 は 世界の 事物 を 如何に 觯釋 すべき や、 吾人 は寫實 表出 法 を 以て 満足し 得る ものな り 

や、 或は 眞の寫 實とは 何、 ぞゃ、 或は 文擧 と科學 との 態度の 差異 如何 等 幾多の 論議 を經 ざれば この n 隠の 诀 

定は 望み 得べ からざる なり。 これら S 數點の 或 もの は 後編に 說く ところ あれば 此處に はた 其 一 一 一， に 渉り 

て 辯 じ 置く ベ し。 

Keats の 詩句に ： Truth  is  beauty,  beauty  is  truth: と あり。 Kleats の 所謂 眞とは 如何なる ものな 

るか を 知ら ざれ ど、 これ を 普通の 意義に 解 すれば、 美は必 しも 眞 ならす、 眞は必 しも 美なら ざるな り。 評 

家 亦 頻に文 擧に眞 の 欠くべからざる を說 く。 其 言に 曰く、 凡そ 1^: を 含まざる もの は 生命 長から すと、 而し 

て 其 道 ふところの 眞とは 何ぞと 聞けば 頗る 瞹昧 にして 或は 時に 讀ギぉ を 誤 まる 事な しとせ す。 試に 沙 翁の 作 

品を檢 する に、 彼の 造りし 人物 は 皆 躍如たり。 評 家 はこれ を 以て 自然に 對 して 眞 なる が 故な りと 說く。 余 

と 雖も诀 して これに 異論 ある ものに あらす。 され ど 彼が 造りし 人物の 言語 を 見よ、 當 時の 英國人 は 決して. 

此の 如き 國語を 以て 其 日常の 應接 を辨ぜ しものに は 非ざる べし、 否 英國の 歴史 を 通じて、 此の 如き 言語 を 

事實に 於て 用ゐ たる 時代 は 決して あらざる ベ し。 此 意味に 於て 沙 翁の 人物の 言語 は僞 物な り、 眞を遠 かれ 

る 者な り。 更に 一例 を擧 ぐれば かの 十五 六 世紀の 頃- S 宗敎畫 家例. へば Giovanni  Bellini 一派の 作品 を 
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Bs- よ。 ある 聖者 は腦蓋 骨に 半ば 鉈を 打ち込まれ" 凡人なら ば、 とくに 絕 命すべき 苦なる に 平然と 微 i デ、 する 

にあら す や。 又 他 S 殉敎徒 S 如き は 全身に 蹈の 如く 矢 を 負 ふて さへ 同じく 満面に 笑 をた、 へ て 毫もせ、 痛 を 

感ぜざる が 如くなる にあら す や。 尤も 此 等の 作品の 目的 は 云 ふ 迄 もな く 宗教 的 安心立命が 形體 上の 苦痛 以 

上に 超然と して 存在す る を 表現す るに あるべき も、 思を飜 して 一 度 これ を 生理 學の 見地より 批評す る 時 は 

極めて 滑稽の 感な き？ S はす。 只よ く 作者の 情熱 を體 し て 其 信仰の 内部 に 吾 人 の 心 をお く 時 始めて 上 述， & 如 

き 知的 物議 は 全然 紅爐 上の 雪と 同じく 須臾に して 消え去る に 過ぎす。 されば 吾人が か 、 る 給 畫に對 し 低な 

りと も 愚な りと も 種々 なる 知的 分子が 浮び 來 りて 四面よ， り 鑑賞の 妨け となる は 全く 吾人の 宗敎 情緒が 汪然 

として 起り 來ら ざる 證據 なりと す。 一 言に して 之 を 云へば 吾人 は沙 翁を讀 むに あたって、 又 古代の 名晝を 

觀 るに 方って、 面白し と感 する 丈 其 丈 冥々 裏に 知的 分子の 除去 を 履行し つ 、ある ものな り。 

かくの 如き は 其 最も 極端の 例な り。 今少しく 眞に 近き 作品に 於ても 亦 吾人 は 盛に 知的 分子の 除去 を實行 

しつ、 ある を 見るべし。 批評家 動もすれば 作品の 結構、 人物の 性格 等に 闢 して 不. H 然との 批難 を 呈出して 

毫も 假借 する 所な きに 似.^ り。 去れ ど 1  乂學と 名のつ くものに 彼等の 所謂 眞 以外の 分子 を 含まざる は あらす _ 

否 此等評 家が 視て 以て 眞 なりと する 作品に 於て 却つ て其甚 しき を 見る。 會、 評 家に 攻撃の 餘 地を與 ふる は 

知的 分子 を 除去せ しむる に 足る ベ き 他 の 特長 を 欠く が 故な り。 もし 何 物 か 他に 此欠點 を 補 ふ もの あらば 決 

して 眞 正の 評 家より 批難 せらる、 の 虞な きものと す。 眞 正なる 批評 は 誦讀の 際 直下に 會 得した る もの を 退 

いて 解剖せ るに 過ぎす。 直下に 會 得せし むる 際に 知的 分子の 不用意に も 入り込.^ ぬ 位に 評 家の 心. モ 他に 誘 

ひ 得ば 如何に 不條瑰 なりと も 不合理な りと も 遂に 眞 正の 評 家より 批難 せらるべき にあら す。 而 して 文 擧は 

此 種の 作品に て 充満す る 事 亦 一 點の 疑な きに 似たり。 

此 種の 除去が 行 はる 、 文 舉 の 類別に 至りて は餘 白なければ 略す。 かの 俳文 擧の 如き は 誠に 個 中 3 消息 を 


傳 へて 遺憾な きものと いふべ し。 俗人 は 知的に 意味が 解し 難き が 故に 面白から すと 云 ふ。 され ど ある 俳句 

に 至って は 分らぬ が 故に 文 舉的憤 値 ありと さ へ 云 ひ 得べ し。 

今 外 國文舉 中より  一 一 一- S 例を擧 けん。 聖書の 創 世紀 第 一 章の 冒頭に 曰く  - 

:In  tlie  t-eginniyg;  God  created  tlie  lieaven  and  tlie  earth.  And  tlie  eart ザ was  waste  and 

.void  ；  and  darkness  was  upon  tine  face  of  ttie  deep> :  and  tlie  ^v^^.^^  of  o.od  moved  UJSll  t;l.le 

face  of  tlie  waters.  And  God  said,  ； Let  there  t>e liwllt :  and  there  was  light.  And  God  saw 

1;ti ひ iight,  ttiat  it  was  ^ood  :  and  God  tlie  H^ilt  from  ttie  darkness.  And  God  called 

1:lie  liglit  E>ay,  and  ttie  darkness  lie つ ailed  SM..^^.  And  tJiere  .was  evening  and  tlicre  was 

morning,  one  clay.: — Revised  vers§~ . 

此 一 節 を 讀む者 は 信徒と 信徒たら ざると に 論な く 自ら 壯大の 感に打 たれて ひとり 襟 を 正す を 禁じ 得ざる 

べし。 余の 如き も 不信者の 一 人な り。 哲擧 的に 案出せ る 神 さへ 存在す ると は肯 はす。 况 んゃ此 不合理の 祌 

に 於て を や。 た、 V 吾 前に ある は 神 力の 偉大なる 敍述 のみ。 而 して 吾感 する は 偉大なる 情緒の み。 知 を 離れ 

識を絕 して 只 此敍述 を壯嚴 とのみ 思 ふ。 其 時 宇 笛 混沌と して 水 天 未だ 分かれす。 喑糢糊 裏 天 c:-  自 

から 動いて 萬 有 悉く 紳 意の 命す る 如くに 出現し 來る。 其 威力 を 想： し、 其 四圍を 露 するとき に，， 」_  S 

然と 吾 血 を 満身に 漲らし む。 然れ ども 一 たび 情界を 去って 知界に 入る とき 創世の 辯 は 頭に 徹し 尾に 徹して 

馑 なり、 荒誕な り、 無稽な り。 只 此懔を 忘 るれば 荒誕と 無稽と を 遺失して 只 崇高の 一 念 を 把持 するとき 雪 

山漫々 たり 海水 蕩々 たり。 遂に 理 致の 何物た る を 解せ す。 後代の 文學 者に して 此法を 襲用した る もの 固よ 

り 少なから すと 雖も其 最も 成功した る もの は Milton なり。 

:03  H ひ avslly  ground  t;liey  stood,  an ひ from  t;lie  sliore 
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、，Tl:ley  viewed  tlie  .vast  immeasurable  Abyss, 

Otitrageous  as -a  sea,  CJark-  wasteful- メ  vild, 

JI〕  from  the  bottom  ^§^0^*^^  furious  winds 

And  surging  waves,  as  mountains  to  assault 

Heaven-S  liighth,  and  witli  the  centre  mix  the  !501e. 

Silence,  y ひ t;rout>lec3  waves,  and,  tliou  Deep  ； peace  ！ " 

iuala  then  the  omnilic  Word  :  .  your  discord  end  ！ - 

Nor  stayed  ；  but,  on  tlie  wings  of  0^ro3rf-^3 

Uplifted,  in  xs-ternal  glory  rode 

Far  into  Chaos  and  the  World  -3^^0«.s  ； 

F-or  Ctiaos  heard  w-s  voice.  Him  all  his  train 

； pollo.wed  in び Hglit  procession,  to  t>ehold 

Creation,  and  the  wonders  of  his  might. 

J-nen  stayed  tli ひ fervid  wlaeels,  andl  in- ザ is  liand 

lie  toolc  t;ne  golden  colnpasses,  prepared 

In  God-S  0^^3P^  store,  to  circumscrit>e 

l&ls  Universe,  and  all  created  t:11in^s.  . 

One  fool:  lie  cenm-cdl, aad  tlie  otlier  turned 

Kotsd  through  the づ ast  P3fundity  obscure. 


And  said-  _  Tluis  far  extend,  thus  far  tliy  Dounds  ; 

TJiis  tliy  just  circumterence, 〇 World  ！  :  I- Pamdise  Lost,  13k.  VII. 11. 210131. 

た 5f 描かれた るは壯 大の景 なり。 之に 對 して 壯大 の感を 起せば 則ち 足る。 眞な るか、 眞 ならざる か は 全 

く 別問題に 屬す。 始めより 知の 領域に 住して 此十數 行 を讀む もの すら、 讀む うちにわが 意識の 頂點が 崇高 

なる 情緒に 高められて 知的 分子 は 全く 識域 以下に 斥けら る A か、 或は 僅に 識 末に 其 命脈 を 保つ に 至る を自 

覺 すべし。 若し 然ら すと 云 は この 人 は 文 學狗に 不具なる か、 或は Milton の 技 俩. かその 人 を 動かし 得る 

程 巧みなら ざる かに 歸 着す。 

讀 者の 享納カ はしば らく 云 はす。 要するに 此 種の 筆墨に 於て 成功す るか 失敗す るかの 問題 は 一 に 知的 分 

子の 微弱なる か 優勢なる かに 由り て鮮诀 せらるべき ものと す。 筆勢 琳滴 として 一 氣に 知力の 膽を 奪って、 

永く 之 を 識域以 下 に 屏息せ しむる 時、 讀 者の 満腔 に 漲る は 純 崇高 の感 にし て 、 又純崇 ー咼 の感 以外に 何物 を 

も 交 ふるの 餘 地な きなり。 試みに 此 見地より 前例 を 取って 其 吾人に 與 ふる 崇高 f の 强弱を 評せん か。 聖書 

よりの 一 節 は E 人の 斧 を 用る て 咄嗟に 成る が 如く 自 から 雄渾に して 毫も 巧 を 求めた るの 痕跡な し。 『失樂 

園』 に 至って は 瑰麗眼 を 喜ば しむる に 足る と雖も 多少 の 芝居 氣 あり。 敍述 明快に し て 理路整然 たると 同時 

に 崇高 S 感を 弱む るが 如し。 從 つて 其價値 (葷に 崇高 的 憤 値 を 云 ふ) 聖書に 對 して 邏 色な き 能 はす。 

第 g: 章 悲劇に 對 する 場合 . 

,讀 者の f を 論す るに 當 りて 吾人 は 先づ第 一 に其數 量的に 異なる を檢 し、 次に 其 性質 上の 差異 を檢 したり、 

而 して 今 最後に 特別の 場合と して 舞臺上 苦痛の 表出に 對 する 讀者 或は 觀 客の f の 特性 を說 かむ とす。 卽ち 
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かの 悲！ - に 伴 ふ f の 霜な り。 悲劇 文學 は 古来より 常 に巍然 たる 勢力 を 有す る もの、 現に 我 邦に 於て は 劇と 

云 へ ば 必す 悲劇 を 意味し たるが 如し。 而 して 悲劇と は 所謂 斷末 魔の 悲酸を 中 心と して 成立す る もの なれば * 

何故に 吾人が か、 る 苦痛の 表出に より 快感 を 求め 得る か はやが て 悲劇の 根本 問題の 一 なる 事 疑な し。 卽ち 

寳 際の 世に あり て は 得る 限り 囘 避し て ひたすらに 逃れん と冀ふ 活劇 を 書物 の 上、 舞臺の 上に 移して 面白し 

と 興す る は 如何と 拈定 するとき 吾人 は 以上 說 明した る 外に 一 個 S 新 問題に 逢着した るの 感 あるべし。 其理 

.£ として 提出 べき もののう ち 直接、 間接 經驗の 差、 自己 觀 念の 除去 等を數 ふべき は 勿論 なれ ど、 此 以外 

に尙 一 種 特別の 根柢あって 存在す るが 如し。 而 して 其根抵 に觸れ ざれば 余が 前章に 說 明し 得た る 理論 は 未 

だ 文攀の 全體を 律す る 能 はざる に 似たり。 是に 於て か 特に 此章 を 設 け て 其 欠 を 補 ふ。 

、 J れを 論す るに 先 だち、 ま づ事寳 として 人間が 苦痛 を 好む 場合 あり や 否や を點檢 せんとす。 人 は 活動の 

動物な り。 活動 其 物 は ある 意味に 於て 吾人の 生命 の 目的な り。 吾人 は 常に わ が禀け たる あら ゆ る 能力 を 適 

度に 使用 せんと 欲す。. 方便と して 使用 せんと 欲する にあら す、 目的と して 使用 せんと 欲す。 故に 此 適度の 

活動 を 行 ふ機會 なき 時 は 一種 云 ふ 能 はざる 不快 を感 す。 心理 學 者の 所謂 Inhibition  (活動 禁止) 是 なり。 

活動 禁止 S 狀態 極度に 達すれば 吾人 は 生と 云 ふ 名 ありて 其 實を失 ふに 至る。 凡て 人生の 根本 問題 は 生 其 物 

にあり、 而 して 其 生の 内容 は此 活動に 存 する を 以て、 若し 此 活動 四圍の 事情に より 壓逼 せらる/' か 或は 全 

く 消 威す る 事 ありと せば、 其 時 吾人 は 生なる ものの 保 證を奪 はる、 が 如き 心地な き 能 はざる べし。 されば 

H 人の 最も 怖る、 は 苦役に あらす 勞 働に あらす、 また 看守の 鞭撻に あらす、 た V 喑室 禁銦 にある のみ。 彼 

は喑 室に 端座し て悠 々 M 一事な るべき に、 ， ：- れを 以て 凡て の苦楚 以上の 苦 楚と感 する は、 全く 此 生命の 内容 

たる 活動の 意識 A- 絕對に 禁± せらる、 が爲 なり。 Byron は Prtsonev  of  ChiUon の內に 明らかに 此 心理 

を說 明したり" 


Wlial;  next  tsfeli  30  tlien  and  tliere 

I Icncw  not;  well —— I  never  knew: —— 

！ First  came  thte  loss  of  light,  and  air. 

And  til  en  of  darkness  too. 

it  liad  no  l^tlou^llt,  no  feeling. —— non ひ 

Among,  tlie  stones  I  stood  a  styllc, 

Aad  was,  scarce  conscious  wliat 1 wist. 

As  sllrut-lcss  crag.s  witliin  the  rnis け ； 

For  all  was  .hlan.k,  and  t-lcak,  and  s-rev, 

II; was  not  night  I  it  was  not  day  ； 

J-f;  was  not  even  t.he  CJUng-eoll-ligllt, 

ひ o  hateful  to  niy licavy  Might, 

But  vacancy  at>sorbin^  sj>ace. 

And  fixedness  I  ^<^rt^^o&  a  ！ ^lace  : 

There  were  no  stars, —  no  eartll,—no  time, 

No  cllcc-k,  ——  no  cliange, —— no  g.ood, 11 no  crilne, 

wut  silence,  and  a  stirless げ reat;li 

wnich  neitli ひ r  was  of  life  nor  deatli ； 

A  sea  of  stagnant;  idleness, 
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Blind,  .houndles-s.,  mute,  and  motionless  !:  1st.  ix. 

假に 吾等 をして 此 囚人と 同樣の 地位に 立た しめば 如何。 吾等 は先づ 吾等が 生死 を 知らん と 欲して、 何よ 

り 先に 自己の 意識の 内容に 何物 か潛 むを點 檢し來 るべ し。 f  r れを 尋ねて 何物 を も 得る 能 はざる 時 は 茫然と 

して 自失すべし。 茫然と して 自失した る 後 再び 何物 を か 明かに 意識 せんと 願ぶべし 。之 を 願 ふて 切なる 時 

は 遂に 意識し 得るならば 苦痛な りと も辭 せす と 思 ふに 至る ベ し。 苦痛 は 固より 苦痛な り。 只 此苦幫 が 自己 

の 意識に 判然 登場し 來るは 一 面に 於て 自己の 死物なら ざる を證 明す る ものな り。 かるが 故に かの 日 もな く 

夜 もな く、 時 もな く 空 間もなく、 只 石の 如き 一 塊たら むより は 寧ろ 苦痛 を自覺 して 判然たる 生命の 確證を 

得む と 欲する は 人情な り。 

生死 S 判然せ ざる 時 はわが 生活の 券 符を握 ら んが爲 め に は純粹 の 苦痛 を甞む る 事 さへ 辭 せす。 若し 夫れ 

普通の 狀態 にある ものに 至って は 明かに わが 生存 を自覺 する が 故に 此 刺激 を 要せざる に 似たり。 事な きに 

刃 を 加へ て 自ら 慯 つき、 鞭 を 揮って 己 を 打つ は 固より 病的なる に 相違な しと 雖 ども、 常人に して 猶 且つ 此 

種の 刺激 を 欲する 事 ある は 意想外な めと す C 無事 太平に して 生存の 自覺 一 定 S 水準 以下に 降る とき は 何等 

か の 活動 を 求め て 已 まざ る は 勿論 、 不 思議な る は 其 選擇時 に 苦痛 多き 活動 に出づ る 事 あり。 余の 考 によれ 

ば 苦痛 は 吾人の 尤も 忌む 所なる が 故に 尤も 存在の 自 覺を强 ふす と 云ふパ ラ ドック ス より 來 るに 似たり。 獨 

の Lessing 甞て Mendelssolm に 寄せた る 書中に 云へ る 事 あり。 曰く。 「凡そ 熱情と は 熾なる 頃 望に あ 

ら ざれば 熾な る 嫌悪な り。 而し て 此馓な る 願望 嫌惡 より 吾人 は 自己 實在 の 意識 を 高む る もの なれば 此 意識 

は 必す 快感に 伴 ふ も のな る 事 疑な し" 去れば 熱情 は 如何程 苦しき もの にても 其 熱情た る 故 を 以て 快き もの 

なりと す」 と。 說く所 わが 云 ふ 所と 異なりと 雖 ども 吾說を 確む るに 於て 有力なら すと せす。 

演劇 は 人生の 再現に して、 しかも 人生よりも 强き 再現な り。 人生 を 縮 富して、 注意 を狹き 舞臺に 集注す 


るが 故に 如何なる 演劇 も 吾人 1— 傍觀 する 丈の 働きより なき 吾人 —— に 普通 以上の 程度に 於て 人生の 寳在 

を 明瞭に 意識せ しむ" 而 して 悲劇に 在， つて は 其 功 尤も 顯著 なりと す。 悲劇の 閼 する 所 は 死生の 大 問題な りリ 

死生の 大 問題 は 吾人の 實在を 尤も 強烈なる 程度に 於て、 吾人 S 腦 裏に 反射し 來る。 而 して 死生の 大問超 は 

皆 苦痛なら. さる はなし。 只 其 苦痛 は假の 苦痛な り C わが 部に 實驗 する 苦痛に あらす。 わが 隣人の 親しく 

甞 むる 苦痛に も あらす。 たや 役 若の 假装 せる 苦痛な り。 假 装なる が 故に 一 大安 心 あり。 假装 にして 眞を欺 

くの 技 あるが 故に 吾人の 存在の 奇 5 識 を^なら しむ。 是 吾人が 好んで 悲劇に 赴く の 第 一 理由なら ざる か。 

次に、 人 は 冒， 險 性の 動物な り。 か S- 沙 翁の 語に 云 ふ ： The  blood  more  stirs  to  3use  a lion  than け。 

start  a  hare.: と。 獅子 を 呼び 起す は危險 なり、 誤てば 生命 を 失 ふの 虞れ あり、 鬼 を 驚かす は 易々 たるの 

み。 人生 S 目的 は 生命に ある を 思へば、 生に 害な きを 棄て 、 、 好んで 危 きに 趨くは  一 して 矛盾なる が 如 

乙。 矛盾と 矛盾なら ざると に： fl なく 事實を 云へば 危 險を控 へたる 事業が 叉 これに 相當 する 快感 を控 へたる 

は 吾人が 日常の 經驗に 於て 目擊 する 所な り。 雪中に Alps を 越 ゆると、 三 伏に 箱 根に 登る と は 難易 固よ 

り 一 ならす。 十 年の 經營を 待って 成就した る 企業と 一 日の 努力に て 築き 上 ゆた る 仕事と は 苦樂の 度に 於て 

霄壤の 差 あり。 然れ ども 吾人の 志望 を 云へば (單に 志願に 過ぎす とする も) 後者に あらす して 却って 前者 

にあらん。 而 して 其^ 者 を 擇ぶは SB- に 困難なる が爲 めな り、 苦痛なる が爲 めな り。 略言 すれば 危險の 量 多 

きが 爲め なり。 只 退いて 考ふ る時此 矛盾 は 皮 想の 矛盾に して 其 根底に は 一 理の橫 貫す る を 見る。 思 ふに、 

吾人 は 危險其 物 を 好む にあら す。 危險其 物 を 目的と して 活動す る ものに あらす。 此危險 に 打ち勝ち たる 時、 

困難 を 凌ぎ 得た る 時、 自己 .3 力 を自覺 して、 これに 伴な ひ 生す る 快感 を大 ならしめ むと 冀 ふなるべし。 

若し 余が 言 ふ 言 にして 誤りな からしめば、 吾人 は 苦痛の 爲 に 苦痛 を 求む る ものに あらす。 此 苦痛 を 打ち 

伏せた る 時の 快感 を大 ならし めんが 爲に、 難に 就き 危を 冒して 豫 じめ これ を迎 ふるに 過ぎす。 如此 苦痛と 
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如 此快樂 と は 勢 正比例す る を 以て、 吾 人 は 最大 快樂 の 必要 條件 として 出來 得る 限り 苦痛の 多き を 求む る は 

心理 上 必然の 結果な りと す。 

苦痛 は旣に 目的 に あらす 、 苦痛 後 に來 る 快樂が OH 的な り。 故 に 自 から 好んで 踏み込み たる 苦痛 は 成る 可 

く 早く 切り 拔 けざる 可から す。 是に 於て 彼等の 精神 狀態は 一 變 して 全身 悉く 緊張す。 而 して 苦痛の 尤も 甚 

しき は 生死の 源 頭に 逢着す るの 時に あり。 從 つて 生死 問題の 苦痛に 身を投じ たる 時 彼等 は 尤も 强烈 なる 神 

まヒの 緊張 を自覺 す。 此 際に 於る 彼等 は 満身 皆 眼な り。 もし 半途 に し て 自滅 すれば 格別 然らす んば 非常に 猛 

烈 なる 勢 を 以て 此 苦痛の 難關を 透過 せんとす。 この 故に 此 場合に 於る 彼等の 精神 狀態は 軌道 を 走る 潔 車の 

如く 磁石に 吸 ひ 付けら る、 鐵 屑の 如く、 寸時の 油斷 なく、 瞬間の 餘裕 なく 驀地に 猛進す るに 至る。 

自 から 苦痛の 圈を畫 がいて 好んで 其 中に 飛び 人る は、 こ、 に 永住 せんが 爲 めにあら す、 反って 之 を脫出 

せんが 爲め なれば 此種 G 人 はみ づ から 己れ を 縛して 更に 之 を 解く の 喜び を 得ん とする に 異ならす。 しかも 

縛せ る 繩の强 き 程 彼等の 喜び は大 ならざる み-得す。 Stevens21 は 其 著 Neiv  iv/i^/;/,f 中に 自殺 組 ， 

と L 鹿す る 一 篇を收 めて 巧みに 此 心理 を 說 明したり。 

tlsten,  this  is  the  ag.e  ot  conveniences,  and 」. liave  to  tell  y.ou  of  tue-last  perfection  of  tlie 

sort.  We  liave  affairs  111  different  places  ；  and ザ ence  railways  were  invented.  Railways 

sep-aratecl  us  infallibly  from  cmr  friends  ；  and  so  telegrapks  were  made  that  .we  might  com- 

municate speedily  at  ^reat  distances.  M づ en  in  .hotels  we  liave  lifts  to  spare  us  a  climt-  of 

some  hundred  stetK.  Now,  we  Icnow  1;1iat;  life  is  onlv  a  s1;age 1;o  ； play  1;1ie  fool  up>on  as  long 

as  thro  .part;  amuses  us.  T-h-er ひ was  one  mol.e  convenience  lacldng-  inodern  comfoii;  ；  a 

decent,  easy  way  to  cjuiit  tliat  stage  ；  tlie  .hac だ stairs  to  liberty  ；  or,  as  I  sakl  tliis  tnoinent. 


Deat ゴノ s  .priva-te  door   • 

百般 S 便^き し， 今 曰に ff 脫し 一」 臭に る li 纏に 8 室な 急 以て- …にば 

宜 Msiiu て^! 出したり。 自 I 方法 ゆ-の 如し。 ImMlmm^^^^u 

「其 I 曰 長 は 各 寶に札 一枚.. で を 順次に 分配す C もし 贅 にして -き I  S 11 付され たる 

時！^ 裏お 園-一中る。 d き- s:$ けたる とき は 彼 I すの 霧 を 有す。 さて 此賣の 一人 は 〔.ぽ 

^-と 呼. T 雙 あり、 此男 別に 死にた なきに 不思議に も か、 る 恐ろしき 場所に 出 人す 其 所、？ 

一  tir^ て ほっと 安心す る 需の快 f 目的と する に 過ぎす。 彼 はき^^ 1 

らんが 爲め二 生命なる 貴重品 を惜氣 もな く 镜牲に 供す るに 至りし なり。 彼が oil. に告 ^ し 

-I  3—V  dear  sir,  this  club  is  the  temple  of  intoxicatip  If  my  enfeebg  health 舊 Id 

support  the  excitint  more  often,  you  say  depend  In  it  I  should  be  more  often  here.  It 

requires  all  the  sense  of  duty  II  by  a 11  habit  of  ill-health  and  01.01  tc- 

keep  me  from  excess  in  this,  i  F  I  I-  say,  my  last  f  I  Have  tned  th§  all 

without  exception,  and  I  declare  to  you,  upon  3y  honour,  there  is  not  one  of  them  that  has 

not  been  grossly  and  III  overrated.  People  tl  with  love.  Now,  I  deny  that  lovu 

is  a  strong  passion.  Fear  is  the  strong  piion;  it  is  with  fear  that  you  must  le, if  yoou  wish 

to  taste  the  inte 靈 t  joys  of  liv,..  Envy  melenvy  me,  sir,  I  am  a  。。養 は"； f 「 

sill 々なる 吾- sll 慮な くー爾 まものな り。 f 亦 吾人. S じく 死き る、. U さ 

.,,5 ま 人し 一」 恐ま應 よ i する 快 f  i す。 恐れ靠 び 得て 始めて 人生の 1 

v^^rtmo 然れ f 此 恐れより 生じ 來 I 痛の fsif きと を自零 
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る 時 吾人の 心理 狀態は 俄然 ー變 する も のにして、 先に 名言 を 叶： きて 得意たり し Malthus も 遂に 此 心機 一 

轉の已 む を 得ざる に 遇へ り。 彼 は 自白せ る 如く 怯 者な り、 怯なる が 故に 恐れ を 弄ぶ を 喜ぶ ものと す。 「余 

は 怯な り、 これ を 羨め」 と は 彼が Geraldine に告 けしと ころな り。 彼の 如き 怯 者の 愉快と は、 その 最も 

饰る、 死地に 入りて、 やがて 生路に 再出す るの 決を豫 期す るに あり。 卽ち其 生死の 際 剌 然 たらざる 苦痛 煩 

悶を 想起し 得む が爲 なり。 されば 或宵會 長より 渡された る 札 を 眺めた る 刹那 を敍 して J-tevenson はかく 

云へ り.。 a  liorrible  noise,  liice  tliat  of  something  t>re£l.kinJJ  issued  from  Ibis  moutli;  and  lie  rose 

from  nis  seat  and  sat  down  ag.aln,  witli  no  sign  of  tiis  paralysis..  It  was  the  ace  of  sf>acles. 

The  tlonoral.y  member  liad  trifled  once  too  often  witti Ws  terrors.: 此 一 節よ く此 石火の 變を寫 し 

て 肯綮に 中る を覺 ゆ。 

是に 由って 之 を 觀れば 吾人 は 苦痛 を 逃が れんが 爲 めに 苦痛 を 愛する ものな り。 去れ ど も 逃が れんが 爲 め 

に 一 たび 苦痛の 渦中に 投 する 時 は 逃がる ， と 否と に關 せす、 苦痛 其 物より 囘 避して 退却す る を 得す。 一 反 . 

苦痛の 因果 を 以て 己れ を 縛した る 以上 は 知らぬ 間に 苦痛に 釘付けに せらる ， に 至る。 

悲劇 は 一 種の 意味に 於て 苦痛の 發展 なり。 此發展 を 目撃す る 吾 A は 主人公の 如何に 之 を解决 する ゃを氣 

遣 ふの みならす、 其 苦痛の われに 快なる と 不快なる と を 疑 ふの 余裕 さへ なく、  ロハ 眼前の 苦痛に 釘付けに せ 

られて 遂に 目を轉 する を 得ざる に 至る。 悲劇 は 此强烈 なる 注意力 を 看客の 上に 喚起す るが 故に 戲曲 中に 於 

て 優勢な る 權カを 占む るに あらざる か。 

• 上述の 外尙 一 種の 人間 ありて 苦痛 を 好み 困難 を 愛す、 され ど 別に 病的と 名づ くる 能 は ざれば 余は暂 くこ 

れを 苦痛の 道樂者 又は 數寄 者と 名づ くべ し。 是 等の 道樂 者が 求む る 苦痛 は 決して 深 酷なる ものに あらす、 

一 定の 度を越 ゆれば 忽ちに して これ を 避けん とす。 遁路 あるに か/' はらす、 自ら 進みて 難に 陷 いり、 好ん 


で 自己 を 憂 鬆界に 封 じて 得意 然 たる 者 は皆此 種の 道樂 者に して、 所謂 ： pleasure  of  melancholy  ： "-lux- 

ury of  gtief: 又は 慷慨 淋漓 --pensive:  ：  sad  ： 等の 文字 を 喜ぶ ものな り。 こ、 に 注目すべき は是等 

の道樂 者の 大部分が 必す 社き の 中 層 以上に 馬す るの 事實 にして、 所謂 匹夫匹婦の 間に は此 種の 道 樂を發 見 

する こと 能 はす。 其 所以 を 尋ねて 余 は 下の 如くに 解釋 す。 凡そ 中流 以上の 人士 は 其 一 般の 修養に 於て 下層 

民衆に 勝る こと 大 なるべく、 少なくとも 勝れり との 自覺 確かな らん。 又 此自覺 に 伴な うて 一 方に は 歴史的 

觀念、 換言すれば 英雄 或は 古人 崇拜の 分子が 幾分 か 混じ 來る こと 多 かるべし。 卽ち某 は 高 德の士 なりき、 

され ど 其 一 生を闲 苦の 裡に 終れり、 又 某に 一 世の 碩學 なりき、 され ど つぶさに 窮 愁を甞 めたり など 云ふ歴 

史的 F は 敬慕 崇拜の f と聯 結して 彼等の 胸中に 往來 する 事 あらん。 從 つて 他の. 一 面に 於け る 自己 卓越の 自 

覺は 彼等 を 誘うて 進んで 古人の 半面た る 苦惱を 求めし むる に 至る が 如し。 されば 此 等の 苦惱は 必然の もの 

にあら す、 た、. r 彼等が 任意に 選びた るに 過ぎす。 此 苦痛の 分子 ありて、 古人と 彼等との 連鎖 は 始めて 成立 

し 得る が 故に、 荸越 S 自覺著 しく 增 進す るが 故に 彼等 は决 して 之 を脫す る を 好ます。 單に脫 する を 好ま ざ 

るの みならす、 盆非^^觀に耽り、 凄 思に 沈み、 ：Not:hing  -S  so  dainty  sweet  as  lovely  melanclK-ly: さ 

て は ：to  t-e  sad  as  night  only  for  wantonness: と 歌 ひて 興がる に 至る。 全く 根 もな き 苦痛 を 弄ぶ の 

贅澤屋 と 云 ふべき なり。 

而 して かの 悲劇に 對 して 濺ぐ淚 の 所有 主の 如き 亦此 部類に 編入すべき 資格 ありと す。 如何と なれば 彼等 

の濺ぐ 淚は贅 澤の淚 にして 卓越の 意 を 飽和した る ものと す C  ， ) れを 裏面より 云 へ ば 其 善 を 愛し 惡を 憎み、 

不幸 を憐み 逆境に 同情す る 念の 切なる 事其雙 頰に傳 はる 淚 にて 明らかな りとの 吹聽 とも 解し 得べ しつ 世閒 

には此 種の 贅澤家 決して 少なし とせす、 一 般の 人民 すら 劇 楊に 入って 舞 臺に對 する 間 は是亦 時期 を 限りて 

此贅澤 家の 仲間入り をな すと 知るべし。 
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這般 の贅澤 家に 二種 あり、 一 を 知的と し 二 を道德 的と す。 一の 好例 はかの 有名なる Schopenhauer に 

於て 之 を 見るべし。 彼の 厭世主義 は 其實、 眞個眞 面目の ものに あらす、 評 家 Kuno  Fischer はこれを4^-； 

く の 贅澤 厭世 觀 な り と斷言 せり。 rSchopenhauer が此 世に 關し眞 面目なる 悲觀を 抱きし は事實 なれ ども 

其 悲觀は 畢竟 一種の 光景、 繒畫 たるに 過ぎす。 浮世と 題 せる 悲劇 を 舞臺に 上す とせば、 彼 は 細心に 度 を 合 

はせ たる 眼鏡 を 以て、 居心地よ き 搏椅に 座 を 占めたる 其觀 客の 一 人な り。 斯の 如き 時、 普通 觀客は 其亂脈 

騷 ぎに 打ち 紛れ、 却て 其 本筋た る此世 S 悲劇 を 看過す る 傾き あれ ど、 彼に 至りて は 凡ての 注意 を こ、 に 集 

め 其 一 擧ー動 を 漏らす ことなし。 かくて 彼 は 深く 感動し 同時に 其 胸中に 満足 を 得て 家に 歸り、 看た ると こ 

ろ を 書き 附 くる ものな り。」 

道德 的贅澤 家に 至りて は其數 殆ど 枚 擧に遑 あらす。 大方の 詩人、 小說 家、 美術家 は 皆 道德的 芝居 を 興行. 

して 隨 喜の 涙に むせぶ ものと す。 S 來文學 の 評 家輙も すれば 作品に 誠實 (sincerity) の 必要 を說 けど、 吾 

人 試みに Tennyson の マ Mems、iam を 通 誦する 時 は 彼の 悲しみ、 恨み、 慰藉の 裏面に は 亡友 Hallam 

以外の 或 物 を 包含す るを認 むべ し。 吾人 はこれ を 以て 詩人が 悼 4J を 籍り來 つて、 氣 儘に 悲哀、 愁傷 を 芝居 

化した る ものと 信す るの 止む を 得ざる に 至る。 又 かの Sentimental  J ouniey 中に Sterne が 死せ る 驢馬の 

飼主の 悲しみ を 描きし 節 あり C 彼は實 際に 於て 其 母に 對し 甚だ 不實 なりし との 傳說 を眞 とせば、 其 平生に 

果して 此の 如き 柔らかき 感情 を 抱き 得たり しゃ 否や 頗る 疑 はし。 此 一 節 は 恐らく は 芝居 的な りしな らん、 

芝居 なれば こそ 彼 は 一 躍して 禽獸に 迄 同情 を 寄せ 得る の 君子と なり 濟 まし 得た るな らん。 

詩人 又 歌うて 曰く、 

--Tllere-S  yaugllt  in  tliis  life  sw ひ et. 

If  man  -were  wise  tc  see  -t. 


But -only  m ひ lanclioly; 

〇 sweetest  ！, lelancholy  ！  一  -  i-Jpletcller,  The  Nice  vals ヌ Act  III.  sc.  iii. 

Go  ！  you  may  call  it;  ma<3ness,  folly  ； 

You  snail  not;  chase  rny  gloom  away. 

There-S  sucli a  charm  in  inelanclioly, 

I  would  not,  if  I  coul ひ, t>e  gay.  t 

Oil,  if  yoti 13 ひ w  tlie  l^ensive  p-leasure 

T?tlat  fills  mv  bosom  wlien  I  si^tl. 

You  would  not  rot-  Irs  of  a  treasure 

Monarctis  ar ひ け oo  ； poor  t;o  tnly.: —— Rogers,  To  

是等は 凡て 皆赘澤 家の 悲哀に して 眞に斷 腸 s 思 ある ものに あらす。 其 恐 悅の體 は 夏痩の 頰. を 撫で 、 得意 

がると 太 差な きものと す。 敢て^！と云はす確かに事實なるべし、 た 其事實 を 解剖す ろと き 快樂的 分子 著 

しく 混入し 居る を 云 ふの み。 かの wyron の 如きに 至りて は 放蕩. 高慢、 苦肉、 犯罪 を 以て 自家の 贅澤的 

材料と し、 普通の 道德 平面 以外に 逸出して、 世界 を 白眼に 睥睨し、 吾 意に 満たぬ 者 を 以て 悉く わが 敵な り 

となす。 一見 甚だ 猛な るが 如く なれ ども、 更に 之を考 ふれば、 此 際の 憤怒 的 f は眞個 苦痛と 大 なる 交渉な 

き 全く 贅澤 部に 編入すべき ものな り。 例へば 壯士が 劍を拔 きて 事 もな きに 床柱に 切りつ くるに 類す- 凡そ 

か、 る 慷慨の 裏面に は必す 豪傑 流の 己惚心 あり。 文學に 於ても 亦然 り、 wyron の 如き は 全く 此 種の 壯士 
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詩人なる べし。 而 して 文擧 或は 詩人の 大半 は皆此 意味に 於て ある 種の 不誠實 なる 分子 を 有す。 

一方に は 誠實を 以て 文. 舉 の 本質の 最 たる ものと する 評 家 ある 傍に 余 は 他方に 於て 此の 如き 異說を 成立せ 

しめたり。 其理 如何。 答へ て 曰く 吾人の 感情 は激 する 時 自然の 勢と して 漏出の 途を 求む- 或は 足 を 踏み 或 

は 手 を 舞 はし 或は 言語と なりて 舌頭に 迷し る。 言語 は此時 川辨の 具に あらす して 罩に 拱悶を 目的と す。 排 

悶の 言語 は 川辨を 離れた るの 點に 於て 旣に 詩的な り。 去れ ども 技巧 を 欠く。 性質に 於て 詩的なる も 技巧 を 

欠く が 故に 詩の 體を 具へ す。 ：o  World!  o に fe!  O  Time!: の 如き 漏出 語 は 詩的なる こと 勿論 なれ ど 

も それの みに て は 詩と 許しが たし。 詩と しての 價値は 此の 如き 感情 語に 「種の 技巧 を 加へ てこれ を 推敲し 

たる 後 始めて 生じ 來る ものな りと す。 故に、 詩人 S 感情に は 按排 H 夫 を こらす 餘地 なかる ベから す. - 換言 

すれば 其 取捨 を 分別 商量す るの 餘裕 なかる ベ からす。 從っ て 詩人が 歌 ふ 資 際 S 感情 は 其 詩に 現 はれた る も 

のに 比して 意外に 微弱なる は 爭ふ能 はざる 事實 なり。 若し 吾人 强烈 なる 感情に 支配 せられて 意識の 頂點に 

此 感情 以外の 片影 を 認めざる 時 は 鳴 呼と 呼び 吁と 叫ぶ の 外 何等の 詩人 的 資格 を 具す る 事な し。 從 つて 詩人 

の 資格 を 具しながら 遂に 詩人と して 自己 を發 揮す る 能 はす 又 他人に 認めら る ， の 期な し" 詩人の 資格 を 有 

する ものが 眞個 の 詩人と して 世に立ち 得ん が爲 めに は銳 利な る 情緒 的. 經驗 を 一た. b 過去に 押し遣り たる 後、 

比較的 冷靜な る 態度に 復し て、 記憶の 助けに より、 此 過去の 經驗を 技巧的に 洗練し 商量せ ざ る 可から す。 

假令 過去と 云 ふ 文 宇 を 適當に 使用し 得ざる 刻下の 感情 にても 理論 は 一 樣に應 用 せらる ゝ ものな り。 刻下の 

感情 を 詩 化せん が爲 めに は、 詩 化し 得る 立揚を 求めて、 此 立場より 此 感情 を 客觀的 に 視察す るの 必 要 あ り 0 

感情に 充 たされた る 意 lis 焦 點が此 感情 を 詩 化せん とする の；^ 那に、 忽然と 推移して 工夫 的 焦 點と變 化す 

る ものと す。 此ェ 夫 的 焦 點を作 ろ餘 地な き 程に 感情 優勢な ると き は此 感情 は 遂に 詩 化しが たきもの なり。 

此 意味に 於て 詩人の 歌 ふところ は誠實 にあら す、 幾分の 虛^ を 含 む ものと す。 然れ ども 詩人 は 他の 方面に 


誡 寞 なら ざろ ベから す、 卽ち其 技巧的 文藝的 工夫に 關 して 誠 賨 なる を 要す。 Tennyson は此 意義に 於て 

誠にして、 Byron も亦實 なりし なり。 此の 如く 解說 し來れ ば、 余が 所謂 不誠赏 なる 語は诀 して 古來 5 評 

家が 套鑒 したる 誠赏 主義と 相 矛盾す る ものに あらざる を =,」 るべ し。 

此外 55 苦痛 其 物 を 病的に 愛する 人な きに あら ざれ ど、 そ は 病理 研究の 領分に 屬 すべ きもの なれば こゝ に 

述べす コ 而 して 如上の 贊澤家 が K 贊澤的 苦痛 を 満足せ しめんが 爲め 悲劇に 赴く は 旣に項 中に 插說 したる を 

以て 別に 之を說 かす。 

余 は是 にて 人間が 苦痛」 對し 如何なる 閼係を 有す るか、 叉 更に 苦痛 文藝 たる 悲劇 を 如何に 觀 るかの 問題 

にっき 槪說し 得たり と 信す。 

吾人 は 如何なる 場合に ありても 奮與の 刺激 ふ-欲する ものなる が 故に、 此方 面 よ^して 第 一 の 場合 は：. t: 人 

の 悲劇 賞 b ばの 重要なる 條件 とす。 吾人 は 又 危險に 臨んで 催眠 的 魔力 を受く るが 故に 第一 一の 場合 も 亦 悲劇 賞 

鑑の 一 大要 件な り。 吾人の 多く は 蝥澤的 苦痛に 耽る の 傾. S み-有す るが 故に 第三の 場合 も亦尠 なから す 吾人 

の 興味 を 悲劇に 向 はしむ。 


一七 九 


一八 0 


第三 編 文學的 內容の 特質  ， 

余は此 講義の 冒頭に 於て 意識の 意義 を說 き、 一 個人 一 瞬間の 意識 を檢 して 其 波動 的 性質み- 發 見し、 又 一 

刻の 意識に は 最も 鋭敏なる 頂點 ある を 示し， „HM 敏 なる 頂點を 降れば 其 明嗜强 弱の 度 を 減じて 所謂 識 末な 

る ものと なり、 遂に 微細なる 識域 以下の 意識に 移る ものなる を 論じたり。 而レて 吾人の 一 世は此 一 刻々々 

の 聯續に 異なら ざれば、 其 内容 も 亦不限 刻の 聯續 中に 含まる 、 意識 頂點の 集合なる ベ きを 信す。 

以上 はもと 自家 一 人の 意識に 就きて 云 ふこと なれ ども， 個人に 就いて 云 ひ 得る こと は、 其 個人と 同樣の 

他の 者に 就いても 云 ひ 得る が 故に、 (少なくとも、 しか 假定し 得る が 故に、) 又 其 個人と 時 を 同じく する 人類 

は 其數幾 億に 上るべき が 故に、 吾人 一 代の 內容 たる 焦點的 意識の 集合 は 一 世の 紫 合 意識の 一 部分と 云 ひ 得 

べし。 而 して 此 一部分た る 個人 意識のう ち、 大半 はた、 =r 漫然たる 自覺に 止まる か、 又は 新隊交 謝の 際 主人 

公た る當 人に すら 看過され て 其 儘に 消え去る こと 多き が 故に、 言語に 化し 相互の 意志 を 通す る 具に 供 せら 

る 、 焦點的 意識の 量 は 比較的 僅少なる ものな り、 (如何に 多 辯の 人な りと 雖 も。) 况ゃ 筆紙の 上に 其 影を殘 

す ものに 於て を や 。此の 如く 文章の 上に 於て 示された る 意識 は 極めて 省略 的の ものなる を 以て、 假令短 時 

間の 心的 狀態 と雖ひ 其 一 々 の 推移 を遣憾 なく 文字 を 以て 聯續 的に 描し 出 ださん こと は 到底 人力の 企て 及ぶ 

ところに あらざる ベ く、 かの 所謂 寫實 主義なる もの も嚴 正なる 意義に 於て は 全然 無意味なる を 知る ベ し。 

素人 の考を 以て すれば 吾 人の 心に 浮か ぶ 意識 を 其 儘有體 に 紙上に 寫す f  J と は 左程 闲 難な ら ざる 樣思 は る ベ 

けれど、 試みに 靜 座して 吾が 腦 裏に 出現し 來る 所の もの を 追究す る 時 は 其 意外に 煩雜 なる に^くべし。 か 


の宗敎 家が 無念と 云 ひ 無想と 唱ふ る は 皆此ぞ 々想雜 念の 世の中 を 知り 盡し て 始めて 口にし 得べ き 言語な り。 

走 馬燈の 如くに 廻轉 推移して、 非常の^？-；：度中に吾人意識の連鎖を構成する成分を 一 々遺漏なく 書き出 ださ 

ん こと は 決し て 人間業 にあら す。 假令數 分 間たり とも 汝が 意識 の 內容に 漠然と 起り 來る もの を 悉く 記載せ 

んと 試みよ。 汝は 遂に 筆を拋 つに 至るべし。  - 

此 故に 言語の 能力 (狹く 云へば 文 寧の 力) は此 無限の 意識 連鎖のう ち を 此所彼 所と 意識的に、 或は 無意 

識的 に 迎り 歩きて 吾人 思想 の 傳導 器と なる にあり。 卽ち 吾人の 心の 曲線の 絕ぇ ざ る 流 波 を これに 相當す る 

記號 にて き改 むる にあら すして、 此 長き 波の 一 部分 を斷片 的に 縫 ひ 拾 ふ ものと 云 ふが 適當 なるべし。 

偖 また 吾人の 意識 内容に は 必す或 種類の F  (單數 或は 複數 の) 覇を稱 する ものにして、 卽ち或 人に は A 

なる F 他の F よりも 優勢に して、 常に 其 意 識の 頂點に 位し、 又 或 人に ありて は B なる F 凡て， 他の F を 凌い 

で 高く 其 上に 位す。 其-原因に 至りて は 固より 種々 雜多 にして 約言し 難しと 雖も、 要するに 個人の 遺 傳的傾 

向卽ち 組織 狀態、 或は 個人の 一 般的 性質、 或は 敎育、 習惯、 職業 及び 其 生活の 境遇 等 其 主要の ものなる ベ 

し。 此の 如く 個人に あって は 特別 の F が 他 を壓し て 主 權を握 る ものにして、 此 F は-他 S  F の 如くに 冥々 の 

裡に 葬り去り る ものに あらす、 從 つて 是 等の F は 他の F よりも 言語、 文章に あら はる ゝ こと 多し。 

次に 同 一 の 現象 も異 れる國 民の 間に は 著しき 相 遠 を 以て 現 はる ， こと あり。 而 して 其 原因 は 前に 述べ た 

る 組織 狀態、 習慣 等の 差違に 求むべき こと 勿論な り。 かの 同一 の 言語 か 時に 同一 の F を 代表せ ざる こと あ 

るも此 種の 差違の 一 例た るの み。 余 は 之 を 名 づけて 「解釋 の 差違」 とす。 凡そ 吾人の 周 園 を廻轉 する 森 羅 

萬 象 は 風の 落葉 を 捲く が 如く 旋行 推移す， る ものにして、 お 間に 變化 多く 目" 其變化 は不斷 にして 常に 流動の 

狀態 にあり。 而 して 吾人が 筆紙に 上すべき は此 無数の 變 化の 一 現象 を とらへ 之 を腦 裏に 印す る もの なれば， 

甲が 一 物に つき 柳へ たる 一 現象 はこが 同一 の 現象に つき 柿へ たる 點と大 に 趣 を 異にする は、 尙 a と 0 との 

.  一八 一 


一八 二 

母音の 間に は 無限の 中間 母音 介在して、 5. この 一 一人 任意， i 其 中間 S 音 を 選む 時此兩 者が 一 致す る こと 極め 

て 稀なる に 似たり。 こ、 に 於て s-s 所謂 國家 はこの 所謂 國 家と 其 内容、 範 園に 於て 異なる こと あるべく： 

a の 「人 問」 に對 する 解釋は b の それと. 大に趣 を 異にする こと あるべし。 我 は 吾が 過去の H 果 により 一物 

を解釋 し、 彼 は 彼の 業 障に より 他の 解釋を 試む るな らん。 Dr.  Murray が 歴史的 着眼 點 より 一 大 英語 字典 

を 作りつ ， ある は 人の 知る ところな るが、. か 、 る 著： ii にか 文 m 介の 一 事業と して 存在し 得る 所以 は 言語の 歴史 

的 推移の 只なら ざる を證し 得て 餘り ありと 云ぶべし。 に 十； I 今の 差、 卽ち 歴史上 同一 の 開化 潮流の 配下に 

ありし 國 民に 於て すら 此の 如き 多 樣の變 化 ある を 知らば、 束 西 文化 全く 其 趣 を 異にする 日本と 西洋との 間 

に 一 方なら ざる 鮮釋の 差 透 あるべき は 無論の ことなり とす。 更に 嚴格 S 怠 味に 於て は 個人の 間に も 亦同樣 

の 差違 存在す る こと 自明の 现 にして、 婦人の 所謂 「立派なる 人」 は 男子の 所謂 「立派なる 人」 と 一 致 符合 

せざる こと 多 かるべく、 青年の 所謂 「女」 は 老人の 所謂 「女」 とに 大に其 趣 を 異にすべし。 而 して 此 等の 

差違 は 首 語の 抽象の 度合に 伴な うて 進む ものにして、 かの 抽象の 極なる 哲舉の 如き ものに ありて は、 た ゾ 

I つ の 言葉 の 意義 に關し て さ へ 浩擀な る 大著 ある 事不 思議な らす。 

以上 を 約言 すれば、 凡そ 吾人の 意識 内容た る F は 人に より により、 性質に 於て 數 量に 於て 異なる もの 

にして、 其 原因 は 遺傳、 性格、 社會、 習惯 等に 基づく こと 勿論 なれば、 吾人 は 左の 如く 斷言 する こと を 得 

べし。 卽ち 同一 S 境遇、 歴史、 職業に 從事 する ものに は 同種の F が 主宰す る こと 最も 普通の 象な りと す 

從 つて 所謂 文擧 者なる 者に も 亦 一 定の F が 主宰し つ、 ある は 勿論なる べし。 然 らば 文 • 者の F と は 如何 

なる もの か を險す るは此 種の 講義 に 於て 缺く ベから ざる 要件と 信す。 され ども 文舉者 の F は 文 學±„ ^物 の F 

となって あら はる 、 を 以て、 旣に 文學其 物の 內容を 論じた る 以上 は 今更 文擧 者の F を 云々 する こと 重複に 


似 たれ ども、 多少 其 着目 點を 異にする もの なれば 一 應の說 明 を 試むべし。 

さて 文 寧 者 若しくは 文舉的 傾向 を 有する 人 は 社會の 一 階級 を 形成す る もの なれば、 其 等の 人々 の 心行き 

若しくは 觀察法 を 論す るに 當 りて は 勢ひ此 階級と 他の 階級と を 比較して 其 類似 差途を る こと n 一 取 も 便宜な 

るべ し。 而 して 普通 は 文 舉に對 する Ltl 科學を 以てすれば、 暫く 文 擧者對 科擧者 (哲學 者 を も 含む) にっき. 

論す ると ころ あるべし。  * 

第一章 文學的 F と 科學的 F との 比較 ー汎 

凡そ 科學の 目的と すると ころ は敍述 にして 說明 にあら すと は科舉 者の 自白に より 明らかな り。 ！；^5を換へ 

て 云へば 科舉は ：HOW" の 疑問 を 解け ども -ニ vhy: に應 する 能 はす、 否 これに 應 する 籠 利な しと 自認 

する ものな り、」 卽ちー つの 與 へられた る 現象 は 如何にして 生じた る ものなる か を說き 得れば 科舉 者の 權能 

こ、 に 一段落 を告 ぐる ものな り。 さて 此 ：HOW: なる 質問に 應 ぜんと すれば、 必 す此與 へられた る 現象 

の據 つて 生じた る徑路 を迎ら ざるべ からす。 故に 科擧 者の 研究に は 勢 ひ 「時」 なる 觀念 を脫 却す る こと 能 

はす。 

文 象 も亦此 ：HOW: の 分子な きに は あらす。 只 其 科擧と 異なる ところ は文擧 にあり て は 其の あらゆる 

方面に ：HOW: なる 問題 を 提起す る^ 必要 あらざる ことなり。 前述の 如く  ：HO さ： なる 文字 は 時間 を 

離る、 能 はす。 而 して 文擧の 一 部 は 確かに 時 を 離れ 能 はざる こと 勿論な り。 文 學の此 一 部 は i,; ハ ：HOW: 

に 答 ふる 點に 於て 科學と 毫も 異なる ところな し。 すべての 小說、 稗史、 敍事 詩、 戲曲等 は 皆 時 問 を 4.ロ 有す 

る ものにして、 一 つの 事件が 他の 事件 を 生み、 波 瀾 叉 波 瀾 を 生じ、 或は 主人公の 運命が 幾多の. 過に より 
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て 種々 の 性格に 發 展し來 るが 如き、 凡て これ ：HOW: の 問題に 歸着 する ものと す。 然れ ども 文學 にあり 

て は 科學に 於け るが 如く 此 ：HOW: を絕 えす 其 念頭に 置く の 必要なし。 世に 存 する 物象の ffl は 動に して 

幕 止す る もの ある ことなし。 精 具 箱を携 へて 郊外に 出づる もの は 同じ 木， 同じ 野、 同じ 空が 如何に 日光の 

作用に より 千變萬 化する か を 知るべし 0 此の 如く 常に 變 化し 動搖 する もの を ：HOW: の 眼の みに て觀察 

する は、 無限の 絲を卷 く 如く 終に 盡 くる 時 あらざる べし。 さりながら 文藝 家は此 終局な き 連鎖 を隨 意に 切 

りと り ^Jを永久的なるかの如くに表屮^する權利を有するものなりo 卽ち 無限 無窮の 發展- い 支配 ら る、 

人事 自然の 局部 を隨 意に 切り放ちて 「時」 に關 係な き 斷面を 描き出 だすの 特許 を 有す。 かの 畫家、 彫刻家 

の 怖- 1 る 問題の 如き は 常に 此 「時」 なき 斷面 にして、 これより 以外に 出づる こと 能 はざる こと 明らかな り 0 

而 して 文學は 「時」 を 含有し 得る の點に 於て 晝、 彫刻よりも 範 IS 廣 きも S なれ ども、 一 方に 於て 「時」 を 

閑却す る 一 時 的 敍述、 或は 卽 座の 抒情詩 的發動 等に 於て 叢、 彫刻と 類 を 同じく する こと あれば、 文擧 者の 

F は科擧 者の F の 如く、 常に ：HOW: なる 好奇心の ため 附き纏 はる、 ものに あらす。 例へば Burns の 

-Tho-  C3el ； Fate  stioukl  bid  us  part. 

As  far  -M  tJie  p-ole  and  I」ne  ； 

her  dear  icJeti  round  my  heart 

Sliould  tenderly  entwine.  . 

riio  iriountains  frown  and  deserts  liowl. 

And  oceans  roar  t-euveen  ； 

Yet,  dearer  than  niy  deathless  soul. 


I  still  would  love  my  Jean.:  — 77 ミ- rruet  fale. 

の 如き 全く 一  時の 感情の 流露せ る ものなる が 故に 首尾 あり 時間 ある 事件の 斷 面と 見る の 外な し。 又 

HrtlTick の 

ujlsn  Julid- S  Haire  Fi~c d Iviih  Dew.  . 

コ Dew  sate  on  /.una' s  Jiaire, 

And  sp>ang.led  too, 

Lilce  Leaves  tJiat  laden  are 

witll  tretnl〕ling-  Dew  : 

or  glittcr-d  to  3y  sig.11t. 

As  wlien  tlic  Beames 

Have  tlieir  rell ひ cted  Jlg.ht, 

Daunc-t  .by  .tne  Streames. : 

の 如き まことに SSf 簡 にして 眞 率なる 詩な り。 只 Julia の 頭に 露の 宿りし を 詠ぜし 迄の ことにて、 此露 は： ！：. 

處 より 来りし もの か、 Julia は何處 にあり や、 又. E 己との 關係 如何 等に つきて は 一向に 云 ふところ なし。 

卽ち 前の Burns のが 主觀 的なる が 如く 此詩は 客 觀的斷 面な り，" 

或 人 曰 はん。 文學に 時閒を 含まざる 種類 ある 一 〕 と は 無論の ことなるべき も、 凡そ 文舉の 最高 傑作と も稱 

すべき もの は、 皆此 ：HOW: の 問題に 觸れ ざる も S なきにから す や。 敍事詩 を 見よ、 戲曲を 見よ、 或は 

小說を 見よ、 何れも 皆此 ：Hcnv: を繞 りて 其 作に 對 する 興味の 大部分 を 構成す るに あらす やと。 一面の 

理は あれ ども、 元來、 含まれたる時間の長きは決して^»^作品の價値を定むるものにぁらざること明らかに 
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して、 要は 賞翫 者の 態度 如何によ る のみ。 一 時 的の 消え やすき 現象 を捉 へて 快味 を感 する 人 は文攀 者に あ 

りても 彫刻家、 畫 家に 近き ものな り。 吾邦の 和耿、 俳句 若しくは 漢詩の 大部分の 如き は 皆 此斷而 的 文學に 

外なら す。 故に 其簡單 にして、 實質 少なき 故 を 以て 其 文 舉的憤 値 を 云々 する は 早計な りと 云 ふべ し。 

ゾゾ に來 るべき 文學？ 一?: 科學^ 間の 差違 は 其 態度に あり。 科舉 者が 事物に 對 する 態度 は 解剖 的な り。 由來吾 

人 は 常に 通俗なる 見解 を 以て、 天下の 事物 は 悉く 全形に 於て 存在す る ものな りと 信す。 卽ち人 は 人に して， 

馬 は 馬な りと 思 ふ。 然るに 科 舉者は 決して 此人 或は 馬の 全形 を 見て 其 儘に 満足す る も S にあら す、 必すゃ 

せ： 成分 を 分解し、 其 各 性質 を 究め ざれば 巳ます。 卽ちー 物に 對 する 科擧 若の 態度 は破壤 的に して、 自然界 

に 於て 完全 形に 存在す る 者 を、 細かに 切り離ち て 其 極致に 至ら ざれば 止ます。 單に 肉眼の 分驟を 以て 満足 

せす して 百倍 乃至 千倍の 鏡 を 用 るて 其 目的 を 達せん とす。 複合 體に せす る ことなく、 之 を 原素に 還し、 之 

を 原子に 分かつ。 さて 此の 如き 分解の 結果 は 遂に 其 主成分より 成立せ る 全形 を 等鬧視 する こと 厘に して、 

艾之を 顧る の 必要な きこと も 或 場合に 於て は事資 なりと 云 ひ 得べ し。 例へば 彼等 は 水 を 分解して H20 と 

なすと き、 彼等の 要する ところの 物 は H と 0 にして H2〇 より 成立す る 水 其 物に あらざる なり。 しからば 

文擧 者の 用ゐる 解^ は 如何。 小 說家は 性格 を 解剖し、 物象 を 描く もの は 其 特長 を列擧 す。 若し 文擧 者に 此 

態度なければ、 物の 選擇 取捨 を 要するに あたり、 文畢 的に 必要なる 部分 を 引き立た しめ、 必要なる ざる 部 

分 を 後景に 引き込ま しむる こと 能 はざる ベ し。 卽ち 物を敍 して、 ， "れを 活動せ しむる こと 能 はざる ベ し。 

され ども 文擧 若の 解剖と 科舉者 の それと 異なる ところ は、 前者 の 態度 は 常 に 肉眼 的 に し て 顯微鏡 的なら ざ 

るに あり、 又觀 察に 據り て寳驗 を 用る ざるに あり。 例へば かの 物理 學 者の 所謂 ：conccphla 一  Disconti- 

nuity of  wodies: (物 體の槪 念 的中 斷性) の 議論 を 見よ。 其理. 5 に 曰く、 凡ての 物體に は彈カ あり、 空氣 

の 如き も、. これ を圓禱 に 入れて KtJ する こと を 得べ し、 これ 凡て 物 體の質 は 精密の 意味に 於て 不斷 的に あ 


ら ざる を證 する ものな りと 假定し 得る 所以な りと。 此の 如き は 文 擧？ 一. 力の 與り 知らざる 所と す。 或は Fech- 

iier の "-Golden  cut: (黄金律，^ と稱 する 一 種の 審美的 切斷 法の 價値を 富驗の 結果と して 發 見せる が 如 

き， 亦 科攀卷 の 業と して 文舉者 は敢で 顧ざる を 常と す。 一 物 を 組織す る 直線、 圓 形の 甄別は 固より 文 si^ 

の 本領に あらす と 云 はす。 去れ ども 更に 一 段 を 遡りて 自然界の 線が 幾何 擧上 有效 なり や 否や は诀 して 其、 の 

問 ふところに あらす。 彼等 はた 5r 感覺 印象より 眞^ を 決する が 故に、 これ 以上に 分け入れる 科 舉的眞 は 却 

て 偽と なること あり。 彼等に とりて は 日 は 東より 出で て 西に 沒 するな り。 地球が 太陽の 周 園 を 廻轉す る に. 

非ざる なり。 珊瑚 は 赤色と 堅緻の 質と を備 へたる 美しき 枝に して JPolypus より 成立せ ろ蟲嚴 にあらざる 

なり。 詩人 Rpssetti は 嘗て 云 ふ、 太陽が 地球み-廻る も、 地球が 太陽 を 廻る も 吾が 關 すると ころに あらす 

と" Keats 叉 云 ふ。 

Do  not  all  clianns  fly 

At;  til ひ nier ひ touch  oi  cold  PT:lilcso;plly  ? 

Th-erre  was  an  awful  ra,ln._:>ow  one ひ in  heaven  : 

.vve  know  lier  woof,  lier  texture  ；  stae  is  given 

In  til ひ dull  catalogtt ひ of  common  -tilings. 

Fhiloso^lly  will  clijj  an  Angel-S  wings, 

concluer  all  mysteries  .hy  rule  "l/lld  line, 

E1T-P>ty  1:1.1 ひ liairnt ひ d  air,  and  gnomed  mine 11 

unweave  a  rainbow,  as  it  erewliiie  made 

Tlie  tender- prersorfd  ； Lamia  melt  into  a  sllade.:  — Lamia,  Pt.  II. 11. 229-33. 
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.Tennyson も 亦 Mcsd 中に かく 云へ り。 

See  wliat  a lovely  shell. 

Small  and  pure  as  a  ！ Jea-rl, - 

Ikying  close  to  my  foot. 

Frail,  t-tlt  a  work  divine. 

Made  so  fairily  well 

witll  delicate  sf-ll.e  and  whorl. 

How  excjuisitely  rninute, 

.  A iniracle  of  design  ！ 

II. 

Wliat  IS  it?  a learned  man 

oould  wive  it  a  clumsy  naine. 

iu ひ t  liim  nanie  it  wlio  can, 

Th_5 げ eauty  would  tie  1;lic  same.:  -IF-t.  II.  ii. 

此の 如く 文擧者 の 行 ふ 醉剖は 常に 全局の 活動 を 目的と する ものにして、 各部と して 各部 を 今 味す るが 如- 

き は、  全く 此 目的 を 助長す るの 效果 ぁづて 始めて 存在 を 許すべき のみ。 Ibsen の 劇 を通證 する 際 吾人 は 彼 

が 非凡なる 技倆 を 以て 作 中の 人物 を 一 々に 書き分け たる 明晰なる 薛剖 力に 一 驚 を 喫すべき も、 これ とても 

要するに 解剖より 得た る 各部 的， 知 識を以 て せ (性格 を完 全に 組み立てむ とする 方便に 外なら す 。如何に 精巧 


なる 解剖な りと も、 その 全局の 印象に 交渉 だき か 又は 之ん」 妨害す る 傾向 を 有する もの は 到底 文 舉上勞 力に 

相應 する 效果を 收め能 はざる べし。 George  Eliot は 泰西の 小說 家中 一流に 位すべき ものにして、 特に 其 

知的 方面に 於て は 殆ど 無比と 云うて 可なる が 如し。 されば 其 作品 中性 格の 解剖に は Didcens の 通弊た る 

不都合な く、 また Scott の 如き 散漫の 箇所な けれど、 如何にせ む、 時に 其 論现餘 りに 微に 過ぎ、 小說は 

作者の 眾 純なる 道具に して、 其 中の 人物 は 宛然 傀儡た るの 觀 ある こと あり、 卽ち其 一 擧ー 動 悉く 作者の 理 

論に 伴な ふ ものにして 活如 たる 自由の 氣を缺 くこと 厦 なりと す。 是他 なし 精 刻なる 解剖 を 極度 迄 進む るに 

も拘 はらす、 解剖せられ たる 諸 要素が 解剖せられ たる 迄にて、 組織的に 吾人の 注意に 訴 へ ざるが 爲 のみ。 

性格の 描寫の 如き 複雜 なる 問題 はしば らく 措いて 論ぜす とする も 一 事 一 物を敍 して 之 を わが 腦 裏に 躍 然 

たらしむ るが 如き 小 問題に 際して さへ 理論 は 依然として 一 樣 なる を 見るべし，」 餘 りに 委細に 過ぎた る もの 

は其效 却て 簡潔なる 勁 句に 及ばざる こと 多き は 爭ふ能 はざる 事實 にして、 かの 小說 中の 女性の 容貌の 如き 

鼻 は 何、 眼 は 何と 一 々精細に 敍述 し來る 時、 其 結果 はた、 = -隱朧 たる 影が 腦裡に 宿る に 過ぎざる こと 多し、 

これ 卽ち 各部の 成功 を 計りて 全局の 印象 を 後に したる 弊な りと す。 試みに 左の 一 節 を 見よ。 

- ひ lie  was  indeed  sweetly  lair,  and  would  liave  t>een  llel&  fair  among,  rival  damsels,  on  a 

inagic  sliore,  and  to  a  youth  educated  t>y  a  system,  strung  lilce  an  arrow  drawn  to  tlie  liead, 

lie,  it  might  t>e  guessed,  could  tly  fast  and  far  witli  lier.  The  soft  rose  in  lier  cheeks,  the 

clearness  of  lier  reyes,  t>orc  witness  to  tli ひ t>ody*s  virtue;  and  liealtli  and  hap<p>y  t>lood  wrtre  in 

lier げ earing.  Had  she  stood  b ひ for ひ Sir  Austin  alnong.  rival  dainsels,  tliat  scientific  Humanist, 

for  tlie  consuinination  of  liis  System,  would  tiave  ttlrown  lier  tlie  liandkereliief  for  liis  son. 

J. メ ti ひ wipe  summel.-llat,  nod.dlng.  ov ひ r  h.er  forehead  t;o  Isr  brows,  s ひひ med  to  ilow  witli  ttte  flowing 
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licavy  curls,  and  those  ih.e-threaded  mellow  curls,  only  half-curls,  waves  of  ^aM.  call  tliem, 

ripplmg  at  tlie  ends,  went  like  a  sunny  red-veined  torrent  down  lier  t-act;  almost  to  her  waist : 

a  glorious  \nsion  to  the  youth,  wlio  embraced  it  as  a  flower  of げ eauty,  and  read  not  9-  feature. 

Tliere  were  curious  features  of  colour  in  her  face  for  him  to  have  read.  Ker  brows  thick  and 

.brownish  against  a  soft  skin  showing  tlie  action  of  tlie  blood,  met  in  tlie  IDend  of  a  t5w,  2c- 

tenaing  to  the  temples  long  and  level : you  saw  that  she  was  faslaioiied  to  peruse  the  sights 

01  eartli,  and  by  tlie  l^lialiility  of  lier  brows  tliat  tlie  wonderful  creature  used  lier  faculty  and 

was  not  going-  to  be  a  statue  to  the  gazer.  Under  the  dark  thick  br2vs  an  arch  of  lashes 

sliot  out,  sfiving-  a  wealtli  of  darkness  tlie  full  frank げ lue ひ yes,  a  niystery  of  meaning  —  more 

than  brain  was  ever  meant  to  fathom:  richer,  henceforth,  than  all  mortal  wisdom  to  r-rince 

1-erdinand.  For  when  nature  turns  artist,  and  psduces  contrasts  of  colour  on  a  fair  ^pov 

wllere  is  the  Sage,  or  what  tlie  Oracle,  sliall  match  ttie  deptli  of  its  lightest  loolc?: 

こ は Meredith の 作 The  Ordeal  of  Richard  Feverd 广 Chs, や XV.) 中の Lucy の描寫 にして 固より せ、 

うちに 同氏 獨特の 妙味な きに あら ざれ ど、 これ を 一 讀 して 其 女性の 顔の 造作が 一 時に 電光の 如く 明らかに 

腦 裏に 映ぜざ る は 誰 人と 雖も 否定し 能 はざる と、 ，- ろな る ベ し。 

翁 作 Tempest の Miranda は p^erdinand を 一 目 て 父 こ. 問うて 曰く、 

whlat  is  -t?  a  sp-irit  ？ 

Lord,  liow  It  looks  at>out  ！  welieve  ine,  sir. 

It  carries  a  brave  form.  But  -tis  a  spirit. こ —Act  L  sc.  ii. 11. 409111. 


父 これに 答へ、 そ は 船 を 失 ひ 友と 離れて 彷徨 ふ 人に して 靈物 にあら すと 告 ぐる や、 Miranda はた 、* か 

く 云へ るの み。 

might  C ゆ 11 liim 

A  tiling  c3ivine,  for  notliing  natural 

I  ever  saw  so  not>le.: —— 11. .U7—9. 

こ は 極めて 單簡 なり。 あまりに 單簡 にして 遂に erdinand の 面影 を 驚せ しむる 事 能 はす。 全 體の形 

容を 一 語のう ちに 盡 くした る 手際 は あれ ども 其 一 語の 漠然として 何等の 具象 を も报捉 しがた き 點に 於て 却 

つて Meredith の 詳敍に 一 籌を輸 する の觀 あり。 然れ ども 結果の 優劣 は單に 作家の 手腕に 歸 着す。 其方 法 

G; 善悪より 云へば 沙 翁の 一 語に 總體の 風姿 を 描かん と 力めた るが 却って 正 當と云 ふ を 得べき か。 只 此正當 

の 方法に よって 思 ふ 程の 全局 的 效果を 奏し 得ざる 時、 又 部分的 鮮 剖に より て 綜合 せ る 印象 を讀者 に與 へ が 

たき 時、 作家 は 手近なる 比喩に 托して 全景 を 一幅のう ちに 活動せ しめんと す。 宴會に Jtiliet を 見 染めた 

る Romeo の語是 なり。 

--0,  slie  dotti  ^opo^  tlie  torclies  .to  tmrn  .hrlgllt ! 

It;  seems  .s.he  liaiigs  Ivpon  tlic  ctieelc  oi  niglu 

T」iice  a  ricli  jewel  in  £5  EtllioJDe-s  ear  ； 

Beauty  ^00  ncjl  for  its ひ, for  cartli  l;oo  dear  ！ 

So  sliows  a  snowy  dove  trooping  witli  crows. 

As  yonder  ladv  o-er  licr  fellows  STlows.: — Romeo  and  juliei.  Act  I.  sc.  v. 11. 4OI.30. 

.精 敏め敍 述中最 も 有名に して、 しかも 最も 失敢 に^りた る は Ariosto の or/anrNO  FUXOSO  <iCa:ntQVU. 
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St.  xiLXV) の Alcina の 美 を寫す 一 節な りと す。 ：Lessing は 其 著 Laokoon 中に 此節を 失敗の 一 例と して 

擧 けたる は 人の 知る 所 なれ ども、 參考 の爲め 更に 讀 者の 一 讀を煩 はさんと す。. 

Her  aha-JJe  is  of  sucli  perfect  symmetry,  > 

As げ est  to  feign  tlie  industrious  ； painter  knows, 

■witll  long:  and  liaotted  tresses  ；  to  ？ 0  eye 

Not  yellow  gold  witli  .hngnter  iustre  glows. 

ulsy  lier  tender  di ひ elc  ttie  mingled  dye 

Is  scattered,  of けザ ひ lily  and  tlie  rose. 

LiKe  ivoty  smooth,  tlie  rorehead  gay  and  round 

p-lils  up  Uie  sx^ace,  and  forms  a  fitting  tsund. 

TTwo  .black  d-nd  slender  arches  lise  above 

Two  cleal- げ lack  eyes,  say  suns  of  radiant  light  ；  t 

"wnlch  ever  softly  .beam  and  slowly  move  ； 

Round  t;Jiese  app-ears け o  sport  in  frolic  flight, 

Henc ひ scattsring  all  liis  shafts,  tli ひ little  Love, 

And  seems  t;o  J-lun&er  tieatts  in  op-en  sight. 

Thence,  turough  mid  visage,  does  tlie  rose  descent!. 

Where  wnvy  finds  not;  t-lemish  t;o  amenp 


As  if  between  two  vales,  whicli  softly  curl,  . 

l^lle  moutli  witli  venneil  tint  is  seen  to  glow  : 

■wltnln  are  strung-  two  rows  of  orient  pearl, 

.wlllcll  h,er  delicious  llp-s  up  or  sllow. 

〇f  force  to  melt  tlie  heart  of  anv  churl, 

JHOWev ひ r  rud ひ, hence  courteous  accents  flow  ； 

And  liere  1;liat  g^entle  smil ひ receives  its  t>irtli, 

Whicli  op>es  at  will a  p-arndise  on  eartli. 

:Lik;e  milk  tlie  bosom,  and  tli ひ neck;  of  snow  ； 

Round  is  tlie  ncjck,  and  full  and  larg ひ 1:lie  t>reast ; 

.whlere,  fresh  and  £31,  1;.wo  ivory  atjp-les  g.row, 

.wtllcll  rise  £ind  fall,  as,  t;o けザ ひ margin  ； pressed 

wy  J-leasatu  blrfeze,  t;li ひ .billows  come  and  go. 

Not  p-rylng  .Arg:us  could  discern  tla ひ resL 

Yet  might  ttie  observing  eye  of  things  concealed 

Conjecture  safely,  from  the  clianns  revealed. 
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TTo  all  lier  arms  a  just  f>ro ガ ortion  .hear,  • 

And  a  wliite  liand  is  oftentimes  ckscrr^, 

Whicti  narrow  is,  and  somedeal  long  ；  and  .vvllere  . 

No  k:nol;  af>p>ear-s,  nor づ ein  is  signified. 

.  For  flnisli  of  tliaf;  stately  sllaf- ひ and  rare,  . 

A  root,  neat,  short  and  round, げ eneatli  is  spied. 

Angelic  visions,  cr ひ aun. ひ s  of け. he  slcy,  . 

concealrt ひ t-eneatll  no  coveting  .veil  can  lie.: 

かくの 如く 頭の 頂より 足の 爪先 迄殘る 隈なく 寫し 出せる 手際 は 整然として 一 絲亂れ すと も 賞すべき なれ 

ども、 如何にせ む、 其 目的た る 美人 全部の 印象 は颇 る瞹昧 たる を 免れす、 反 之 Homer が 川る し 簡潔なる 

寫法 伊へば 卜.， Jerei 一 S  was  t>eatttiful ； Acliilles  still  more  so;  Helen  possessed  godlike  .heauty. : 

の 如き は 右の 如き 微細の 描寫が 引き出さ むとして 失敗に 終りた る 印象 を 却って 或る 程度 迄に 喚起し 得る も 

のな り。 なほ 吾邦の 俳句が 僅かに 十七 文字の 制限のう ちに 生存しながら も 能く 描寫の 方面に 文舉的 效果を 

奏し 得る は、 其の ffl うる 手段が 常に 「美しき 人」 r 艷 なる 人」 などと 單 純に 云 ひ 放つ のみに て 決して 細々 

しき 科擧的 分解 を 含ま ざ るに 原 ra: す る ， .>  と 疑な し。 

此 故に 文 擧 者の 解剖 は 解剖 を 方便と して 綜合 を 目的と す。 綜合の 目的 を 達せざる 時 は 細 巧なる 解剖 も殆 

んど無 效に歸 す。 從 つて、 ある 一部の 人々 をして S 単純なる 記述の 有力なる を 唱道せ しむる に 至る。 有力 は 

或は 之れ 有らん" 複雜 なる 觀 察の 發 達せる 今日に 於て  一 0 に sa^ 純なる 記述 を 重ん する は 時機に 通ぜ ざるの 

甚 しきものと 云 はざる ベから す。 wallads は眞 率に して 單純 なり、 從 つて 人 を 動かす 事 多し。 この 故に 凡 


百 の 記述 は 悉く  Ballads に 習 はざる 可から すと 云 ふ は 豆腐 は 淡泊に し て 味 あ るが 故に 他の 食物 は 皆 捨て 

ざる 可から すと 主張す るが 如し。 思 ふに 上代の 著作 は槪 して 單純 にして 解剖 を經 ざる 記述より 成る が 如し。 

wallads は 云 ふ を 待た す。 Chaucer 然り。 Arthur 物詰然 り。 左傳然 り。 西 鶴 も亦然 り。 有名なる 前代の 

作家が 斯の 如くに して 成功せ る は 彼等の^ 法の 正鵠 を 誤ら ざり し を證 明す るの 外に、 其 他 方法の 必す失 

敗に 終るべき を斷， 定し 得る の理 なし。 彼等 は 物を寫 すに 一 一三 語に して 全局 を掩 ふ。 伹し此 一 一三 語 は 彼等の 

粗大なる 觀 察に 應 する 粗大なる 働き をな すに と 5r まって、 その 以上の 功力 を 有せす。 全部 を 描出す るの 點 

に 於 て 其當を 得た る が 如しと 雖 ども 精細な る 観察 よりなる 一 物の 全部 を つくす に は 無論 不充分な り と 云 は 

ざる 可から す。 人 は 云 ふ 西 鶴 は 文章 家な りと、 一 筆に して 情景 を 活躍せ しむと。 成程 貴意の 如くなる べし。 

然れ ども 西 鶴 は 一 筆に て < 干： 部 を 描く 以上に 緻密なる 觀察 力な かりし 男なる， を 忘る ベから す。 是 固より 時勢 

の 科に して 西 鶴の 罪に あらす。 西 鶴 をして 今の 世に あらしめば、 今の 世相 應の 解剖 的 筆致 を 弄して 同じ 

く 一物 をより 多く 活動せ しめたる や も 知る ベから す。 獨り西 鶴に 於て 然るの みならす Chaucer と雖 ども 

Malory と雖 ども 異なる 所な からん。 彼等 は 觯剖的 觀察カ を 欠きし が 故に 解剖せ ざる 點に 於て 成功せ り。 

吾 人 は 鮮剖的 観察力 を 有す るが 故に 解剖 せる 點に 於て 成功 せざる 可 か らす。 出來 得 る 限り 全部 を 引き ほご 

したる 上、 ほごされ たる 各部 を 綜合して 讀者 S 網膜に 映ぜ しめざる 可から す。 之 を 古今 時勢の 差と 云 ひ、 

又 古今 作家の 差と 云 ふ。 吾人 は ある 特殊の 場合に 於ての み 吾人の 祖先が 撰ぶべく 余義 なくせられ たる 態度 

を 取る に禱躇 せす。 同時に 吾人の 生存 上 又 鑑賞 上に 必要 條件 として 養成し 來 りたる 細微なる 觀察 力に 乖離 

せざる 程度 力 記述 を 草し 得て 始めて 吾人の 本領 を あら はす を 得べ し。 Menry  James は ch.arlotte  Stant; 

の 一 瞬を寫 すに 殆んど 千 餘字を 費やしたり。 {.The  Golden  Boivl,  chap,  iii を 見よ。) George  IMeredith 

は ある 人が 倫敦 橋の 傍で 滑って 願 倒せる 一 琪 末の 心理 狀態を 解剖して 殆んど 一 篇に わたれり。 fe  of 
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our  co-querors,  chap,  i を S ^よ。) Pater  -か La  Giosnda を 評した る 語に 曰く 

*  *  .TlltJ  ijresence  tliat  tttus  rose  so  strangely  reside  the  waters,  is  expressive  of  wliat  m 1;he 

ways  of  a  thousand  years  men  had  come  to  ^TOW^^rt.  Here  is  tlie  head  upon  whicli  all ？ Q 

ends  of  the  world  arc  come,:  and  the  eyelids  are  a little  weary.  It  is  a  beauty  wrought  out 

from  within  upon  tlie  flesh,  tlie  deposit,  little  cell  by  cell,  of  strange  thougllts  and  fantastic 

reveries  and  exquisite  ； passions.  Set  it  for  a  moment  .beside  one  of  those  white  Greclc  goddesses 

or  .beautiful  women  of  antiquitv,  and  liow  would  tlaey  .he  trout-led げ y  tins  .beauty-  into  wlllcll 

t.lle  soul  witli  all  its  maladies  has  p>assed  ！  All  tlie  thoujjhts  and  experience  of  tlie  world  liave 

etched  and  moulded  there,  in  that  whicli  tliey  liave  cf  power  to  refine  and  malce  expressive け he 

outward  form,  tlie  animalism  of  Greece-  tlie  lust  of  Rome,  the  reverie  of  the  middle  age  with 

its  spiritual  amtlition  and  imaginative  loves,  ttte  return  of  tlie  Pagan  world,  ttie  sms  oi 1:lie 

Borgias.  Slie  is  cider  tlian  tlie  recks  among,  wliicli  she  sits  ； like  tlie  vamlilre,  slie  has  .heen,- 

CJCad  many  times,  and  learned  tlie  secrets  of  tlie  grave  ；  and  has び cen  a  diver  in  deep  seas, 

and  keel〕s  their  fallen  day  atsut  lier;  and  trafficked  for  strangd  wet>s  witli  Eastern  mercliants : 

and,  as  Leda, さ as  tlie  mother  of  welen  of  Troy,  and,  as  Saint  Anne,  the  motlier  of  Mary; 

and  all  tliis  lias  .been  to  lier  .bvtt  PS  tlie  scund  of  一； 71. ひ s  and  flutes,  and  lives  only  in  ttie  ddi- 

cacy  witli  which,  it  has- moulded  t;lie  changing- lin ひ amcnts,  and  Unged  t;tie  eyelids  and  tti ひ hands. 

Tlie  fancy  of  a  perpetual  life, .  sweeping-  together  ten  tliousand  experiences,  is  an  old  onej;  and 

mod ひ 3  tttought  lias  conceived  tlie  idea  of  liumanity  as  .vvrovlg.llt  Uf>on  t>y,  and  summing  111:-  in 


itself,  all  modres  of  tliougiit  and  life.  Certainly  Ivady  sa  miglit  stand  as  tlie  embodiment  of 

tlie  old  fancy,  the  symtsl  of  t:he  modern  idea.:  —Irhe  Renaissance. 

斯の 如く 解剖 的なる 記述 は複雜 なる 今日に 於ても 容易に 見る ベから す。 斯の 如く 綜合 的に 一 種 まとまり 

たる 情緒ん-吾人に 與 ふる 記述 も 亦 儔す くな かるべし。 最後に 新の 如く 精巧なる 記述に 至って は 百の Malo- 

ry あり 千の 西 鶴 ありと 雖 ども 遂に 擬し 難き を 知らざる 可から す。  しかも 現代の 觀察 力と 其 観察力 を 表現す 

るの 術と は 遂に 吾人 を騎 つて、 この種の 言語 を駢 列す る の 巳 を 得ざる に 至らし むる ものと す。 故に 云 ふ 文 

攀若は 解剖 を 必要と す。 但し 單 なる^ 剖に と r よる 可から す。 解剖せ る 諸 項の 下に 掌 を 指す の微を 示して， 

其微 なる ものが 更に 合して 一 圑の全 精神と なって 腦 裏に 闖入せ ざる 可から すと。 

I 剖に つき 科舉 者と 文學 者と 其 態度の 差異 は 大略 此の 如く なれ ど、 こ、 に 一 言す ベ き は 科學者 とても 時 

に 物の 全局 を 描かむ と 力む る ことなき にあら す。 例 へ ば說明 科擧が ある 物體の 定義 を 立てて 之 を 正確に 述 

ベむ とする が 如き これな り。 然 らば 此 場合の 科擧 の 態度 は文舉 者の 普通と るべき ところの ものと 同 一 な 

り や 否や、 左に 少しく 其 間の 消息 を述 ぶべ し。 

同じく 物の 全局 を寫 さむと する 場合に 於ても、 科舉 者は槪 念を傳 へむ とし、 文擧者 は晝を 描かむ とす。 

換言すれば 前者 は 物の 形と 機械的 組立 を 捉へ 、 後者 は 物の 生命と 心持ちな 本領と す。 尙科舉 若の 定義 は 分 

類の 具に 供 せら るれ ど、 文舉者 の 敍述は 物 を 活かさむ が爲の 川に 過ぎす。 科擧者 は 類似 をた どり て 系統 を 

立てむ と 欲し、 個々 の 物體に 左した る 興味 を 有する にあら す、 文舉 に 至りて は 其 目指す ところ 物の 铁序 

的 配置に あらす して 其 本質に あり。 されば 物の 本性が 遺憾な く發 揮せられ て 一 種の 情緒み- 4.n むに 至る 時 は、 

卽 ち文擧 者の 成功せ る 時な りと す。 從っ て文舉 者が あら はさんと 力む る 所 は 物の 幻惑に して、 躍如と して 

生 あるが、 如く 之 を寫し 出す を 以て 手腕と す。 科搴 者の 産出 は 特性の 目錄 にして、 此目錄 より 成立せ る物體 
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の 活動の 實況 にあら す。 今 試みに 蓳草 にっきて 言へば、 字典に 曰く、 

： vi-oia,  A lar^e  mentis  of  ustuilly  ,^3P^^  Jyla.n1;s  ot  t:iie  violet  family,  llavlns:  alternate  leaves 

and  axillary  f>edh;5cles  t>earin^ 1 cn.  2  irregular  flowers,  t:he  lower  tstal  t>eln^  !:>rolon^ecl  into 

a  spur  or  sac. 

これ 明らかに 活動 を缺 損せる 文字な り。 轉 じて Wordsworth の 詩句 を 見る に、 

： >  \riole1:  .by  a  mossy  st:one 

Half-llidden  froin  i:lie  eye  ！ 

I ； Fair  n,s  p  star,  .w-llen  only  one  , 

Is  shLlnillg.  in  tlie  -<ky.:  —シ he  dwdi  among  the ミ itroackn 護 ys. 

と あり、 蟇の a 丰 の 躍如と して 活動す る を：：^ るべ し。 又 同じ 詩人の To  th^  Daisy を 見る に、 

:、rl:aee  Winter  in  tlie  ^arlallct  wears 

T?liat  declcs  liis  few  grey  l;iairs  ； 

s;prin^  ； parts  ttie  clouds  vsttl  softest  airs, 

Tliai:  slie  may  sun  tliee  ；  -」 

And  Autumn,  melanclioly  Wiglif:  ！ 

oo^^  in  thy  crimson  iiead  delight; 

wllen  rains  are  on  tliee. 

In  slioals  and,  .hands,  a  morrice  train. 


Thou  greet*st  tlie  traveller  in  tue lane  ；.. 

pleased  at  t-is  greeting  tllert  again. 

Yet  llotllins;  -daulltecj. 

Nor  jjriev ひ d  if  tliou  .he  set  at  ncnl^tlt  :  , 

And  oft  alone,  in  noolcs  remote, 

•w ひ meet;  thee.  Ilk ひ p  p>leasan1;  tnou^llt,  . 

wrstl  such  are  wanted-.: 

と あり。 詩人の 歌 はむ^す る は 雛菊が 自然界に 對 する 情 的 態度に して、 描かん とする は 其 生命に あり。 

Herrlck の 薔薇 を 歌へ る 詩に 曰く、  •  • 

--under  a  L-awne,  1;lien  slcyes  more  cleare. 

Some  rufSed  Roses  nestling  were  : 

Ancl  snugging  tliere,  tli ひ y  sceirfd  to  lye 

>M 111 p  flcnvrie  JSTutitiery  : 

T?liey  .hluslvd,  and  look-d  more  fresli  then  flowers  . 

Quict;ned  of  late  by  Pearly  sllowers  ； 

And  all,  t>ecause  tliey  were  Isssest 

wut  of  ttte  tieat  of  Julia に .hr ひ ast  : 

Wliicli  as  a  warme,  and  Inoistned  sp>ting. 

Gave  ttlern  their  ever  flourisliing. : 
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"rumed: . と 云 ひ "nestling-- と 云 ひ 凡て 皆 直接に 情緒 を 引き起す 言語なる が 故に 其 手段 を i_s りて 表 

^せられた. る 薔薇 は 決して 死せ る 薔薇に あらす、 靈を具 ふる 薔薇な り、 一 旦 かくの 如き 幻惑 を 受け 終れば、 

花瓣の 大小 幹の 長短 は 毫も 意 に 介す る に 足らす。 

以上 文舉的 及び 科 學的敍 述の區 別に 閼 して は Winchester の Pvhiciplcs  of  Criticism  (五一 一 頁 以下) に 

類似の 辯 論 あれば 就いて 看るべし。 

更に また 科攀 者の 欲する ところ は槪 括に あり、 個々 別々 の 場合 を 綜合して 之を統 ぶる 主義、 法 则の發 見 

に存 す。 此 故に 色彩な く 音響な く 感情 ある ことなし。 反 之文舉 者は此 等の 冷やかなる 主義 法則 を 以て 満足 

する こと 能 はす、 これに 肉 を 附け血 を 通 はして、 廣 くこれ を 世に 示さん と 欲す。 されば 科舉 者と 文學^ は 

此點に 於て 现舉者 對ェ學 者の 關 係に 似たり。 「女の 一 念」 と はは 俗の 槪括的 文句に して、 其う ちに 科舉的 

價値 なき は 勿論 なれ ど、 これ を 

"■And  o-er  ？ o  iiills,  and  i;air  away 

Beyond  tJieir  utmost  purp-l^  rim. 

Bey  one!  tlie  night,  across  ttte  day. 

Thro"  all  tlie  world  stie  follow  d lllln.: — Tennyson,  Th-e  Day-Dream. 

と 云 はば 如 n: に 感じ 强 きか を 思へ。 況 ゃ科舉 的の 抽集 概念 を 詩 化する に 於て を や。 

次に 注目す ベ き は 科擧者 殊に 物理 擧 者が 物質 界の 現象 を 時間、 空間の 闢 係に 引き直さむ とする ことにし 

• て、 其方 便と して 彼等 は 自家 特有の 言語 を 使用す、 其 言語の 重なる は 所謂 數 字と 稱 する 記號 なり。 彼等 は 

吾人が 眼に 映す る 色彩、 耳に 聽く聲 音を此 種の 言語に 改めて 曰く、 これ ヱ ー テ ル 或は 穴 H 氣の 振動な りと、 

彼等の 寒暖 を敍 するとき 又此 稀の 言語 を ffl ゐて 曰く 列 氏の 幾度な り、 華氏の 幾度な りと。 文 擧者も 亦 類似 


の 語法 を 時に 用うる 事 あり。 され ど文學 者が 用う る數字 は科擧 者の それ の 如く 有 臭 有 味の もの を 化し て 無 

味 無臭 となす が爲 にあら す、 熱 あり 光 ある もの を冷靜 にして 洞なら しむる が爲 にも あらす * 無 を 有 と し • 

嗜を 明に 化する 手段に 外なら す。 文 擧者は 常に 此 手段に 由り て觸れ 難き 或 物 を 明 所に 摩 寧せ しめんと す。 

かの 畫家 Watts の 傑作 『希望』 を觀 るに、 形な く 影な き：； da 漠 たる 抽象的の 「希望」 なる もの を 捉へ來 つ 

て 巧み に 之 を具體 化せる を 見る。 而し て畫 家が 如何な る 方法 を E ^るた るか を考 ふ れば up 単に 此記號 的 形狀を 

附 加せ るに 過ぎ ざり き。 文學に 在っても これと 同樣 にして 或は 怖へ 難き 「戀」 を 表出す るに IMyrtle を 川 

ゐ、 又は 見るべからざる 「望」 に Hawthorn を 15 るる。 すべて 皆 これ 象徵 手段に 外なら す、 科舉 者が 數 

字 を 用る る と 性質に 於 て 異なる ところな し。 左に 文舉 者が 物 を 活かさ むが 爲 めに 用う る 象徵法 に つ き述 ぶ 

ると ころ あるべ し。 

余 自身の 嗜好 を 明ら さまに 述 ぶれば 余 は象徵 なること を 好む ものに あらす。 され ど 世の 文 擧に此 主義が 

1 種の 勢力と して 存在し うるの 有理 なる を認 む。 

凡 そ 象徵法 に 於け る 記號は 多くの場合に 於て 思索の 關門を 通じ て 始めて 捉へ 得る を 例と す。 換首 すれば 

記號 は 其の 代表す ると ころの もの を 直下に 喚起して、 水 を 掬んで 冷暖自 知す るが 如くに 興 を 誘ひ來 る 事す 

くな きが 故、 も 洒落ん」 聽 きて 感じ 得す、 其 說明を 待つ て 始めて 其 意 を 悟る と 異なる ところな きに 似た る 

點 あり。 神祕の 風致 を 具へ たる 詩人 Blake は 象徵に 特殊の 興味 を 有した るが 如く、 遂に Swinburne を 

して 其 作 cabii を 評して 左の 言辭 を川ゐ しむる に 至れり、。 

r 篋笥 (cabine つと は 情熱 熾なる か、 もしくは 詩趣 饌 かなる、 幻夢の 謂な り。 形而上 S 寶 なり。 や、 と 

も すれば 變 じて 形而上の 束縛た らんと する ものな り。 人は此 中に 在って 幽せら る。 金踺 ありと 雖 ども 缝に 

楚囚 たる を 免 かれす。 此牢獄 を 造る もの は 愛情に 外なら す、 又藝 術に 外なら す。 此 中に 坐して 遠く 望めば 
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美妙の 景、 秕恰 W 樂、 月の 光、 露の 色、 凡て 淸 新なる 天地 ありて 以て 吾 身 を 安ん する に 足り、 吾 目 を悦ば 

しむる に 足る。 然れ ども 遂に 縛緲 として 怖捉 すべから す、 影の 如くに して 追 ふ 可から す。 一 たび 此 中に 入 

れば 吾人 現世の 悦樂と 威力 は 忽ちに して 倍 又 倍と なる。 只 人 求む る 事 多き に 過ぎ 形而上の もの を 形而下に 

變 ぜんと するとき、 五指の 把持に 堪 へざる 深邃 なる 一物 を， 燄の 手に 柿 へんと するとき、 永劫 無窮 を 有爲轉 

變に譯 せんと するとき、 本元 底 を假存 底に 譯 せんと するとき、 實在的 を附在 的に 譯 せんと するとき、 吾人 

の 生命と 共に 長 かるべき 結構 は 忽然と 破滅して 氣錢ぇ 目眩して 號泣已 まざる 赤子の 如くに 吾人 を 放 下し 去 

る。 此 故に 最初 冥漠の 境に 欣 躍して 輕 快なる，： S 然 S 悦 樂に充 ち、 赤子の 如く 動物の 如くな りし 吾人 は 一 朝 

にして 不幸 憂欝の 小兒 となり 了る。 否呱 々たる 嬰兒の 昔日 に 歸らざ る を 得す。 焦慮 苦悶の 度 を 超 えたる が 

爲め大 なる 幻夢 を 有しながら 遂に 之を捉 ふる 事 能 はす、 舊歡旣 に 去って 新愉 未だ 至らす。 而 して 吾人 靈性 

の 聖母た る 愛情 も 藝術も 悄然たる 吾人と 共に 空しく 喑淚を 飲んで 衰 へんと す。 めぐり 吹く は 幻夢の 赫 突た 

る 精神と 氣魄を 失へ る 荒涼たる 悲 a のみ。」 (sinbllrne,  WilHam  Blake,  a  Critical  Essay. 一  七 六— 一 

七 七 頁。)  .  . 

The  ilryslal  cabinet, 

*  H^o  maiden  caught  me  in  ttie  wild, . 

wllet^e  I  was  dallclll^  rnerrily  ； 

Sne  put  me  into  lier  ca/hinet. 

And-  lociced  me  up  witli a  golden  icey. 

This  cabinet  is  formed  of  gold.  .  • 


And  pearl  and  crystal  shLlnln^  t>nght. 

And  within  it  of^ens  into  a  world 

And  a  ^^^^^Q  lovely  moony  nlwllt. 

Aiiotlier  England  there  I  saw, 

Anotlier  London  with  its  .Tower, 

Anotlier  Tllames  and  otller.  lulls. 

And  tinotlier  |:>leasant  Surrey  t-frvver. 

Anotlier  maiden  lik;e  herself, 

TYanshicent,  lovely,  sllllllng.  clear, 

Tllrcefcld,  eacTh  in  ^^0  ostler  closed,  I 

〇11 wliat  a  ； pleasant  tre.rn.sil.lg.  feal- ！ 

O 一一  wliat  a  srnilc  ！  A  tlireefold  smile 

Filled  me  1:l,lat  like  a  flame  I  t-urned  ； 

I び ent  to  kiss  tlie  iovely  maia. 

And  found  a  threefold  Idss  returned. 
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I  s.tl.ove  srelze  t;lie  itimosi;  rol.-nl 

.witll  ardour  ,fl2.ce  and  liandls  of  flcune. 

But  tmrst  tlie  crystal  cat>ilTsi;,  , 

And  lilce  a  we ひ； ping,  .habe  became  : 

A  weeping-  TDab ひ UJSn  tfhe  wild, 

And  .vveep-in^  .vvomall ； pale  reclined. 

And-  in  tlic  cnitward  air  ag.alll 

I  filled  witti  woes  ttie  ； passing  wind.: 

讀者 もし 此詩を i? して Swinburne の 云 へ るが 如き 寓意 を 一 瞬時に 體し 得る とせば 象徵 詩の 功 も 亦 偉大 

なりと 云 ふべ し。 去れ ども 事資は 却って 之に 反す。 象徵の 言語 を 通じて 其奧に 潜む ものみ-剔抉 せんとす る 

は 人の 耳 目を通 じて 精神 を捉 へんと する が 如し。 一 喜  一 S 無形の 靈 を勢爾 せし むる に 足る ものな きに あら 

すと 云へ ども 一 擧 一 動 を 以て 人の 意志 を揣 摩して 誤 まる 事 多き は實 例に 於て 屢 見る 所な りと す。 况んゃ 眼 

鼻の 狀態を 案じて 腦 K の 生活 を 思索の 力に よりて 椎斷 せんとす る もや。 中る と 云 へ ども 旣に 文舉の 鑑賞 を 

離る J 又 况んゃ 朦朧と して 捕へ 難き 象 徵を拈 じて 强 ひて 裏面の 消息 を 掌 上に 觀ん事 を 力む る を や。 Cabinet 

を讀ん で？ おた る 余の 感じ は 列 仙傳を 讀んで 得た る 感じと 一 般 なり。 余の 感じ は 其 以外に 出 づる事 を 求めす n 

又 遂に 出 づる能 はざる なり。 

翻って 東洋の 詩歌 を儉 する に亦此 稀の 象 徵法を 謳歌す る もの、 如し。 特に 注目すべき は i4( 觯釋に 於て 彼 

等が tk: しき 弊風み-藤して 得意なる にあ so 例へば 色蕉の 「古池 や」 に禪理 ありと 說き、 「物 云へば 唇 寒し 秋 


の 風」 に 人事 道德の 意義 を 附着す るの 類比々 皆然 り。 寒 山 は 枯淡の 禪徒 なり。 後人 其 詩 を集錄 して 寒 山 詩 

と稱 し- 白隱 これが 註鮮を 試み 『闡提 記 聞』 と 名 づけた る は 人の 知る 所な り。 其 ニ聯に 曰く 「泣 露 千般 草 

吟風 一 樣松」 と、 白隱の 解に 曰く、 此 一 聯は寒 山 一 區の 佳境に して 案、 山 九 虎の 險關 なり、 これ 超 州の 所謂 

易く して 透り 難き ものな り、 若 也 透 得 過せば 大に 3^ 難から む、 注々 風光の 看 を 作り 了し、 賢 相の 會を作 

り 了り、 崑喬 の會を 作り 了り、 陀羅尼の 判 を 作り 了る、 特に 知らす 天涯 を隔 つる こと を 云々。 余 は，； 巴蕉若 

しく は I、 山が Ei- して 解釋 者の 如き 意味 を 以て 俳句 を 作り、 詩句 を聯 ねたり や 否や を 知らす、 _ 余 はた や. f 下の 

如く 云へば 足れり。 彼等 若し か、 る 意味に 於て 詩 を 作りたり とせば、 そ は眞の 詩人なら ざる 證 なり、 凡そ 

文舉に 於け る 象 徵法は 其 記號が 代表， する 意義 を 思索の 結果 讀 者に 案じ 出 ださし むる にあら すして、 之 を 苦 

勞も なく 自然と 誘 ひ 出 だすに あり、 理窟 詰めに 之 を 推論せ しむ る にあら すして 、 感情的に 聯想せ しむる に 

あり。 世に 沒 趣味の 淮 あり、 此 種の 文 學を味 はふに 《"s り、 ：！： 等 かの 講釋 を附せ ざれば 到底 理會し 難き 記錄 

を 濫用し、 評 家 亦 富籤 的 了見 を 以て、 これに 輝- 窟を 求め、 其眞意 こ、 にあり 杯と 吹聽 する は 笑ぶべし。 凡 

そ 文學 にあり て 高遠と 云 ひ、 幽微と 云 ふ は單に 感興の 津々 と 湧き 來る うちに 含まる 、 高遠 もしくは 幽微の 

意に 外なら す。 感興の 比較的 乘り 難き 哲理 擧說を 其 裏面に 伏在せ しめて、 文學の 深遠なる 處こ、 にあり と 

なす は 文學の 本領 を棄て 、理知の 奴隸 たる を i (ふ もの、 言の み： 文學者 は哲學 を 詩 化する を妨 けす。 詩 を 

哲舉 化する に 至って は 戈 を 逆 まにして わが 主を擊 つが 如し。 

前段に もどりて わが 所論 を 約言 すれば 下の 如し。 文 學者は 香な き 者に 香 を 添へ、 形な き 者に 形を賦 す。 

之に 反して、 科 擧者は 形 ある 者の 形 を 奪 ひ、 味 ある ものの 味 を 除く。 此點に 於て 交藝 家と 科 事 者と は 全く 

反 封の 方向に 事物 を飜譯 する ものにして、 右と 左に 分かれて 各 其 分擔の 義務 を 果たす と 云 ふ も 不可な きが 

如し。 從 つて 文學者 は感覺 或は 情緒 を あら はさんが 爲 めに 象 徵法を 川ゐ、 科學者 は感覺 又は 情緒と 全く 無 
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綠 なるお 獨 得の 記 號 により 事物 を 記述 せんとす。 是 故に 吾人 は假令 これら 科擧 者の 記號 言語に 通 すれ， まと 

て、 其記號 により 表出せられ たる 物 それ 自身に 立ち る爲 めに は 一 通り もしくは 一 一通りの 手續 きを 要す。 

而 して 此 道筋 は 常に 直接なら すして 間接な り。 C の gF の U と 云へば 單簡 にして 要領 を 得た るが 如き もき 

力なる 印象 を 吾人に 與 ふるに 至って は 左の 文擧的 記述に 及， がざる 事 遠し。 . 

1-nn.ty  years  Marseilles  lay  burning,  in  tlie  sun  one  day. 

A  blrsng  sun  upon  a  fierce  August  day  was  no  greater  rarity  in  southern  fVance  then,  than 

at  any  otner  time,  before  or  since.  Everything,  in  Marseilles,  and  I^arseilles,  had  stared 

at  the  fervid  sky,  and  been  stared  at  in  return,  until a  staring  habit  had  become  universal  there 


Blinds,  shutters,  curtains,  awnings,  were  all  closed  and  drawn  to  keep  out  the  stare.  Grant 

it  but  a  chink  or  keyhole,  and  it  shot  in  like  a  white-hot  PTtow.  The  chur ひ hes  were  the  freest 

from  It.  To  come  out  of  the  .twilight  of  pillars  and  arches  —  dreamily  dotted  with  Inking 

lamps,  dreamily  peopWd  with  ugly  old  shadows  piously  dozing-  spitting,  and  begging  —  was 

to  ！ >lunge  into  a  fiery  river,  and  swim  for  life  to  the  nearest  strip  of  shade.  So, さ ith  people 

lounging  and  lying  wherever  shade  was,  with  but  little  hum  of  tongues  or  barking  of  dogs, 

with  occassional  jangling  of  discordant  church  bells,  and  rattling  of  vicious  drums,  Marseilles, 

a  fact  to  be  strongly  smelt  and  tasted,  lay  broiling  in  the  sun  one  day.:  IDickens,  Little 

Dorr  it,  cliajx  ^. 

こ、 に 附言すべき は 文 學者も 亦 數字を 使 ふこと あるの 事實 なりと す、 單 にあり と 云 はむ より は 寧ろ 决く 


ベ からざる 有力なる 便宜 手段と して 彼等 は 數字を 使 川す る こと あり。 其 數字は 勿論 科擧 者の 數 字と 數 字た 

-, る點に 於て 異なる ことなき は 勿論 なれ ど、 ^使 ffl の 01 的に は 著しき 差違 ある 事 を 忘る ベ からす。 文擧 者の 

ffl うる 數字 は诀 して 飜譯 的の ものに あらす、 全く科擧^|^3期するところと反對の川をなすものなり。 物に 

附帶し \ し 之 を顯著 ならしむ る ものな り、 恰も 味 を 添 ふ る 薬味の 如し。 或 人い  1 洲の詩 を 評し て 數邊的 詩と 呼 

ベり、 七寸 の， 鞋、 三；！ < の劍、 千. 絲の 髮等數 字が 夥しく  ffl ゐられ たるが 故なら む。 され ども か、 る 場合に 於 

ける 数字 は此 等の 諸 物の 性質 を 更に 明瞭なら しめむ が 爲に使 川せられ たる 道具なる を 以て、 これ を 數舉的 

となす は 誤れり。 古の 漢土の 詩人が 好みて 川ゐし 一 劎、 半 w、 千里 或は 四海な ど皆此 類に 屬す。 左に 西洋 

の 例を擧 ぐべ し。 

:And  t;li ひ Lord  said  ttnt;o  laim.  Therefore  whosoever  slaye1;ti  Cain,  vengeanc ひ sttall t> ひ taksl 

on  tiim  sevenfold.: —— Geuesis 一  iv. 1 ひ. 

•-T^lle  titlie  of  a  .hair  was  nev ひ r l-ost  in  my  lious ひ .before.: 

—Shakespeare, 1 Hc-}y  JV,  Act  III.  sc.  iii. 1. 66. 

. •  St! ひ tooli  me  to  lier  CJltln  grot. 

And  ther ひ slie  wept,  and  wlgh-d  sll sorrt, 

>sa  th ひ re  I  sliut;  lier  wild  wiid  eyes 

witll  kisses  four.-  - 1 Keats,  La  Belle  Dame  scss  Merd. 
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Cairbrir  tllncc  tlircw  his  SIXJa-r  mi  ca-rtll. 

icsslan,  Temova ,  p>.k. 
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、一 lined  lie  strolcL-d  his  .bcjal.d.: 


-SCJVCn  If  Illy  loves  tliy  ； knife 

■Ilatll  Ixjnjiivckl  of  tlieir  life: 

Thdr  marble  limljs  I Ijuilt  wiUi  tears 

.Ami  Willi (ズ ニニ  n-ncl  sllpflowy  fr-ars. 

Severn  iiiorc!  ICVCJS  weel)  llJJ^llt  and  clttv 

】 へ 一 mild  t;lie  tom.hs  where iny lovGi  lay. 

And  seven  inorc  If-vcs  attL-lKl ； it  niglil; 

■Around  my  couch  witll  .torches  l:>l.ig.lu. 


And  seven  m£-CJ 1 こ VPS  in  2y Ijcd 

crown  witll  vine  Iny  inournful  llca-l ； 

Pityh お and  foi お ivine:  all  . 

、rhy  transgressions ,  great  nnd  slr-au. : —Blalcc,  Bsfccu  Love. 

かくの 如く  Bkikc は此 詩に 於て 喑と 「七」 なる 數字を 繰り返せ ど、 此數字 は 知識 を傳 ふる 方面より 

見て 全く 價値 なきもの なること 明らかな り。 唯 これによ りて 此 神秘 不可思議の 一 篇 に何處 ともなく 精確の 


心地 を 添 ふる 役 を 果たす のみ。 

〇， l;liat  ttie  slave  liad  forty  thousand  lives  ！ 

on ひ IS  too  poor,  too  weak  for  my  revenge.:  I C>/》_J&>,  Act  III.  sc.  iii. 11. 442-3. 

: Nine-and-twenty  knights  of  fame 

Hung  their  shields  in  wranlcsome  Hall ； 

Nine-ancJ-twenty  M^tf^^rf.x  of  nanie 

Broughl;  tllrtm  l;lieir  steeds  t-ower  from  stall ； 

JNlne—and-twenty  yeomen  tall 

waited,  duteous,  on  them  all.:  —Scott,  The  Lay  of  ihe  Last  Minstyer  cpn.  I.  H. 16121. 

以上 擧け來 りし 作例より 轉 じて 試みに 左の 一 例を檢 せよ。 

•prim  Doctor  of  F-llilosophy 

Prom  a-ca-demic  fl ひ idrelbBro-  ！ 

Your  sum  of  vital  enere-v 

Is  not  ttie  milliontli  of  an  erg. 

Your  liveliest  motion  might  be  reckonec3 

At:  one-tenth  metre  in  a  second.:  . 

これ は 近世 物理 擧 者の 泰斗 James  CJlerk  Maxwell の戲 作なる が、 此 詩作 中の 數字は 純然たる 科 學的記 

號 として 用る られ たる ものな り。 說者云 ふ 2:g と は ：tls  energy  COISnunicated  by  a  dyne,  acting 
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th3ugh  a  centimetre: にして、 tenth-metre と は 1 metre xlols なりと。 從 つて 普通の 讀 者に は 諷 

誦の際 何等の 感興 を 催 ふす 事な し。 それに も拘 はらす 科舉 的に 此 数字の 意载を 了知す る 以上 は 依然として 

其 文 舉的效 果を收 めつ > ある を 悟るべし。 

科舉 者に 取って 數字は 殆んど 唯一 の 言語な り。 文學 者より 云へば 唯一 と 云 ふ 程の 大切なる 道具に あらす。 

去れ ども 以上の 作例の 示す 如く 古來の 詩人 は 或 場所に 或る 意味に 此數字 を 使 川して 一 種の 感興 を 添 ふる を 

力めた るが 如し。 方向 S 異なる 兩 者の 間に 同 一 の數 字が 利 川 せらる ゝ は辆 同じ 頭巾が 耄碌お ゃぢ にも 一 一八 

の 美人に も 相應の 役に立つ が 如し。 た 5r 寒さ を 防ぐ 爲 めに 被る と、 人目 をつ ゝむ爲 めに 用うる と 目的の 上 

に 差違 ある を 知れば 足れり とす。 文 學者は 三と 云 ふ。 三本の 櫻に 卽し、 三人の 男に 卽し、 三度の 食に 卽し 

て 三の 意義 を 明瞭に せんと 欲する に 過ぎす。 もしi^を離れ、 男 を 離れ、 食 を 離れて 眞に 抽象的の 三が 三と 

して 必要なる の 時に 於て 文擧的 三は變 じて 科舉的 三と なる。 數字は 一 の 記號に 過ぎす、 しかも 其 用 方 如何 

の說 明に よりて 文擧者 と. 科擧者 の 態度 を區 別す るの 好例た る を 失 はす。 

_ 第一 一章 文藝 上の 眞と 科學 上の 眞 

凡そ 文擧 者の e ん すべき は文藝 上の 眞 にして 科學 上の 眞に あらす、 かるが 故に 必要の 場合に 臨みて 文學 

者が 科學 上の 眞に 背馳す る は 毫も 怪しむ に 足らざる なり。 而 して 文藝 上の 眞と は描寫 せられた る 事物の 感 

が眞 ならざる を 得ざる が 如く 直接に 喚起 さる 、場合 を 云 ふに 過ぎす。 一代の 天才 Millet の 作品 中に 農夫 

が 草 を 刈る の圖 あり。 ある 農夫 之 を 見て 此艘 付に て は 草 を 刈る 事覺 束な しと 評せり と 聞く。 成程 事實 より 

云へば 無现 なる 骨格なる や も 知れす。 去れ ども 無！！ なる 骨格 を 描きながら、 毫も 不自然の 痕迹 なく 草 を 刈 


りつ 、あると より 外に 感じ 得ぬ 時に 畫 家の 技 は藝 術的眞 を 描き 得たり と 云 ふべ し。 藝術 的眞を 描き 得たり 

とせば 科舉 上の 眞を發 揮し 得たり や 否やの 問題 は 遂に 觀者を 煩 はすに 足らざる ベ し。 今 世の 畫家 頻りに 人 

體の 組織み 研究して 日 も 亦 及ばざる が 如し。 彼等の 作物 をして 一 寸 たりと も科學 上の 眞に 近づかし めんと 

する の點に 於て 誠に 慕すべき 志 を 抱け る を 疑 はす。 しかも 一 窓に 此方 面に 馳 せて 遂に 藝術 上の 眞を學 ぶこ 

となく ば、 其 作品 は 終に 失敗た る を 免れ 能 はざる ベ し。 文藝 上の 眞と 科學 上の 眞と其 間に 微妙の 關係 ある 

は 勿論 なれ ど、 文藝の 作家 は文藝 上の 眞を其 第一 義 とすべく、 場合によりて は 此文藝 上の 眞に 達し 得む が 

爲に 甘んじて 科舉 上の 眞を 犧牲 とする も 不可な きにち かし。 文藝 上の 眞 にして 科學 上の 眞に 背く もの 一 に 

して 足らす - 左に 一一 ーを擧 ゆて 例證 とす。 

S 誇大 法。 Iliad の卷の 五に 曰く、  ：Next  Diomedes  of  tlie  loud  war-cry  attacked  witli  spear  of 

TDronze  ；  ana  Pallas  Atliene  drave  it  tiome  against  Ares-  nethermost  belly,  wtiere  tiis  taslets  were 

girl;  at>ou1;  liim.  T-ll ひ rrt  smote  lie  nim  and  wound ひ d  tiim,  rending  through  liis  fair  skin,  and 

plucked  rorth  tli ひ spear  ag:ai?  Then  t-razen  Ares  TDellowed  loud  as  nine  thousand  warriors  OT 

ten  thousand  cry  in  battle  as.  tliey  join  in  strife  and  fray.  Thereat  trembling  gat  110s  of 

Achaians  and  Trojans  for  fear,  so  mightily  t>ellowec3  Ares  insatiate  of  .battle. I  A.  Lang,  W. 

:Leaf  &  M.  ； Myers,  Tfie  Iliad  of  Homey  ； p.  1〇8. 

旣に神 S 戰な り。 神 なれば 九 千 人前の 大音聲 も 一 萬 人 分の 怒號 もた 5r 想像し 得る の 便宜 多き 敍方 を眞と 

する 外 は あるべ からす。 Homer が 此點に 於て 成功したり や 否 は 問題外と する も、 想像 を眞 ならし めんが 

爲 めに 事實を 誇大に し、 誇大に したる が爲め 描寫に 生命 を陚し 得たり とせば、 か、 る 場合に 科舉 上の 眞に 

拘泥す る もの は 徒らに 文藝を 科舉的 知識に つなぎつ けて、 活潑々 地の 作用 を妨 ぐる ものと 云 ふべ し。 
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S 省略、 選擇 法。 上來 述べ 來 りし 如く， 凡そ 吾人の 意識 内容 は嚴 正の 意味に 於て 殘 りなく 言葉、 文字に 

改め 得る ものに あらす。 されば 文 攀者は 物の 一面 一部 を 選み、 これによ りて 其傳 へむ とすると ころ を 完全 

に發 揮す る こと 還な り。 これ 文擧 者が 科 學 上の 眞を等 ^ 視 する 第一 一な り。 所論 は 前篇 を參照 すれば 自 から 

明瞭な る を以 て 深く 云 はす。 例 を擧ぐ れば比 々 皆是な る を以 て 略す。 

S 組み合せ。 詩人 畫 家の 想像 的 創作 物 を 云 ふ。 卽ち 彼等 は 現實の 世より 蒐め 得た る 材科を 綜合して 此世 

に 存在せ ざる もの を $g 出す る 手際 を稱 したるな り。 Milton の Satan,  Swift の Yalioo 或は 沙 翁の 

A  Midsummer  Night: s  Drmm 中の Qberon,  Titania,  Tempest の calit-an 等、 凡て 是等 は此 世に 於 

て 求め て 得べ きものに あら ざれば 科擧的 立脚地より 儉し て 不合理な る は 無論の， J となれ ど、 吾人の 是 等よ 

り受 くる 感情 感覺は 生命 を 有し 僞 りなき を 以て、 是等は 完全なる 文藝 上の 眞を 具有す る ものなる を 知る。 

由 來文藝 の 要素 は 感じ を 以て 最 とする ものなる が 故に、 此 感じ を讀 者に 傳へ むとして 傳へ 得た ると き 吾人 

はこれ に文藝 上の 眞を 附與 する を躊蹐 せす。 かの Turner の 晩年の 作 を 見よ。 彼が 畫 きし 海 は燦爛 として 

精 具 箱 を 覆した る 海の 如し。 彼の 雨中 を 進行す る 汽車 を 描く ゃ溟濛 として 色彩 ある 水上 を 行く 汽車の 如し。 

此海 、 此陸 は 共 に 自然界に ありて 見出だす 能 はざる 底の ものにして、 しかも 充分に 文藝上 の 眞を 具有し、 

自然に 對 する 要求 以上 5 要求 を充 たし 得る が 故に、 換言すれば 吾人 はこ、 に 確乎たる 生命 を認 むる が 故に、 

彼の 畫は科 學上眞 なら ざれ ども 文藝 上に 醇乎 として 眞 なる ものと 云 ふ を 得るな り。 

さ れ ど此 所謂 文藝上 の眞は 時と 共に 推移す る ものなる を 忘 る ベ か らす。 文學の 作品に して 今日は 眞 なり 

と 賞せられ、 明日 は 急に 眞 ならす と 非難 を受 くる もの 多き は 吾人の 日常 目擊 すると ころに あらす や。 これ 

凡て 「眞」 なるものの標|^.刻々 に變じっ ， あるに 據る ものと す。 

數年 前の 雜誌 Academy  and  IMemtuye に 下の 如き 投書 をな せる もの あり。 


「卿 等 は 近頃 頻りに 高級 文 學に對 する 一 般社會 の 冷淡 を 憂 ふれ ど、 余は此 現象の 理由 を 近年 長足の進歩 

を遂 けたる 科學 思想 及び 其 研究に 求めむ とする ものな り。 而 して 此解釋 は 高級 藝術 にも 同様に 適 應し得 

べき ものと 信す。 碩學 Spencer が 其 大著に 於て 科舉を 目す るに 至高 至大の 力なり とし、 之 を 吾人 精神 界 

の 女王に 凝し、 世の 藝術 文學 はすべ て 其 賞 讚 を 目的と して これに 隸屬 する 侍女な りと 說 きしょり、 余が 意 

見 は 勿論、 W 間 大方の 意向 はこれ によりて 著しく 根本的 變化を 受けた るに 似たり。 余 も 嘗て は ：c}uoit- 

thrower: 广 「鐵 輪拋 け」) を 褒めた る 一 人 なれ ども、 Spencer に 其 重力 S 誤謬 を 指示せられ てより は、 そ 

れに 對し甚 しき 不快の 念を禁 やる 能 はす、 又 --Messiah: の 曲に 聞き惚れ たる こと ありし も、 不合理な 

る 一 種の 神舉の 後援の 意味 を 含みし ものと 聞きて は 最早 昔日の 興 を 以て これに 對 する 能 はす、 又、 ：Ma, 

domm  di  San  Sisto  ： を 觀て賞 嘆 措く 能 は ざり し 余 も、 哺乳動物の 肩に 翼 を附 する ことの 如何にも 非 科 

舉 的なる を 解して より は、 これに 對 する 態度 ー變 したる を 自白す、 又 余 とても 一 時 は 沙翁を 世界 S 大 詩人 

なりと 信ぜし こと あれ ど、 Bohemia に 海 ありと し、 或は 妖婆 を かりて 舞臺の 上に 活動せ しむる 等の 手際 

を 見て は 何 を 以て かその 作家の 能力 を 認め 得べき、 又 Othello と Desdemona の 結婚 は 綜合 哲學の 生物 

說に 逆行す る ものなる を 以て、 吾人 は 到底 其 結果なる 悲劇に 何等の 同情 を 傾く る こと 能 はす、 又 余 は年來 

Lyddas を 世界 文擧の 珍な りと 信ぜし も、 亡びた る 世の 祌々 に 耳 を 包まれ、 生な き 花に 來れ 来れと 呼び か 

くるが 如き 誠に 「第一 原因」 の 現 を 無視す るの 甚 しきもの なれば、 余 は 遂に 其 價値を 疑 ふに 至れり。 ；… 

余 は 信す、 世の 幾多の 讀者も 同 樣の理 により 高級 文 學に對 する 興味 を 失 ひし ものなる こと を。」 (一 九 〇 四 

年 三月 五日)  ，  . 

吾人の 眼 を 以てすれば 此 文中 非難と して 擧 けたる ものの 多く は 殆ど 非難た るの 慣 なきもの なれ ど、 此寄 

書家に とりて は眞 面目に かく 感じた る ものなる こと 疑な し、 卽ち 吾人が 文藝 上の 眞 なりと して 許容す ると 

二  I 三 


二-四 

ころの もの を 彼は眞 ならす として 斥けし なり。 後年 世の 趣味 一 變 して、 公衆の 大部分が 擧 ゆて 皆此， 種の 意 

向 を 有する に 至ら ぱ、 今の 世の 文藝 上の 眞は 全く 其 趣 を 改め 沙翁は 永く 世に 忘らる ， に 至る ベ きか。 


第 四 編 文學的 內容の 相互 關係 

余 ま 前編の 所； より 文擧 者の 覺悟を 稍 分明なら しめ 得たり と 信す。 約言 すれば 科學 者が 理性に 訴へ て 

黑 白を爭 はんとす るに 引き かへ て、 文 舉者は 生命の 源银 たる 感情の 死命 を 制して 之を擒 にせん とす。 科擧 

者 は 法廷の 裁判 を 司 どるが 如く 冷靜 なる 宣告 を與 ふ。 文 學者は 慈母の 取 計 ひの 如く 瑰 否の 境を脫 却して、 

知らぬ 間に 吾人の 心 を 動かし 来る。 其方 法 は 表向き ならす、 公 沙汰なら すして 其 取 捌 は 裏面の 消息と 內部 

の 生活な り 0 

これ 等 e 部の 機密 は 稀々 特別の 手段に よりて 表出 せらる、 ものにして、 此 等の 手段 を 善用して 其 目的 を 

達した る 時、 吾人 は 一 種の 幻惑 を 喚起して そこに 文藝 上の 眞を發 揮し 得たり と稱 す。 

旣 に文藝 上の 眞を 論じた る 余 は勢此 眞を傳 ふる 手段 を說 かざる 可から す。 由來此 手段 を講 する に 所謂 修 

辭舉 なる もの あり。 され ども 坊間に 行 はる、 通俗の 修辭學 は 徒らに 専斷 的の 分類に 力 を 用ゐ其 根本の 主意 

を 等閑 視 する 傾向 あれば H 、效著 し か ら す。 

余の 說を 以てすれば、 凡そ 文藝 上の 眞を 發禪 する 幾多の 手段の 大部分 は 一 種の 「觀 念の 聯想」 を 利用 L 

たる ものに 過ぎす。 以下 說く ところ (第一、 二、 三、 四、 五、 六 章) の 如き 全く 此 主張 を 本と して 組み 立 

てた る 結 菜に 外なら す。 
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11 一 穴 

第一章 投出 語法 

「文藝 上の 眞」 なる ものの 效カは 作物が 讀 者の 情緒 を 動かす にある こと は 旣に說 ける が 如し，" 果して 然 

らば 文學 者が 勉めて 動 情 的の 語法 を 用 るん と 試む る は 必然の 事に して、 毫も 怪しむ に 足らす。 然るに 言語 

に 於て 最も 情に 富む もの は 尤も 情 を 有せる 吾人 人類に 附着す る ものなる ベく、 かの 笑 ふと 云 ひ 怒る と 云 ふ 

が 如き 悉く 情 的 活動 物の 本質 を 表する 資格 ある もの なれば、 是 等の 言語 を もて 寫し 出されし もの は 躍如た 

る 情緒 を 生す る こと 明らかにして、 自然 活氣 ある 狀態を 呼び 来る こと も 疑 ひなかる ベ し。 加 之 宇 iras 萬 象 

を 解釋す る に 當り其 標準と なる ベ き は 自己 卽ち 人類に し て 、 己が 周 園に 紛飛 する 事態 は 凡て 此 中心 に 引き 

寄せられ、 自己の 情緖 により 處 決せら る、 ものな り、 卽ち 吾人 は 動ともすれば 自己の 情緖を 移して 他を理 

會 せんとす る 傾き あり。 余 は 今 これ を假 りに 投出 語法 (projective  language) と名づ く、 卽ち 自己 を投出 

(project) して 外界 を說 明す る 手段 を 意味す る ものにして、 所謂 擬人法 又は Prosopopoeia 等は此 内に 含 

まるべ きものな り。 

吾人が 日常 何の 氣も なく 用ゐ 慣れたる 言語 中此 語法の 適例た るべ きもの 意外に 數 多し。 「雲足 早し」 

「木の葉の 私語」 「引出しの 手」 の 如き、 西洋 にても 「縫針の 目」 「鐘の 舌」 等 いづれ も 粉れ なき 投出語 

法の 例なる べし。 

今少し 際立ちた る ものにして 簡單な る を擧ぐ れば、 左の 如し。 

*  -  Grim-S..s.jgv8r  war. に — Ricttard  HI,  Act  I.  sc.  i. 1. 9, 


： I^otld-/>JSS/<g!- war. ：  I Wordswortli,  Address  to  kuchtirtt  Castle. 

:;Make  all  our  tnimpets  speak;  giye  them  all  ^^.op^^. 

Those  clamorous  harbingers  of  blood  and  death.:  IJ/<:35&/~,  Act  <.  sc.  vi. 11. 9—10. 

--scylla  wejjt. 

And  cWd  tier  t>arking  waves  into  attention.: ——Milton,  Camm, 11. 257-8. 

其 也 込み入りし 例 は 無盡藏 なれ ど、 こ、 に は 只 其 三 四心附 きし を述 ぶる のみ。 Hardy の 傑作 Tess  of 

the  Jyurbervmes の 女 主人公が Clare に 其 身の 罪 を 懺悔す る 節に、 無 生の 器物 迄 Tess に 情なく 見 ゆる 

景色 を寫 せる 逸 は 全く 此 語法 を 適用して、 しかも 成功せ る ものなる ベ し。 

rwut  the  complexion  even  of  external  things  seemed  to  suffer  transmutation  as  her  an- 

nouncement progressed.  T^lle  6re  in  the  sl-ate  loolced  impish  —  demoniacally  funny,  as  if  it 

did  not  care  in  the  least  about  lier  strait.  Ths  fender  grinned  idly,  as  if  it  too  did  not  care. 

Tiie  light  from  ttie  water-bottle  was  merely  engaged  in  a  chromatic  problem.  All  material 

oh-jects  around  announced  ^^re^H  irresF-onsibility  with  ^aHW^^^Q  iteration.: —Thomas  Hardy, に ess 

of  the  lyuvbervilles,  chap.  xxxv. 

或は 新婚の 樂 しさ を 花に 移して 歌 へ る もの を 引けば、 

" Godiva.  This  is  the  month  of  3ses  :  I  And  ttiem  everywhere  since  my  blessea  marriage. 

Tlley-  and  all  other  sweet  herbs,  I Icnow  not  why,  seem  to  greet  me  wherever  I look  at  tliem, 
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as  tliougli  tliey  knew  and  expected  me.:  Ilvan^or,  Jmaginsy  conversation,  (Leofric  and  Godiva\ 

或は 一 たび 染みし 身の 汚れ を 素馨の 花に 寄せて 歎く こ 女 も あり。 

if  ttlrouwll  tiie  garden -s llowery  trit>es 1 stray, 

wllere  bloom  1;lae  jasmines  tlial;  could  once  allure, 

nop- ひ not;  <;o  find  d ひ liglit  in  us,"  tliey  say, 

-For  we  are  spotless-  Jessy;  we  are  p-ure.:-  Ishtenston ひ， Elegy,  xxvi. 

然れ ども 以上の 如き 投出的 解釋は 何れも 觯 する 當事 者の 其 刻下の 心 持と 相 待って 始めて 憤 値 を 生す る も 

のにして、 獨 立して これに 對 する 時 は 頗る 無意義なる を覺 ゆべ し。 永久の 獨立 せる 「文藝 上の 眞」 は物自 

身の 永久 的 特性 を とら へ 是が 釋を なして 始めて 望み 得べ きなり。 . 例 へ ば、 

:Tlle  God  of  War  is  witti び lood ; 

The  eartli  dotii  faint  and  fail; 

Th ひ stench  of  -blood  rnakes  sick  tlie  lleav-ns  ； 

Ghosts  8:lut  tlie  tllldat  of  liell !  :  —wlalce,  Gwiu,  Kino^  of  Norway, 11. 9316. 

の 如し。 この 詩句 を 味 はふ 爲に は先づ r 戰」 なる 特別の 觀念を 要すべき も、 こ > に^るる r 戰」 の 特性 は 

殆ど 普遍的の ものの みなれば、 從 つて 此投出 語 は 其獨立 性、 前 諸 例に 比し 稍大 なり。 更に 左に 擧 ぐる もの 

の 如きに 至りて は、 其 妙と 妙なら ざると は 暫く 措き、 花の 永久 的 特性 を 描出して、 異常の 心的 態度に 毫も 

關 係な きを 以て、 其效 果は獨 立に して 他の ものと 相 待つ の 要な く、 從 つて 其價 値の 變 する こと 少なし。 

 daffodils, 

T^tjat  com ひ berore  tlie  swallow  dares,  and  takrt 


The  winds  or  Marcli  witti  t-eauty  ；  violets  _3im, 

wut  sweater  1±an  tlie  lids  of  Juno-S  eyes 

Or  cytllerea-s  t-reattl  ；  pale  primroses, 

Tliat  dlic  unmarried,  ere  tt-ey  can  behold 

Wright  Phoebus  in  his  .strength,  :  —The  Wit に ey.-s  Tale,  Act  IV.  sc.  iv. 11. 118.-.24. 

Tiae  musk-l.ose,  and  tlie  well-attired  woodt>in ひ， 

witll  cowsllp-s  wan  tliat  llang-  tlie  Isnsive  liead. 

And  every  flower  tliat  sad  embroidery  wears.:  —Ivlilton,  Lycidas, 11. 146I8. 

以上の 例に 於て 投出的 解釋を 受けし もの は 皆具體 的の 物體に 限られし が、 更に これ を 推して 抽象的 事物 

に 及 ほす 時、 果して 如何程の 效果 を收め 得べき か は、 多少の 研究に 値すろ ところ なるべし。 元 來余は 所謂 

抽 魚的耵 物の 擬人法に 接する 度 毎に、 其 多くの場合が 態とら しく 氣 取りた るに 頗る 不快 を 感じ、 延いては 

此 語法 を總 じて 厭 ふ ベ きものと 斷定 する に 至れり。 然れ ども 翻つ て此 語法の 存在 を 瑰 論の 上より 考 ふると 

き は 決して 怪しむべき ことに あらす して、 却て 文擧 者が 是非共 接觸 すべ き重耍 なる 傾向と 認めざる ベ から 

す。 何故に 此 法の 使用 を 厭 ひ 又 此方の 存在 を 認識す るか、 以下 數言を 費やして 此兩 面の 要 g を 述べ ん とす 0 

凡そ 此 種の 擬人 的投出 法の 價値は 抽象的 事物 を具體 化する にある も、 一 方に は 折角 具體 的物體 より 抽出 

の 方法 を 以て 作り出され たる 無形の 質 或は 觀念を 無理に W び 元に 擴ぢ昃 す 傾きな きに あらす。 されば 此點 

に 於て 到底 人工的た るの 護り を 免れざる べし。 これ 拾 も 多年の 修養 を 都會に 積みし 出 舍漢を 再び 昔の 山 出 

しに 引き直して、 晳 らく 十 年； .1 の氣 分に 歸れ と强 ふるが 如し、 不自然 もまた 甚 しと 云 ふべ し。. 若し 田舍漢 
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を 要すと あらば、 何故 其 儘の 田 舍漢を 採用せ ざる や、 何故に 田 臭を脫 印せ る ものに 强 ひて 昔に 歸れと 求む 

る や。 香水に 蓄 薇の 花より 造られし もの あり、 され ども 液と 化せし 香水に は 最早 花の 形の あるべ き理 なし。 

形な き 香水 をと り、 それに 赤き 瓣 あり、 黃 なる 蕋 ありと 信ぜし むる は 容易の 業に あらす。 凡そ 吾人の 觀念 

は 始め 具體的 物體に 起り、 漸々 人文の 發達 と共に 抽象的 槪念を 得る に 至りし もの なれば， • 具 體的物 體を要 

する 場合に は 具 體的物 體を用 るれば 足る、 何； て 殊更に 一 旦 抽象せられ しもの の 機り を 房す の 要 あらん や。 

加 之 抽象的 言語 は、 たと へ、 これに 擬人法 を 施す とも、 其 具 體の度 遂に 本来の 具體的 言語 を 擬人せ る 場合 

に 及ばざる こと 明らかな り。 「天泣く」 と 云 はば、 人 は 雨 降る を 見て 首肯すべく、 「花 憂 ふ」 と 云 はば、 人 

は先づ 風雨に なやむ 花の 風情に 思 ひを馳 すべし。 され ども ：sty  2.ies: と 云 はば 如何に。 憐の 情に 形 

なし、 色な し、 只 吾人 心裡に 一 種の 觀念 あるの み、 故に 吾人 は此 観念と 結ぶ に r 哭す」 なる、 具體 的物體 

に屬 する 動作 を 以てせ ざるべ からす、 其 連結の 不充分 なるや 說明を 待た す。 其 證據に は 未だ 頭腦 S 發 達せ 

ざる 年少者に 此 種の 語法 を 指示せ よ、 彼等の 多く はこれ を 了解し 得ざる を 見る ベ し。 要するに 彼等の 知力 

の 程度が 此の 如き 不自然た. る 連絡 を敢 てす る に 達せざる が爲 めの み。 元 來投出 語法 は 物 を釋し て 自己に 歸 

せし むる 技に して、 其徑 路は抽 V 炎 物より 具體物 を經て 自己に 進む ものなる を-. 殊更に 此 中間の 連鎖 を缺き 

て 其 兩極を 結ばん と 試みる が 如き 如何にしても 無理な りと 云 はざる ベ からす。 

然れ ども 抽象的 物 體に此 詰 法 を 適用して、 左の み 厭味 を 生ぜざる 揚合 なきに あらす。 

£ 他に 好 方便な き 場 4a 、  其 解釋 如何にも 適切に 感じ る 場合、 例へば 下の 數 行の 如き、 ー讀 毫も 厭味 

を 喚起す る ことなく、 遠く 小刀細工の 域を脫 して、 其 聯想 必然的に して T 靜」 なる もの を 形容す るに、 こ 

れ 以上の 手段な きを 讀 者に 信ぜし むる 手際、 只 成功と 賞す るの 外な し。 故に 充分の 效果 あり" 

Ttie  clouds  were  pure  and  wliite  as  Hocks  new  sliorn. 


Aad  fresli  from  l;lie  clear  brook  ；  sweetly  they  slept 

on  tlie  t-kle  fields  of  lleavsl,  and  tlhen  tliere  crept 

A little  noiseless  noise  alnong  tlie  Jeaves, 

Bom  of  the  very  sigh  that  silence  hnaves.:  . 

—tccats,  I  stood  Hp-toc  sou  a  little  hill, IL  811 2. 

: O  welcome,  pur ひ- eyed  ； Fait.ll,  wtiite-lianded  HOJ^e.: —Milton,  UJSUS,  L  2i レ. 

左に 所謂 氣 取りた る投出 法の 數例 を擧 ゆて 此章を 閉づべ し。 凡そ 抽象的 觀念を 好み 理窟 を 愛せし こと" 

十八 世紀 文學 者の 如く 甚 しき は あらざる ベ し。 彼等 は 其 愛する 思想が 抽象的に して、 文學的 材料と して 頗 

る 不利の ものた る を 知りながら、 尙 これ を 見棄て 難く、 遂に 抽象的 言語 を具體 化する 一手 段と して、 これ 

等に 常に 大文字 を 冠し、 一 見 固有名詞の 如く 見せ かくる こと を 案出せ り。 然れ ども 其 技巧 は 恰も 鍊金師 が 

鐵を 化して 金と なさん と 力めし に似て、 豫定の 成功 は 思 ひも よらす。 小文字 を 花文字に 書き直す は 單に手 

先の こと、 花文字に なりたれば とて 無形の 言葉 は 永久に 無形 抽象な り。 猿が 冠 を 被りて 大名に 成濟 ます 事 

の六づ かしゅな るに 似たり。 

:ln  til ひ S ひ deelw  solitudes  and  a-wf ul cells, 

W.11 ひ re  lieavenly-;pensive  〇on1;emp>lation  dwells. 

And ひ ver-musing  Melanctioly  reigns  ； 

Wtiat  means  tliis  tumult  in  a  vestars  veins —pop>e,  Elolsa  to  Abelard, 11. 114. 
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•-wut;  o-er  ttie  twilight  groves  and  dusky  caves. 

Long-sounding  aisles,  and  intermingled  graves. 

Blade  Melanclioly  sits,  and  round  laer  throws 

A  dea^tl-lilce  silence,  and  a  dread  r^xsse.: —— Ibid., ll. 1 ひ 31 ひ. 

以上の 一 一例に 就いて 見る に、 第一 一は 其 文 樂的憤 値に 於て、 第 一 に 優る ところ あるが 如し。 第 一 の 「沈め 

る 冥想」 「沈思の 愁」 等 は 寧ろ 疣贅の なくん ば あらす。 もと 此 等の 形容詞 は 其 抽象的なる 度合 殆ど 其 形 

容 する 名詞の それと 異なる ところなければ なり。 反 之 第二の 如く 「黑 き愁」 と 云へば、 「黑 J は 名詞よりも 

1 曆具體 的の 性質 を 傳へ、 「愁」 を 活かしむ る點に 於て 前者に 優る こと 数倍なる ベく、 殊に "twilight: 或 

は ：dusky: 等の 文字と 相呼應 して、 結 nSS 吾人 は 左程 無理なら ぬ 感興 を受 くる ものな り。 

--stillness,  witht  Silence  at  lier  .haclc,  entered  1;l.le  solitary  Ipark-ur,  an_i  drew  their  gauzy- 

mantle  over  my  Uncle  Tcvhy-S  .head  ；  and  Listlessness,  with  lier  lax  fit-re  and  uncllrected  eye, 

sat  cjuietly  down  t-eslde  liim  in  .his  arrn-cliair. :  — I ト strtrne,  Tristram  shandy.  Vol. VI.  chap-. 

XXXV. 

の 如きに 至りて は、 Pope の 例よりも 更に 一 餍ロ實 なきもの にして、 室が 靜 かにて T.oby が 居睡り 始め 

たりと 書けば 足る もの を、 徒らに 無用の 工夫 を 凝らし、 しかも 其 印象に！！： 等の 貢献す ると ころな き は 全く 

の徒勞 なり。 鬼に 角 成功と 不成功と に 論な く、 十八 世紀の 文士が 此 種の 技巧に 耽りし は 下 •  の 例 にても 知り 

べし。 

Gigantic  Pnd ひ, ； pale  T^ertor,  gloomy  Car ひ, 

And  mad  Ambition,  shall  attend  tier  there  : 


Th ひ re  taarple  vengeance  t-athed  3  gore  retires, 

Her  weatsns  t-lullted,  and  extinct  tier  tires  .. 

There  liateful  Mnvy  lier  own  snakes  stiall  feel, 

And  persecution  mourn  lier  .hpokell  wheel : 

There  ； Paction  roar.  Rebellion  bite  tier  chain. 

And  grasping.  Furies  thirst  for  blood  in  vain.:  —pope,  Windsor.  Forest, 11. 415122. 

よくも 同一 轍の 文句 を かく 迄-一 厭に もなら すに 羅列し 得た る ものな り。 勿論 「復 饕」 に ：ps.ple: (血 

の 色) は 決して 不調和に あらす、 され ども 厭味 は S- て此 至極 尤も 過ぎる 邊に存 する なるべく、 例へば 鍍金 

の 如し、 親切け にして 其實爲 にす ると ころ あれば なり。  . 

凡て 投出 語法の 第一 要義 は、 物體と 自己との 間に 適切なる 類似 を 指示す るに あり、 其 類似 は 永久 51 にし 

て 常に 一 昆 瞭然た る ものなる べきな り。 左に 擧 ぐる 具體 物の 擬人法 文例 を 比較す へし。 

*  *  Tlie  5>ale  stars  are  ^one  ！  . 

For  the  sun,  their  swift  sneplierd, 

T,o  their  folds  them  C0ml3ellinw, 

In  the  depths  of  the  dawn,:  Ishelley,  Prometheus  at.  Act  IV. 11. I. 

--And  multitudes  of  dense  white  laeecy  clouds 

Were  pandering  in  & -0^  nocks  along  the  mountains 

Sliepherded  by  the  slow,  tlnlmng  wind..:  I 囊.， Act  II.  sc. -. 11. 145-7. 
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共に 同人の 同一 の 劇より 拔き出 だせる もの なれ ども、 前者 は單に 一 種 平凡なる 平行 的 比較 を用ゐ たるに 

過ぎす。 成程と 合點は 行け ども、 到底 趣味 ある 感興 を 喚起す る 妙味な し。 然るに 後者に 至りて は 雲の 重疊 

せる 樣、 其 色 合、 一 々適切なる 類似 を發 揮し 得た る もの なれば、 所謂 「文藝 上の 眞」 より 見て 頗る 價値ぁ 

る ものと 稱し 得べ し。 

一 九 〇 四 年 四月 發行 Tlie  Quarterly  Review 第三 九八號 所載の Vernon  Lee 氏の 『最近 美學』 と 題す 

る 論文 中 「自己の 投出」 に關 して 左の 記述 あり。 參考の 爲め之 を 左に 譯 出す。 

「吾人の 內的經 驗を投 出して 日常 目搫 する 實在 物體に 適用す る 作 ffl を 云々 する に 至りし は、 全く 近世 美 

擧の發 見に 係る ものにして、 勿論 古來 幾多の 心理 舉者、 詩人の、 時に 觸れ、 多少 意 を こ > に 注ぎし もの 無 

きに は あら ざり しも、 此方 面に 確然た る 議論 を 試み、 適當の 命題 を 樹立し 得た る は l.otze を 以て 嚆 矢と 

なす。 彼 は 約 五十 年 前 其 名著 面 さ kosmos 中に 述べて 曰く。 「凡て 世の中に、 在りと 在ら ゆる もの は、 

吾人の 想像力に より、 皆 悉く 吾人と 多少の 接觸を 保ち 得る ものにして、 吾人 はかくして 其 等 物體の 本質 を 

窺 ひ識る こと を 得るな り。 而 して 他物に 自己 を 入り込ま しむる 可能 力の 範圍 は、 必す しも 吾人に 類似の 生 

活狀態 を營む ものに 限らる、 ものに 非す、 軟體 動物の 如きに も 同樣の 一象 を 生す る こと を 得 C 或 時 は 木に 

技の 生 ひ 出 づる樣 を 自己に 引き直し、 或 時 は 建物の 部分 を 人體の 部分に 當て 嵌む、 これ 卽ち 自己 を 樹木に 

投 出し、 建物に 投出 する 實例 なり。」 (第五 卷 第一 一章)」 

知る ベ し 吾人が 外界に 臨む に此 態度 を 以てする は 全く 吾人の 深 重なる 性癖に 出 づる事 を" 從っ て 其範園 

を 窮め 其 由 來を探 ぐれば 遂に 一 條の 哲理に 歸 着せざる を 得す。 たまく 此 傾向 を 文學の 上に 認めて、 如上 

の 議論 を此 傾向の 上に 建立した る は文學 以外に 應用 しがた きが 故に あらす して 文攀 にも 亦此 趨勢の 一 端 を 

認め 得べ しと 云 ふに 過ぎす。 卑見 を 以てすれば Comte が 神に 對 する 吾人 觀 念の 發 展を敍 せる も 亦 遂に 同 


型の 論法に 落つ。 彼れ 思へ らく 自然界の 法 明かなら ざる 時 吾人 は 吾人の 意志 を 外部の 活力に 附着して 其 

源 因 を 窮め 得たり とすと。 意志と は 自己の 一 部分に して、 之 を 外界に 附與 すと は 自己の 一 部分 を投 出す る- 

の 篛と 異なるな し。  た ，.- 彼 は 神の 觀念を 打破 せんとして 同時に 其觀 念の 自然なる を說明 せんと 試みた るが 

故に ふ 所 は單に 意志の -ー 面に 過ぎす。 然れ ども 意志に ついて 云 ひ 得べき 事 は 情に 於ても 云 ひ 得べ く、 

情に 於て 云 ひ 得べき 事 は、 幾分 か 知に 於ても 云 ひ 得べ き は當然 なり。 世の 修辭 學を說 くもの 徒らに 凝 人 法 

の 目.^ 設 くるに と 5r まりて、 その 如何に 深く 吾人の 心理的 習癖に 本 づくを 論ぜす。 故に 一 言 を 附記す。 

第二 章， 投入 語法 

此 章に 於て 述べん とする は、 所謂 投出 語法と 全く 其 徑路を 異にして、 自己 を 解く に 物 を 以てする 種類の 

聯想な り。 かく 正反對 する 兩者を 等しく 文學的 手段と して 倂置 する は 人 をして 一 種の 疑問 を 懐かしむ る や 

も 計る ベから す。 余 は投出 語法 を文擧 的な りと 信ぜし が 如く、 今亦此 投入 語法 を 目して 文擧 的な りと 主張 

せんとす るが 故に、 此兩 者が 右と 左に 背馳す るに も拘 はらす、 其 目的に 於て 一致す る 所以 を 述べて 先づ讀 

者の 疑 を 解かん とす。 

投出 法と は 自己 を投 出して 他に 附着す るの 意なる は旣に 述べた るが 如し。 自己 を投 出す とせば 自己の 何 

物を投 出す るかの 質問に 接せざる 可から す。 情 か 意 か 知 かの 質問に 接せざる 可から す。 之 を 前章に 擧 ゆた 

る 諸 例に 徵し、 又汎く 古今の 文例に 見る に 「天哭 す」 と 云 ふの 類 尤も 多き に 似たり。 「星 まばたきす」 と 

云 ふの 類 之に 次ぐ が 如し。 哭 すと 云 ふ はわが 情に ちかき 語な り。 まばたき すと 云 ふ はわが 動作に 似た るの 

語な り。 前篇に 論述せ る 文擧的 材料の 言語 を 以て 翻譯 すれば、 哭 すと は 人事 的 材料な り。 また、 きすと は 

三 i 


ニニ 穴 

わが 動作 を 動作と して 目す る點 より 見て 感覺的 材料な り。 從 つて 投出 語法と は 人事 的 もしくは 感覺的 材料 

を 以て 他の 材料 を說 明す るの 義. V なる。 猶 狭義に 云 へ ば 同じく 人事 的感覺 的なる にも 關 せす 同類の 材料に 

て、 より 多く 人 を 動かす に 足る もの を 求めて 前者 を說 明す るの 意と なる。 一層 狭義に 云へば われに |i 有に 

して 又 尤も 我 を 動かす 事 多き 情卽ち 人事 的 材料 を 以て あらゆる 他の 材料 を說 明す る もの を投出 語法と 稱す 

る も 大過な きにち かきが 如し。 故に 正確なる 形式 を 得た る もの を 標本と して 論 すれば 投出 語法と は 人事 的 

材料 對 第一 、 第三、 第 四 材料の 連想 法と 認め 得べ く、 之 を 利用して 第 四 種の 如く 比 鞍 的 薄弱なる ものに 文 

學的 勢力 を 添 ふるの 具な り。 然るに 感覺的 材料の 優勢なる は 前篇に 述べ たるが 如し。 ある 場合に 於て は實 

に 人事 的 材料 を 凌駕す。 今人 事 的 材料す らも 他の 材料と 連結して 之 を 文學 的なら しむる に 有力な りと すれ 

ば 感覺的 材料の うちにて 同 樣の用 をな す もの 多き は 論 を 待た す。 從 つて 吾人 は 人事 的 材料. 對他 材料より 生 

する 連想 中の ある もの を 選んで 之 を文學 的な りと し 之に 投出 語法の 名を與 ふると 同時に、 感覺的 材料 を 本 

位と して 之に 配す るに 他 を 以てし 前者 をして 後者 を說 明せ しむる の 便宜 を 許さ 5f る を 得す。 之 を 許して 一 

種の， 形式の もとに 纏めた るが 卽ち 投入 語法な り。 此 故に 此兩者 は其歸 趣に 於て 相 背馳して 容れ ざるが 如く 

なる にも 關 せす- 等しく 文擧 的に して 同程度に 存在の 價値を 認めら るべき ものと す。 而 して 兩者敦 れを擇 

ぶべき か は 時、 所の 便宜に て决 すべし と 云 ふの 外 何等の 商量み-費や すの 余地な きに 似たり。 た it し 作家 性 

情の 癖す る 所に 耽って 一 を 捨て ゝ他を 取る を 快と する ものな きに あらす。 こ は 問題外な り。 要するに 優勢 

なる 材料 を 以て 微弱なる 他 を 救援す る を 以て 根 本義と する が 故に 隨處に 兩者を 適用す る 事 猶戰の 如くす る 

を 可とすべ きか。 戰ふ もの 或は 騎 バを 以て 砲兵 を 掩護し、 或は 砲兵 を 以て 騎兵 を 掩護し 一 に 拘泥す るな き 

を 上と す。 た 第 四 種 知的 材料の 如きに 至って は 其 性質 上 輜重部 兵站部に 比すべき もの なれば 常に 掩護せ 

ら るべ くして 他 を 掩護す る 事な し。 もし 余が 說を疑 は、. '次の 一 節を讀 まん 事を耍 す。 


--God  is  present  t>y  His  essence;  wliicli,  because  it  is  infinite,  cannot  .he  containe<a  wltmn 

i;lie  limits  of  anv  place  ；  and  because  H ひ is  of  an  essential  purity  an ひ spititual  nature.  He 

cannot;  t-e  undervalued  t>y  t-eing.  Su!5t5sed  ipreseni;  in け}1 ひ p>laces  of  uncleanness.: 

—— .Jer ひ my  Taylor,  Holy  Living,  CTlap-. i. 

此節を 目して 超自然的 材料と 傚す も 知的 材料と なす も妨 ゆす。 要するに 猛烈なる 宗敎心 を 有する もの ， 

外 は 諷誦 一 過して 之 を 感得す る こと 極めて 稀 藩なる べし。 然るに 讀んで 次 節に 至って、  、 

:God  is  evervwher ひ present;  t-y  His  power.  He  rolls  rttl ひ orbs  of  tieaven  with  5s lland; 

He  fixes  tlie  earth  witli Kis  foot  ；  He  guides  all  tlae  creatures  witli  His  eye,  and  refreshtes 

l;liem  witli  His  influence  ；  we  makes  tlie  powers  of  liell  to  shtake  with  His  terrors,  and  t>inds 

1;lie  devils  .witll  His  word,  and  tlirows  tliem  out  witli  wis  command;  and  sends  the  ang.els  on 

emTDassies  with  His  drtcre ひ s.  -  -  I lout.  . 

の數 行に 至って 始めて 一 樣の 材料が 投出 語法の 掩護に より 著しく 優勢と なりし を 知る。 (私 かに 思 ふ。 耶 

蘇敎 徒が 神に 人格 を附 し、 Christ を 以て 神 を 代表し 一見 吾人と 類似の 生物に 對す るが 如き 口調 を 以て 祈 

禱の禮 を 執行す るが 如き 皆 「詩的 眞」 を發禪 せんがた めの み。 余 は 固より 其 敎義の 理否を 云々 する にあら 

す、 唯 其 手段が 偶然と 故意と に 論な くよ く 詩の 目的に 合致せ るを說 くの み。 もし 此 意義 を 本位と して 彼 を 

目 するとき 宗敎も 亦 一 つの 詩に 過ぎす。 基督 敎 は宗敎 改革に より 其 詩的 光彩の 幾分 を 失へ り。 故に 宗敎改 

革 は 開化の 趨勢 上 詩が 科學に 白旗 を揭 けたる 第一 段落と 見る を 得べ く、 今後 宗敎が 更に 哲擧と 結び、 科學 

に 近づく に從 ひ、 所謂 「文 藝 上の 眞」 は 「科 學 上の 眞」 に 接し 來 りて、 遂に は 詩の 滅亡に 終る こと ある や 

も 計る ベから す。) 
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知的 材料 は 無論、 超自然的 材料 すら 他の 蔽護 によりて 始めて 活動す る 事斯の 如し。 而 して 其蔽 護の 任に 

あたる 投出 語法 は旣に 述べた るが 故に 之 を 反覆せ. ず、 投出 語法と； W 立して 存在す るべ き， 投入 語法 を說 くが 

此 章の 目的な りと す。 こ、 に 余が 投入 語法と 稱 する もの は、 舉 竟 人類の 行爲、 狀 態の 印象 を 明晰なら しむ 

るた め、 外物 を 投入し 來 るの 意味に して、 外物 を 解す るに 人事 的 材料 を 用 ゐる投 出 法と 共に 其 優劣 を爭ふ 

程の 重要な る 手段な る は 以上の 所說 にて ほ 5t 明かな りと 信す。 因つ て 左に 投入 語法の 数 例 を擧ぐ ベ し。 

TTliey  ttiat  stand  lliwtl  liav ひ many  t-lasts  to  slitike  ttleln.s 

—Richard  III,  Act  L  sc.  iii. 1. 2^9. 

人が 苦悶す る樣を 喬木 a に惱 むと 醉せ しものに して、 單 にこれ を 人事 的 材料に て 表 はさんと すれば 到底 

比の 如き 感興 を 生ぜす、 且又 此の 如く 簡潔なる を 得ざる べし。  、 

*  A.nc3  as  a  willow  1cecp>s 

A  patient  watcli  over  Uie  stream  tliat  creeps 

■wlnchngly  .by  it,  so  tlie  ^uiet  maid  , 

ffield  lier  in  5>eace. : —Keats,  Endymis ク wk;.  L 11. ひ- .9. 

心の平ら かなる を 描く に 形な く 色なければ、 かくの 如く 慼覺的 材料 を かり 来りて 始めて 此の 如き 印象 を 

生す。 

殊に 婦人の 容貌 を寫す 時の 如き、 敍述 長ければ 纏まらす、 强 ひて 纏めん とすれば 所要の 印象 を 生す る こ 

と 難し。 故に 詩人 は 美人 を解釋 する に 拾 好なる 感覺的 材料 を 用る て 或は 花に 或は 月に、 凡て 美しき 外物に 

比す、 これ 卽ち 投入 法な り。 

Patting  t.liey  s ひ etrfd  to  tread  upon  tlie  air. 


Twin  roses  by  rttfo  zep-hyr  l:~lown  ap-arl 

only 1:o  mme け again  more  close,  and  slja-r ひ 

Tlie  inward  fragrance  of  eacli  other-s  heart に-— Koats,  Isabella,  st.  X-. 

There  was  a  woman,  beautiful  as  morning.  -  ——stlelley,  Lasl  and  Cythna,  Can,  I.  st.  xvi. 

:Be  tne  j airer  tlm-  the  Day  . 

〇1- .til ひ n〇wery  meads  in  May  ；  - 

Ii  stie  t-e  not;  so Ix-  nae, 

■what  care  I liow  fair  slie  .be  !  :  IGeorg ひ Wittier,  Fair  virf-e.  Sonnet  iv. 

:Morning: と 云 ひ ：Day: と 云 ふ は 極めて 漠然たる 文字に して、 明嘹、 精緻、 纖 細の 點に 於て， 

Keats の 作例に 及ばざる こと 遠し。 然れ ども 美人の 全體を 一 字に 形容す るの 點に 於て 雄大なる 投入 法た る 

を 失 はす。 單純 にして 委曲 を悉さ V るの 恨な きに あらす と雖 ども 詳說 して 散漫に 流れ 樓述 して 支 歡に陷 る 

に 比すれば 優る 事遙 かなり。 況んゃ ：Day: と 云 ひ ：Morning: と 云 ふの 陳腐なる が 如くに して 實は 

よく 明眸 皓齒 の 嬋妍 たる 感を よく 言 ひ 了せ たる もや。 (單 純なる 敍 方と 複雜 なる 筆致との 長短 は 前篇に 於 

け る 文 寧 者と 科擧者 と の 態度 を 論 す る 際 に觯說 した れば煩 はし く茲に 述べす。) 

, He  was  a lovely  Youth  ！  I  duress 

The  im-uley  in  ^tle  wilderness 

was  not  so  fair  as  lie  ； 
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And,  Wlien  tie  chose  to  Sp5rt  and  play. 

No  dol^MIt  ever  was  so  gay 

Upon  thte  tropic  sea.: -Iwordswortll, RUF  - 

靑 年と 豹、 海豚との 聯想 は餘 りに 妥當の ものに も あらざる べし。 東洋に て 武人 を貔徘 と名づ くる は、 其 

美 はしき 外形に あらす して、 只 其 勇猛の 氣性を 象りし もの なれば、 これと 日 を 同じく して 論すべき にあら 

す。 西洋人 はい ざ 知らす、 吾人 は 此投人 法 を 以て 成功せ る ものと は 認めが たかるべし。 

--wily,  tliou  globe  of  sinful  contitle-is .  .wllat  a life  dost  tliou  lead!: 

—2  Henry  / ヌ Act  II.  sc.  iv. 11. 309I10.  , 

これ は 皇太子 Harry が p^alstafe に對 する 言葉なる が、 其奇拔 にして FalstaAE の 腹の 便々 と 丸き を 形 

容し 得て 妙なら すと せす。 左の 句の 如き も 其 誇大の 聯想に 思 はす 笑 を 催さし む" 

:>  liighly  resp>ootable  man  as  a  o.erman, 

■wllo  smolced  liJce  a  chimney ,  and  arank  like  a  Merman.: 

. — . hi  golds  by  licgcllds ,  The  Lay  OJ.  k.  odille. . 

最後に 多少 長き に 失する の 嫌 あれ ども、 持鑌的 投入 語法の 好例 を擧 ゆて、 此章を 終るべし。 

： A.  man  is  a  tmbble  (said  tlie  Greek づ roverb),  whlcll  Lucian  represents  witli  advantages 

and  its  profsr  circumstances,  to  tliis  purjpos ひ， saying :  All tli ひ world  is  a  storm,  and  men  rise 

uip  in  their  several  generations  lilc ひ IDUTDt-les  descending  froin  God  anc3  l;lie  dew  of ザ eavrtn, 

from  a 1;ear  and  a  dro!}  of  man,  from  nature  and  pl.ovidence  ；  and  some  oi 1;llpsrt  instandy 

sink  into  the  deluge  of  their  first;  Iparent-  and  ar ひ tiidden  in  a  sh ひ el;  or  water,  h.avln^  liad  no 


otlier げ usiness  in  tlie  worlel  IduI; s び c 1503,  ttiat  tliey  0f  ^  able  to  aie:  ottiers  float  u!? 

and  down  two  or  three  turns,  and  suddenly  disappear  and  give  place  to  others :  and 

f  that  live  longest  upon  the  face  of  the  waters  are  in  perpetual  motion,  restless  and  uneasy, 

and,  IDein^  crushed  with  1:1! ひ great;  drot-  of  a  cloud,  sink  iMo  flatness  and  a  frotli; l:h ひ cliange 

not  t>eii お great,  it げ eing  Imrdly  possible  it  should び e  more  a  nothing  than  it  was  before. (以 

下 省努) ： —Teremy  Taylol.,  Holy  Dying,  chap>. i.  . 

第三 章 自己と 隔離せ る 聯想  . 

t 章に 於て 說く ところ は、 己 を 以て 物ん-解 する を主腦 とする 投出 語法に あらす、 物 を 以て 己に 適應 する 

を 眼目と する 投入 語法に も あらす、 全く 自己なる もの を 離れた る 外物 間の 聯想な りと す。 この 聯想 をー圑 

として 特に 別 章を與 へて 論說 する は 其 功力の しかく 顯 著な ろが 爲め にして 前 一 一 者と 全く 錄故 を絕 せる 獨立 

の 活動なる が爲 にあら す。 この 聯想 を 例に よりて 文 擧の四 種 材料に よりて 說明 すれば、 i 的 材料 を用ゐ 

て感覺 的材钭 を解釋 する もの を 正式の 形樣 とす。 從 つて 同種の 材料 中に て 彼我の 類似 を發 見す るの 工夫よ 

通ぎ ざる 枚 其 連想の 比較的 容易なる だけ 其 效果も 亦前兩 者の 如く 際立た す。 此點ュ り 見れば 多 づ不ネ の 1 

あるが 如き も適當 なる ものに 至りて は 便宜なる 文攀的 手段と して 遂に 作家の 閑却す る 能 はざる ものな りと 

す。 犟に 作家に 有利なる のみなら す 吾人が 日常 交通の 際 亦大に 活用の 效を 奏しつ、 ある を 忘る ベ からす 

^、ば 柹の なき 固に 生れた る 西洋人に 實物 によらす し て 柹を說 明 せんとす ると き 徒らに 植物 學 上の 煩 雜.^ 

る 記述 を與 ふる 代りに 寧ろ 色彩の 酷似す る 「トマト ー」 を 指名して 兩者を 聯想の 園内に 持ち 来さば 說 明の 
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目的 は 容易に 達せら るるが 如し。 日常の 會 話なら ぬ 古 八 r の 詩文に 至って は、 此方 面の 聯想 意外に 豐富 にし 

て 且つ 適切なる もの 多き に 驚ろ かざる を 得す。 外界の 一 物 を說 明す るに 外界の 一 物 を 以てする 此 手段 を 用 

る 得て 巧な らんが 爲 めに は 周 圍に紛 飛す る 幾多の 現象 を拈定 して 深く 其 同異 を觀 察せ ざ るべ からす。 觀 

察し 了せ る 多くの 材料 を 山積し 分類して 秩序 正しく 腦 裏の 一 箪笥に 收 めざる 可から す。 自然の 現象 を 見る 

事 深 か らざ る もの は 遂に 其 異同 を辨 する 能 はす。 宇宙の 森羅に 接す る 事 多から ざる もの は 比較の 材料に 窮 

す" 文 を 作る もの 往々 にして 小 齋に孤 坐し 漫然 陳籍を 渉獵し 古人の 成句， を裰り 得て 學 者の 能事 了れ りと な 

すも^ あるが 如し。 かくて は 只 前人の 聯想 を 踏襲す るに 止まりて、 一字の 新機軸 すら、 それ 以上に 現 はし 

？ ほさるべし。 漢擧者 流の 氣酸を 借りて 云へば 山川 河 岳 は 地の文に して、 日月 星晨は 天の 文な り。 吾人の 文 

牵に此 大自然の 裡に 活躍 せん 事 を 要す。 從 つて 文 寧の 素養と は 字 を 識り句 を 拾 ひ 章 を 記す るの 謂に あらす、 

此 自然の 倉庫よ り 巧みに 材料 を 採り、 來 つ て 之 を 自家 藥籠中 S ものと 鎔 化す る S 手腕 を稱す るに 過ぎす。 

Tennyson の 郊外に 出、. つる や、 常に 小帖 子を携 へて 朝に 夕に 目に 觸る、 自然の 變化 を寫し 以て 他日の 用に 

資せり と 云 ふ。 R.  L.  J^tevenson は 外出の 際必す 紙片に、 一句 二 句の 斷片的 寫生を 記る すの 習慣 ありし 

と 云 ふ。 かくの 如くに して 得た る 彼等の 文字 は 黴臭き 陴句 にあら すして 生けろ 自然の 面影な り。 かく 周密 

なる 注意と 人知れぬ 苦心と より 集め 獲た る豐 富の 材料 は： やがて 彼等の 作物 を 飾り、 時に 此 種の 聯想 法の 

形式 をと りて 現 はれた るが 故 Tennyson の 詩 は 人の 知る 如く 聯想の 美 を 以て 名高く、  Stevenson の 文 は 

巧み に 讀者を 動かす 警句 に 富めり、 共に 瑰 由な きに あらす。 

此 種の 聯想 語法に 於て 最も 注意すべき は、 (第 一 ) 說明 材料が 被說明 材料よりも 具體 的に 明暸 なるべき こ 

と、 (第一 一) 兩 者の 結合に 毫も 不自然の 痕迹を 止むべからざる ことなり。 節 を 分かちて 左に 之 を例證 すべし。 

,u  ろ as  I  deceived,  or  did  a  sa.hle  cloud 


HI  forth  her  silver  lining  on  the  night  ？  :  —Milton,  ミ 11. 22112. 

此 聯想 は 自然の 直接 研究に 出で しものに 非す、 口 (知識 的に 得手勝手の 比较を 立てた るに 過ぎす。 先づ黑 

雪ん，. - 一 領の 衣に 見立てる が 自然なら ぬ 一 種の 約束な り。 表は黑 色、 裏 は 銀色な りと 云 ふは此 約束に 同意し 

たる 上に て 納得すべき 第二の 約束な り。 而 して i_ 〈銀色 を 以て 月光 を 現 はさんと する は、 表 はす 積り 故左樣 

心得よ と 云 ふ 第三の 約束な り。 約束より 出た 約束 故に 讀者 は此 聯想 法に 由り、 月が 暗き 中より ひらりと 閃 

めき 出づる 光景 を此 比^の 爲 めに 一 層 適切に 感ずべき 瑰由 なし。 此 種の 結合 は 四角四面の ti 法に 基づく も 

のにて、 單に智 養 あろ 技巧と 稱す るの 外 何等の 贊辭 を呈 する 能 はす。 由 來我國 の 和歌、 月並の 俳諧に 在つ 

て は 比の 如き 想 法 を 尊ぶ こと 頗る 甚 しく、 世人 も 亦， 〕れ を 以て 詩人の 本領と 考 ふること 多き が 如し。 試 

みに^ 例 をと つて 左の 一 節と 比較せば^ 醜自 から 分明な らん。 

--And  so  tlie  ^OSWTO^,^  scowled  away,  land  soon 

Timidly  shining  through  its  skirts  oi  〕et, 

V/e  saw  the  rim  of  the  pacific  moon, 

ILlce  a  t-riglll;  flsti を tangled  in  a  net, 

； plastling  ,its  -silver  sides.  *  - 

此節は wood の A  Storm  at  Hastings より 引出した る ものな り。 比較の 體を 得た る點 より 云へば 文 

舉的惯 値に 於て 前者に 數倍 すと 云 ふ も 不可な きに 似たり。 「烏羽玉の 裳」 は 「銀色の 裏」 と 同じく 衣服に 

g. 想 を 求めた るに 近 けれど、 主眼に あら ざれば 取り出で、 論ぜす。 timidly にと は投出 語法に て、 蓼 太の 

「五月雨 や 或 夜 ひそかに 松の 月」 位の 格 なれば 是亦 是非 S 辯 を 費やす に 及ばす。 只 余が 前例と 比較して 優 

(NR を 定めん とする は橫 線を附 したる 二 行に ありと す。 卽ち雪 閒を洩 る、 月影 を、 潑綱 たる 銀鱗が 網に か、 
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りて、 閃めく に喻 へたる を 前例に 見るべからざる 手際と 稱 へんと するな り。 漁夫の 手に 引く 網の 今や 水際 

を 離れん とする 刹那、 鮮魚 一 躍して 其 細 鱗に 銀 彩 を 浴す る樣 は、 まことに 皓月が 雲の 端 を 滑べ り 出で、、 

下界に 冷やかなる 光 を 洩らす に 酷似す る 所 あり。 換言すれば 網の 魚なる 感覺 材料 は、 月の 光なる 同じく 感 

覺 的なる 材料 を 助けて 其 印象 を 一 曆 明らかに 客觀 化し 得た る ものにして、 其切實 なる 固よりか の 理窟 的假 

設的 聯想の 比に あらす と 云 ふべ し。 

S 文學的 論評の 下に は 殆ど 惯 値な けれども、 作者の 擧問を 示す 方便と して 或 一 派に 勢力 を 有する もの、 

例へば 

Jsxcep-l;  t;liey  ineant  to  t>atlic!  in  reelang  wounds, 

01. memorize  anol;hel.  Golgot;lia, 

I  cannot  tell.-- Act  I.  sc.  ii. 11. 39141. 

の 如し。 Golgotha と 云へば 西洋人が 金 科玉條 と！ 5- 做す 聖書 中の 故事 なれば、 其點に 於て 讀者は 之 を 歡迎 

すべく、 作者 も 之 を 使用 乙て 懷 しく 感ぜし ならん。 然しながら 此 聯想に より 誰 人 S 眼底に も 「屍の 山」 を 

積む 樣が 3^ し て 躍 然と 映す べき かの 問に 至って は 容易に 卽 答し 能 はざる ところ なるべし。 此の 如き は尙恕 

する も& なり。 只 何事に も 古典 故事 を 尊重す るの 結果 其 聯想の 適否 ❖ 顧みす 只管に 自家の 博學を 示す を 目 

的と する 引用 (卽ち 一種の 聯想 法) に 至って は斷 じて 之を卻 けざる ベから す。 世間に 是等 語法の 續出 する 

文字 を 見て 流石 は文舉 者な り、 才筆な りと 稱 する 者 あり。 是 鰻屋の 店先に 米俵 を 積み重ね たる を 見て 流石 

に 名代の 鰻屋な りと 嘆賞す ると 一 般 にして、 褒 むる 人の 目利きに も あらす、 褒めら る 、人の 手柄に も あら 

す。 我國に 在りて 西洋 文學に 通す る もの、 注々 適切なら ざる 西洋の 故事 を 文中に 鏤 ばめ これ を 以て 潤飾の 

具と 心得る もの あり。 潤飾に は 相違な かるべし。 た 5r 擧者 としての 潤飾に 過ぎす、 詩人 文士 は 之が 爲 めに 


何等の 光彩 を も 放た す。 金製の 時計 は 持主の 豐 かなる を 示し 得べ しと 雖 ども、 其 針の 正確 を證 する に 足ら 

ざると 同理 なり。 

S 文擧 上の 價値を 有し 適當の 形容 なれ ども、 複雜 なる が爲カ 弱き もの。 

:And  as  a  sjprpy  of  honeysuckle  flowers  . 

Bmsli ひ s  across  a  tired  traveller- s  face 

Who  slnifHes  tlll.ough  ttie  deel)  dew-moistened  dust, 

〇n  a  May  evening.,  in  tlie  darkened  lanes. 

And  starts  him,  ^^p^  lie  1;1:iinlcs  a  ghost  weiU  .by 11 

So  Hoder  .hnlslled  .by  ffiermod-s  side.:  IMattllew  Arnold,  Balckr  Dead,  I. 11. 2301? 

人が 指れ 違 ふ 樣を忍 冬の 花 云々 な る感覺 材料 にて 說 明した る ものな り。 聯想の 啻に 適切なる のみなら す、 

材料 亦 頗る 詩 味に 富む が 故に 大體の 上に 於て 上乘の 成功と 云 はざる ベ からす。 只 だ 缺點を 云 へ ば說 明す ベ 

き 材料が 說明 さるべき ものに 比して 長き に 過ぐ るに あり。 少なくとも 日本人、 否 日本人の 一 人なる 余に 取 

りて は 主客 を顚 倒せる が 如き 趣な きに あらす。 此の 如き 例 は 評し 方の 如何によ りて 頭 大尾 小、 聊か 落ち着 

かぬ とも 斷案を 下す に 難から す。 然れ ども 西洋の 詩 家 はか、 る 不都合の 感を 抱かざる ものと 見え、 此 種の 

語法 は 常に 其 作品に 散見す るが 如し。 惟 ふに こ は 古代 希 脆の 文 格より 傳統 せる ものにして、 所謂 「ホ メリ 

ック、 シ ミリ」 (Homeric  simile) の 遣 物と して 今 代に 生存す るに あらざる か。 Iliad より 一 例を擧 ぐれば、 

--As  wlhcn  on  ttie  eclaoing  t-each  tli<s  sea- wave  lifteth  up  itself  in  close  array  t-efore  t;he 

driving  of  tlie  west  wind.;  out  on  ttie  dee!}  dotli  it  first  raise  its  head,  and  tlien  .hreaketll  UJSn 

til ひ land  and  tsllowettl  aloud  and  goetli  witli  arching  crest  about  the  p>romontories.  ana 

二三 五 


•  二三 穴 

sp>ewetli  l;lie  foaniing  t>rlae  afar;  even  so  in  clos ひ al-ray  moved  1;he  .hattaliolls  of  1;lie  Danaaiis 

witliout  xs-use  to  t-attle.: —A.  Lang,  W.  Leaf  & ほ. Myers,  The  Iliad  of  Homer,  p>.  77. 

の 如し。 元 來感覺 的 材料 を 用る て 各種の 材料 を說 明す る 主意 は 文擧の 原理た る 事物の 具體 化に 外なら す。 

故に 說明 材料の 詳密 は 一 見 被說明 材料の 印象 を 明瞭なら しむる が 如き も、 或 度 を 過 ぐれば 到底 一 目の 下に 

綜合し 能 はざる に 至る。 のみなら す、 よし 綜合し 得る とする も、 綜合し 得た る 印象 は說明 材料の 印象に し 

て 此 印象の 明 かなる につ れて 主腦た る ベ き 被說明 材料の 印象 は壓 倒せられ て 消滅す るに 至る ベ し、」 M.  Ar- 

nold は殊に此種の語法を嗜みしと見ぇ、 7?ミ、へ；、 b^-§r 第ニの下界廻り中に Hermod が Odin の 名馬 

Sleipner に 跨がり 九日 九 夜 谷間 を 廻り、 地獄の Giall 河と 云 ふに 來か、 りし 時、 其 橋 上に 女人 立ち塞が 

りて 行く手 を 遮る 節に は 下の 如き 複雜 なる 感覺的 材料 を說 明の 具に 用ゐ たり。 

*-wut,  PS  wlien  cowherds  in  October  driv ひ 

ulelr  kine  across  a  snowy  mountain  pass 

To  winter  pasture  on  tlie  soutliern  side. 

And  on  tlie  rKl^e  a  waggon  clioties  way. 

Wedged  in  ttie  snow;  l;lien  p>ainfully  t;lie  lliru^s 

Witli  good  and  sti outing  urge  ^^^^^  cattle  !>ast. 

Plunging  tnrougli  deep-  untrodden  IJPnlcs  of  snow 

T"o  right  and  left,  and  warm  steam  tills  tlie  air  — 

ひ o  on  tlie  t-ridge  tliat  damsel げ lock*d  tlie  way. 

And  ciuestion-d  Her ョ od  as  lie  came,  and  said : : —i9a/ar,?r  Dmd,  II. 11. 91—100. 


本文 は 僅かに 二 行なる を 比喩 は 八 行の 長き に 渉れり。 從 つて 人 をして こ は 比 喻の爲 めの 比喩に して、 本 

文を說 明す る爲 めの 比喻 にあらざる か を 疑 はしむ。 說 明の 材料と 傲 さす 單に獨 立せ る敍述 として 牛 飼の 

有樣 を 想 見 せ ば 面白き 節 は 無論 ある べし。 去れ ども 本文に 附隨 して 之 を讀 めば 徒ら に 冗漫な りと 云 はざる 

ベから す。 冗漫と は 本文に 不用の 材料 を 比喩 中に 濫用す る を 謂 ふ。 女の 橘 上に 立ち塞がる を 雪道に 埋まる 

車の 行 手 を 遮ぎ るに 比した る はよ し。 牛 飼の 鞭 を 振 ひ 咽喉 を 涸らして、 牛 を 追 ふ は 本文の 何も 說明 する や 

計り 知る ベ からす。 說 明の 材料 は 多く a っ詳 にして 被說 明の 材料 は葷 純に して 之に 副 はざる が 故に 遂に 兩 

者を對 立して 比較す る讀 者の 腦 裏に は 却って 混雜を 生す るの 恐 あり。 同人の Sohrab  and  Rmttim 中に も 

亦 同 樣の例 あり。 

•  -  As  wtlen  some  Isnter  in  tli ひ sp-nng  liatii  found 

A  .breeding  eagle  sitting  on  tier  nrtst, 

ulsn  til ひ crawgy  isle  of  a  tllll-lakrt. 

And  pirerced li ひ r  witli  an  arrow  as  slicj  rose. 

And  follow-d  lier  to  And  lier  wller ひ sne  fell 

； Par  o£P  ；  —  anon  lier  ma1;e  comes  wlng.lng  .hack 

PYom  Jaunting,  and  a  great;  way  off  dpscri ひ s 

His  ^d&^^s^  young-  left  sole  ；  at;  1;liat,  lits  checks 

Jiis  ； pinion,  and  witjl  snort  uneasy  sweeps 

Circl ひ s .  tl.t>o.v.e  tiis  eyty,  witli  loud  screams 

Chiding  liis  mat ひ t>ack  t.o li ひ r  n ひ st  ；  t-ul; sli ひ . 
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I^ies  dying,  witti  tlie  aTTOW  in  tier  side. 

In  some  far  stony  gorge  out  of  liis  ken, 

K lieap  of  fluttering  leathers  :  never  more 

st-illl  die  lalce  glass  lier.  Hying  over  it; ； 

Never  ttie  black  and  clrlf>;pl:n^  precipices 

Mclno  tier  stormy  screarn  as  silra  sails  by  :  I 

As  rthat  p>oor..blra  flies  holTue,  nor  knows  Ins  loss, I 

So  Rustum  kiiew  not  liis  own  loss,  but  stood 

over  Ins  dying  son,  and Icn ひ w linn  not/- 1 11. .3^ ひ一 7^. 

Rustum は Sohrab の 父な り。 S 举身劎 を 舞 はして 吾子 を斃 して 而 して 其 吾子なる を 知らす。 鷲 鳥 云々 

の 十八 行 は 無意識に 吾子 を 殺した る Rustum の 形容な り。 (從 つて 感覺的 材料 を 用ゐて 人事 を說 明す る 

投入 法と ss- る も 差 支な し。) 聯想 は 固より 適切な り。 去れ ども 前例に 就て 述べ たる 非難 は 一 樣に此 場合に 

も應 用し 得べき は 勿論、 かく 事件の 切迫して 此 感情の 高潮に 達せる 際、 急に 岐路に 入りて 悠々 たる 大 比喩 

に 優 遊す るが 如き 大國 民の 襟度 は诀 して 吾等 日本人の 有する 所に あらざる を 知る。 よし 一 步を讓 つて 此比 

嚼の 全部が 必要な りと する も 其複雜 なる 遂に 日本 在來 の文擧 者の 企て 及ぶ 所に あらす。 謠曲 『攝 待』 に 佐 

藤の 母 吾子の 死して 歸らぬ を 嘆き、 

「舊里 を 出で し 鶴の 子の 松に 歸らぬ 淋し さよ」 

と 云 ふ。 吾等に 取って 鶴 の^の 方簡 にして 却て 印象 深き を覺 ゆ。 詮議 すれば Rustum と 驚との 比較の 如 

き、 愛着の 目的物 を 失 ふと 云 ふ 共通の 點に 於て 兩者 僅かに 接觸 する に 過ぎす。 然るに 接觸 せざる 諸點 をと 


り、 しかも 非常に 精密の 筆致 を 以て 之 を 形容す るに 至りて は、 多少 閑 事業の 感 なき 能 はす。 讀者 もし 余が 

首 を 疑 は 5, 下の 一 例 を 見て 前に 擧 けたる 複雜 なる ものと 比較すべし。 

： K  rascal  IDragglng-  Slav. ひ！ 1;lie  rowu ひ fled  froiti mro  like  q-utcksilvev つ. - 

12  Hsyy  /F,  Act  IL  sc.  iv. 11. 247-8. 

語數は 至って 少なく 單簡の 極なる に關 はらす、 如何にも 11 滑に して 其 柿へ 難き 樣を 目前に 見、 躍如たら 

しむる の 功 恰も 一滴の 薄荷 を 舌頭に 點す るが 如し。 序に 云 ふ。 これ は Fltafe が 居酒屋に て Pistol と 

喧嘩す る 折の 臺詞 なり。 

S 最後に 前段に 述べた る 自然界に 於ての 寳地 研究 を經 たりと 覺 ゆる もの 一 一 ーを擧 けて 其の 奥 ふる 興味の 

際立ちて 鮮明なる を 示す。 

*-He  and  liis  t-rothrer  are  liJc ひ p>hlm-tr^es  <;lia1;  wl,ow  crooked  over  staadlin^-lsols  ; l;tiey  are 

rich  and  o*er—laden  with,  fruit,  but  none  tmt  crows,  IDies-  and  caterpillars  feed  on  tJiem. こ 

—Webster,  The  Duchess  of  Malft,  Act  I.  sc.  i. 

これ は惡 Bosola が Ferdinand と Cardinal とに 對 する 評語な り。 彼 は 如何にもして 此 兄弟の 少な 

からぬ 財產を 我が ものに せんと 企 つれ ども、 一向に 名案な く、 さりと て此 儘に 放置せば 他の 愚物 共に 先 を 

越さる、 の 患 あり。 との 有 樣を池 上に さし 出で 、 實を 結べ る 梅樹に 聯想して 形容せ る ものな り。 讀者 をし 

て 一 讀道 ちに 語る ものの 位置 境遇、 兄弟の 立脚地 等 を 歴然 想 ひ 起さし むる. 手際 は 全く 自然 直傳の 賜物なる 

が 故の み。 

-.As  a  green  t>rand,  tliat;  is  tnirning  at  on ひ end,  at 

the  -01;n ひ r  drops,  and  hisses  with  t;lie  wind  whlcn 
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so  from  tlhat  t-roken  splint,  words  an ひ d 卜 ood  came 

forth  1;og ひ ther :  wliereal; J let;  fall  the  t;oj3,  and 

stood  lilte  one  wno is  atraid. こ 

1 r>ante,  Divhir  Comedy  Jnfn}^so,  -  CPS.  X5. 11- 40-.3. 

の 如き は 飛び離れ たる 例に も關 せす 流石に 切實 なる 聯想 法と 稱 すべ し。 單に 木の 幹より 聲が 出る ぞと云 へ 

，ば 巾 々 に 信す る もの も あら ざ る ベ き に 、 其 幹の 話し 振り は斯 の 如しと 手近 の 感覺的 材料 もとりて 之に 結合 

せる を 以て、 思 はす 成程と 首肯す るに 至る ものな り。 生木 を 燃やす 時 其 一 端より 溢の 如き もの 吹き出で、 

一 種 悲しけ なる 音を發 する は 何人も 日常 目撃す ると ころ なれば、 此 近似の 材料 を 以て 木 幹より 人聲が 出る 

と 云 ふ 殆んど 鬆 しがた き 所作 を 形容す れば そ れ だけ 效果も 著 るし と 云 は ざ る ベ か らす。 

凡そ 以上 述べ 來 りし 各種 聯想 語法 は 文輋的 技巧の 一部に 過ぎ. さる こと 勿論 なれ ども、 もし 之 を委却 すれ 

ば 文 學は诀 して 存在し 得べ からす。 凡そ 文學的 材料 は 之 を 使用して 更に 印象の カを銳 くし、 具體 の 度を增 

進す るに 至って 效 果愈顯 著な りと す。 一例 を擧 ぐれば 「曇りた る 目」 「？ i ひたる 眼」 は 共に 文學的 資格 を 

有せざる にあら す、 され ども 如何に 曇り 又 如何に 濕へ るか を 簡單に 而も 明 暸に說 明 せんに は、 勢 ひ 聯想 法 

の 手段に 由る の 外な かるべし。 

*.  you  cannot  s ひ e liis  ey ひ s, — ttiey  alrf  two  wells 

Of  liquid  12re.-- isllelley,  Rosalind  and  Helen, 11. 126819. 

--^Ttlese  eyes,  lilce  lamps  wliose  wasting  oil  is  sp-ent. 


Wax  dim,  as  drawing  to  their  exigent. : —1 Hemy  fV,  Act  II.  sc.  v.  1L8—9 

等皆然 りと す。 或は  • .. 

Yet  acms:nt  t>ut  shigle  davkss  do 1 and.:  —Milton,  Conuis, 】•  2C4. 

と 云へば、 面白き は r 喑黑」 と 云 ふ 漠然たる ものに、 ： single: なる 具體的 形容詞 を附 したる にあり とせ 

さるべ 力ら す。 Richard  III の Anne が Richard の 后た ろ を 悲しむ， 語に 曰く、 

J-  would  to  o.od  tliat  tlie  inclusive  V2.g.e  - 

Ol  g.olc3en  metal  tliat  niust  round Inv  t-ro さ 

Were  red-hot  steel,  to  sear  me  to  tlie  t-rain  ！ 

Anointed  let  me  .be  wltll a ひ adly  veiioni 

And  die,  ere  men  can  syy,  God  save  tlie  queen!  : —Act  IV.  sc.  i. 11 5^1 ひ 3. 

これ 黄金の 王冠と 熱 火の 鐵とを 聯想し、 卽 位の 聖油と 猛烈なる^ 藥とを 連結した るに 過ぎ ざれ ども、 其 

說明的 材料の 具 體の度 被 說明的 材料に 勝る を 以て、 その 印象 を 一 段と 强 むる を 得。 或は Bolingbroke が 

Flint 城の Richard  11 に 使を馳 せて、 若し 我に 對 する 宣告 を 取り消し 玉 はすば、 

1 11 us ひ til ひ a& づ antag.e  of  my  power 

And  lay  the  summer-s  dust  with  showers  of  blood.-  -  —mdl.  II,  Act  III.  sc.  iii. 11. 42—3 

と 脅せる は 共亂、 殺傷の 如く 漠然たる 鈍刀に 代 g るに ： lay  the  summerV  dust ；… ： 云々 S 具體 的-.^ 

刀 を 以てした るな り。 或は 靜 かなる 日、 靜 かなる 畫と 云うて 事足るべき を 下の 如く 云 ひ 換ふ飞 ま 如 可。 

It;  was  so  calm,  that  scarce  tlie  feathery  weed  < 

osvn  t>y  some  eagle  on  the  topmost  stone 
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Swaved  in  the  air.:  — st-elley,  Lasl  and  CytJma,  Can.  IL  st.  xvi. 

-"Not;  so  miicli lif ひ as  on  p  summer-s  day 

Robs  not  one  ^^M..^^^  seed-  from  ttie  frtatller-d  ^rass, 

wut  where  tlie  dead  leaf  fell,  there  did  it  rest.: —Keats,  Hyperip  Bk.  I. 11. 8110. 

或は 小人 國の參 議員 (Lilliputian  committee) が Gulliver の 懐中 を儉閲 する 際 其 手 巾 を 形容して 

.:one  great  piece  of  coarse  cloth,  lar^e  enough  to  t>e  a  foot-clotti  for  your  Majesty -s  chief  room 

of  state: と 云 ひ、 更に 彼の 財布 を 評して ：a  net,  almost  lar^e  enougli  for  a  nsllerman,  containing 

several  massy  pieces  of  yellow  metal,  wliicli,  if  ttiey  .he  real  gold,  must  .be  oi immense づ alue-- 

と 述べ しが 如き、 皆 適 {且 の 聯想 を 利 W して 明瞭なら ざ る もの を 著しく 明瞭 化し 得た る ものな り。 

聯想に は 時に 頗る 常識 を 離れた る 種類の ものな きに あらす、 極端に 走れば 殆ど 狂人の 囈 語と 相 選ぶな き 

に 至る。 昔、 某 あ り、 時 ゆ 碩學某 科舉者 に 戯れて、 Bunsen の 近 著 M\illeability  oj  Light を 知れり やと 問 ひ 

しに、 其 人恥づ かしけ に 未だと 答へ しと 傳ふ。 Light と は 日光なる ベく  Malleability と は 金屬を 打って 

延金に すろ 意な り。 故に 此兩 者の 間に 何等の 合理的 連結の あり 得べ き理 なし" 從 つて Bunsen のか、 る 著 

述を なすべき 笞 なし。 然れ ども 人間の 聯想 は 頗る 放逸なる 性質 を 有する を 以て、 か ， る大膽 なろ 綜合 も尙 

斯道の 大家 を 瞞着し 得た るな り。 心理 舉者 Prof.  James 曰く 「同一 の國 語より 成立し、 文法 上の 誤りな 

き 時 は， 全然 無意味の 文字の 集合 も 咎められ すに 受け取らる、 こと 屡な り」 と。 誠に 聯想 S 範圍は 此の 如 

く 漠然たる なり。 近時 出版の Literary  Guillothte と 名く る 書物の 中に 近代の 作家 を 召喚して、 法廷の 吟 

味に 擬 したる 滑稽 的 漫評 あり。 Hall  Caine,  Matie  Corelli 等 皆 其 弱點に 就て 法官の 判诀を 受けざる なし- 


就中 かの Henry  James  (prof.  J. の 弟) の 其專賣 たる ：sententia  obscura: (晦^ 句法) の待權 侵害に 

對し 訴訟 を 提起した るが、 其 辯 論の 一 節に ：My  aim  stiall t>e  to  achieve  tlie  centrum  of  perspicuity 

Willi  .ttl ひ ml か sile  of  sp ひ rtcff,  f>ropsll ひ d,  as  in  the  case  ot  tml^ll-s  great;e;st  ； protagonists,  .by  tlie 

dynamic  force  of  exe^etlcal  Insistence,  eventuating  in  1..50.hfuscat;ed  concepts: など 云 ふ 解し 難 

き 文字の 陴列 あり。 其 聯想の 突飛なる こと 驚くべき のみ。 厳密に 云へば こゝ に 此例を 引く は妥當 にあら す 

と雖 ども 唯 聯想 は 時 ありて 意外の 境に 對象を 求め、 且 所謂 晦 溢と 稱 せらる、 文體を 詮議 すれば， 其 要素の 一 

は 必す 聯想 法 S 常 規を脫 し た る に 基づ くもの なる， .- と を 附言した る に 過ぎす。 

第 1: 章 滑稽 的 聯想 

此 章に 於て 論ぜん とする 聯想 法 は 主に 滑稽の 趣味と なって 文 舉に現 はる、 ものにして、 其 材料の 範園は 

前 三者と 毫も 異なる ところな きも、 上述の 如く 一 一個の 材料 を聯 結して 兩 者の 間に 豫 期し 得べ き 共通 性 を 道， 

_ 破した る 時文 擧的價 値 を 生す るに 非す。 意外の 共通 性に より 突飛なる 綜合 を 牛： じたる 時 始めて 其 特性 を發 

揚 する ものな りと す。 されば 前 三 章の 諸 聯想 法 は 共通 性 を 相互に 結合す る 作用 を 以て 其 主眼と し、 こ、 に 

說く 聯想 は 多少の 共通 性 を 利用す るの 結果" 之 を 通じて 思 ひも 寄らぬ 兩者を 首尾よく、 繁ぎ 合せた る 手際 

を 目的と なす ものな り。 故に 此種 S 聯想が 往々 其 共通 性の 適否 を 深く 究めす して、 只 其 非 共通 性に のみ 注 

意を與 ふる 事 多き は 自然の 結果と 云 ふべき のみ。 故に 前 三者に ありて は、 兩 者の 類似、 つとめて 深遠に し 

て且 永久なる を 要し たれ ども、 此 種に ありて は、 僅かに 皮相 淺 薄なる 類似に て 事足る のみなら す、 時には 

單に 文字 上の 連鎖の みに て尙且 多少の 興味 を 喚起し 得る ものな り。 試みに 投入 語法と 此 種の 語法と を 作例 
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によ." 比較 すれば、 一 見して 余が 儅 りならぬ を 知るべし。 

-ニ  wtls  ab21t  to  tell  tiiee  ：  11  wllen  my  tieart, 

き mndgnd  ivith  a  sigh,  would  rive  in  twain, 

L-esI;  .Hector  or  my  father  should  perceive  me, 

一 have,  when,  ttie  su-  doth  light  a  storm ,  , 

B-rled  tnis  sigh  m  .wyhlfdc  of  a  smiln : 

wut;  sorrow  tliat;  is  couclK-d  in  seeming,  ^lacjness, 

js l」ke  rf^p-.  tnirtli  fat ひ tarns  t:o  sudden  sadasss.:  * 

—— fvoilm  Sid  Cress i da,  .Act  I.  sc. i. 11. 3^14.0. 

の 如き は 其 妙味 全く 類似 性の 巧妙なる 聯想に より 成立す る ものなる こと 分明 なれ ど、 

,Tctunl  am  I  for  1:ne  gvav 卩 gal-~t  a-s  a  g.ravn. 

Whose  .hollow- womt>  inherits  nougut  tmt  t-ones.-- — i*?zv:/ss/  II,  Act  II.  sc.  i. 11. 8213. 

に 至りて は 其 聯想 全く 前者と 趣 を 異にする を 見るべし。 Gaunt は 人 S 名な り。 Gaunt は fl 悴の 意な り C 

Gaunt なる 姓氏と 惟悴と は發音 以外に 何等の 類似 性 を 有せす。 今此簿 弱なる 連鎖 を 利用して Gaunt なる 

人物 を 墳墓と 結合 せんとす。 人 は 只 其 意表なる に 驚か すん ば あらす，〕 意表なる 結合に 不意 を 打 たれた る 後、 

意表に も 關 はらす 多少の 因 綠の兩 者の 間に 存在して、 其關 係の 遂に 否定し がた きを 知る や、 驚異の 念 は 俄 

然として 滑稽 趣味に 變 化せざる を 得す。 (序に 云 ふ 引 の 句 は John  of  Gaunt が 臨終の 語 なれば 沙翁 

は诀し て 之 を 滑稽 的 に 使用せ るに あらす。 之 を 滑稽 に解說 せ る は 余 の 意 13^ に 過ぎす。 余が 此の 句 を以 て 滑 

糟的 臭味 を帶 びたり と 云 ふは眞 面目の 句と して 失敗せ りと 云 ふに ひとし。) 


第一 節 口 合 

この種 S 聯想 中 最も 簡單 なる もの は 普通に 駄洒落と 稱し、 英語に て ：pun: と名づ く。 . 其 性質 上 比較 

的 常人の 手に li り 易き を 以て、 少し く 滑稽 趣味 を 喜ぶ 徒 は 日常 座談の 際に 之 を 振り 廻して 得意な る は 人 

の 厘 目撃す ると ころな り。 ：Percy 逸話 集に 見 ゆる Hogartli の 小話の 如き は此 種の 上乘 なる ものな り。 小 

話に 曰く。 

「Hogarth は 面白き 戲談に 至って 興味 を 有せし 人に して、 其 癖 は 日常の 琪 事に 迄 現 はる、 を 常と せり。 

或 時 彼が 其 友人に 送れる 晩餐の 招待 狀の 如き 其 好證と 云ぶべし。 紙丽に 圓を畫 き、 其圓の 支柱に 肉 叉と 

小刀と を 使用し、 其 圓內に 招待の 文句 を 認め、 其 中心に 「パイ」 (肉饅頭) の畫を 描きたり。 而 して 其 文 

句の 終りに は J-  ？  の 三 字 を 記る したり。 是は 希臘の 三文 字 を 口 合の 材料に 使用した る ものに 

て ：£ta,  .beta,  PI: 卽ち ：Eat  a  t>it  of  pie!: の 意な り」 

此 種の 聯想 を 以て 文 舉的價 値な しとす る もの あり。 余と 雖 ども 之 を 目して 最高なる 技巧と 云 はす。 然れ 

ども 一 言に して 文攀 的に 價値 なしと 評する は 用る 易き に 馴れて 實憤 以下に 之 を 侮蔑せ る もの ク語 なりと 思 

ふ。 凡そ あらゆる 聯想 は 一 方に 甲 あり 他方に こ ありて 中間に 丙なる 連鎖な かるべ からす。 今 口 合 を 以て 下 

^なりと する も S  ， 說を聽 くに 多く 其 非難 を 中間の 丙に 置く に 似たり。 卽ち 共通 性 を あら はす 要素 S 皮 想 

的に して 兒戲に 似た る を 物 足らす とする もの 比々 皆是 なり。 去れ ども 余 を 以て 之 を 見る に 滑稽 的 聯想 に 於 

て 重要なる は 中間の 丙に あらす して 反って 兩 端に 横 はる 甲と こに 存す。 これ 其 前章に 論じた る 聯想 法と 大 

に 其 趣 を 異にする 所以な り。 彼等に あって 尤も 大切なる は 說明材 科よりも 被說明 材料よりも 兩 者の 一 路に 

合 し 丁 ぴたりと 動かざる 點 にあり、 比較の 切實 にし て 何人も 之 を 拒み 能 は ざ る に あり。 換言す れば うま く 

說 明か 出来た か出來 ぬかに あり。 共通 性 を 示す 丙なる 要素の 堅固に して 能く 落ち 付く が爲 なり。 滑 精的聯 
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想 は然ら す。 3- を說 明す るが 爲め にこ を 使用す るに あらす。 甲 を 代表 せん-か 爲 めに 感じ 易き こ を 持ち 來る 

にあら す。 從 つて 其^ 命 は說明 せらるべき E- と說 明の 役に 當る ことが 一 致せる 丙の 狀 態の 如何によ つて 左 

右 せらる、 事 少なく、 寧ろ W- とこの 性質 如何によ つて 其惯 値を定 むる ものな り。 卽ち 甲と こが 殆んど 思議 

しがた き 程 飛び離れ たるが 興味に て、 此ー 一 者 をつな ぐ 丙の 性質の 如何 は 左程に 重要なら す。 從 つて-内の 性 

S る 薄弱なる 口 合 も 亦單に 丙が 薄弱 な りとの 故 を 以て 輕ん すべきに あらす。 沙翁は 口 合の 驍將な り 。 

適當 S 時 は 無論 不適 當の 際に も 之 を 濫用して 恽 からす。 前に 擧 けたる Gaunt の 例の 如き は 其 一例な り。 

ah は高尙 なる 滑稽 雜誌 として 一 般の歡 迎を受 く。 しかも 逐號に 之を檢 すれば 一 の 口 合な き は 稀なる ベ 

し。 只 永久に 恐れ 人 谷の 鬼子 母 神 を 反覆せ ざる 以上 は此 種の 滑稽 も 亦 優に 一 利器た る を 失 はす。 例と して 

左に 一 ニニ を擧 ぐ。 

i like  your  chocolate,  good  Mistress  p-ry  ！ 

I like  your  cookery  in  everv  way  ； 

I like  your  sllrove-tid ひ s ひ rvic ひ and  sup-!51y  ； 

I lik. ひ to li ひ ar  your  sweet  Pandeans づ lav  ； 

I liKe  1;lie  fnty  in  your  fl.lll-.hrimnled  ey ひ ； 

I  KKe  your  carnage,  and  your  -sillien  gTey- 

J^our  dove-like  liat>its,  and  your  silent  p>reacliing ; 

wul; I  <lon*t  .Hke  your  Newgaiory  teacMne^\  :  — Hood,  To  Mrs.  Fry,  St.  xiii. 

此 例の 結句 は 純然たる 洒落に して 正式に 此 種の 聯想に 屬 すべき ものな り。 首に 之を揭 けたる は 其 價値以 

外に 有名なる 歴史的 錄故を 有する が 故な り。 左に 其 大略. ぶべ し。 一 八 一 一 五 年倫敦 にて 出版した る書卷 


のうち 無名氏の 詩集 一 卷 あり。 收 むる ところ は 十五 篇、 題して Odes  and  Addresses  I。  Great  people と 

云 ふ。 題號の 示す 如く 時の 大家 を咏 へる ものな り。 勿論 大家 中には 當時 流行の 風船 乘 或は 講談師 等 ありと 

知るべし。 然るに 此 無名 子の 詩 を 忝う したる 一 人に 名 を ：Mrs.  Fry と 呼ぶ 「 ク ェーカー」 宗の 慈善家 あり。 

此女 London の Newgate  (古き 牢屋) に 擧校を 設けて 一 般の敎 育の 利益 を受 くる 能 はざる 不幸 兒に文 

字 を 授けつ 、ありし が 故に 無名 子に 此詩を 寄せて 其 issM*^ の 無益なる を訓 したるな り。 (徂 しこ  >  に 引 川せ 

る は 其 一 節に 過ぎす。) 時の 文豪 Coleridge 集 を 得て 此詩 を讀み ： Ne さ gatory  teaching: の 一 一字に 至 

つて 案を拍 つて 嘆 じて 思へ らく、 かくの 如く 巧みに 滑稽の 工夫 を 凝し 得る もの は： J:!! (友 C.  Lamb を 措き 

て 他に 一 人の あるべき 理 なしと、 卽ち 無名 子 を 以て Lamb なりと し 直ちに 書 を 裁して 彼に 送って 曰く 

,1 nuvsday  -night, 10  0ソ clock — No!  〇t:-arles,  it  is  you 一. 1 liav ひ niad  tliem  over  again,  and  I 

understand  wny  you  tiave  ausled  ttie  t-ook.  Tlie  frnns  at. ひ nlT5  in  ten  good 1 many  excelleni;, 

—— tlie  Neiv ま tovy,  transcendent  ！  And  tli ひ n  tli ひ exem;plum  sine  exemfdo  of  a  \51ume  of  per- 

sonalities and  conteniporaneities  witliottt  a  single  line  tliat  could  inflict  tlie  infinitesimal  of 

an  ua;pi.easanc ひ on  any  man  in  liis  srans ひ s —— saving  and  excep>t,  p>erha;ps,  in  l;tie  envy  addl ひ a 

.hraln  of  t;li ひ d ひ spiser  or  your  Lays,  Ir  nol; a  tTl.llm;pll  over  liim,  it  is,  at;  least,  an  ovatioH. 

T?lien  moreover  and  besides  (to  speak  witli  .hscoming  modesty)，  exc ひ！： >ting  my  own  self,  wlio 

IS  t;n2.e  .hut  you  wlio  could  write  t;ne  musical  lines  ana  stanzas  1;tiaf  ar ひ intermixed?: 

Lamt> の 返 翰に 曰く。  f 

:Tlle  odrts.  n-l. ひ， four-tlftlis,  don ひ t>y  Hood  —  a  silentisli  young-  man  you  met  at  Isiinjjton  one 

clay,  an  invalid.  ,Tlle  rest  are  Reynolds-S,  whos ひ sister  Hood  lias  lately  married.  I liave  nol; 
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liad  a  t>1.01cen  nnger  in  them  Hood  will げ e  gTatifsd,  as  mucli  as  I  .am,  by  your  mistate.: 

かく 歴史的に 著名なる 洒落の 1^ 落た る 所以 を尋 ぬれば 單に Newgate の 一 字に 歸 着す。 Newgate の 形 

容詞は Newgatoty にして 此 形容詞より 同音の nugatory  (無 盆の 意) を 聯想せ しめたる が 作 略な り。 從 

つて 兩 者の 共通 物 は 一 定 せる 字音に して， これにより 聯 結せられ たる は 似る. ベく も あらぬ 「牢獄」 と 「無 

效」 の 一 一つなる が 故に 一 種の 興味 を感 するな り。 

0.  :Lamb はこ ゝに引 ffl せる 詩の 作者と 見誤 まらる、 丈に 此點に 於て は 普通 以上の 趣味 を 有したり と覺 

しく 其 文中 時々 此 種の 聯想 を 弄ぶ 事 あり。 Essays  of  Elia  (？) 中に 鬼 (hare) を提 けて 通り 過ぐ る 人 を 

呼び留めて、 ：ptithee,  friend,  is  tliat  thy  own  hair  or  a  wig?: と 云へ る 句 ありし やに 記憶す。 こ 

れも 共通 音に て liare と tiair を 聯想せ しめたる こと 說明を 待た すして 明かな り。 

Falstaff と Prince  Henty の 問答に 曰く 

t-alstaff .  An_3, 1 p-rlthee,  sweet  wa.g,  wlien  tliott  art  king,  as,  God  savrt  tliy  grace, — Inajesty 

I  should  say,  for  grace  thou  wilt  have  nolle, —  . 

Prhicc.  wllat  ！  non ひ ？ 

t-alstaff.  No,  IDy-  my  1;rot;li,  not;  so  inucti  as  will  serve  t;o  t>e Indlogue  rto  an  regg  and  Imtter.: 

II Henry  /F,  Act  I.  sc.  ii. 11. 17—23. 

尊稱に your  grace と 云 ひ、 神惠 にも grace と 云 ひ 食前の 禱詞 にも grace と 云 ふ。 此三 grace を 字 

音の 媒介に よりて 結合した るが 此會 話の 姿 致 ある 所な り。 只 其 前者と 異なる 所 は 洒落 そのものの 性質 もし 

く は 優劣に あらす、 之 を 口にする もの、 性格な.^。 普通 此 種の 聯想に 耽る もの は 皆 其の 洒落なる 事 を自覺 

して 好んで 才を使 ふに 過ぎす。 吾人が 之 を 聞いて 滑稽と 感 する は 之 を 口にする 人物 を 滑稽と 視 るが 爲 めに 


あ もす して 洒落 其 物 を 鑑賞す る に 過ぎす。 從っ て 吾 人 の 洒落 に對 する 感じと 洒落 を 口にする 人に 對 する 感 

じと は 全く 獨 立して 相 犯さ > る を 常と す。 然るに 今一 人 ありて 或る 源 因の 爲め (無識 又は 誤解 等) 洒落 を 

洒落と、 5^ 付かす して 眞 面目に 放つ 事 あれば、 吾人の 洒落に 對 する 滑稽 感は 直ちに 其 人物の 上に 落^ 來 るが 

故に 葷に 言語の あやのみ にて 得る 感じより は 数等 活躍せ ざる を 得す。 如何と なれば 此 際に 於け る 滑稽 感の 

R 的 物 は 死した る 一 句に あらす して 血 あり 肉 ある 具體 的の 活物 なれば なり。 彼の 口にせる 滑稽 は 彼の 人格 

に 附着して 離るべからざる が 故に、 彼の 滑稽 は 彼の 人格の 一部分な りと 斷定し 得る が 故に、 此 格段なる 滑 

糟の小 窓 を 通して 其 奥に 潛む 活躍せ る大 滑稽 を豫 想し 得る が 故に、 一 句の 滑稽 は單に 一 句の 滑稽と して 線 

香 花火の 如くに 消滅す る ものに あらす。 忽然と して 人工 を脫 して 天籟の 妙 音と なり、 畫龍水 を 得て 一 躍 天 

に 登る に 至る。 ； PalstaS の 滑稽の 如き は 多少 之に 近し。 ， 

又 Jsm さ；、"/。 r 中に Abhorson と 呼ぶ 獄吏 Clown  (道化 役) と共に 囚人 warnardine を 

訪 ふて 彼に 最後の 覺悟を 促す 邊に 左の 如き 滑稽 問答 あ り。 

Barnaralne.  〔  W ヽ.？ 7/ に s〕  A  P5X  o*  your  fhroats  ！  .wllo  makes  that;  noise  t;llrtre  ?  wllot  are  vou? 

illolsl.  Your  friends,  sir  ；  ttie  tla.ng.nlan.  You  must  .he  so  good,  sir,  to  risre  and  Tbe  put  t;o 

deatli. 

Bav-ar.  f  ? き、 二  Away,  you  rogiie,  away  ！  I  am  sleepy. 

.AhyoT, 1  メ ell  1113  ne inttst.  awake,  and  i;hn.1;  cjvuckly  ^oo. 

clolun.  Pray,  ^Master  Barnardine,  awake  till  you  are  executed,  and  sleep  afterwards. 


Baruar.  You  rogue,  I  liave び een  annking  all  nijjlit  ；  I  am  not;  ntted  for  "L 
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KJOtst.  O,  the  better,  s>v  jor  he  tftat  arm ザ s  all  rdf^ht  and  is  hcmged  betimes  in  the  morning  may 

slenp  the  solsdev  all  ttie  .next  day.:  —  Act  IV..  sc.  iii. 11. 26I.B0. 

こ は 固より 尋常の 口 合に あら. ず。 單に 字音の 共通 性より して 意義 を 異にする 二 個の Sleep を 結合せ る 

が 主眼の 興味に あらす。 一 般に 通すべき 眞理 を、 通じが たき 特別 S 場合に 應 用して 顧みざる 所が 此 滑稽の 

眞髓 なり。 「寐 るの は 御隨意 だが、 どうせ 寐 るなら 用事 を濟 まして 寐 たら 樂 でよ からう」 是は 何人に も應 

^して 誤りな， き眞理 なり。 只此 場合に 於け る 用事 は 普通の 用事に あらす。 刑 壇に 上って 首 を 斬らる 、用事 

なり。 他の 用事なら ば 氣懇り 故まづ 片付けて ゆるり と寢に 就く とい ふ理も あるべし。 首 を 斬らる、 用事 を 

濟 まして 眠れと 注文す る もの は 首 を 斬らる ゝ 大事 件 を 普通の 用事と 同 一 視 して 顧みざる ものな り。 故に 此 

滑 指 は 普通 の 用事と 斬首 の 用事 を單 に ffl 事な る 共有 性 の もとに 一括した る 無邪氣 もしくは 無鐵 砲なる 邊に 

おす。 而 して 此 連鎖 は 勿論 單 純なる 文字 上 S 技巧に あらす、 一 種の 知的 耍 素と 見做し 得る が 故に こ、 に此 

例 を あぐる は 當然此 類別 >M 下に 配す ベ きが 故に あらす し て 寧ろ 前例に 附帶し て 意識的 及び 無意識的 洒落の 

間に 生す る 趣味の 差異 を 示さん が爲 なり。 Falstait の 場合に 於て 述べた るが 如く 此 滑稽の 價値は Clin 

其 人の 性格 如何によ つて 大に變 化 ある を 見る。 之 を 意識的と 解 すれば 感興 は單に 言語の 上に と ゾ まるに 過 

ぎす。 反 之 clown の 頭腦幼 稀なる が 爲め眞 面目に 此 首を爲 して 合理と 思 へるならば 吾人 S 滑稽 感は單 に 

文字の 上に 落つ るの みならす 彼 其 物に 對 して 油然と して 起る S 結果 彼 は 滑稽 的に 趣味 ある 一 人物と 化し 來 

るな り G 

Sheridan が 描け る Mrs.  IMala で rop の 如き は、 所謂 「無學 の 識者」 として 著名なる もの なれば、， 常に 此 

種の 口 合 を 無，；：〕 -識に 繰り返して、 讀者 の 頓を解 く。 彼 女 は 他が 其 言語 に 誤字 多 き を 指示 せる を 怒りて 曰く、 

nle:!: ひ, sir-  an  attack  Up5n Iny language!  wllat;  do  you  tliink  of  tliat  ? I  an  asp>ersioii  upon 


aly  parts  of  spre ひ ch  ！  was  ever  sucli a  ^3^rt  ！  surp  if  I  yeprejle-d  anything  in  1;his  wor 卜 a it;  is 

th ひ us ひ of  my  oracular  tonwue,  and  a  nic ひ derangement  oi  epita サ hs\  :  — SJi ひ ndan 了  fhe  Rivals, 

Act  III.  sc.  111. 

rReprehrtnd: は repl. ひ S21t,  :  derane-ement : は arrangement, ひ pltal^h  - は epitliet ひ. 音 3 なる ， 

べし。 しかも 此 誤謬 は 全く 無意識に 出づ。 從 つて 興味 饒 かなり。 只 本人の 無意識な るに 關せ すか、 る六づ 

かしき 言語 を 操り 得る ものが、 か  >  る 誤謬 を敢 てす る 事 あり やとの 疑 を讀者 S 心に 生す る 位 不自然の 誤謬 

なる を 以て. 一 方に 於て 得た る 滑稽 感は 一 方に 於て 打ち消さる 、が 如し。 吾人 もし 無敎 育なる 人間の 集會す 

る 床屋 杯に て眞 面目に 且つ 自然なる 此 種の 滑稽 を 聽く事 多し。 

口 合 は 聯想の 形式に 於て 必す しも 一 定 せす。 

： <Zhief  Justice.  Well,  God  send  the  prince  a  better  comi>c5iorl 

Falstaff .  God  send  the  com サ anion  n  better  prince -1-2  He-ry  /ヌ Act  I.  sc.  F 11. 223—5. 

の 如き は 稍複雜 なる ものな り。 例 は Falstaff の 法廷 辯 論の 一 節に して、 その 趣味と 稱 すべき は 一 見 同一 

Q 構造 を 有す る 二 行が 意味に 於て 全く 正反對 する にあり。 卽 ち 同 材料の 順序 を變 じた る 丈に て 意外 に 異な 

れる 思想 を 含ませ 得た る を 手柄と す。 此 際に 於け る 連鎖 は 句 S 構造 拉 びに 其 S 容 たる 文ギな るが 故に 普通 

の 口 合よりも 複雜 なり。 かく 複雜の 度 を 追 ふて 此 種の 聯想 を擄張 すれば 吾人 はやが て 一 種の parody に 

達する を 得べ し。 

口 合 (pun) にっきて 一 言すべき こと あり。 上述の 如く 此 語法 は 常に 些少の 共通 性に より 異種の 材料 を 

綜合す る もの なれば、 此 些少の 共通 性 を 主として、 これにより 趣味 を 湧かし めんと すれば 全く 失敗に 終る 

こと なり。 我 國在來 の 懸け 言葉の 如き は此に 外なら す。 懇け言 葉は此 聯想の 本領た る 滑稽 趣味 を 利用せ 

二 五一 
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す、 却て 其 尤も 不得意なる 性質 を 苦役して 前 三種の 諸 聯想に 代ら しめたる ものな り。 力？ なる 共通の 字音 

を 通じて 紙と 神 を 連結した ると き 其 興味 は兩 者の 相似に あらす して、 反って 其 差別に あり。 然るに 「懸け 

言葉」 の 作例 を閱 する に此跪 弱なる 共通 性 を 利用して 却て 眞 面目に 神と 紙の 類似 を說 かんとす るに 似たり。 

其の 不自然に して 嫌味 多き は 無論の み" 「誰が 脫ぎ すてし 藤 袴」 と 云 ふ。 藤 袴と 稱 する 草花と 吾人が 穿つ 

袴と は 其 間に 一 個の 音の 似通 ふの み。 然るに これ を 稍に 藤 袴の 草 はぬ ぎ棄 てし 袴 S 如しと 强 ふる は 甚だ 不 

自然にして 且つ 沒 趣味なる 業に あらす や。 針 程の 言 ひ懸り を 作って 大金 を ゆする に， たり C 

第二 節頓才 

こ、 に說 かんとす る 滑稽 聯想 は、 前節の 口 合と 稍 趣 を 異にして、 其 連結 物 は葷に 字音の 助 を 借らす、 S 

容の 意義に より 、 論理的 知力の 作用 を 待 つ て 滑稽 的 興味 を 喚起す る ものな り。 例へ ば 山頂 を 深 林と 心得て 

登りし に、 來て 見れば 平凡なる 麥 畠なる に 一 驚 を 喫する が 如し。 全然 文 舉的慣 値 を 非 認し能 は ざれ ども、 

知的 分子の 多量なる は、 やがて 其 興味の 幾分 を 殺ぐ ものと 知るべし 。吾人 は 其 聯想 の 器用に して 切り 拔け 

方の 巧みな ろ を 嘆賞す。 ^語に これ を Wit と名づ く。 

.  :1  do  love  thiee  so, 

T^llat  T  will  sliortly  send  tliy  soul  to  lieav ひ n.:  — Richard  ///,  Act  I.  sc.  i. 11. 1181 戶 . 

と 云 ふが 如き は その 好例な り。 卽ち 「愛」 なる 容を櫳 として 思想 を 一 轉 すると 共に 文意 は 必然の 論理に 導 

かれ 「故に われ 汝の 魂. み-天 國に 送らん」 との 斷 案に 歸す。 其 徑路は 全く 知的に して、 所謂 三^法に 由る も 

のな り。 r 吾人. は 愛する も S の 幸福 を 欲す」 「魂魄 天に 行く もの は 幸福な り」 「故に 余 は 愛する 汝の魂 を 

天に 行かし めんと す」 然るに 「天に 行く もの は 死せ ざるべ からす、 故に 余汝を 殺さざる ベから す」 

North.  Have  you  forgot  the  Duke  of  Hereford,  t>oy? 


Percy .  No,  my  good  lord,  for  tliat  is  not  forgot 

Whicli  lle-er  I  did  remember:  to  my  loiowleclge, 

i  never  in  my  life  did  look  on  him.:  —Richard  //,  Act  II.  sc.  Hi. 11. 36-9. 

輿 味 は 忘る ， 、• 忘れぬ と 云 ふ 文字の 意義に 變化 ある を 利用して 之 を 聯想す るが 爲 めに 生す。 之を說 明す 

れば 左の 如し。  5  0 

： not  forgot: にニ義 あり。 Remembering  =  not  forgetting- =  never  remembering 是 なり。 普通 は 

第 一 を 用ゐ、 第一 一は ffl ゐす。 啻に 用ゐ ざるの みならす、 か  >  る 意義の あるべ しと さ へ 思 ひっかす。 然るに 

此 場合に は 普通人が 期待す る S み-すて、 天外より 3 を 傭ひ來 つて 突然と して 人 を 驚ろ かした るな り。 驚ろ 

きたる 人 は 同時に 其有理 なる に 服して 成程と 案 を 柏つ。 從 つて 此 種の 趣味 を 成程 趣味と いふ。 知力に 訴へ 

て 成程と 思 ふとき 始めて 面白味 を 生す るが 故な り。 

： An ま. Villain,  .tllotl  know-st  no  law  oi  cocl  nor  inan  : 

No  t-east  so  tierce  tmt Icnows  some  toiicli  of  pity. 

Glos.  But  I Icnow  none-  and  therefore  am  no  t-east--  lllicllard  IIT,  Act  I.  sc. ii. 11. 7012. 

之 を 方式 比すれば --Every  .beast  knows  some  touch  of  pity: なる 連結 物より 

(1) ...  .Those  tliat  are  ^^^^os^  pity  are  no  .beasts. 

(2)  --.  Man  ought  to  tiave  pity. 

の 二 個の 意 を 生す る こと 明らかな り。 Gloster は 第一 を 取って 他の 膽を 奪へ るに 過ぎす。 何の 故に 他の 膽 

を 奪へ るか は 前例に 於て 說く 所と 異なるな きを 以て 略す。 

以上 諸 例 は 悉く 所謂 滑稽 趣味 を 第一 の 目的と したる ものと は 云 ひ 難き も、 其 聯想の 突飛なる、 或は 意外 

二 五三 
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の 論理 に 據り思 は ざ る 結論 に 到達す るが 如き、 皆 こ れ 滑稽 的 特色 にして、 闲方 によりて 充分 其 滑稽 的 本質 

を發し 得ろ ものな り。 左に 擧 ぐる 一 一例 を 味 はふべ し。 

:Ttle  reigning  rf-ore  at  one  time  in  Edint-urg.n さ as   ：  his  favourite  sut>Ject-  ttie  Nortn 

t*ole.  It  mattered  not lio さ far  soutli  you  .began,  you  found  yourself  transp-orted  to  tlie  north 

pole  before  vou  could  take  ^^reM.^^  ；  no  one  escaped  him.  Sydney  Smith  declared  he  should 

invent  a  slitYbtttton.  JefPrey  fledl  from  tiim  as  from  th ひ F>lague,  wllen  possible  ；  t-ut  one  clay 

lli-s  arcli-tormentor  met  liiin  in  p  narrow  lane,  and  .began  instantly  on  ttie  nortli  Isle.  Jeit7.cy 

in  despair  and  out  of  all  p>atience  darted  luast  .him  exclaiming じ一 tlie  north  ； pole  ！  Sydney- 

smith  met  him  sliortly  after,  t-oiling  with  indignation  at  Jefh.ey-S  contempt  of  tlie  north  pole. 

"oil,  my  dear  fellow,-  said  he,  -never  mine!;  no  one  minds  wlmt  Jeffrey  says,  you  Icnow ; lie 

is  a  privileged  J_erson  ； Is  respects  nottiing,  absolutely  nothing..  Why,  you  will  scarcely  t>eliev ひ 

it,  .hut  it- is  not  mor ひ tlian  a  week  ago  ttiat  I  hmvd  him  speak  disrespectfully  <?/■  the  equator.  ！ 

北極 は 人の 知る 所、 赤道 も 人の 知る 所、 兩 者の 閼係も 亦 人の 知る 所な り。 Sydney  Smith は 此關係 を 

利用して、 其 一 方に 附着せ る 偶然 _3 一  時 性 を 容赦な く 他方に 應 ffl したる が 故 之 を 聞く もの は 其 突然なる を 

驚ろ く と 同時 に 其 無理なら ぬ 綠故を 首肯 せざる を 得す。 人の わ れを 誹謗せ る 由 を 聞き て 、 夏 目な る 男が 憤 

然 たる 時 ある 友 之 を 慰めて、 「あの 男に は 誰彼の 容赦な く 悪口 を 云 ふ 癖が ある。 つい 此間、 林檎 を 痛く 罵つ 

た。 林檎で さへ けなす 男 だから 夏 目の 惡ロ位 は 云 ふだら う」 と 云 ふが 如し。 

:we  were  all  assemWed  to  look  at  a  turtle  tliat  liad  TDeen  sent  to  tlie  tiouse  of  a  friend, 

wtien  a  cliild  of  tlie  party  stool>e&  down  and  laegan  eagerly  stroking  the  sliell  of  the  turtle. 


-.wllv  are  you  C301n^  ttiat,  w  r-  said  Sydney  Sniitn.  "011, please  the  turtle."  -wily, 

ctiild,  vou  mighi;  as  w ひ 11 stroke  l:tie  dome  of  St.  paul-s,  ； pi ひ ase  the  Dean  and  Ctiap>t:er に : 

物と 物. との 聯想に あらす。 一 一物の 間に 存在す る關 係と 他の 一 一物 閒に^ 在す る關 係の 聯想な-り。 故に 之 を 

形式に 示せば Shell ： turtle  ：  ：  dome  ：  Dean  or  Chapter となる。 從 つて 少しく 知的に 過ぐ るの 嫌な き 

にあらざる も 聯想され たる 關 係- S 類似 適切なる が 故に 頭 腦を惱 ます 事な し。 

--Mrs.  Jackson  called  1;lie  crther ひ ay,  and  sp-olc ひ of  t;lie  op>p>r ひ ssive  tieal; oi: lasi:  week.  "Heat, 

l\Ia*a3  !  "  I  said;  二 t  was  so  dreadlful  liere,  tliat  I  found  ttiere  was  notliing  left  for  it  but  to 

take  off  my  fhsh  and  sit  m  my  ooncs." : 

肉と 衣服と 共に 骨 を 纏 ふ點に 於て 相似たり、 此 共通 性を循 にと つて、 衣服に のみ 適應し 得る 文字 を 却て 

肉に 迄 押し 廣 ゆるが 興味の ある 所な り。 左した る 知的 推理 を强 ふること なき は、 聯想の I 単簡なる が爲 めな 

り J 

頓才の 知的 要素 過重の 極に 達する 時 は、 或は 謎と なり 或は 所謂 Conundrum に 近き ものと なる。 之と 

共に 其 文 學的價 値 は 著しく 減退す る こと 論 を 待た す。 一 般社會 が 小智に 富み 小才 を 弄し、 區々 たる 眼前の 

些事に 役々 して、 人事 自然に 對 する 熱烈の 同情 を 失 ひ、 世間 を 冷評し、 何事 を も 諧謔 化せん と 欲する 時、 

人事 材科 にあれ 感覺 材料に あれ 深く 棵り 厚く 求めて 文 擧の眞 髓を發 揮す るに 途 なく、 叉 偉大 崇高なる 知的 

分子 を 認識す る 事な し。 況ゃ 宗敎的 材料に 於て を や。 か ゝ る 時代に 最も 稱 せらる , は 頓ネ卽 ち Wit にし 

て、 人 は 只氣が 利きたり と 云 はる、 を 無上の 名譽と 心得、 間拔、 野暮 等の 文字 を 厭 ふ 事 悪疫よりも 甚 しき 

に 至る。 遂に は 小指に て 人 をく すぐる 底の 文章 を作爲 して 得々 たる もの を 輩出す る 事 あり。 か、 る 文學は 

常に 都 會の產 物にして、 隣人と 一 錢の 利を爭 ひ、 人の 揚足 をと る を 以て 人生の 目的と 心得る 徒輩の 間に 發 
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生す る ものなる を 忘る ベから す。 江戶 時代の 町人 文學の 如き 其 適例な り。 かくの 如き 文 學には 頓才は 1 大 

勢力と して 珍重 せらる ゝ 事な きに あらざる も、 これ を 外にして は大 なる 價値 なしと 云 ふ も 可な り。 

第五 章 調和 法 

上述の 聯想 語法 四 種のう ち 前 三者 は 類似 を あら はす 爲にー 一個の 分子 を 結， 合し、 第 四 は 類似の 連鎖 を 通じ 

て 非 類似の もの を 聯想す る ものな り。 今此 前者 を擄張 すれば こゝ に說く 調和 法と なり、 後者 を 布衍 すれば 

次章に 論すべき 對置 法と なる。 前述の 聯想 法の a を說 明す る爲に b を 使 ffl する に反して、 此 調和 法 は a の 

文 舉的效 力 を强大 ならしむ る 爲に單 に b を 配置す る ものと す。 一 例を擧 ぐれば 美人の 憂 ふ る樣を 形容し て 

梨花 一枝 帶 雨と 云へば 梨花 を 以て 美人 を 解す るが 故に、 投人 語法な り。 梨花 を 以て 美人 を 形容す るの みな 

らす、 梨花 を 以て 美人の 代用と せるな り。 反 之 先づ阿 橋の 喑愁 を敍し 次に 細雨に 惱む 梨花 を 配 すれば 調和 

法と なる。 此 場合に は 一 材料が 類似の 功德 によりて 他 S 材料に 引き直さる、 にあら すして、 賓 主の 區別ぁ 

るに も拘 はらす 兩者拉 立の 姿 を 保つ ものな り。 故に 前 諸 聯想 法に 於て は兩 者の 一 に 代 ふるに 他 を 以てし、 

調和 法に ありて は 同等 或は 主賓の 關係を 以て 一 に 配す るに 他 を 以てす。 故に 調和 法を强 めて 極端に 至れば 

投人投 出の 諸 法に 近づく のみ か 遂に は 合して 一 となる 事 あり。 唯、 注意すべき は 調和に 於て は 兩者間 S 類 

似 左 迄に 精密なる を 要せざる にあり。 例へば 謠 本の 傍に 般若の 面 を 描けば、 調和と して 成立すべき も、 其 

I つ を 以て 他を說 明す る こと 能 はざる は 明らかな り。 (前段の 諸 聯想 法 及び 調和 法は讀 者の 觀察點 により 

て 一 より 他に 移る 事 ある は 勿論 也 a 「花 笑 ふ」 と 云 ふ 一 句を擧 して 念 すれば 純然たる 投出 法な な も、 もし 

長閑なる 春の 景色の 敍景 中に 點 出せられ たる 一 句と 觀 ずれば 一 種の 調和 法に 外なら す。) 


凡そ 文 SSI. 的お 料 中 最も 力 弱き は 知的、 超自然的 S  二者 なれば、 これ 等 を 使 川す る 際に は 勢 ひ 更に 有力な 

る、 M や WW 的、 及び 人事 的の 内容 を 配し 全體の 興味 を大 ならしむべき は 云 ふ を 待た す。 たと ひ 人 isj- 的感 覺的材 

料の 骨子た るべき 場合と いへ ども、 各 他 種の 材料に してよ く 相 調和す る もの を 加味す る は、 文 學上缺 くべ 

からざる 一 技術と 云 ふべ し。 卽ち 人事 的材 科に 感覺的 材料 を 配し、 感覺的 材料に 人事 的 材料 を 偶 すれば、 

變 中に 自ら 一 致 を 具へ、 箪 調を轉 じて 多 趣なら しむる のみなら す、 彼等の 獨立 せる 場合よりも 遙 かに 優勢 

な る 情緒 を 喚起す。 此 呼吸 を辨す る 事な くして 徒らに 詩興 を 高めん が爲め に 同種の 材料 を 盤 積 すれば 着色 

$ に 過ぎて 反つ て 嫌 厭 の 情 を 醸す に 過ぎす。 調和 法は此 呼吸 を敎 ふるの 技な り。 かの 漢學者 の 詩文 評に 

情景 兼 至な ど ある も、 It 竟 人事 的 材科對 感覺的 材料の 調和 上に 成功せ る を 賞す るに 過ぎす。 来 我 邦人 は 

先天的に 自然 を 愛する 傾 あるが ごとく、 古より 詩歌 美文に して 未だ 嘗て 此 調和 を 度外視し たる こと あるな 

し。 人事の 背景に は必. ず 自然 あり、 .3! 然の 前景に は必す 人事 ある を 常と す。 泰西^ 人烟 霞の 解 に 耽る 事 意 

外に 少なく 從 つて 彼等の 作物 中此種 3 調和 を 必然の 要求と 認めざる が 如き 觀 ある は、 東洋人に とつて 注目 

すべき 現象と 云 はざる ベから す。 例へば 下に 引用せ る Leonato の 述懷を 見よ。 

； pray  1;h.ee,  c ひ as ひ t:liy  counsel, 

WJlieh  falls  imo  mine  ears  as  p-rofltless 

.^s  water  m  a  sieve :  giv ひ not;  me  counsel ； . 

Nfn-  lei: 110  comfolter,  C3ell^n1;  mine  ear 

But  stich  a  on ひ wliose  wrongs  do  suit  witli  mine. 

■Btlnw  me  a  fatlier  ^^p^  so  loved  liis  cliild, 

Wliose  〕oy  or  Jier  is  。venvhelm*d  lils  mine, 
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.And  .hid  liim  SJSak  of  f>atience  ；  • 

Measure  hds  wo ひ 1:1! ひ lell^tll  and  .hreadtll  of  mine 

And  let  it  answer  every  strain  for  strain. 

As  tlius  for  tlius  and  sucli a  gri ひ f  for  such. 

In  every  lineament,  .hrancll,  shajpe,  and  form  ； 

If  sucli a  erne  will  smile  and  stroke  tiis げ eanl. 

Bid  sorrow  wag.,  cry  .  tiein  ！  "  wlien  lie  slloul^  ^roan, 

JPatch  ^nef  witli  prover.hs,  make  misfortune  drunk 

Witti  candle-wasters; げ ring-  liirn  yet:  to  m や 

And  I  or  liim  will  ^p^^0^< ゆ au£ncn. 

But  there  is  no  sncll  man  :  lor,  "brottier,  Inen 

Can  counsel  and  sp>eak  cornfort  t:o  .th-al:  gnef 

.wjllcll  .tney  themselves  not  feel; .  tasting  it, 

l^helr  cotssel  turns  to  ； passion,  wliicli  berore 

Would  ^Ive  ； prece;ptial  rnedicine 1:o  ra^e. 

Fetter  strong  madness  In  a  silken,  thread. 

Charm  actie  witti  air  and  a^ony  witti  words : 

No,  no  ；  *tis  all  Inetl-S  ofHce  to  speak  patience 

To  those  t:iiat:  wting  tinder  tlie  loa<l oi  sorrow. 


But;  no  man-s  virtue:  nor  sulRciency 

T-o げ e  so  nioral  when  lie  sliall  endure  . 

Ttie  lilce  Wmself.  Tlierefore  give  me  no  counsel : 

My  griefs  cry  loucl ひ 1. than  adv ひ rtis ひ nlrtnt.  * - 

limh  Ado  Absd  Nothing,  Act  V.  sc.  i. 11. .3-32. 

これ は Hero を 不品行な りと 誤聞して 甚 しく 憂に 沈める I^eonato が、 其 兄 Antonio の 忠告に 對 する 

挨搜 なり。 此ー 節 を 讀んで 吾人が 最も 著しき 特長と 認 むる は 知的 I 女 素の 過寘 なる 點 にあり。 彼の 論理的 筆 

法 は 成程と 人 を 服せ しむる 力なき にあら す。 然れ ども 切實 にわが 心 を 動かし、 至情の わが 感を惹 くもの な 

し。 要するに 述說の 詩的なら ざるに 由る。 吾人の 嗜好より 云へば、 旣に詩 を 以て 文 を 行る 以上 は、 嚴 めし 

き 無韻詩に わが 容儀 を 正して 讀 者に 見 ゆる 以上 は 、 其 S 容に 於て も 亦 少しく 感情的に 詩的なる ベ き を 期待 

せざる を 得す。 例へば 寺 憎の 如し。 一 旦排衣 を 纒ひ法 壇に 登る 時 は、 時と 所に 相應 なる 一 種 特別の 口調 を 

以て 時と 所に 相應 なる 崇高なる 法話 を 口にする を體を 得たり とせざる ベ からす。 大根の 話、 皮 星の 嚼 なら 

ば、 ことさらに 緋衣を 着け、 ことさらに 法 壇に 立つ S 要な きを 見る。 詩形 は 緋衣法 壇な り。 詩形 を 以て あ 

ら はす は 詩想なら ざるべ からす。 徒らに 非 文學的 成分 を 主として、 有力なる 第一 、 二種の 材料 を 配す る こ 

と を 怠る は 法 壇に 道を說 かすして 雜 W を談 すると 一 般 なり。 これ を 我が 文 學に徵 する に、 古人 は 固より 今 

人と 雖も、 此の 如き 場合に 際して、 人事 對 自然の 配合 を 閑却す る ことなし。 其 極 遂に 寫實の 目的 を 害して 

憚から ざる 事往々 にして 然り。 謠曲 文擧の 如き は 非難す ベ き筒處 多き に闢 せす、 此點に 於て 常に 吾人の 所 

期に 一致す る を 見る。 例へば かの 『藤 戶』 の仕手が吾t^を失へ るを悲しむ條りには、「海士のかる藻に住む 

蟲の 我から と。 音 を こそな かめ 世 をば 實に。 何 か 恨みん もとよりも。 因果の めぐる 小 車の。 やた けの 人の 
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罪科 は。 皆 報い ぞと云 ひながら。 我 子ながら も餘 りけ に。 科 もた めし も浪の 底に。 沈め 給 ひし 御 情な さ。 

申す につけて 便な けれども。 御前に 參 りて 候 ふなり」 ど あり。 俊 寬が獨 り 鬼界ケ 島に 取り 殘 されて 吾 悲運 • 

を ロ說く あたりに は r 此程は 三人 一 所に 有りつ る だに。 さも 怖ろ しく， - すさまじき。 荒. 磯島に た 5r ひとり 0 

離れて 海士 のす て 草の 浪の もく づの よるべ もなくて あられん もの か淺 まし や。 欵く にか ひも 港の 衞。 泣く 

ばかりなる 有樣 かな 云々。」 と あり。 兩者 とも 多 數の緣 語 を S ねたる 上、 意味 不明の 箇所 さへ 少 からす。 

然れ どもよ く 人事に 配す るに 感覺的 材料 を 以てし、 極めて 切實 なる 自然の 風景 を點 緩して 数奇の 運命 を 詩 

化する 點に 於て、 一 種 特有 の 調和 を 保てる は 頗る 吾人の 興味 を惹 くに 足る もの あり。 余 を 以て 之 を觀 るに 

沙 翁の 例 は 知 を 満足す るの 點に 於て 謠 曲の 例に 優り、 謠 曲の 例 は 情 を 動かす の點に 於て 沙 翁に 勝る が 如し。 

情ん」 以て 人 を 動かす は 不完全ながら も 人事 感覺 の兩 材料 を 借りて 幾分の 調和 を 試みた るが かに 其 一 源 因 

なる を 疑 はす。  • 

思 ふ に 感覺的 材料 中 にあつ て 自然界の 景物が 巧みに 吾人の 情 を 動かす の 事 實は洋 の 東西 を 問 はす 等しく 

是認す る 所なる ベく、 英文 學に 於ても 天地の 有 象に 歸侬 して 其 美 を 謳へ る もの を 探れば Chaucer 旣に然 

り。 更に 溯 わば Beowulf 又资 りと す。 (Moorman,  The  Jnteyin.eiatlsl  of  Natm^e  in  English  Podry 

from  Beowulf  to  Shakespeave.  Biese,  The  feeling  fsr  Nahivc を參 照せ よ。) 此故 にかの 自然 詩の 發達 

を以 て 全然 近世 の 現象と 解す るは诀 して 當を 得た る ものに あ ら す，」 さ れ ども 彼等 英人 の 自然 觀は 到底 我國 

に 於る が 如く 熱情 的に あらす。 詩歌 は 必す風 露 鳥 虫を材 として；^ 出すべし と 逼らる 、にあら す。 否 多数の 

人 は 殆んど 自然に 對 して 何等の 趣味 を も 認めざる が 如し。 甞て彼 地に ありし 頃 雪見に 人 を 誘 ひて 笑 を 招き. 

し 事 あり。 ， 月 は 憐れ 深き ものと 說 いて 驚ろ かれた る 折 も あり。 或 時 は 知人に 何故 庭 中に 石を据 ゑざる やと 

問 ふて r 据 ゑて くるる 人が あると も、 直ちに 庭 外に 運び 棄 てる 覺 悟な り」 との 返答 を 承 はった る 事 あり。 


或 降 は 路傍の 松樹を 指さして 同行者に 時惯 若干と 尋ねた るに 其 男五薛 位と 答 へ たりし 故 日本に て は 王侯の 

邸宅 を 飾 るに 足る を 安き もの かなと 感じたり。 あとに て 聞けば 五磅と は 庭樹と しての 懷 ならす、， 材木と し 

ての 價 なりし 由。 蘇國に 招待 を 受けて 逗留せ る は宏壯 なる 屋敷な り。 ある 日 主人と 果園を 散歩して、 樹間 

の徑路 C 心く 苔 蒸 ゼるを 看て、 よき 具合に 時代が 着きて 結構な りと 賞め たるに、 主人 は 近き うちに 圓 に 申 

し 付けて 此苔を く搔き 拂ふ 積な りと 答へ たる を， 記憶す。 是等は 固より 文擧 趣味な き 人に 就いての 例 なれ - 

ば 之 を 以て 一 般を 評する は 過てり と雖 ども、 か ， る 種類の 人が 比較的に 吾邦より 多き は爭 ふべ からざる 事 

實 な るべ し。 從 つて 彼國 の文學 に あら はれ だる 自然 は 吾人に とりて 多少 物 足ら ぬ 心地な きに あらす。 之 に 

反して 吾人 は 上代よりの 習 慎 性に 支配 せられて、 天地 風月 を 以て 文 舉の八 分 を 構成 せらる , ものと 信じ、 

いざ、 _ ^歌 作文と なれば 自己に 趣味 あると なきと を 問 はす 草 露、 虫聲、 白雲、， 明 ほ を 排列して 顧みす。 其狀 

^も腥 坊主が 卽 坐に 蛸の 足 を 捨て、、 法壤に 殊勝 氣 なる 念 佛を唱 ふるが 如し。 彼等 は 只 器械 的に 文舉 はか 

くせざる 可から ざる ものと 飮み 込む が 故に 、 他の 方法より 生す る 效栗を 悉く 犧牲に 供し て も 徹頭徹尾 詩語 

—— 衛と云 ひ、 海 士の刈 藻と 云 ひ、 配所の 月と 云 ひ 11 を 口にせ ざれば 巳む 能 はざる なり。 Bli^ 東洋人の 弊 

所な り。 而 して 其 弊の 出 づる所 を 云へば 自然 を 過重した るに 由る。 從 つて 自然の 色^ を 以て 調和の 配と せ 

ざる もの は 殆んど 美文と しての 價値 なきが 如くに 思惟 す る ほ當然 な り。 此 調和な き 泰西 の 文字に 對 すると 

き 物 足らぬ 感を 生す る も 亦常然 なり。 

自然み-調和の 一 要素と 見 傚して 東西 を 比較 すれば 余の 所論 は 大體に 於て 誤謬な きを 信す。 但し 調和の 材 

は斯の 如く 狭き にあら す。 其應 川の 園 も 亦 一 句 一 節に 限る にあら す。 もし 之 を 布衍 すれば^ 章 を 通じて 

1 篇の長 册子を 貫く に 至るべし。 例へば 小説の 作家 其 作物の. 興味 を 高めん が爲 め、 1 和の 法 を 解せ すして、 

同樣 の 境地 を妄り に 叠 積し て 顧みざる が 如き は 明かに 此法を 破る ものな り。 卑 BB- によれば Richardson の 
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二 穴-一 

Clayissa  Hariowe もしくは Pamela の 如き は 現に 此 弊に 陷る ものな り。 徒らに 情緒の 强烈 なる を 欲して 

同種の 材科 (但し 此 所に 云 ふ 材料 は 前に 擧 けたる それ 等より 少しく 意味 を廣 くせる ものと 知るべし) を 一 

卷 のうちに 集中して 無理矢理に 同情の 淚を讀 者 より 請求 せんとす る は 策の 得た る ものに あらざる のみ か、 

趣味 ある もの をして 不快の 眉 を ひそめし むる にち かし。 人事 交渉の 際にあって 旣に然 り、 獨り 作品の 上に 

於て 然ら ざる を 得ん や。 而 して 其 根底 を 探 ぐれば 遂に 調和 法 を 得ざる に 因す。 Antliony  Trollope 其自敍 

傳 中に 云 へ る 事 あり。  - 

「如何に 數 多く 恐ろしき 事件 を 重 ■ ね た れ ばと て 、 其 恐ろし 味が 只 恐ろしと 云 ふの みに て、 作 中に 活動す 

る 人物に 直接 觸る、 事なければ、 決して 悲 壯と稱 すべから す、 且 須臾に して 人 を 怖れし むる の 力 を 失す 

るに 至る。 此の 如き 似而非 悲劇的 材料 を 一 篇 中に 嵬集 する は 毫も 闲 難に あらす。 例へば 兹に 殺害され し 

婦人 ありと せよ、 しかも 其 殺されし は 5^ と 同 街し かも 君が 隣家の 出來 事な りと せよ、 又 更に^ 加害者 は 

其 婦人の 夫に して、 彼等の 結婚せ し は 僅かに 一週間 前な りと せよ、 これに 加 ふるに 彼 は 其 妻 を 生きな が 

ら燒き 殺したり とせよ. - かくの 如くして 進まば 遂に 其 材料に 窮 する 事な かるべし。 曰く、 先妻 も 同樣の 

待遇 を 受けて 死せ り、 曰く、 罪人の 刑場へ 赴く や、 彼の 唯一 の 心 殘りは 第三の 妻に 同樣の 苛責を 加へ 得 

ざるに ありと 叫びたり と。 若し 此 種の 材料 を 羅列して 以て 小說 G 能事 畢 ると せば、 天下に これに 優る 愚 

は あらざる べし o」 

Trollope の 說く所 は 固より 調和の 辯に あらす。 然れ ども、 其 精神 を考 ふれば 調和 を 眼中に 置かざる 弊 

害 を 巧みに 指摘した る ものと 云 ふも妨 なきに 似たり。 牡丹餅に 汁粉 を かけ 砂糖に て煑 詰めた る 上へ トン に 

て 包みた るが 如き を 傑作と 心得る 人 あり。 故に 一 言を赘 す。 

再び 一句 一 節に 卽 して 調和の 辯に 歸 る、」 詩耿 文章の 期す ると ころ は證 者の 感興 を 喚起す るに 在り。 是前 


編に 述べた る 根 本義な り。 今 若し 一 材料に 伴な ふ 感興 不充分な らん か、 勢 ひ 他の 材料 を附 加して 其 缺を補 

はざる ベ からす？ 然るに 同種の 材料 (一句 一 節の 際と 雖 ども 理論 は 異なる 所な し) の 反覆に 弊 多き こと 前 

,述 の 如き を 以て、 結局 感覺的 材料 (日本人に ありて は 殊に 天地 間の 景物、 花鳥、 風月) を 川ゐて 人事 的材 

料を援 け、 人事 を 以て 感覺的 材料に 配す るの 二 法 は、 これ を 調和 法の 秘訣と せざる ベから す。 旣に ニ個以 

上の 材料が 綜合 し て 完全な る 感興 を 生じ 得 ると せば， 此處に 頗る 不思議にして、 しか も 趣味ち る 結論に 達 . 

せざる ベから す。 完全なる 感興 を 生ずと 云へば、 (F+ f)，KF 、- T  f、) の (f+fo を 組織す る f と f と は 

性質 上 決して 矛盾すべからざる のみなら す、 互に 相 救 はざる ベから す、 否 或 場合に 於て は f+f、  =  2f 或は 

=  2f、 の 式 を 得る 事 あるべし。 卽ち 調和の 目的 上、 卩と^^-とは寧ろ其性質の異なるを欲し、 f と と は出來 

得る 限り 類似 せん 事 を 要する の義 となる。 (f+f、) の 調和 近似 を 必要と する に關 はらす、 (F+F、) の關 

係 及び 接 立の 理由に 至って は 左の み 重き を 置かざる の義 となる。 感情の 論理 (もし 云 ひ 得べ くんば) によ 

-り 感情の 一 致 を 求む る は 大切 なれ ど、 認識 材料の 性質の 一 致 は 度外視して 可な りとの 義 となる。 換言 すれ 

ば 知的 論理 は 調和の 必然的 要求に あらす との 命題に 逢着す るに 至る。 かの 文 擧中往 々意味 不明に して 而も 

趣味 津々 たる 作品に 遭遇す る は 全く 此理 に本づ く。 其 最も 著しき 例 は 俳文 學に 於て これ を 見る ベ し。 俳句 

〔は〕 僅々 十七 字のう ちに 出來 得る 限りの 文舉的 内容 を壓 搾した るが 多き 故に 到底 充分に 接 續の辭 を 使用 

し て 文字の 關係を 示す 餘裕 なく、 知的 解 釋を以 て す れば 筋の 通ぜざ る もの 頗る 多し。 さ れど 俳句 家が 之 を 

誦する のみなら す、 自 から 之 を 作って 怪しまざる は 無意識に 感情の 論理 を 誤らざる による。 几董 S 句に 

「名月 や 朱 雀の 鬼神た えて 出す」 と あり、 これ も 其 一 例なる べし。 擧者往 々かくの 如き 句に 對し； し 無理に 

理窟の 解釋を 試み、 もし 釋し得 ざれば 己が 攀識の 輕重を 問 はる  > が 如く 恐る ， は 笑 ふべ し。 饅頭の 眞價は 

美味なる にあり、 其 化擧的 成分の 如き は 饅頭 を 味 ふ もの > 問 ふ を 要せざる 所な り。 英文 畢 にも 時に 此 種の 
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作例な きに あらす、 され ども 大體に 於て 理窟の 勝ちし 國柄 なれば 多少の 知的 要素 を 含む こと 論 を またす。 

今 適當の 例を擧 ぐる 能 はざる も、 

け lie  King  witti  fathered  l〕row,  and  lips 

wreathed  t>y long  scom,  did  .inly  sneer  and  frown 

with  nu ひ lilce  tliat  wli ひ n  somrt  gl\-at で ainter  dif-s. 

his サ encu  tn  tfie  gloom  of  eavth^uake  csd  eclipse.:  - 

——shlelley,  Laon  and  Cythna,  Can.  v..  -St.  xxiii. 

の 如き は 決して 理を £S て 推す ベ から. さる 調和の 一 例と なすこと を 5^ ん か。  . 

BurleoL  H3ars  in  tlie  brealcwater 

And  orifblble  or  tlie  .hrirnming  weir. 

roo ひ： y-.s  olood  in  tAe  breakwater  . 

And  a  buried  t-ody-s  bier. 

OTUri ひ cJ  hsnes  in  t;tie  TDrcla に warter 

And  oi  the  .brawling  weir. 

witter  tears  in  the  bren-k-witter 

And  a  hrealnnjj  lieart  to  IDear.-- — iRossetti,  Chimes,  St.  vi. 

.. に 至って は 果して 調和 法に よる や 否や 疑 はしき に 似た" と雖 ども 形式に 闕係を 示すべき 接續の 語な くして 

好い加減に 各 詷 を 連ねた る こと 日本 6> 俳句に 似て 而も 一 種の趣を具したるは文字の€容が^515綠に於て相ーぉ 

らざ るが 爲め なり。 調和に 關 する 辯 論 は 略大體 をつ くしたり。 是 より 作例に 哆る。 


and  Garetli  loosed  l;lie  stone  * 

p-rom  oti Ins  neck,  tlien  in  ttt ひ mere  oesid ひ  . 

T-um げ led  il; ; oiiily  ti で— tne Inere.: — Tennyson,  Gareih  atid  JLyiiette, 11. 8141 ひ. 

此句 にて、 線を附 せし 部分が 如何によ く 前後， の 「青白き 波」 「半ば 死せ し 日輪」 等の 文字と 調和して 相 

互の 惯値を 高む るか を 見よ。 

*:Tis  tliougtit  ttie  king  is  {3ead  ;  we  will  not  stay. 

The  bay-trees  in  our  country  are  all  witller-d 

And  meteors  fright  the  fixed  stars  ot  .heaven  ； 

T^lle  p-ale-faced  moon  looks  bloody  on  tlie  eartll.:  —Richavd  II,  Act  IJ.  sc.  iv. 11. 7110. 

こ は 人事に 景物 を 配合せ る ものにして、 日本人の 尤も 喜ぶ 所な り。 

--Gather  ye  K.ose-.huds  while  ye  may. 

Old  Time  is  still a  fl5Jillg. : 

And  ttiis  same  Sower  tliat  siniles  tQ  day, 

J>o  morrow  will t>e  dying.  f 


Then  b ひ not;  coy,  tjul;  use  your  tirne  ； 

And  while  y ひ slay,  go ひ Inarry : 

F-or  liaving-  lost  tnit  once  your  p>rime. 

You  may  for  ever  tarry.:  IHerriclc,  To  the  Vlrgius,  to  Mafie  Mnch  of  Timn. 
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此 調和 は其兩 分子た る 小 女と 薔觳 に對 する 情緒の 一致 を 得た るの みならす、 兩 者の 性質 も 亦 頗る 近似す 

も を 以て 殆ど 投人 語法と 稱 して 不可な きものな り。 

-Th. ひ wan  moon  is  setting  t-ellind  t;.Ke  white  wav ひ, 

And  time  is  setting-  witli  me, 〇h  !  :  —Burns,  oi-m  the  DOS.  to  Me,  OhJ 

Afl;  liae  I  rov-d  t>y  t-onie  Doon,  、 

TV>  see  wood-lrnne  twine. 

And  illta  lyrd  sang-  o*  its  love. 

And  sae  did  I  o-  mine.-  -  lid.,  7 he  Bcrnlis  o-  Dost. 

此ー 一例の 如き も 自然 を 配した る 調和と して 吾人の 尤も 喜ぶ ものと 云 ふ を 得べ し。 且其 投入 法に 接近せ る 

點に 於て 前例に 似たり。 

:A.t  Aershot,  u.p  lmi>nd  of  a  sudden  th.e  sun. 

And  against  liim  tlie  cattle  stood  t_lac.k  every  one. 

TTo  stare  tJVTO-  tlie  inist  at  us  g.allop>ing-  p>ast,-- 

—Browning,  How  Tfiey  Ihdught  t!ie  Good  News  ek. 

のうち "leaped: の 一字 は、 よく 三人の 騎馬 武者が 懸命に 疾騷 する 樣に 調和し 得て 巧みな り。 或は 

"In  1:lie  afternoon  t;liey  came  unto  a land 

In  wnich  it  seemed  always  afternoon.  . 

All  Toutid  1;ne  C0B.S1;  ttte  lartguid  air  did  swoon,  V 


Breatlung  lilce  one  that  tiat;li a  weary  dream. 

！ Full-faced  at5ve  the  valley  stood  tllrt  moon  ；  . 

And  lilce  a  dowmvard  smok-e,  ttie  slender  stream 

Along-  tlie  cliff  to  fall  and  pcsse  and  fall  did  seem. 

K land  of  streams  ！  som ひ, like  a-  downward  snioke,  ン 

Slow-drop>r>iiig  veils  of  thinnest  law/  did  go  ； 

Anol  some  ttiro*  wavering  liglits  and  slladows  broke. 

Rolling  a  slumh-otis  sJicct  oj  loam  t-elow. 

They  saw  t;lie  gleaming  fiver  smwavd A§?  11 Tennyson,  The  t^otos-B-aters. 

と 歌 ふとき、 萬 事 を 忘れて 醉生夢 死の 境に 入りし 人と 此 景物と は 離るべからざる 迄よ く 調和せ る を. 覺ゅ。 

上述の 如く 調和 法 は 文學上 特殊の 勳功を 有する もの なれ ども、 一 たび 誤って 其 配合の 自然 を 失 ふ 時 は、 

忽 ち 厭味 を 生じ、 其 價値頓 に 減退す る こと 尙 滑稽 法 の 場合と 異なるな し。 凡そ 人の 最 も 詩的な る は 思索 に 

より、 商量に より 結 菜 を考定 する の 時に あらす して、 眞摯の 情に 任せて 言動す る 咄嗟の 際なら ざるべ から 

す。 結婚 を 背景に 控 へたる 合、 登用 を 目的と せる 會談の 如き は 情 を 撓め眞 を 偽る の點に 於て 詩的 ム ー ド 

を 去る 事 遠き ものな り。 然れ ども 詩的 ム ー ド は必 すし も 詩的 表現 を 含ます。 所謂 意識的 工夫 を經 たるが 故 

に 天眞を 失って 斧鑿の 痕多 しと 非難す る は、 讀者 (卽ち 作者 以外の もの) ぶり 客觀視 してし か 思 はる、 と 

云 ふ 迄にして、 深く 作家の 心に 遡りて 主觀 的， 乱 明を遂 ぐべ しとの 意に あらす。 例へば 如何に 自然に 逆らう 

"P 用る たる 言語 動作と 雖 ども 聞く 人、 見る もの をして 其僞 りなき を 疑 ふの 餘地 だに 生ぜし めざれば 彼等 は 

其 心裡に 立ち入る の 必要 を 認めざる が 如く、 文擧 者の 技 も、 技と して 神に 入り 自然と 合致 するとき はこれ 

二 穴 七 
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み-以て 果して 不用意に 出で たり や、 或は 苦心 經營の 結果、 こゝに 達し 得たり やと 疑議 する は 無益の 設 索に 

.13 ぎす。 ？ g 石 を 愛する もの は 「眼」 によって 之 を評價 す。 眼に 自然なる と 人工なる と あり. - 一 代の 名工 往 

注に して 眼 を 摸して 自然 を 凌ぐ 0 鑑賞 家 之 を 品して 天成の 逸品と 上下す る 所な し。 是 よく 視を 知る ものな 

り。 よく 文 を 知る もの 亦 同 一 轍に 出づ。 左に j 例を擧 ゆて 之を證 す。 

T?lie  Danube  to  tlie  Sevdrn  gave  . 

Til ひ darken*d  lieart  ttiat  t>eal;  no  mol. ひ ； 

T-lley  laid  Win  t-y  tlie  pleasant  sttore. 

And  in  tlie  llearin^  of  tlie  wave. 

There  twice  a  day  the  Severn  tills  ； 

T^he  salt;  sea--w.a..ter  ps-sses  by. 

And  huslies ザ alf  tlie  .habt-ling  Wye. 

And  makes  a  silence  in  tlie  llills. 

Tlie  Wye  is  llusll-d  nor  moved  along,  V 

And  lT5sh」d  my  deepest  grief  of  all, 

wllen  flll-d  \ ^二 .til  tears  that  cannot  fall, 

I  t-tim  .with  sotTow  drownings  song. 


Th.e  tide  Sows  down,  tlie  wave  again 

Is  vocal  in  its  wood ひ d  walls;  .  . 

•  Mv  deepsr  tsguish  also  falls. 

And  I  can  speak  a little  then.:  —Tennyson,  IV.  Memoxap  st.  xix. 

余 甚だ 此 Isf 愛す。 只 其 調和 法の i として 些の i なきや. 章に 至つ ぶ少" く 1"/ ぱば 

す。 寺 人の、 い 事に 至って は 固より K 一 を 知らす。 又 之 を 忖度す るの 要な し。 こ、 に痕迹 みり や 否やと 疑 ふ^ 

- あらまれ たる h に 就ての 透^に 過ぎす。 詩人 は 第一 一 及び 第三の 兩節 にて 潮兩 岸に 満ちて.^ 

Sis の狀 して^ 皇 S 胸中に 漲る Is  口にしが たきに 配し、 第 四に 至つ" 1" ほ兩 

さに きる、 すな はち 詩人の 憂亦收 つて 少しく 語る に堪 へたり となす。 余が 痕迹 なきやと 云 ふ は此ー t ひ 酉 

合り 、 か-一 も 主文き りなる を 態とら しく 感 する が爲め なり。 S  :The  Wye  is  hush-d: の hushed を受 

ナて わが 薆も 亦靜 まれり と、 景物 心情 兩 者の 相似 を 示せる は、 上例 中 の ：.The  wantnoon …一 

^  ling を わ に § せる に 似た るが 如しと 雖ど- 、 かれに は內的 調和 あり、 に f  堇 

卽ち著 水 云々 と 憂 云々 と は  一 に 同 樣の感 を 生す る ものに あらす。 た.^  なる 一 字 を 以て 表^上 

.2,- >吉4 口し 辱た る こ i ぎす。 SI 步を讓 つて 此雨 者の 配合 其當を 得たり とする も 〔 特 更に ザ" きュ の 一字 

,i 一  字を 译」 兩者 I ぐ 必要と 功力と 塞む る 能 はや。 S 更に 進みて 後 節に 所謂 匿ち 憂： * 

艮 rfs 想 的 i に 至りて は 前段に 反映して 却って 其 細工の 痕 を留 めて 人 をして 思 はす 詩人^ 1  莨な， 

る や 否や を 疑 はしむ。 潮 上る と 云 ひ 潮 退く と 云 ふ。 是 自然の 結果な り C 螢 ひて 語らす、 曼收 つて-まると 云 

ふ。 奇； ふきこ 以 たり。 然れ ども 前兩， せ を 持ち 來 つて 後 兩 者に 配し 双々 對時 せしめて し 力 も 其 自^.. - 

15 と 赛人は 其 巧みなる 集 ふ。 吾人 は 前 ー對の 配合より して 後一 對の 配合が 必然の I の 如く 生 
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,5;- 出で たるが 如く 欺かる、 を 不快に 感 するな り。 「潮 上る 時、 吾に 憂 ある 時、 岸に 聲 なく 吾に 語な し」 と 

の 偶然なる 配合が 成立す るが 故に 「潮 退く 時， 憂 落つ る 時、 岸に 聲 ありて、 吾に 語 あり」 との 配合が 必然 

的 結果の 如く 吾人の 知識 を 無視して 詩人より 强 ひらる、 を淺 ましと 感 するな り。 

例へば 雷大に 鳴り、 余が 不平 も 亦 鳴る と 云へば 夫 迄な り。 雷收 つて 余が 不平 も亦收 まると 附 くると き、 

兩 者の 間に 詩人の 作爲 せる 人工的 因果の 含まる、 を 見る。 詩人 は此因 を 捏造して 讀 者の 詩 感を强 ふるの 

權能 なきもの なり。 權能 なきの みならす、 不用意の 際に 吾人 を 欺く 程の 技術な くして 而も 吾人 を 欺かん と 

する の 拙 を 暴露す。 -Tennysqn の 例 は 多少 之に 近し。 

もし 此 種の 配合 を敢 てして 而も 出來 得る 限り 不自然の 感を和 けんとせば 人工的 因果 を讀 者に 强 ひざる を 

要す。 人工的 K 果の 観念 を 去らん とせば 「故に」 「從 つて」 等 凡て 因果に 關 する 接績詞 を廢 せざる 可から 

す。 單に 字面に 於て 廢す るの みならす、 意義に 於て 廢 せざる 可から す。 「故に」 「從 つて」 の觀 念が 讀者 

の腦 裏に 一 ー對の 連鎖と ぶって 起らざる を 力めざる 可から す。 雜 然として 之 を 陳列し 其 因果の 如きに 至って 

は 毫も 關知 せざる 如くせ ざる 可から す。 例へば 「潮 上って 岸に？ i あり、 吾 憂 あり 寂と して 語らす。 潮 落ち 

て 浪に音 あり、 われ 哀歌 を唱 へんと す」 とせば 多少 理窟の 壓制を 免 かれて 讀 者に 取捨の 自由 を與 ふるが 如 

し。 更に 之 を 普通の 聯想 法に 譯 して 「吾 憂 は 潮の 如し、 満 つれば 音な く、 退けば 鳴る J とせば、 か、 る 性 

質の 薆 ある を假定 して、 此 特別の 性質 を帶べ る 憂 を 形容す るに 恰好なる 潮 を 持ち 来りた るに 過ぎざる を以 

て 毫も 不自然 を 認めす。 

要するに 調和 法に 於て 重ん すべき は 道理の 脈絡に あらす して 情理の 脈絡な り。 「我 樂し飼 鳥 鳴く。 我 病 

む 飼 鳥な かす」 と 云 はんに、 もし 中間に」 接 續詞を 下して •「 故に」 と 道理の 脈絡 を附 するとき 詩 家 は 詩の 

用 を 失し、 讀者は 詩の 功を沒 す。 等しく 中間に 一 接 續詞を 下して 「故に」 と 情理の 脈絡 を附 するとき、 我 


と 鳥と は 不可思議なる 同情に 支配 せられて、 說明 しがた き 乾： t の 外に 相憐 むの 景狀 をつ くす に堪 へたり。 

ロハ Tennyson の 前例に 至って 詩人に 配す る もの はわれに 近き 禽鳥に あらす して、 吾に 遠き 潮流な り。 理 

を 以て 解 すれば 荒 唐な り。 情 を 以て 解 すれば —— 余 は 情 を 以て 解す る 能 はざる が 故に 之 を 辯 難せ るの み。 

Shelley の Smsitive  Plant を 讀んで 其 成功せ る 點の那 邊に存 する かを檢 し、 しかる 後 余が Tennyson 

に對 する 非難 を讀 まば 余の 意の ある 所は自 から 分明な らん。  - 

左の 一 例 を 論じて 此章を 終る。 

-*Tlle  sea  is  calm  to-lllwllt,  . 

Tlie  tide  is  full,  tlie  moon  lies  fair 

Upon  .til ひ W^MP^^M  ； —— on  til ひ Jp-r ひ ncli  coast,  tli ひ light; 

Gleains,  and  is  gone  ；  t;lie  cliifs  of  Mngland  stand, 

olimmerin^  and  vast,  out  in  tTle  tranquil  t>ay. 

Come  tlie  window,  sweel;  is  1;lie  night;  air  ！ 

〇nlv,  from け11 ひ long;  line  of  s;pray 

■wllere  tlie  elDt-  mraets  ttie  moon-t-lancn-cl  sand, 

l/isten  ！  you  near  tne  wratmg  roar 

〇f  p>e.h.hles  whicli  tlie  wa くひ s  draw  t-acli,  and  fling, 

Al; ^^rt^M.  return,  up  tlie  liigh  strand. 

Be は n,  and  ceas ひ, and  1:1121  a^ain  tsg:ill,  , 

witll  tremulous  cadence  slow,  and  tM-lng 
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l-tle  eternal  note  of  sadn ひ ss  in.: — M.  Arnold,  Dover  Rnach, 11. 1114. 

靜 かなる 海、 満ち 来る 潮、 明かなる 月、 穩 やかなる 入江のう ちに 獨り 磯の 小石 を 嗯む浪 の 音を聽 く。 寄 

せて は 返し、 返して は 寄す る 響 を Arnold は 永 幼に わたる 哀痛の 音と 云 ふ。 此 哀痛の 音が 四邊の 光景に 

配して 調和 を 保つ の 意なら ば 彼が 此音を 形容して gratiijg  roar と 云へ るは當 を 失せる に 似たり。 grating 

3ar とは騷 がしき 字面な り。 落ち 付かぬ 字面な り。 あらく しく 活動せ る 字面な り。 所謂 永劫に わたろ 

哀痛の 音 を 形容し て 恰好なる や 否や は 論ぜす。 かく 終 伐な る 音響 を蕭爹 とも 冲融 とも 平靜 とも 云 ふ ベ き 光 

景 中に 點 出して 調和せ りと 思 は 余 は 彼の 配合に 有する 趣味 を 疑 はざる を 得す。 然れ ども 所謂 永劫の 哀音 

に 著る しき 讀 者の 注意 を 集めて、 一 意に 此音 のみに 憧. せしめん が爲 めに、 ことさらに 四 園を穩 かにした 

りと 云 は if  ^ I 靜 かなる 夜のう ちに 只 一 つ 動く もの 、感じの み を 極度に 高から しめんが 爲 めに、 烈しき 

grating  roar の 文字 を用ゐ たりと 云 はや、 周圍の狀況に調和なき此ニ字は^4(調和なき點に於て大 ぃなる 

效カを 有する ものと す。 讀者 は此ー 一 字が 全 節の 潢 はる 平地より 高く 釣り 上 ゆられて 半 空に 懸るを 見る" 余 

は Arnold の 意 を 知ら ざ. るが 故に、 此ー 一字 を 如何に 處理 すべき や を 解せ す。 然れ ども 論じて 兹に 至れば 吾 

人の 要する は 常に 尊 常の 調和 法 S みに あらす して、 時には 萬 綠叢中 紅 一 點 的の 配合 を 有利と 認めざる 可 か 

ら ざる を 知る。 是に 於て か 調和 法 は 流れ て 對置法 に 入 る 。 

第 六 章 對置法  ， 

同種 もしくは 類似の f を Si する 技巧 を 調和 法と 名 づけたり、 異種 殊に 反對の f を 配合す る 場合 を 對置法 

と 云 ふべ し。 調和 法 は 第一 , 二、 三種 聯想 法の 變體 にして、 對 零-法 は 第 四 種 聯想 法 を擴大 せる ものなる は 


前に！！^ 一べ たるが 如し。 第 四 種 聯想 法と は、 ある 共通 性の 助に 由り 意外の 一 一物 を 連結して、 其 差異み- 對 照す 

る を 主眼と する が 如く、 對置法 も 亦 同樣の 方法に よりて 一 種の 興味 を 喚起す る を 以て 能事と す。 猶數者 相 

互の 闞係を 辯 すれば 左の 如し。  - 

調和 法の 對置 法に 於る は 第  一、 二、 三種 聯想 法の 第 四 聯想 法に 於け るに 似たり。 第一、 二、 三が 第 四と 

共に 兩素 間の 共通 性 を 待って 成立す るが 如く、 調和 法と 對置法 も 亦 極めて 接近せ ると ころな きに あらす。 

否 或る 意義より 云へば 後者 を 以て 前者の 一 局面と 見做す さへ 難き にあら す。 假 りに 調和に 階段 を設 くれば" 

其 一 端 ま， 全然 同じき 一 一物 S 配合に して、 他 端 は 全然 異なれる 一 一物の 連結なら ざるべ からす。. 對置は 卽ち此 

1 端 を 意味す る ものにして、 云 は，. - 消極の 調和な り" 兩 者の 關係は 死と 生の 如し。 一 面より 論 すれば 生と 

死 ま 隔離せ る 別物に あらす して、 死 は 生の 一 變形 たるに 過ぎす。 憂苦 も 生な り、 憤怒 も 生な り、 同 樣に意 

識 の內容 空虛 なる 時 も 亦 生なら ざるべ からす 。恰も x  =  p  x  = ダ OS- の 場合に 於て、 x=0 も X のー價 

格なる こと 疑な きが 如し。 對 置の 場合 亦 同じ、 a  a は 重複の 配合に して、 a  b は 最も 密接せ る 配合な り。 

下って a  C,  a  d,  a  e 等より 終に a  N に 至って 皆 一 種の 調和なら ざるな し。 而 して 對置 法は此 極端の 調 

和 二 愚ぎ す。 此 故に 對置 法と 調和 法と は 其 間に 顯 著なる 境界 あるに も か、 はらす、 根本に 溯れば 其 區分颇 

る瞹昧 たる もの ある を 免れ す。 

かくして 對置法 は 其 形式に 於て 調和 法の 一 變體と 見 傚す を妨 けす と雖 ども 其 性質より 論 すれば 積 消兩極 

の 配合 を 本旨と する が 故に 自然の 結 菜と して 所謂 調和 を 破る こと 勿論な り。 前章に 於て 調和の 必要 を說き 

たる 余が 今 こ、 に此 調和 を 破るべき 對置法 を 提ゅ來 りて、 文學上 必須の 具な りと 論す る は、 恰も 朝に 活人 

を S 張し、 夕に 殺人 を呼號 する に似て 一 見 矛盾の 觀 なきに あらす C 去れ ども 下に 詳述す る 論旨 を通讀 せば 

此兩 者が 結果に 於て 互に 相排擠 すべき ものに あらざる を 知る に 足らん。 凡そ 對置 法に 三種 あり。 第一 種 は 
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a の f を 相ぐ るに b の f を 以てする もの、 第一 一種 は對 置の 結报 (卽ち 感興) 自 から 調和の 結果と 一 致す る 

もの、 第三 種 は 前述 第 四 聯想 法に 似て、 多少の 滑稽 趣味 を帶 ぶる もの、 是 なり。 かりに 第一 を 緩 勢 法、 第 

二 を强勢 法、 第三 を不對 法と 名く。 

第一 節 緩 勢 法 

人事 天然 兩界に 通じて 緩 勢の 必要 は 何人も 疑 ふ 能 はざる ところな り。 例へば 醒 覺に對 する 睡眠の 如し。 

意識の 活動 劇しき 醒覺の 狀態は 一 一六 時 中に わたつ て堪 へ 難き を 以て、 自然 は， 〕れ に 睡眠 を 配して 外界の 刺 

激を 緩く す 0 . 例 へ ば 蒲 燒に對 する 漬物の 如し。 鰻 魚 は I.g も 脂肪に 富む 濃厚なる 食物な る を 以て 之 を 和ぐ る 

に淸 新なる 漬物 を 川 ゆ。 鰹 店の 漬物 程 工夫 を 凝らせる は 稀に 見る 所、 以て 此邊の 消息 を 知るべし。 西洋 科 

理を 常食と する 洋人は 食後の 果物 を 欠く ベ からざる 副食物と 心得る 如し。 是亦 自然の 命す る 緩 勢 法に 從ふ 

に 過ぎす。 文學に 於る 緩 勢 法 も亦此 自然の 要求に 應 じて 成立す。 長へ に 泣き、 長へ に 怒る は 吾人の 堪 ふる 

能 はざる 所、 わが 能力.^ - 緊張して 適宜の 度 を 超え、 苦痛 漸く 意識の 頂點に 達せん とする 時、 作家 時に 一 服 

の 淸涼劑 を 投じて 人 をして 苦悶 裏に 蘇生せ しむ。 昧者は 徒らに 星 上 星 を 架し 跼猜 して 吾人の 泣かん 事を耍 

し、 吾人の 怒らん 事 を 要し、 些 の餘裕 あるな し。 S 単に 缺々 として 自 から 忙殺 せらる、 のみな "ビ す、 死に 至 

つて 遂に 自然 を 解せ す。 往々 失敗の 劣 策 を 奉じて、 人の 服せ ざる を 怪しむ。 是 世に 迂 なる ものにして、 兼 

て 文に 迂 なる ものな り。 かの小說の！^-趣に伴って幾多の閑話を插むは此自然の目的に達せんが爲めなり。 

或は 話頭 を 二三に して S- 乙 互に 操る も亦此 大法に 基づく。 釣 者 糸 を 引く 事 急且直 なれば 糸 切れ 魚 逃る。 世 

相亦然 り、 文章 亦然り 0 

緩和 法 は 多少の 而積 中に 在って 始めて 必要 を 生す るが 故に、 其 適例 を 一 語 一 句の 短文に 求む る 事 難し。 

故に 例 を 昏隱 にと る。 Scott の te; れる ■  aride  of  Lammemsoy は 男女の 相思 を 敍す。 戀 愛の 不成立 を敍 


す。 無惨の 最後 を す。 大體に 於て 極めて 酸 募 S 悲劇な り。 是に 於て か 作者 は 一 個の 滑稽 人物 を 拉し來 つ 

て 所々 に 之を點 出す。 此 一人物 を 得て 全篇 S 緩和 的 分子 は 成る。 緩和 的 分子 成って 讀 者の 興味に i 尸 「窮 切迫 

の 不安な し。 更に 一 例 を 加 ふ。 沙 翁の Macbeth は、 特に 此法を 利 川して 満幅の 凄氣を 一 髮の危 きに 救へ 

り。 沙 翁に 冒頭より 一 群の 妖魔 を 厘ひ來 つて に 全篇の 定 音を拈 出した る 後、 腫 風に 繼 ぐに 喑雨を 以てし。 

鬼 二. S ふるに 憐火を 以てし。 しきりに 魍魎 S 影 を 紙上に 躍らして 讀 者の 膽を奪 ふ 事 一再なら す。 遂に 彼 

等 をして 送迎に 動 心し、 去來に 驚魄し 畏怖の 念 一 步を^ ゆる 能 はざる に 至らし めて 爾時 俄然と して 片 碧の 

淨空を 天の 一 方に ffl^" 出し、 一 脈の 和氣を 忙中に 投入せ り、 - 讀 者の 神 是に 於て か 漸く 下りて、 始めて 瞬時の 

安き を 得。 讀者 左の 一 節の 如何に 和枱 S 氣に充 つるか を 思へ。 而 して 前節の 如何に 暗澹たる か を 思へ。 更 

に 後段の 如 可に 怪光 陸離た るか を 思 へ 、 淋漓たる を 思へ。 もし 此 一 節 を か 、ば 吾人 はま さに 其 毒氣の 

漲る に堪 へす 半途に して 卷を掩 ふて 他 を 語らん とす。 

二  Duscan.  This  castle  hath  a  pi つ asant  seat;  the  air, 

Niinlily  and  sweetly  recominends  itself 

un1;o  our  gentle  senses. 

Banquo.  This  guest  of  summer, 

Th ひ temple-haunting  martlet,  does  approve, 

.  By  his lov ひ d  niansionry,  tliat  ttic  lleaven-s げ reatli 

smills  wooingly  .here  :  no  jutty,  frieze. 

Buttress,  nor  coign  of  vantage,  t-tlt  tfhis  Dird 

Htitli  mad ひ liis  p-eudellt  t-ed  and  procr ひ aiit  cradle  : 

一 i 
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Wlhere  tliey  most  .breed  and  liatint,  I  tiave  ot>served,  锖 

The  air  is  delicate.:  き///,  Act  J.  sc.  vi. 11. l—lp 

第二 節 强勢法 

强勢 法と は a を 緩和せ しむる に b を 以てする ものに あらす、 新たに b なる 材科を 加 へ て、 a の效 果を大 

ならしむ る ものな り。 卽ち 其對置 法の 一 種なる は 前節に 說明 せる 緩和 法と 異なる ところな けれども、 着眼 

點 S 差異に より 如此 分類の 必要 を 生す。 着眼 點の 差と は 如何、 先づ b が a に 及 ほす 影響 (卽ち a の f より 

b の f を 差 引ける 結果) として 對置を 目す る 時 緩和 法と なり、 更に a、  b の 有する f、  ^を獨 立せ る もの 

として 對置を 目す る 時强勢 法と なる。 如何と なれば 此揚 合に 於て a は文學 的に 發展 して^と なり、 b も 

同樣ザ 一 と變 化すれ ぱ なり。 卽ち (f—fo に 非す して、 f が^ あるが 故に M となり、 びに f あるが 故に^と 

なる ものな り。 而 して 其 結果に 於て 期せす して 調和 法に 酷似す るに 至る。 之 を 食物に 喩ふ。 菜蔬は 食の 粗 

なる ものな り。 然れ ども 之 を 或 時 或 所に 置く とき 粗なる もの 突然と して 大牢と 憤 を 等 ふす。 終日 田に あり- 

鋤 を 肩に して 苦勞 す。 家に 歸 りて 膳に つく。 或 時 或 所と は 之 を 謂 ふの み。 對 置の 强勢法 は a の 前に b を 配 

して b をして 或 時 或 所の 川 をつ くさしむ る を 謂 ふ。 普通の a は 遂に a にして 之 を 如何と もす る 能 はす、 一 

朝 之に b を對置 するとき a の價は 咄嗟のう ちに 騰 上す。， 是强勢 法の 對 置なる にも 關サ」 す、 調和 法と 其歸を 

同じく する 所以な り。 魚 は 食の 美なる ものな り、 熊 掌 も 食の 美なる ものな り。 魚に 加 ふるに 熊 掌 を 以てし 

て、 兩 者の 相乘 より 來る 快味 を 貪る。 是 調和 法に 似たり。 强勢 法の 變價は 配合 物の 加算 を 待って 始めて 其 

目的 を 達す る に あらす。 前者の 性質 を 後者 の 上に 反映せ しめ て 後者 の 素質 を 貴 か らしむ。 方法の 異なる は 

云 ふを須 ひす、 結果の 優劣 も 論す る 所に あらす、 只 其 目的と する 所 は 兩者其 向背 を 一 にす。 畫を鮮 する も 

の は 知らん。 一 點の 白に 著る しく 視線 を 集めん が爲 めに は 白 其 もの を改 むる か、 白の 周 園を改 むる かの 一 1 


法 あるの み。 而 して 一 一法 共に 其の 結果に 於て 揆を 一 にす る は 人の 知る 所な り。 白 上に 白 を 加 へ て 盆 其 色 を 

淸 くせんと する の 方法 は 調和 法に 類す。 周 園に 嗜色を 重ねて 在 來の白 を 元め 如く 放棄す る. にも 關 はらす、 

1 日中に 的滕と 異彩 を 放た しむる は 強勢 法に 似たり。 

或は 強勢 法と なり、 或は 緩和 法と なる は 只 着眼の 差に ありと 說 ける も 亦 例 を 以て 容易に 辯 明すべし。 こ 

こに 百 金 ありて 之 を 貧 人に 給與 するとせ よ。 此百金 は 緩和の 目的 を 達する と 同時に 强 勢の 主意に 適へ り。 

貧者 此 金 を 以て 其 窮乏 を 救 ひ、 其 苦痛 を 慰め 得た る S 點ょり 見れば 緩和に 外なら す。 貧者 飢渴に 瀕して 

此百金 を視る 事 常人 の 萬 金 を視る が 如く な る點 より 察すれば 百 金 の 慎 は 刻下 に 萬 金 と 化した る が故强 勢 に 

外なら す。 かくの 如く 兩 者の 差違 は 單に觀 察點の 差違より 起る に 過ぎざる 事 あるに も關 はらす、 一 旦觀察 

點を 異にした る 以上 は 其 喚起す る 情緒 は 度に 於て 類に 於て 各顯 著の 特色 ある を 以て こ、 に 此節を 分つ。 以 

下 例に 移る 0 

： QO  tliou  to  ； Riclimond,  and  gdod  fortune  g.uide  tli ひ e  !  Dorsef\ 

Go  tliou  to  Rictiard,  and  good  angels  ^^p^. &  Uitje  !  一 /o 

Go  tliou  sanctuary,  and  good  tliougnts  possess  l;hcc;  ！  ^^0  Q.  Eiizabetn\ 

i  my  grav ひ, wliere  p>eac ひ and  rest  lie  witti  me  ！ 

Hlghty  odd  years  of  sorrow  litive  I  seen. 

And  each  llour-s  joy  wl.ecKzd  witli a  wtjelc こ f  teen.: 

—Richard  ///,  Act  IV.  sc.  i. 11. 92—7. 

是 自然の 對置 なり。 三 四の 傍人 を 傭 ふて 殊更に 自己の 境遇 を反锁 せしめた るに あらす。 傍人に 語ろ の 語 

次 われに 及んで 始めて 映帶 S 妙 を 生じ 最後の 一 句 を 振 はしむ C  Dickens の Little  Nell を 描く や 又同樣 
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の 筆致に よる。 

:.BUt  all  that;  nig^llt,  waking  or  in  my  slerep-,  ひ samrt  t;liouglits  recsTed,  and  l;lie  Sam ひ 

Images  retained  possession  of  my  .hraln.  I  nad,  ever な efor ひ Ine,  tlie  old  d£u.k  murky  rooms .1 

ひ gaunt;  suil;s  or  mail  with l;h ひ ir  ghostly  silenl;  all. —  .tile  faces  all  awry,  grinning,  from  wood 

and  stone I tlie  dust,  and  rust,  and  worm  tlhajt  lives  in  wood  —  and  alone  in  tlhe  Inidst  of  all 

t;liis  lumt> ひ：' and  d ひ cay  and  ugly  ag.e,  tlie  t-eautiful  cliild  in  tlrtr  gentle  slumber,  smiling 

i;111.0.ag.ll  lier  llg.nt  and  sunny  dreanls.:  — Dickens,  The  Old  prio.siiy  shof~,  cliap>. i. 

古き 室と、 古き 器と、 塵と、 虫と、 五彩 剝 落の 喑き 中に 美く しき Nell と美く しき Nell の 夢と を 置く 0 

地上に 金を點 する が 如し。 Eliot が Tina を寫 すに 用る たる 對 置に 至って は 天下の 名文な り。 曰く。 

In  .tins  way  TTina  wore  out;  tli ひ long,  liours  of  Uie  windy  Inoonllgllt,  t:ill alj lasi;,  with  weary- 

aching  ^^3^x.  slie  lay  down  in  .bed  again,  and  slept  frcnn  mere  exhaustion. 

wllil ひ this  Jsor  ^^rf^^o  heart  was  .being  t>ruised  witn  a  w ひ iglU  too  h ひ avy  for  it,  was 

holding  cn lier  calin  inexorable  way,  in  unrnoveci  and  t;eiTit>l ひ t-eauty.  T^tle  stars  w ひ re  ru-slllng 

in  their  eternal  courses  ；  tlie  ti&es  swelled  to  tlie  level  of  ttie  last  expectant  weed  ；  tlie  sun 

was  Inaldng.  t>rilliant  day  to.  dusy  nations  on  ttitj  otlier  side  of  tli ひ swift  earth. ヽ. Tlie  stream 

of  tiuman  thought  and  deed  was  liurrying  and げ roadening-  onward.  Tlie  astronomer  was  ai; 

.his  1;elescop>e  ；  t;!! ひ greal;  slii で s  wer ひ labouring  over  rttje;  waves  ； 1;lie  tolling-  c:ag.cjnl ひ ss  of  com- 

Tn ere ひ，.. the  fierce  spirit  of  revolution,  ws. ひ only ひ t>l>ing  in  t-riref  rest;  and  sleepless  statesmen 

wertj  dreading:  tlie  possi .hi ひ crisis  of  tlie  niorrow.  wllat  W2. ひ、 our  little  TMna  and  her  trouble 


in  tiliis  lniwtlt;y  horrent.,  luslllng  from  on ひ awful  unlaiown  anot;lher  ？  Ll^llt;er  ttian  t;lie  snlall- 

ひ St;  centre  of  quivering,  life  in  th ひ wat2--drop>,  liidden  and  uncared  for  as  t;li ひ pmls ひ of  anguisli 

in  th.e  IDrreasI:  of  tlie  tiniest げ ird  that;  lias  fluttered  down  rfo  its  nesi;  .witll  the  lonw-sougnt;  rood, 

and  lias  fosld  tlie  nest  torn  s-nd  em!5ty.: — Eliot-  Scenes  or  Clerical  Life,  Mi-.  Giljil s  iiove- 

Stovy ,  cllap-.  y. 

Slielley の Stanzas  written  .hi  Deiectisl,  near  Naples 或は wordswortll の 、1 he  Lncch-Gatherer, 

の 如き は 全く 此法を 川る H- 一  篇を 構成す る ものと 云 ふ も 不可な きが 如し。 只 其 巧拙に 至って は 同じから す。 

Wordsworth は 

--Tile げ irds  are  singing  in  tlie  &stanl;  woods; 

〇v ひ r liis  own  sw ひひ t  voice  tli ひ Stock-cJove  .hroods  ； 

. Tlie  Jay  makes  answer  as  ？ 0  Magpi ひ cnaUers  ； 

And  all t ザ e  air  is  filled  witli  pleasant  noise  of  waters.-"  — The  Leedi-Gatherer,  U.  TM. 

と 首に 樂 しき 自然 を敍し 後半に 至って 始めて ：1  saw  a  ； Man  t-efore  me  unawares:  Ttie  oldest  man 

h ひ seemed  that  ever  wore  grey  llairs.:  (11.  55—6) と 孤客 を點 綴して 兩 者の 對置を 試みたり。 され ど 

も 中間 種々 の 主觀的 感慨 或は 理窟 的敎訓 等を插 人す るが 故對 置の 功を沒 せる に 近し。 蓋し 彼 は 突飛なる 對 

置 を 避けん とせる ものの 如く、 對 置の 兩 材料 間 を繁 ぐに 一 種の 感想 を 以てして 喑に 甲より 乙に 移る の地步 

を 作る。 これ 彼の 用 意の 深き 所に して 實は 彼の 失敗せ る點 なりと す。 對置は 突然なる を 要す。 突然に して 

始めて 强 勢の m をな す。 狳々 に步を 移して 極より 極に 行く とき、 兩 極の 差 は 一 時に 眼 を 射らざる を 以て 吾 

人 は 遂に 其 反照 を 看過す るに 至る。 左の 數 行の 如き は對置 法より 論 すれば 啻に 無效 なる のみなら す 却って 
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有害な りと す。 

-wut,  as  It  sometimes  chancetti,  from  ttie  might 

of  ； -oy  in  minds  ttiat  can  no  further  go- 

As lllg.ll  PS  we  tla-vc  niounted  in  CJelig-llt; 

In  our  dejection  do  we  sink  as  low.:  —Ibid: IL  22-5. 

Shelley に 至りて は、 全く これに 反す。 兩材の 間に 些の 連鎖 を用ゐ す。 甲より こに 移る こと 恰も 光明の 

大空より 落下して 急に 嗜窖 中に 入る が 如し。 從 つて 其對 置より 生す る 感興 亦 極めて 顯著 なりと す。 

riic  sun  IS  wm.m,  tlic  slcy  is  clear  ； . 

.Tile  waves  are  dancing  fast  and  t>rigtit. 

Blue  isles  and  snowy  mountains  wear 

Tlic  purjjle  lloon-s  transparent  might, 

Tlie  t-rcath  of  the  moist  ras.^^  is  liglit, 

Arosld  its  unex^andccj  t_uds  ； 

■Llkle  many  a  voice  of  one  delight, 

Tlie  winds,  the  t>irds,  tlie  ocean  floods, 

Tlie  City*s  voice  itself  is  soft  lilce  Solitude -s..- - 

—stanzas  wriUm  hi  Dejection,  mar  Natdtn,  st.  i. 

優麗溫 潤の 景を敍 して こ に 至る や 突然 ：did  any  heart  now  share  in  my  emotion: なる 一 轉語 

を 下して 直ちに わが 失意の 抒情に 入る が 故に 


-"Alas!  I  Have  nor  Hof-e  nor  llealtlv 

Nor  jjeace  within  nor  calm  around. 

Nor  ttiat  content  surpassing  wealtti 

TJie  sage  in  ineditation  found. 

And  walked  with  inward  glory  crowned I 

Nor  fame,  nor  power,  nor lov ひ， nor  leisure- 

others  I  see  wliom  t;hese  surround  — 

Smiling-  tliey  live,  and  call  life  l.>leasure  ； —— 

IV-  me  1:hat;  cup>  lias  .5 ひ en  acalt;  in  an01;.her  measure.:  — Ibid.,  st.  iii. 

の 一 節 は倏ち 平地 を拔 いて 百 《< の 高き に崛 起す るが 如き 感を 生， K〕 有名なる WLlrns の 

.ile  .banks  and  h>ra ひ s  o*  tsnnie  Doon, 

How  can  ye  bioom  sae  ^air  ！ 

Kow  can  ye  cliant,  ye  little  t>irds. 

And  I  sae:  fu*  o"  care  ！ 

.Tlloull  t>reak iny ザ eart,  ttioti  t>onnie  t>inS, 

Tliat  sings  UP51.1  tlie  .hough  ； 

Tliou  minds  me  o-  ttie  liajjpy  c3ays 

Wlien  my  fause  Luve  was  true.-- 


*  .  二八 二 

の 如き また 同種の 對置法 を 用ゐて 天籟 S 妙 音 を 成す に 似たり" 更に 最後の 一 例 を 見よ。 

He  gjoes  tllroug:!!  si:lru.h.hy  walks  these  friendw  among., 

.Love  5  tuelr  looks  a.nd  lionour  on  the  tongue  ； , 

Nay,  th ひ r ひ- s  a  charm  beyond  wliat;  yp^^s  slaows, 

TTlie  bloorn  is  softer  and  mold  sweetly  glows  ；  I 

pierced  .hy  no  crime,  and  urged  t>y  no 

p-ol*  more  ttuin  tnie  and  lionest  liearts  reo^uire, 

、rl:sy  feel  tlie  calm  delight,  and  tlius  proceed 

Thlrous:!!  tli ひ gjreen  lane —— tlien  linger  in  tli ひ mead I 

SJtray  c/er  tlie  lieatli  in  all  its  pur!>le  .hloom  —— 

And  ； plucic  tlie  .hlossom  W-Jlere  tlie  wild  .hees  lium  ； 

T?tlen  tlirougli  the  .hroomy  ^0§^  with- ひ as ひ t:liey づ ass. 

And  {5ress  tlie  satidy  stlee;p-walk:-s  slend-er  grass, 

"Wliere  dwarfish  nowers  amon^  so  ^orse  are  s;pread. 

And  til ひ lasb  browses  "hy  ttie  linn ひ t-s  tsd  ； 

Tnert  *  cross  ttie  .bounding  .hroot:  tliey  mak ひ their  way 

o-er  its  rou^ll  t>tidge  ——  and  tilers  IDenlolcJ  tli ひ t5y  ！ —— 

TTne  ocean  smuitlg-  to  t:lie  fervid  sun  — 

waves  tliat  faintlv  fall  and  slowly  run  — 


Tti ひ ships  at  a^^^p^^oG  and  tlie  t>oats  at  liand  ； 

And  now  tliey  walk  upon.ttie  sea-side  sand. 

Counting  ttie  number  and  wliat;  kind  tliey  b ひ， 

Sliips  softly  sinking  in  ttte  sleepy  sea  ； 

Now  arm  in  arm-  now  p-arted,  tliey  t>enold 

llie  glitt-ring  waters  on  .the  shingles  roll-d  ; 

TTlle  timid  girls,  lialf  dreading  their  design. 

Dip  the  small  foot  in  tlie  retarded  t>rintj. 

And  search  for  crimson  weeds,  which  spreading  aow, 

〇r lie  like  pictures  on  tlie  sand  beiow  ； 

-with  all  those  bright  red  pebbles  that  the  sun 

Tlarougli  tlie  small  waves  so  softly  sMnes  upon  ； 

And  those  live  lucid  jellies  which  tlie  eye 

Deliglits  to  trace  as  they  swim  glitt-nng l〕y  : 

Pearl-shells  and  star-fish  tliey  admire. 

And  will  grange  atsv ひ tti ひ parlour-fire,— 

Tokens  of  bliss  ！  I  -  oil ！  tfo^^?^o  ！  a  wave 

Roars  as  it  rises  —  save  me,  Hdward  !  save! 

Slae  cries ——  Alas!  tlie  watcliman  on  liis  way 
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Calls  and  lets  in —  truth,  terror,  and  the  day!  :  — .crabbe.  The  noro-gh,  rrt^^o^  xxiii. 

此對 置の 主材は 最後の 一 一行に 過ぎす して 他の 三 四十 行 は 此主材 が 自己の 憤 値 を 高めん が爲め 頭上に 戴く 

と 見て 可な り。 過去の 順境 を 以て 現 時の 窮 態に 配す るが 故に、 過去の 行 樂を說 く 事愈詳 にして、 目前の 憂 

愁 を刻畫 する 念 愈 深し。 山に 遊んで 興 限りなき が 故に 野に 遊ぶ。 野に 遊んで 歡 極まらす 遂に 水に 遊ぶ" 砂 

暖かに.、 波淸き 所、 佳人と 手を携 へて 貝 を 品し、 藻 を 評す。 忽ち 高浪の 至る あり。 佳人 叫んで 郎君 われ を 

救へ と 云 ふに 驚ろ いて 眼 を 開けば、 佳人と 思へ る は 獄吏の 警護の 聲 にして、 身は囚 房の 裡に 坐して 徒らに 

1 日の 命 を 長く せる のみ。 結句 僅かに 一 一行に 過ぎす と雖 ども 截然と 明樓 の 一 一 境 を 劃して、 筋 斗 を 打して 一 

より 他に 墜 下す るが 故に 人 を 動かす 事轉た 深き を覺 ゆ。  ， 

附 假對法 

世間 此法を 以て tSK 吊 一 樣の對 置と 認 むる もの 多し。 之を檢 する に 其 實然ら す。 形 似 を 以てすれば 前 諸 節 

と 略 其 歩趨を 同う すと 雖 ども 少しく 心理的に 解剖 すれば alf、) なる 緩和 法に も あらす、 また M 或はが な 

る 强勢法 にも あらす、 畢竞其 喚起す る 結果 は 調和 法の 場合に 於け ると 異なるな く、 公式 を 以て 之 を 示せば 

(.f+f、) と 見 傚す を 得べ し。 對置 にして、 しかも 對置 の實を 有せざる が 故に 名 づけて 假對 法と 稱す。 かの 

Macbeth の 門衞の 場の 如き は 其 適例と する に 足らん か。 門 衞の語 は 固より 滑稽 を帶 ぶ。 而 して 弑 逆の 血 

未だ 乾かざる 時に 登場し 來る。 故に 其 性質より 見る も 配合より 見る も對 置な り。 對 置なる に拘 はらす 其 結 

果を 解剖す るに 固より 緩和 法に あらす、 又 純然たる 强勢 法に あらす" 之 を 論じ 得て 釋然 たる 時假對 法は自 

から 分明な り。 之 を 論す るに 先って 先 づ門衞 の 語 を 引用す。 

--Here-S  a  knocldng.  indeed!  If  a  man  wel-e  porter  ot  llell-wate,  tie  sliould  Ihave  old  turning 

tlie グ y.  \t<.llocking  UHthin ン Knock,  Icnock,  knock!  wtlo-s  tliere, マ ttie  name  of  BeelzetrnlD? 


Here-S  a  farmer,  tliat  llang.e<;l  liiniself  on  tlie  expectation  of  plenty :  come  in  time  ； liave 

ll.aljkins ひ now  about  you;  lls-e  you-11  sweat  for  *t.  \.Ktl。ckii~g  ivWiin ン wnock,  Iqiock 一  \\nlo-s 

there,  in  tThe  other  devil-s  name?  ； Faitli,  llere-s  an  ecluivocator,  .tllal;  could  sweal-  in  .ho け h 

tlie  scales  against  either  scale  ；  .vvllo  committed  treason  enoujjli  for  God\s  saTJ ひ， yet  could  not; 

ecjuivocate  to  lieaven ; 〇， come  in,  etJVU.V6cator.  \K.n。cking  imthiti .\  knodi,  .knock,  k-noek ! 

.wllo-s  there?  IRaitla,  tiere 一 s  an  Enwlisll  tailor  come  liitlier,  for  stealing  out  of  a  Frencli  lios ひ： 

come  in,  tailor;  llel.e  you  may  roast  your  goose,  {.tolocklug  .,rviutiu.\  Klnock,  .knock ;  never  al; 

め. uiet!  What  are  you?  Rut  this  place  is  too  cold  for  hell. 3  devil- porter  it  so  ^4- ..  I 

Is-cl  1:llouwllt  t;o  ； hav ひ let  in  some  of  all  professions  tliat;  g:o  tlie  ！ Jnmrose  way  tlie  everlast- 

ing? t-onsre.  \K:iiocking  w  Whin.  ノ  Anon,  anon!  I  liray  you,  ^05ro3tfQ^,  tlie  xsrter.  .——Act  II. 

sc.  iii. IL 1—25. 

諸家の 此節を 評する 事區々 にして 一 ならす C 我 は 之 を 以て 全然 後人の 係 作に して 沙 翁の 閼 知せ ざる 所と 

す。 (Coleridge の 說。) 若し 此說 を眞 なりと すれば 評 家 遂に 一 言 を 其 間に 插 むの 餘 地な し。 番卒の 冗語 

を 目して 依然 沙 翁の 筆になる と 主張す る もの  >  うちにて わが 意 を 得たり と 思 ふ は Hales と Clarke の 意 

見なり。 Clarke 云 ふ。 門 衞の獨 白は對 置に して 調和せ る ものな りと。 簡にして要を得た りと 云 ふべ し。 

彼の 所謂 對 置と 調和と は 果して 余が 兹に 用る る 如き 意義なる や 否や を審 にせす と雖 ども 普通の 見解より し 

て 余が 見地 を 去る 遠から ざる を 知る。 殺人の 腥 血に 次ぐ に 醉漢の 囈語を 以てする は 明かに 對置 にして、 し 

かも 此囈 語が 前段の 鬼氣を 融和し 得ざる が 故に 緩和 法に あらす。 或は 前段の 鬼氣 に映帶 して 此囈 語が 囈語 

としての 滑稽 的 價値を 高めざる が 故に 强勢 法に も あらす。 要するに 此 一 段の 狂 語 は 前 を 顧み 後へ を 望んで 
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四遗の 光景に 痛切な る 色彩 を 添 ふ るの 功 あるが 故に 調和の 用 を爲す に 過ぎす。 四邊の 光景と は喑澹 として 

陰體 なる 空 氣を云 ふ。 此空氣 中に 點 絵せられ たる 數 行の 諧讓 は、 諧謔 S 容姿 を 具へ たるに も閼 はらす、 其 

風神より 云へば 喑 磨に 趣 を 添へ 陰 に 味を附 する 一 種の 調和 劑に 外なら す。 余 は此事 實を證 左と して 出立 

す。 もし 此事實 を 否定す る もの あらば 根底に 於て 余と 感受 的 能力 を 異にする が 故に 別に 論 辯 を 要せす。 

現象 は視 聽に訴 ふる を 以て 終局の &的 とする ものに. あらす。 吾人の 頭 腦は視 聽を經 て 認識せ る 諸 現象に 

一 種の 解 釋を附 せ すん ば 巳まざる ものな り。 解釋 とは視 覺聽覺 以外に ある 意義 を此 現象に 認めた， るの 謂に 

して、 此 現象が 吾人の 腦 裏に もたらし 來る 内部の 消息に 過ぎす。 此 消息 を 得た る もの は Sef に 世相 を觀 察し 

たるの みならす、 又 實に寳 相 を 看破した る ものな り。 寳 相と， は宗敎 家の 所謂 絕對 (もし 絕對 あらば) のみ 

にあら す。 老若男女^；^其分に應じて橫解し、 & 解し、 以てお、 眞を 得たり となす。 而 して 其 解釋 のし かく 個 

個なる は 同  一 象の 個々 に 彼等 を 動かす が爲 めにあら すして 此同 一 現象 を視る 着眼 點の 人に よりて 個々 な 

るに あり。 此< 着眼 點の 個々 なる を 更に 溯れば 經驗の 個々 なる に歸 着す。 E" の經驗 はこと 同じから すして、 

a なる 現象 を かく 着眼し L かく 觯釋 せよ と 命じ、 こ W 經驗は S- と 異にして、 a なる 現象 を かく 着眼し、 か 

く觯釋 せよ と 命す るが 故に、 吾人の 現象に 對 する 解 釋は 遂に 吾人が 經驗 より 得た る 惰性に よって 支配 せら 

る •  > と 云 ふ も 不可な し。 文 阜を讀 むは 猶 世相 を 觀す るが 如し。 一 字 一 劃の 表面に 浮き上がる 字義 を會 得し 

て已 むにと 5- まらす、 時に 惰性の 要求に 逼られ て、 自然と 馴致せ る 着眼より 此 一 字 一 劃 を 透徹して、 其 

面の 意義 を發 現せん と 欲す。 或は 之に 内面の 別 生涯 を附與 せんと 欲す。 番卒の 狂 語の 諧謔に 陷れる は 先に 

展 述べた るが 如し。 去れ ども 諧謔 は 字面に 露 臥せる 尋常の 意義に 過ぎす。 吾人 は 此劇を 讚んで 此獨 白に 至 

るの 間に 於て 冥々 の裡 旣に牢 たる 着 g| 點を 養へ り。 此 着眼 點を得 たる 吾人 はかく 馴致され たる 惰性に より 

劇中の 事件 を 大小 ー樣に 解釋し 去らん とす。 而 して 此 場合に 於る 惰性と は悽愴 の氣、 畏怖の 念に 外なら す。 


悽愴 の氣に 居り、 畏怖の 念に 住する ものが 此 諧謔に 接した る 時、 此 諧謔の 表面に 露出せ る 字義 を 見て、 字 

義の 儘に 解釋 すべき か、 又は 惰性の 命す る 所に 從 つて 內 部の 消息 を 求むべき か。 もし 内部の 消息 を 求む る 

とせば 滑稽 3 裏に 何物 を點 すべ きか。 點じ 得た る 物は懂 槍の 氣 畏怖 S 念なら ざる 可き か。 

着眼 點 によりて 生す る 解 揮の 差違のう ちに て 尤も 普通なる は 正意 反 意の 兩面 なり。 正意に 解す る もの は 

烏 を 以て 烏と し、 反 意に 解す る もの は 烏 を 以て 鷺 とす。 兩 者の 色に 於て しかく 表裏す るに も關 せす、 一 を 

擧 すれば 他 は 旣に喑 示と なって 指頭に 粘し 來る は、 彼等の 性質が 一 一 極に 偏在して 彼是 相反 撥す るの 力強き 

による。 此 故に 市井の 俗兒 常に 此法を 爪 ゐて他 を揶瑜 する の 具と す。 揶揄す ると は 他 をして 其 着眼 點の 一 

ならざる に 想 倒せし めて、 其 解釋の 兩途に 彷徨せ しむる の 謂に 過ぎす。 かくの 如き は會 以て 流 俗の 言語 に 

この 兩面解 釋を容 る ， の餘地 ある を 示す と共に 彼等の 解釋は 多く， 此方 向に 倾 潟し 來 るを證 して 餘り あり。 

番卒の 科白 は 正意より すれば 明かに 滑稽な り。 然れ ども 反 意に 其義を 酌めば 滑稽の 對 極に 潜む 一 圑の 情緒 

に 過ぎす。 此 情緒のう ちに 鬼氣の それ を 含 むは 云 ふ を 待た す。 而 して 其 鬼 氣は全 劇 を 貫いて 讀者を 包 園す 

る 精神に 外なら ざる を 以て、 突如と して 番卒の 科白 を點 する 時、 彼等 は 正意に 之 を解釋 せざる のみ か、 其 

反 意 を 探らん とする 暇 さへ なきに， 全局の 精神 は 彼等 を驅 りて 此 滑稽 を 凄き もの、 腥 きもの、 怖し きもの 

と 感ぜし むる に 至る。 

正反兩 解の 辯 を 以て 此論を 行る に 際して、 吾人 は 狂人の 言語に 於て 尤も 有力なる 證左を 認め すん ば あら 

す。 大抵 狂人の 口にする 所 は瑰路 なく、 秩序な く、 不規、 突梯 にして 要領 を 得ざる もの 多し。 之 を 正意に 

解 せんか 滑稽に 墮 ちざる もの 蓋し 稀な らん。 之 を 反 意に 釋 かんか 嗜淚消 魂の 趣を帶 びざる は あらす。 曾て 

英京の 小 劇場に て 俳優の Ophelia を演 する を觀 る。 場 中の 看客 書を讀 ます 字 を 知らざる もの 狂女の 科白 

を聽 いて 笑 を 洩す事 一再に 止まらす。 是 Ophelia の 言語 を 正意に 解釋 して、 滑稽の 趣 を 其う ちに 發見し 
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たる ものな り。 

KOW  sliotild  I  your  true  love  know 

From  anotlier  one? 

wy liis  cockl ひ liat  and  stafp. 

An ひ liis  sandal  shxton. ク— Bani/ef,  Act  IV.  sc.  <. IL  231 ひ. 

卒然として 王妣の 前に 出で、 此 駄を唱 ふるもの を 正面より 解釋 すれば 固より 滑稽の 感な きを 得す。 ：HOW 

do  you,  pretty,  lady  ？ ： の 問に 答へ て 

vVell,  God に la  you  ！  TTlJey  say  tlie  owl  was  a  t>aker"  taaugllter-  Lord,  we  know  what  we 

are,  but  know  not  what  we  may  be.  ck-d  be  at  your  table !  r —/<5zvf. ,  Act  IV.  sc.  v. 11. 41 ム 

と 云 ふ もの 、語 を 其 儘に 觀 すれば、 同じく 滑 の 門牆に 向って 裳 を か  >  ゆて 走る が 如し。 夫に 棄 てられ I こ 

る Rutli を敍 する Wordswortla は 云 ふ。  . 

I, 1;oo,  liave  p-ass ひ c3 lier  on 1;h ひ liills 

Setting  her  little  water-mills 

By  sjxnJts  and  fountains  wild —— 

Sucn  small  Inaclllnety  as  sli ひ turned 

JEr ひ slie  liad  wejJt,  ere  slie  t-ad  mourned, 

A  young  and  har-py  Child  ！ - - 

大人に して 此兒 戲を演 する もの を 正面に 見た る 時、 吾人の 感は 依然として 滑稽 を 免 かれ ざらん。 是 によ 

つて 之 を H 儿れば Ophelia を 笑 ひ Ruth を 笑 ふ を 以て 常 情に 遠 かれり となす は 狂人の 言動 は正觯 する を 許 


さすと 命す るが 如し。 もし 理を 以て 論 すれば 正解 は 常な り、 反 鮮は權 なり。 權を 以て 常に 更 ふる は 只 前後 

の 事情の しかく 吾人 を 促が すが 爲め のみ。 此事 情の 勸誘を 受けざる ものが Ophelia の 狂態 を 滑稽 化する 

は 化し 得て 妥常 なりと 云 ふ を 博から す。 もし 夫れ 裏面に 一 點の 酸味み- 點 じて 悲慘 の氣を 狂言 綺 語の 間に^ 

らしむ るに 至って は 字 を 知り 文 を 解し 劇の 發展 より 得來， 0 たる 惰性に 吾ん-放 楽して 始めて 之み-? 5 くす。 此 

時に 至って 反 觯は周 園の 狀況と 映 じて 潭 然として 漸く. M 然の 域に 入る 。故に Ophelia の 科白 は本來 より 

すれば 滑稽なら ざ る ベ からすし て、 しか も 普通 の 敎育ぁ る も の が 視 て以 て 悲慘 なりと なす は 彼等が 沙翁を 

知る が爲 めな り。 沙翁を 知って 彼の 作爲 せる 空氣 中に 生息す るが 爲 なり。 此空氣 のうちに 半； 息す る もの は 

何人も 此 着服 點 より 彼女の 科白 を鮮 すべ く 自然の 要求に 促が さる、 は、 彼等が 此 科白 中に 滑稽 分子 ある を 

想像し 得ざる 程に 反 解し つ  >  ある を 以て 知るべし。 かく  Ophelia を 解す るの 自然にして、 しかも、 かく 

解す るの 正意に あらす し て 反 意な る を 知らば 番卒の 科白 を 物凄く 解す るの 反 意なる にも 關 はらす 極めて 自 

然 にして 且つ 穩 常なる を 見るべし。 此 意見 を穩當 とする 時、 彼の 一 節は對 置の 形式 を 具へ て 却って 調和の 

をな すに 過ぎざる を覺 るべ し。  • 

文舉 史中此 種の 作例 を 古人に 求 むれば 指 を 屈する に遑 あらす。 左の 一 節 は 通讀の 際と くに 余の 興味 を惹 

けろ を 以て 茲に 引用す。 讀者 もし 獄卒の しきりに 斧 を 磨ぐ の 狀を想 見し、 叉其高聲俗^iを放歌して憚から 

ざ る 態 を 連結 して、 兩 者の 對 置が 如何に 調和の 功 を 奏す るか を驗せ ば 或 は 余 の 所論 の事實 なる を： la 肯 せ ん。 

. _  _  、rake  care  of  yourselves,  masters,  一  ot-served  Mauger.  - 1 inust  attend  to  .business.  * 

"Never  mind  us,"  la.ugll ひ d  Woltytt,  ot-servlng  tlic  executioner  tak;e  ujd  an  axe  and  .after  ex- 

amining its  edge,  l;>eg.in  sllarlwen  it.  "Grind  away.-  , 

"1 メ his  IS  lor  Lord  Guilford  Dudley.-  remarked  Maugc-,  as  ； he  turned  tlie  wtie ひ 1 witli  liis 
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foot.  *I  shall  need  two  axes  to-morrow.*  < 

-sllarn  work/  observed  Wolfytt,  with  a  detestable  ^rin. 

-You  would  think  so  were  I  to  tty  one  on  you-*  retorted  ； Mauger.  -Ay,  now  it  -will  do,、 

tic  added,  laying  aside  tlie  implement  and  taking  up  another.  -  This  is  3y  favourite  axe.  I 

can  make  sure  work  vdth  it.  I  always  Iser-  it  for  cjucens  or  dames  of  liigh  degree  — lio !  ho! 

Ttlis  notcli,  whicli I  can  never  grind  away,  was  made  by  tlie  old  Countess  oi Salistmry,  ttial; 

I  told  you  about.  It  was  a  terrible  sight  to  see  lier  white  liair  dabt>led  with  blood.  Ipoor 

ILady  Jane  won-t  wive  xne  so  inuch  trou.hle,  ru げ e  sworn,  slle-11  die  lils  a  iamt>.- 

-Av,  ay,-  muttered  Sorrocold.  -God  send  tier  a  speedy  cieath!  * 

-slje-s  sure  of  it  witli  me,*  H0?3re&  Mauger,  -so  you  may  rest  easy  on  tliat  score.-  Ana 

as  lie  ultacd  Uie  grin&ston ひ cjtdclkly  round,  drawing  sp-arks  from  1;tie  steel, li ひ clianted,  as 

hoarsely  as  a  raven,  tlie  lollowmg  ditty  :  — 

Til ひ ax ひ was  sllarj:-,  and  lieavy  as  Iread, 

. As  it;  tx-uched  Uie  necl.:,  off  went  tlic  liead! 

whir 1 TJUhlr —  wfnr ―  whir  ! 

And 1±e  screaming  of  the  grindstone  formed  an  apj>ropriate  accomjjanlment;  to  t;lie  melody. 

Oucen  Anne 1 ビ d  tier  wllite  tliroat  ulsn  tlie  block, 

,  Quietly  waiting  tlie  fatal  sliock  ； 

TTlie  axe  it;  severed  it  rigllt  5  twain. 


-  し 

And  so  quick—so  true  —  tllat  stie  lelt  no で ain! 

-  W7u.r  I  vuhvt ！  whir —— whvr  ！  *  、 

—— Ainsworl:ii,  The  Toiver  of  Londp  cliajx  xi. 

. 第三 節 不對法  " 

强 勢の 對置は f に 添 ふるに^ を 以てして、 f の 一 時 的惯値 を 高度に 變 する を 主意と する が 故に f 本位な 

り。 緩和の 對置は 同じく f に 添 ふるに^ を 以てして、 f の 一 時 的 慣値を 低度に 變 する を 主 k5 とする が 故に 

是亦 f 本位な り。 I 兩 素の 順序より 云へば 强勢 法に 在って は 客た るべき 先づ來 つて、 主たるべき f 之に 從 

ふ を 常と し、 緩和 法に 在って は 之 を 逆 まにして、 主たるべき f あって 客た るべき 之に 次ぐ を 例と す。 假 

對法 にあって は f と f と 相 待って 始めて 新しき が を 生す る を 目的と する が 故に 本位 は獨り f に存 する にあ 

らす、 又獨り に存 する にあら すして 兩 素の 共有す る 所なる は 疑な きが 如し。 この 節に 於て 述べん とする 

不對法 は f とグの 間に 於て 本位 を 定め 難き 點に 於て 假對 法に 似たり。 但し 公式 を 以てすれば 假對法 は f と 

tt. と 合して 纏まりた る 一 種 の^を 生す るが 故に f,K-=f、、 を 以て あら はし 得る と雖 ども 不對 法に 在って 兩 

素の 本位 を定 むる 能 はざる のみなら す、 兩 素の 抱 合して 一 国と なる の形迹 なきが 故に、 强 勢* 緩和の 一 一法 

に 通す る 特色 を 失へ る 上、 叉假對 法の 性質 を帶 ぶる 能 はす。 換言すれば 此 際に 於る の兩 素は綠 なきに 

對 立して * しかく 對 立す る も 毫も 感應を 生ぜ ざ る ものと す。 更に 換言す れば此 等 の 兩素 は相乘 する 能 はす 

又 相 除す る 能 はす、 又 加減す る はす。 吾人 は 此兩素 を S 撿し 審議し 拈定 して 遂に 之 を 打して 一 丸と なす 

の 術な きに 困す る ものな り。 然 かも 彼等 は 平然として 對 文して 憚から す。 天地開闢 以來 より 對 文すべく 大 

法に よりて 命ぜられた るかの 如き 態度に て對 立し、 旣に對 立せ る 後も對 立せ ざる 以前と 異なるな く 吾不關 

焉の 態度 を 固持す。 吾人 はかく 綠故 なき 兩 素の、 しかく 卒然と 結びつけられ たる を 驚ろ きて、 不調和の 感 

二 九 I 


二お 二 

を 生ぜん とする；^ 那に、 此綠 故な き兩 素が 如何にも 自若と して 其 不調. 和に 留意せ ざる もの ， 如く 突兀 とし 

て 長へ に對 立す るの 度胸に 打 たれて、 急に 不調和の 着^ 點を 去って 矛盾 滑稽の 平面に 立って 窮屈なる 規律 

の 拘束 を 免 かれた る を 喜 こぶ。 而 して 其 結 某は洪 笑と なり、 微笑と なる。 是 を不對 法の 特性と す。 此 特性 

を 有する が爲 めに 不對 法に 先に 說敍 せる 第 四 種の 聯想 法と 篇を 隔て 、 相呼應 する ものな り。 「正 成 泣いて 

正 行を誡 めて IJ1 く」 と 云 ふ。 泣く の 一 字 を點じ 得て 人 をして 其妥當 なる を 首肯せ しむる に 足る。 今此 一 字 

に 代 ふるに あくび を 以てせば 如何、 更に 代 ふるに ビ ー ルを 煽 つてと せば 如： i:、 更に 進んで 「正 成 鼻糞 を 丸 

めて 正 行を誡 めて 曰く」 とせば 如何， 正 成の 遺誡と 鼻糞 を 丸める の 行 爲は對 立すべき 豫期 以外に 超然と し 

て對 立す るの 傍若無人な るに あきる ゝ の 結果 は 不調和の 惡感を 透過して 解脫の 天地に 入る に 似たり。 

作例 を 求む るに 一 にして 足らす。 T。m  J 霧 中 Molly  (賤 しき 家の 娘) の 分外に 盛装して 寺に 賽 した 

るが 爲め、 四隣の 嫉を K ひて 遂に 一 場の 活劇 を釀 せる 狀を寫 せる もの あり。 - 

Yc  M.uses,  thieii,  wlioever  ye  are,  wtio  love  to  siag  battles,  and  p>rincipally  tliou  who  wWlom 

didst  recount  tlie  slaug-ntel-  in  those  fields  where  Kudibras  and  TYulla  fougtit,  if  thtou  Wert  not; 

starved  witli  tliy  rncnd  wutler,  assist  nie  on  tliis  great  occasion.  All  tilings  are  not  in  ttie 

power  of  all.: I wk.  IV.  chap.  viii. 

寫す所 は 匹夫 匹. 婦の爭 なり。 寫す姿 は 詩祌を 九天に 呼び 起して.； t 來の 興趣 を 人 問に 傳 ふる 莊重典 維の 筆 

に 似たり。 此兩者 はま さに 對立 すべから すして、 而も. 一 切の 習惯を 無視し、 天下の 嘲笑 を 事と もせす に對 

立す。 對 立す るが 爲 めに 强 勢の f を 形づくらす、 又 緩和の f を產 せす。 或は 兩者を 加 へ て 新たなる 一 新 f 

を も 生ます。 彼等 は 相 冒す 事な く、 相應 する 事な く、 個々 として 對 立し、 支 離に 對 立し： 滅裂に 對 立す。 

腹 I と 陴 羽織と 對 立す るが 如し。 然れ ど不對 法は單 にこ ゝ に 止まらす。 源平 盛衰 記の 口調 を 以て 土方の 爭 


鬪を敍 せんと 擬 する Fielding は猶 語を繼 いで 云 ふ ノ  . 

:AS  a  vast  lierd  of  cows  in  a  ricli  farnler-s  yard,  if,  Willie  tliey  are  milked,  tliey li ひ ar  tllelr 

calves  at  a  distance,  lain ひ ntin^  tlie  rot-t-ery  wliicli  is  tlien  committing,  roar  and  .bellow;  so  roared 

fortli  tlie  Somersetsliire  30^  an  liallaloo,  made  up-  of  almost  as  many  s<iualls,  screams,  and 

ol;laer  diAEerenI;  sounds  as  1;liere  were  persons,  or  Indeed  ； passions  among け liem  :  sorne  w ひ re 

insluir ひ d プ v  rage,  oUiers  alanned  t-y  fetir,  and  ottiers  liad  not.hln^  in  tlieir  lieads  t-lu  tlie lov ひ 

fun;  tmt  ctlieHy  wnvy,  t;l:ie  sister  of  Satan,  and  tiis  constant  comp>anion,  rustled-  amonw  Uie 

crowd,  £tnd  t-lew  up  tlie  fury  of  tlie  wolncn  ；  wlio  no  sooner  came  ujj  to  Molly,  tlian  tli ひ y 

p>elted  lier  .vvittl  dirt;  and  ruh-ljisll. : —Ibid. 

是 Homer の 文 を 借りて 丐兒の 喚 聲を敍 する もの、 其 矛盾の 思慮 ェ失 以上に 著る しくして 且つ 會釋 なく 

對 立せ るが 故に 不對 法と して 成功せ る ものな り。 然れ ども 矛盾 此ー 段 を 通過して 更に 一歩 を 進む。 

： Molly,  liavinjj  endeavoured  in  vain  make  a  tiandsome  retreat,  uiced  at-out ;  and  laylng- 

liold  of  ragged  Bess,  wtio  advanced  in  ttie  front  of  tlie  enemy,  stie  at  one  l>low  felled  her  t:o 

l;lie  ground.  Til ひ whole  army  of  tlie  enemy  (tllol,l^.h  n ひ ar  a  in  nun,l.hcr)，  seeing-  tlie 

fate  of  ^^o^w.  wen ひ ral,  ^ave  t>aclc  many  paces,  .and  retired  .hellmd  a  new-dug  ^l.ave  :  for  .dl ひ 

ch.s.c.hyard  was  tli?  field  of げ attic, さ liere  there  was  to げ e  a  funertil  that  very  evening.  Molly 

.oursued-  lier  victory,  and  catcllln^  up  a  whicli  Iciy  on  tlie  side  at  tlie  wra づ c,  alscilarwed 

k  witll  sucli  futy,  tliat  llaviT-g-  liit  a  tailor  on  tlie li ひ ad,  two  slculls  sent  eclua-lly  lortli a li ;110w 

sound  at  ^^^^^  meeting,  and  tlie  tailor  toGlc  p>resently  measure  of  tiis  lengtli  on  tlie  ground, 
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wlsr ひ tlie  S1S11S  lay  side  t>y  side,  and  it  was  doubtful  whlcll  was  tine  more  valuable  or  tli ひ 

1;wo.  Mollv  t;lien  t;aldng  a  tl.l.ie;:h-.hone  in  her  liand,  fell  in  ainong  ？ 0  flying  ranks,  and  dealing 

lier  Wows  witJh  great  liberality  on  either  side,  overtttrew  tlie  carcass  of  many  a  mighty  liero 

and  lleJ,olnc.: —- 1  bid. 

良家 S 令 纏に 粉し 得て 刻 意に 風格 を揚 ゆん とする もの 、卒然と 怒 を 作して、 本來の 面目 を 舉1. ミ.？ 2 

し來る さへ 一 種の 不對 法な り.」 然れ ども 作者の 技巧 は 單に是 にと V まらす。 此悍婦 を 置く に 神 ； - 院. 

を 借る、 これ 不對 法な り C 紛糅喧 騷を敍 する の 序 附記して 當夜 葬儀 ありて 新たに 墓 をう がて りと 云 ふ、 こ 

れ不對 法な り。 Molly 奮然と して 地上の 偶髏 をと つて 故に 挪っ、 これ 不對 法な り。 妙齢の 女子 死人の 枯骨 

を 振って、 勇躍 敵中に 入る、 是不對 法な り。 而 して 全 まも 貫く に莊齩 なる Komer の 文體を 用る て些 S 遲 

疑な し 是不對 の 尤も 甚 しきもの なり。 

此 種の 對 置に 用ゐら る. べき 兩素は 其 性質 上 非常に 悲 酸なる ベから す、 又 非常に 嚴肅 なる ベ から. ず。 少な 

く と も滑糟 趣味に 要する 道 德觀念 S 抽出 を 許す もの ならざる 可 か らす。 沈默な る もの 忽ち 豹變 して 燒舌底 

止す る 所 を 知ら ざ る は 不對 法と し て 興味 を惹く に 足る と雖 ども、 温順な る もの 急變 して 他 を 殺す に 至って 

は 之 を不對 として 滑稽 視 しがた きが 如し。 冥想 遐 思して 泥 溝に 顚墜 する は不對 として 成功せ ざるに あらす 

と雖 ども 深 井に 陷 つて 非業に 死せ りと せば 諧謔の 趣 は頓に 消す る を 見るべし。 從 つて 深刻なら ざる 材を得 

て 之み- 對 置す るか、 もしくは 深刻なる 材を不 留意に 平淡なる 材 として 使用す る を 可とす。 Trisiram  Shan- ( 

^を繙 いて 左の 一 節を讀 め。 

rNOW,  wllctllcr  it  was  physically  impossible,  with  hialf  a  dozen  liands  all  tllrust  into  tlie 

napkin  at  one  time,  .—  .but  tliat -some  one  cliestnut,  of  more  life  and  rotundity  than  tlie  rest. 


must げ e  p-ut  m  motion,  lit  so  fell  out,  llowever-  tliat  one  w に actually  sent  rolling  off け li ひ 

table:  and  as  Pliutatorius  sat  straddling  fell  perpendicularly  into  that  particular 

aperture  of  phutatorius-s げ reeches,  for  which,  to  tlie  sliame  and  indelicacy  of  our  language  t>e 

it;  spolce,  there  is  no  cliaste  word  thrcmgliout  all  Jollnson-S  Dictionary : —let  it  suffice  to  say  — 

il; was  ttiat  particular  aperture  wlllcn,  in  0.11  wood  societies,  tlie  laws  of  decorurn  do  sttictly 

rsltllre,  iike  tlie  temple  of  Janus  (in  petice  at  least)，  to げ e  universally  sliut  up  

トメ tie  genial  warmtti  whictt  ttie  cnestnut  isxiarted,  was  not  undelectable  for  tlie  first  twentv 

oi nve-aiid-twenty  seconds;  I  and  did  no  more  tlian  gently  solicit  phutatorius-s  attention  towards 

1;lie  p>art:  —  but  ひ heat;  gTadudlly  increasing,  and,  in  a  few  sreconds  more,  getting  beyond  1:1,1 ひ 

P51nt  of  all  sober  f_leasure,  and  tlien  advancing  witli  all  speed  into  tlie  regions  of で ain, ュぉ 

soul  of  Phutatorius,  together  witli  all Ws  ideas,  liis  tlioughts,  liis  attention,  liis  imagination, 

； -uagrnent,  resolution,  delit-eratlon,  and  ratiocination,  memory,  fancv,  witli  ten げ attalions  of 

animal  spirits.,  all  tumultuously  crowded  down,  through  ditferslt  c3efUes  and  circuits,  to  ？ Q 

place  in  danger,  leaving  all  Ins  up_J>er  regions,  as  you  may  imagine,  as  emr>tv  as  my  p-urse.: 

— - Vol.  IV..  cliop.  xxvii. 

嚴肅 なるべき 學者を 一方に 想像し、 熱した る燒 栗の 其 股間に 轉墜 する 狀を 他方に 想像す る 時、 此不對 法 

の 趣を觯 する は 何人も 認 むる 所なる べし。 然れ ども 軍に 燒 栗なる 平淡の 材料なる が 故に 感興の 深き を 忘る 

ベから す。 もし 之に 代 ふるに 棄蛇を 以てする とき 滑稽の 趣 は頓に 索然たら ざる を 得す。 港 蛇の 人 を 害する 

事は燒 栗の 比に あらざる を 以て、 吾人の 注意 は 其 如何に 危險を 人命に 及 ほす かの 褂 念に 制せられて 遂に 不 
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對 法- S 存在 を認 むる 能 はざる に 至る。 燒 栗の 場合に も 森 蛇. S 場合に も不 對は侬 然として 存在す。 然れ ども 

不對の 功力 は兩^ を選擇 する の 如何に W つてし かく 消長す る を 忘る ベ からす。 

吾人 は此 種の 不對法 を 個人の 上に 認 むる 時、 滑稽 的 快感 を 禁じ 得ざる を 以て、 此 滑稽 的 快感 を 自然の 供 

給 以上に 貪らん とする の 念より して 人工的に 此不對 法 を 製造して 快 を 取る 事 あり。 人工的 不對法 は 一 一種の 

形式に よりて 實 世界に 出現す。 其 二 は惡戲 にして、 他 は疏言 なり。 此ー 一方 法 を ^ るるとき は 吾人 は 他 をし 

て 一 種の 矛盾に 陷 らしむ る 事 を 得。 例へば 盛装せ る 紳士の 轄を纏 ふに 紙 鳶の糸 を 以てして、 之 を 泥土の 上 

に 落下す るが 如し。 此ー 一種の 形式 を 以て 不對 法を實 世界に 應 ffl するとき、 吾人 は 他 を 矛盾の 境に 置く の 貴 

任 者た る點に 於て 多少の 不德義 を 遂行せ ざる を 得す。 故に 其 目的物 はか ， る 目的物と なって 自己の 矛盾 を 

與 ありと 見る 程の 洒落なる もの か、 又は 祌經遲 鈍に して 此 矛盾 を 感ぜざる もの か、 又は ある 事情より して 

此 矛盾の 不便と 不面目と を受 くる 惯値 ある ものなら ざるべ からす。 一 たび 此 形式 を 濫用して "俾 からざる 時 

吾-;; は 目的物の 矛盾より 生す る 滑稽 感を味 ふの 暇な きうち に 却って 此不 德義を 犯した る無賴 漢を嫉 むに 至 

る。 彼の 外國の 喜劇と 稱 する もの を讀ん で其此 種の 不對 に充 つるが 爲め 却って 不快の 念 を 起す は 此法を 利 

用して 滑稽 感を讀 者に 與へ んが爲 め、 矛 1!^ の 境に 苦しむ ベ からざる 溫 厚篤 實の 人を强 ひて 窮境に 誘致して 

顧みざる に 因る。 か 、 る不德 義を敢 てして 惮 からざる 作家 は輕 佻の 作家な り、 か 、 る 作物 を 読んで 滑稽と 

思 ふは輕 佻の 讀^ なり。 淳扑 の風衰 へて 浮 靡 1 世を墮 落せ しめたる 時 始めて 此 種の 作物 を： る。 故に 

此 種の 作物 は 開化の 產物 なり。 而 して 又 都 會の產 物な り。 

第 七 章 寫實法 


余 は 前段に 於て 吾人の 用ゐる 文學的 手段と 名くべき もの 六 種を擧 ゆて 之 を敍述 せり。 首に 四 種の 聯想 法 

を說き 次ぎに 調和、 對 置の 一 ー法に論及したるが故に更に"^1!.を改めて寫實の 一 法 を 辯 ぜんと 欲す。 

凡そ 文擧の 材料と なり 得べき もの は (F+f) の 公式に 引き直す を 得べ しと は、 本論の 冒頭に 於て 說 ける 

が 如し。 而 して 上 來點檢 し 來れる 六 種の 手段と は此 材料が 軍に (F  +  f) となって 孤立せ す、 之に 加 ふるに 

(F 、十 f、) なる 新 材料 を 以てして 兩 者の 結合より 生す る變 化の 類 目 を、 比較： g に 組織 立ちた る 方法に よりて 

調査した るに 過ぎす。 故に 此六 種に 共有なる 特色 は 一 材料 を 表現す るに 他の 材科を 雇 ふに あり。 少なく と 

も 一 一個 以上の 材料な きとき 此 手段 は 成立せ ざるに あり。 

更に 六嵇を 類別して 其 傾向 を 論ぜん に、 H に 連結せられ たる 一 ー材が 同所に 活動して、 Ms 人の F に對 する 

情緒 を 普通の 程度 以上に 高む る 場合 多き を 忘る ベから す。 四 種の 聯想 法 中 第一 、 第一 一、 第三 聯想 法と 對置 

法 中の 强勢 法と は 之に 屠す。 0； に 連結せられ たる ニ材が 相克して、 14s 人の F に對 する 情緒 を 普通の 程度 以 

下に 低 ふす る 場合 ある を 忘る ベから す。 對置法 中 S 緩和 法 は 之に 馬す。 一 T1 に 一 ー材相 合して F に 偏せ す 又 

に 偏せ す、 兩者相 待って、 F にも.^ にも 馬せ ざる 一 種の (纏まりた る) 情緒 を 生す る 一 一個の 場合 ある を 忘 

るべ からす。 調和 法と 假對 法是 なり。 § に 聯想 法 中 W 第 四と 對置法 中 S 不對 法と は ニ材の 連結す るに 關は 

らす、 此 結合より して 何等の 渾和 せる 一 情緒 を 起す 事な きを 忘る ベから す。 

約言 すれば 吾人が ある F より 受 くる 情緒の 變化を 欲して 之に^ を 加 ふるとき、 强烈 若しくは 濃厚の 方向 

に 動く もの 六 種を數 へ、 消 除、 減 低の 方向に^る もの 一 種 を 得、 F.^ の 固有なる 情 緣に關 係な く、 卒然と 

して 全く 新しき 情緒 を 得る もの 二種 を擧 ぐ。 最後に 之 をつ.. r むれば、 上來の 文擧的 手段 は F に 加 ふるに が 

を 以てして 之 を强烈 にし 又 濃厚に する を 目的と する もの 多き に 居る。 今 余が 述べん とする 寫寳法 は 赏に此 

尤も 多き 方法に 對 して 起る ものな り。 故に 余の 所謂 寫實 法と は 其 意義 に 於て 世間の 豫 期す る 所の ものと 異 
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なるや も 知る ベから す。 余が 前段に 說敍 せる 文舉的 手段 は： 兹に呈 w せられた る材科 ありて、 此材科 を 如 

何に 表現せば 尤もよ く 詩 化せら るべき や 又 美化 せらるべき や (或は 滑稽 化せら るべき や) の 問題 を 薛釋せ 

るに 過ぎす。 6 し 夫れ 材料 其の もの 、 取捨 如 n: に 至って は 上說の 手段 中に 含まる 、事な きを 以て， 問題に 

接觸 せす として 之 を 論議の 外に 置け り。 寫寳法 は此際 文舉的 手-校の 一 として、 前段の 連續 せる ものに 外な 

ら ざる を 以て、 同じく 此型 中に お 意義 を 限らざる 可から す。 卽ち與 へられた る 材料 を 如何に 表現せば 寫實 

法に して 其 效果は 果して 如何との 問題 を 解決す る を 以て 一 章の 主眼と す。 材料 其 物の 寫實 的なる や 否やに 

至って は 後段の 衍義を 待って 始めて 問蹬 となる を 忘る ベから す。 

:Tlle ザ razen  throat  of  .war  liad  ceased  to  roar.: —IVIilton,  Paradise  Lost,  Klc.  XI. 1. 713. 

是大膽 なる 詩的の 語な り。 詩的と 云 ふの 曖昧なる を 厭 ひて 余 一 家の 術語 を 川 るれば 聯想 法 中の 投出 語な 

り。 投出 語の 效 m: な 前に 詳說 せる を 以て 茲に赘 する の 必要なしと 雖 ども、 其效 梨の 如何に 拘 はらす、 一 の 

爭 ふべ からざる 事 實を證 明す る は 明な り。 日本人 は 勿論、 歐洲人 は 勿； ハ 1、 英國 人と 雖 ども、 假令 IVIUton 

と 同時代に 生れた る英き 人と 雖 ども、 曰 常 談話の 際 か ， る 言語 を 使用せ すとの 事實は 如何に 坑辯 する も 551! 

に 否定し 能 はざる べし。. 旣に 日常 人の 會話 にあら ざるより は此 種の 言語に よりて H 常人 をお .5  しがた き は 

謚を 待た す。 詩 家 紙に 向 ひ 思 を 構へ て 如何なる 形容語 を 以て 戰を 表現すべき か を祜定 して、 始めて 此會得 

あり。 從 つて 此會得 は 詩人の 專 買に 馬す。 庸人の ぁづ かり 知る 所に あらす。 かく 戰を 形容して 千 軍 萬 馬の 

聲を 一 行數 字のう もに^ 注す るの 技巧 は 詩人 を 待って 始めて 能くす る を 得る が 故に、 詩人の 詩人た る 所以 

は 全く 此 構想の 成否に 因って 決すべき 程の 大事なる や も 知る 可から す。 然れども詩的の語は遂に詩的：8^語 

なり。 一定の 思索的 努力 を經て 始めて 成る の點に 於て、 之 を 自然の 語と 云 ふべ からす。 广蠻 人中に 存外 詩 

的 語 多き はこの 問 超に 關係 なし。) 從 つて 戰を勞 驚せ しむる の點に 得る 所 あると 同時に、 吾人が 日常の 表 


現 法 を 離れた るの 點に 於て 不自然の 弊に 陷れ りと 云 ふ を 博から す。 故に か ， る 語法 を m ゐて與 へ られ たる 

材料 を 表現 するとき、 與 へられた る 材料 は 腐 草 化して 瑩 となる の 觀を呈 すべき も、 醇化の 度 愈 高く して、 

寶 世界の 表現 を 離る ゝ事愈 遠き に 至る。 もし 一 人あって 現 實社會 の 表現 を 眼前に 活動せ しめんと せば、 勢 

是 等の 語法より 得る 便宜 を 犧牲に 供して、 自然に 吾人の 耳に 入る 表現 法 (平凡なる にも 關せ す) を ffl ゐざ 

る 可から す。 之 を寫實 法と 云 ふ。 

此 故に 前段に 述べ たる 文擧的 方法の 多くの ものと 富 赏法と は 全く 其 目的 を 異にす。 例 へ ば 美人 を 描く が 

如し。 (美人 を與 へられた る 材料に 比す。) 前段の 諸 法の 志す 所 は此獒 人の 服裝を 如何にせば、 此 美人の 

V 七髮を 如何にせば、 此 美人の 背景 を 如何にせば、 又 之 を 如何なる 酏婦の 傍に 立た しめば、 天性の 魔 質 を 愈 

發 揮すべき か を 研究す るに あり。 かく 人工 を 待って 始めて 出現せ る 美人 は 嬋妍の 態に 於て 遙 かに 途上の 美 

人 を 凌-ぐに 足る もの あらん も、 之 を 凌けば 凌. ぐに 從 つて 吾人と 其 撰 を 異にする が爲 め" 一 方より 云へば 吾 

人の 同情 を 失 ふ ものと す。 途上の 美人 は必 すし も 詩人の 考 になる 服装と、 雪髩 と、 背景と、 配合と を 負 

ふて 途上 を 行かざる が 故な り。 吾人 はか ， る 條件を 具- M せる 詩國の 美人と 畫锂の 美人と を 好まざる にあら 

すと 雖 ども、 相 逢 ふて 是れ吾 同胞な りと 切實に 感じ 得ん が爲 め、 吾 血 を 以て、 吾 肉み-以て 成れる 美人に！！ 

返せん 事を耍 す。 天外 異 方の 佳人に して 碧眼 金 毛なる ものと、 吾 親戚 中に 寄寓す る 一 鍵 子と を比较 すると 

き、 窃究の 度 はいたく 劣る にも 關 せす、 わが 同情 は 常に 後者の 上に 落つ る を 見るべし。 後者の 人類と して 

吾に 親しき-か 故、 人類と して (美醜 を 度 外にして) 其 利害 を a ふる 事 切なれば なり。 一 例 は 以て 全 斑 をつ 

くす に 足るべし。 是に 於て か 知る。 —— 吾人 は 詩人の^ 立せ る 蓬萊に 入り、 衋 家の 創造せ る 桃源に 遊， ^一げ 

陶然た ろ 幻惑 を受 くる を辭 せざる と共に、 わが 親しく 見聞せ る 日常生活の 局部が 其 儘 眼前に 搖 して 寫重 

的 幻惑 中に 吾人 を擔ひ 去る を 快と する ものなる を。 
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先き に 引 w せる 俊寬 S  口 說に徵 する も 這 裏の 消息 は審 かなる を 得べ し。 俊寬の言語は^^曲に全通する 一 

種の 工夫 を 用る て 詩 化せられ たる ものな り。 (巧拙 は 論ぜす。) 此 工夫 あるが 爲 めに 彼の 言語 は 其 中に 包 

有する F の 情緒 的 價値を 高めたり と雖 ども、 之が 爲 めに 吾人が 俊 11^ を わが 朋友 視す るの 念 は 愈 消滅す る を 

免 かれす。 吾人の 朋友 中に か 、 る 思想 を 表現す るに か ゝ る 手段 を 取る もの は 一 人 も 有ら ざ. る 可ければ なり。 

從 つて 俊寬の 言語 は 詩的 幻惑 を 生す るに 他 を拔く 一  歩なる と 同時に、 寫實的 幻惑 を 生す るに 他に 後る.' 事 

1 步 なりと 云 はざる 可から す。 單 に俊寬 のみなら す沙 翁の 劇中に 活動す る 人物 は 悉く 此 種の 言語 を 弄して 

憚から ざる ものな り。 此 故に 沙 翁の 描け る 人物 は寫實 法より 見て 尤も. 不自然なる 言語 を 使用す る ものな り 0 

(心瑰 作 ffl の. 0: 然、 表現せられ たる 情緒の 自然 等は此 問題に 關 係な きものと す。) 下って 4- 八 世紀に 至つ 

て此 種の 言語 遂に 弊 をな して 遂に 發展の 余地な きに 至る。 彼等の 月なる F を 表現す るに cynthia-s  liorn 

の 一 一字 を 使 ffl せる を 見て、 如何に 其累 をな せる か を 見るべし。 

擧世此 工夫に 心醉 して 又 他 を 顧みる に 暇な きに 當っ て Wordsworth は 忽然と して 詩壇の 刷新 家と して 

出現せ り 。有名なる Li-ricai  Ballads の 二 版の 序に 曰く。 

闩 he  principal  ot>ject,  tlien,  propssed  in  tliese  Poems  was  to  choose  incidents  and  situations 

from  common  life,  and  to  relate  or  describe  tliem,  tlirougliout,  as  far  as  possible,  in  a  selection 

of  latl^uag-e  really  used  t>y  men  : 

"Incidents: と 云 ひ --situations: と、 云 ふ は 今 余の 論議 せんと 欲する 所に あらす、 只 普通人の 實 際に 

用ゐる 首 語 を 以て 詩 を 行る が 目的な りと 云 ふに 至って は、 余が 此章 に敍說 する 寫實 法に よりて 句 を 運 ぶ と 

云 ふ. と I 般な るが 如し。 (彼の 主張 g 必， しも 然ら ざる は 序 を通讀 して 知る ベ し。) 只此 一 事實は 余が 必 

要 を 認めた る寫實 法の 存在 を 益强 固なら しむる のみなら す、 其方 向の 前段 述說の 諸 法と 趨勢 を 異にして 殆 


ん ど反馳 する の 傾 あな を 3- て、 擧世ー の 弊 を 受けて、 其 累に堪 へ ざらん とするとき、 必す 他に 赴いて 之 を 

救 はんとす るに 至るべき を例證 せる ものな り。 (故に Wordsworth の 詩 を讀む もの は 何人も 余が 寫實法 

の效果 として 述べた る 條件を 具足す るを發 見すべし。) 

寫實 法は實 世界 の 表現 法な 其 儘に 踏襲す るが 故 に 實 世界の 斷片 を 紙上に 縮寫す るの 便 ありと 述べた る は 

事實 なり。 然れ ども 兹に實 世界の 斷片と は寫實 法に よりて 敍述 せらるべき 材料より 組織せられ たる 斷片の 

謂に あらや。 先に 引 川せ る M,ilton の 一 句に 就て 云 はんに、 もし 此 詩的の 言語に 代 ふるに 寫實 法に 戾らざ 

る活 世間の 表現 法 を 用み ると き は、 表現の 内容た る 「戰」 が、 現 世界の 戰 として 鮮明に 吾， 人の 眸 底に 印せ 

らる べしと 云 ふに あらす。 もし 印象より すれば J&lton 以上の 表現 法 は 何人と 雖 ども發 見し がた き や も 知 

る 可から す。 只此 句の 詩的 感興 を 惹く事 多き が 故に、 工夫の 銘爐に 鍛練の 幾 時を經 過して、 鏘 然と 紙上に 

落下せ る ものた るべ きを 覺る 時、 斷 じて 街頭 寒 暄の辭 と 同じから すと して、 活世閒 と 交渉 遠し となす に 過 

ぎす。 故に 活 世間と 交渉 遠し と 云 ふ は 「戰」 を 表現すべき 人に 卽 して 云 ふべ くして、 表現せられ たる 「戰」 

が活 世間 を 離れたり との 意に あらざる は 無論な り。 上來 述べ 來 りたる 寫實 法の 辯 護 は 多く 此點 より 彼是 を 

比較して 云々 せる ものと す。 是 故に 他の 文舉的 手段の 巧拙に 至って は 之 を 問 題 外. に 放棄 せ り。 

然れ ども 一 度 問題外に 放棄せ る 巧拙 を も打赏 して 寫寳 法と 對比 するとき、 其 辯 護 は 單に實 社會の 人物 を 

活躍せ しむる の功德 にと まらす、 與 へられた る 材料 其 物の 表現 的價 値に 卽 しても 亦 同樣の 議論 をな す を 

得べ し。 前 |« の 文學的 諸 法 は 悉く 積極的 技巧なる を 以て 完全に 成功す る 時 は 天來の 妙趣 を 一 句の 裏に 辦璃 

たらしむ る を 得る が 如しと 雖 ども、 一 たび 正鵠 を 失して 斧墜 S 痕を縱 橫に印 するとき、 天 巧 は 人 巧に 陷り、 

人 巧 は 拙 巧に 墮し、 意 を ffl るる 事 愈 深く して、 醜 を 露 はす 事 愈 多き li 至る。 是に 於て か 彫琢 を 加へ て 面目 

漸く 下り、 俗語に 所謂 キ-サ ，て 云 ひ 厭味と 呼ぶ もの を満 紙に 塗布して 顧みざる に 至る。 是 表現に 技 を 弄して 
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拙 を 暴露す るの みならす、 却 づて拙 以下に 低落せ る ものな り。 翻って 寫實法 を 案す るに、 寫實法 は 其 自然 

の 言語な るが 故に II  、 尤も 意を經 ざる 表現な るが 故に、 11 造次 顚沛の 科白な るが 故に 1! 技巧と して 

尤も 拙なる ものな り。 否 巧拙 を 云々 すべき 技巧な きにち かきもの なり。 馬 を 指して 馬と 云 ひ、 牛 を 呼んで 

牛と 云 ふ。 何等の 奇 なきに 似たり。 純 乎と して 無藝の 表現な り。 た， >r 夫 かくの 如く 無藝 にして 他奇 なきが 

故に、 光 §4 の 陸離と して 人 を 射る つなき も、 淡 被 濃 抹の度 を 失して、 粉飾の 俗氣觀 者の 膽を 寒から しめて、 

肌 上に 點々 の 粟 を つらぬる に 勝る や 遠し。 寫實法 は 拙なる 表現な り。 拙を蔽 はざる 表現な り。 故に 粗に し 

て 野な り、 眞卒 にして 質 直な り。 簡易に して 無雜 作なる 表現な り。 單 なる 表現 法と する も寫實 の價値 亦沒 

すべから ざるに 似たり。 「雲 を 霞と 逃け 去る」 と 云 ふ。 比較的 複雜 なる 表現な り。 「遠く 逃る」 と 去 ふ。 

窵赏 S 表現な り。 而 して 前者の 文飾 を 厭 ふ もの は必す 後者の 直截 を 愛せん。 月を敍 して Cynthia\s  horn 

と 云 ふ。 これ 聯想より 來る 表現 法な り。 或 實の 月に 遠き を 忌む もの あらん。 「嫌の 如き 月」 と 云 ふ。 

又 聯想 法に 過ぎす、 然れ ども 切實の 度に 於て 數^ を拔 くが 如し。 最後に 「三日月」 と 云 ふ。 天下 是 より 簡 

覃なる 表現 法な し、 是 より 質 直なる 表現 法な し， - 而 して ある もの は、 ある 場合に 於て 必す 後者に 與す。 

與 へられた 材料 を 如何に 虚理 すべき かの 問題に 關 して寫 資 法の 功果 を說 ける 事 上の 如し。 もし 夫れ 一 歩 

を 進めて 材料 其 物の 取捨に 就て ia| 實法 S 好惡 する 所を說 かんか 論議すべき もの 固より 少なから す。 然れど 

も表《^ー的寫寶法の長所は取材的寫寳法の長所と異なる所なく、 兩者活 世界の 尋常 生活 を 方寸に 劃して、 之 

を 吾人の 面前に 躍らし め、 以て 吾人が 比隣の 同胞に 對 する 如き 興味と 同情 を 喚起す るに あり。 吾人の 比隣 

に 英雄な し" 故に 寫實 家の 描く 人物 は 英雄なら す。 英雄なら すして 吾人の 同情 を ひく は、 其 人物の 偉大な 

るが 爲 めにあら す、、 吾人と 同じく 平凡 なれば なり。 (平凡なる が 故に われに 近し、 われに 近き 故に 同情 多 

し" 此 種の 同情 を 拒む もの は 日夕に 往来す る 親友の 寫眞に 同情せ ざるが 如し。) 吾人の 比隣に は 珍事な し。 


故に 寫實 家の 敍 する 事件 は 多く 平淡 也。 時に 現 末に 流る、 事 さへ あり。 平淡の 事件に 吾人の 典 味 ある は猶 

平凡の 人物に 同情 あるが 如し。 吾人の 日常 世界に 推移す る 事件 は小說 的に 發展 し" 又小說 的に 綜合す ろ 事 

少なし。 故に 寫！ a 家の 作る 結構 は、 (結構 は" 材料に あらざる も 序 なれば 云 ふ) 結構と して 惯値 少なし。 (結 

構が 結構と して 價値 ある は 普通 以上 なれば なり。 普通 以上 なれば 常住 竄 世界に 存在す る 事な し。 故に 結構 

の 結構と して 推賞すべき は 其 自然 以上に 纏まりた る點に 於て 自然 を 欠く ものな り。 たと ひ 技巧と して 完全 

に 近き も 寫實的 幻惑 は 却って 之が 爲 めに 損せら る 、 み-免 かれす。) 寫實 家の 描く 景物 は 新奇なる を 要せす、 

日常 眼前に 潢 はるが 爲め、 吾に 親切の 感多 きもの を 柿 ふれば 足る。 其 理由に 至って は 前者と ー樣 なれば 繰 

り 返す の 必要なし。 

寫寶家 はしかく 平凡なる ものな り。 否奇を 求む る 事 を 欲せざる ものな り。 而 して 吾人 は 其、 平凡なる 所、 

奇を 求めざる 所に 向って 興味 を感 する に 過ぎす。 かの 沙 翁の 劇を檢 する に 常に 異常の 人 を 怖へ て、 異常の 

事件み- 寫すを 以て、 劇の 本領と なす もの、 如し。 わが 父 を 殺す もの はわが 叔父に して、 わが 母に 通す る も 

の も わが 叔父なる のみ か、 殺された る 父の 亡 靈に會 する 事 一再に してと 5r まらざる Hamlet  ^如き は 余 

の 未だ 曾て 遭遇せ ざる 人物な り。 可憐の 身 を 挺して 法服に 男裝 する のみなら す、 一 字の 法規 を喑ん するな 

くして、 法 庭に 執拗なる 猶太 人を說 服す る Ipor.da の 如き も 余の 夢に だ も 見る 能 はざる 女流な り。 殘忍不 

孝なる ：Lear の 二 女の 如き も、 陰 險奸譎 lago の 如き も 亦 わが 知人 中に 發見 する 能 はざる 非常識の 徒な り。 

此 等の 異常の 人物が 異常の 事怦に 遭遇して 行爲 する 心理 作用の 自然なる か將た 不自然な るか は 余の 關 知す 

る 所に あらす、 又兩 者の 離合 曲折より 牛； する 技巧 上の 興味 は 余の 說 かんと 欲する 所に あらす。 た 5- 此 異常 

の 人 、 異常 の 事件 は 百年 を 通じて 吾人の 身邊 に 偶發す るの 機 少なき を 以て、 吾人と 別 乾坤なる やの 疑 を 起 

さしむ るの 點に 於て 健かに 不自然の 誹 を 免 かれざる ものな り。 不自然の 誹 を 免 かれざる 點に 於て 寫實 家の 
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敢て せざる 所の ものな り。 此 意義に 於て 寫資派 は 浪漫派に 反す。 同じき 意義に 於て 寫實派 は 理想 派に 反し、 

又 古典派 に 反す。 余 は 敢て兩 奢 を 軒鞋す る の 意な し 。 只お 長短 を 比較し て 兩乾各 其 主張 あ る を 明か にして、 

„ ^の 文 擧を 愛する もの をして、 作に よつ て 着眼 を 異にすべ きを 知らし めんと する のみ。 (此章 は 特に 寫實 

を 題目と する が 故に 之 を 說く事 群に して 深く 他 を解說 する の餘 地な し。 他日 を俟 つ。) 

余 は 表現の 寫 1  莨 を 論す るの 序、 取材の 寫實に 及びて 遂に 本章の 領 外に 逸出せ るみ-以て、 兹にー 三 一の 實例 

を擧 けて 此章を 結ばん とす。 十八 世紀末の 詩人 Crabbe は 表現の 形式に 於て 旣に pope 一派の 籬 下に 立 

つみ-免 かれす と雖 ども、 其 取材の 平易 卑近なる は 優に 寫實 法に 一 家 をな せる ものと 云 ふべ し。 

\ 17arin-Scrvants  at  "jrL〕 

:HO  farmer  Moss,  in  Lan^ar  Vale,  down 

liis  onlv  daugliter,  from  lier  school  in  tcnvn  ； 

A  tender,  ^^3^^  maid  ！  wlio  knew  not  llow 

、ro  ； pass  a  ！ 5ig.- ま y,  or  to  face  a  cow  ； 

Smiling-  slie  canie,  witli  t^etty  talents  w!.aced, 

A  fair  complexion,  and  a  slender  waist. 

Used  sl^are  m ひ als,  dislssei  in  manner  ITare, 

Her  fatller-s  Idtclien  she  could  ill  endure;  • 

wller ひ .hy  th.e  steaming,  t-eef  lie  llunwry  sat, 

A.nd  laid  at  once  a  .;poun{l  upsn  liis  ； plate  ； 

Hot  from  ttie  lleld,  lier  eager  seized 


An  e め ual p>art,  and  lnlng.6r-s  rage  ap-pleased  ； 

.Th ひ air,  surcharged  with  moisture,  flagg-d  around,  . 

Ana  tlie  offended  damsel  sigh-d  and  frown-d  . .  , 

.Tile  swelling-  rat  in  lumps  conglomerate  laid 

And  fancy*s  siclsess  seized  tlie  -op^^^^s^  maid. 

cut,  wlien  tlie  men  t>eside  their  station  tool,< 

トメ he  maidens さ it ザ them,  and  witli  these  the  cook; 

Wlien  one  liuge  wooden  t-owl げ efol.e  them  stood, 

Fiird  with  huge  balls  of  farinaceous  food; 

.vvltjl  t-acon,  mass  saline,  where  nev お r lean 

Breneath  the  b3wn  and  bristly  rind  was  seen . 

wlien  from  a  single  liorn  tlie  psrty  drew 

Their  cojnous  draughts  of  lieavy  ale  ynd  new  ；  - 

Wlien  ,tllc  coarse  clotli  slie  saw  witli  many  a  staip 

soirp  by  rude  hinds  who  cut  and  came  again  — 

Sli ひ could  not  breathe  ；.  but,  with  a  heavy  sigh, 

Reln-d  the  fair  neck,  and  shut  th-  offended  eve; 

SIS  minced  tlie  sanguine  ilesli  in  frustums  fine. 

And  wonder-d  much  to  see  the  creatures  dine.:  lisa  was  Tale 一  11. 1-30. 
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Pope の 詩 を讀む ものにして 此 篇に對 せば 其 川^の 末に 於て 互に 相似る 所 あるに も關 せす、 其 實質を 比 

較 する 時 霄壤の 差 ある を 見ろ べし。 敍 する 所 は 農家の 事な り、 しかも 彼等の 想像に 成る 古典的 臭味 を帶び 

たる 廣家 にあら すして、 勞 役と 汚穢と を かねた る 農家の 厨房な り。 之 を 誦して 詩趣 を 呼び 起さす と訴 ふる 

は 誦する もの ゝ罪 なり。 只 眼前に 彼等が 生活 狀 態の 如何に 素樸に して 且つ 無作法なる かも 想 見 すれば 足る。 

Crabbc の 吾人に 與ふ 所の もの は 架空の 詩に あらす、 田舍 の實景 なり。 此實景 に 眉 を ひそめて 野人に 同情 

を 寄 するとき、 彼の 目的 は 達し 5!^ たりと 云ぶべし。 もし 夫れ 食 勝の 敍 記に 至って は Keats の The  Eve 

oj  St.  Ages 中の 一節、 及び Moore の Lclllp  Rookh 中の The  Light  of  ihe  Haram の篇を 通読して 

此と ffl 對照 して 始めて 詩 家 毛 穎 子 を 動かす の 法 決して 一 ならざる を 知るべし。 Ci-abbe の 欲する 所 は寫寳 

的 幻惑な り。 他 一 一家の 志す 所 は 詩趣 的 幻惑な り。 (今 煩 を 避けて 一 々に 之 を 比 絞せ す。 就て 見るべし。) 

其 他 Pdcv  Grimes レ 於け る 河岸の 光景、 Strolling  Players に 於る 優 人の 技を學 ぶの 狀、 The  Smoking 

Club に 於る 醉漢の 語に 至って、 一 として 所謂 詩境 を擺脫 して 賢 世界の 斷片 を" 你 りなく 寫さ る ものな しリ 

Jane  Austen は寫 賞の 泰斗な り。 平凡に して 活躍せ る 文字 を 草して 技 神に 入る の點に 於て、 優に 鬚 眉 

の 大家 を 凌ぐ。 余 云 ふ。 Austen を賞翫 する 能 はざる もの は 遂に 寫實の 妙味 を 解し 能 はざる ものな り。 例 

を擧 けて 之を證 せん。 

:-MV  dear  Mr.  Bennet.-  said  liis  lady 1;o liim  on ひ day,  -llave  you  liearcl  that:  Ne1;hertleld 

Park  is  let  at  last  ？  * 

Mr.  Bennet;  replied  tliat  .h ひ liad  not.  ^ 

- Bui: il; is,-  returned  slie ;  *  f or  Mrs.  Linw  tias  just;  t>een  her ひ， and  slie  l;old  me  all  at-out;  It.- 

Mr.  wennet  mad.e  no  answer. 


•Do  not  vou  want  to  know  wlio  lias  taken  it?*  cried  Ins  wife,  Imjmtlently,  . 

*  You  want  to  tell  me,  and  I  tiave  tio  olDjectlon  to  hearing  it."  . 

、rllis  was  invitation  enough. 

•wily,  niy  dear,  you  3^^^^  Icnow,  Mrs.  L~011g-  savs  Ulat  Net:lie:Tfleld  is  1:aken  t>y  a  youn^  man 

of  lare.e  fortune  from  tlie  north  of  England  ； 1:tiat;  lie  came  down  on  ^Monday  in  a  ctiaise  and 

four  to  s^e  tlie  place,  and-  was  so  mucli  delighted  with  it  tnat  lie  agreed  witli  Mr.  Morris 

immedin.tely  ；  t:liat;  lie  is  t:o 1:ake  ； possession  beior ひ Michaelrnas,  and  some  of  liis  servants  are  t;o 

"he  iu  tlie  llonse げ y  .tn ひ end  or  next  we ひ. ki* 

*\Vl:iat  is  liis  yam ひ？ 一 

*  Is  tie  married  or  single  ? 一 

*o】l,  single,  tnv  dear,  to  be  sure!  A  single  man  of  lar^e  fortune,  fotir  or  five  thousand  a 

vcar.  Wnai;  a  A-n ひ filing  tor  our  girls  ！ . 

お How  so  ？  liow  can  it:  afreet:  Uiem  ？ 、 

-IVIy  dear  Mr.  wennet/  r ひ！ ^lied  liis  w^ifc,  -ilow  can  you  so  tiresome?  You  linow 

t:.hat;  I  am  Uiinldiig  of  liis  salTylng  one  of  tiles.- 

, Is  tliat  liis  d ひ si^n  in  settling  liere  ？ - 

(oesign?  nonsense,  liow  can  you  talk:  so!  wut  it  is  very  lilcely  tnat  Is  may  fall  in  love 

witli  one  of  tliem,  and  t:herel:〇re  you  must  -sslt,  mm  as  soon  as  tie  comes. 
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-I  see  no  occasion  for  that.  You  and  the  girls  may  go,  or  you  may  send  them  by  them- 

selves,  whicli せ ertaaps  will げ e  still  better,  for,  as  you  are  as  handsome  as  any  oi  ttiem,  Mr. 

win は ey  rnighit  like  you  tKe  t>est  of  tlie  ； party に 

- My  dear,  you  flatter  me.  I  certainly  have  had  my  share  of  beauty,  but  I  do  not  pretend 

TDe  anything  extraordinary  now.  Wlien  a さ oman  lias  five  gswn-up  daug;hter.s,  slie  ought  t;o 

give  over  tliinking  of  tier  own  t-eallty. 

*In  sticti  cases,  a  woman  lias  not;  often  ITrncll  t-eauty  to  tliinlc  OI. 

-wut,  my  dear,  you  must  indeed  go  and  see  IVTr.  wingley  wllell  lie  comes  into  the  nelgh- 

is  more  1;lian  I  engag.e  for,  I  assure  you.- 

-wut  consider  your  daughters,  only  tliink  wliat  an  establisliment  it  would げ e  for  one  of 

thesl.  Sir  William  and  .Lady  Lucas  are  determined  to  go,  merely  on  tliat  account  ；  for  m 

g.eneral,  you  Iniow;  ttiey. visit  no  newcomers.  Indeed  you  must  go,  for  it  will  一〕 e impossiDle 

tor  us  to  visit  -111m,  ir  you  do  not."  • 

- You  are  over  scrupulous,  surely.  I  daresay  Mr.  wingley  will t>e  very  glad  to  see  you  ；  and 

I  will  send  a  few  lines げ y  you  to  assure  liim  of  my  hearty  .ooswres^  to  his  marrying  wtlicll- 

ev ひ r li ひ chooses  of  tli ひ girls  ；  thouwtl  I  must  throw  in  a  goo4-  word  tor  my  little  Lizzy. 

- 1  desire  you  will  do  no  sucli  thing.  I^izzy  is  not  a  Wt  t-etter  tlian  the  ottiers  :  and  I  am 

sure  slie  is  not  lialf  so  tiandsome  as  Jane,  nor  so  good-liumour ひ d  as  Lydip  wut  you 


giving  her  the  pro:f£.c:nee.、 

*,rllev  liave  none  of  ttiem  mucli  to  recommend  them.-  replied  lie;  tlaey  are  all  siliy  and 

ignorant  like  other な ュ3  ； list  I^izzy  has  something  more  of  quickness  than  lier  sisters. - 

-5vtr.  wennet,  liow  can  you  alnisc  your  own  cWldren  in  w^o^  a  wayr  You  take  delight  in 

vexinj?  ine.  You  tiave  no  compassion  on  my  poor  nerves. 

-You  mistake  me,  my  dear.  I  tiave  a liigh  respect  for  your  nerves.  -  Tlley.are  my  old  friends 

I  lla、ve  lieard  you  mention  tticnn  witli  consideration  tllesrt  twenty  years  at  least. 

"All,  you  do  not  Icnow  wlln-t  I  suffer." 

-JBUt  I liope  you  will  wet;  over  it,  and  live  see  many  young-  men  of  four  thousand  a  year 

conie  into  tti ひ neight-ourhood.- 

-It;  will t>e  no  us ひ to  us,  if  twenty  such  sliould  come-  since  you  will  not  visit  them.- 

-Dep- ひ nd  ufsn  it, iny  dear,  tliat  wllen  ？ 03  are  twenty,  I さ ill  visit  tliem  all. 

I- Austell,  Pride  aiid  Prejudice,  ,cl.!a.p. 1. 

取材 旣に 淡々 たり。 表現 亦洒々 として 寸毫の 粉飾 を ffl ゐす。 是眞 個に 吾人の 起臥し 衣食す る tSK 吊の 天地 

なり。 此 尋常 他奇 なきの 天地 を 眼前に 放出して 客觀 裏に，. ^機微の 光景 を樂 しむ。 もし 樂 しむ 能 はすと 云 は 

ば是 喫茶 喫領の やすきに 馴れて 平凡の 大功 德を 忘れた る もの ， 言な り。 かの 詩人と いひ 墨客と 號 する もの 

動もすれば 動 心 驚 魄の事 を 天外に 捕へ て、 動 心驚魄 の筆ゼ 紙上に 醞る にあら すん ば 文 草に あらす と 思へ り- 

然れ ど，. T 動 心 驚 魄の事 は 尋常 一 樣の人 を 千載 一 遇の 異境に 置いて 始めて 發展の 實を擧 け 得べき もの、 從っ 

て かの 徒の 所謂 深刻と 云 ひ、 痛切と 云 ひ、 熱烈と 云 ひ、 日常茶飯 裏の 活計と 交涉 なきに 似た る 活劇 も、 亦 
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此尋 常ー樣 人の 所作の 權 化に 過ぎす。 もし 尋常 ー樣の 人に あらす と 主張 するとき、 彼等の 描寫 する 人物と、 

平凡なる 吾等との 間に 同情 S 1 錢だ も綠の 糸と なって 纏 はらざる を 以て、 深刻 も、 痛切 も、 熱烈 も、 悉く 

是 天外の 深刻と 痛切と 熱烈に して、 實 世界の 感動に ぁづ からす。 縐々 千 萬 語 を つらねて 遂に 讀 者の 一 笑 を 

買 ふに 過ぎす。 此 故に 如何なる 非凡 異常の 活劇 を 描く も、 之 を演 する もの は 遂に 平凡なる 現實 社會の 一 員 

たらざる 可から す。 少なくとも 此 平凡なる 一 员が 特殊の 境界に、 特殊の 所作 を實 る ものと 假定 せざる 

可 からす。 否 假定す るの 必要な く 比隣 鄉 の 某 々を拉 して 此 特殊 の 境界に 置く とき、 彼等 も亦篇 中の 人物 

と 同じく 特殊の 所作 を實 現す ベ しとの 基礎 を 背景に 置て、 讚 若の 胸裏に 終局の 安 慰を與 へ ざるべ からす。 * 

安 慰と は —— 平凡なる 吾等 讀者も 一 度び 非 平凡なる 境界に 入る とき、 非 平凡の 所作 を 現す るの 已を 得ざる 

に 至 る ベ き を 思 ふて、 書中に 敍述 する 所の 如何に ュ Q 平生 を 離れた るに も關 せす、 有條件 S 事實 なりと 認識 

する の 謂な り。 從 つて 是等非 平凡の 行爲は 平凡なる H 常の 行爲 と、 質に 於て 渾 然として 融和して、 一 脈の 

流水の 本末の 如き 觀を呈 せざる ベから す。 篇中 非凡なる 人物の 動作 は 平凡なる 吾人の 動作め、 自 からなる 

連續 にして、 兩 者の 間に は截， 然た る 清 一： お あ つ て 之 を 一 一一 區に 劃す る にあら すと 思 はしめ ざるべ からす。 

此 結論 を 提 ゆて 再び 寫實の 領域に 歸り來 ると き、 吾人 は 彼等の 爲 めに 斬新なる 一 種の 主張 を もたらし 歸 

りたる が 如き 心地 あり。 Austen の 描く 所 は S 単に 平凡なる 夫婦の 無意義なる 會 話に あらす。 興味な き活社 

會の 斷片を 眼前に #鬆 せし むる を 以て 能事 を畢る ものに あらす。 此 一 節のう ちに 夫婦の 性格の 躍 然として 

飛 動せ る は 文字 を鮮 する もの、 否定す る 能 はざる 所なる べし。 夫の 鷹揚に して、 婦の 小心なる。 夫の 無頓 

着に して 婦の 神經 質なる。 夫の 和 諧の範 を 超えす して、 しかも 揶瑜 の戲を 禁じ 得ざる、 婦の兒 女の 將來を 

思 ふて 咫3< の 謀に 餘念 なき 11 悉く 筆端に 個々 の 生命 を 托する に 似たり。 夫婦の 壽 はもと より 知りが たく、 

遭 逢の 變亦 計りが たき は 云 ふ を 待た すと 雖 ども、 此 一 節に よりて 彼等の 平生 を 想！ a する は 容易な り。 卽ち 


此 一 節 は 夫婦の 全生涯 を 一 幅の つちに 縮寫し 得た るの 點に 於て 尤も 意味 深き ものな り。 只に 縮寫 なる が 故 

に 意味 深き のみなら す。 吾人 一 度び 彼等 性格の 常態 を 此縮寫 によって 把 住すろ とき、 かねて 其變態 をも豫 

知し 得べき が 故な り。 有 爲と云 ひ、 轉變 とな づ くる 浮世に あって、 運命の 翻弄 一 定の度 を 超過 するとき、 

彼等 も 亦 特殊の 境界に 入りて 特殊の 活 剡を演 する や も 計りが たしと 雖 ども、 此 活劇 は 旣に此 一 節に 於て 表 

出せられ たる 彼等 性格の 常態 中に 含有 せらる ， にあら す や。 彼等の 運命に 對 する あらゆる 飛躍 は此 常態よ 

り脫 化する ものにして、 此 常態と 獨立 する ものに あら ざれば なり。 もし 獨立 するとき 吾人， は 脈絡の 感を失 

ひて 吾人 は 一 人 を 目して 一 一人 もしくは 三人と なさ 5r るべ からす。 一;^"人と交涉なき星の世の人物と：3^傚さ 5r 

るべ からす。 故に 兩 者が 依然として It- 人の 同情 を惹 き、 終局の 安 慰 を 吾人の 胸裏に 與 へんが 爲 めに は、 此 

常態が あらゆる 境遇に 應 じて 變 化する 凡ての 可能性 を 含めり と 云 はざる 可から す。 含む と 云 ふの 不穩當 な 

. らば 徹底の 深き に此 可能性 を 何時 にても 喚起す るの 資格 ありと 斷ぜ ざる 可から す。 此 故に 此 一 節の 描寫は 

に 彼等 性格の 常態 を縮圖 にせる の點に 於て 深さ を 有する のみなら す、 併せて 其 可能 的 變態を も 封、 藏せ る 

の點に 於て 深さ を 有する ものと す。 此斷案 を 許す とき 動 心 驚 魄の事 を 借りて 異常の 世界に 尋常の 人 を 運び 

去る にあら ざるより は 人生の 機微 を 穿って、 深奥なる 能 はすと 主張す る は 誤りに ちかき が 如し。 人 を 殺し 

て. m を见 ざれば 巳ます と 云 ひ、 風雲 を 叱し、 雷 S を呵せ ざれば 壯 ならす と 云 ひ、 骨を剜 り、 1^ を 剔せ ざれ 

ば 泣かす と 云 ふ。 云 ふ は 可な り。 之 を 以て 深し と 思 ふ は 却って 鮮 すべから す。 當 面の 珍事 は 大に人 を 動か 

すが 故に 深 からん。 然れ ども 露骨に して 含蓄 を 欠く が 故に 淺 しと もお ひ 得べ し。 一 笑に して 萬 解の 淚を藏 

する もの あり。 泣か ざれば 泣く と 思 はぬ ものに は 此笑は 無意義 なるや も 知る ベ からす。 吾 は 却って 是等を 

こそ 深き ものと 思へ。 這 裏の 消息に 通す る もの は Austen の 深さ を 知るべし。 Austen の 深さ を 知る もの 

は 平淡なる 寫實 中に 潛 伏し 得る 深さ を 知るべし。  . 


三-二 

寫實 家の 表 法 は 彼の 如く、 其 取材 法 亦斯の 如し。 更に 取材の 範 園に 制限 を 加 ふる 所の 構 事 法 を 見れば 

其 目的 は 愈 分明な り。 Marianne は 病に か、 る もの， Elinor は 病 を 看護す る もの。 Austen 其 光景 を敍し 

，て 曰く 

--T11C  repose  of  tlie  latter  t>ccam ひ liiorc  and  IT-ore  alstur.hed  ;  and  licr  sister,  WIK)  watched, 

witti  unremitting  attention,  licr  continual  ctlange  of  pssture,  and  lieard  tlie  frecjuent  tuit  Inar- 

ticulate sounds  of  comp-laint;  whicli  p>assed  tier  lif-s,  was  almost;  wishing  to  rouse  heT  from  so 

cainfnl p  slumber,  wtien  Marianne,  suddenly  awakened  t-y  some  accidental  noise  in  tlie  liouse, 

started  hastily  111〕，  psd,  with  feverisli  wildness,  cried  out  — 

_  Is  mamma  coming  ？  * 

-Not;  yet;  ！  -  replied  t;lie  other,  concealing-  lier  ？ and  assisting  Manann ひ to  lie  down  again  ； 

"tmt  slie  will 1〕c  h2.c,  I  hop*e, げ efore  it  is  long.  It;  is  a  great;  way,  you  know,  froin  tience  t;o 

-But  stie  inusl;  not;  go  round げ y l^ondon,-  cried  Marianne,  in  t;h.e  same  manner.  I 

stiall  never  see  tier,  if  slie  jjoes  .by  Ivondon.:- — Sense  ana  sensibility,  cllplx  xiui. 

此 一 節 は 病者發 熱の 際、 半ば 無意識に 口に 上す 迷 亂の語 あ 其 儘に 直敍 せる ものに 過ぎす。 然れ ども 舯經 

の異 狀を呈 せる 病 者の 言語 は 一 ー檨の 解釋を 許す。 彼 は 平生の 我 を 失 へ る ものな り。 平生の 我 を 失 ふ もの は 

平生 以上の 我 を 得た るか、 平生 以下の 我に 墮ぜ るかの 二に 過ぎす。 常識 を 以て 判す るに、 體熱昂 上して 精 

； t 昏昧の 境に 彷惶 する は 自然の 勢なる を 以て、 Marianne の 母に 關 する 妄語の 如き は、 平生 以下の 我を發 

現せる ものと 見 傚す を 以て 至當 とす。 然れ ども. 詩歌の 空想 郷に 立って、 此 現象 を 見る とき は 適 然として 別 


種の 觀 ある を妨 けす。 日常の 自我 を 遣 失せる 刻下に、 己 靈の幽 光 を 千里の 遠き に 放って、 双 耳 双 目の 視聽 

以外に、 物象の 先 後す る を 知り 得て、 傍人の 解すべからざる 玄妙の 豫言を 道破し 得たり と 解す る も 亦 高 

遠の 趣な きに あらす。 一 一 者敦 れに從 はんかの 問 题を诀 し 得る とき、 窯 實 派と 浪漫派の 區別を 決し 得べ し。 

Austen は寫實 家な り。 寫實 家と しての Austen が此小 女の 囈語を 如何に 利 川せ るか を說 くに 當 つて、 類 

似の 場合に 於る 浪漫派の 態度 を說 く の 便宜 なるべき を 信 す。 

Jane の 情人と 索 居して、 思慕の 念に 堪 へざる や、 月明の 夜、 一 室のう ちに 坐して、 遙 かに 吾 名 を 呼ぶ も 

の ある を 聞く。 耳を峙 つるに 室 中より 起る にあら す、 庭 際より 來 るに あらす、 天より 下る にあら. ず、 地よ 

り出づ るに あらす。 しかも 人間の 聲 なり、 しかも 吾が 情人の 聲 なり。 吾が 情人の 苦しんで、 狂 ふて、 切に 

. 吾 を 呼ぶ It なり。 作者 Brontii 女 主人公の 口 を 借りて 其 行動 を敍 して 曰く。 

I  am  coming-  ！  -  I  cried.  wait  for  me  ！  Oh,  I  will  come  ！  -  I  flew  to  ttie  door,  and  looked 

into  tlie  passage  : it  was  dlark.  I  ran  out  into  tlie  g.arden  :  it  was  void. 

, WJlere  are  you?"  I  exclaimed.  , 

T-lle  lulls  t>cyond  Marsll  Glen  sent  ttae  answer  faintly  t-adc,  -  Wliere  are  you?-  I listened. 

Tlie  wind  siglied  low  in  tlie  Rrs  :  all  was  moorland  loneliness  and  midnight  tulsll.: 

—Jane  Eyre,  cliap.  xxxv. 

と。 Jane の 吾 名 を 空 裏に 聞く は、 Marianne の 遠き 母 を 云々 する が 如し。 其敍方 旣に兩 作家の 好 尙をぁ 

ら はして 歩 趨旣に 一 ならす と雖 ども、 引 ffl せる 節に 一 一 樣の 解釋を 許す は兩者 異なる 所な し。 一 ー樣の 解釋を 

許す にも 關 せす、 wrontii の斷 乎と して 玄； 1 主義 を 執れる は 後段の 照應を 見て 知るべし。 

寄の 三十 七篇に 曰く  ：AS  I  exclaimed  -Jane!  Jane!  Jane!-  a  Voice  —  I  cannot  tell  whence 
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^tfo  voice  came,  tnit  I  know  wtiose  voice  it  was  I  replied,  "I  am  ccming  !  wait  for  me!  "  and  a 

momenl;  aft;er,  wenl;  wlllsp-erlng  on  5ra  wind,  ^^0  words I  \VJlcl.e  are  you;- "   .wllere  aTe  you? - 

-seemed  spoken  amoagsl;  mountains;  for  I lieard  a  .hlll-sent;  ec.ho  rcp-cat  tlie  words.-- と 曰 li^ 情ス 

Rochester の Jane に告 ぐるの 語な り。 是に 由って 之 を 見れば 女の 聽 ける は 空 裏の 幻 音に あらす、 男の 受 

けたる は 夢中の 妄答 にあら す、 離 群 百 里に して、 相思の 念、 靈界 に呼應 して、 肉圑 五官の 諸綠に 超絶せ る 

ものな り。 ニニ  〔が P 四 をな すの 世界に 在って 此 不可思議の 因 綠を窺 ふとき、 吾人 は 事の 異常なる に 驚ろ 

いて 逡巡 する 事 数 歩な らんと す。 然れ ども 一 度び 現實の 俗念 を 放 下し 得て 醍圈の 詩 味に 全身 を 委棄して 顧 

みざると き壺 中に 天地 あり、 蓬 萊亦咫 なる を 知る-」 之 を 浪漫派 得意の 與致 とす。 (C.  Reade は 其 著 The 

Cloister  and  the  Hearth に 於て 又此 浪漫的 方法 を 川る て諝者 をして 自然 以上の 情緒に 耽らし めんと 力め 

たる もの、 如く、  Chap.  Ixx,  Ixxix,  Ixxx, 皆此 超自然の 消息に 觸る、 を 見る。 然 りと 雖 ども 是等 異常の 

事 は 其 異常な るが 爲 めに 半ば 興 懷を杳 遠に す る の 功力 あ る もの、 之 を 用 ゐる事 多き に 失すれば 、 讀者遂 に 

作家 を 信ぜ ざらん とす。 質に 於て 異常なる もの は 何度 繰り返さる.' も玄 秘 の感を 免 かれす して、 しかも 其 

效果 のみ は 平凡と なる が 故な り。 怪力 亂神を 說く事 一 一六 時 中なる も 怪力 亂神は 遂に 怪力 亂神 にして、 其 人 

を 怖れし むる の 程度 は說 くに 從 つて 減す るが 如し。 此 故に 如何に 浪漫派の 作物と 雖 ども 感應の 場合の 如き 

は 一 あって 一 一 あるべ からざる もの、 Reade は惜 かに 此點に 於て 失敢 せる ものと 云 ふべ し。) 

吾人 は 構 事の 點に 於て 旣に 浪漫派の 作 戰法を 看破した る を 以て、 此新 知識 を 得て 再び 寫實 家の 壘に歸 り 

. 以て 彼我の 參差を 較量 せんとす。 Austen の 寫富主 殺 は Marianne の 譫語が 後段に 至って 如 n: に照應 する 

か を 待って 始めて 發揮 せらる、 ものと す。 小 女の 言 は 其 母に 關す。 小 女の 此言 を發 せる 時、 其 母の 如何な 

る狀 態に ありし かを檢 すれば 此問 题は自 から 解決 せらる、， ものと す。 Colonel  Brandon は 小 女の 病み-報 


じて 其 母を迎 へんが 爲 めに warton に 至れる の 人な り。 

-*、rtle  sliock  of  Colonel  Bnlndon-S  errand  at  warton  had  t>eeii  inucli  softened  to  Mrs.  Dasll- 

wood ザ V  tier  own  previous  alarm  ；  for  so  great  was  lier  uneasiness  atsut  Marl£3ne,  tliat  slie 

liad  already  determined  to  set  out  for  Cleveland  on  tlaat  very  day,  without  waiting  for  any- 

further  intelligence,  Ind  had  so  far  settled  lier  journey  before  Ws  arrival,  that  tlie  rareys 

-were  tlsn  expected  e.v ひ ry  moment  to  fetcli  Margaret  away,,  as  lier  inottier  was  unwilling 

take  tier  wliere  Uiere  Inigllt  be  infection.:  —ssse  and  Sensibility ,  diap>.  xlv. 

小 女の 靈と其 母の； i と 自然 以上の 感應 なかり し は此ー 節の 證明 によって 疑 ふの 餘地 なきに 似たり。 換言 

すれば 作家 は M. の 病 を かりて、 空 冥の 奥に 形而上の 作 川 を 喚起して、 讀 者の 詩魂 を 翻 # する の 策 を 採ら 

ざり しに 似たり。 此 故に M. は 尊 常の 子女に して、 其 母 亦 尋常の 母た る を 免 かれす" ロハ 尊 常なる が 故に 吾 

人と 共に 衣し、 北ハに 食し、 共に 行動す る を 知る C 之 を 知る が 故に 吾人 は 彼等に 向って 一 般の 同胞に 對 する 

と 異なるな き 同情 を與 ふるに 禱躇 せざる ものと す。 

M. を 尋常な りと 云へ り、 を 尋常な りと 云へ り。 否 余 は M. の 罹りた る 病す らも 尋常な りと 云 はんと 

欲す C  〈pridc  and  prejudice 中に も 亦 妙齢の 子女が 他家に 掩留 して 風邪に 種る の 例 あり。) 凡そ 小說に 

あって、 篇 中の 人物が 病に 種る とき、 此 病の 尋常の 病た る や 極めて 少なし。 吾人は^=|ハ源21に於て、 或は 其 

結 果 に 於 て 必す 重大の 關係を 有す る を發 す。 此病 を綠に 佳人の 看護 を 受けて 相思 の 成立す る あり。 或は 

財貨と 機運 を 放 抛して 主人公の 闲 厄に 陷る あり。 或は 一 日 枕に 伏して 十日 不歸の 客と なる あり。 要するに 

K 果の HI- 綿せ る 病な り。 翻って 人の 平生 を 見る に、 吾人の 病に か、 る事遞 なる に關ら す。 吾人の 生活 狀 

態に 大 影響 を 與 ふる 事 少なき を 常と す。 吾人 は 風邪の 爲 めに 雜炊を ふ 事 あり、 脚 氣の爲 めに 小豆 を 用る 

三 I 五 


文 學 的 手 段 

文 學的效 菜 

第 一 種 聯 想 

(投 出 法） 

£+£' 

第二 種聯 想 

(投 人 法） 

f+f 

第三 種 聯想 法 

£+£' 

第 四 種 聯想 法 

X 

第五 調和 法 

((a) 强勢法 …… f  +  f' 

笛 J- 料 ig、yj(b) 緩和 法  f— f 

第 ハ封盧 法 附. 假對 法... f+f/ 
((c) 不對法 …… X 

第 七 寫實法 

- 

£ 
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る 事 あり。 眼疾の 爲 めに 讀 書を廢 する 事 あり。 然れ ども 未だ 曾て 窓閒 より 藥 餌の 料 を 投入せ る ものな し。 

看護婦に して、 昔し わが 隣人の 兒 女なる に 簾せ る 事な し。 わが 父の 高利に 苦しめられ たる 醫師 の配劑 

によりて 萬 死に 一 生の 恩み-謝 したる 事な し。 要するに 吾人の 病 は 病の 爲に する 病に して 他に 何等の 責任な 

きものな り。 此 故に 尋常の 病 は小說 にあって は 不用の 病た る を 免 かれす、 破格の 病た るに 過ぎす。 而 して 

Austen が插 人せ る は 正に 此不趙 にして 破格なる 病な り。 只 夫れ 不川 なり、 全篇の 大 趣向 を 動かす に 足ら 

す。 此 故に 眞實の 病な る を 想 見せ すん ば あらす。 平凡 を 装 ふて 讀者を 欺く は寫實 家の 惯用 手段に して Aus- 

ten は其最 たる ものな り。 

之 を 取材 法 (附構 事 法) に 於る 寫實 派と 浪？ ir 理想 諸派の 區 別と す。 蓋し 浪漫、 理想の 語 は 窵實の 取材 

法 を 論す るに 當 つて 始めて 之に 配して 用ゐ たる もの、 

寫實の 表現 を說 くに 際して は、 只 之 を 六 種の 文擧 的 手 

段に 對置 せる のみに して、 未だ 浪漫、 理想の 表現 法 あ 

る を 口にせる 事な し。 今 溯って 表現の 諸 法み-像し、 吾 

人が 取材に 於て 浪？ tr 理想 對寫實 の 形式 を 得る が 如く、 

浪漫的 表現、 理想的 表現、 對寫實 的 表現の 形式. を 作つ 

て、 浪漫的 理想的 表現の もとに 前 六 種の 手段 を總 括し 

得る や 否や を 見ん と 欲す。 之 を 見ん が 爲には 六 種の 特 

性 を 一 目に 比較して、 槪 括の 便 を 刻下に 會 得すべき 表 

を 製す る を 上策と す。 

表 中 左側に 列記す る は 文學的 手段に して、 右側に あ 


る. は、 此 手段に よりて 顯著 にせられ たる 效果を 公式に 引き直し たる ものな り。 f は 約 東の 如く、 與 へられ 

たる 材料 (F) に 脚 着す る 情緒に して、 r は 作家の 腦 中より 得來 つて、 與 へられた る 材料 (F) に 配す る 

新材 (^) より 生す る 情緒 を 示す ものと す。 X は の 關係上 公式に 引き直す 事 能 はざる ものと す。 

今 右側の 公， 式を檢 する に 比較す る 能 はざる 一 一の X と、 第 六のう ち g に屬 する (f—f、) み-除く の 外 は 悉く 

(f  +  f、) なる 一 樣の 公式に 屬 する を 見る。 更に 約言 すれば 吾人が 文學的 手段と して 列擧 せる 六 種の 大部分 

は 其 趨勢に 於て 歩武 を ひとしう する ものなる は 明かな り。 

此大體 の 趨勢 を 代表す る (f  +  f、) なる 公式 を 尋常の 言語に 譯す 時、 如何なる 意義 を 現 はし 來 るか を 知れ 

ば 吾人の 問題 は 容易に 薛诀 せらる、 ものと す。 案す るに f は旣與 性に して 又旣與 量な り。 この 旣與 性と 旣 

與量 とに 満足せ ざるが 故に^ は 配せられ たる ものと す。 か 〔り〕 に f を 以て 尋常 一般の 旣與 性と 旣與量 を 

有する ものと せば、 作家の 手段 は 之に 加 ふるに^ な る 新 情緒 を以 てして、 尋常な る f を 尋常 以上 に 濃化 釀 

酵 せんとす る もの、 如し。 換言すれば 與 へられた る 千金 を 工夫して、 二 千、 乃至 三千 41- に 利用 せんとす る 

が 如し。 或は 與 へられた る 冷水に f の 熱 を 加 へ て 七十 度 もしくは 八十 度の 感を 生ぜし めんと する が 如し。 

此點に 於て (f+f、) を 以て 示し 得る 數 種の 文學的 表現 法 は、 (吾人が 取材に 就て 寫實 法と 對 したる) 浪漫、 

瑰想 諸派と 其 倾向を 同じく すと 斷言 する を 得べ し。 如何と なれば 後者 は旣與 f に對 して 工夫 を 費やす 事の 

代りに 始めより 高度の f を 有する 材料 を 使 川す るが 故に 當 初より 冷水 を 厭 ふて 八十 度 もしくは 九十 度の 熱 

を 含める 材科を 提ゅ來 るが 故に 其效果 より 云へば (少なくとも 其 傾向より 云へば) 彼是 相 通す るの 特點を 

有すれば なり。 取材の 上に 於て 命名せ る 浪漫、 理想 諸派の 特色と、 表現 上に 於て 槪括 せる (f+f、) の 公式 

を 有する 諸 法が 此點に 於て 一 致す る 時、 吾人 は 取材の 上に 於ての み用ゐ たる 浪漫、 理想の 語が 葷に 取材に 

限らる  > のみなら す、 此等 表現の 諸 法の 上に も 當然冠 せらるべき 性質 を 有する を 信す。 是に 於て か 取材 法 
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し 於て 寫實 派に 對 する に浪漫 諸派 を 以てした る、 吾人 は 更に 表 法に 於て も 亦寫. に對 する に 浪漫 瑰 想 を 

以てして、 此 浪漫现 想の 語 中に (f 十 f、) の 公式に 引き直し 得べき 文擧的 表現 法の 特色 を 含蓄せ しめんと す。 

此 約束の. 成立す る 時、 吾人の 富 實と云 ひ、 浪漫と 云 ひ 理想と 云 ふ は 皆 二様の 意義 を 具 ふる を 見る。 而 して 

兩 者の 結合より 種々 なる 變 形の 生す る を 見る。 表現の 寫寶 にして 取材の 浪漫 なる もの あり。 取材の 寫實 に 

して 表現の 浪漫 なろ もの あり。 兩者 共に 寫實 なる もの あり。 兩者 共に 浪漫 なる もの あり。 之 を 表に 示せば 

左の 如し。 

取材 は 寫實に 始ま， つて 幾多の 揩段 を經て 浪漫派 (附 理想 派) の 高度に 達 

す。 表現 も 同所に 始まって 又 同 樣の偕 段 を經て 同様の 高度に 終る" 文章 は 

一 句の 末より 一 節 一 章の 長き に 至って 取材、 表現の 結合なる が 故に 此兩方 

法の 數多 きに 從 つて 其 結合の 數も亦 多き は爭 ふべ からす。 而 して 浪漫、 窵 

寳のニ 法 は 單に兩 極 をと つて 命名せ るが 故に 兩閒に 介在して、 或は 一 に 近 

く 或は 他に 近 かく、 順 を 追 ふて 羅列す ろに 堪 へざる 程の 變形を 産すべし。 

而 して 此變 形の 個々 が 悉く 取材 表現の 一 一 者に 分かる ， を 以て、 叉此ー 一 者の 

い づ れをか 組 み 合せて 始めて 文章 を 作 る を 以て 吾人の 實際 に 當 つて 文 を 評 

し 詩 を 品す る は 比較的に 錯雜 なる 解剖 を經 ざる 好尙に 支配 せらる 、 は 疑 ひ 

なし 0 

欄 内に 記入 せる 数字 は 取材、 表現の 二 法に わたって 諸 流の 讀 者の 上に 生じ 得る 情緒の 分 置 を 比例 的に 示 

せる ものな り。 下端に 位する 寫寅派 は材を 普通の 事物に 取る。 普通 S 事物に 非 $e なる f を 生す る 事 少なし。 

かりに 此 f の 數量を 示す にお を 以てす。 寫實 派の 表現 法に 至って は；^ より 何等の 潤澤と 粉飾 を 要せざる が 


, 故に 其 f 又 下端に 位して、 之 を 示す に 亦 g を 以てす。 是 より 以上 取材 を變 する 事 一 度び にして 十 を 增しー 一 一 

十 を增し 遂に 百 一 一十に 至る。 百 一 一十と は， S 根に 萵 度み 示す にと 5r まって、 必す しも 百 一 一十なら ざるべ から ざ 一 

る 〔ことなき〕 は、 猶 五十の 五十なら ざる も 不可な きが 如し。 表現 法に あって 寫 ® を 去る 一 歩に して 十 を 

加へ、 二 歩に して 二十 を 加へ て 遂に 百 二十に 至る は 取材 法の 場合と 異なるな し。 ， 

寫.： ^派の 得點は 最下位に あるに も關 はらす、 其 自然に 近き の點に 於て、 其現竄 を詐 はらざる の點に 於て、 一 

其 無邪氣 なる の點に 於て、 巧 を 求めざる の點に 於て、 S 後に 平淡のう ちに 意外の 深さ を寓し 得る の 點に於 _ 

て、 優に 浪漫派と 對す るに 足る。 而 して 其 失 は 平凡に 陷る にあり、 無味に 墮す るに 在り、 勃窣に 終る にあ ； 

り、 何等の 風格 を存 せざる にあり。 浪漫派 (附 理想 派) の 得 所 は 其 刺激 强き にあり、 其 斬新なる にあり、 

鏢緲の 韻 を 具す るに あり、 血肉 を 緊張す るに あり、 張膽 刮目の 功を讀 者の 上に 收 むる にあり。 もしお 弊 を 

論 すれば 一 にして 足らす。 或は 不自然と なり、 厭味と なり、 幼稚と なり、 滑稽なる 覇氣 となり、 滅裂なる 一 

突飛と なる。 吾人の 嗜好が 此 孰れに 僻す るか は 時勢に より、 年齢に より、 兩性 により、 最後に 天 禀の資 質 一 

による。 Elizabeth 朝の 文舉は 無上に 浪漫的なる ものな り。 後人 其 想像の 豐 富なる に 驚ろ くと 共に 其 無 制 一 

限に 飛躍す る を 嘲らん と 欲す。 老人 は 架空の 刺激に 堪 へざる ものな り、 靑 年の 劍を舞 はして 欽欷し 酒 を 被 一 

つて 長歌す る を； て 其 勇 を 賞す る と 共に 其稚氣 ある を 憐れ ますん ば あ ら す。 . 女子 は 最大 級 を 好む ものな 一 

り、 三 五の 兒女を 擁する もの 猶 且つ 杜撰 荒 唐の 小說を 愛して 恥づる 事な し。 Austen の Pride  a?id  PS?- 一 

jtldice を 草 するとき 年 齒廿を 超 ゆる 事 一 三 一に 過ぎす、 しかも 寫實 の泰+ として 百 代に 君臨す るに 足る。 凡 一 

そ 此數者 は 皆 時勢、 年齢、 兩性、 天禀の 支配 を 受けて 吾人の 嗜好の 兩極 中に 上下し 彷徨す る を 示す ものな „ 

り。 此 故に 如何なる 結合が 百世に 通じて 尤も 完全なる 文字 を 産し 得べき や は 器械 的に 斷案を 下す 可から す 0 一 

吾人 はかくして 批評の 條目を 定め 得べき も、 批評の 標準に 至って は 遂に 定む ベから ざるな り。 もし 强 ひて 一 
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之 を 定めん とせば、 各條目 内に 於て する を穩當 とす。 J 條 目に 於て 建立し 得た る 標準 を 机上に 安置して、 

妄りに 他の 條， 目に 屬 すべ き 性質 を 律し 去らん とするとき 毫置 千里の 誤 を 生じ 易し 0 之 を 批評家の 昏迷と 云 

ふ 0 

第 八 章 間隔 論  •  • 

文學の 大目 的の 那邊 に存 する か は 暫く 措く。 其 大目 的 を 生す るに 必要なる 第一 一の 目的 は 幻惑の 一 H 子に 歸 

着す。 浪漫派の 材を 天外に 取って、 筆 を 妖嬌に 隠る は 鏡 裏に 怪異の 影 を 宿して、 その 怪異なる が爲 めに 吾 

人 をして 眼 を 他に 轉 する 事 能 は ざら しむ。 寫實 派の 事 を 卑俗に is りて 文を坦 途に馳 する は 鏡 裏に 親交の 姿 

を 現じて、 その 親交なる が爲 めに 吾人 をして 眼 を 他に 轉 する を 欲せ ざら しむ。 能 は ざら しむと、 欲せ ざら 

しむる と 興 致に 於て 一 ならす と雖 ども 此效果 の 幻惑に 存 する は 爭 ふべ からす。 幻惑 を 生す るの 法 固より 一 

にして 足らす。 前段 章.^ 分って 講說 せる は 皆 「文 藝 上の 眞」 を發 揮して 幻惑の 境を讀 者の 腦 裏に 誘致す る 

の 方法に 過ぎす。 然れ ども 表現に 取材に 浪？ ir 寫 實の兩 端に わたって 論ぜる は^く 內容の 消息な り。 (世 

人 或は 表現み-以て 形式に 屬す となす もの ある は 誤れり。 吾人の 點檢 したる 表現の 諸 法 は旣與 性なる (F+f) 

に 配す るに (F 、十 f、) を 以てして、 彼此の 影響す る 所 を 論ぜる に 過ぎ ざれば、 吾人の 所謂 表現 法 は 文章の 

內 容に卽 しての み 用る る 可き 言語なる は 疑 ふべ からす。) 幻惑 は 固より 內容 性に 因って 產 出せら る ゝを常 

とする にも 關 はらす。 又 形式に 待つな き 能 はす。 形式と は. 2： 容に關 係な く 1 一個 以上の 文 素^ 結合せ る狀態 

を 云 ふ。 此狀 態の 範園を 短縮して 一 句の 上に 論議 を 試む ると きに、 文法に 所謂 句の 構成 法と 同じき に 至る。 

例へば Great  is  Diana  ()f  tlie  Mptlesians と Diana  of  tlie  Epliesians  is  great と を 比較して 其 幻惑 


を 生す るの 度を定 むる が 如し。 英の 哲學者 Spencer は 其 著 『文體 論』 に 於て 之 を 詳述せ り。 一 歩 を 進め 

て 複雜の 方面に 向 ふとき 主賓の 地位 及 長短の 辨に 入る。 吾人の 先に 調和 法を說 ける や、 主 材と客 材とを 分 

ちて 其 長短の 比例 を 論じた る は、 內 容の辨 をな すべ く 制限 を 受けながら、 實は 形式の 論を插 みたる ものな 

り。 又 先に 對置法 中に あって 緩和、 强 勢の 二種 を說 くや、 同じく 主 材と客 材とを 分ち て 此兩材 の 位地、 二 

種の 方法に 於て 互に 相反す る を 辯 じたる は、 同じく 內容の 論 中に 形式 上の 說を 密輸 人せ る ものな り。 此程 

度の 複雜 期に 於け る 形式の 幻惑 上に 及 ほす 效果 はしかく 大 なる を 知るべし。 更に 複雜の 度 を 加へ て 一章 一 

篇の 長き にわた つて 立論す ると き、 形式論 は 遂に 變じ て 結構 論と なる。 結構 論と なる とき 問題 は SB} に 幻惑 

の 上に 落ちす。 結構 は 結構と して 吾人の 形式 美感の 要求 を充 たすべく 存在し 得る が 故な り。 首尾 相應 じて 

常 山の 蛇の 如き 其！ なり。 前段 を 末 一章に 収拾し 得て 些の澄 漏な きも 其 一 なり。 明暗 互に m ゐ人 をして 其 

變 化を樂 ましめ、 しかも 其 錯雜を 感ぜ ざら しむる も 其 一 なり。 層々 として 筍 子の 皮を剝 ぐが 如くなる も 其 

一な り" 一 離 一 合して 最後 を 鏢緲の 裏に 抹し 去る も 亦 其 一な り。 (余の 淺舉 なる 內容 を說 いて 形式に 及ぶ 

能 はす、 形式の 局部に 觸れて 結構の 大本 を詳說 する 能 はざる は遣憾 なり。) 故に 此點 より 見た る 結構 は 吾 

人の 美感 を满 足す る を 以て 目的と する が 故に —— 事物に 卽し、 人物に 卽 して 美感 を 満足せ しむる にあら す 

して、 形式に 於ての 美感 を 満足す る を 目的と する が 故に、 事物と 人物との みに 卽 して 云 ひ 得べき 幻惑に 直 

接の 關係を 有せざる ものと す。  . 

內容の 幻惑 法 は 不充分ながら 前數 章に 渉って 之 を 述べたり。 (余 はとく に 不充分と 云 ふ。 敢て 謙. 遜の 意 

にあら す。 余の 說 ける 幻惑 法 は 一 時の 幻惑 法に して、 ある 一 定時 を つらぬいて 起る 幻惑 法に あら ざれば な 

り。 例へば 篇 中の 人物が 終始 を 通じて 讀 * に 幻惑 を. 生ぜし むる 場合の 如き は、 其方 法と 必要と 條件 とに 論 

なく 毫も 論及す る を 得す、 前章 を 布衍して、 わが 論 旨 i^.- 此 項に 貫徹せ しめんに は、 わが 有する 以上の 閑 時 

至 一 
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日 を 要す。) 形式の 幻惑 法 は 結構に 至りて 直接の 影響， を 失 ふを發 見せり。 是に 於て か 不完全ながら 余の 云 

ひ 得べき 幻惑の 諸 法 は 略 ほ 悉くせ るに 近し。 只 だ 一. 事の 之に 附 加して 云 ふべき あり。 間隔 論是 なり。 間隔 

論 は 其 器械 的なる の點に 於て 寧ろ 形式の 方面に 屬 すると 雖 ども 純然たる 結構 上の 議論に あらす。 章と 章、 

節と 節の 閼 係より 起る 效果を 考量す るに あらす して、 寧ろ 篇 中の 人物の 讀 者に 對す る 位地の 遠近 を 論す る 

ものと す。 但し 篇 中の 人物 は、 單に讀 者に 對 して ある 位地 を 保たざる 可から ざるの みならす、 叉篇 中の 事 

件 及び 他の 人物に 對 して ある 位地 を 保たざる 可から ざるが 故に、 單に讀 者の み を 眼中に 置いて、 之 を適當 

の 位地に. N たしむ ると き は、 たとひ讀^！^の歡を買ふ事此點に於て顯著なるにもせょ、 他の 方面に 於て 作家 

は、 より 大 なる 儀 牲を敢 てせ ざる を 得ざる に 至る。 從っ て 其應用 は 前段の 諸 法 の 如く 普遍な ら すと 知 る ベ 

し 0 

取材の 幻惑 は材 そのもの 、質に 由って 決す。 表現の 幻惑 は 技 そのもの  > 巧 を 待って 定まる。 間隔の 幻惑 

は 距離 其 もの、 遠近に 支配 せらる。 間隔の 幻惑 は 質に あらす 技に あらす 葷に 位地に あり。 故 を 以て 前兩者 

の 如く 優勢なる 能 はす。 又 任意に 使用す る 能 はざる を 以て 前兩 者の 如く 便利なら す。 然れ ども 理論 上 遂に 

其 功力 を 否定し 能 はざる は事實 なりと す。 例へば 格闘の 如し。 千里 を 隔て、 百年 を 隔て、、 故紙 上に 之 を 

讀む 何等の 興味な し。 時間もしくは空間の隔りを拂って之を現！^に移すか、 又は 自國に 運び 來 るかに 因り 

て 幾分の 活氣を 添 ふ。 卽時卽 席 之を觀 るに 及んで 始めて 拍 案の 慨 あり。 是に 於て 讀 者と 篇 中の 人物との 距 

離 は 時空 雨間に 於て、 他に 妨 けなき 限り、 接近せ しむる を 以て 幻惑 を 生す るの 捷徑 とす。 

時間に 於て 距離 を 短縮す るの 一 法と して 作家の 慣 ffl する は歴 お. 的 現在の 敍述 なり。 何人の 創意に 成る を 

審 かにせ すと 雖 ども、 其 常 套の慣 手段なる は 坊間 行 はる、 所の 修辭舉 を 讀んで 知るべし。 此 他に 時間 を 短 

縮し 得る の 良策 ある や 否や は 未だ 考へ す。 去りと て此 陳腐なる 技巧 を 今更の 如く 論議す る は 徒らに 紙筆に 


災す るの 擧 なる を 以て 措く。 

歴史. 的 現在と 倂 立して 吾人の 注意 を 要求すべき は 空間 短縮 法に して、 しかも 彼が 如く 一 般の 顧^に 價せ 

. さる 如き 觀 ある は、 歴史的 現在に 匹敏 すべき 便法の 此方 面に 發 見せられ ざるに 因る か。 思 ふに 普通の 作物 

に 在って は、 著者の 紹介 を 待って 始めて、 篇 中の 事物、 人物 を 知る を 例と す。 著者の 彼と 呼び 彼女と 稱す 

ももの は必す 著者に 對 して 一 定の 間隔 を 保つ を 示す もの、 而 して、 其 著者と 吾人 讀 者と は 亦 一 定の 間隔に 

立つ が 故に、 吾人と 篇 中の 人物との 間に は 二重の 距離 を 接へ たる は 明かな り。 譬 へば 電話機に 他と 語る が 

如し。 交換手の 斡旋 を 待って 始めて 彼我の 意 を 通す るに 過ぎす。 吾人の 耳目 は 常に 自 から 聽き自 から 見て 

其 聰明に 誇らん とする もの， 著者の 指摘 を 待って 始めて 彼 を 知り 彼女 を 知る は、 わが 耳目の 聰明 を 奪 はれ 

た. るに ひとし。 わが 耳目の 自由なる 活動 を阻礙 せられて、 わが 能力の 非凡なる に 誇らん とする 凡ての 機會 

を 失へ る もの、、 かしこに 著者 を摔 へ、 其 著者の かなたに 又篇 中の 人物 を控 へて 遙 かに 之 を 望む の 已を得 

ざる 時、 著者の 彼と 指し 此と敎 ふるもの を 練 外す る は 勢の 免 かれ 難き 所な り。 是に 由って 之 を 觀れば 空間 

短縮 法の 一 方 は 中間に 介在す る 著者の 影を隱 して、 讀 者と 篇 中の 人物と をして 當 面に 對 坐せ しむる にあり。 

之 を 成就す るに 一 一法 あり。 讀者を 著者の 傍に 引きつけ て、 兩者を 同 立脚地に 置く は 其 一 法な り。 此 時に 當 

つ て讀 者の 目 は 著者の 目 と 合し 、 其 耳 亦 著者の 耳と 化する が 故に 、 か れ の 存在 は 毫も わが 聰明 を妨ぐ る に 

足らす して、 ニ重の間隔は短縮して其半ばを減するに至る。 .或は讀者を著^;?;の傍らに引くに代ふるに- 著 

者自 から 動いて 篇 中の 人物と 融 化し、 毫も 其 介在して 獨存 する の 痕迹を 留めざる が 如き 手段 を ffl ふ。 此時 

に當 つて 其 著者 は篇 中の 主人公たり， 若しくは 副 主人公な り、 もしくは 篇 中の 空 氣を 呼吸して 生息す る 一 

員たり。 從 つて 讀者は 第三者なる 作家の 指揮 干渉 を 受けす して、 作物と 直接に 感觸 する の 便宜 を 有す。 

もし 此ニ 方法 をと つて、 之 を 哲理 的に 解釋し 去らん とするとき、 吾人 は その 超 目の 深廣 にして、 吾人の 
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三 二 四 

今 述べん としつ ， ある 卑近なる 形式 問隔 論の 領域 を遙 かに 超越す る を 認め すん ば あらす。 如何と なれば 此 

1 一方 法 は賨に 作家の 作物に 對 する 1 一大 態度 を 示す もの なれば なり。 第 一 法 を 用る たる 作物 を 批評 的 作物と 

名 づけて 第一 一法に 遂ふ もの を 同情 的 作物と し 以て 一 切の 小 說類を 一 一大 別す る を 得べき 方法 たれば なり。 批 

評 的 作物と は 作家 篇 中の 人物と 一 定の 間隔 を 保って 批判的 眼光 を 以て 彼等の 行動 を敍述 して 成る を 云 ふ。 

此方 法に よりて 成功 せんとせば 作家 自 からに 偉大なる 强烈 なる 人格 ありて 其 見識と 判 斷と觀 察と を讀 者の 

h に 放射し、 彼等 をして 一 言の 不平な く 作家の 前に 叩頭せ しめ ざろ ベから す。 わが 千里眼 を 以て 彼等の 明 

を 奪 ひ、 わが 順 a 耳 を 以て 彼等の 聰を 殺し、 わが 金剛力み-以て 彼等の 平凡なる 人格 を紛摧 して、 一 字 一 句 

の 末に 至る 迄 悉く， わが 意に 贊同 せしめて 始めて 能くす る 事 を 得べ し。 同情 的 作物と は 作者の 自我 を 主張せ 

ざるの 作物 を 云 ふ。 たと ひ 自我 を 主張す るも篇 中の 人物 を 離れて、 主張すべき 自我な きを 云 ふ。 換言 すれ 

ば兩 者の 間に 間隔の 認 むべき なくして、 同情の 極 油然と して 一 所に 渾 化せる を 云 ふ。 此方 法に よりて 成功 

せん 爲 めに は 作家 必 すし も篇中 人物の 行爲 動作 を 批判し 好悪す るの 見識と 趣味と を 要せす、 第三者の 位地 

に 超然と し て 公平な る 判官 の 態度 を 嗜好の 上 に 維持す るを須 ひす。 ロハ 篇中 の 人物と 盲動 すれば 足 る。 篇中 

の 人物の 如何に 愚 味なる も、 如何に 淺 薄なる も、 如何に 狭隘なる も 作家の 問 ふ 所に あらす" 愚昧なる もの 

は 愚 味な る 所に 向 つ て 徹底 に 同情し、 淺 薄なる もの は淺 薄なる 所に 向 つ て專念 に 同情し. 狭隘な る もの は 

狭隘なる 所 に 向 つ て满腔 に 同情し 得て、 其 同情の 眞 面目な る 事 吾 に 同情す るが 如く 甚 しきに 至 つて 始めて 

著者の 自我 を沒し 得て 讀 者の 心 を 動かす。 

形式的 間隔 論 をな さんが 爲 めに 擧 ゆた る 一 1 方法 は是に 於て か 逆行して 作家の 態度と なり、 心的 狀況 とな 

り、 主義と なり、 人生観と なり、 發 して 小說の ニ大區 別と なる。 深く 此 裏の 消息に 通じて、 題 相應の 哲理 

的 論 辯 をな さんと せば 幾多の 材料と 思索と 解剖 綜合の 過程に 待たざる を 得す。 余が 現在の 知識と 見 鮮とは 


此點 向って 一 箸 を だに 下し 能 はす。 徒らに 此大 問題 を 提供して 研究の 餘地を 青年の 擧 徒に 向って 指示す 

るに 過ぎざる は遣憾 なり。 

哲理 的 間隔 論 は 余の 能くす る 所に あらざる を 以て、 再び 前述の 一 一方 法に 歸 つて 形式の 方面より 此方 法の 

如何なる 樣姿を 以て 作物の 上に 現 はる、 かを儉 ぜんと 欲す。 案す るに 第一 法は讀 者と 作家 (篇 中の 人物と 

If 立せ る) との 間隔 を 打破す るに ある を以 一し、 形式の 上より 見て、 之に 叶へ る もの を發 見す る 事 難しと す。 

然れ ども 第二 法に 至って は篇中 人物の 位地に 關 連し 來 るが 故に、 此 等の 位地 を變更 して、 作家との 間隔 を 

短縮す る を 得べ く、 短縮の 結果と して 零の 答 を 得る 時、 作家 は變 じて 篇 中の 人物と 化する が 故に 讀 者と 篇 

中 人物と は 作家 を 離れて 對 坐す るに 至るべき なり。 要するに 交渉す る 所は讀 者、 作家 3 篇中 人物の 三織棄 

にして、 形式に あら はる、 は、 此三織 素のう ち、 篇 中の 人物の みなる が 故に， もし 動かし 得る 者 ありと す 

れば、 之 を 措いて 他に 何等の 動くべき もの 、あるべき 理由なければ なり。 

形式に あら はる、 篇中 人物の 位地 を變更 すると は 彼と 呼び 彼女と 稱 して 冥々 に 疎外 視 する もの を變 じて， 

汝 となし。 更に 進んで 余と 改む るに 過ぎす。 從 つて 頗る 器械 的な り。 然れ ども 單に 此稱 呼を更 ふる 丈に-. - 

間隔の 縮少 する は 何人も 否定し 能 はざる の事實 なりと す。 彼と は 呼ばれた る 人物の 現場に 存在せ ざる を 一 1^ 

すの 語な り。 彼 を 以て 目せられ たる 人物の、 呼ぶ 人より 遠き は 言語の 約束 上 然るな り。 此 故に 彼を變 じて 

汝 となす とき、 現場に 存生せ ざる 人物 は 忽然と して 眼前に 出頭し 來る" 然れ ども 汝とは 我に 對す るの 語な 

り。 呼ぶ に汝を 以てする とき 彼是の 間に 猶ー 定の 距離 ある を 免 かれす。 彼に 比すれば 親密の 度 を 加 ふろ 事 

1 級なる も 遂に 個々 對 立の 姿 を 維持す るに 過ぎす。 只汝の 我に 變 化する とき、 從來 認めて 以て 他と せる も 

の は 俄然と して、 一 體 となって 些の藤 藩に 隔てら るゝ 事な し。 此 故に 彼は篇 中の 人物 を讀 者より 尤も 遠き 

に 置く ものな り。 汝は之 を 作家の 眼前に 引き 据ゑ るの 點に 於て 其 距離 を 縮め 得た る ものな り。 蕞 後に 余に 
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至って 作家と 篇中 人物と は 全く 同化す るが 故に 讀 者への 距離 は 尤も 短縮せ る ものな り。 * 

彼を變 じて 汝 となす の 法 は 所謂 書翰 文體 (Epistolary  form)  S 小說 によって 文界に 出現せ るが 如し。 

睿翰を 以て、 一 篇の 小說を 構成 するとき 篇 中の 人物 は 彼是 を 呼ぶ に汝を 以てする が 故に、 讀者 は汝と 呼ぶ 

人 を 通じて、 汝と 呼ばれた る 人と 對坐 する 事 を 得。 然れ ども 書翰 文體は 此點に 於て 利益 あるに も關 はらす 

他に 大 なる 不便 を 冒さざる 可から ざる を 以て Richardson 以後 此法を 踏襲せ る もの 少なし。 もし 夫れ 此 

不便な くして 此 形式 を 常用し 得る もの は 脚本の み。 脚本 は 首尾 を 通じて 問答より 成る が 故に 篇 中の 人物 は 

相互 を 呼ぶ に汝を 以てせざる 可から すして、 此點 より 來る 利益 を 十二分に 收め 得る ものと す。 或人告 けて 

曰く 小 說の頁 を 翻へ して 會話 ある は讀 み、 會 話な きは讀 ますと。 ある 人の 言 は！ 般讀書 子の 嗜好 を あら は 

す ものと 云 ふて 不可な きが 如し。 卽ち此 間隔 短縮 法の 如何に 人 を 動かす に效カ あるか を 見るべし。 恨し 篇 

中の 人物が 相互に 汝と 呼ぶ は， 作家が 篇 中の 人物 を 呼ぶ に汝を 以てする と 異なり。 作家が 汝と 呼ぶ とき は 

讀者 作家の 傍らに 立ちて 汝を 見る に 過ぎす と雖 ども， 此 作家 は篇 中の 人物 を 汝と云 ひ 得る が 故に、 眼前の 

人物と 共に 同 空氣に 生息す る は 明な りと す。 兹に 至って 作家 は 遂に 篇中 人物の 一 員たら ざる を 得ざる が 故 

に、 幻惑の 程度より 云へば 篇 中の 人物が 相互に 汝と 呼ぶ 場合と 異なるな し。 

若し 夫れ 作家に して 終始 一 貫して 篇中 人物 を 呼ぶ に汝を 以てする 事 を 得る とせば、 作家が 變 じて 余と な 

つて 篇中 にあら はる、 の 場合なら ざるべ からす。 余の 先き に擧 ゆた る 作家と 作 裏の 一 人と が 同化せ る 場合 

卽ち曰 li なり。 作家 もし 此法を 用 るるとき は 吾人と 作家 (卽ち 余と 稱 する もの) と は 直接に 相對 する が 故に 

事々 切實 にして 窓紗を 隔て 、庭 砌を 望む の 遺憾な きを 得る に 近し。 もし 文 擧史に 於て 此 種の 作例 を 求 むれ 

ば 其 数枚 擧に遑 あらす。 時人 其^ 腐に して 却つ て 其 效果を 疑 はんと 欲する が 如し。 俗に 所謂 寫生 文なる も 

の は 悉く 此法を 用 ゐて文 を やる に 似たり。 其 主張の 如き は 敢て聽 く を 得ざる を 以て 論議すべからざる に 似 


たりと l«l ども、 余 を 以て 之を兒 るに 被 等 はしか， y さる 可から V?,  は 

筋」 1 て 纏まらざる も C 多し，、^ ち篇中 G 人. か 一定 C 曲線き or-  ニー-二 拳 ビ r, 其 多 

く は i« 澄に して 妆束 なき 续！^ Hi る *H 景なろ を 以て 奥 味 C 中心た る チ , C  ノ、 一なら ざるべ からま- 

他の 小說 にあって は 親 察 をう く る 事^ 人^が 1. ) "，状 束し 得 るが 故に 讀者 は Z を以 一 レ 舆味 0 中褊 とす る を 

得べき も、 富 生 文に あって は 描 葛ぜら る 、 に潇 足なる 與味、 W 段落な きが 故に もし 中心と も 目し 得べき 話 

^  (郎ち 余) を 失へば 一 篇.； 光景 は 忽ち 支往を 失って 瓦解す るに 至るべし： ：y 故に 讀者は 只此佘 cil:i}!< ニー 

して たるに あらす、 篇中 6； 主人公と して たる) に拔 つて、 之 をた よりに 迗路を 行く-. i 過ぎす- せ 大切 

なる ibi 讀 者に 親しから ざるべ からす，" 故に 余なら ざるべ からす. - 後なる ベから す。 

卑 H;! なる 間隔 f^l は嗒 -f? ャ、 す を！" u.0。 但し 是 とても 一 般の 理論に 遏ぎ す。 此理諭 G 息 E= に 至って は 固よ 

れ千差 萬 別に. ) て：： 家. S 手腕 を 待って 始めて 赛揮 すべきの み。 左に 一 一三の を擧 ゆて 之 を證， ^>ん とす。 

^p-^ic  0 編述 にか ， る Gmlm  .ー reamry  of  sslgs  i  Ly§ は 一 代の 好 著と， して 普く 人の 許す 

ar な 0，、  <^ 中 CXXXVni 及び CXXXIX に 相次で cfoM*mith と wtlma の 小 詩 一 籯を揭 ぐ" す 

べき 、-』 少女の 身 を 過って、 議を し、 逮猜 0 像 を殘嚼 におして 天埯に isi« する の窮 狀を駄 へる に 

あ、 い ： 」：； -.ila じき を 以て 比萦に るが 故に 引用す" 

--whew  lovely  wicltl  wtf、<-，pa  to  foliy 

Aticl はさ  1>4  too  late  that  men  .betray,  i 

wlla-t  art  <.;£s  vssll  lief  jjuilt  aw{ly? 
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. 至 八 

Tlie  only  art  lier  guik  t:o  cover, 

T-o liide  lier  siianie  from  oveTV  eye. 

To  give  rep>entance  to  lier  lover 

And  wring  his  bosom,  is  —  to  die.:  i〇. Goldsmitti, 

wurns の 詩 は廣く 人の 知る 所の もの、 殆んど 之 を 引く の 用な きに 似 たれ ども、 兩者， 山 差異 を 一 目の うら 

に 明瞭なら しめんが 爲 めに、 敢て 蛇足の 罪 を 犯す。 

Ye  t-anlcs  and げ mes  o.  t-or5ie  D()oll 

How  can  ye  bloom  sae  fair  : 

How  can  ye  ctiant,  ye  little  birds. 

And  I  sae  fu*  o-  care  ！ 

T?liou  jil t>reak  5ny lieait,  tliou  t511ni ひ h>ird 

Ttiat  sings  tlp5n  tllre  t-oughl  ； 

riiou  minds  me  o-  tlie  happy  dyys 

Wlien  my  fause  Luve  was  true. 

. Thou-ll  break  my  lieart,  thou  t5nnie  bird 

.That  sings  beside  tliy  mate; 

For  sae  I  sat,  and  sae  I  sang. 


.  And  wist  na  o-  my  fate. 

Aft  liae  I  roved げ y げ onnic  Doon 

To  see  tlie  woodt-ine  twine. 

And  ilka  bird  sang  o- its  love  ； 

And  sae  did  I  o-  mine. 

wi- lightsome  heart  I  pu-d  a  rose,  - 

IPrae  aS  its  thorny  tree  ； 

And  my  fause  luver  staw  the  3se, 

But  left  tlie  thorn  wi-  me.*  -  iR.  Burns. 

t 兩詩を 一字に 昌し 了って、 いづれ が讀 者の 心 を 動かす 事 最も 多き やと 問 ふ 時、 讀者 もこ 同じと 云 

夫 こて 3i の 除 地な し。 もし Goldsmith の 方 詩情に 訴 ふる 事 切なり と 云 は. -、 然る かと 云 ふて 巳まん。 

れ ども 資者 もし 其 批判 を 逆し まにして Bnrns の 痛切なる、 前者の 及ぶ 所に あらす と 主張せば、 余 は 再 

^ 何が 故！！  Burns は 痛切な り やと 問 はん。 讀者 もし 懾嚅 して 遂 巡し、 自己の 感得 を 言語の 平面 世界に^ 

列す る 事 能 はすと 云 は. -、 われ 讀 者の 爲 めに 無用の 辯 を 費やして、 兩 者の 長短 を别刦 する の 愚 を 憚 力ら ざ 

るべ し。 G の 詩 は冷靜 なり， 端然と して 窮愁を 說く事 木 人の 舞 ひ 石 女の 泣く が 如し。 W. に 至って は 溝 

腔 凡て 是 悲哀な り。 日月 を 傾け 山河 を 莨いて 只 悔恨の 二字 を餘 すに 過ぎす。 是兩 詩の 吾人に 訴. i る 感受の 

差な り。 吾人 は此 差より 出立せ ざる 可から す。 此 差より 出立して 其 對象を 二 作の 上に 求めざる ベ 力ら す。 
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之 を 求む るに T に 曰く  B. の 詩 は 鳥と 云 ひ 草と 云 ひ 河と 云ひ蓄 薇と 云ひ感 覺的材 科に 充 ちたり。 にに 曰く 

B. の 詩 は 岸よ と 呼び 鳥よ と 呼び 投出語 を 用 ゐる事 多し、」 0 に 曰く  B. の 詩 は 禽聲の 和諧を 述べ、 岸頭の 碧 

^！を望みて、 之 を わが 孤愁 噌淚 に對 する 點に 於て 强勢 法に かなへ り。 此 三者 は 皆 Q. の 有せざる 所の もの- 

以て 兩 者の 優劣 を 決して 餘り ありと 云 ふべ し。 然れ ども 此 三者 を 別にして、 しかも 一瞥の 早き に 甲 こを定 

むべき もの あり。 之 を 第 四と す。 ^に 曰く  B. の 詩 は 間隔 法 を 得たり。 歌 を 作る もの は B. にして、 歌 ふ 

もの は 少女な り。 而 して 此 少女と 作家と は 詩 中に 相會 して 合して 一 となる が 故に、 讀者は 詩人の 繞 ぐらせ 

る 雜落を 隔て、、 煢々 たる 少女 を 望む にあら す、 面 上 尺 を 去って 此 不幸の 兒 と相對 する 事 を 得。 之に 反 

して G. の 詩に 在って は 主たるべき 薄命の 子と 詩 中に 相 見る 事 を 得す、 僅かに 詩人 を 介して 其近狀 を冷靜 

なる 口吻に よりて 傳へ 聞く に 過ぎす。 慟哭の 態、 哀痛の 音に 乏しき は 云 ふ を 待た す。 

世俗に 所謂 敍情 詩なる もの は、 事物 を敍 する にあら す、 性格 を寫 すに あらす、 其 名の. 示す 如く 情 を 歌 ふ 

ものな り。 旣に情 を 歌 ふ を 以て 主眼と す。 勢 痛切なら ざる 可から す。 情 を 歌 ひて 痛切な らんと するとき、 

歌 ふ もの は 自己なら ざる. ベから す 0 自己より 痛切なる 情緒 を 有する ものなければ なり。 此故 にかの 敍情詩 

なる もの は 余 を 以て 筆 を 起し、 余 を 以て 筆を擱 く、 余と は 作家な り。 然ら すん ば 作家と 合致せ る 主人公な 

り。 此 故に 敍情 詩に 在って は 吾人 常に 間隔の 尤も 短縮せ る 距離に 於て 詩 中の 趣 を 味 ひ 得る ものと す。 

更に 一 例を擧 ぐ。 少時 Scott の Iviloe を讀ん で、 Rebecca の 盾を騎 して 壁 間より 戰狀を Ivanhoe 

に 報す るの 章に 至って 張目寐 ぬる 能 はす、 燈を挑 ゆて 天明に 達せる は、 今猶 明かに 記憶に あり。 當時 庶幾 

する 所 は R 書を樂 しむに 在つ て 、 事を觯 する に存せ ざり し を 以て、 其 何が 故に 吾 心 を 動か すの 此の 如く 

しかりし かは遂 に腦裏 に 反問す るの 意な くして 長く 歳 月 を經た り。 後年 漸く 思索の 街頭に 往來の 蒼 頭 白.， ぽ 

を數 へて、 紅 絹 靑衣を 類別す るに 至って、 始めて 十 年の 昔に 囘 頭して、 考案の 未だ 透過せ ざる もの ある を 


思 ひ、 之 を拈定 して 一 性の 香 を 燒く事 再三、 未だ 分明に 端的 を會 せす して S めり。 今又此 間隔 論に 逢着し 

て、 前の 話頭 を 擧し來 るの 恰好なる を 見る。 もし 辨じ 得て 釋然 たらざる とき、 大方の 善知識 余の 爲 めに 三 

卜 棒 を 揮へ。  1 

說 かんと 欲する 所 は 書中 一 一十 九 章に あり。 全文 を 引用 せんと すれ ども 其 長き に堪 へす。 故 を 以て 一 言の 

辯 を 費やして 其 不足 を 補 はんとす。 讀者 T; に 主人公 (Ivanhoe) の 病に 臥して 尊 中に 呻吟す る を 記憶 せん 

事 を 要す。 T1 に 妙齢の 佳人 藥 湯に 侍して 態截 なる を 記憶 せん 事 を 要す。 佳人の 名 は Rebecca なる を 記憶 

せん 事 を 要す。 fn に此ー 一人の 城 中の 一 室に ある を 記憶 せん 事 を 要す。 g に敲 ありて 城下に 逼るを 記憶 せん 

事 を 要す。 に戰の 起る を、 戰の酣 なる を 記憶 せん 事 を 要す。 六に Ivanhoe の 病 を 力めて 起たん とする 

を、 Rebecca の强 ひて 之 を 止む る を 記憶 せん 事 を 要す。 g に 佳人の 身を铤 して、 窓に 恁り、 蝶 下の 亂戰 

を Ivanhoe に 報す る を 記憶 せん 事 を 要す。 かくして 眼下の 光景 は 佳人の 口 を 通じて、 問答の 間に、 發 

展し來 る を 記憶 せん 事 を 要す。 兹に 引用す る は 單に其 一 小節に 過ぎす。 

":wolv  prophets  of  ttie  law!  :Front-de-wonlf  and  tlie  wlack  Knight  fight  hand  to  liand  on 

Mil ひ breach,  amid  tlie  roar  of  ^^Q^^  followers,  wlio  watcli  the  progress  of  tlie  striie  —  Heaven 

strike  witll  1;lie  cause  of  tti ひ op-press ひ d  and  of  tlie  ca!>tive  ！  *  SIS  1;tien  utt ひ r ひ d  a Ic-ud  sllrlet- 

arul  exclaimed,  -He  is  down  ！  "  —  .he  is  ciown  ！ - 

" Who  is  down  ？  -  cried  Ivanhoe  ；  -  for  otir  d ひ ar  LacJy*s  sake.-  tell  me  whicli  lias  fallen  ？ - 

-Tile  wlack  Elnight,-  answered  Rebecca,  faintly;  tlien  instantly  again  stiouted  witli  joyful 

eagerness —— - no  — lest:  no  ! —the  name  of  t;!! ひ Lord  of  Hosts げひ blessed!  —  lie  is  on  foot; 

again,  :ind  JBghts  as  if  there  were  twenty  men-s  strengtli  in  liis  single  arm— His  sword  is 
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ill 

t>rolceii — lie  snatcJies  an  ttxe  from  a  yeoman — lie  presses  E-ront-de-WOBOI  witli  Dlow  on  bl2«- 

—  ，Tlae  giani;  stoops  and  cotters  liTc ひ an  oak  undeT-  the  steel  of  1;l«e  woodman  —  nre  falls  — Is 

falls  ！ - 

* Ipront-de-Borotlf  ？  *  exclairned  Ivantio ひ. 

- rVont-de-Boeuf  ！  *  answered  tlie  Jewess  ； -llis  men  msh  to  the  rescue,  lleadred  by  the  liaughty 

TTemplar  —  tlleir  united  force  compels  tlie  champion  to  pause  i  t-ey  dtag-  Front-de-B021f  witlb.. 

Ill  tlie  walls.- : —— Cliajx  xxx. 

單に 記述の 浪漫的なる を 以て 此 種の 幻惑 を 解し 去らん とする は 未だし" 間隔 論 を 提け來 つて 之 を 念頭： 

くる 時、 始め 〔て〕 牢關を 透過して 神 漸く 下る を覺 ゆ。 普通の 記述 は 作 中に 融 化せられざる 著者の 媒介 

を 待って 始めて 之 を 納受す る は 前に 述べた るが 如し。 記 を 記事と し * 著 を 作家と し， 讀を讀 若と して I 三 

者の 間隔 を圖に 示せば 戀 I となる。 (之 を 第 一 圆 とす。) 若し 記事の 性質と 著者の 技巧に より.， 

幻惑の 高潮 度に 達した ると き、 卒然として 著者の 存在 を 遺 却して 當 面に 記事 を熱視 する を 得ば， 間隔 は 縫 

つて ⑩— ⑩ となる。 讀 者と 著者と 合した る 典の 致 を 示す ものな り。 (之 をニ圖 とす。) 作家 もし 余 を 以て 

事を敍 し、 篇 中の 一 人 を 代表して 文 を 遣る とき、 單獨 なる 作家 は當 初より 其 存在 を認 むる の 必要な きを 以 

て 間隔 は始 より 一 一 圖と 異なるな く を 以て 示す を 得べ し。 此三式 を 胸裏に 圆 して" 吾人の 問 超なる 引 

例に 歸 つて 比較の 料と せん。  , 

Ivanhoe の 場合に 在って 上 圖の⑩ に相當 すべき は 城下に 起る 戰鬪の 光景な り。 黑 兜 白 毛の 騎士な り。 饞 

幹 偉 驅の惡 15 なり。 伏せて 彎く 弓な り、 空に 鳴る 矢な り。 劍光 なり。 馬 影な り。 咄喊 の聲、 甲 Ba; の浪 なり 3 

而 して 此 等の 動 靜を敍 する もの は 著者に あらす して 明 阵皓齒 の 佳人 Rebecca なり。 故に 此 際に 於け る圜 


式 は <® —暴 I 馨 にあら すして、 *®(>®l® となる。 換言すれば 作家に 代 ふるに Rebecca を 以てして 始め 

て相當 なる 圆式を 得る ものと す。 幻惑，" iSf り雜？ へ If は の 熾なる 時讀 者、 作家の 筆力に 魅せられて、 

一 定の 間隔 を 支持す る 事 を 忘れ、 進んで 之に 近づき、 近づいて 之に 進み、 遂に 著者と 同 平面、 同位 地に 立 

つて、 著者 の^を 以て ST 著者の 耳 を 以て 聽 くに 至る が 故に 著者と 讀 者の 間に 一 尺の 距離 を も 餘す亊 なし。 

而 して 此 際に 於け る 著者 は Rebecca にあら す や。 此 際に 於け る 幻惑 は 白熱 度なら す や。 吾人 は 進んで Re- 

ば ecca に 近かざる を 得す、 遂に Rebecca と 同 平面 同位 地に 立たざる 可から す。 最後に R. の 服 を 以て 兒、 

R- の 耳な 以て 聽 かざる ベから す。 R, と 吾人との 間に  一 X の 距離 を餘 すなき に 至って 已 まざる 可から す。 

然るに Rebecca は篇 中の 一 人物な り。 戦況 を敍述 すろ の點に 於て 著者の 用を辨 すると 共に、 篇 中に 出頭 

し沒 頭し、 逶逸 として 事局の 發展に 沿 ふて 最後の 大圑圓 に 流 下す るの 點に 於て 記事 中の 一 人た る を 免 かれ 

す。 此 故に 吾人 は 著者と しての Rebecca と 同化す る 傍ら， 旣に 記事 中の 一 たる Rebecca と 同化し 了る 

ものな り。 是に 於て か Ivanhoe の 記事 は 重圜を 描いて 循環す る を 見る。 外 園 を 描く もの は Scott にして 

Rebecca は此圜 内に 活動し、 内圜を 描く もの は Rebecca にして、 煤 下の 接 戰は其 中に 活動す。 吾人 は 幻 

惑 を 受けて 戰況を 眼前に # 鬚す るの 結果、 內圜を 描く ものと 同時、 同所に 立って 覺ら す。 顧みれば 卽ち身 

は旣 に外圜 のうちに 擒 にせられて、 篇 中の 人物と 共に 旋轉 する を 見る。 翻って Scott を 索 むれば 遙 かに 

圆 外に 在って、 吾人と 利 盆み-共 にせざる が 如く 長 嘯す るに 似たり。 

此 故に 此 場合に 於け る 間隔 的 幻惑 は 固より @- —翁 i® の 如く 隔靴擾 痒の 感 ある ものに あらす。 或は 讀者 

の 進んで 著者と 合した る⑩ 1® にも あらす。 又は 著者の 余と なって 篇 中の 人物 を 代表す る 意味に 於ての ® 

-i 爨 にも あらす。 讀 者が 記事 其 者の 中に 閬入 せる 場合な り。 圖を 以て 示せば § ならざる ベから す。 記事、 

讀者 共に 一 圜 中に 生息して、 0<寸 の 間隔な き 場合なら ざるべ からす。 更に 竿頭に 一 步を 進めて 云へば 記事 
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と讀 者が 一 圑 となる のみなら す、 眞の 著者 を遙 かの 後へ に： 捨てた るの 場合なら ざるべ からす。 從 つて 此 

特殊なる 吾人の 幻惑 は、 記事 を 繰つ る 著者が、 記事に 對す るよりも、 吾人が 記事に 對す るの、 遙 かに 親密 

の 度に 於て 優れり との 自覺 より 來る ものな り。 自 から 記事 中に 活動して 圜 外の 著者 を 疎外 視す るよ.；^ 來る 

幻惑な り。 之 を圖に 示す とき ■— 暴なる 變形を 得る に 似たり。 

鄢 陵の 戰は左 氏の 文中 白眉なる ものと して、 讀書 子の 推賞 措かざる 所な り。 文に 曰く 

楚子 登巢車 以望晉 軍。 子 重 使 大宰伯 州 ill. 侍于王 後. - 王 曰。 騁而左 右。 何 也。 曰 召 軍 吏 也。 皆 聚于中 軍 

矣。 曰 合 謀 也。 張幕矣 C 曰 虔ト於 先君 也： 徹 慕矣。 曰 將發命 也。 甚 ii 且塵 上矣。 曰 將塞井 夷 憲而爲 行 

也。 皆 乘矣。 左右 執兵而 下矣。 曰 聽誓也 e 戰乎。 曰 未 可 知 也。 乘而 左お 皆 下矣。 曰戰禱 也。 

此章 を讀む もの は 一 見して 其 間隔 法に 於て Ivanhoe と喑 合する を 知るべし。 もし 問 隔法を 度 外にして、 

此 文の 妙を稱 せんとせば、 稱 する 事 日夜 を舍 てす と雖 ども、 遂に 其 妙所 を 道破し 得ざる べし。 

Rebecca の 記述せ る は 眼前の 戰 なり。 楚 子の 説明 を 求めた る も 亦 服 前の 事な り。 眼前と は 咫尺の 距離 を 

意味す るの みならす、 又 現在 を 意味す。 是に 於て か 先に 陣腐 にして 顧みる に 足らす とせる 歴史的 現在 法 も， 

ある 變形を 以て、 ある 敍述に 包含 せらる、 とき は、 有力なる 幻惑の 要素 を 構成すべき かの 問題に 入る。 之 

を解釋 せんに は、 先に 擧 けたる 二 例のう ち、 幻惑 を 生す る 上に 於て、 時の 間隔が 擔 任せる 比例 は 若干に 値 

する か を發見 すれば 足る。 此 比例 を發 見せん には此 間隔 法 を 含有せ ざる 作例 を檢 して 其 效果を 明かに する 

を 以て 捷徑 なりと 信す。 

之 を 英文 舉史 中に 求めて Milton の Samson  Agonislcs を 得たり。 Samson が The  Philistine の 招 

に應 じて、 膂カを 其 間に 示す や、 好機 逸すべ からすと なし、 一 擧 して 敏を鎏 殺せん と 誓 ふ。 是 Milton の 

正敍 する 所な り。 柱 を 抱いて 星を撼 かし、 ，gl 吼 跳躍して 満堂の 大衆 を 梁拘の 下に 壓 殺す るの 壯擧に 至って 


は、 他の 口 を Is りて、 之 を 其 父に 語らし む。 其 語 整齊、 段落 を 得、 次第 を亂 さす。 is 問 答して、 遂に 主 

眼の 事件に 人る。 其 言に 曰く。 

rAt Isl^tll,  for  int2.mission  sake,  tney  led  turn 

Between け lie  p>illars  ； lie  tiis  guide  request; ひ d 

(For  so  from  such  as  nearer  stood  we  llcard)， 

As  0^?^^^^^,  to 1 ひ t  liim  lean  a  wtiiie 

With  t-otll  his  arms  on  those  two  massy  pillars, 

Tliat  to  tlie  arcli れ d  roof  gave  main  support. 

He  unsuspicious  led  taiin  ；  wliicli  wlien  Samson  . 

F ひ It  in  tiis  arms,  with  tiead  a  wtiile  inclined. 

And  eyes  fast  fixed,  lie  stood,  as  one  who  prayed, 

〇r  some  wreat  matter  in  his  mind  revolved  : 

At;  last,  witll  liead  erect,  tl-rns  criea  aloud  :  I 

- Hitlierto,  L,ords,  wtlat  your  commands  iml:5s ひ d 

I liave  performed,  as  reason  was,  ot-eylng. 

Not;  witliout  wonder  or  ^^^^^^^ げひ neld  ； 

Now,  of  my  own  accord,  sucli  other  trial 

I  mean  to  stiew  you  of  my  strengtti  yet  greater 

As  witli  amaze  shall  strilce  all  wllo  tjellold.- 
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This  tf^^rt^rt^.  straining  all  liis  nerves,  tie  t-owed; 

As  witJi  tlie  force  of  winds  and  .waters  t-ent; 

wllen  mountains  tremt-le,  tliose  Uvo  massy  jnliars 

witli  liorrible  convulsion  i;o  and  fro 

He  UiggecJ,  he  slioolc,  till  down  .tlley  came,  and  drew 

TTli ひ whol ひ roof  aft ひ r  tliem  wltil  tf^MW^  of  tluln&er 

up.oy  tne llead.s  ot  all  wllo  sat  t-encattl. 

Lords,  ladles,  cap-tains,  counsellors,  or  priests, 

,T11eir  choice  nobility  and  flower,  not  only 

〇f  Uais,  t-ut  eacli  Ptiilistian  city  round. 

Met  from  all  parts  to  solemnize  tliis  feast. 

Samson,  witli  1;liese  immixed,  inevitably 

pulled  down  tlie  same  destruction  on  liimself  ； 

T^tle  vulgar  only  scat- ひ d,  wlio  stood  wltllout.--  i 11. 1 ひ 2^—.s9. 

表現の 巧拙 は 吾人の 關 する 所に あらす、 取材の 警凡も 亦 吾人の 論ぜざる 所、 吾人 は 只此敍 記に 對 して 間 

隔の辯 (とくに 時間 的なる) をな せば 足る。 間隔の 辯 も 亦 他の 批評の 如く、 讀過 後の 感得 を 基礎と して 起 

るが 故に、 吾人 は此 節に 對 する 吾人が 幻惑の 程度 を 示して 然る 後 其 所以 を 究めざる ベ からす。 先づ 之を證 

んで Jvanhoe に 於け るが 如く 間隔 上の 幻惑 を 生す る や 否や。 是を 先決問題 とす。 他人の 感得 は 余の 揣 摩し 

能 はざる 所な りと 雖 ども、 若し 余 一 個の 意 を 以て 忌谉 なく 之 を 評し 去れば 此窣 にあら はれた る Milton 


の 間隔 的 幻惑 は Scott の 夫に 對 して、 いたく 遜色 あるが 如し。 余は此 一節 を 請んで 恰も 盲 詩人 自 からの U 

を 通じて Samson の 最期 を 聞く が 如き 感 ある を 免 かれす。 故に 圖を 以て 此 場合に 於る 間隔 的 幻惑 を 示す 

とき は ®—®— 嚳の價 値 以上に 出 づる能 はざる を a る。 讀者は 此評價 に 於て 余と 同意 せん 事 を 要す。 然ら 

ざれば 余 は 批判の 基礎 を 失 ひて 遂に 一 歩 を 進む る 事 能 は ざれば なり。 讀者 もし 余が 評價に 同意せ ると き、 

余 は 更に 詩句 其 も の  > 上 に歸り て 、 此 比較的に 安惯な る 間隔 的 幻惑の 出 所 は いづこに あるか を 詮索す ベ し。 

之 を 詮索して 先づー ー點を 得たり。 .T に 曰く  Samson の 死狀は 報道 者の 口 に よりて 詳敍 せらる ゝ に關 せす、 

此 節の 三十 余 行 前に 始まって、 最後の The  vulgar  only …… の 句に 至る 迄 ー氣に 進行して、 中途に 停 

留 する 事な じ。 仰 も 吾人が 記事の 當體 たる. Samson の 死に 接近して 彼我の 間隔 をち めんが 爲 めに は、 

I 掃 中の 人に して 之 を 語る ものな かるべ からす、 篇 中の 人に して 又 之を聽 くもの なかるべからざる は Ivan, 

fse の 場合に 徵 して 明かな り。 然れ ども 此ー 一人 は單に 形式の 爲 めに 存在す ベから す。 相當の 責任 を帶 びて 

一 定の 義務 を盡 くす 爲 めに 存在せ ざる 可から す。 一 定の 義務と 云 ひ 責任と 云 ふ は 他な し。 此ー 一人が 篇 中に 

活 すとの 證明 を絕. えす 讀 者に 與 へて、 讀者 をして、 Samson の 死 を 聞く は、 作家より 聞く にあら すして、 

松 掃 中の 一人より 聞くな りとの 記憶 を 繰り返さ しむる にあり。 之 を 繰り返さ しむる 爲 めに は、 語る ものと * 

聽 くものと をして 相互に 問答 を 重ねし めざる 可から す。 之 を 重ぬ る は (記事に 關 して 云へば) 彼等 を 活動 

せし むる 唯一 の 法な りと す。 もし 此方 法 を 遣 却す る 事 あらん か、 もし 語る もの をして 幾度の 反問に、 說話 

の 糸 を 遮 ぎら る、 事な くして、 坦々 の 野に 自轉 車を驅 るが 如くに 進行せ しめん か、 讀者は 只 記事の， ほ 然と 

折な く 展開す る を 知る のみに して、 遂に 語る もの ある を 忘れ、 又聽 くもの ある を 忘れん とす。 此兩者 を 

忘る/' とき は、 著者 自 から 之 を敍述 する も、 或は 篇 中の 人物 をして 之 を敍述 せし むる も 間隔に 於て 寸毫の 

異なるな きは睹 0^ きの 理 なり。 此 故に 間隔に 於て 短縮す る もの ありと せば、 吾人と Samson の死狀 との 
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間に 存 する 間隔に して、 吾人と 報道 者との 間に 存在す る 間隔に あらす。 吾人と 報道 者との 間隔 を 縮めて 兩 

者の 相 合した る 時、 ；咅人 は 始めて 記事の 外圜 中に 入って 一 種の 幻惑 を受 くる を 得る が 故に、 此 間隔に して 

依然として 舊の 如くなる 以上 は、 假令 第一 記事た る Samson の 死狀に 接近して、 之 を 眼前に 見る 事 を 得 

る も、 幻惑の 程度 は 左 迄に 甚 しからざる ものと す。 是 Milton の 間隔 的 幻惑の 安價 なる 第一 の 理由な り。 

にに 至って は 時間に 闕 聯し來 るの 點に 於て 實は此 問題の 主腦 なり。 曰く 報道 者の 言 は Samson の 過去 

に 於る 死 狀を說 いて、 現在に 於る； の 壯烈な る 最後 を述 ぶ る 事な し。 過去 を述ぶ る 事 の 現在 を說 くに 比し 

て 時間 的 間隔に 差違 ある は II を 待た す。 間隔 を 現在に 短縮して、 如何なる 效 果を讀 者の 心頭に 收め 得る か 

を 究めた る 時、 始めて 余が 先に 此 節に 就て 下した る 間隔 上の 幻惑 的 憤 値を說 明した る ものと 云 ふべ し。 

I 讀 hoe の 場合に 於て、 吾人の 興味 は 第一 記事 を敍述 する l々ebecca の h に 尤も 多く 落下し 來 るは爭 ふべ 

からす。 吾人 は 城壁 下の 戰況 を聽 かんと 欲す、 而 して 之を聽 かしむ る もの は R. なる が 故な り。 然れ ども 

斯く 解す る は、 戰 況を聽 かんが 爲 めに 其方 便た る R. に 舆味を 寄す るの 意に して、 目的と して 此 佳人に 留 

意す ると は 趣 を 異にす。 を 第一 S 場合と 定む。 此 場合に 在って は 記事 其 物が 吾人の 目的なる を 以て、 記 

事の 面白ければ 面白き 程 (他に 閼係 なく：) 吾人 は 満足の 意 を 表する ものと す。 而 して 之 を 面白く する 一 方 

法と して 戰爭は 現在に 於て 起らざる 可から す。 余 は單に 通俗なる 修辭の 一 として 數 へられた る 歴史的 現在 

に 附着せ る 普通の 意義に 於て 之 を 主張す るに あらす。 ^なる 時間 S 短縮 は、 話 材を事 實に變 じて 活動の 一 

睛を點 する に 於て * 其 功力の 爭ふ ベから ざる もの ある は 明な りと 雖 ども、 此揚 合に 於け る 余の 主張 は、 か 

く 一  般に 認識せられ たる 功力 以上の ある もの を 現在 法に 見留 むる が 故な り。 現在 法に よりて 逐次に 展開す 

る 事件 は讀 者に 對 して 未知数なる のみなら す。 之 を話說 する Rebecca にも.！^, 未知 數 なり。 單に Rebecca 

に對 して 未知数なる のみなら す、 事件の^ 展 にして^ 期に 達せざる 限り は、 運命と 號 する 怪物の 外 天下 叉 


何人も 知る 能 はざる なり。 知る 能 はざる が 故に、 讀 者の 注意 は 勿論、 Rebecca の 全 精神 i? 亦 局面の 發展 

に 傾 潟す る は 自然の 理 なり。 未知 數は 不定な り。 不定なる もの は たらん も 知る ベから す、 乙た らん も 計 

りが たし。 其 結果の 甲たり 乙た るに 於て 吾人の 興味に 大 なる 影響 を與 ふるとき、 話す る もの ゝ 全身 は 悉く 

眼な り。 聽 くもの、 全身 は 悉く 耳な り。 運命の 一 子 を 下す 毎に 一 喜し 又 一 憂す。 蓋し 運命の わが 期待す る 

如く 變 ぜんかとの 投機的 希望に 束縛 せらる 、が 故な り。 Rebecca の 眼下に 起る は戰 にあら す や、 戰とは 

敵と 味方と を 意味し、 敵と 味方と は 勝負 を 意味す。 The  JBlack  Knight か、 ：Front-de-B021f か、 是讀 

者 の 呼吸 を 凝ら して 知らん と 欲す る の み ならす、 Rebecca のまた 張膽明 目して 知らん と 欲する 所の もの 

なり。 而 して Rebecca のかく 熱心なる は 勝敗の 數 未だ 定まらざる 現在の 光景 なれば なり。 一分の 發展す 

る 毎に、 一分の 結果 を もたらし， 一分の 結果 を もたらしつ、 發展し 去る 刻下の 狀態 なれば なり。 大勢 旣に 

定まって 注 時 を 追懐して 之を讀 者に 報 するとき、 報すべき 事の 讀 者に 未知数なる は 依然た らん も、 報す る 

もの 、胸中に 在って は 旣に旣 知 數に屬 す。 たと ひ 其 事の 如何に 痛切 なれば とて、 運命の 賽に 一 六の 判然と 

時の 表に 刻まれた る以 h は、 之 を 抹殺す るの 人力に あらざる を覺 悟せ ざるべ からす。 此覺 悟の 前に 過去 を 

物語る 意中 は、 現在 を 刻々 に 見つ、、 進みつ 、、 語りつ、 行く  Rebecca と 情緒の 强烈 なる 點に於 丁 比較 

すべから す。 Samson の 死 を 報す る もの、 態度 は、 旣知數 を 報す るの 態度なる が 故に、 覺 悟の 態度に して 

豫期 煩悶の 態度に あらす。 從 つて 此 報す る もの 、 言語に より 當時を 想像す る讀 者の 神經は 比較的 緊張す る 

を 得ざる や 論な し。 以上 は 吾人 讀 者の 興味が 第一 記事に 集注 せらる、 場合の 論な り。 もし Rebecca を以 

て 第一 記事の 報道 者た る 方便なる が 故に 吾人の 利害に 闢係 ありと せす、 彼女 自身が 外圜 中に 浮沈 旋轉 する 

が 故に 讀 者の 心を惹 くと 假定 せんに、 現在 法の 效果は 一 勝の 惯値を 加 ふるが 如し。 此 時に 當 つて 吾人の 主 

題 は 戰爭其 物に あらす して、 Rebecca の 上に 移る。 從 つて 吾人の 戰 爭に對 する 興味 は 其 影響の Rebecca 
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を 冒す 點に 於ての み存 すと 云 ふて 可なる べし。 勝負 は 比較的 重耍 ならす。 只 勝負の Rebecca の 上に 反射 

し來 つて、 彼女が 未來の 生活の 一部分 を 構成す るが 故に 重要な り。 此 立脚地より 見た る 戰爭は 過去なる ベ 

からす。 もし 過去に 結了す と假定 すれば 其 影響 も定了 なりと 云 はざる 可から す。 從 つて 其 Rebecca に 及 

ほす 結 菜 も亦定 了に して 動かす ベから すと 斷 言し 得べ し。 然れ ども 旣に 結果の 定 了せ る戰爭 は、 R. の 未 

來に旣 知 数と して 織り込まる、 が 故に、 其 口より 敍述 せらる  > にも闢 はらす、 句々 の 末に 痛心 苦慮の 尾 を 

ひいて、 吾人 を 前方に 導き 去る 事な し。 もし 之 を^ 在に 變 ぜんか、 第一 の揚 合に 於け るが 如く、 未知数の 

孰れに 向って 發展 する か を氣遣 ふの 餘り、 吾人 は 催眠術に か ， れる 患者の 如くに 左右 を 顧みる の遑 なくし 

て 前進す。 これ 第二の 場合に 於ても 亦 現在の 過去に まさる 所以な り。 而 して Miltgl の敍 方に 至って は、 

此兩 立脚地より 見て、 等しく 必要なる 時 問 的 問隔の 短縮な し。 是其 感興の Jvcmhoe に 及ばざる 所に して， 

かねて 現在 法の 要用なる 理由 を說 明す るに 足らん か C 

余 は 現在 法の 效果 にっき 其 價値を 定めん と 欲して、 例 を Samson  Agonistes に 取れり。 然れ ども 其 例 

は單に 時間 上の 間隔の みに 於て I 讓 h。e と 異なる にあら すして、 他の 間隔に 於ても 亦 之と 同じから ざろ 

を發 見せり。 從っ て 現在 法の 慣 値に 就て、 常 初に 豫期ぜ るが 如く 判 なる 斷案を 下す 能 は ざり し は 遣德な 

り。 只此 解剖に よりて 時間 的 隔の あろ 場合に 必耍 なる を讀 者に 示し 得たり と 信す。 


第五 編 集合的 F 

吾. <は 吾人の 意識 中より 文學的 材料と なり 得べき もの、 性質 を 限りて、 幾多 S 例證に 之を說 明せ り C 次 

に此 等の 材料 を 彼此 比較 考量して、 其 特色より 之 を 四 種に 分類せ り。 之 を 分類せ る後是 等の 材料 中に 起る 

相互の 關係を 論述し、 かねて 表現の 方法と して 彼此 代用し、 甲乙 相 合する の 道 を 講じ、 遂に 表現より 逆行 

して 取材の 領域に 入れり。 吾人 は 其 中間に 於て 文擧的 材料の 意識に 上る 事 多き 文擧 者の F を 論じて、 科舉 

者の それと 對置 せり。 此 編に 詳論 せんとす る は、 此記號 F の 消息な りと す。 

吾人 は此 編に 於て F の 差違 を 述べん とす。 F の 差違と は 時間の 差違 を 含み、 空間の 差違 を 含み、 個人と 

個人との 閒に 起る 差 遠 を 含み， 一 國 民と 他 國 民との 間に 起る 差違 を 含み、 又は 古代と 今 代と、 もしくは 今 

と豫 想せられ たる 後代との 差 遠 を も 含む。 先に 述べた る文擧 者と 科學 者との 差違の 如き は 其 ！ 部分の 研 

究に 過ぎす して、 しかも 此 一部分の 研究の、 とくに 必要な りし 爲め之 を 前章に 講述 せる に 過ぎす。 

余は此 編に 於て F の 差違 を 述べん と 欲す。 然れ ども F の 差違 はかくの 如く 複雜 にして 多面 多樣 なり。 從 

つて 說 いて 遺？！ なき 能 はす、 論じて 精細なる 能 はす。 數苦を 湾 池に 張って 有らん限りの 魚 鼈 を 铺へ盡 す 能 

はざる は 明な り。 徂言 はんと 欲する 所 は 文學の 事な り。 此 故に 說く 所に して 這 裏の 消息に 觸れ て、 文運 消 

長の 理、 騒 壇 流派の 別、 思潮 漲 落の 趣 を 幾分 か 解釋し 得れば 足る。 完きは 之 を 後の 君子に 待つ。 

佘は此 編に 於て F の 差違 を 述べん と 欲す。 頭を卷 頭に 囘 らして、 F の 記憶 を 新たに して- 再び 研究の 途 

に 上 る は輕卒 を戒し めて、 天の 未だ 雨 ふ ら ざるに 當 つ て 門 戶を網 緩す るの 意な り。 讀者數 言の 重複に 似た 
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るを咎 むるな かれ。 一 分 時に 於け る 意識の 內容は 一 曲の 波 を 描いて 高低す。 其 頂點は 意識の 尤も 明かなる 

の 所、 吾人 は 心理 學 者の 說に從 つて、 之に 命名す るに 意識の 焦點 なる 語 を 以てしたり。 此焦點 の記號 とし 

て F を 用ゐ、 同時に F の 範圍を 限って 認識 的 性質 をのみ 帶べ る ものと 假定 せり。 故に F の 單獨に 起ら すし 

て、 ある 情緒 を 伴 ひ 來る時 は、 之に 添 ふるに f を 以てして (F+f) の 公式 を 得たり。 文舉的 材料に して 意 

識 のうちに あら はる  >  もの は、 ある 情緒 を 有せざる 可から すとの 條 件なる を 以て、 文擧的 F は必す (p-+f) 

の 公式 を 具 ふとの 結果 を 示したり。 然れ ども (F  +  0 は F の 一種なる を 以て、 單に F と 云 ふ も、 f を 伴 は 

すと 附記せ ざる 限り は 文舉的 F を 含む と 見 傲す を妨 ゆざる に 似たり。 甚人は 一 分 時に 於て 得た る F を攛大 

して、 一日、 一夜、 半 歳、 五十 歳に わたって 吾人の 意識 を 構成す る 大波 動に 應 用して、 個人に 於け る 一 朋 

一 代の 傾向 を 一 字の F にあら はすの 便宜なる を說 けり。 更に 一 代 を橫に 貫いて 個人と 個人との 共有に 力 ヽ 

る 思潮 を 綜合して 其 尤も 强烈 なる 焦點を 捕へ て、 之 を 一 字の F に縮寫 する の至當 なる を說 けり： 此 編に 論 

ぜんとす る は 主として 此 集合 F の 類別、 推移、 變 遷に關 す。 而 してと くに 文 學の範 園内に 於ての み 行 はる 

る 理法に あらざる より は、 別に 之 を 差別して 文舉に 於る 云々 と 云 はす。 例證 する 所 又 他の 方面に わたる や 

も 知る ベ からすと 雖 ども、 文學的 集合 F も亦此 理法に よって 支配 せらろ  > を 以て 圓 » 方 整の 矛盾 を 生す る 

藝 なきみ-信す。 且此 集合的 F は 個人の j 分 時に 於る F の 意義 を擴大 せる ものに 過ぎざる を 以て、 後者に 關 

して 云 ひ 得べ き 理法 は 特別の 場合 を 除く の 外 移して 以て 前者に 應 用し 得べ きものと す。 吾人 時に 例 を 後者 

にかり て 前者の 活動 を 無 斷に說 明す る 事 あるべし。 類推 を； 々にす るの 煩 を 厭へば なり。 

第一章 一代に 於る 三種の 集合的 F 


一 代に 於る 集合 意識 を 大別して 三と す。 模擬 的 意識、 能才的 意識、 天才 的 意識 是 なり。 こ、 に 意識と 云 

ふ は 意識の 焦點 (卽ち F) なる 事 は 言 ふ を 待た す。 而 して 此區別 は 內容の 形質に 就て 此 三種の 間に 存 する 

關 係より 生す る ものにして、 其 内容の 實質 を列擧 して 得た る 結 にあら す。 實質は 時代に よりて 椎 移しつ 

つ ある を 以て 一 期に 卽 して 之を檢 する にあら ざるより は說 明すべき やうな し。 

模擬 的 意識と はわが 焦點の 容易に 他に 支配 せらる  >  を 云 ふ。 支配 せらる、 と は 甲 を 去 つて こに 移ろに 

當 つて、 自然に 他と 步武 を齊 うし、 去就 を 同じう する の 謂に 外なら す。 要するに 嗜好に 於て、 主義に 於て、 

經驗に 於て 他を模 傲して 起る ものと す。 模倣 は 社會を 構成す るに 膠 油の 如く 必要なる ものな り。 もし 社會 

に 模倣の 一 性質 を 欠かん か、 引力の 大 律に 支配せられ ざる 天體の 如く、 四 分し 五 裂して 揉 然として 須臾に 

瓦解す。 此 故に 舉者云 ふ 社 會は模 傲な りと。 學者 をして 此 言を爲 さしむ る 程に 吾人 はしかく 模傲を 愛する 

ものな り。 Mantegazza せ、 著 Physiognomy  a  一一 .d  Rxp.ession  (八 四 頁) に 述べて 曰く 「调 人の 中に 在つ 一し 

火 あり、 火 あり、 と 叫べ、 或は 之に 加 ふるに 手 を擧け 目を搖 かすの 狀を 以てして 一 散に 走れ。 第 一 の 場合 

に 在つ 一」 多 數は步 を 停めて、 其 故 を 聞かん。 第二の 場合に 在って は 大衆 われ を 制する 事 を 忘れて 聲に應 じ 

て 走らん。 動作 は 言語よりも 器械 的な り而 して 器械 的に 模傲を 生す C 人 もし わが 言 を 疑 は >、 かの 陰晴の 

未だ 定まら ざるに 方って、 街頭に 立って 卒爾に 雨傘 を 開け， 或は 乘合 馬車の 中に 坐して わが 手を隱 袋に 插 

入して 車代 を拂ふ もの >如 くせよ。 雨傘 を 開く もの、 鋼 貸 を 探ぐ る もの 、 一 一 一人に 止まらざる を 見ろ べし 0 

是單に 器械 的 勢力に 制せられて 他を模 做す るに 過ぎす」 と。 Mantegazza が 動作に 就て 云へ る 事 は、 動作 

以外の 複雜 なる 思想に も亦應 用し 得る は 論 を 待た す。 案す るに 吾人が 一 樣に此 種の 性質 を 有する は 生存 競 

爭の 大 理法に 基づく も S  、 もし 此點に 於 て 水準 以下の 天賦 を受 くる と き は 社會に 適合す る 所以 の 道に 迷 ふ 

て、 尋常の 人事に 失脚し 去る の 運命に 遭遇す。 嬰兒の 生育 は 乳母の 恩に 待つ ある 多き が 如しと 雖 ども、 嬰 
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兒 にして 他 を 摸す るの 性 を 欠かん か、 遂に 臂髮の 齢に 達せす して 夭折す る 事 多 からん。 食 を 三度に 限る は 

模做 なり。 寢を 半夜に 貪 ほる は模 做な り。 起居 禮 ある も模做 なり。 進退 度 ある も模 做な り。 途に車 を 避け • 

市に 馬 を 避けて、 髮膚を 毀傷せ ざる も 模倣な り。 模做 は斯の 如く 必要な り。， 大人の 社會に 生存して、 不測 

の變を 常時に 招かざる は、 其 思想、 行爲、 言語の 其 社會に 適合す る を 示す ものな り。 故に 小兒の 大人 を模 

傲す る は 其 社會に 生存して 適 意なる の 資格 を 製造す ると 一 般 なり。 從 つて 吾人 は 他を模 做すべく 自然の 命 

を 受けて 此 世に出 現す。 社會の 存在 は 此模做 性の 個人と 個人の 間に 如何なる 程度に 運行し つ 、あるか を證 

明して 餘り ありと す。 

模做は 社會の 成立と 維持と を 満足なら しむる 根 本義に 於て 此の 如く 必要な り。 吾人 は 生存 上に 必要なる 

模做性 を 他の 方面に 應 川して、 、 ) ， に 第一 一義の 模 做を敢 てして からざる に 至る。 第一 一義の 模倣と は 必要 

ならざる に、 好奇の 餘、 他 を 模倣す る を 云 ふ。 たと へば 小兒の 父を模 し、 奴婢の 主婦 を 摸す るが 如し。 あ 

る 場合に 在つ て は 病的なる 嗜好 を さ へ 模 做して、 一 世を擧 ゆて 悉く 非常識なら しむる 事 あり。 十九 世紀の 

常 初に 勢を逞 ふせる 厭世的 文舉の 潮流の 如き は是 なり。 George  wrandes 曰く 「十九 世紀の 始めに 起れ る 

厭世 觀は 一 種の 病患の 性 赏を帶 ぶ。 而 して 此 病患 は 一 國民 中の 一 慨人を 冒すべき 性質の ものに あらす して、 

中 世紀に 於て、 全歐 に傳播 せる 宗敎 狂の 如くなる 流行病な り。 Ren6 は此 病症の 天稟の 英才 を 冒せる 尤も 

早くして 尤も 著る しき 例に 過ぎす 一 と。 人 もし 之 を 以て 模倣に あらす と 云 は 5. 余 は 答へ て 云 はん。 普通の 

模傲は 故意の 模樣 なり。 此 際に 於る 模做は 自然より 命ぜられ たる 模做 なり コ 自己の 意志 以上の ある ものに 

餘傻 なくせられ たる 模做 なりと。  • 

模做は 社 會の凸 四 を拂 つて、 平等の 狀 態に 各員 を 揃 へんと 欲する もの、 錯雜 なる 表面に 一 樣の觀 を 添へ 

て、 彼是 和 通じ、 &こ擇 ぶ 所な きの 結果 を 生じて 巳む。 此 故に 此 意識に 富む もの は 個人と して 他の 目標 を 


形づくる 事な きが 故に、 生存 上 危險の 虞 を 冒す 場合 少なく して 比較的 安全の 境に 在り。 此 意識に 富む もの 

の 多き 社會は 現狀を 維持す る 上に 於て 尤も 便宜 を 有する ものな り。 只 從來の 習 惯に遂 つて、 父祖の 遺業 を 

守り、 傳來の 嗜好 を 再びして、 隣 里鄉黨 S 知己と 進退し、 去就し， 好惡 して 颇 る 秩序の 整然たる もの あれ 

ばな り。 此 意識に 富む もの は 平常の 場合に 於て 社會の 大多数 を 構成す。 大多数な るが 故に、 數を 以て 論す 

れば、 尤も 有力な り。 單に數 字の 上に 於ての みならす 大 低は實 力に 於ても 優勢な り。 然れ ども 翻って 創造 

力 (originality) の 多寡 を 本位と して 此 意識 を評慣 すれば，、 其 勢力 鎖る 貧弱な りと す。 通例の 場合に 於て、 

此 種の 意識に 富める もの を稱 して、 平凡と 云ひ庸 俗と 云 ふ。 只 他 を 模擬して 人と 同じ からん 事 を、 是 力む 

るが 故な り。 之 を 文學の 上に 限る とき、 彼等 は 可 もな く 不可 もな き 詩人と なり、 小說 家と なる。 人の 耿ふ 

所 を 歌 ひ、 人の 美と する 所 を 美と し、 人の 詩と 云 ひ 小 說と云 ふ 所の もの を 詩と し小說 とす。 ！ 模擬 的 集 

合 F の 意 此の 如し。  ， 

0 然れ ども 模擬 は 模擬 者と 被 模擬 者と を對 立して 始めて 使 ffl し 得べき 言語な り。 模擬^- SF は T に 於て 

其 大意 を 述べたり。 模擬 者 をして 模擬せ しめんが 爲 めに は、 之に 其 目的た るべき F を 供給せ ざる 可から す 0 

此 種の F は必 すし も 同時代の 人より 傳授を 受けて、 意識の 頂點 に炳耀 する にあら す、 習慣 も 可な り、 讀書 

も 可な りと 雖 ども、 遂に 頭 を 一 代のう ちに 鳩め て、 同 界の空 氣を吐 呑す る 儕輩より 其 所範を 示さる、 事な 

きに あらす。 此 種の 積極的 F に 名く るに 如何なる 稱呼を 以てする の妥當 なる か は 余の 知らざる 所 なれ ども * 

今假 りに 能才的 F の 名を附 して 指示の 便宜に 供 せんとす。 

此 種の F に 就いて 其實質 を敍述 せん は 冒頭に 云へ るが 如く 頗る 難事に 屬す。 彼等 は 吾人の 一 分 時に 於け 

る F と 同じく 常に 推移して 一 所に 滞留す る 事なければ なり。 此 故に 彼等の 實 llj; を 知らん と 欲せば 旣與 性の 

1 時期み-劃して 其 域， R に 於て、 始めて 具體 的の 說明 をな す を 得べ し。 卽ち具 體 的な りと 雖 ども、 旣與 性の 

三 四 五 


三 四 六 

1 時期に 限られて 他に 轉用 しがた きが 故に、 時空 一 一間 を 離れた る槪 論に 於て は 單に其 形質より して 抽象的 

の說明 をな すに 過ぎす。  . 

吾人の 意識の 特色 は 一分と、 一時と、 一年と に 論な く 朦朧たる 識 末に 始まって 明晰なる 頂點に 達し、 漸 

次に 又 茫漠の 度を增 して 識 末より 識 域に 降下す。 かくして 一 波動の 曲線 を完 ふせる 時、 又 以上の 過程 を 繰 

り 返して 再度の 一 波動 を 描く。 波動 は 生命の 續く 限り、 社 會の存 する 限り 曲線 を 描いて 停止す る 所な し。 

此 故に F は必す 推移 を 意味す。 (活動な き F を 想像 するとき、 吾人 は 記憶の 觀念を 離れざる を 得す。 只 一 

F にと 5, まって 左右 を 顧み 前後 を 連結す る 能 はざる を 以て、 吾人と F と は 合して 一 となる。 而 して 其 一 た 

る 事 を すら 認識す る 能 はす。) 推移す ベ く  F を 相 するとき、 吾人 は 少なくとも 連續 せる 三 個の F の狀 態と 

して a と しと C と を 想像せ ざる を 得す。 今 一 時代の 集合 意識 (模擬 的) を 以て b にあり とせば、 之に 先-た 

てる a は識 域の 近傍に ほのかに 幽かなる 影 を存す る に 過ぎ ざ る ベ し。 同時に 次に 來 るべき C の 狀態は 識域 

下より 起って 漸次に 此頂點 を 奪 ふべ く、 冥々 のうちに 準備 を 整へ つ、 ありと 假定 する を 得べ し。 換言 すれ 

ば b は 今 意識の 焦點を 專.. 領 すれ ども、 驕る 平家の 久しから ざるに 似て、 早晩 e に 天位 を讓 るべき 運命 を 有 

して 焦點を 下らざる が 如し。 此 故に b の 傾向 は 漸次に C に變 化しつ ゝ 意識の 內容を 形づくって 進行す 此 

時に 常って 天下 大衆の F は 欠抵同 方向に 動く が 故に、 一 步 早く 動け る もの は 一 歩 早く 大衆の 到着 地 C に 達 

する を 得。 一 一 步 早く 動け る もの は 一 一歩 早く 大衆の 到 着地 C に 到着す。 能ネ的 F は 大衆に 先 だつ 事 十 歩 一 一十 

歩に して、 大衆の 到着すべき 次囘の 焦點に 達し、 顧みて 大衆 を if  くも 常と す。 後れた る 大衆 は 後れた る を 

忌んで、 半途に 踵を囘 らして 他の 焦點に 方向 を轉 する 能 はす。 b の 傾向と して 通 速 を 論ぜす e に 推移せ ざ 

る 可から ざる 運命 を 有すれば なり。 譬へ ば 品 川に 至る に 電車と 徒歩と を 以てする が 如し C- 品 川に 至らざる 

可から ざる は條 件な り。 電車に 及ばざる が 故に 品 川に 至らす と 主張せば 當 初の 條件を 無視す るの み。 此故 


に 能ネの 意識的 波動 は 一 波動 づ> 天下の 公衆に 先ん づるを 例と す。 此 波動の 不拉行 は 時に よりて 自免 的に 

苦慮 計 畫の餘 より 出づる 事な きに あらす と雖 ども、 多くの場合に 於て 身心の 因果に 束縛せられ たる の 意義 

に 過ぎす。 例へば 講堂に 講義 を聽 くに 際し、 講義の 題目、 講述の 巧拙 * 堂 外の 天候 >  室内の 空氣は 一 樣に 

舉生を 影 饗して、 彼等 をして 倦厭の 情 を 催 ふさし むる 事 あるべし。 此 際に 於て 倦厭 は 一 般聽講 者の 到達す 

ベ き 必然の 運命 なれ ども， 到着の 遲 速に 至って は豫め 計り 知る 可から す。 最初に 欠 仲 を 意識す る能材 も、 

能材を 欠伸の 上に 發揮 せんが 爲 めに 他の 聽講 者に 先んじて、 倦厭の 波動 を 一 順 操り 越して、 欠伸の 意識 を 

明かに 焦點に 安置す ろの 理由な きなり C 之と 同じく 最後に 欠伸の 番に 中る もの 亦必 すし も 凡材を 以てせん 

する にあら す。 欠伸の 模擬 さ へ 人後に 立つ を 恥 づるゃ も 知る ベ からすと 雖 ども、 如何せん 機綠 未だ 熱せす" 

欠 仲の 悟り を 開く 能 は ざれば 碌 々として 最終の 嘲 を 受け ざ る を 得ざる が 如し。 

能材的 F は 模擬 的 F の必す 到着すべき 點に、 模擬 的 F より 先に 到着す ろが 故に、 數に 於て 後者に 及ば さ 

る 事 遠し と雖 ども、 漸次に 之 を われに 吸收 すろ の點に 於て、 却って 後者に 優る 勢力 を 有する ものと す。 世 

俗此 種の 人物 を 評して、 機 を 5- るに 敏 なる の士 となし、 或は 時勢 を達觀 する の 才と云 ふ。 蓋し 世評のう ち 

に は 偶然に 先 だてる ものと、 有意に 進める ものと を區 別せ ざるが 如し。 而 して 前者の 比較的に 多き は猶更 

想 倒せ ざ ろが 如し。 日露 戰爭 のとき 戦後 工業の 勃興 を豫 知して 多大 の 株を買 收し て 千萬圓 S 富 を 致せる も 

の あり。 是 明かに、 此 種の F を 有する ものな り。 只 商 買 上の 事 は. 考慮 計 營の餘 に 成る のみなら す、 多く 

の 危險を 賭せざる ベから ざるが 故に、 詩人の 詩 を 作り、 文人の 文 を 草す ると は 大に趣 を 異にする もの あり _ 

創作の 士は 趣味の 上に 立つ。 趣味 は 思索に あらす。 時好と 流行と 自己と 相接觸 して、 一 尊の 芳醇 自 から 胸 

裏に 熱する とき、 機に 應 じて 龍 郁 を 吐く のみ。 而 して 自 から 知らざる 事 多し。 若し 內に 酵釀 する 所な くん 

ば、 知 を 用 ゐる事 周到、 計 をめ ぐらす 事 綿密.， 1 企晝 悉く 有理 にして、 以て 天下の 好尙に 先んぜん と 欲する 

三 四 七 


三 四 八 

も、 知の 命す る 所に 向って 筆 を 走らし、 計の 定 むる 邊 にあたって 句 を 着す る 事 難き が 故に 遂に 失敗に 終る 

は 明かな り。 能才的 F にして 文壇に 成功せ る もの 古來擧 けて 數ふ ベから す。 Byron は 一 朝 睡眼を 摩して 

臥床に、 わが 知名の 士 なる を 發 見せり。 Kipling の 印度の 小話に よって 名 を 得た るも此 類な り。 (かの 有 

名なる Marie  cores の 文界に 勢力 あるが 如き は大に 之と 趣 を 異にす。 其 勢力 ある は 一 般の 集合 F、 卽ち 

模擬 的 意識 を 有する もの を讀 者と して 多 數の歡 迎を受 くるに 過ぎす。 此 故に 讀者愈 多くして 其 作愈庸 俗な 

り。) 

llJ 第三の 意識 を 名け て 天才 的 F と 云 ふ。 もし 實 質に 就て 天才の F と 能才の F を區 別せ よと 命ぜられ たる 

時， 何人も 之 を 明瞭に 定め 得る ものな かるべし。 只 余 は 以下の 形質 を帶 ぶる もの を 一括して 之に 名づ くる 

に 天. IV 的 F の稱を 以てした るの み。 (讀者 能才と 天ネの 用語に 拘泥して 無用の 葛藤 を 胸裏に 描くな くんば 

可な り。) 

能才的 F の社會 に歡迎 せられて 成功の 桂冠に 其 頭 を 飾る に反して 天ネ的 F は 聲譽を 俗流に 擅に する 能 は 

ざるの みならす、 時として は 一 代の 好尙と 相反 馳 して、 互に 容る、 事 能 はざる の 不幸に 會す。 大聲は 傯 耳 

に 入らす と 云 ひ、 膝 兄に i 興珠を 抛つ と 云 ひ、 馬 耳に 東風と 云 ふ。 皆 天才 的 F の庸 衆と 週 かに K 撰 を 異にせ 

る を 示せる ものな り。 吾人 は 再び 焦點 意識の 波動 說に歸 つて、 此 種の F の 他と 竝馳 せざる 所以 を 究めざる 

ベから す。 

模擬 的 意識の F に 留まって g^:< の 先 を 闇 黑に控 へたる 時に 當 つて， 能 ォの腦 裏に は、 F の將に 推移す ベ 

き 次期 の^を 胚胎し つ、 ある は 前節に 述べた るが 如し。 今 能才が を豫 想し つ 、あるに 當 つて、 旣 に.^ を 

焦點に 意識す る もの ありと せば 此人 は能才 よりも 一 步の 早き に 時勢 を覺 知す る ものな り。 啻に^-を意識す 

るの みならす、 次期の F を豫 想し、 豫想 する のみなら す 之 を 意識し、 更に 進んで がに 及び、 —— ！：^に安ん 


ぜす して I.- に 至り、 遂に 5- に 行き 得る もの ありと せば、 此人は 多數の 民衆が F に 固定せ る 間に、 少數 の^ 

才が F を豫 想し つ 、ある 間に、 旣に 幾多の 波動 を乘り 超え て^に 馳け拔 けたる ものな り。 ^は F の 早晚達 

すべき 驛路 なる は 云 ふ を 待た すと 雖 ども、 現在の F を 有する 多数より 判斷 すれば、 其 間隔の 餘 りに 遠き が 

爲 めに、 其 現在 意識の 周圍を 四顧して^ の 影を認 むる 事 能 はざる を、 はて、 之 を評慣 する 能 はざる のみなら 

す、 且つ 之 を 排斥 せんとす。 同類 は相聚 つて 得意な り。 同類 中に あって 尤も 緣 故の 遠き ものより 疎外し 蹑 

逐 ぜんとの 賦性 を 有すれば なり。 天ネ的 F の 失敗と 壓迫と を事實 として、 之 を焦點 意識の 理論に よりて 解 

せんとす る咭、 此說明 を 以て 說 明の 一 方法と する も 可なる に 似たり。 此說 明に よって 吾人の 得た る 凡人と 

天ネ との 差違 は 下の 如し。 11 凡人と 天才と は F を 意識す るの 遲速 によって 诀す。 —— 凡人と 天ォ との 距 

離 は、 F と F との 閒隔 なり。 F は 自然の 流に 沿 ふて 自 から^に 至るべき 傾向 を 有する が 故に、 其 質に 於て 

兩 者の 差違 を定 むる 事 能 はす。 此 故に 凡人と 天ネ との 差違 は 其 意識す る- 2： 容の 質に あらす して 其 先 後な り。 

ffll し 先 後 は 質に 關 係な き にあら ざ るが 故に、 も し 嚴密な る 言語 を以 て 之 を 正せば * 波動 を 生す る 時の 影 

より 起る、 (而 して 他の 源 因より 起る にあらざる) 意識の 内容の 差違な り。 例へば 一 人の 幼時と 壯 時との 差 

違の 如し。 一 人に 就て 云 ふが 故に 兩者は 同 物な り、 然れ ども 一 定の 時を經 過せ ざれば 幼年 は壯 年に 達する 

事 能 はざる が 故に、 兩# は、 時の 支配 を受 くる 點 より 見て、 異物な り。 而 して 少年に 示す に、 其 少年が 二 

十 年の 後必す 到達すべき 體纏 容姿の 富眞を 以てする も、 其 距離の あまりに 遠き が 故に、 自己 を 見て、 自己 

を 認識せ ざるの みならす、 却って 之 を 憎まん とする が、 凡人の 天才に 對 する 態度な り。 (此 鮮釋 より 見た る) 

吾人 は 此解釋 を 以て 不當 なりと 信ぜす。 然れ ども 之 を 以て 唯一 の解釋 なりと 主張す る 能 はざる なり。 凡 

人と 天才の 差 は焦點 意識の 原理より 論じて、 猶ー 一 樣の鲜 釋を容 る 、 の餘地 あるが 如し。 前節の 解释を 以て 

するとき は、 天才の 意識 波動 は、 一般の 推移と 只 其 stage を 異にする のみに して 、推移の 過程と 願 序に 
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至って は 毫も 矛盾せ ざるの みか、 よく 合致して 戾ら ざる ものな り。 然れ ども 吾人 は 此解釋 を 許す と共に、 

又 か く 想像す ろ の 自由な る を 信す。 

M 天ォの 意識 焦點 中には 他人に 見出し 能 はざる 一 個の 核と なづ くべき もの ありて、 此焦點 たる F の主腦 

となる。 此主腦 の 如何にして 發 現し 又 如何にして 現在の 狀 態に あるか は荅 人の 論す る 所に あらす。 只 吾人 

の 云 はんと 欲する 所は此 核の 存在な り。 核の 存在 を假定 したる 後、 吾人 は 再び 云 ふ。 天才の F も 常人の 如 

く 推移して 不斷の 波動 を 構成す。 只此 波動の 起伏 を 一 曲折の 短 かきに 切斷 して， 其 焦 點を撿 するとき 吾人 

は 常に 特殊の 現象に 際 倉す。 特殊の 現象と は、 いづれ の焦點 中に も此 核の 織 素と して 其 地位 を 保持す る を 

云 ふなり。 此に 於て F の F に 移り、， FSF に變 する の點に 於て 常人と 異なる 所な き焦點 は、 ロハ 一 個の 核の 

存在の 爲 めに、 いづれ の 焦點に 於ても 常人と 異なる の奇 觀を呈 する に 至ら。 而 して 此核は 數學に 所謂 恆数 

(constant) にして、 其 量と 質に 於て、 終始一貫して 數 多の 焦點を 影稱し 去る を 以て、 他と 同じ かるべき 

焦點 は、 此ー 核の 爲 めに 隨時 隨處に 他と 同じから ざるの 結果 を 生す るの みならす、 雜駁 にして 收束 なき F 

の變 化に 一種 S 統一 を與. ふ。 

前項に 述べた る 天 ォの、 千里の 遠き を視、 千里の 外を聽 くが 爲 めに 凡人と 異なる に反して、 此 種の 解驟 

に從 へば、 天才 は いづれ の 場合， いづれ の 時に も會釋 遠慮なくして、 此 自己に 特有なる 核 を 以て 見、 核 を 

以て 聞く が爲 めに 凡人と 異なる に 至る。 而 して 此核 は恆數 なる を 以て 造次 顚沛の 際に も 彼の 意識 を 離る や 

能 はざる が 故に、 常 見と 反し、 常識と 戻る 場合に も、 其 反 11^ を 顧慮す るの 遑な きうち に、 核の 影響 は旣に 

一 般 F を變 化し て 自家 特有 の F を 生す。 しか も是 を以 て 普通 に 共通なら ざ る 可 か らざ る F と 思惟す る事往 

往なり。 是に 於て か 彼等 は 時に 流 俗の 怒 を 招き 又 其 嘲笑 を 買 ふ。 或は 其 特色の 一 種の 神 經病卷 と 似た るみ 

以て、 運 彼此 混同の 厄に 逢 ふ。 古より 偉大なる 系統 は 常に 零碎の 事寳を あつめて 成る。 常人の 意識 は煩壤 


なる 現象の 鑌紛 として 去來 する に 任せて、 朝三暮四の 活計に 耳目の 生命 を 托す。 此 故に 色相に 騸 役せられ， 

物 華に 浮沈し て 旋囘流 轉し了 る に 過ぎす。 日々 に 逢 ふ 所 千緖萬 端な るに 關 はらす、 其 千緖萬 端な る に 任せ 

て雜 然として 明滅す。 かの 辂檸 たる もの は 遂に 是鏡 裏に 車馬 行人 を寫 すと 異なるな し。 只此 一個の 核を拈 

定 して 金輪際に 動かざる もの は、 此 核の 形に 應じ、 此 核の 質に 隨 つて、 かの 浮遊 限りなき！ 3 塵埃 を あつめ 

て、 あるいは 一 元の 會を なし、 あるひ は 二 元の 會を なし。 あるひ は 萬 有 皆 神の 會を なし。 或は 物質 不狨の 

會を なし。 或は 樂 天の 會 をな し。 或は 悲觀 の會 をな す。 此會 をな して 天地 を 貫く とき、 人生 を斷 するとき * 

耳目に 觸る、 所 は 常人と 異なるな くして、 しかも 其 意識す る 所は逾 然として 常人と 趣 を 異にす。 角 を 以て 

核と なす もの あり 0 桝を 以て 角と なし、 硯を 以て 角と なすの みならす。 盆 を 以て 角と なし。 月 を 以て 角と 

なし、 日 を 以て 角と なさ すん ば 巳ます。 彼等の 解釋は 悉く 角なる 核に 支配 せらる、 が 故な り。 彼等 は事每 

に 角より 出立 すれば なり。 彼等 は圓を 以て 角の 變體 となす が 故な り。 三角 を 以て 四角の 一 邊を 失へ る もの 

と觀 すれば なり。 菱形 を 以て 角度の 狂へ る 角と 思惟す るが 故な り。 かくの 如くに して 天下に 悉く 角より 成 

立せ ざる ものな し。 三 を 以て 核と なす もの あり。 彼等の 云 ふ 所 を 聞けば 天地 は 人と 合して 三體 をな す。 現 

在 は 過去、 未來 を^せ て 三世 をな す。 日 は 夜を餘 し、 歳 は 冬を餘 し、 時 は 雨を餘 して 三餘 となす。 單に是 

のみなら す、 一 は 三より 二 を 減じた る ものな り、 四 は 三に 一 を 加へ たる ものな り。 かくの 如くに して 宇宙 

は 三 を 以て 成立せ ざる ものな し。 孝子 は 飴 を 見て 親 を 養 はんと 欲す、 是其 核の 親に 存す るが 故な り、 丐兒 

は 飴 を 得て 錢を 釣らん と 欲す。 是其 核の 錢に 在れば なり。 p^alstafE は 滑稽の 核 を 有して 天地 を潢斷 する も 

のな り。 Don  Quixote は 騎士の 核 を 有して 一 生を縱 貫す る ものな り。 Darwin は 進化の 核 を 有して 鳥默 

を 見、 妻子 を 見、 かねて 天子 を 見る ものな り。 蕪 村 は 俳句の 核 を 有して、 日月 を 見、 星辰 を 見、 奴婢 を 

又 王侯 を 見る ものな り。 彼等 は 意識 毎に 此核を 以て 主腦 とす。 此 故に 意識 は 一 波に 起り 一 波に 威して、 し 
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かも 其 內容は 凡人と 異なるな きに も關 はらす、 常に 此 核の 影響 を 受けて 一 種の 特色 を 生す。 此 特色 あるが 

爲 めに、 常人の 威厳 を感 する 所に 於て 橡笑を 感じ、 常人の 尊敬 を拂ふ 所に 於て 侮蔑 を拂 ひ、 常人の 不可 思 

議 とする 所に 於て 可 思議と 斷す。 此 故に 天才に 世俗と 相容れ ざるの 意識 ある は此 核の 存在に 起因す と假定 

する も 不可な きが 如し Q 

§ 再び 意識 焦點の 辯に 歸 つて 第三の 說明を 下す 事 下の 如し。 常人の 意識 は 常人 を 支配す る 源 因 によりて 

F より.^ に、 がより がに 推移して 窮極す る 所な し。 天才の 意識 は 常人 を 支配す る 源 ral によらす して F より 

A に、 A より B に 推移して 窮極す る 所な し。 之 を解說 せんに は先づ 天才と 常人と が 共通なる F を 波動の 一!^. 

點に戴 だく 事 あり と 假定し て、 其 別途 に 分岐して 進行す る樣 子を棵 究す る を 便せ とす。 

常人の 意識が 一 定時の 間 F にと 5t まるの 後、 遂にが に 移る にあたって、 ある 個人の 意識 は 常人と 共に 糍 

遷 する 事 を 諾んぜ す、 普通 以上の 時間 之に 停 住して、 又 他 を 顧みざる 事 あり。 其 何が 故に 此通速 を 生す ろ 

や は 今 論述す る を 要せす。 思 ふに 他の 移らん とする を 我 一 人 移らす と 主張す る は (故意に 主張す るに あら 

す。 自然に 命ぜられて 主張す るな り) 焦點 たる 刻下の F が、 とくに 此 人に 於て 比較的 强烈 なる を證 明す る 

ものと 云 はざる 可から す。 强烈 なる F を 意識して、 他の 刺 撃に 應ぜ ざる 程に 心 を 奪 はる、 とき は、 普通の 

場合に 於て、 此强烈 なる F の識 末に 降下す る を 待って、 他人の 後塵 を 追 ふて、 通 刻 を 憚から すがに 赴く も 

のに あらす。 如何と なれば F の强烈 なれば なる 程、 彼は此 F に 於て 他の 見る 能 はざる もの を 見、 他の 聞き 

能 はざる もの を 聞き、 もしくは 他の 感 する 能 はざる もの を 感じ 或は 他の 考 ふる 能 はざる もの を考 へ 得る の 

傾向 を 有す れば なり。 故 にもし 此 個人 にして F より 他 に 移る ベ き 機會を 生す ると き は 其 傾向 は 普通人 の. Ml 

に 移りた る.^ にあら すして、 却って 是と趣 を 異にせる A なる に 近し。 而 して A は、 F を强く 意識せ るの 結 

染 として 次囘の 波動に あら はる > ものなる が 故に、 特殊 S 源闪 なき 限り は、 F の 外部より 來ら すして 反つ 


て F の 中より 發 現す と斷じ 得べ し。 F の 内部より 發 現し 來る とせば、 F と 無關係 S 或 物に あらす して、 F 

の 一 部なる も、 前囘の 波動に は 比較的 明瞭に 意識せられ ざり しものに 外なら ざるべし C 之 を F の 一 部と 云 

ふ も 可な り、 或は F の屬 性と 云 ふ も 可な り、 叉 は F の屬 性との 關 係と 云 ふ も 可な り。 

i 吊 人 の 意識が F より^ に 行く に反して、 あ る 個人 S 意識が F より A に 行く は 之 を說 明せ り。 而 して A  S. 

生 質 も 亦 之ん- 說明 せり。 今 A に 在る 意識の 再び B に 行く を、 B に 在る 意識 _s 又 C に 去る を、 前項に 述べた 

る 意義に 於て 、 又 前項に 述べ た る關 係に 於て するとき、 吾人 は此 個人 S 意識 雜點の 連續と 常人の 意識 焦點 

の 連 續とは 只 一 の F を 共通に 有する のみに て、 波動 を 重ぬ るに 從 つて 互に 分岐す る を 見るべし。 而 して 常 

人の 意識 は F を 平面 的に 離れ、 この 個人の 意識 は F を立體 的に 離る、 と 云 ひ 得べ し。 平面 的と は F に 執着 

せざる が 故に、 外界の 機 緣に應 じて 散漫 を 厭 はす、 外部に 向って 波動 を 延長す る を 云 ふ。 立體 的と は F に 

5^ 着す るが 故に F の 内面 は 新 焦 點を發 見し、 其 新焦點 2： に 又 新 焦 點を發 見して、 F を 穿って 深く 波動 を 下 

曆に 徹せし むる を 云 ふ。 

此 二種の 延長 法 を 許す 時、 吾人 は 前者の 多く 素人と 云へ る 大部分の 間に 行 はれ、 後者の 多く 黑 人と 名づ 

くる 藝術 家、 專門攀 者 等のう ちに 行 はる. -を 見る。 而 して 此の 延長 法の ある 程度 を 超えて 黑 人の 域に と，.' 

まらざる に 至る とき、 歩 を 進めて 云へば F の. 2： 面 は 波 勁を擴 ぐるの みに て、 決して、 外部に 焦點を 求め ざ 

ると き、 卽ち 彼等が 狹^ にして 深奥なる、 綿密に して 周到なる 智識と 情緒 を ある 專攻の 題 R に 有して、 其 

他の 人事 天然に 全く 無頓着 なるとき、 吾人 は 明かに 一 種の 畸形 兒 にして =：：1 つ 天才なる 一 人物 を豫 想し 得べ 

し。 此 一 人物 は 天才なる と 同時に 畸形 兒 たるが 故に 世間の 習 惯を鮮 せす、 俗流の 禮 義に嫻 はす。 我 は 普通 

一般の 道 德心を さへ 有せす。 爲 めに 社會の 大多数の 忌む 所と なるな きを 保せ す。 

高等なる 專門擧 者に して 毫も 氣 韻の 糞む ベ きな きもの あり。 有名なる 藝術 家に して 毫も 正義 を 重んぜ ざ 
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る もの あり。 是等は 皆天ネ たるの 榮を 有する と共に 畸形 兒 たるの 業を享 けて 此 世に 生れた る ものな り。 彼 

等 は旣に 畸形 兒 たるの 犧 牲を敢 てして 內 部に 其 F を擄 張す るが 故に 其專 門の 擧科 もしくは 技藝に 於て は銳 

敏 なる 事 凡人の 百 千倍に 達す。 或 人 曰く  Titian は 尋常 人の 一 色を認 むる 所に 於て、 旣に百 色を鑒 別す と- 

之 を 専修の 功と 云 ふ。 是等は 尤も 榮譽 あるの 一 例な り、" もし 夫れ 專門 とする 所に して 何等の 取るべき なく 

して 徒らに 其 道に 天才なる は、 只に 天ネ たるの 不名譽 なる のみなら す、 併せて 畸形 兒 たるの 酷 を 一代に か 

が やかす ものな り。 彼の 實業 家に して 專 一 に 利 を 射る の 天才 あり。 偷盜 の天ネ あり。 瞞着の 天才 あり。 金 

力 を 濫用し、 も し くは權 勢を濫 ffl し て 貧弱 を 迫害 せんと 欲する の 天才 あり。 之 を稱し て 有害 無 盆の 天ネと 

云 ふ a 有害 無 盆 の 天才 は 賠償す ベ き 功德を 有せず し て 、 毒 を 社會に 流す を 以て 目的と する に 均しき 天才な 

るの みならす、 他の 尊むべき 天才と 共に、 畸形 兒 たるの 弊 を かねた る を 以て、 之 を 撲殺して 狂犬の 如く 坑 

內ゃ i 投する は 全社 會の 責任な り。 

余 は焦點 意識の 說に 本いて、 一 見 不可思議なる 天ネ的 F に對 して 三 樣の說 明 を 呈出せ り。 三樣 のうち 何 

れを 以て 正當 の解釋 となすべき か、 义 は三樣 共に 存 すべき か 遂に 之 を 知らす と雖 ども、 余の^^釋は此三樣 

の 外に 出 づる能 はざる を 以て、 こ  >  に 天才の 說明を 終る。 

模擬の 意識と、 能才の 意識と、 天才の 意識と は、 一 代に 於る 各階 級に 通じて 行 はるべき 三大區 劃な り。 

但 し 此區劃 は 便宜の 爲 めに 設けた るに 過ぎざる を 以て、 之 を 事 實に驗 するとき は、 吾人の かくの 如く 歡 3« 

たる 範ぼ 内に 蟄居して、 かって 門牆 外に 逸出す る 事な き 器械 的の 生活 を營 まざる を發 見す る は 無論な り。 

模擬と 能才の 中間に は兩 者の 雜 種と 見 傚すべき 一 族を數 ふる を 得べ く、 能才と 天才との 中間に も亦兩 者の 

混血 兒を擧 ぐる を 得べ し。 かくの 如くに して 三 を 分って 五と なし、 五 を 割いて 九と なし、 九を綜 めて 十七 

となし、 暦々 區 劃の 領域 を狹 むる 時、 此 三種の 意識 は 明確なる 段落 を 構成す る 事な く、 墨 を 暈して 白紙に 


^貼す るに 似て、 分明に 異同 を辨 する の 必要な く、 甲 は 流れて こに 入り、 こ は 融けて 丙に 和す るに 至る。 

而 して 文舉者 は社會 階級の 一 として 數 ふる を 得る が 故に、 彼等 も亦此 意識の 特性 を 享有して、 各 三種の 間 

に  一 ^5 の 地歩 を 占めて 介在す る は 明かな り。 (諸君 若し F の發 育す る 過程 を 知らん と 欲せば Baldwin の 

Soeial  and  Ethical  Inteysetations  hi  Mental  Devdotrnlent を參考 すべ く。 又實 例に 就て 天才の a. 絞 を 窺 

はんと 欲する もの は Ivombroso の The  Men  of  Genius を繙 くべ し。 Gustave  Le  won の The  psycho- 

logy of  Socialism  は 通俗に して 學說の 深奥なる ものな しと 雖 ども 集合せ る 人心の 活動 狀態を 知る に 便宜 あ 

る を 以て 通讀 する を 可とす。) 

最後に 三種の 意識に 總括的 評論 を 下して 曰く 

T 模擬 S 意識 は 数に 於て 尤も 優勢な り。 故に 利害の 關係上 尤も 安全な り。 但し 獨創的 價値を 云へば 殆ん 

ど 皆無な り。 從 つて 赫々 の 名な くして 草木と 同じく 泯 威す。 

能才の 意識 は數に 於て、 T に 劣る 事 多し。 然れ ども 其 特性と して、 .1 の 到着 地を豫 想して 一 波動の 先 

驅？ 一?; たるの 功 ある を 以て、 槪 して 社會の 寵兒 たり。 利害より 論 すれば 固より 安全な り。 但し 其 特色 は獨創 

的と 云 はんより は 寧ろ 機敏と 評する を 可とす。 機敏と は 通 速の 辯に 過ぎざる を 以て、 遲 述 以外に 社 會に影 

饗を與 ふる 能 はざる を 例と す。 通俗の 語 を 以て 此 種の 人 を 品 すれば 才子と 云 ふが 尤も 適當 なる ベ し。 世俗 

時に 才子 を 誤って 天才と なす は 一 時の 成功に 眩せられ て 其 實質を 解剖す る 能 はざる に 由る。 

IT1 天才の 意識 は數に 於て 遠く 前 二者に 及ばす。 且つ 其 特色の 突飛なる を 以て 危險の 虞 最も 多し。 多くの 

場合に 於て K 成 熱の 期に 達せざる にあたって 早く 旣に 俗物の 驟躏 する 所と なる。 (而も 此 俗物 は天卞 を-謳 

歌す ると 自稱 する ものな り。 此 俗物 は麼 史的に 古昔より 傳來 せる 天才 を 謳歌して、 何が 故に 今 世に 天才 は 

出 せざる や、 出現せ ざる やと 問 ふの 傍ら、 常に. 幾多の 天才 を 足下に 踏み^して 悔 ゆる 事な し。 是 俗物な 
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る 所以な り。) 然れ ども 天才の 意識 は 弗 常に 强烈 なる を 常態と する を 以て、 世俗と 衝突して、 夭折す るに 

あらざる より は、 其 所思 を實 現せ すん ば 巳ます。 此點 より 見て 天才 は 尤も 頑愚なる ものな り。 もし 其 一念 

の實 現せられ て、 たまく 其獨 創的價 値の 社會に 認めら る、 や、 先の 頑愚なる もの 變 じて 偉烈なる 人格と 

なり、 頑愚の 頭より 赫灼の 光 を 放つ に 至る。 而も 彼 自身 は 偉烈に 閼 せす、 頑愚に 關 せす、 只 自己の 强烈な 

る 意識に 左右 せられて 之 を賨 現す るの み。 故に 天才の 自己 を實 現す る を 忌まば 忠告す るな かれ、 反 紫す る 

勿れ、 嘲罵す るな かれ、 無用の 勞を 徒費す るな かれ。 只 不意に 起って 之ん-撲殺すべし。 日蓮 を 忌まば 日蓮 

を 殺す を 以て 上策と す、 耶蘇 を 忌まば 耶蘇 を 礎す る を 以て 上策と す。 隙蔡の 野に 困した る 孔子 は 遂に 道 を 

失 ふ 事な く、 退擧を 命ぜられ たる Slielley は 無神論 を 翻へ す 可から す。 彼等 をして 只 世俗の 云 ふ 所に 從っ 

て去來 進退せ しめば 其 天才た る 果して いづれ の 點に存 せん。 

第二 章 意識 推移の 原則 

1 時代の 意識 を橫斷 して、 類別せ る 三種に 形質 上の 說明 を與 へたる は 第一章に 於る が 如し。 一 時代の 集 

合 意識が 如何なる 方向に 變 化して、 如何なる 法則に 支配 せらる ， か を 論す る は此窣 の目购 なり。 

H  _ き弋ニ 於る 集合 意識の 播布 は嗜 示の 法則に 由って 支配 せらる。 喑 示と は 感覺と 云 はす、 觀 念と 云 は 

す、 意志と 云 はす、 進んで 複雜 なる 情 揉に 至って、 E 'の 乙に 傳播 して 之 を 踏 せし むる 一種の 方法 を 云 ふ- 

嗜示 法の 尤も 强烈 なる 證明は 被 催眠 者に 於て 之 を 見る 事 を 得。 彼等に 向って 水 を 熱しと 云へば、 冰 敏を拘 

いて、 彿湯を 盛る が 如くに 苦悶す。 羽毛の 輕 きを 掌 上に 載せて、 其 重 からん 事 を喑示 すれば、 九 鼎 を 支へ 

て甚 ゆる 能 はざる が 如きの 觀を なす。 是 人れ 普く 知る 所、 斯道の 書、 例を擧 ぐる 事審 なれば 辯 明 を 費やす 


の 必要なし。 常態に 住する の 人 亦往々 にして 此の 如きの 嗜 示を受 くる 事 ある も事實 なる が 如し。 或 醫師の 

報告に よるに 甞 て神經 質なる 一 女子に 手術 を 施 こすの 必要 ありて、 魔睡 劑を 用ゐ るの 準備と して 假面を 被 

らしめ たるに、 未だ 藥を 致さ > るに 旣に 昏睡の 狀に陷 つて 知覺を 失へ りと 云へ り。 是 常人に して 尤も 喑示 

を 受け 易き ものな り。 特殊の 例外 を 除いて、 一般の 人に 就て 云へば、 小兒 は其最 たる もの、 女子 之に 次-ぐ 

に 似たり。 普通の 男子に あって は 大に其 度 を 減す るが 如しと 雖 ども、 其 存在 は爭 ふべ からす。 Pascal 曰 

く 吾人 他 を 呼んで 愚人な りと 云 ふ事遞 なれば、 S 単に 展 なる 丈に て、 他 をして 自己 を 愚人な りと 思 はしむ る 

に 足る。 他 をして 吾 は 愚人な りと 自己に 告 ゆしむ る 丈に て、 自己 を 愚人な りと 信ぜし むる に 足る。 人は斯 

く 造られた る ものな りと。 

以上 は嗜 示の 方法に よって 想像 世界に 事實を 創造せ しむる 特別の 場合に 過ぎす と雖 ども、 吾人 をして 喑 

示 の 意義 を 少しく 布衍す る を 得せし むれば、 日常の 場合に 於け る 日常 人 も 亦 不斷に 喑示を 受けて、 其 意識 

を變 化しつ 、ありと 云 ふを妨 ゆざる に 似たり。 

之み- 說 明す るに 吾人 は 再び 焦點 波動の 辯に 歸 つて F の.^ に 推移す るの 狀を考 へ ざるべ からす。 專問 家な 

ら ざる 余の、 か、 る 問題に 入る は、 好んで 水際 を 離れて 轍 下に 險喁 する 鲋 魚に 似たり と雖 ども、 全.； の 主 , 

意に 關係 ある を 以て、 門外漢の 理論と して、 卑見 を述 ぶる- S 必要 を認 む。 吾人が F を然點 に 意識す る 時、 

之に 應 する 腦の狀 態 は C に 在りと 假定し 得べ し。 而 して F の.^ に 推移 するとき、 C も 亦 之に 應 じて びに 推 

移す る は 疑 ふべ からす。 意識 は區 分し て 微塵の 細に 至る とも、 遂に 腦裏 S 物質的 狀態 に 變す る 能 は ざ る は 

勿論な りと 雖 ども、 兩 者の 關係 は、 如何なる 精密の 變化を も相應 作用に て、 互に 說 明し つ、 ありと する は 

常 然と 云 はんより は 必然の 假定 なれば なり。 栗して 然 らば C はび を 生す る 一 の條 件に して、 而してひは^.- 

に^^應する腦の狀態なるが故に、 C は 又^も 生す る 一 の條 件な り。 而 して C は 何等の 刺激 (内、 外) なく 
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して ひに 移る S 理由な きが 故に、 . ^を 生す る 必要，：；^ 件 は C と S  (刺激) とに 歸 着すべし。 (刺激と 云 ふが 

不穩當 ならば 他の 語 を 代 川す るを妨 ゆす。) 此 SS 性質 は 未定 なれ ども、 之 を 一 に 限る の 不合理なる を以 

て、 種々 なりと 推定す。 强 弱の 度に 於て、 性質の 差に 於て 一 樣 ならざる S が C を 冒す とき は、 何れの 場合 

に 於ても C は 一 樣 なる 難易の 度 を 以て S に 反動す るの 理 なし。 ある S に應 する 事 は 速 かに 且つ 强く、 - ある 

S に應 する 事 は 遲く且 鈍き 事 あるべ し。 是に 於て かじ を 以て それ 自身に 於て 斷然 たる 特殊の 傾向 を 有する 

ものと 見 傚す は 巳 を 得ざる の 結論な り。 斷然 た る 特殊 の 倾向を 有する C にして 二 個 以上の S に選擇 の 自由 

を 有する とき は、 第一 に 尤も 其 傾向に 都合よ き S を迎へ て、 之と 抱 合して び を 構成し、 ひ を 溝 成した るの 

結果と してが を 意識す るに 至るべき は 必然の 理 なり。 而 して 吾人が 此 現象 ぼ界に 住して、 身體藏 器の 活動 

を 支持す る 以上 は、 此 S は 外部より 内部より 種々 なる 形 を 以て 刻々 に C を 冒さん とする は 明かなる を 以て 

C が ひに 推移す る 迄に は 幾多の S を 却下せ ざる 可から す。 幾多 SS が 却下せられ たると き、 尤も C の 傾向 

に 適した る 幸福なる S は C を 抱いて C を 生す。 此 過程 を 意識に 闢 したる 語に 翻譯 すれば、 F の^に 推移す 

ろ 場合に は 普通 S の 銃爭を My ざるべ からすと 云 ふ 意義と なる。 而 して 此 S さ へ も 意識的 内容 を 有する 方面 

OOO0OO0OO00O0O0OOOCOOOO0OOOOO 

より 見る を 得る が 故に、 上の 命題 は F のがに 推移す る 場合に は 普通 幾多の ® の 競 爭を經 ざるべ からすと 變 

する を 得。 © と は焦點 に 存在す る もの、 意味 を 有せす、 識末 もしく  〔は〕 識域 下に ある もの を かね 稱す。 

かくの如く？の^：-に移るには幾多の⑰ょり申し込を得て、 其う ちょり 尤も 優勢なる もの もしくは F の 傾向 

に 適した る もの を 採用す るが 故に、 此 意味に 於て 吾人の 意識 焦點の 推移 は喑示 法に 支配 せらる と 云 ひ 得べ 

きに 似たり。 如何と なれば が は 突然と して F を 追 ふて、 焦點に 上る ものに あらす、 吾人が 明瞭に 之 を 意識 

する 前旣に 幽かに 喑 示せら る 、が 故な り。 

riift 人 は C の 傾向 を假定 し、 又 S の强弱 を假定 したり。 又 S の 性質に 差違 あるべき を假定 したり。 じの 


倾向 を假定 すると 同時に F の 傾向 を も假定 せざる を 得す。 S の 性質の 差 遠と 强 弱の 程度 を假定 すると 同時 

に W に 就ても 同樣の 假定を 下さざる ベから す。 此 等の 假定 より 出立して 吾人 は 一 三 一の 演 棒 を 得べ く、 而し 

て其演 IS する 所 はた に 日常の！" 驗に徵 して 事竄 なる のみなら す、 其範园 を狹く 文學に 限つ H 其應 ffl を檢 

するとき は 頗る 興味 あ る 結論 を 得 るが 如し 0 

)0000-000000000  O00000000000000000O00 

い 有力なる S を 加へ ざると き は、 F は 自己の 有する 自然の 傾向に 隨 つてが に 移る。 而 して 自然の 傾向と 

は經驗 S 度 を 尤も 多く 重ねた る 順序に 從 つて、 經驗の 度 を 尤も 多く 重ねて 自己に 追陪 せる W に 移る と 云 ふ 

に 過ぎす。 換言すれば 吾人の 意識 推移 は習惯 S 結果に よって 連結せ られ たる 内容 を、 習慣の 結果に よって 

傅た る 秩序に 排列し つ 、進行して、 之 を 操り 返す を 常と する ものな り。 例へば  一 の 人力車が 吾人の 焦點 

に 上る とき、 吾人 は 習慣の 結果と して 次に は 車夫 を 焦點に 置く が 如し。 而 して 普通人 民の 意識 は 常態に 於 

て 特別なる S を受 くる 事な きが 故に、 大抵 は此 自然 S 傾向に， 從 つて 推移す るに 過き す" 此點に 於て 彼等の 

意識 は 模擬 的に 出立して 約束 的に 進歩す る ものと 云ぶべし。 模擬 的 意識と 約束 的 意識と は 其 内容と 順序に 

於て 一 致す る 事 多き が 故に 一 を 以て 他に 代 ffl する を妨 ゆざる に 似たり。 之 を 文 擧に應 用して 說明 するとき 

化 例 證は擧 ゆて 數 ふべ からす。 「鳥が 鳴く」 の 後に は必す 「東の 空」 を 思 ひ 浮べざる 可から すと 思惟す る 

もの あり。 「此日 や」 と 云 ふとき 必す 「天 氣 晴朗」 を隨 伴す るが 如し。 後段に 至って 再ぴ此 問題に 觸 る、 

事 あるべし。 

が 自己の 傾向に 從 つて 尤も 容易に がに 至る 場合 は， I なりと 雖 ども、 然ら ざる 場合に 在って は 尤も 抵 

抗カ 少な きが を 擇んで 之に 移る を 常と す。 卽ち多 き喑示 のうち、 自己の 傾向 を 害する 度 の 烈し か らざ る F 

を 擇んで 之 に 焦點 み- 讓 るとの 意な り。 自己の 傾向 を 害する 度の 烈し か ら： さ る もの は、 せ、 性質 の ある 部分に 

於て、 自己と 接觸 する ものなる べしと は 當然の 推論なる が 故に、 F の 移るべき W は 何等かの 點に 於て F と 

三 五 九 


一- ケー ハ .0 

類似せ る ものなる ベ しと 豫 想す る の 誤り な らざ る を 知る。 ( かの 能才的 意識と 模擬 的 意識の 關係 は Z とが 

の 係に 似た る は讀 者の 認 むる 所な るべ し。) F と F が 類似す る の 推移に 便な る を 知る とき、 吾人の 先に 

述べた る 文 ふ 5 チ 找と號 する もの、 •  ：！： が 故に 必要に して、 何が 故に 作家の 腦 裏に 浮び、 何が 故に 讀 者に 

快感 を ..M. 亡 0 かの 問題 は自 から 解 釋せら る >  .^兒 るべ し。 吾人 は 文舉的 手段と して 首に 四 種の 聯想 法を述 

ベたり。 而 して 其 特性 を檢 する に 一 種 の^を 籍り來 つて 旣與 性の F を說 明せ るに 過ぎす。 說 明と は 如何な 

る F の 部分 を說 明す る も のな り や を 知らす と雖ど も 、 之 を說 明し る 以上 は F なる 材科 の 、 あ る 意味に 於 

て F に 類似せ る は 疑 ふべ からす。 類似す る 以上 は F の 傾向に 對 して 抵抗力の 少なく して、 F の 尤も 推移し 

易き 狀 態の 一 ならざる ベ からす。 是に於てか吾人が此等の手段に！^^ニる ：ク な^ は單に F にが を 加 へ て其效 

£^ を大 ならしむ るの みに と it まらす して、 推移に；？ 亡 ま 0 が 故に 之 を 順次に 排列せ りと も 云 ひ 得べ きなり。 

(第 四 種の 聯想 法 は 音便に 因って 排列せ-: る 、 「"みなる を 以て、 其 效某は 性質に 於て 前 三者と 大に 趣を異 

にす る は 先に 述べた るが 如しと 雖 ども、 ，£单 に 推移の 便 《ある 意味に 於て 3 より 云へば 之 を 例外と する 必要 

なしと す。) 四 種 G 聯想 法に 於て 云 ひ 得べき 事 は 調和 法に も假對 法に も、 多少 S 變更を 以て、 應 川し 得べ 

きが 故に 略す。 吾人 は是に 於て 一 の 結 論 に 達す。 ^論に 曰く F の 推移 は 突飛なる ベから す、 次第なる を 便 

利と す。 此 結論の 如何に 時勢の 消長 を 支配す るか は 後段に 例證 する 所 あるべ し。 

に 一 定の 傾向 あるとき、 全然 此倾 向に 從 つてい の發展 をな す 能 はす、 又は 幾分 か此 傾向 を 満足せ し 

めて めの 發展を なす 能 はすして、 無闞 係なる、 もしくは 性質に 於て 反對 なる^に 推移す る 事 ありと せんに、 

此 は F の 傾向 を 無視す る S 點に 於て、 しかく 强烈 ならざる 可 か らす。 然 ら すん ば F の發 展遞， 次に 巡行 し 

て 其 勢の 自 から 消耗す る を 待たざる 可から す。 T の 場合 を 想像す るに 常住. M 臥の 際、 談笑 歡樂 の^、 試み 

にわが 意識の 連續 せる 波動 をと つて 檢 すれば、 朝 を 夕 を 其 例 は 得る に 難から す。 其，^もしくは.^^に比して 


孰れが 多き かに 至って は 固より 個人の 資性に 待つ 事大な りと 雖 ども、 身心の 活動に 富める もの は 老朽 退 嬰 

の 人に 比して 比較的 此 種の 推移 を敢 てす るが 如し。 而 して 此 推移の 前後 を 構成す る F 及び.^ に卽 して 云 ふ 

とき、 其 一 般に共通にして何人をも支配すべきは？と^：-とがぁる意味に於て對照せる場合とす。 他の 點を 

同じと 見る とき  F 中に 在つ て 尤も 强烈 なる 刺激 を與 ふるもの は F と 對照を 構成す る F なら ざ る 

ベから ざるが 故な り。 ろに 在って は 類似の 性質 を帶 ぶる が爲め F の 傾向に：^ ふ 事な くして 焦點に 上れる も 

の，、 此 場合に 在って は 全く 其 趣 を 異にして、 之と 對 照の 性&; 〈を帶 ぶる が爲 め. -—— 其 刺激の 尤も 著る しきが 

爲め 11 F を 不意に 襲 ふて、 其根據を領し^^-となるに至る。 一代 時運の 推移に 於け る此 種の 消長 は暫 らく 

云 はす、 しばらく 文擧 中に 於て 卑近の 例を擧 けて 之を證 する は 余の 責任な り。 余 はろ の 場合 を說 明す るに 

四 種の 聯想 法 及び 調和 法 を 用る たり。 今 § の 場合 を解釋 する に、 同じく、 余の 所謂 文學的 手段の ある もの 

を擧 ゆて 之 を 例す る は、 兩 者の 關係を 知る の點に 於て 讀 者の 便宜なる を 信す。 余 は 文學的 手段の 第 六と し 

て對置 法を說 き、 對置法 を 分って 强勢 法、 緩和 法、 假對 法、 不對 法の 四 種を區 別せ り。 假對法 は 5： に 場す 

る を 以て 兹に 論す るの 要な しと 雖 ども、 强勢法 及び 不對法 (殊に 强勢 法) に 至って は、 全く 推移 法に 基き 

たる 手段に 外なら すと 云 ふ も 不可な きが 如し。 强勢法の主意は？の後に^：-を置ぃて、 對照 によりて 後者の 

慣 値を大 ならしむ る を 目的と すと 雖 ども、 其價 値を大 ならしむ る 所以の もの は 其 刺激の 强きが 爲 めにあら 

すん ば あらす、 而し て 其 刺激の 强き はが の F を壓 倒す る 源 因なら すん ば あらす。 換言すれば F の F に 推移 

する に 便宜なる 源 因な りと 云 はざる ベ からす。 不對 法に 至って は 多少 其 趣 を 異にすと 雖 ども 大體に 於て 同 

樣の論 g を 以て 評釋し 得べき が 故に 煩 を 避けて 贅 せす。 j の 場合 は 厳密に 論 するとき 問題と ならざる が 如 

し。 如何と なれば 無關 係なる もしくは 反對 なる^の、 F に 代らん とするとき、 F の 發展遞 次に 巡行して 其 

勢力の 自 から 消耗す る を 待つべし との 假定 なれば なり。 F の 發展遞 次に 巡行す と は F の A たり B たる を 意 
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味す るが 故に、 F のがに 推移す る 中間に は 幾多の A、  B、 …… の橫 はる ありて 兩者を 直接の 推移と af- 傲し 

難ければ なり。 然れ ども 少しく 觀 察點ん -變 じて、 之 を 他方より 解 するとき、 事竄 として 此 場合 は 吾人の 思 

考に價 する ものと す。 F が 自己 を 消耗す ると 假定 する 以上 は F の 推移 を 意味す るに 似たり と雖 ども、 F は 

依然として 焦點を 動かざる に、 . ^は徐 々と識 域 下より 識 末に 出で. 識 末より 漸次に 焦點に 向って 上りつ > 

あると 假定 すれば、 兩 者の 關係は 結果より 見て 同一 なりと 云 ふ を 得べ し。 禪に頓 悟なる もの あり、 其說を 

きくに 自ら 悟に 近き つ/'、 自 から 知らす、 多年 修養の 功、 一 朝 機綠の 熱する に 逢 ふて、 俄然と して 乾坤 を 

新たに すと。 此 種の 現象 は禪に 限る にあら す。 吾人の 日常生活に 於て 多く 遭遇し 得る の狀 態なら ざるべ か 

ら す。 (吾人 はとく に禪に 於て 此 特別の 權利を 附與す る の 理. m を認 め ざ るが 故に。) 只變 化の 至る 迄 内に 

騰 しつ  > ある 新 意識 を自覺 する 能 はざる が 故に 此 種の 推移に 逢へば 之 を 突然と 云 ふ。 表面 は 突然な り。 

去れ ども 內實は 次第な り。 徐々 の 推移な り。 一 代の 時勢 は 却って 此種 S 推移 を 名 づけて 反動と 云 ふ。 此鮮 

釋に從 へば 反動 は 突然なる ものに あらす して 次第なら ざる 可から ざる ものな り。 時勢と して 見た る F の 推 

移 は 今 詳論す るの 要な し。 先例に 從 つて 文界の 一 局部に あら はる、 現象 を 以て 之 を 例 せんに、 先に 文舉的 

手段と して 述べた る 對置法 中 S 緩和 法 は略此 種の 推移 を あら はす ものな り。 緩和 法 は F に^ を 加 へ て，： g 者 

$ 勢 を 削ぐ に 外なら す。 勢 を 削ぐ は F の 過重なる を 示す (F の 動かざる とき) 若しくは F の 極度なる を 示 

す (F の 動く とき)。 F の 過重なる とき は 之に 對照 する^ は 急速 度 を 以て 次第に 焦點 にせ まり、 F の 極. K 

なるとき は 之に 對照 せる W は 其 度に 應 じて 次第に 焦點 にせ まるが 故に、 F の 自己 を 消耗す るの 結果に 至つ 

て は 同一な りと す。 是に 於て 緩和 法 は單に 緩和の 效果を 有する のみなら す、 F の 推移 上 尤も 便利なる 組 欲 

の 一 となる 0 

余 は 集合 意識の 推移 を 究めん と 欲して、 先づ其 基礎た るべき 波動の 原 刖に歸 つて 其 推移の 法則 を 明らめ • 


且つ 之 を證す る に 余が 所謂 文攀的 手段 を以 て したり。 而し て 余の 擧ゅ たる 表 法 は 悉く 之 を こ A に應 し 

得 る を發見 せり。 恨し 最後 の 寫貲法 に 至って は F を說 明す るに^ を 以てす る —— 兩 材料 を 合 して 成る —— 

方法に あらざる を 以て、 遂に 之 を 利用す るの 機な かりき。 推移とは少なくとも？と^：-のニ狀態を得ざれば 

鑰す る 能 はざる 題目なる が 故な り。 

此 章に 於て 吾人の 得た る 推移の 法 1^ を 一 括 すれば 左の 如し。 

1 吾人 意識の 推移 は 暗示 法に 困って 支配 せらる。 

に 吾人 意識の 椎移は 普通の 場合に 於て 數 多の © の 競爭 を經。 (ある 時 は F とがの 兩者 間に も競爭 あるべ 

し)。  . 

三 此競爭 は 自然な り。 又 必要な り。 此競 爭的喑 示な き 時 は 

四 吾人 は 習慣 的に 又 約束 的に 意識の 内容と 順序 を 操り 返す に 過ぎす。 

推移 は 順次に して 急剌 ならざる を 便宜と す。 (反動 は 表面上 急 劇に して 實は願 次なる ものな り。) 

推移の 急 劇なる 場合 は 前後 兩狀 態の 間に 對照 ある を 可とす。 (對照 以外に 之と 同等なる 又は 同等 以上 

の 刺激 あるとき は此 限りに あらす。.) 

焦點 波動の 說は 吾人 意識の 一 分 時に 就て 云 ふ を 得べ く、 一  分 時に 就て 云 ふ を 得べき もの は、 一時 一日に 

就て 云 ふ を 得べ く、 一 時 一 日に 就て 云 ふ を 得べき もの は 一 歳に わたり、 十 年に わたり、 個人の 生涯 を： 迎じ 

て 云 ひ 得べ しと は 吾人の 假定 なり。 個人の 生涯 を縱 貫せ る 推移に 就て 云 ひ 得べき は、 時 を 同う せる 個人と 

個人 を橫 貫して 相互 意識 S 推移に 就ても 云 ひ 得べ しと は 亦 吾人の 假定 なり。 最後に 時 を 同- フ せる 相互 意識 

の 集合せ ろ大 意識が i 化漢 たる 時の 流 を 沿 ふて 百年 を 下り、 一 一 百年 を 下りて 椎 移しつ、 永劫の 因果 を發展 す 

る も 亦 此理に 悖らす と は 吾人の 旣に卷 首に 於て、 篇 頭に 於て 假定 せる 所な り。 此假定 の 非なる 時 11 事實 

三 穴 三 
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の證 明が 此假定 を現實 世界に 否定す る 時、 余の 理論 は 根本より lero が 故に、 盤 上 更に 一 子 を 下す の 餘地ぁ 

ろな し。 R 刻々 之 を 方寸. S 震 臺に檢 し、 或は 年々 にして、 自他 S 徑路を 顧み、 或は 進んで 一 代の 精神に 察 

し、 更に 服 孔を大 にして、 過去の 歴史 を繙 いて、 時運 消長の 跡 を ts- ね、 而 して わが 假定の 事實を 去る 事 遠 

からざる を 知る や、 余 は 前段に 於て 得た る 原則 を， わが 一 生に 應 用し、 他の 一 生に 應 用 し、 われと 他と を 

傅せ たる 一 代に 應 用し、 遂に 一 代 を 重ねで 不可思議に 運行す る浩蕩 たる 過去の 歴史 I— 幾 億の 群集が、 各 

自に 活動す ると 共に 一 圑に 活動し >  一 圑に 活動す ると 共に 一 圑に 推移して、 恐るべく、 抗 しがた き 勢の 滴 

中に 所謂 天命の 一 一字 を說明 する 過去の 歴史 11 に應 用して 揮から ざらん とす。 

第三 章 原則の 應用 3； 

前章に 於て 得た る 原則の 一 三 一 を 事 實に應 川して、 集合 意識の 推移 を例證 する は此 章の 目的な り。 例證は 

之 を 個人に 取り、 又 一 代に， 取る。 論す る 所 文 拳に ある を 以て、 之を此 lis 部に 限る 事 多し と雖 ども， 時に 人 

問 活力の あらゆる 發 現に 及ぶ 事 あり。 敢 て混雜 を谉ら ざるに あらす、 彼此 相 通す るは應 用の 範圍獨 りこ > 

に 止まらざる を 示す の 意な り。 

喑示は 自然な り 又 必要な り。 一 般の 歴史 を讀 むと き 吾人 は ある 一 代の 活力 發 現に 異樣の 特色 ある を認む 

ぺし。 箪に 一 般の 歴史 S みならす、 文 擧史に 於ても 此^ 象の 顯 著なる は 疑 ふべ からざる の事資 なり。 (個 

人と しての 文 擧者を 見る 亦 如是 觀を失 はす 0) ある 時期 (もしくは ある 作家) は 比較的 感覺材 科に 富んで、 

作家 自然の 美 を發揚 する を 以て 文學 W 性 命と なす 事 あり。 或は 人事 的 材料 の 優勢：, i して、 黃 卷靑帙 悉く 忠 

孝の 譚 ならざる はなき 程に 他み-藤 倒し 去る 事 あり。 或は 超自然の 流行に 心 を 奪 はれて、 紳異 怪奇の 趣な き 


もの は、 目して 文藝と 認められ ざるに 至る 事 あり。 或は 一 樓の 哲理 を 彼是の 交渉に 托して、. 機微の 眞を斷 

蓬の 變に寓 せ ざれば 作品に あらす と思帷 する 事 あり。 是等は 固より 粗枝大 葉の 別に 過ぎす。 もし 夫れ 複雜 

にして 睹 易から す、 陸離と して 捕へ 難き ものに 至って は、 讀者評 家 只 其 特色 を 認識す るの みに して、 之 を 

口にする 能 はす、 之 を 口にして 徹底なる 能 はす、 徹底に して 簡明なる 事 能 はす、 徒らに 遑述顧 望して 遂に 

胡亂 の言辭 をな すに 至る。 然れ ども 是評 家讀 者の 罪に して、 時代に 特色な きの 故に あらす。 特色 は 明かな 

ら ざるに 拘 はらす、 彼等の 腦 裏に 自覺 せらろ ゝが 故な り。 水に 浸した る 地 圖に對 して 山村 水 廓 を # 驚 する 

が 如く 模糊と して 眸 中に 落つ るが 故な り。 漢詩み」 取って 西 詩に 比する とき 何人も 其 風韻の 差 を 認めざる は 

あらす。 只汝が 認めた る もの を 出して 之. を 汝が掌 上に 指せと 命ぜられ たる 時赵 超して 囁臑 する に 過ぎす。 

もし 萬 一 の 人あって 兩 者の 差 を 認めす と 云 は、. -是詩 を 評する の 人に あらす、 かねて 詩を讀 むの 人に あらす。 

彼等の 不具 は 色盲の 度 を 超えて 失明の 境に 入れば なり。 故に 曰く 此 種の 特色 は明喑 一 ならす、 繁簡 差な き 

にあら す、 難易 同じから すと 雖 ども、 必す 存在せ ざる 事な しと。 (此 特色 を 明瞭に 意識す る は 批評家の 第 

1 義務な り。 此 特色 を 明瞭に 意識した る 後、 之 を 一 期 前の 特色に 比し、 之 を 一 期 後の 特色に 比し、 始めて 

此 特色の 位地と、 此 特色の ある 意味に 於ての 價 値と、 特色の 推移に 就て 一部分の 實 則と を 知る を 得、 之 を 

批評家の 第一 一 義務と す。) 

特色の 存在 は 明かなる と共に、 特色の 推移 も 亦事實 として 爭 ふべ からす。 推移の 源 H は 個人 意識の 一 部 

分 と 、 個人 意識の 全部 と 、 集合 意識と を 通じ て 頗る 簡明な り。 主觀 的の 俗語 を 用 るて、 之 を斷す れば遂 に 倦 

厭の 二字なる 平凡の 醉釋を 得る に 過ぎす。 Marshall は Pain,  picasllvn  Sid  Anesthetics 中に 快感と 苦感 

との 區別は 時間に 關係 ある を 詳論せ り。 時間に 關係 ありと は、 此兩 感の必 すし も 性に 於て 異なる にあら す 

して、 一 を 抱 持して 一 定の 時間 を經過 すれば 自 から 他に 變 化する との 謂な り。 此點 より a たる 快感と 苦感 
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と は 始めより 異なる 客 觀性を 具せ す、 只 之 を 感受す る 吾人の 組織に よりて、 ある 快感 を 延長して、 適宜の 

期 を 超 ゆる 事 あれば、 先の 所謂 快感 は 次第に 苦 感に陷 るに 過ぎす。 專 問の 心理 學 者なら ぬ 余 は 今 Marshall 

の說を 取って、 仔細に 其 可否 を究 むる の 便宜と 權 能と を 有せす。 然れ ども 之 を わが 日常に 檢し之 を 他の 平 

日に 徵し、 又 之を大 にして 文運 隆替の 迹に徵 する に 其 言の 誤 まらざる を證 明す るに 似たり。 只 世間 往々 に 

して 此 法則と 矛盾せ る 現象 を發 見す る 事な きに あらす。 然れ ども 委曲に 之を觀 察する とき は ある 圆中 にあ 

つて 此 心理の 依然として 循環し つ  >  ある を 認め 得る は 容易な り。 余の 甞て 俭敦 S 客 舍に寓 せる 頃 同宿 に 八 

十餘の 老人 あり。 老人と 云 はんより 器械と 云 ふが 適當 なる 老人な り。 起臥 飮 4^1 は 勿論 一 定の 時間に 於て す 

るの みならす、 散歩の 時間、 場所、 新聞 を讀む 時間、 及び 椅子、 に 至って 決して 寸毫の 差 を 許さ 5r る 程に 

規律に 適へ る 生活 を 送れり。 此生活は彼の何^！成に始まりしゃを審にせすと雖ども、 彼 は 吾人が  一 二週間に 

於て 變ぜ ざる 可から ざる 所の もの を 終 年 繰返して 自然なる が 如し。 余の 始めて 此 老人 を 觀察 したる 時 は、 

彼 如何にして 此單 調の 生涯に せんする やとの 問題 を 得て、 しかも 此問 g! は 到底 鮮釋 する に途 なき 神秘的の 

ものと 思へ り。 然れ ども 少しく 老人の 圆內に 入りて 其 動靜を 窺へば、 初に 驚ろ ける が 如く 別世界 S 觀 をな 

すの 必要な きを 發見 する は 容易な り。 此 老人 は此單 調なる 圜內に 生息して、 一 歩も圜 外に 出で ざるが 故に 

閬 外より 見た る 吾人に は 不可思議なる 程 Sef 調 なれ ども、 其 Ig 內に 在って は それ 相 應に變 化しつ/ V あり、 否 

變化を 求めつ、 ある は爭 ふべ からす。 例 へ ば 新聞の 如し。 同 一 の 新聞 を、 同 一 の 時刻に、 同 一 の 場所に 讀 

むの 單 調なる は 勿論 なれ ども、 新聞の 內容は 三百 六十 五日 を 通じて 同一 ならざる は 明かな り。 此 老人の 如 

き は 容易に 遍 返しが たき 異例と する も、 此 種の 人に して 少しく 其 選 を 異にする ものに 至って は 枚 擧に遑 あ 

らす U かの 專問 家の 專 問に 於け る、 藝術 家の 藝 術に 於け ろ皆此 類な り。 藤 井 竹 外 は 詩人な り、 生涯 作る 所 

二十 七 字 を 出です。 狃 仙は畫 家な り 好んで 猿の みを畫 く。 其 他 虎 を 以て 鳴る もの あり、 蘭と 你とを 以て 生 


命と なす もの あり。 或は 少時より Faust を 讀んで 幾 十 度の 多き に 上る もの あり。 尤も 興味 ある は 彼の 淨 

IFt? の 如く、 落語の 如く、 謠 曲の 如く、 此等は 一 定の M を 作って II 内に 循環して 飽く事 を 知らざる に 似た 

り。 然れ ども 少しく 之 を究 むる 時 は 倫敦の 老人と 同じく 皆單 調の うちにあって 變化を 求めつ  > 進行す る も 

のな り。 故に 曰く 特色 は 推移せ ざる 可から す。 而 して 其 源 因 は 倦厭の 二字 を 出 づる事 能 はす。 倦厭 は あま 

りに 平凡 なれ ども、 人間 は此 平凡なる 特性に 支配 せらる \ か 故に 之を奈 何 ともす る 能 はざる なり。 かくし 

て文學 上の 趣味 も 亦 一 所に と まる 事 能 はす。 必 す發展 して 推移せ ざる を 得す。 推移 は 倦厭に 支配 せらる 

るが 故に 必す しも 卑しき を 去って 高き に 就く の 意味 を 有せす。 (趣味の 推移に して 必す しも 發達を 意味せ 

ざる は Marshall の說を 此方 面に 應用 する 以上、 必然の 結論と して 許さ ，>>  る 可から す。) 只 推移せ ざる 可 

からすと 云 ふ。 而 して 推移 は 事實に 於て 眞 なり。 

推移の 巳む ベから すして、 推移の 事實に 於て 眞 なる を 見る とき、 吾人に 二 個の 命題 を 得。 一 に 曰く 喑示 

は 必要な り。 喑 示な きとき は 推移す る 能 はす。 推移す る 事 能 は ざれば 苦痛 なれば なり。 二に 曰く 喑示 は自 

然 なり。 嗜示 あるが 故に 推移す" 而 して 推移 は事實 なれば なり。 若し Maltlms の 人口 論に して 推移す る 

事なければ 吾人 は 遂に 在来の 形式に 於て 其 所說を 繰り返さ 5r る を 5 付す。 Darwin なる もの ありて、 一 道の 

喑示を 這 裏に 得 来る や、 朝 顏罄酵 十 年 巳む 事な し。 而 して、 一 旦機綠 の 熱する とき 發 して 進化論なる 新ら 

しき F に 天下の 勢 を 推移せ しむ 。是 Darwin の 推移に して かねて、 天下 人心の 推移な り 。此 推移な きと 

き 吾人の 理性 は 一 所に 停 住して 幾多の 煩悶と 苦痛 を受 く。  Carlyle の 文章 は 奇警 勁拔 にして 自己の 表現 法 

に 富める 事沟に 一 代の 雄と 稱す。 然れ ども 彼 は 推移せ ざる 可から す、 推移して 更に 鍾鍊の 功 を 加 ふるとき 

Meredith となって 出現せ ざる を 得す。 此に 於て か C. は 自己の 文章 を 天下の 意識に 上ら しめたる と 同時 

に、 M. の爲 めに 喑示を 垂れて、 現代 小說の 泰斗 をして 文脈の 波動 を 一 瀾 の 頭に 進め 〔しめ〕 たる ものな り C 

li 
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0. は 死せ ざるべし、 去れ ども 後人 は此 種の 文章に 於て 單に C. のみ を 謳歌して 無窮に 甘ん する ものに あ 

ら す。 もし 少しく 器械 的なる 喑示を 示せば Holinshed の沙 翁に 於る が 如く、  Arthur 物語の Tennyson に 

於る が 如し C 此 等の 喑示を 得て 之 を 第一 に寳 現す る もの を先覺 者と 云 ふ。 先覺 者の 實 現せる 意識が 勢 を 得 

て 普く 模擬 的 意識 を 感染 するとき 一 代の 集合 意識 は 此先覺 者の 爲 めに 波動 を 刺激 せられて 一 種の 新 境界に 

向って 推移す。 十八 世紀の 典型 派が 浙 次に 意識の 焦點を 去って 遂に 浪漫派の 爲 めに 11 末に 降下せ る は文擧 

史中 にあって 尤も 好 箇の實 例な り。 佛國 革命の 如き 大 狂^の、 集合 意識 を 冒して、 自由、 平等、 四^同胞 

の觀 念が 一 般 民衆の 意識 界の 頂點に 高く 辯 旗 を か、 ぐる 時、 文界の 意識 亦 之に 呼應 して、 政 海の 風雪と 徵 

逐 せる も 亦 著る しき 事實 なり。 Dowden の 著 はせ る The  French  Rcvolulion  ana  E-Jlgiish  uleratllre は 

兩 者レ閼 係を說 いて 委細な り。 此 際に 於け る 推移 は 一 代に 於ろ 政治的 集合 意識が、 同^^代に於る文擧的集 

合 意識に 傳播 せる 撗斷 面の 波澗 なりと す。 文界 もし 此椎 移の 趣味 を 許さ、. - ると き、 詩歌 文 草 は 悉く 生氣を 

失 ひて、 太 倉の 粟陳々 として 相 依る S 觀 をな す。 千の 能ネ あり、 百の 天才 ありと 雖 ども、 約束 的 意識 を 刺 

激して 一 轉 輪の 推 挽 を も， 成就せ しむる 能 はす。 此 故に 吾人が 此 特性に 支配 せらる、 は、 吾人が 能才 たり、 

天才たり 得る 唯一 の條 件に して、 比較的に 推移の 劇甚なる 時代に 生れた る もの は、 一朝に して 名 を 成し 譽 

を 博す るの 所以と なる。 同時に 推移の 緩漫 にして 粘着性 多き 意識の 時代に は 英傑 奇才 亦 凡骨と 相互して 纏 

軻 のうちに 一 生 を 終る 事屢 ばな り。 

推移の 自然にして 且つ 必要なる は 前に 述べた るが 如し。 而 して 推移 を 支配す る は單に 倦厭の 一 一字に 過ぎ 

ざる も 之 を 言へ り。 此 故に 當 期に 於る F と 次期に 於る を 比較して 其 優劣 を 判 するとき 後者の 必す しも 前 

者に 優らざる は 自然の 理 なりと す。 ことに 趣味 を 生命と する 文舉に 於て は其甚 しき を 見るべし。 科 學に於 

ける^ は 多く 前期 SF を 利^して、 之に 新たなる もの を附 加せ る 場合 多き が 上、 理性の 要求に 應 じて 此ぁ 


る 物を附 加す るが 故に、 一 種の 意義より して F は F よりも 發 達すと 云 ふ も 可な り。 然れ ども 趣味の 推移に 

至って は 前期に、 ある もの を 附着せ しむる より は、 新たなる ある もの を 樹立して 前期 を 離れん とする の倾 

向 多し。 ロハ 全く 前期 を 離る 、の 自由 を 有せざる が 故に 結果と して、 前者に 似た る 特色 を 有す。 此故に^^-は 

必す しも F の 發達 せ ろ ものな. らす。 へ 趣味の 推移 を檢し て 、其 推移の 發達 性な る ゃ义は sef 純な る變 化なる 

ゃを辨 する は 頗る 有 盆の 問題な りと す。 余の 淺舉 なる 未だ 深く 此點に 向って 詳論す るの 材料と 見識と を 有 

せす。 粗雜 なる 現下の 頭腦を 以て 判 すれば 下の 如く 云 ひ 得べ しと 思 ふ。 F の 推移が 同一 園内に 於て すると 

き は、 推移 にある 進歩 を認 むべ く。 もし 此圜 中の 推移 を |g つくす か 又は 中絕 して、 ある 特殊の 狀況 より， 

他の 圜 中に 推移 するとき F とがと は 毫も 進歩 發 達の 意味に 於て 關係 せざる ものな りと。) 余のと くに 此點 

を 重視す る は 流 俗が 時代 好 尙の變 を 見て、 S 卑 なる 好悪に 支配 せらる、 の 結果な りと せす、 變する 毎に 趣味 

は發 達する と誤鮮 する が 故な り。 換言すれば 自己が 現在の 趣味 を 以て 尤も 完全に して、 又 唯一 の 標準な り 

と 誤解す る が 故な り。 現在 の 趣味 を 標準に して 他 を 律す る は 自然の 现 に し て 毫も 尤 むべ きに あらす , 只 注 

意すべき は此 標準の、 單 に同圜 に 於ての み 標準たり 得べ くして、 他圜內 には應 用す ベ からざる を 辨ぜす * 

自己 は此 一 線の 現在 趣味の み を 有して、 あらゆる 他 線に 屬 する もの を も 評し 去らん とする の 弊に ありと す e 

.E 己が 現在 有する 所の 標準 趣味 は 多く 一 圜 内に 屬 すべき 趣味な りと す。 而 して、 自己が 此圜 €： に此 趣味 を 

(標準と する 迄に) 得た る、 發展 S 波動 を 逆し まに 檢 するとき は、 罩 に此圜 中の 趣味の みならす して、 翳 

歷 たる 波動の 逆行す る 所々 に 他圜の 横って 存 する を 認め 得べ し。 此 故に 自己 は 趣味の 幾圜々 を 通過して 而 

して 現在の 圜 中に 入り、 現在の 圜中 にて とくに 現在の 標準 趣味 を たるに 過ぎす。 然る を 直ちに 自己 意識 

の 過去 を 顧みて、 其 過去なる が 故に あらゆる 過去の 趣味 は 悉く 現今より 進歩せ ざる ものと 觯 する は 甚し き 

謹 なりと 云 はざる 可から す。 自己が 過去に 撗 はる 趣味 は單に 程度の みに 於て 變遷 せる ものに あらす、 又 
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性質に 於て 變遷 せる は 知者 を 待って 知る 所に あらす。 今 現在の 程度 を 以て、 同性 質の 過去 趣味 を 批判す る 

に 止めす して、 異性 質の 過去 趣味 を も斷定 し、 斷定 して 幼稚な りと する は、 たと ひ 自己の 意識 €： に屬 する 

批判に 過ぎす とする も 越權の 沙汰なる は爭 ふべ からす。 

Sir  W.  M.  Conway 甞て 論じて 曰く 「藝 術の 歴史 は藝風 (style) の 相 襲 を 示せ ども、 長き 發展 の遞次 . 

を あら はす 事な し。 開化 は 着々 として 進行す る 事 あるべし。 國 民の 法制 は間斷 なく 複雜に 赴き、 間斷 なく 

效 某 を 加 ふる を 得べ し。 敎育は 下 1^ に 普及す る を 得べ し。 生活の 程度 は 高 上す る を 得べ し。 去れ ども 藝術 

は藝 術と して 自家 特有の 進路 を 取る に 過ぎす。 開化 は 如何に 進歩す ると も 天下に 第二の Sophocles なく、 

第一 一の Sliakespeare なく、 第一 一の Raphael なかるべし。 藝 術の 十： にして 彼等と 名聲を 等う-す るに 足る 

者 は 出で ざるに あらす。 然れ ども、 彼等の 領域に 於て 彼等 を 凌ぐ 事 能 はす、 又 彼等と 霸 を 爭ふ事 を 得ず。 

偉大なる 藝術 家に して 今後に 出現す る もの は 新樣に 偉大なら ざる ベ からす。 未 來の大 流派 は舊 理想 を蒭時 

より 巧みに 表現す る 事な く、 新 理想 を 新樣に 表現すべし。 

「各藝 風 は發展 して 凋落 すれ ども、 藝 風と 藝 風と は 單に相 襲ぐ に 過ぎす して、 相互に 優劣 あるな し。 一 

時期の 理想 は當該 時期の 國民 の歡舆 を 表現す。 而 して 歡 ^lis に發 1^ ある 事な し。 情緒 は 長へ に 同一な り。 只 

種々 なる 刺激に 因って 發揮 せらる > のみ。  

「 …… 上代より 今日に 至って、 彼等 は 其 理想 を變 じて 一 期より 一 期に 移り、 其 理想 を更 へて 一 刻より 一 

刻に 還れり。 一代の 信念 は 次代の 信念に あらす。 熱烈なる 說 法の 功 德 によりて 建立せられ たる もの は、 單 

に 不信者の 爲 めに 掃蕩 せらる ， に 過ぎす。 端靜の 中に 認め 得べき 永劫の 念、 勝利の ，裏 にあら はろ、 軒昂の 

氣、 或は 形體の 完全、 或は 高 人の 偉 風、 或は 超人の 莊嚴、 或は 無限の 慈、 無窮の 愛、 是等 は是等 以外の 百 

千 を 合せて、 吾人の 崇拜 し、 吾人の 思慕し 吾人の 生死した る 理想な り。 之 を螯に ゑが き、 之 を 像に 刻し、 


之み-歌 にうた ひて、 吾人 は 上古より 今 代に 至れる ものな り。」 ョ e  Domain,  of  Art 一  三 八 ICT つ w 下) 

Conway の說 余が 所論 を證 して 餘り あり。 R 其 云 ふ 所 理想の 相 襲 を 明かに する を 以て 目的と する が 故に、 

一 圜. 3： (卽ち 一 瑰 想に 就て) の 推移 は 深く 之 を 論ぜざる に 似たり。 而 して 余の 特に 重 を 置かん とする は、 

吾人 現在の 理想 は 多くの場合に 於て、 一理 想の 束縛 を 受けて、 其 圜內に 於け る ある 程度の 發展 なる を 以て、 

よし 此發展 の 度 を 以て 標準と 見 傚す も、 其應 用の 範圔は se- に 此圜內 に 於け る遞 次の 期 程に 過ぎす との 斷案 

にあり。 如何と なれば 吾人 は 常に 此點 より 出立して、 同圜 内に 橫は るべき 物象の 批判 を揎 にす るの 極、 遂 

に 其 權限を 忘れて 他圜に 侵入し つ、 平然 たれば なり。 文藝に 於け る此 侵入 罪 は 至る所に 行 はれて、 至る所 

に 認識 せらる、 に 似たり。 侵入す る もの は 固より わが 不法 を辨ぜ す、 侵入 せらる、 もの 亦 甘んじて 彼等の 

宣吿を 受けて 寃を 雪ぐ に 意な し。 此迷亂 の狀を 案じて 一 考を 下す 時、 吾人 は 其 交錯す る 所に 人爲の 標榜 を 

認めす、 從 つて 千里の 差 を 生す るの 極めて 自然なる を 思 はすん ば あらす。 凡そ 趣味の 批判に 上るべき 物象 

は 其驗傘 や：？ ると 詩馱 なると を 問 はす、 此を 批判す るに 當 つて 一 定の圜 内 に 立つべし との 命令 を受 くる 必耍 

なし。 度 は 長短 を 計る の圜 なり、 量に 輕 £ を議す るの 圜 なり。 度の 圜に 座して 輕 重を議 せんとす る も 遂に 

得べ からす、 量の 圜に 座して 長短 を 計らん とする も 日夜 を 空う する に 過ぎす。 是に 於て か 長短 を 計り、 輕 

重を議 する もの は 巳 を 得すして 一 定の 圜內に 立つ。 然れ ども 詩歌 綺畫は 其 風格の 如何に 別派に 屬す るに も 

關 はらす、 吾人 は 吾人の 隨 意なる 圜 €： に 立ちて 言 說を逞 うする の 自由 を 有す。 自. S を 有する と は 如何なる 

圜 €： に 立つ も、 ある 種の 批判 を 下す を 得べ しとの 意な り。、 而 して 吾人の 意識に 於て 尤も 優勢なる は 現 時 わ 

が 焦點に 安置す るの 趣味に 外なら す。 而 して 此 趣味 は 多く ある 一 圜 中に 存 すべき、 ある 程度の 趣味 を 意味 

す。 たと へば 現今の 一 派が 人生に 關 する 一 種の 眞を發 揮す る を 以て 小說の 理想と なすが 如し。 是等 (歐 ：，g 

及び 日本 を 含む) の 人々 の 意識 S 焦點は 趣味に 關 して 云へば 常に 此 標準に 支配 せらる、 が 故に、 如何なる 
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文章に 對 する も 此方 面より して 批判し 去らん とする の 傾向な きに あらす。 不思議なる は、 彼等の 爲 めに 批 

判 せらる > 作物 は 如何なる 作物 も此點 よりして 充分に 批判し 去らる、 の事實 なり。 作物と 作物の 差 は、 液 

體と 固形 體の 如く 一  に對 する 標準 を 以て 他 を 律し がた き 程に、 姿態 形質の 差を存 せざる が 故な り。 然れど 

も 人生の 眞とは 趣味より 見た る 標準の 一 に 過ぎす。 現代の 潮流が 好惡の 推移 を 受けて 吾人 をして、 しばら 

く此 理想に 停 在せ しむと 云 ふの 外に 何等の 進歩 を 意味す る ものに あらす、 人生の 眞を 標準と する は 巳 を 得 

す、 是 吾人の 多数が 一 種の 因果に 制せられて 現代 G 趣味と 仰ぐ もの なれば なり。 人生の 眞を發 揮す るの 法 

及び 之 を 批判す るの 鑑識 も 亦 進歩す る 事な しと 云 はす、 吾人の 趣味 は 意識と して 同 圜內に 於て 一 程の 發展 

的，""；？， 移 をよ くす ろが 故な り。 あらゆる 作物 は此 標準 を 以て 批判し 能 はすと も 云 はす、 あらゆる 作物 は此唯 

一 G 檁準を 以て 鬼 も 角 も 評し 得る が 故な り。 去れ ども 人生の H. を發 揮す る は 吾人が 現代の 趣味 (卽ち 時代 

思潮) にして、 現代の 趣味 は 過去より 發 達せる が 故に、 此ー 標準 を 以て あらゆる 他 6 作物 を批し 去り 判し 

去りて 妥當 なりと する に 至って は 彼等 は 趣味と しての 意識 推移の 原則 を 知らす、 彼等の 趣味 は 幼時より 今 

日に 至って 一 脈 一 圜 のうちに 發達 し、 人世の 趣味 も 亦 上古より 今 代に 至って 一 脈 一 圜 のうちに 發 達せり と 

解す る ものと 云 ふ を 憚から す。 余 は 前篇に 於て 文學 にあら はる  > 材料 を 排列して 之 を 四 種に 區別 せり。 

四 種に 區 別せ るの 善惡は 知らす とする も、 もし 合 一 にしが たき 四 種の 材料 ありと せば、 四 種に 對 する 理想 

を 得る は 容易な り。 四 種の 理想 を 得る とき 文 學に對 して 四 種の 標準 を 得たり とも 云 ひ 得べ し。 而 して 人生 

の 眞とは 其 一 た， Q 知的 材料に 屬 する 理想 (しかも 知的 材料の 理想の 一 ) に 過ぎす。 此 理想 を 表現す る もの 

を、 此 理想に よ b て 批判す る は 可な り。 他 G 理想 を 表現す る を 目的と する もの を も猶此 標準に て 律 せんと 

する は 侵入 罪な り。 故意の 侵入 罪に あらす、 境界の 存在 を 認め 得ざる 昏迷の 侵入 罪な り。 敎 師に對 する 理 

想 を 抱いて、 敎師 としての 余を議 する は 可な り。 同じき 理想 を 以て 朋友と しての 余、 親子と しての 余、 市 


民と しての 余 を 評する もの あらば、 余は此 人に 向って 云 はん。 ー樣の 標準 を 以て 異樣の 余 を 評せん とせば 

評し 得. ふるに あらす、 狙し 彼是 目的の 別 を 認識し 能 はざる 評なる は 明かな りと。 

余 は 暗示の 必要 を 述べたり。 又 其 自然なる を 述べたり。 推移の 源 因の 倦厭に 歸着 する を 述べたり。 故に 

推移の 必す しも 進歩 を 意味せ ざる を 述べ たり。 故に 現在の 趣味 は必 すし も 過去より 發 達せる を證 する もの 

にあらざる を 述べたり。 よし 發達 を證 する も、 其 趣味 の屬 すべき 園内に 於ての みかく 云 ひ 得べき 所以 を述 

ベたり。 此圜內 に 立ちて、 圜 外に 屬 する もの を 律す る は 誤謬なる 所以 を も 述べたり。 是に 於て か 吾人が 鑑 

赏的 批判に. S 何に せば 可なる かの 問題に 逢着せ ざる を 得す。 此 章の 目的 は 固より 此邊の 方法 を講 する にあ 

ら すと 雖 ども、 筆 路の趨 く 所 自然に 余を醞 つて、 兹に 至ら しめたる を 以て、 數言 を約敍 して 此章を 結ばん 

とす。 

現在の 趣味 は 何人に 在っても 標準な り = 標準の 資格 ありと 云 ふに あらす、 之 を 標準と せざる 時 は、 標準 

とすべき ものな きが 故に 自然 標準と なる の 意な り C 現在の 趣味に して 一 圜 e に 限らる 可き 性質 を帶 ぶる と 

き は、 圜 外に 逸出して 標準た る を 得す。 現在の 趣味に して 多樣 なる を 得べ くんば、 多樣 なる 幾多の 圜を臨 

畔隨所 に 焦點に 置いて、 各圜中 に 在って 達し 得た る 最高 度と 思惟す る 趣味 を 標準と し て 、 同圜 内の 他 を 律 

すべし。 臨は隨 所に 多 樣の圜 を 焦點に 置く S 自由 を 有する 人 を廣き 作家と 云 ひ、 又廣き 批評家と 云 ふ。 此 

砍に 狭き 作家の 作物 は 一 首にして 其 特色 を 言ひ盡 すべく、 狹き 批評家の 批評 は 隻句に して 其 主張 を掩 -.r へ 

し。 廣き 作家と 廣き 批評家 は椎 移の 自由と 推移の 範 園と を 要す。 推移の 自由 は 天賦に よる C 推移の 範園は 

多讀、 多 索、 多 聞、 多 に 歸す。 

第 四 章 原則の 應用 3 

lli 


II 一七 巧 

適當 なる 新しき 喑 示に 接せざる^、 吾人の 意識 は 約束 的の 内容 を 約束 的の 順序に 反覆す。 此原1^》，<擧す 

るに 當 つて (二 章)、 吾人 は 旣にー 三 一の 零碎 なる 實例を 示せり。 此章 はとく に 之 を 詳述して 喑に 第五 章の 地 

をな す を 以て 目的と す。 吾人 は 事に 逢 ふて ある 點に 達し、 物 を 見て ある 域に 至り、 或は 窨を 讀ん である 句 

に 及ぶ とき、 過去の 記隨 によりて、 此 ある 點、 ある 域、 ある 句の 後に 自然の 勢と して 隨 ふべき 端的 を 未だ 

隨 はざる；^ 那に豫 期す る 事 あり。 もし 此豫期 S 適 中して、 吾人の 欲する もの を 意識し 得る とき は 吾人の 推 

移 は 上に 珠を轉 す るが 如く 、 寸毫の 障礙を 感ぜす して 祌 意の 安き を 得 ベ し。 是喑示 の 反覆に よりて 推移 

の 容易 を 得た る 傾向に 逆 ふ 事な くして 進行 すれば なり。 此 際に 於け る 豫期は 記憶より 來 るが 故に、 此 際に 

於け る 嗜示は 新しき 性質 を帶 びざる は 明かな り。 二. 苹に擧 ゆた る 例 を 補足 すれば 十指 を 屈すろ 〔に〕 堪へ 

す。 人 若し 「蛙の 面に」 と 云 ふとき、 「水」 の 一語 はわが ロを衝 いて、 人 S 未だ 語り 了らざる に 舌端に 上る 0 

是 記憶の 吾人に 强 ふる 豫 期に 外なら す。 もし 1 字の 「水」 を變 じて 「雨」 となす も 過渡の 接 續は旣 に 滑 か 

ならす。 意義の 異なるな き. も喑 示の 新奇なる が爲に 然るの み。 更に 全 句 を變 じて 「驚 翼に 水」 となす。 只 

文字の 異なる のみに して 意義 は 依然として 舊 樣を改 むる 事な し。 然れ ども 「鵞冀 に」 と 聞く や 否や 「水」 

の 一 轉語を 下し 得る ものな し。 同じく 喑 示の 新奇なる が爲 のみ。 「犬 も あるけば」 と 云 ふとき 必す 「棒に 

あたる」 を豫 期す。 理を 以て 之を椎 すに 棒に あたる の耍 果して いづく にか ある。 板に あたる も 可な り、 石 

に 躓く も 可な り。 3g) の 頭に あたらば 盆 可な り。 然るに も關 はらす 犬 も あるけば 棒に あたらざる 可から ざる 

は 記憶の 吾人に 强 ふる 豫 期に 外なら す。 更に 例 を 別途に 擧 けん。 輓 近の 思想 泰西より 輪 入 せらる、 もの 年 

に 幾 十なる を 知らす。 之 を 邦語に あら はさんと すれば 所謂 新 熟 詰 を用ゐ て、 新樣の 内容 を 新式に 排列せ ざ 

る 可から ざる は 固より 已を 得ざる に 出づ。 然れ ども 其 始めて 邦語に あら はる ， や、 彼等 は必す 誹謗して 熱 


語の 體を 具へ すと な， す。 彼等 は 記憶の 豫 期に 制せられて、 彼等の 惯用 する 熱 字 すら、 一度 は 生硬な りし 事 

を 失念せ るが 如し。 豫期 S 彼等 を 支配す る斯の 如く 大 なり。 

.5:^ ゲー 緩く に 希 縢の 公民 權は 公民 權を 有する 父母の 子に あらざる より， は 得る に 易から ざり しが 如し。 而し 

て 代 を 追 ふて 降下す るに 從 つて 此特權 の 益 得る に 困難なる を兒 る。 今人の 眼 を 以て 彼等 を 見る に、 何が 故 

に此 制限に すんじて、 特權の 擄大を 迫ら ざり しか を 怪しま すん ば あらす。 然れ ども 彼等 は 記憶に よりて 養 

成せられ たる 故き 嗜示を 必然と して， かくの 如き 秩序 を豫期 せる に 過ぎす。 德川 氏の 世に 當 つて 所謂 t. 人 

なる もの は 双 刀を帶 して 天下 を撗 行し、 農 匠 を 見る 事 土芥の 如く 賤し かりき。 かの 士 人なる もの は 之 を以 

てお 然とし、 農 匠なる もの 亦獸 類と 伍 をな して 恬然たり しも、 意識の 推移が 豫期以 5!- に 出 づる事 を 觯せざ 

りしに よるの み。 Plato,  Aristotle は 云 ふに 及ばす 他の 希滕の 著者 は奴隸 制度の 害を認 むる にも 關 はらす、 

甞て 一 人の 之に 反せる ものな し。 羅 馬の 學 者亦然 り。 新約 全書 亦然 り。 彼等 は 約束 的の 推移 を 約束 的の 圜 

内に ii 返す が 故に 奴隸 制度 を 目して 社 會に免 かるべ か らざ る 不滅の 要素と 認めた るが 如し。 佛國 革命 の 當 

^  Bastille を 破って、 多数の 囚徒 を靑天 白日の 下に 放ちた るに 彼等の 大部分 は赦 されて 何等の 喜悅を 感ぜ 

す。 ぉ慣の 極、 新しき 推移に 堪へ 難き 迄 彼等の 意識 は喑黑 なる 園内 を 循環せ るが 故の み。 

十八 世紀の 詩形 を 案す るに heroic  couplet を 用 ゐて想 を 遣らざる もの 殆んど 稀な り。 豫 期の 命す る 所 

は 彼等の 創意 を 社？ して 千篇 一 律の 態に 出で ざる を 得 ざら しめたる に 過ぎす。 單に 詩形に 於て 然るの みな 

らす、 其 用 話の 新 を 避けて 悉く 典據 ある を尙ぶ 事、 實に 想像の 外に 出づ。 彼等 は 鋤 を 呼んで 鋤と なす を 恥 

づる ものな り。 女 を 歌へば 必す nymph ならざる ベから す。 男 を 目 すれば 悉く  swain ならざる はなし。 

觀犬を 詠 すれば 常に loud  hunter-crew の 文字 を 利用せ ざる 能 はす。 一 代 S 習 氣は數 百の 豫期を 詩 界に產 

出して、 此豫期 以外に 逸出せ る もの は、 詩人の 性格 を 失 ひ、 詩 意の 穩當を 欠き、 詩形の 本體を 具せ すと し 
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て 擯斥 せらる。 約束 は斯の 如く 頑强 なる ものな り。  ,  . 

|&{に 文藝の a:^ に 就て 云へば 先に 引^せる Conway の 言旣に 之を悉 せる に 似たり。 星 を 詠 じ 蓳を慕 ひ 

婉變綽 約に して 始めて 詩 品 ありと 目 せらろ、 の 時期 あり。 道心 を 内に 藏し、 仙氣を 外に 現 はし、 虛靈 空豁、 

塵 世 を 超絶して 始めて 理想 を 得たり となす もの あり。 或は 駭浪 驚：^ を 描いて、 人 S 膽を奪 は ざれば 文に あ 

ら すと 思 ふ もの あり。 殘 酷の 極を殘 酷の 極に 應逼 して、 觀者 をして 慘 鼻面 を蔽は しめて 憚 かる を 知ら ざ る 

Elizabetlian 劇の 如き あり." 淫縱 猥褻に して 男女 情交の 外 世間に 事 あるみ- 觯 せざる 復古 劇の 如き あり。 時 

代の 精神 は 吾 を 軀り人 を驅 りて、 萬 客 を 一 渦の 中に 葬って、 旋轉 し盤囘 し、 眩 目し 聾 耳せ しめて 已む 事な 

し。 彼等 は 推移せ ざるに あらす。 ロハ 意識の 車輪 を 約束 S 鐵 戟に乘 せて 習 氣の陳 圜を馳 する が 故に、 馳 する 

が 如くに して 遂に 動かざる に 等し。 圜 外に 立つ もの 指示して 奇異 S. 觀を なすと き、 却って 嗤 笑の E 的と な 

る。 稳朗の 吾人 を 縛す る ゃ斯の 如く 牢 なる もの あり。  - 

豫朋の 弊 は 沈 滯に陷 るに あり、 固陋に 流る.' にあり、 新生 命 を容れ ざるに あり、 千篇 一 律なる にあり、 

11^ 鶴の 呼應 する にあり、 屋上に 星 を 架す るに あり、 徵兵 儉查の 態度に あり。 然れ ども 旋渦囘 流の 災を免 

かれて、 背後に 往時 を 顧みた る もの、 始めて 口にする を 得べき 言辭 なりと す。 其 習 氣を吸 ひ、 其 習 氣に染 

むる もの >  口にする を 得べき 言辭 にあら す。 臭味 を 1^ うせる、 傾向 を 同う せる、 歩武み-同 うせる ある 趣味 

の社會 一般より 歡迎 せらる、 以上 は、 此 趣味 は此社 會の此 時期に 對 して 正當の 趣味た る を 失 はす。 彼等 は 

因果 3 大法に 支配 せられて、 此 以上の 趣味 を 解す る 能 はす、 此 以下の 趣味 を 解す る 能 はす、 又此 以外の 趣 

味を靜 する 能に ざるが 故な り。 彼等が 此 趣味 を 觯脫し 得ん が爲 めに は、 波動の 上に 新. 喑示を 得て、 別 乾坤 

に 向って、 推移 W 線を曳 かざる ベから す。 新 喑示を 得ん が爲 めに は 強烈なる 刺激 を 待つ か、 或は 循環 的 推 

移 S 自づ から 勢力 を 消耗して、 外圜的 推移に 發展 する を 期せざる を 得す。 外圜的 推移の 片影 を 意識の 上に 


gi" めた ると き 彼等の 趣.^ は此 片影 を容る 、丈の 度に 於て 其 地步を 失へ る ものと 云 はざる 可から すつ ！ y (地歩 

を 失へ る 丈の 度に 於て 彼等- Sif 味 は 正常の 資格 を 失へ る もの， と 云 ふ を 得べ し。 かくして 舊 趣味の f> 歩 を 失 

ふ 毎に 正當の 資格 を も かね 失 ひて、 幾 推移の 後 始めて 全然 別 圜內に 人る とき、 舊 趣味に 彼等に と \- て 全然 

正常の 資格 を 失 ふが 故に、 趣味の 正當 なると 不正 當 なると は、 其 趣味 を體 する 時代より 云へば、 之 を 意識 

す る の 强烈な る か將た 微弱なる かに 因つ て诀す るの 外 他に 之 を 判す るの 途 なきもの なり。 是に 於て か あ る 

趣味の 圜 内に 立つ もの、 正當 なる 趣味と、 圜 外に 立つ もの 、正當 なる 趣味と は 全く 其 F 、を 異にして、 しか 

も 双方 共に 動かす ベ からざる 根底と 地盤と を 有す- - 同時に 甲の 認めて 正當 となし、 この 認めて 正當 となす 

もの は 自己に のみ 正當 にして、 此正當 の 資格 を 他の 領内に 擄 ぐる 事 能 はす。 理 によりて 說明 する 事 S 難き 

が 故にし か 云 ふに あらす、 理を 聞いて 然 りと 首肯す るも單 に！.： に 於て 他の 趣味 を 正當と 許諾せ るの みに て * 

4： 味 其、 物 は 依然として 自家 圜 s の もの を 以て 正當と 認識す ベ ければ なり。 西果は 趣味 を 支配す 3 囚 菜に 因 

つて 支配 せらる 、li 一味 は K 果の 耱鑌 する 限り 正當 なり。 もし 此 趣味 を 不正 常なら しめんと 欲せば 趣味の^ 

質を說 明して 他の 理性 を 動かさん より は、 彼 をして 一 日 も 早く 此因 を擺脫 セしむ るに 如くな し。 W 果を 

擺 脫ぜ しむる の 法 は 一 にして 足らす。 强烈 なる！： 激を與 へ て 趣味 3 推移 を 別圜に 向って 促が す 一 なり。 循 

墳的 推移 を 急 劇なら しめて 圜 €： 推移の 傾向 を 迅速に 消耗せ しむる 二な り。 もし 夫れ 此 傾向 を 壓 迫して、 自 

然の椎 移 を 不自然に 推移す る 能 は ざら しむる は 策の 尤も 拙なる ものな り。 而 して 彼の 治者の 被治者に 於け 

る • 嚴 父の 蕩兒に 於け る、 敎師の 生徒に 於け る、 警 吏の 人民に 於け る 常に 此 拙策 を 弄して 1!!; る 所な し。 I 

、-然 れ ども 是此 寧の 目的に あらす、 故に 多く 云 はす。 

豫 期の 弊 は 前に 述べた るが 如し。 もし 夫れ 其效 Ei- に 至って は 夙に 天下の 認 むる 所 多く. M を說 くも 要せす 0 

先に 模擬 的 意識 を 論す る や 旣に其 大半 を 語れり。 茲に述 ぶる 所 は單に 補足の 意に 過ぎす。 如何に 社 會の吾 
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人に 必要なる か は 社會" 9 存在 す る 事 實を擧 け て 之 に 答 ふれば 足る。 社會の 制度 は幾變 し、 社 #6- 秩序 は 幾 

轉し . 社會 の 組織 は 幾遷す る も 社 會其物 に 反抗して 之 を破壞 せ る は 有史以来 未だ 甞 て 見る 能 はざる 所、 故 

に舉 人間に 附す るに 社會的 本能 を 以てして 集合 動物と 同一 視 せんとす。 社 會は壞 つべ からす、 從 つて 社 

會を 鞏固なら しむる の 願は此 本能より 出立した る 吾人の 共有 性な り。 社會 S 擎 ならざる とき 他の 社會と 

於！ -爭 する 事 能 はす， 競爭 する 事 能 はざる 時 社 會は轉 覆す。 轉糧 するとき 自家 保存の 大目 的 を 失 ふ。 此 故に 

社會 S 载固 は社會 S 爲 めに 必要に して、 社會は 個人の 爲 めに 必要な り。 只社會 S 鞏^と 云 ふ。 之を說 明す 

るに 數萬言 を 要する や も 知る ベから す。 然れ ども 此范漠 たる 一 語 をと つて 之 を 心的 狀 態に 翻譯 すれば 社會 

を 組織す る 個人 意識の 一 致と 云 ふ も 不可な きに 似たり。 個人 意識が 統一 を (ある 點に 於て) 受けて 社會的 

意識の 安固 (solidarity  of  Social  consciousness) ふ 一 構成す と 云 ふの 義 なり。 此 安固 を 失へ ると き 社會は 

减 裂して 瓦解 せんとす。 個人主義 は ある 點に 於て 想像 以外に 發 達する を 得べ し、 然れ ども 此 個人主義と 併 

行して 一 面に 社會的 意識の 安固 を 維持す る は 吾人が 他に 對す るの 義務の みならす、 又 吾人に 對す るの 義務 

なり。 此 義務 を 自覺す る とき は 論 を 待た す、 之 を自覺 せざる 時 も 亦 吾人の 意識 は 大部分に 於て 循璦的 推移. 

をな して S- 乙 相呼應 する ものな り。 而 して 此呼 は 暗に 社會的 意識の 安固 を 胚胎し 且つ 在 來旣定 の圜 内に 

於て 推移す る を 常態と する が 故に、 吾人 は ある 怠 味 に 於て 皆舊慣 を 墨守 し、 故 習 を 遵奉して 互に 社き を 現 

狀 に運轉 して 満足す る ものと 云 ひ 得べ し。 もし 個人 主教の 極端 を 想像 するとき、 個人と 個人が 意識の あら 

ゆる 點に 於て 合致せ ざる 畔、 社會は 成立せ す、 况んゃ 文藝を や。 3- の 作れる 小說は B- 1 人の 外に 讀 者な く， 

乙の 作れる 新 體詩は こ 自 から 誦する の 外 遂に 一 人の 呼 應者を 生す る 事 能 はす。 是に 於て か 奇想 警句 雨の 如 

く繁き も 遂に 活字に 印し て 書肆 を 煩 はす の 必要な く文界 M 然とし て 永久の 寂寞 に 人る。 是事實 にあら す。 

事實 にあら ざるより は 彼我 は 互に 接觸 し、 融 化する を 知るべし。 接 觸し融 化する を 知る とき 其 意識の 一部 


分 は、 互に 同一 の 走馬燈 裏に、 同一 の 燭火を 循環し つ、 ある を 悟ろ ぺ 

第五 章 原則の 應用 ll! 

-余は 第三 章に 於て 新しき 嗜 示の， S 然と 必要と を 述べたり。 第 1； 章に 於て 豫 期の. H 然と 必要と を 述べたり" 

兩窣 に說く 所の 共に 自然にして 必要なる を 知る とき、 吾人 は 一 面に 於て 新 を 追 はんと 欲する の 念と、 他面 

に 於て 舊を慕 ふの 念と を 兼有す る を 悟るべし。 而 して 此兩倾 向が 同時に 活動して 意識の 波動に 影響 を 及 ほ 

す 事 あらば、 此兩 傾向に 支配 せられて 出現す る 頂點の 內容は 論理 上、 下の 如くなら ざるべ からす。 11 全 

然 新なる を 得す、 全然 舊 なる を 得す。 新に 移らん とするとき 舊は之 を 抑へ、 舊を復 せんと するとき、 新 は 

之を驅 るが 故な り。 是に 於て か 第五 章の 必要 を 生す。 第五 章に 證明 せんとす る は、 「吾人 意識の 推移 は 次第 

なる を 便と す」 の 原則な り。 

此 種の 推移 を實 例に 求む ると き、 吾人 は 塵 事に、 學界 に、 文壇に、 至る所に 逢着す る を 見る，」 かの 發明 

の 一 朝に 天下の 耳目 を^ かして、 炳乎 たる 日輪 を. 隅 嗟に 得た るが 如き 觀 ある もの さへ、 深く 其 傳統を 尋ね 

て 承 li する 所 を 察すれば 淵源の 遠き 意外なる もの 多し。 一 進化論 を 取って 檢 する も亦此 撰に 洩れざる を 見 

る？ 上代 希臉の 昔 を 說くは 固より 遞 たりと 雖 ども、 單に 近世 進化論 S 發達 のみ を 討究して さへ 旣に 一 朝 一 

夕の 產物 にあらざる を 悟る は 容易なる べし。 其 wuaon  (1707-1788) に始 つて Erasmus  Darwin に 至 

り. Datwin を 通じて x^amarck に傳 へ、 ：Lamarc.k: を 承け て 遂に C.  Darwin の 起り し は 人の 知ろ 所 

なり。 しかも Darwin に 至って 進化論 は其發 展を盡 したる にあら す。 Spencer あり、 Wallace あり、 

Haeckel あり、 Huxley あり。 遂に Bateson を 出し Weismann を 出して 喑 示の 傳授は 皆徐々 として 
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次第なら ざるな し。 學者 鏤骨 腐心 兀々 として、 窮暴 を. tnK に惜 む。 しかも 猶前縱 を 追 ふて 一歩の 進 を 誇 

るに 過ぎす。 5& 人の 創意 はしかく 微弱なる なり。 (一 步の進とは擧者と舉^！？；を比較するの意なるは無論な 

り。 もし 夫れ 一 流の 擧者を 以て 庸 凡の 俗人と 對 すれば 其差豈 三千 里に して 止まらん や。 讀者、 槐 移の 緩徐 

ならざる 可から ざるが 枚に Lord  Kelvin と倫敦の巡査を比較し て兩^^：の間に甚しき懇隔ぁりと云 ふ事な 

かれ。) 

舉理の 推移、 哲 論の 變遷は 高遠 複雜 にして、 たと ひ此原 M に 因って 動く とも、 一目の 下に 其 徑路 を敍說 

しがた し。 圆案模 樣の劃 刻 整然たる ものに 至って は、 彼是 を對 照して 瞬間に 其發展 S 跡を尋 ぬる を 得る が 

5^に、 咅 人の 說を證 明す るに 當 つて 尤も 便宜なる 材料 を 給せ すん ば あらす。 Haddon は writisll  New 

Guinea の蠻 人に 就て 其 装飾的 藝術を 研究せ る 人な り。 其 著 Evolutisl  in.  ,4r/ に 云へ る 事 あり。 「暗 

示と 豫 期と は 意匠 術に 及 ほす 動 靜のニ 力なり。 前者 は 端 を發し 且つ 樣を變 す。 後者 は旣 に存存 せる 所の も 

の を 保持 せんとす るの 傾向 を 有す。 藝術的 表現に 於て 吾人の 所謂 截然たる 生活 史 (a  distinctive  ： life- 

histoty:) と名づ くる もの. を產 出す る は此兩 作用の 活動に よる。 生活 史は三 期より 成ろ。 生、 長、 死 4- な 

り。 中期 は 所謂 進化なる 語の もとに 一 括し 得べき 變形を 含む を 常態と す。 …… 吾人 は藝 術的發 達の 程 次と 

して 原始、 進化、 衰 類の 三 期 を 認識す る を 便宜と す」 と。 Haddon の 說は單 に 圖 案 模樣に 於て 肯發を 得た 

ろの みならす、 移して 以て 一 般の椎 移を說 明す るに 足る。 其擧 ぐる 所の Ml 晝の 如き は 一 目の 下に 意匠 椎遷 

の 自然 にして 次序 あ る を. 示す が 故に、 此原刖 の 實 例と し て 尤も 適切に し て 、 尤も 興味 多 き は 左に 複寫す る 

所 を 見て 知る ベ し 0 

A は B を 一 示し、 B は C を喑 示し て 遂に D もしくは F に 達す るが 故に A と D , もしくは A と F と を蛟す 

ると き は 恰も 木に 接する に 竹 を 以てする が 如し。 兩 者の 類似 はしかく 戀隔 マと 雖 ども、 接績 せる 推移の 一 一 


A 


A  B 


程 次 を 相互に 對照 するとき は 其 進化の 偶然に あらざる を 見るべし。 辯 を 弄し 論を鬪 はす もの 固く 執って 相 

譲らす、 各 以て 根 據地を 去らす となして、 しかも彼是徴^^の際知らす知らす地歩を移して舌鋒を不斷に轉 

じ 去る。 一時間の 後口 沫を 拭って 起點を 顧みれば 遙 かの 遠き に 在りて、 刻下の 話頭と 相關 せざる が 如し。 

彼等 は當 初より 此 突如た る 推移 を敢 てす るの 勇氣 なかり しもの、 只騎 虎の 勢に 乘 じて 自 から 知らす 轉 々 化 

換 してし かも 一 所に 停 住する を 信じて 疑 はす、 二 旦 舌頭の 麼爛 せる に 驚ろ いて 始めて わが 流 光 を 追 ふて 滑 

脫す るの あまりに 速 かなる を 恥づ。 A、  B、  c、  D より F に 至る の狀 宛と して 是に 似た る もの あり。 晤示 

の 漸次なる 是に 至って 遂に 爭 ふべ からす。 

Muirhead  CD^ て Rousseau の 人ば 自 S に 生れたり と 云へ るを駁 せる の 序、 書物 上の 言語の 社會的 所得 

な る を； i じて 曰 く 世問往 々にして 窨を著 は す と號 する もの あり。 彼等 は 其 名を卷 頭 に 署し又 其 參考害 目 を 


上 圆も亦 ||£ 魚模樣 

の 變化を 示す もの 

にして、 A の 富 生 

的なる より 幾多の 

順序 を經て EF の 

幾何 的 模樣に 至る。 

而 して K 間亳も 突 

然の變 化な きを 注 

意す ベ し。 
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上 圖は鰐 魚の 模樣 

の 變化を 示す もの 

にして、 K 推移 は 

繁 より 簡に 赴く も 

のとす。 讀者 A、 

B、C、D を 順次に 

檢 するとき、 其 推 

移の 緩徐に して 連 

續 ある を認 むべ し n 
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序 中 もしくは 篇 末に 揭 ゆて 博る 所な し。 余の 見る 所 を 以てすれば、 參考 書目 を 冒頭に 揭 けて、 自己 S 名 を 

卷 末に 置く の、 多く „3 場合に 於て 事實に 近き を 知る。 著者の 爲 せる 所の もの、 又 著者の 爲し 得る 所の もの 

は、 無数の 年月の 勞カ によりて 彼に 供給せられ たるお 料 を 新型に 再禱 する に 過ぎ ざれば なり。 此意 親に 於 

て Emerson の 云へ るが 如く、 各人 は 等しく^ 竊^ なり。 各 物 は剽竊 なり。 家屋と 雖 ども 亦剽竊 なりと。 

彼等の 嶄新 ならん として 嶄 新なる 能 はざる を 諷する に 似たり。 暗示の 漸次なる を 著書の 上に 道破せ るに 過 

ぎす。 藝術 評論家の 語に 曰く 如何なる 大蕩術 家 も、 Phidias も Michael  Angelo も Rembrandt も 

Velasquez も 遂に 全然 新樣 なる 美の 瑰想を 思念し 又 表現す る 能 はすと 喑 示の 突然と して 天外より 降下せ、 さ 

る を 云 ふに 過ぎす。 Pisistratus の Athens に 王た る や Solon の 法規 を 外形の 上に 維持して 敢て之 を 破 

壞 する 事な かりき。 CtBsar の 英邁に してへ 且 共和政 體の 組織 を 改めす。 一 世の 豪傑 Napoleon の 如き. 

の すら、 當 初は改 命の 時代に 行 はれた る 卞-義 形式 を蹂躏 する の 意な かりし に 似たり。 是 政治的に 喑 示の 漸 

次なる を證 する ものな り。 

文界の 潮流 漲 落 一 ならす 高下 不同な りと 雖 ども、 要するに^ 此 原則 を 離れす。 兹 に例證 せんとす るは英 

文 擧史に 於る 浪漫 典型 一 一派の 興廢 なり。 兩 派- S 動靜は 英文 學 史上に 在って 普く 人の 知る 所、 K 定義の 如き 

に 至って は學 者の 說 固より 區々 にして 紛糾す。 今 K 特性 を 考へ， 異同 を 辯 じて 吾人が 兩 派に 對 する 觀念を 

明かに する の餘 地な し。 只 所謂 愈 ハ型派 を 呼ぶ に 典型 派 を 以てし、 所謂 浪漫派 を稱 して 浪漫派と なして、 相 

互の 隆替 起伏の 動靜を 見て 此 S3- 則の 應川を 試みん と 欲す。 

所謂 典型 派の. e 來 する 所 を 討ぬ るに— 七 世紀の 半に Waller を 得 Denham を 得て 漸く 興り、 ひいて 

十八 世紀に 入り Pope に 至って 大成せ る は 人の 知る 所な り。 此 特異なる 活動の 何が 故に 起り しか は、 專問 

の擧 者の 云 ふ 所に 聽 いて 容易に 其 消息 を 解す る を 得べ し。 當時の文凰^-の權輿なる Edmund  Gosse は 其 著 


From  shpkesf>eare  to  pof-e,  51  In<juiry  into  th-e  Causes  and  Phenomena  oj  tue  Rtse  of に assicat 

Poetry  in  中に 述べて 曰く 「問 ふ もの 云 はく、 十七 世紀の 文舉は 何が 故に 圈 中に 屛 居し、 何が 故 

に 人爲の 法則に 自己 を 自縛し、 何が 故に 無味 陣套 の趱 目に 自己 を 自制した るかと ソ答へ て 云 ふ。 詩 を 鑄る 

に變態 の 型を以 て せ るが 故な り、 怪異の 型を以 てせ るが 故な り。 詩 を 行 る に 荒 唐 不可解の 辭を以 てせ るが 

故な り」 と。 Gosse の 云 ふ 所 を 吾邦の 狀 勢に 照らして 讀 者に 察し 易から しむれば 所謂 新派の 歌の 格調に 於 

て 意匠に 於て 放縱不 鶴の 極 をつ くせる が 故に 再び 平 正にして 典型 ある を尙 ぶに 至れり と 云 ふが 如し.^ 著者 

の 語を籍 りて 之 を 布衍 すれば 「十七 世紀の 人 は 自在 放 奔の氣 に 倦み、 劇詩 家の 狼 籍を惡 み、 敍情 詩人の 接 

吻と 薔薇と、 香 科と に 飽き、 放逸に して 檢束を 解せ ざる 文士の 爲 すが 儘に、 歷史の 海に 搖蕩 し、 宇宙の 廣 

きに 奔走す る を 厭 ふに 至れり。 燥た る Elizabetli 朝の 文 星 は 跳躍 吼 して、 満天の 風 を 誘 ふて あまねく 

文界を 吹かしめ たろ に、 之に 繼ぐ もの 天分 相 添 はす、 徒らに 其 if を大 にして 空洞に 響を傳 ふる」 に 過ぎ ざ 

りし ハ， 爲 なり。  0  。 

典型 派は實 にかくの 如くに して 興れり。 かくの 如くに して 興れる を 以て 時に 或は 反動の 觀を なす を妨ゅ 

ざるに 似たり。 然れ ども 此 際に 於る 反動 は强烈 なる 刺激の 社會の 一 隅に 煥發 せる が爲 めに、 未だ 推移の 序 

を 展べ壶 さ 5, る 浪漫的 精神が 半途に 斃 K せる の 結果に あらす、 浪漫的 精神の 兇暴なる 威 勝に 堪 へ すして、 • 

意識の 推移が 急轉 して 別 園に 人れ るに 過ぎす。 然れ ども 兇暴なる 威壓は 短時間に 於て、 長時間の 推移 を盡 

すが 故に、 少なくとも 長時間 S 推移 を盡 すと 同 樣の價 値 を 有する が 故に、 此威壓 によりて 急轉 する 意識の 

乾坤 は、 長時間の 推移に 其 勢力 を 失 ひつ  > 漸次に 轉 化し 去る 乾坤と 異なるな し。 此 意義に 於て 此 反動 は 依 

然として 漸次の 嗜 示に 過ぎす。 加 何 となれば 此 反動の、 尋常の 推移と 異なる は單に 時間 S 短 かきに 在りて、 

而 して 其 短 かき 時間のう ちに、 他が 長時間に 通過せ る 推移 を 結了す るが 故に、 過程の 順序 は兩者 相等しと 
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兒 る を 得べ ければ なり。 

典型 派 W 興起 を 以て 俗に 所謂 反動と 見 傚す も、 余が 主張す る r 喑示は 漸次な. ら ざる 可から す」 との 原刖 

を 打破す るに 足らざる は是 にて 明かな り。 況んゃ 其 潮流の 默移 する 所 を 細かに 檢 すれば、 事 實は必 すし も， 

か くの 如く 急轉 直下して 浪漫派 を 去ら ざ る を や。 讀者 もし 余が 言 を 疑 はば 此 流派 の 興廢に 少な か らざ ろ 齲 

係 を 有す る 詩人に して 劇作家た る Davenant の 著述と 之に 對 する 評論と を 見れば 思 半ばに 過ぐ る もの あ 

らん。 彼 は實に 系統に 於て 舊 派の 醇 なる ものと して 述作に 從事 せるな り。 只 半途に して 翻然 悟る 所 あり 思 

へらく、 今より 二十 年に して 天下 S 大勢 は必す Waller,  Denham を-?! 歌す る 事 あらんと、 是に 於て か浪 

漫の 衣冠 を棄 て、、 直ちに 典型の 壘に 赴け り C 彼が 第一 に 公け にせる は Madagascar と 題す る 詩集な り e 

評 家の 言に よるに、 彼は此 集中に 於て 未だ Waller の淸 新なる 詩 風に 私淑す る 所な きに 似たり こ 下って 一 

六 五 〇 年に 至って 敍事詩 Gorldibcrt. を 著 はす や 格調 一 變、 純然と して 典型 派の 吐屬 をな す。 彼に 賁に 過去 

十一 一年間に 於て 冥々 の 裡に喑 示の 幾 刺激 を 感受して、 漸次に 浪漫的の 舊圜を 出で 去って、 典型の 新 區に入 

り、 最後の 焦點を 柿へ て 之 を 一 篇の騎 十： 譚に實 現せる に 過ぎす C 詩 意識の 推移 を 彼 と共にせ すして、 彼 を 

以て 猶吾 5：1| 一の 士と 誤認せ る 浪漫派 は 彼の 權變を 其 新作に 見て、 交 起って 之み-攻撃す。 其 如何 ife 烈 なりし 

か は 

1 am  old  Davenant; 

with  my  fustian  ciuiu, 

Tliougti  skill I  liav ひ not, 

I  must  tfe  writing  still 

On  GShdihcrl;  : 


の 如き 諷刺 を 讀んで ，るべ し。 fldibcrt を 攻撃せ る 批評 冊子 一 ー卷は 珍本と して 今猶 GOSSC の 手に 存す 

と 云 ふ。)， 如上の 事 實は罩 に 詩人 Davenant の 一 家に 馬す るが 如しと 雖 ども、 典型 派の 隆替に 關 連して * 

之 ゲ-觀 察する とき は、 優に 推移の 原則 を說 明す るに 足るべし- 讀者、 一 に、 彼 ：3 好尙 S 始めは 舊派 (此揚 

合に て は 浪漫派が 舊派 なり) にして 後に は 典型 派に 移れる を 見ん 事 を 要す。 二に、 此 iiw 移の 十二 年の 日 

を 費やせるな 見ん 事 を 要す。 三に、 時勢の 推移 は 彼と 伴 ふ 能 はすして、 蜂起して 彼が 典型的 風格 を 攻擊せ 

る を ん事を 要す。 最後に 斯の 如く 攻攀の 目的と なりし 典型的 詩 風 は、 pope に 至って 天日の 中せ るが 如 

く 一  世 を 眩 耀サ」 る を 見ん 事 を 要す。 —ー 嗜 示の 漸次なる は是に 於て 爭ふ 可から ざるに 似たり。 

更に 此原 刖を證 明して 一 暦 編著なる 觀念を 吾人に 與 ふる は、 次 世紀に 入って 典型 詩の 文壇に 覇を稱 せる 

頃、 第一 一の 浪漫派が 之に 反して 旗幟な 翻へ せる し狀 態な り。 新 浪漫派の 意義 は 一 言に して 盡 しがた し。 こ 

こに は 只 典型 派に 對 して 起れ る 活動の 表現 を總稱 す。 此 表現 を文舉 s;^, 上に ig- すれば ccwper の The 

Task を 以て、 Lyrical  Baliads を以 一」、 Scott の 長 詩 を 以て、 一 時に 蔡風を 掃蕩せ るが 如し。 然れ ども 

仔細に 眼 を 着けて 其 動 靜を窺 ふとき は、 變 化の 斯の 如く 劇甚なら す、 緩行 徐囘 して 漸次に 兹に 達せる を點 

頭す る は 容易な り。 例 を 全局に 取れば 一 三 一にして 足らす、 而 して 余の 目的 は 全局の 發展 を詳敍 する にあら 

す。 其 尤も 暗 易く して 且つ 興味 ある もの を擧 けて 推移 S 序 あり 順 ある を 示さん と 欲す。 

沙翁は 千古の 大家な り、 全歐 3 天才な り" 是れ萬 口 S  一  is^ する 所、 何人も 此斷 に對 して 異議 を 挾む も 

のな きが 如し。 眞に沙 翁 を 以てし かく 偉大な りと 信ぜざる もの すら 甞；」 此斷 案に 對 して 異議 を 挾める 事な 

し。 萬： 1 の 一 致す る 所に 向って、 身 を 挺して 他 を誹謖 せんと すれば、 薪 を 負 ふて 火に 赴く の 危險を 冒さ if 

る 可から ざるが 故な り。 高く 其戆 ：.！.^ を 標榜して 天下に 呼號 すると 一 般 なれば なり。 此 故に 彼 を 解す る もの、 

彼 を 解せ ざる もの、 相聚 つて 彼 を 神聖に し、 彼 を 偶像に し、 幾 炷の香 を 彼の 壇 前に 焚いて、 薰烟ぉ 靆の裏 
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に 其 音 1谷を# 露して 及ばざる を 恐る、 が 如し。 十九 ゆ； 紀に 生れて Coleridge,  wazlitt  6 批評に お 鑑識 を 

養へ る もの は、 沙 翁に 對 する 此舆； を 以て 萬 古に 通じて 戾ら ざるの 定 となして 憚から す。 然れ ども 世紀 

を 溯る 事 一 次に して 所謂 典型 派 S. 11 沙翁 時代い 浪漫的 精神に 抗 して 興れる 典塑 派の 勢 を 擅 ま  >  にせる 當 

時 を囘顧 すれば 詩聖の 聲望 却って 豫想 外なる もの あり。 Thomas  Rymer,  0.  Ivennox の 如き は沙 翁を以 

て 一 読の 情 値な しとな せり。 彼の 偉大なる を 認めた る 輩と 雖 ども 彼 を崇拜 する 事^より 今 代の 如く 甚 しか 

らす、 寧ろ 之に 對 して 眷顧を 加 ふるの 狀 あり。 或は 云 ふ、 野蠻 時代に 生れて 訓鍊を 欠き 習熟み-欠 くと、 或 

は 云 ふ、 結構 具 はらす と、 或は 云 ふ 悲劇と 喜劇 S ー區 別な しと、 或は 云 ふ、 三 統一 み-欠く と 皆 今人の 口にせ 

ざる 所な り。 詩人 Goldsmith の 沙翁を 辨れる は 普く 人の 知る 所、 其 言に 曰く。 「余 はわが 劇 詩宗の 有せ 

る美點 を 相 常 の 度に 於て 贊賞 せ ざ るに あら す。 同時 に 余は國 家の 名 譽の爲 めに、 倂 せて 彼の 名譽 S 爲 め 

に、 彼の 描け る數 多の 齣 慕の 忘失 せられん 事 を 希望せ ざる を 得す。 一 眼 を 妙せ る もの は 常に 其 半面 を畫に 

せざる を 得す。 輓近 W 再興に かゝ る是 等の 劇を觀 たる もの をして、 もし 是 等の 劇に して 今人の 作なら しむ 

るも猶 且つ 演ずる の 演ぜざる に 優る か を考へ しめば 果して 如何。 或は 恐る 彼等の 呼んで 以て 可と なす 所の 

もの は、 S 単に 名 聲 を 耳に する が爲 めに 起り、 又 徒ら なる 古 を 慕 ふの 念に 過ぎざる 事 を。 事實を 云へば * か 

の 不自然なる； t 稽に 富める、 奇 僻なる 想像に 饒 かなる、 針 小 を棒大 に不稽 ならしむ る沙翁 S 脚本 を 復活し 

て 新たに 場に 上す は、 是 詩宗の 爲 めに 記念 像 を 建 つるに あらす して、 却って 此 ， 叩 乂ふ像 を戮す る ものと 云 ふ 

へ し。」 i,Art  Incjuiry  into  the  Presetit  State  of  Polite  Lear}~i/~g ノ  cliap.  xii 乙 Pof>e の；^ &に 曰く c 

「余 は沙 翁に 就て 結論して 云 はんと 欲す。 彼の 脚本 は陷缺 多く 規律な しと 雖 ども、 之 を 他の 精巧 L いして 整 

然 たる ものに 比すれば、 莊嚴 なる Golhie 風 S 古代 建築と、 淸楚 なる 今 代の 堂厦と を-おす るが 如き 感 あり。 

後者 は 都雅に して 綺麗な り。 然れ ども 前者 は 剛健に して 重厚な り。 …… 幽 喑條異 S 廊を 通じて 始めて 至る 


事 を 得べ しと 鍵 ども、 其變 化に 富み、 崇； 1^ の感に 接する は 疑な し。 其 局部 を儉 すれば 固より 稚氣 なきに あ 

らす， 布置 常 を 〔体る にあら す、 其、 莊嚴 S 度に 比例せ ざる もの 多し と雖 ども， 一 括して せ 、全體 をう か 5r へば 

雄偉 崇高 人 をして 自 から 低頭せ しむる に 足る」 と 。もし 夫れ 他家の 批評に 至って は糅 然として 堆を なすが 

故に、 今 其 煩 を 避けて 一 々之 を引證 せす と雖 ども、 上 來說く 所に よって 其 一斑 を 窺 ふ を 得べ し。 要するに 

十八 世紀に 於る 沙翁は 前代の 惰性に よりて 大家 を 以て 目せられ たりと 雖 ども、 遂に 之に 向って 絕對に 敬意 

を拂 ふの 念な かりし が 如し。 Coleridge の 出 づるを 待ち、 Schkgel の 出 づるを 待ち、 彼は浙 くにして 空 

前-の 大 詩人と 推移せ るに 過ぎす。 之 を 余が 說明 せんとす る 原 刖に對 照して 約言 すれば、 沙翁崇 拜の喑 示 は 

十九 世紀の 始めに 成りし が 如しと 雖 ども、 意識 S 推移 は 百年 前より 漸次に 兹に 到達せ る ものな り」 (向後、 

歐 人の 沙翁觀 は 如何に 變 化する か は 固より 計り 知る ベ からす。) 

沙 翁に 對 する 評論の 一:!^!! が 推移の 原 M に 適へ る は 上に 述べた るが 如し。 吾人が 仰いで 以て 浪漫派の 明星 

となす Spenser も 亦此徑 路ん- 通過して 今日の 地位 を 得た る ものな り。 十八 世紀に 於る 浪漫派の 勃興 を 論 

じたる weers は 其著霄 中に 述べて 曰く 浪漫派の Spenser に 負 ふ 所 ある は、 其沙 翁に 負 ふ 所 あるよりも 

多大なる に 似たり と。 Spenser の 浪漫的なる 固より 典型 派の 跳梁せ る 十八 世紀に 在って 渴 仰の 信 を 博す る 

に. B なし。 彼 を 以て 文界 S 照 となせ る は 同じく 十九 世紀に 始まる が 如しと 雖 ども、 同じく 突然の 喑 示に 

よりて 一 朝に 意識の 焦點 に炳曜 せる にあら す。 現に 當 代の 大家と して、 Q§y  Chase を 評し、 Milton を 

評し、 趣味の 先 覺者を 以て 自任せ る Addison の 如き すら 彼に 懷々 たる もの ありし は、 左の 數行を 請んで 

知るべし。 

old ひ Peyser  nrtxt,  wann*d  witli  poetic  rage. 

In  ancitJtU  tales  <tn:uls-d  a げ o-rlyrous  ag. ひ ； 
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An  agrt  ttiat  yet  tincultivat ひ and  rti ひひ, 

wller ひ. -e-re  1;1ie  poe1:*s  fancy 1 ひひ, Ipursu-ci  . 

.Thro*  p-atjlless  llelds,  and  untr ひ cluentsl  Hoods, 

T\>  dens  of  ^rawons,  ancl  ffilcllanted  woods. 

wut  now  the  mystic  tale,  tliat  l:>leas-d  of  yore, 

rpp  charm  an  understanding  age-  no  tnore  ；  . 

Tlie  lon^-spnln  allegories  fulsoln ひ grow, 

wllile  tlie  dull  inoral  lies  too  ； plain  .helow.r 

I Account  oj  Uic  GTCafest  English  poets, 

Johnson は 文 を 以て 一 代に 鳴る もの 卷て The  Rambler  ( 一  七 五 一 年 五月 十四日) に 於て $1 じて 曰く、 

Spenser の 話談と 風情 を模 する は敢て 非議すべき にあら す。 如何と なれば Allegory は敎 化の 方便と し 

て 尤も 感興 ある も S なれば なり。 然れ ども 彼の 文 體と詩 格に 關 して は 全くし か 云 ふ を 得す。 彼の 詩 調 は 彼 

の 生前に 在って すら 猶 且つ 晦僻を 以て 目 せらる。 其 古語 を川ゐ て、 奇句を 連ね、 常 流 を 遠ざかれ るの 甚し 

き Ben  Jonson すら 彼 を 以て to  have  written  no  language と斷定 せる 位な り。 彼の stanza は難^^に 

して 耳に 快なら す、 S せ 調に して 倦み 力く、 冗長に して 疲るゝ に 速 かな"。 此 stanza はもと 以太利 詩人 を 

模 して 成る もの、 固より わが 國 語の 特性に 注意して 創意せ る ものに あらす。 以太利 語 は 語尾^ 變 化に 窮す 

るが 故に 同 韻の 最大 數を使 川し 得ん が爲 めに 此 suinza に 重き を 置く の 必要 あり。 然れ ども 我國 語の 字 脚 

に 於て 變化 ある、 ， 同音の 一 H 子 以上 を 連ぬ る をす ら不 便宜と 思 ふ 事 多し。 W 韻 は 吾人 をして 不適 當 なる 言語 

を 用ゐて 吾人の 思想 を 表現せ しむと 云へ る Milton の觀 察に して 誤りな くんば、 長 句法より 生す る 押 額の 


w 難なる に從 つて 此 不適 常 s 度は增 加せ ざる を す。 …… 詩 家 もし 沈潜 刻苦して 畔 日を惜 ますん ば、 或は 

Spenser の 詩 體を模 して 其 堂に 上る 事 あらん。 然れ ども 吾人の 世に 住む は 古人の 遣棄し て 顧みざる もの 

を 奥め、 或は 無 川の 長物 を擬 する が爲 めに は あらざる べしと。 彼等の Spenser を視る 事漑ね 此の 如し。 

(Steele が spectator 《一七 一一 一年 ト 一 月ト 九日)) に 於て 彼に 贊辭 を呈 せる が 如き は 蓋し 異例に 屬 す。) 

一般の 風潮が 斯の 如く  Spenser と 相容れ ざるに も關 はらす、 彼を模 する もの、 ト八 世紀に 輩出せ る は 

Johnson の 批評に III- る 明かな り。 是に 於て か 五 "人 は 一 かに 是等模 傲 者 を 歴史的に 點儉 して、 其 勢力 f£ 長 

の迹 に、 推移の 原 Ms 活， 勤せ るみ-窺 ふ 可く， 他方に 2に 等模做 者の 被 摸 做 者に 對 する 態度 を參 酌して、 同じ 

く 其 褒贬の 度に 變化轉 俊の 次序 あろ を認 むる を 得べ し。 Phelps は English  Romantic  I\fovem St を 著 は 

せる もの、 書中と くに Spenserian  Revival の ー篇を 設けて 詳 かに 其顚末 を說 けり。 其 i 一 n に 曰く  rspen- 

ser の模傚^^かかく續出せるに關はらす、 吾人の 深く 注 窓すべき 重要なる 事寶 は、 せ (多 數 S 誠實 ならざる 

模做 者なる にあり。 彼等 は單 に, 樂の爲 めに Spenser を誦證 せる のみなら す、 义娛 樂の爲 めに 彼の 詩 風 

を擬 せり。 Spenserian  form を川ゐたるもの に諷刺^£及び滑稽詩多きは全く之が爲めなり。 Augdstan 

ag.e の 精神 は其氣 運の 最頂點 に 達して 旣に 漸く 降下せ る 後 も 達 巡と して 文界に 留まる 事 之 を 久しう せり。 

而 して Spenser の，模做^^^にし て此影響を蒙らざるもの は殆んど稀なり。 Thomso.n の The  Casilc  of 

h~d。le-cc は此 種の 述作 中 優に 群を拔 くもの、 しかも 作者 は 詩 中に 幾多 S 諷刺 を 混 人す るの 必要 を 認めた 

るが 如し。 Slienstone の 始めて 7 he  Schoolmistress を 著す や 毫も 眞 面目の 意な かりし のみなら す、 世 

人の 戲を 目して 本領と な Vti ん事を 恐れたり。 他 は 推して 知るべき のみ」 と。 是に. m て 之 を 觀れば 彼等の 

Spenser を模 したる は 決して 崇拜の 意 を 含 める にあら すして 却って 妈樂 S 目的に 過ぎ ざり しのみ。 只 一 部 

僅少の 人士 ありて 誠意に 之 を 研究し、 且つ 消閑に il- を 弄して 彼を舉 びた る もの、 亦. n:: 然に 向背み-一 途にじ 
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て Spcnsc 丄 an 復活の 中に 投じ 来って 推移の 極 相 率いて 遂に 十九 世紀に 入れり o  p ぎ IP" は 一 七 〇〇 年よ 

り 一 七 七 五 年に 至って 七 〔十〕 五 年 問に 出版せられ たる 模擬 詩の 表ん-作って 約 五十 種 を 示せり。 其 嫂樂的 

閑 文字なる と 否 と は 暫く 措いて 問 はす、 力 peiiser 復活に. 2 來 あり、 次序 あり、 漸移 ある は 疑 ふ 可から す。 

吾人 は 次に Tllsnson の Ty?"  .sv<?.ss- をと つて 此原刖 の 意義 を 二三の 方面より 證明 する を 得べ しと 信 

す。 一 The  Seasom は 人の 知る 如く 春夏秋冬の 季節 を 分って、 四 時の 風光と 景物と を 願 次に 咏ぜる もの 

なる が 故に、 吐屬の 主題 は 自然に 存 すと 云 ふ も 不可な きに 似たり。 英國 詩人が 天地 山川に 對す る眞 情ば 世 

紀 末に 至-つて Cowper の 敍述を 待って 始めて 詩 界に淸 新の 光輝 を 放ち、 Wordsworth 其 後 を 受けて 洄花 

澤草 S 致、 靑峰翠 i 山の 趣に 幽玄 S 歡喜を 解して、 漸く 一般よ "其 憤 値 を 認められ たる もの、 然れ ども 是眾 

に 其 外觀に 過ぎす。 其嗜 示の 流 を 遠き 半 世に 溯れば、 其 淵源す る 所 却って この 邊に； 1^ す。 詩 中 含む 所 自然 

の 一 一字、 此 原則み ま 明す と は 是が爲 めな り。 づ The  Seasons は 又 多少の 超自然的 材料 を 含む。 幽玄の 境 

致に 怪異 を：^ 鬆せ しむる のみなら す、 明ら さまに 幽靈の 文字 を 使 川せ る^ 所 一 二に して 足らす。 石 女み-泣 

かしめ 木 人 を 舞 はしめ て 快. を稱 する は 浪漫派の 得意と すると ころ、 約 半世紀の 後 Lewis  $,  RadcliEEe 

を 得て、 怪に渴 する もの ゝ骨爲 めに 寒く、 下って coleTMge に 至って 玄祕の 堂奥に 隱約 たる 虛靈 の、 世 

を 隔て、 我と 語る あるが 如き を覺 ゆ。 Coleridge の 擅 場なる 永 {ゃ- 豁 S 趣 はもと よ， り 詩人 性靈 S 微妙なる 

活動に よる 事 論 を 待た すと 雖 ども、 其發 して The  Ancie-t  Mariner となり Christabel となる は鴛 然と 

して. 天火の 意識 上に 墜落して 焦 點に耀 けろ が爲 にあら す。 自覺と 否と に關 はらす、 嗜 示より 喑示を 傳へ 、 

天狗 般若の 妖を經 て、 漸く 身心 を脫 落せる 太玄 の、 遂に 波動 線 上に I.. 緲 たりし に ra: ら すん ば あらす。 此點 

に 於て 超自然 趣味の 自 から 漸次に 推移 錄 M する を 見る 可く、 而 して 示の 糸 を 総り て 逆し まに 十八 W 紀 

に 人る とき、 ：；|a 人 は 吾人の 通路に 於て The  Seasons の漠 はるみ-認めて、 其、 此耍素 を 含む W 偶然なら ざ 


りし を M5 るべ し。 jri  The  sees! は 調に 於て 沈體 なる 所 あり、 想に 於て 悲慯 する 所な きに あらす。 Beers 

の听胃 憂！^ K の 系 5 ま Young を^、  Collins を經、 Gray を！. 化て 世紀末に 至って 。 き 一 の跌宕 S きと 

、なり、 遂に 淳 じて Byron の營紆 慷慨に 至る： 其 推移の 迹を討 ぬれば 依然として 漸次に 歩 を 進めた る を 疑 

ますして、 しかも Thomson は實に 初期 S 喑示を 後人に 與 へたる を證 すべし C 酒 The  seasons は其倾 S 

に 於て sentimental なる 小話 を 插む事 多し。 是 彼が steme 及び Goldsmith と 共有す る耍索 にして 一 

41ォ 天下 こ 丁  る Wertherism の 先 驅と见 る を 得べき に 似たり。 此點に 於て.， -亦 多..；： ンネカ 原 を說 ゆし 

. 辱 ると 云 ふ を妨ャ す。 ぬ The  Seasons は斯の 如く 種々 S 喑示を 後代に 與 へたり と雖 ども、 同- M に 同時代 

の 趣 *. を！^ ベる は 吾人 列 研究 上 尤も 興 致 ある 事實 なり。 體は無 韻 にして^ 流 を 追 はざる に^たり と雖ど 

も、 評 家の 言に 從 へば 所々 に pope の 影響 を認 むと 云へ， o。 又 其敎： M 的 能 M を 以て 詩 祌の靈 を it する 

も 亦 4*, 好 匕に あら すん ば あらす。 かくの 如く  のぅちには^^"むに流，仃せる^^?こ ^代 

に發 達せる 傾向と が 同一 所に 居をト して 相 隣る が 故に、 其 全 詩 を 見れば 如柯に 推移の 漸次なる 力 を 推す る 

に 難から. さらん。  ， 

更こ 艮 ふ- 轉 じて、 浪漫的 潮流 S 中 著る しき^ 象と して 吾人の 注意み- 惹 ける GotWc 復活の 如き も 其發 

展り^ 路を調 杏 すれば、 亦此原 1^ に從 つて 終始せ るみ- るべ し。 此 復活に Walpole に 始まって Scott に 

至り、 is として 天下の 趣味に 一 異彩 を 加へ たるが 如しと 雖 ども、 ^4-喑示の2:って起るところは：^,.-て突 

然： あらす。 かの Thomas  wan は大に Gothic の 败致を 愛せる S 人な り。 然れ どもお 文壇 を 支^ 

せる は 典型的 好尙 なりし を 以て、 時代の 感化み-免 かれす、 化：： 好 Hs-^ 脫 する こと？ 化 は ざり し 彼 は 自力ら 詩 

を 作って 化： 趣.：^ S 流行に 添 はざる ふ-辯 疏 せり。 有名なる 、さも/ ミ. - t ミ ぼ Elwgush  Poeiry は 民^も 

S„2SK せる 第一の 著述と して 重み-文 界 になす もの、 もし 編者 P5.cy をして 今日に あらしめば 其貢獻 する 所 
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群 を拔き 類を絕 つの 點に 於て、 大に其 聲憤を 1-2§ うする に 足る ベ し。 然れ ども 時代の 趣味 は 彼 をして 得 杏 5 な 

らしむべき 所に、 却って 仰 損の 辭 ふ-要求せ るに 似たり。 彼の 自序に 曰く。 「邵稚 優麗を 以て あら はる 、今 

代に 在って、 是 等の 古 謠が籍 を 文界に 列す るの 資格に 多少の 疑 ある は 余と 雖 ども 知らざる にあら す。 然れ 

ども 此古謠 の 大 半 は眞率 に して 味 あ。、 巧 を 弄せす し て自か ら格 に 人る が 故に、 假令 高遠 S 詩趣 を 欠 く と 

雖 ども、 亦 以てお する に 足らん。 假令 想像の 富 C なく、 爲 めに 人目 を肢耀 する こと 難しと 雖 ども 亦 以て 吾 

人の 心 を 動かす を 得べ し。」 是 時勢の 意識に 支配 せられて 自己の 好む 所に 從 つて 忌憚な き 能 はざる が爲 _s 

み。 喑 示の 漸次なる 推して 知るべし。 

最後に 一 例を擧 けて 喑示 S 漸次なる を證 して 已 まんと す。 典型的^ 紀ぃ 半ばに 當 つて 一 種 S 特色ん- 帶 

びた るが 爲 めに、 大に 文壇の 注意 を惹 くべき 書 を あら はせ る もの あり。 書名 を Essay  on  the  Genius  csd 

Writings  of 1^0 サ e と 云 ひ、 著者 を Joseph  Warton  (warton は 父と 兄弟 を 合して 三人と す。 共に 文壇に 名 

を馳 せた るが 故に 混合し 易し) とす。 此 f;: の 特異なる は 常時の. 1^ 家 I よ pe を 貶して 智ネ にして 詩ネ にあ 

ら すと なせる にあり。 天下 典型 派の 格調 を模 して 日 も 亦 足らす とせる 時に、 此大膽 なる 批評 を 試みた るに 

. あり。 人 皆 Pope を 望んで 文壇の 獅々 兒 にして 近くべ からすと 思へ るに 方って、 迅雷 耳を掩 ふに 遑ぁら 

ざるの 斷案を 放 下せる が 故な り。 嚴密 なる 意義に 於て Pope の 詩 は 目す るに 一流 を 以てすべ からざる 所 

以を 述べ て 浪漫派の 爲 めに 氣談を 吐け るに あ"。 現今の 批評家に して 此言 をな す は 難き にあら す、 又 何人 

を も 首肯せ しめ 得べき を 疑 はす。 然れ ども 此 時に 當 つて Pope の 勢は赫 として 天日の 頭上に 中せ るが 如 

. 'し。 高く 雪 頭に 蹿踞 して 羣小 を下敞 せる 詩宗に 向って si の 筆 を 舞 はす もの は、 Dennis 一  派の 病， 3： を 除 

いて、 只 一 の Warton あるの み。 世論の 沸騰せ るは间 より 其 所な り。 彼の 傳 記者の 語に よれば、 彼 は 四 

. 面の攻 擊に堪 へす、 元 氣大に 沮喪して、 未完の 書 を 高閣に 束ねて、 顧みざる 事 一 一十 五 年、 一 七 八 一 一年に 至 


つて 始めて 一 ー卷を 公け にす る を 得たり と 云 ふ。 突然 S 暗示が 世に 容れ られ ざる は是 にて 明かな り。 かくの 

如く 公衆の 仰瞻 する 所と なり"  一^の 威望 を わが 双 厨に 負へ る Pope も 時勢の 推移 を 如何と もす る 能 は 

す、 4" 九 世紀に 人って より 以來 漸く 其 地歩 を 失 ひ、 遂に 大 詩人と して 他と 雁行す る 能 はざる に 至れり。 只 

1 の Byron あり- 獨り彼 を稱揚 して 巳ます。 一八 一七 年 (九月 十五 日) 一 書 を 裁して Murray に 奥へ 

て 曰く。 「詩に 關 して 一 般に論 すれば 彼 も (！, ioore) も 吾人 も (S8tt も Southey も Wordsworth も 

Campbell も 余 も) 皆 同樣に 誤れり と 思 ふ。 吾人 は 悉く 邪曲に して 無價 値なる 革命的 詩統の 上に あるに 似 

たり。 此弊を 免 かる、 もの は獨り Rogers と Crabbe あるの み。 今 代 も 後代 も 遂に は 余と 意見 を 同じう 

する に 至るべし。 頃日 古人の 詩 I ことに Pope を通讀 して 余が 說の 盆眞 なる を 悟れり。 余 は Moore の 

詩と 余の 詩と、 他の 一 三 一家 を 取って、 之 を Pope の 傍に 置いて 彼此 對照 せり。 而 して 構想、 調和、 熱情， 

想像の 諸點に 於て、 此 Anne 朝の 矮 詩人と 吾人の 閒に 著る しき 懸隔 を 認めて te: 然 たる 事 之 を 久し、 フ せり。」 

革命的 詩人 を 以て 目 せらる 、 Byron にして 此言 をな す、 少しく 怪しむ べきに 似たり と雖 ども、 彼が Pope 

に 私淑せ る は爭ふ 可から す。 文名 全 國に嘖 々たる Byron の 此斷案 を 下して 些の 反響な かりし に 至って は 

更に 怪しむべし。 是 時勢の 推移して 集合 意識の Pope を 去る 事 遠き に 因ら すん ば あらす。 意識の 焦點が 

典^の 詩 風 を 離る、 能 はざる とき は Warton ありて 浪漫派の 爲 めに 氣雜 を" 吐く と雖 ども、 之 をお ^ 何とも 

する 能 はす。 意識の 推移、 漸を 待って 一 度び 典型 派 を 去る や 意 氣 <f "歐を 厘す るの Byron あって、 衆 を 摩 

いで 呼號 すと 雖 ども 遂に 一人の 起って 之に 應 する ものな し。 卜 九^ 紀に 在って l^^pe 宗を 再建 せんとす 

る は 卜 八 世紀に 在って 之 ふ-剿 絕 せんとす るが 如く、 等しく 至難 s^sf 業な りと す。 至難と は 正邪の 辨 にあら 

t 高下の 意に あらす、 理非 W 別に あらす、 罩に 集合 意識に 逆 ふが 故な り、〕 .E 頂に 水 を 逆 It せし むる の 難 

きを 知って、 意識の 推移に 良る の 難き を 知らす、 かの 權威 者、 n 恭慢 f  、 狂 悖 者、 沒 識者 は往々 にして 愚肓 
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昆 るに^へ ざるの 小策 を 弄して 、天下の 耳 nn を 瞬刻の 短 かきに 欧 いて， 而 して 之 を 自然 S 傾， M と 誤認す る 

もの あり。 徒らに 財 祭を麼 し、 精力 を耗 し、 小人 を 役し、 匹夫 を 鍋って、 鬼 合 意識ん 吾が 欲する ま ゝに動 

かさんと 欲す。 天下 はかくの 如く 安^な る ものに あらざる なり。 自然の 法 M は 自然に 從 つて 始めて 之 を 御 

する を べし。 人間の 法刖 は. E 然 よりも 頑强 なり。 單に人 問なる が 故に 推移の 大刖 に反して 御し 得べ しと 

す る は 续紂の 再生 にして かねて 馬鹿 竹 の 再生な り。 

推移の 漸次なら ざる 可から ざる は 略 其例證 をつ くす を 得たり。 椎 移の 漸次 を說 くに 方って 等閑に 附 しが 

たき は 所謂 ぽ 動の 象な りと す。 

1 所謂 動なる ものの、 {莨 は 漸次の 推移に 過ぎざる は： .1 に 述べた るが 如し。 俗 問 誤って 突然と なす は、 

兩者共 に 推移の 過程 顺 序に 於て 異なるな きに 關 はらす、 ：1ハは過程順序をっくす5^^問に於て火差ぁるに困 

ら すん ば あらす。 而し て 此^間 的-ま. 途を來 す もの は常ド 意識 S 强 度に よ る。 F をして 可成 n ャく椎 移せし め 

んに は、 F は 猛烈なら ざる 可から す。 猛烈の 勝：？」 を受 くると き 吾人 は 比較的 短- I つ 間に 於て 意識 S 推移し 去 

らん 事み-希 5;.^ す る は n 常の 經驗 なる のみなら す、 之 を 集合 意識に 徵 する，？， 明かな りと す。 か S 文壇の 流行 

の 如き、 流行の 度が 優勢 なれば _悛| つなる 程に、 流行の 轉換は 速 かなるべし。 乃ち 速 かなる 漸移 にも 關 せす， 

呼んで 反動と 云 ふ は、 推移の 速 かなる に 心 を 奪 はれて、 前後兩意！1:^.^^::動推移のぅち尤も顯著なるー 1 點 

を 柿へ て相對 する が爲 めな り。 此ー ー^^(點を扣對するが爲め一 一 者の 中間に つて サ：： 特質の 多 小/明か ならざる 

ものん-悉く 棄て 去る が爲 めな り。 故意に 棄て 去る にあら す、 自覺 せざる が 故に 閑却す るが ほめな り. - 

に々 m 下の 意識 未だ 推移の 序 を！^ -盡さ  >  る も、 外部よ" 强烈 なる 刺激 を受 くると き は、 此 刺激 は 他 を 藤 倒 

し て 律： K に h る 寧 あり。 而 して 此 刺激 は 他 S 點に 於て 商量す るの 必要な き 場合に 在って は、 お 下 S 意識 と 

,對 照 的 性質み- 帶 ぶる を 便と す。 是 余が 第一 一孝に 於て 論ぜる 所に して、 しかも 此 推移 は ある 意^に 於て 純然 


たる 反動に 外なら す。 たと へば 優婉なる 戀愛 小說の 一 般に行 はれて、 世 問 S 好尙は 未だ 之に 對 して 倦獄 S 

情 を 醸さ. さるに、 彼等 をして 未練な く 此好尙 を造棄 せしめん が爲 めに は、 之 を^ 棄せ しむる 丈に 強烈な る 

刺激 を 以て 彼等. 動頂點 み-攻撃せ ざるべ からすして、 此强烈 なる 刺激み- 與へ 得る もの は (他 S 點を 等し 

と せば) 常： 卜の 意識に 反對 なる 剛健 雄偉 W 趣味 か、 もしくは 滑稽 諧謔 S 作物なら. さ る W か らざ るが 如し。 

此推移は？1密の意^.に於て反動 一」 名 づけ 得べ きものなる を 以て、 推移 は IS 次なら ざるべ からすとの 原則 中 

に 人り が た きも S なり。 此點 よい 見れ ば 別に 章み-設け て 例を證 に 詳說す るの 價 値 ある が 如しと 雖 ども、 

淺擧 にして 材料 乏しき み-以て 他日 を 期す。 

iTI 意識の 推移 は 漸次に して、 if も此 原！^ に抵觸 せざる も、 意識 を 外界に is?! する に 方って、 反動 作 川と 

目 せらる /'もの あり。 此 際に 於け る 推移 は 内外 兩面 にわた つて、 相互に 拉 行せ ざるが 故に 之 を敍說 すると 

き は 推移の 次序な 二 樣に區 別す るの 必耍を 牛； す。 €： 而的 進行 は F より.^ に、 F より F に、 F より F に 至る 

と雖 ども 之 を 身 外に 實 ゆして 他の 注 意 を 引く に 足る 行お と 變 するとき は 1 単に F と F のみに 限らる、 とき I 

—而 して 此 F と F が 對照的 性- 筲を帶 ぶる とき、 推移 は侬 然として 反動なら ざる 可から す。 たと へ ば SR 女の 

愛 の 如し。 今： n は 情の 少しく 衰 ふる を 覺ぇ、 明日 は 之 を 叱 せんと 欲し。 次に は K 頭 を 打たん と 思 ひ、 次に 

は 其^み-抉 せんと 願 ひ、 最後に せ；. 生命 を 奪 はんと 誓って 遂に 之を覧 ^する が 如し。 推移 はかくの 如く 次第 

あり、 順序 あるに. ->關 せす、 外部に あら はれた る 動作の みより 之 を 論 すれば、 金い 脇 S 愛 を 一朝に 變 じて 千 

古の 忸 となす _s 觀ぁ り。 此觀 あるの 點に 於て 此 推移 は 正しく 反動な り。 例 を 歴史に 求 むれば 佛 K 革命の 如 

し。 佛 M 革 一 叩 は社會 礎 を 根本より 轉 覆して、 平和の 民 を 殺戮の 血に？ 旋ハヒ しめたる もの、 之 を 革命 以 

前の 光景に 比すれば、 晝の 夜に 於け る、 天の 地に 於け るよりも 茶し。 有史 以來斯 の 如きの 反動 は 人の 未だ 

知らざる 所なる べし。 然れ ども 是實 的の 反動に 過ぎす。 もし 夫れ 一. 般 民衆の 腦 みに；^ t 乂 せられた る 暗示 
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の 波動 に掉さ し て 、 苦悶 不平の 流を內 面 的に 溯る とき は 化 淵源 の 遠 き 蓋し 意外 に出づ る もの あらん。 彼等 

は 五 卜 年，： S 旣に 貴族の 面 上に 無形の 唾 を 吐き、 三ト 年； N 權资 S 背 を 心中に 打ち、 ト年^ 腦 裏の 斷； -ga に 王 

者 の 首 を 刎ねた る や も 知る 可から す。 佛國 革命 は 有史 以來 の 絕. K 動に して、 又 有史 以來の 漸移的 運動な 

ら すん ば あらす。 11 世の 所謂 反動に して 此 種に 屬 する もの 蓋し 少なから す。 淸明 治平の 世、 文界に 暴君 

なく、 操觚 の. H 固より 立言の 自由 を 有す。 此 故に 世間 乂文擧 的 活動に して、 佛國 革命に 似た る 現象 あるな 

し.' 然れ ども 數奇 無名の 士、 時好に 平 かならざる も S あって、 然も 機緣 未だ 熱せす、 胸中の 畫策旣 に 成算 

ある を、 空しく 詩囊に 盛り 括って、 袖 手 知らざる が 如くす。 かくの 如き もの 一 朝に して 筆 を 得、 墨 を 得、 

白紙 を展 する 事 を 得て、 鏘經 一家言 を 机上に 落し 来る とき、 天下 以て 大 反動と なす 事 あり。 然れ ども 是亦 

實現的 反動に 過ぎす。 其 人に 在って は 固より 漸次の 推移の み。 自然の 倾， のみ。 

(例外の 反動に して 此 原則 を應川 する 能 はざる 場合 一 あり。 愛の 何等の 源囚 なく 突然と して 憎に 變じ、 

憎の 寸毫の 理由な きに 愛に 變 する 場合 を 云 ふ。 .prof-  James は 其 著 The  Variclics  of  Religims  Ex- 

perience に 於て か ゝ る 例を擧 けたり。 ( 一 七 九 to 曰く 某なる もの あり、 一 一年間 一 女子 を 愛した るに、 

一日 忽然と してお 愛 を 矢 却して 遂に 囘復 する を 得す。 女より 寄贈せ る 手翰 及び 物品 を 悉く 火中に 投じて 

已め りと C  Starbuclc は 之に 反して 其 著 The  Psychology  of  Religion  (一四 一 頁) に、 $5 念の 突如と し 

て 愛情に 變 化せる の 例 を 引けり。 曰く 某 あり。 知る 所の 女 敎師某 を 厭 ふ事甚 し。 一 日兩人 廊下に て、 は 

たと 出會 す。 女 敎師に 特異の 擧止 動作 あるに あら ざり しも、 其 時より 不圖之 を 慕 ふに 至れり と。 新の 如 

きは漸 移の 原刖を 以て 說明 すべ からざる が 如し。 James の解釋 によれば 此 現象 を 以て 識域 下の 胚胎と 

なすに 似たり。 是漸 移； 1 を識域 下に 應川 せる と 異な る なし。 ロハ 識域 下の 事に 關 して は漸 移み-立 すると 共 

に 何事 を も 立し 得べ くして、 而 して 遂に 之 を驗 する の 期な きが 故に 余 は 此說の 余に 近き にも 11 はらす、 


贊否を 表す る 能 はす。 Starbuck は此 象 を 以て 特異な る腦作 川が 無せ- 識に發 達して 潰 裂サ」 ろ ものと す 0 

此說の 常 否 は 門外漢た る 余の 知る 所に あらす。 文壇に 於て か  >  る 例外の 反動と a 做すべき もの 、起る や 

否 や は 疑問な り。 故に 之 を 詳論す るの 要な かろべ し。) 

■ 第 四の 反動 は 厳正なる 意義に 於て 反動的な るに 於て 第一 一の 場合に 似たり。 當 下の 意識が 焦點 にと -.. ま 

るに も關 はらす 其 微弱なる の點に 於て、 發 展を盡 したる 第一 の 場合に 似たり。 換言すれば 刺激の 强烈 なる 

よりして 生す る 第一 一と、 焦點 意識の 精力 消耗より 起る 第 一 とを倂 せた るが 如き も S なり。 從 つて 別項 を設 

けて \ー を 論す るの 必要 なきや も 知る ベ からす、 吾人が 當 下の 意識に 倦んで、 しかも 習慣 ra 壟の 源 W より、 

わが 倦みた る 事 を 悟らす、 事實上 倦みた るに もかゝ は." す、 之に 満足して 動かざる とき、 突然 强烈 なる 刺 

激に逢 ひて 直ちに 新 意識に 急轉 する 事 あり。 吾人が 常食と する 米飯 は、 幼時より 老年に 至って 日々 變る事 

なし。 事實を 云へば 吾人 は斯く 迄に 飽き 果てた る もの を 他に 思考す る 能 はざる 程に 隊 腐なる ものな り。 そ 

れ にも 關 はらす 吾人 は 普通の 場合に 於て 別段の 不満足な く 膳に 向って 箸 を 上け て 怪します。 如何と なれば 

如何に 陣腐 なる も、 米飯に 代 ふべき 嗜示 を何處 よりも 得る 能 はざる が 故な り。 吾人 は 陳腐 の 極 遂に 陳腐 を 

忘れて 三度の 茶 椀に 米飯 を 盛って 平然たる ものな り。 此 故に 米飯 は  一 吾人に 對 して 大勢 力 あるが 如くに 

して、 實は 茶-た 微弱なる 影響 を 有する に 過ぎす。 t 一  朝に して 之に 代るべき 仙醬 甘露の 出現す る あらん 

に は、 吾人 は 雀躍して 彼 を 去って 此に 就く 事へ J 草 屨を 捨て、 玉 履 を 踏む が 如くな らん。 Rosaline を 忘れ 

て Juliet に 奔れる Rcmeo は 正に 此 運命に 際會 せる ものな り。  - 

Ruskin が不川 意に 大自然の 露と 遷 返して、 妙 機の 契合 を 得た ると き、 其 心境の 轉化實 に斯の 如き もの 

ありし に 似たり。 彼 は nerita  (卷ー 、 九 七 冥) に爾 時の 狀況を 述べて 曰く。 「市街の 西部なる 逍遙 圃 

に 出で たる は 日沒に 近き 頃な り。 足下に Rhine を 望めば 平野 西南に 開いて^ 界宏豁 なり。 阜阜 起伏、 波 
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の 如き を 極めつ くして. K 地の 蒼天に 連なる 邊に 至れば— 突然と して—； -3 同行の もの は 一 人 も 寸時 だに 

是を 以て 雲と： 極めた る ものな し。 明かなる 地平線 上に、 鮮やかなる は 水晶の 如く、 落暉の 菴徵を 受けて 

紅るな る を。 わが 心に 描け る もの、 わが 夢に 慕へ る もの は 語る に 足らす、 無限の 距離に 彼是 を 隔てた る を 

覺 ゆ。 —— 失樂園 も斯の 如くに 类 しから ざるべ く、 神聖な る 死の 國の 圓満 なる 天 界も斯 の 如く 莊厳 なら ざ 

ろべ し 0 

「余の 如き 少年に 取って は、 是 よりも 幸福に、 始めて 人生の 門戶を 潜り 入らん 事、 古今 を 通じて 想像し 

得べ からす。 個人の 性癖 は^ょり 一 代 S 影 is に關 す。 年代 同じから ざれば 斯の 如くに 山 を 慕 ひ、 斯の 如く 

に 山中 S 人 を 愛する 少年 は 生れん と 欲する も 生れ 得べ からす。 自然に 對 して 切々 の 情 を 寄す る は . Rous- 

seau に 始まる、 貴賤 上下の 別を排 して、 靈に 於て 又 肉に 於て、 汎く 雅俗 を 愛する は Scott に 始まる。 

La  Fontaine の St.  wernard は 其 少年の 眼 を 放って Mont  Blanc を 仰ぎた ると き Mont  Blanc の 上 

に 聖母の 姿を認 むべ く、  Talloires の St.  Kernard は Annecy の 湖水 を 見す して IMardgny と Aosta 

の 間に 死屍 を 見る に 過ぎす。 去れ ども 余に 取って は此 Alps と Alps の 民 は 其 雪た るに 於て 美に、 其 人 

たるに 於て 美な り。 余 は. 此 民の 爲 めに、 义 余の 爲 めに、 岩石の 外なる 天上の 玉座 を 欲せす、 岫雪の 外なる 

天使の 降臨 を 願 はす。 

「身 は 健に して 情 は烈、 己れ に 満足して 己れ 以外の 小兒 たる を冀 はす、 己れ に 足りて 己れ 以外の 物 を 求 

めす、 只 人： iH を莊 t 視す るに 足る 程 S 悲 酸なる .4,^ 驗を 有して、 生活の 筋 内 を弛醉 する が 如くに 甚 しき 苦 楚 

を甞 めす、 始めて 余が 眼に 映 じたる Alps を 以て 眾に 天地の 美の sit. 示と する のみなら す、 天地 S 美 を 包含 

せる 大册 子の 開卷 一 章と なす 底 S 科舉と 緒と を 有した る 余 は、 斯の 如くに して 其 夜 Schaffhatisen の逍 

遙園を 下れり" 神聖なる ベく、 資利 あるべき 凡ての ものに 闢 して 余の 運命 は此 時より して 遂に 動かす ベ か 


ら す。 余が 心情と 信念と は、 今日に 至る 迄、 わが 有する 高潔なる 衝動 ある 毎に、 和樂 利他の 思想の 念頭に 

萌す 毎に、 未だ 甞て此 逍遙 園と Geneva 湖と を囘 憶せ すん ば あらす」 と。 此言 をな す Ruskin は Alps 

を 見る の 前、 旣に Alps と.； 世の 緣を 有して 生れ 出で たるに 似たり。 

Grant  Allen は科擧 者に して 且つ 哲理 を談 する もの、 かねて 文學を 好み 藝 術に 遊べり。 然れ ども 彼の 

藝 術に 歸侬 する や、 其、 突然なる 眞に 意外なる もの あり-" - 彼を敍 する もの/' 言に 曰く。 (余 は此 引用の 出 所 

を 失念した る 故、 著書と著^^^の名を明記すろ能はす。) 「其 始め 彼に 簞 純なる 科學 者に 過ぎす。 自然の 推瑰 

的 研究に 關 して は あらゆる 方面に 對 して 與味を 有したり と雖 ども、 藝 術の 美に 至って は微 廣 も 解す る 所な 

かりき。 彼 は 藝術を 以て 廷愚 近くべからざる ものと し、 藝 術に 關 する 談論 を 以て 譫 話妄說 となせ り。 然る 

に 彼の 伊太利に 遊べる 頃、 一日 街頭に 雨に 逢 ふて、 之 を 避く るに 由な く、 遂に UfRzi の寳 館に 入れり。 

入る 時 思へ らく、 理を辨 じ、 事 を 解す る も S 何 を 以て か、 時を此 中に 消 する を 得ん と。 斯の 如く 何等の 目 

的 を 有せす して 館 中 を 彷徨せ る 彼 は、 頃刻の 後、 ー畫の 前に 停. して、 せ (趣味 ある を 認めたり。 是に 於て 

か 彼 は、 其 何人が 何時に 何の 爲 めに 畫 ける か を 知らん と 欲して 遂に 一 册の目 錄を購 へり。 彼の 研究 は 次に 

此畫 家の 手に 成る 他の 幅に 及び、 遂に 其師 井び に \ 一と 時 を 同じう せる 畫 家に 至って、 銳意觀 驚 日の 移る を 

覺ざ るう ちに、 閉館の 時刻 逼 つ て 出場 S 巳 を 得： さ るに 至れり = 街 上 に 追 ひ 出された る 彼は獨 語し て 云 ふ。 

必竞 する に 藝術は 興味 ある ものな りと。 彼が 餘生 を擧 ゆて 藝 術に 歸侬 せる は此 時より 始まる」 と。 佛 家の 

言を籍 りて 云へば Allen は實 に藝術 鑑賞 sra を 具せ る もの、 但 鑑賞の 綠を かきたる が爲 めに 荏苒と して 

歳月 を 勃窣瑰 窟の中に 費やせる に 過ぎす C 一  且聚 1： に 逢 ふて K 緣 和合、 俄然と して 漆 桶を拔 く。 世間 往々 

にして 此^ 象 を 見 る は 何人も 否定せ ざ る 所な らん。 推移 は 漸次なら ざ る ベ からすと の 原則と 反動と の關係 

は 略 之 を釆^ くす を 得たり。 因って 此阜を 終る。 
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第 六 章 原則の 應用 g 

此 章の 目的と する 所 は焦點 意識に 競爭 ありと 云 ふ原刖 を敍說 する にあり？ 前章に 於て 推移の 漸次なら ざ 

る 可から ざる を證 明せ る 時、 人間 活動 S 諸^に わたって 種々 の 例を擧 けたる が 故に、 此章に 言 はんと 欲 

する 所の 事 實は嗜 に 前章に 證 明せられ たるに 近し と 云 ふ も 不可な しと 雖 ども、 - ) ， に 別 を設 くる は此問 

題 S 興味 多 く し て 吾人の 注意 を惹く 事大な るが 爲な り 。 此兢爭 は 少時 間 の 個人 意識 をと つ て 之 を 解剖 的 に 

儉査 するとき 尤も 明瞭に 其眞 相を發 現す る を 見る。 こ、 に 一個の F あって 意識の 波頭に 住する とき、 取つ 

て 之に 代らん とする もの、 卽ち として F に 機で 起る もの は雜 然と 群がり 來 つて 其 多き に堪 へざる の觀ぁ 

り J あるとき は F の 聯想す る 所、 質に 於て、 形に 於て、 もしくは： i 象 的なる il 係に 於て、 蔟 として 識 末よ 

り 相驅逐 して 向上に 勢力.^ 張らん とする 事、 ^水底の 瓦斯が 波頭に 潛り 出で ， 泡沫と 消 ゆるの 遲 きを 恨む 

に 似たり。 あるとき は體 h 臓器の 刺激、 EE 痛、 空腹、 行 屎送尿 S 感、 忽ちに して 他を應 倒して 頂 點に覇 を 

稱 する 事 あり。 あるとき は 身 外周 1^ の もの、 炭火- S 熱、 墨汁の 色、 樹 頭の 風、 天日の 麗、 地設 の紋、 森羅 

萬 象を盡 くして 吾に 逼 りて、 吾が 注意 を强 請す。 證書專 念、 忽ち 叉 虫に 刺されて 驚く は， S が 意識の 天下 を 

領 したる に 異ならす、 構想 一意、 咄嗟 奔馬に 魂 を 消す る は、 .£5 が 意識の 天下に 王た るに 過ぎす。 吾人の 意 

識界 は斯の 如く 不斷 の 修羅場に して、 王覇の 起仆は 終生 を 窮めて、 盡 くる 期な し。 

一代の a 潮亦斯 S 如く、 文界の 流派 亦斯 S 如くに して 明滅 去來 す" かの 十九 世紀の 初期に あたって 文界 

にあら はれた る浪漫 典型 二 派の 爭の 如き は此 種の 象と して 尤も 興味 ある ものな り。 ことに 其爭 の、 ^1!然 

なる^ 響と して、 小說 中に あら はる、 に 至って は、 特殊なる 此方 面 S 研究 =t たる 吾人に 取って、 更に 一 5^ 


の 興味 ある ものな り 。 之を 小說 中に 求めて 二 例 を 得たり。 - ^  -  01 の m, 一  を 

Ttiackeray の Tfte  Newcomes とす  . 

I 霞 if  if  of  CIS,  and  ling 養 tl;  but  by  and  by  01  Brown 

f^l  I  seen  any  11  of  ...  I  i  -  waid  he-  (They  were  then  I. 

力 rline-  hi  .Darts し -capital  ttnng  ! 

p  mI  lets  was  11  of  a  deceased  vector  of  cgl;  and,  on  the  streni ^ 

a  ler  oil  ions,  and  a  PI  !d library  of  divinity-  11  If 

literary,  and  looked 1 any  conversation  about  books  as  a  challenge  to  her  So  -  she 

answered  and  said,  -  Yes,  she  had  seen  thg ;  indeed,  she  might  say  she  had  read  th§ 

- And  what  do  you  I  of  them  ？  -  exclaimed  Captain  Brown.  -  Aren-t  they  fa 霞 sly  good  ？ 

So  urged.  Miss  Jetikyns  cotild  not  but  speak. 

-I  I  say, 1 I  tl<  I  are  by  any  I  equal  to  Dr.  -01.  I-  plhaps,  t^e 

author  is  young.  Let  hhn  persevere,  and  who  knows  what  he  I  be 誦 e  if  ne  I  I  , lie 

great  Doctor  for  his  mode に This  was  evidently  too  31  for  Captain  Brown  to  take  plaly; 

, I  I 爾 the  words  on  the  tip  of  his  II before  Miss  Jenkyns  had  finished  her  sentence. 

-It  is  a  different  sort  of  thing,  my  dear  madam, ぎ began. 
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•I  am  ^tlite  aware  of  tnat,-  returned  stie.  *And  I  make  allowances.  Captain  wrowtl.* 

-Just;  allow  m ひ tio  read  y21 a  scene  out  of  1;ll.is  montlVs  numt>er,-  pleaded  tie.  ~I  tiad  it. 

only  1;liis  inornhig,  and  I  don-t  tliinlc  ttie  company  can  Jiave  read  it  yet -、 

As  you  please,-  said  slie,  sesling  lierseK  witti  an  air  or  reslg-nauon た He  read  1;lie  accouni; 

of  the  swarry*  which  Sara  weller  gave  at  Batli.  Some  of  us  laughed  lieartilv.  I  did  not; 

dare,  because  I  was  staying  in  ？ Q liotise.  Miss  Jenkyns  sat  5  ； patient;  gravity.  Wtien  it;  was 

ende&,  sh ひ &  to  me,  and  said,  with  miid  dignity  — 

F ひ 1;cn  me  Rasselas,  my  c3ear,  out  of  ttte  .hoot-room. 、 

.W1.1 ひ n  I  .hro.ught  it  .to  tier  slie  tumed  to  caj-taln  Brown —— 

Now  allow  me  to  read  yoti a  scene,  and  t ザ en  tlie  present  company  can  judge  between  your 

favourite,  Mr.  Boz,  and  Dr.  Joh.nson.-  ノ 

Slie  rrtad  on ひ of  tlae  conversations  between  Rasselas  an_d  Imlac,  in  a  ； high-;pitclied  majestic 

voice;  an& さ； hen  stie  Jla„J  ended  she  said,  •  I  imagine  I  am  now  justiSed  in iny  preference  of 

Dr.  Jolinson  as  a  writer  of  fiction.*  Tli ひ caf^tain  screwed  liis  lif>s  tip,  and  drummed  or-  the 

table,  but  lie  aid  not  speak.  Slie  tli ought  slie  would  wiv ひ a  finisllinw げ low  or  two. 

I  consider  it  vulgar,  and  t>elow  1;lie  dignity  of  KrtrtRC^O-  xnlt-lisll  in  numt-ers.- 

How  was  Ttte  Ramtuer  JmbllsilTOd,  ma-am?*  askred  cat-tain  Brown,  in  a low  voice,  whicll I 

thln^  Miss.  Jenkyns  couldl  not;  liave  liearcL 

•Dr.  Joljnson-S  style  is  a  mod ひ 1 for  youn^  .beginners.  My  fatlier  recomm ひ nded  k  to  me 


wlien  I luegan  to  wtite  letters  1 1 liave  formed  my  own  style  upon  it;  I  recommffild  it  to  your 

favoivTil; ひ. " 

-I  sliould  be  vety  sorry  for  him  to  exctiange  his  style  for  any  such  Jsmlsus  writing,-  said 

Miss  Tenlcyns  felt  tliis  as  a  personal  affront,  in  a  way  of  which  th ひ cap-tain  liad  not  dreamed. 

EP-istolaTy  writiny  slie  and  ti ひ r  friends  considered  as  lier  forte.  Many  a  copy  of  many  a お tt;2: 

llavre  I  seen  written  and  corrected  on  ttie  slate,  before  slie  .  seized  tli ひ lialf-nour  just  !>revious 

Ix-  nost-tilne  to  assure*  IJer-TTlslds  of  tliis  or  of  tliat ;  and  Dr.  Jcllnson  was-  as  sli ひ said,  112: 

model  in  these  compositions.  Slie  drew  lierself  uf-  witli  dignity,  and  only  repiled  to  ra!>taln 

Brown -s last  remark げ y  saying  witll  marked  emphasis  on  e づ ery  syllable,  I  t>refer  Dr.  jolinsoa 

rto  Mr.  WON-, 

It  is  Said  —  I  won-t  vouch  for  tlie  fact  —  ttiat  cap-tain  Brown  was  lieard  to  say,  sotio  voce, 

*  D—n  Dr.  Tolsson  二  If  lie  dlid, li ひ was  ； peniteni;  afterwards,  as  h ひ showed  .by  going  rto  stand 

near  Miss  Jenkyns-S  arm-chair,  and  endeavouring  to  tsgull ひ tier  into  conversation  on  soni ひ 

more  Ipleasint,-  subject.  But  sli ひ was  inexorable.  The  next  day  she  made  tlie  remark  I  have 

mentioned  abotU  Miss  Jessie-S  diml>les.: — ops. 一-  . 

篇 中の Captain は 新派 を 代表す る もの、 Jenkyns は 蒭 派 を 慕 ふ もの、 兩 人の 會話は 其 好む 所に 焦點を 

置いて 相 下らざる が 故に、 會 話と 云 はんより は 寧ろ 戰爭 なり。 而 して 此兩 人の 戰爭は 卽ち當 時の 集 4ロ 意識 

の 戰爭に 過ぎす。 The  Pickwick  /.^^;>れ；..？の世に公けにせられたるは 一 八 三 〇 年頃なる は 人の 知る 所なる ベ 
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し。 而 して The  Pickwick  paf の 如き 作物 は、 是 より 以前 未だ 甞 つて 文界 にあら はれた る 事な き 特色 

を 有する が 故に、 趣味の 古き を 繰り返して 満足せ る もの、 或は 推移して 全く 古き を 離る 、 能 はざる ものと、 

古， きに 厭いて 出來 得る 限り 新に 就かん とする ものの 間に は 劇 ffi なる 戰 なかる 可から す。 眼 を 大局に 注いで 

百年 を 一 瞥に了 得し 終る ものに は兩 者の 成敗 歴々 として 之 を 掌に 指す が 如く、 寸穀の 明 を 遮ぎ る ものな し 

と雖 ども、 因果の 渦中に 盤桓 する が爲 め、 推移の 順序と して、 .3 然 より 舊を慕 ふ 可く 命ぜられ たる 少數も 

しく は 多数の 讀書子 は 大勢の 非なる を 知らす、 敗 波の 必 すべき を 悟らす、 頑として 落日 を 認めて 天に 中す 

となす。 此 故に 彼等 は戰 はざる ベから す。 一 旦事 去り 時 過ぎて、 一 囘頭 すれば、 事毎に 非に、 時 毎に 不可、 

是に 於て か 始めて 喂 然として 嘆 をな す。 しかも 猶 且つ 天運の 推移なる を辨ぜ すして、 人事 計 畫の富 を 得 ざ 

るが おめと なす。 如何と なれば 趣味 は 輝： にあら す。 悖 理は說 いて 以て 理に 服せ しむべし と雖 ども、 趣味 は 

好惡 なり。 好惡は ある 意味より して 人間の 一部に あらす して 人間の 全體 なり。 理非曲直の 嘴 もんれ て 左右 

すべきに あらす、 成敗 興廢の 利害 を說 いて 其 愛憎 を變 する 能 はす。 好む が 故に 好む に 過ぎす して、 しかも 

撒 底より 好む が 故に、 此を 移さん とすれば 人間 全體を 移さ，， -る ベから す。 人間 全體を 移さん に は、 趣味の 

意識が 自然に 彼 を 去って 是. に 就く を 待たざる ベから す。 世事 轉變の 際、 人と 共に 移る 事 を 知らす、 しかも 

移る 可から ざるの 理由な くして、 注々 蕩に なすんで 無意味に 新に 抵抗す る もの あり. - 此輩 死に 至って 悔ゐ 

ざる は 蓋し 之が 爲 めな り。 

Thackeray の寫 せる も^%此戰を個人の會話 と し て 小說 中に II り 込める 新舊兩 趣味の 衝突 な り とす C 

Colonel  Newcome は 久しく 印度に 在りし もの、 會ま 英京に 歸り來 つて 其 子 Clive の 朋友と 相會 し、 是 

综靑 年の、 文舉的 傾向に 於て われと 大に 異なる を發 見して 平 かなる を 得す。 著？ 其 狀を敍 して 曰く。 

： Sometimes  tie  vould  liave  a  company  of  sucli  gentlemen  as  Messrs.  Warrington,  Honey- 


mail,  and  Pendennis,  wtien  liaply  a literary  conversation  would  ensue  after  dinner;  and  l;lie 

BMO^^^W  of  our  present;  poets  and-  writers  would げ ひ ciiscussecl  witli  1;.he  claret.  Honeyman  was 

well  enough,  read  in  !>rofane  ^^^OEtfs.  esp>ccially  of  tlie  lighter,  sort;  and,  H.  daresay,  could 

liave  passed  a  satisfactory  examination  in  Balzac,  Dumas,  and  Paul de ICoct;  iiiinself,  of  all 

.vvllose  works  our  goo<l  liost  was  entirely  ignorant, 11 as  indeed,  lie  was  oi  g-raver  t-ooks,  and 

of  earlier  tsolcs,  aad  of  t-oolK  in  general, —— except  those  few,  winch,  we ザ ave  said,  tormed 

liis  travelling  lit-rarv.  tie  lieard  opinions  l;liat;  amazed  and  rf-re^^so^ro&  liim  :  iie lieard  1;liat 

Bvron  was  no  WJ,eat  p>oet,  tlioug:li a  very  clever  Inan  : lie  llroard  tliat  tjlel.e  had  t-een  a  wicked 

.nersecuHon  a.^ainst  Mr.  po;pe-s  memory  an ひ fam ひ, and  rt^p^  it  was  time Ix-  reinstate  him  ； 

liliat  liis  favourite-  Dr.  Jo ザ nson,  talked  admirably,  tmt  did  not  write  Eiiglisli ； tnat  young 

.Iceats  was  a  genius  to 10 ひ estimated  in  days  witli  young  RajAael ; and  tliat  a  youn^ 

gentleman  of  Cambridge  who  had  lately  .pg.hlis.Hed  two  volumes  of  verses,  might  take  ranJc 

wil;!!  tlie  greatest  Tsets  of  all.  Doctor  Jolinson  not  write  English  ！  Ibr ひ wyron  not  one  of 

the  greatest  ； poets  of  the  world  ！  Sir  Walter  a  Jset  of  tlie  second  order  ！  JVIr.  Iwope  attacked 

for  tlie  inferiority  and  want  of  imagination  ；  Mr.  iCeats  and  w  young  Mr.  Tennyson  of 

Cambridge,  tlie  cWef  of  modern  P5etic  literature  ！  Wliat  were  these  new  dicta,  which  M.r. 

Warrington  delivered  witli a  pufC  of  tobacco-smoke  ；  to  whicli  Mr.  Honeyman  blandly  assented, 

ar-d  Qive  listened  witti  pleasure?  Sucti  op>inions  were  not  of  tlie  coloners  time!,  ne  trlep  in 

vain  to  constnie  -cwnone,-  and  to  make  sense  of  -Lamia.-  Ulysses  ne  coula  understand; 
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otfrt さ hat  were  tnese  prodigirss  laudations げ estowed  on  it?  And  ^^p^  reference  for  Mr- 

Wordsworth,  wliat  did  it  mean?  Had  he  not  written  -peter  Bell,-  and  been  turned  into 

deserved  ridicule  t_y  all  the  reviews?  Was  tliat  dreaty  - wxcnlrsion -  to  t>e  comp-ared  to  Gold- 

smith*s  -  Traveller,  -  or  Dr.  Jollnson-S  -  Imitation  of  tlie  .Tentll  ^P^-^Q  of  Juvenal?  -  If  the  young 

men  told  1;lie  ^3 where ザ ad  t>een  1;lie  truth  in  his  own  young- .days,  and  in  wlial;  ig.noranc ひ 

liaa  our  lorefathers  t-een  t-rougllt  up?  Mr.  Addison  was  only  an  elegant  essayist  and  SJlallow 

.trifler  ！  All  1;hese  oxnnions  were  op>en】y  PSO^TOO.  over  1;tie  coloners  o^u-^.^^.  as  hie  and  Mr.  Winnie 

sat;  woncJering  at  tlie  speakers,  who  were  knocking-  the  gods  0I..th2r  votitti  about  tlieir  ears. 

T?o  winme  the  shock  was  not  so  great;  the  hard-headed  Scotchman  had  read  Hume  in  liis 

college  days,  and  sneered  at  some  of  the  wods  even  at  tliat  early  time,  wut  with.  Newcom ひ， 

叶ザ ひ admiration  for  tJie  literature  of  tlie  last  century  was  an  article  of  t>elief,  and  tlie  incre- 

dulity of  the  young  men  seemed  rank  blasphemy,  -You  will  be  sneering-  at  Shakespeare  next,- 

lie  said:  and  was  silenced,  tJiougti  not  t>etter  pleased,  wlien  Ws  youthful  guests  told  him,  tliat 

Dr.  Goldsmith  sneered  at  Wm  too  ；  tliat  Dr.  Jolinson  did  not  understand  him  ；  and  tlaat: 

Congreve,  in  liis  own  day  and  afterwards,  was  considered  to  t-e,  in  some  P5ints,  Sliakespeare*s 

superior.  wllat  do  you  tlunlc  a  man-s  criticism  is  worth,  sir,-  cries  Mr.  Warrington,  -who 

says  those  unes  of  Mr.  congrevre  about  a  cllurcll  —— 

* ェ ow  reverend  is  th ひ face  of  vcs  tall  t>ile, 

wllose  ancient  pillars  rear  their  marble  tieada. 


To  t-ear  aloft  its  vast  and  ponderous  roof, 

Ky  its  own  weight  mad ひ stedfast  and  immova げ le; 

LlooldnM:  tranquillity.  It  strikes  an  awe 

And  terror  on  my  aching  sight--  —— ひ t  cuot ひ ra  — 

what  do  you  ttdrfk  of  a  critic  WIS  says  tliose  lines  are  uner  tlian  anything  sllakesj^eare  ever 

.wrol;e  ？  -  A  dim  consciousness  of  danger  for  Cliv ひ， a  terror  t;lia1: tus  son  had  itUo  l;ts  society 

of  heretics  and  ts げ elievers,  came  over  tlie  Colonel ； and  tlien  presently,  as  was  tti ひ wont  witli 

t-is  mod ひ s.t  soul, a  ^entire  sens ひ of  Irumltty.:  I The  JSJnw comes,  chap-,  xxi. 

是老 Colonel と 常時の 靑 年と を 籍り來 つて、 兩 者の 間に 潢 はる 趣味の 相異 を敍說 せる に 過ぎす。 古よ 

り 今日に 至って 世の 嗜示 を騒迎 する 事、 大 早に 雪 露 を 望む が 如く、 翕然と して 一 朝に 推移す る は 蓋し 極め 

て鮮 なからん。 社會を 構成す る 個 員 は 年齒に 於て、 天賦に 於て、 敎 育に 於て、 習惯に 於て、 同じき 能 は ざ 

れば なり。 此數點 に 於て 同じき 能 はざる が 故に、 此 不同に 支配 せらる、 意識の 推移 も 亦 上下 を 通じ、 四方 

を 極めて 同 刻！^ 次なる を 得 ざれば なり。 此 故に ー晤示 を 得る の 前に 常って、 旣に 多少の 爭鬪を 個人 意識の 

波線 上に 児る のみなら す、 更に 此！？ 示 を 集合 意識 S 上に 及 ほさん が爲 めに は、 普： 迎の 場合に 於て、 劇烈な 

る 反抗 を 喚起す る を 常態と す。 此故に士苟も^^落不群にして、 人の 離 下に 立た す、 他の 1： 墙に 走らす、 毅 

然として 一 家の 言 をな さんと せば、 あらかじめ 世 を 敵に する の覺 悟な かるべ からす、 敲を應 倒す るの 氣魄 

と 精力な かるべ からす。 Wordsworth 曰く 如 ：！： なる 作家 も 其 偉大に して！！ 造 的なる 點 より 云へば、 他 をし 

て 吾 を愛讀 せし むべ き 趣味 を 創建せ ざる 可から す。 古來旣 に然り 今後 も然ら ざる 可から， ずと。 余の 言語 を 

以て 之 を 翻, すれば 彼の 所謂 獨造 的と は嶄 新なる 暗示に 過ぎす して、 創^と は F を 倒して 崛起 する F の 意 
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義に 異ならす。 Chapman の 詩に 曰く。  ,  >. 

:NO 1;rut1h  of  excellence  was  ever  seen 

■BUI:  t>ore 1;h ひ venom  of  tlie  vulgar-s  spleen.: 

と。 是の 謂な り。 世に 先ん する 一 分の ネ あって， 俗 を 拔く事 半 歩に 過ぎざる も、 此材幹 を 振 ひ、 其 見地に 

住せざる もの は、 天の 己れ を 空う せざる に、 進んで 天 を 空しう せる の 責を負 はざる ベから す。 天に 負か ざ 

らんと 欲せば 一 分 は 一 分の 爭を敢 てせ ざる 可から す、 半 步は半 歩の 戰を 挑まざる 可から す。 一 分 S 人 も 半 

步の人 も 等しく 此戰 爭を經 んが爲 めに 天意 を 以て 人間に 生れた る ものな り。 然れ ども 戰爭は 遂に 戰- 争に 過 

ぎす、 戰爭 のうちに 成功の 意義 を 含める ものな し。 從 つて 俊才 奇傑往 々にして 中道に 挫折して 凡庸 S 群に 

人る。 凡庸の 群に 人る とき 天下 は 泰平 なれば なり。 凡庸 は處 世の 方針と して 尤も 安全 なれば なり。 古歸に 

君子 危に近 よらす と 云へ る は 是が爲 めな り C 君子 は 凡庸の 驍將 にして、 かの 損害 を 怖れ、 財帑 を. H 中に 埋 

めて、 貧 を 守る の 士と其 趣 を 同じう す。 安き 事 之に 過ぎた る はなく して 瘦 なる 事 之に 及ぶ ものな し。 

君子の 事 は 余 之 を 知らす。 先に 論じた る 天ネの 意識に 至って は、 出 處顯晦 君子 人の 如くし かく 如意なる 

能 はざる が 如し。 彼等 ほ 成功と 失敗と を 顧みる の餘裕 なく 一  意に 自己 を實 現せん と 欲して 巳む 能 はざる も 

のな り。 資性 旣に然 り。 狂と 呼ばれ、 愚と 呼ばる、 を 好. まざる も、 之 を 奈何と もす るに 由な し。 而 して 天 

才の 意識す る 所 は 能才の それよりも 世俗 を 去る 事 一 餍遠 きが 故に 之 を 貫かん が爲 めに は 水準 以上の 猛烈な 

る爭 鬪を敢 てせ ざる 可から す。 此點 より 觀 察した る 天ォは 人間と して 尤も 不幸なる ものな り。 憐 むべき も 

のな り P 吾人が 天才 を.：！； 歌す る は、 之を遙 かなる 天の 一 方に 安置して、 其旣成 事業の 餘光 がわが 頭上 を 射 

るに、 囘 頭し 低徊し、 想像して、 遂に 思慕の 情 を 起す に 過ぎす。 自 から 進んで 天. IV となり、 もしくは 之 を 

羨 やんで 其 位置 を 得ん と 欲して 謳歌す る は 誤 まれる の甚 しきもの なり。 今人 S. 認めて 天才と なす もの を 過 


去の 麼史に 求む るに、 孤 憤、 窮愁、 奮鬪， 迫害の 痕迹 は、 瞭 として 爭ふ 可から す、 燥と して 滴々 の 血に 苦 

痛の 一 生 を 鮮やかに 後昆に 遣す が 如し。 然れ ども 是單に 世に 傳 はれる 天才に 就て 云 ふに 過ぎす。 もし 夫れ 

傳 はらざる ものに 至って は、 世俗の 反抗 を 受けて 江湖に 漂浪し、 閭鄺 に沈淪 して 斷 蓬の 如くなら ざる もの 

殆んど 稀な り 。- 古より 今に 至って 草莾に 埋沒し 陋巷に 湮滅せ る 天才の 數は 蓋し 擧ゅ 易から ざる 程に 夥し か 

らん。 天才の 出 づる必 す 歡迎を 得 ベ し と は —— 少な くと も 死後に 必す 謳歌 せらる べしと は 誤 まれる 世俗の 

斷 見に 屬す。 彼等 は 今 代に 傳 はれる 天才 以外に、 天才 は 未だ 甞て 生れた る 事な しと 思へば なり。 余の 見る 

所 を 以てすれば、 天ネ にして 生前に 名な く、 身 後に 存 せざる もの 十の 二三に 留まら ざるべし。 但し 彼等 は 

名に よって 動く にあら す、 不名 譽の爲 めに も 動く、 動か ざれば 生活の 意義 は 彼等に とって 無 なれば なり。 

天才 は 尤も 執着心に 富める ものなる が 故に、 彼等の 戰爭 は必す 猛烈な り。 而 して 衆寡 敏 せざる は 一般の 原 

M なる が 故に、 天才の 多く は 猛烈なる 戰爭を 命の あらん 程持續 して 遂に 窮途 に斃る ， 事 多し とす 0 兹に彼 

等の 衆 合 意識の 一 般と戰 へ る 例 一 三 一 を擧 けて 實證 とす。 但し 是等は 皆 天才に して 戰に 勝てる ものな り。 其 

蹉躓 せる ものに 至って は 世間より 存在 を 認められ ざるが 故に 之 を 奈何と もす る 能 はざる は 論な し。 

Lyriccd  aallads  二 七 九 八 年) は 詩界の 刷新 者と して、 文壇 を聳 動せ る もの、 當 時の 集合 意識が 之に 對 

して 如何なる 態度に 出で たる か を 見て 以て； S4、 戰 狀をト すべし、 The  Monthly  Review  ( 一  七 九九 年、 五月) 

之 を 評して 曰く。 筵中收 むる 所の 詩篇： ir 其 空想的なる を 以て、 其 流暢なる を 以て、 又 其 情操 を 以て、 吾 

人 の 感興 を 惹く事 多 大 な る を 疑 はすと 雖ど も 、 著者が 模傲 せる 古昔 民 諸 詩人 の 時代に 於て、 未だ 甞 て 夢想 

する 事 能 は ざり し (著者 註 卽ち今 代の 發達 にか 、 る) 高等なる 作詩法 を 犧牲に 供して 之 を 鼓吹す るの 必要 

を 認めざる もの. なり。 粗野 怪異なる Chaucer の^^ゅ語を踏襲し て得たり とな す は獨り詩歌を墮落せしむ 

るの みならす、 かねて 英語 を墮 落せし むる ものに あらす や。 今、 古詩 人 を 近代化せ すして 却って Dtyden, 
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l>ope.  Gray が咏 じたる 高雅なる ® 目と 優 明媚の 調を變 じて 十四 世紀の 方 首と 作風と に 改めば 果して 如 

何。 過去に 逆行す る 事 新の 如く V』 して 吾人の 所得 如何 を 顧みよ。 古代の メダル を模 せんと 欲せば 鐘 は 必要 

なる 屬性 なり。 然れ ども 三 四百 年の 詩を模 せんと 欲して、 人工み- 竭 くして 錡氣を 現代の 詩に 加 ふる は、 巧 

妙なる 暨 作と 評する より 以上に 賞 讃の價 値 を 有せざる ものな り。 …… 」 と 以て 其 風潮 を 見るべし。 

同雜 誌が Coleridge の The  Rime  of  Ihc  Ande}~t  Marimr に 加 へ たる 評語に 曰く。 「吾人 は此 詩に 

於て 微妙なる 風韻 を 認めざる にあら す。 然れ ども 其 荒 唐不稽 にして 且つ 支離滅裂なる は事寳 なり。 一 篇の 

趣意 那 邊に存 する かみ- 辨ぜ す。 我 は 婚禮の 賓客 をして 饗應 にあ づ かる を 得 ざら しむる の惡戲 ならざる や を 

思 はしむ。 …… 」 と。 當 時の 群盲 は 全く 空 冥 縹緲の 致 を鮮せ ざり しなり。 

同聽誌 (一八 一 七 年、 正月) の c/s/.y/a,5 之 を 評する や 曰く。 「^奔 蕪雜 なる 斯の 如き は 遂に 堪 ゆべ から 

す。 況んゃ Lord  Byron の 如き 天才の 推賞 を藏る を や。 只 詩道疾 くに 廢れ て， 詩 法 を 破る より は 之 を 守 

る もの、 却って 迂愚の 極と 認めら る、 の 世なる が 故に 多言せ す。 …… 」 と、 典型 派の 小刀細工 を 以て、 醇 

正なる 詩 格と 思へ る 世間なる が 故に 評 家に 此言 あり。 

Francis  Jeffrey の ゴー ゆ Edinburgh  Reuiew 紙上に (一八 OM 一年、 十月) Southey の Thaiaba  the 

Destroyer を 評する や 妖譎讀 むに 堪 へす となして 曰く T 此 種の 譚 或は 小 兒を樂 しまし むる に 足る もの あら 

ん。 其 奇蹟 怪聞に 富んで、 事件の 歷々 墾 出す る は、 一 見、 人の 注意 を惹 くが 如しと 雖 ども、 此 注意 は 新奇 

の 念と 共に 暫くに して 消滅して、 未だ 好奇の 心に 満足 を與 へざる 先に 疲勞 を覺 ゆる 事 稀なら す。」 と。 所 

|£ 浪漫的 話^の 常時に 容 れられ ざり し を 察すべし。 Jeffrey は此 評！ 51 中に、 獨り Southey を 非難せ るの 

みならす、 倂 せて 一 般の 新派 を攻擊 せり。 彼 思へ らく 新派 は 簡尸カ 樸直 を S とすと 雖 ども、. - 彼等の 簡易 樸直 

は 虚飾に 對 する の 簡易 樸直に あらす して、 藝 術に 對 する (卽 ち非藝 術なる 韋義 に 於ての) 簡易 樸直な り。 


彼 又 思へ らく 下賤な ろ 農夫 賈 人の 愦操は 詩に 咏じ 得べき にあら す。 本來 詩め なら ざれば なりと。 批評の 權 

舆 として 一 代に 睥睨せ る Jeffrey の 語 を讀ん で、 之 を 今 代の 評論と 比較す ろと き は 殆んど 隔世の 感 ある を 

免 かれす。 

wyron の Hcmrs  of  Idleness は 固より 少時の 作、 彼の 詩才 を 代表す るに 足る ものな き は 論 を 待た す、 其 

疲瘕 亦掩ふ 可から ざる もの あるべし と雖 ども I^ord  Brougttam の The  Edilllmr^h  Review  (一  八 〇 八 年、 

正月) 評して 「この 貴公子の 詩 は 雜も人 も. 共に 許す 事 能 はざる 一 種の 詩な り。 而 して 彼は此 一 種の 標準 を 

嚴 密に守 つて、 神に も 人に も 近づく 事な し」 と 云へ るが 如き は、 全歐を 席捲せ る大 詩人 を 評する の 語に あ 

ら ざる を 見る ベ し。 

Jane  Austen は 今 代の 認めて 第一流の 作家と なして 疑 はざる もの、 其 著 寄の 如何にして 世に 公け にせ 

られ たる か を 思へば、 亦 以て 這裹の 消息 を審 かにす る を 得べ し。 Austen はもと 文 を^って 口 を 糊す る も 

のに あらす。 只 消閑の 具と して 箪舰に 親しめる の 結 ST 十八 世紀末に 於て 旣に 二三 小說の 稿を脫 せり。 其 

Pride  。nd  pltldice を 草す る や、 其 、父  一 a 善と 稱し、 之 を Cadell にす 、 む。 Cadell は 原稿 を 一 讀する 

の ガを さへ 厭 ひて 直ちに 出版 を 拒絶せ りと 云 ふ。 ハ乂亦 放棄して 顧みす。 從 つて 一 代の 傑作 も剞 劂の榮 んふ忖 

る 能 はすして、 机 はに 横 はるの 久しき 遂に 一 八 一 三年に 至れり。 Northanger  >s の 如き は 其 運命の 蒲 

倖なる 却って 之に 過ぐ る もの あり。 稿 を購へ る は wath の 一 書肆に して、 購へ る 憤 は 僅かに 十磅に 過ぎす。 

しかも 此誊肆 は The  Vicar  of  八み/もの 所有者と 同じく、 草稿の 吾 手に 落ちし を悔 るた か、 又は 全 

然 忘却せ るか、 幾年の 久しき 之を筐 底に 藏 して 《仆 て 活字に 付す る 事な かりし を、 Austen の 兄弟が 最後に 

買 ひ 一お せる に 過ぎす。 一 一三の 脫稿 せる 小說を 有せる に關 はらす、 Sense  and  senwibimy が處女 作と して 發 

表せられ たる は 是が爲 めな り。 此處女 作に 因って 著者の 得た る は 僅かに 百 五.；. 磅に 過ぎす。 然も Austen 
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は 過大の 高額と せり。 天才の 冷遇 せらる ， や 槪ね斯 の 如し。 然れ ども 一 八 一 五 年に 至って Emma-Q> ^ら 

はれた る 時 The  Quarterly  Reviexv は 一 論文 を 草して 大に之 を 推賞せ り、 其 一 節に 曰く、 「著 一 が 世 閒を鮮 

する の才氣 と、 撬 中の 人物 を 活動せ しむる の 技倆と は、 或點に 於て かの 絡 害！ に 於け る Flemish 派 を 想起 

せし む。 題目 は必す しも 優雅なら す、 叉诀 して 崇高なる 能 はす。 然れ ども 自然 を 描き 得て、 自然に 達せる 

の み ならす、 其 精確 にして 細徽 なる 大に 吾人の 心 を悅ば しむる もの あり。 此 特質 は 全篇に 充^す るが 故に 

1 節を杪 して 之 を例證 しがた し。」 是に 由って 之 を 見れば 一 八 一 五 年に 至って Austen は旣に 文壇の 意 

識を 動かして、 之 を 吾が 方向に 推移せ しめたり と 云 ふ も 不可な きが 如し。 

守舊 派の 新作 家を赛 害する 事斯の 如き もの ありと 雖 ども、 斯の 如き は 未だ 以て 甚 しとな すに 足らす。 0 

人に して 尤も 悪辣の 毒 鋒に か、 れる もの を可愤 なる 灭才 Keats とす。 彼の Kndyniion を 公け にせる は 

1 八 一 八 年な り。 年の 四月に 至って The  Quarierly  Review の 作家に 加へ たる 暴 語 は、 其 没 鑑識なる と、 

其 驟 慢 なると、 其殘 酷なる とに 因って 長く 病 詩人の 爲 めに 後代の 同情 を惹 くもの なり。 Esdymion を 評せ 

る もの は自 から Keats  . の 詩 を讀 ますと 云へ り。 讀 まんと 欲する も 讀む能 はすと 云へ り。 しかも 彼 を 品し 

て 曰く。 「著者 は Hunt の模傲 者な り。 然れ ども 解すべからざる は 却って i\l に 過ぎ、 突兀 たる は 之と 相 若 

き、 散漫なる は 之に 倍し、 冗長に して 不合理な るに 至って は 之に 十倍す。 Hunt は 厚顔に も自 から 批評の 

椅子に 倚りて 自家の 標準 を 以て 自家の 詩 を 律 せんとせ りと 雖 ども、 其 云 ふ 所 多少の 意羲を 有せり。 sKeats 

に 至って は 眷て斷 見 を 主張した る 事な きを 以て、 詩 例 を 示して 其 主張 を 維持す るの 必要な きものな り。 此 

故に 彼の 囈語は 全く 醉 狂と 云 はざる 可から す。 彼 は 詩の 爲 めに 詩 を 作る に 過ぎす して、 其 Hunt の 狂 批評 

の噬む 所と なるや、 其 詩の 狂せ る 事 却って Hunt に 過ぐ るに 至る。」 と、 是を 批評の 冒頭と す。 以て 其 侮 

H 成と 嘲笑と に 富める を 見る ベ し。 余 はとく に 翻 譯の勞 を 避けて、 其 調の 如何に 證 者の 耳に 響く か を 示さん 


が爲 め、 愚 後の 一節 を 原語の 儘 引用して、 此 不愉快なる 異例 を 終るべし。 ：B ぶ t  enough  of  IMr.  Leigh 

Hunt  and  liis  simple  n ひ op>liyte.  If  any  on ひ sliould  .he  ^os  enou^ll ！ mrchase  thds  "pontic 

Romance,  -  and  so  rnucll mor ひ p>atient  tlian  ours ひ Ives  as  to  get げ evonci  the  flrsl; げ00 に, and  so  mucli 

more  fortunate!  as  to  find  a  meaning,  we  entreat  liim  to  mak ひ us  accjuainted  witht  liis  success,  .  v^rt 

sliall  1;nen  return  t;o ひ taslc  whicli  we  now  abandon  in  despair,  and  endeavour  make  all du ひ 

amends  to  Mr.  Keats  and  to  our  readers.: 是を 批評の 末節と す。 詩 風の 漸移、 幾多の 小波 動 を 描きつ 

くして、 以て 今日に 至って、 Keats を 謳歌す る もの 比々 皆是 にして、 此 評論 を 讀む もの 又 一 人の 存 するな 

し。 天命の 吾人 を 弄する 實に斯 の 如き もの あり。 (余 思へ らく、 詩の 善惡は 暫く 措く、 評の 當否も 亦 論ぜ 

す。 只此評 家の 態度に 至って は 陋劣 嫉 むべき もの あり。 何と なれば 其 木 意の 存 する 所 を 察する に、 作家 を 

啓發 せんが 爲め にも あらす、 眞 率に 自己の 嗜好 を敍述 する にも あらす。 單に 他の 感觸を 害し、 新進作家の 

弱き を壓 して 自 から 快 を 取らん とする が爲め なれば なり。 もし Keats にして、 評 家の この 態度に 出づ べき 

相當の 刺激 を與 へたる 事 ありと せば、 彼の 暴慢なる も 幾分の 諒 とすべき ものな きに 非す と雖 ども、 Keats 

は 未だ 甞て此 評 家に 向って 寸毫 の無禮 だに 加へ たる 事な きなり。 無禮を 加へ： さる は 無論、 彼 は 特に 其 自序 

に 於て わが 才分の 足らざる と、 經驗の 乏しき と を 自白して 禮を 一般に 致せり。 しかも 此 批評家 は 此禮讓 あ 

る 作家 を 11 其謙遍 して 辯疏 せる 點に 捕へ て 嘲弄 を 逞しう せり。 文 界此無 賴漢を 出す、 不祥 之より 甚 しき 

はなし。 之 を 打殺す る は獨り Keats の爲 めの みに あらす、 亦 吾人の 爲 めな り。 而 して 又社會 人類の 爲め 

なり。) 

卜；/; お a//isr.y を 著 はして 世の 嘲笑 を 買 ひたる Coleridge が自 から Tennyson を 評する に當 つて 抑 

損の 意 を 洩らし. たる は、 奇異の 現象に して、 推移の 一 日 も停滯 せざる を 示す と 同時に、 新作 家に 戰爭 なき 
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能 はざる を證 する ものな り。 評語 は 載せて Table  Talk 中に あり。 曰く。 「寄贈に か、 る Tennvson の 

詩 は 未だ 通読の 機 を 得す。 去れ ども 余が  一 13 せる 限りに て 云へば 多量の 美 點を 含める を 疑 はす。 不幸に し 

て 彼 は 音律の 何たるみ-解せ すして 詩 を 作れる が し。 假令在 來の舊 格に 違って、 作爲 する も、 もし 詩 律 家 

にあら ざ-, より は、 格調 をな す 事 難き を 以て 普通と す。 然れ ども 詩 律の 要する 所の もの 如何 を考 へす して 

妄り に 新； お を 樹立 せん とする は 暴と 云 ふの 外な し。 余 は 彼の 成功 を 望む 事 切な るが 故に 、ことに 彼に 忠告 

せんとす る は —— 實際 しかせ ざれば 彼 は 遂に 詩人たり 得べ からす —— 今より 一 三 一年の 間 は 一 一 ー舊 式に して 

明晰なる 詩 格に 據 りて 句 を 綴らん 事な り C 例へば heroic  couplets の 如く、  octave  stanza の 如く、 又 

I」Allegp  H  pesseroso の octosyllabic  measure の 如し。 .斯 の 如くせば. 彼 は 詩 律の 何たる を 知らす して- 

然に詩 律の 感覺を 得る 事猶 wton の學 生が Ovid,  Tibullus を 請ん じて 相應 なる 羅甸詩 を 作る が 如くな 

るべ しつ」 と、 是に. ra つて 之を觀 れば兩 者の 詩 律に 對 する 観念 は 一 致せ ざり しもの 、如し。 (興味 ある は 

一八 三 一年 一月 Tlie  Wesiminsier  J^evinv 所載， poem"  Chiejiy  Lyrical の 批評な り。 此評家 は 詩に 

real  science  of  mind の 必要なる を 論じて、 過去 四十 年間の 詩 は 此科舉 的 精神 を 含む の 多少に よって 其 

生命の 長短 を 計るべし と 論斷 せり。 此精紳 を 欠く もの 、存在し 易から ざる を例證 せる 彼の 語に 曰く  rcole; 

tidge と Wordsworth の 作詩の 大部分 は旣に 死せ り、 又 死なん としつ 、あり。 然れ ども 茲に其 精神に 於 

て 全然 哲學 的に して 且つ 詩的なる 小冊子 あり。 云々」 と。 小册 子と は 無論 Tennyson の 詩集の 謂な り。 

彼 を 小兒視 せる Coleridge の 却って、 此小兒 の 下に 据えられん とする 傾向 ある は 意識の 競爭に Tennyson 

が 勝利 を 制しつ 、 ありし み-見る に 難から す。) 

少しく 方面 を變 じて、 藝 術の 領域に 入る も 亦 一 樣の觀 あり。 Pre-Raphaelites の 始めて 展覽會 を 開く や、 

展鬵に 供せ る驗 達の 一 面 だに 費る 能 は ざり し は 世人の 知る 所な り。 甞て Holman  ffiunt に關 する 誊鴒を 


播け るに 甞中 云へ る 事 あり。 彼 は、 Rienzi  vowing  to  avenge  the  Death  of  the  Brother に 次， ぐに 

chrisHa-  Priests  esca サ hig  from  Dndd  persecuHsl を 以てせる に、 他の 一 一家の 作品と せバ に、 非難 攻擊を 

受 くる 事 急 霰の 如く 甚し かりき。 Charles  oickcns は Household  Words に 於て，、 他 は 新聞に 於て、 雜 

誌に 於て、 悉く 之 を 罵 しらざる はなし。 是 一 八 五 〇 年の 事に 馬す。 超えて 翌年 Hunt の Tim  Genilemen. 

。f  vs?m を 出品す る や、 世間の 彼と Millais を 目す る 事 蛇蝎の 如く、 爲 めに 二三の 批評家 は 彼等の 作品 

を Academy より 斥けん 事を逼 るに 至れり。 有名なる Ruskin が 三た び騫を The  Times に 寄せて、 評 

家の 無智と、 不正と、 嫉妬と を 露して、 公衆の 同情 を 二 家の 上に 轉 じたる は此 際の 出來 事に 屬す。 ROS- 

setti は； 牛 素^ 俗の 評に 耳 を 借 さ 5r る もの、 此時 よりして 益 高踏して 俗に 近づかす。 Millais は 平然として 

例に 因って 四面楚歌の 裏に 立ち *  Hunt は 周 園 の喧援 なる に應 じて 毫も 狼^せる 景色な し。 ■—— Raphael 

前 派の 始めて 獨 立の 旗幟 を 翻 へ す や 其 危うき 事、 寳 にかくの 如き もの ありし なり。 

佛の 名流 Millet も 亦 一 生 を 落魄の 裡に 送りし もの、 其 始めて 寫實 家と して あら はる ゝゃ、 天下 j  、り 

彼み-顧みる ものな し。 是に 於て か 彼 は寳際 生活 を 究めん と 欲して、 去って m ^のうちに 隱れ、 貧に 處し、 

名 を 忘れ、 途に努 働 者の 家に 死せ り。 彼 を 解し 得た る もの は高尙 なる 二三の 評 家 ありし のみ。 彼の 死して 

屍の 未だ 土中に 安置せられ ざるに、 運命 は 不遇の 害 一 家を翫 弄して、 順逆の 境 を 一夜に 變じ、 有名なる The 

Angdits に 一 一十 四 萬 圓の價 格を附 する に 至れり。 

Turner と拉 び稱 せられて、 山水 塞に 一機軸 を 出したり と稱 せらる、 Constable も 亦 生前に 意の 如き 

成功 を 收 むる 能 は ざり し は 人の 記憶す る 所な り。 彼の The  Hay  waiH と The  Whiie  Horse を 描く； a 

公衆 も 評 家 も 冷然と して 取り合へ る もの 更にな かりし は事赏 なり。 彼の 友 Archdeacon  Fisher 之 を 

Paris に 送らん 事を勸 めて 曰く 假令 多少の 價を f 似す る も 之 を Paris に寶 るに しかす、 これ 君が 名 聲を博 
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する 所以 なれば なり。 何等の 批判力な き 愚昧なる 英國 公衆 は、 佛 人が 君の 畫を 以て 國有 となす を 聞かば、 

少しく 警醒す る 所 あるべ ければ なり。 君の 誤解す る や 久し。 人 は 綺畫を 見て 善しと 思 ふが 故に 購ふ ものに 

あらす、 他人が 之 を 得ん と冀 ふが 故に 購 ふに 過ぎす と。 果せる かな、 Tlie  Hay  Wain の France にあら 

はる、 や 瞬刻に して 天下の 耳目 を聳 動して、 一八 二 四 年の 金牌 を受 くるに 至れり。 久しく 佛 人の 手に 存せ 

ざり しと 雖 ども、 始めて 此畫 を購へ るは佛 人な め。 

尤も 悲 酸なる は 所謂 佛國の Impressionist 派が 始めて 自己 を 天下に 紹介した る 初期の 歴史な り。 此派 

の 今日に 優勢なる は 邦人の 熱 知す る 所に して、 ことに Claude  Monet の 如き は 何人も 其 名 を 口にせざる 事 

なき 程 なれ ども、 四十 年 前 を囘顧 すれば、 他の 迫害 を 蒙る 事甚 しきもの ありし に 似たり。 彼等 は Salon に 

出品す るの 特權 だに 得る 能 はす、 Academy 派の もの は 彼等 を 目して 狂人と なし、 其 作品 を 評して 全然 美 

術の 法則 を 蔑視せ りと 評し、 些の 保護 を與へ ざり しのみ ならす、 百方 其 發達を 阻害 せんと 試みたり。 彼等 

は 一 個の 賞牌 を 得る に途 なく、 公費 を 以て 其 作品の 買收を 仰ぐ が 如き は 夢想す る だに 易から ざり しなり。 

近來に 至って 漸く  Luxembourg の 一 室 を 割いて、 此 派の 賴晝を 陳列す るに 至りし と雖 ども、 夫 すら 抗議 

の 沸騰に、 容易の 落着 を告 ぐる 能 は ざり しと 聞く。 一  八 六 三年の Salon に此 派の 緣畫が 悉く 陳列の 榮を ffi 

絕 せられた るの 際、 時の 主權者 其窮を 憐んで 之に 特別室 を與 へて 之 を ： Salon  desRcfus6s: と號 す。 此 

時 clause  Monet の 出品せ る は 日沒の 景色に して 題して Impression と 云 ふ。 觀者堵 の 如く  Salon  des 

Refus6s に 集って 嘲笑 を逞 ふす。 "Impressionist: の名是 より 起る。 而 して 其實 冷評の 意 を 含む ゆみ。 

新陳交 謝の 際に 起る 〔辛鬪 の 例は是 にて 充分なる を 以て 其 他 を 言 はす。 約言す るに —— 喑示は 常に 戰ふ。 

戰 なくして 喑示を 人に 及 ほす 事 は 殆んど 難し。 Tennyson の 如き 通俗なる 詩人と 雖 ども、 亦 多少の 戰を免 

かれす。 新しき 嗜 示の 舊 意識 を 去る 遠ければ 遠き に從 つて 戰は 劇烈なる べし。 要は 新喑 示が 舊 意識 を 打破 


する か、 或は 舊 意識が 新 喑示を 蹂躪す るかの 一 に歸 す。 兩 者の 問隔 あまりに 甚 しければ 新 喑示は 大抵 通俗 

なる 集合 意識の 爲 めに 應 迫せられ、 追窮 せられ、 遂に 剿絕 せらる、 を 常と す。 而 して 天才の 意識 は 一 般を 

去る 事 遠き を 以て 特色と なす 事 多き が 故に、 彼等 は 成功す るよりも 寧ろ 失敗す る を 常 然とす。 從 つて 後世 

に 謳歌 せらる、 天才よりも、 禽獸と 同じく 泯威 せる 天才の 數は 夥しから ざる 可から ざるの 理 なり。 

成功の 意赣。 不斷の 戰爭は 新の 如くに して 巳まざる うちに、 或 者 は 倒れ、 或 者 は 起り て、 永劫の 波紋 を 

無窮に 描く を 以て 常態と す。 此戰爭 に 利 あらす して 焦點に 登る の 期な く 消滅す る もの を 失敗と 名 づけ、 波 

頭に 主宰す る もの を 成功と 云 ふ。 此 故に 成功と は 他の 喑示 を排 して 自 から 頂上に 攀ぢ 登りて 旗 職 を 翻へ す 

の 謂に 外なら す。 而 して 此 頂上 は 漸くに して 降下し 去る が 故に、 理論 上より して 同一 の 成功 は 同程度に 永 

續 しがた きものな り。 吾人の 意識 は 個人的な ると 集合的 なるとに 論な く 推移 變化を 以て 特色と する は事實 

の 吾人に 敎 ふる 顯 著なる 訓则 なり。 

如何なる 意識の 成功す るか は、 時に 應じ 所に 應 じて 異なる が 故に、 其 内容 を 指摘す る は 何人と 雖 ども 能 

する 所に あらす。 もし 内容 を 捨て > 形式より： fi すれば、 先に 擧 けたる 推移の 原刖 にて 旣に 之を盡 せりと す。 

然れ ども 先に 指示した る數 種の 推移 中、 とくに 吾人の 注意 を惹く は、 現下 意識の 自然なる 傾向に、 尤も 調 

和せ る新喑 示が 勃興せ る 場合な りと す。 換言すれば 現下 意識の 邊 末に 潜伏して、 今にも 起らん とする の 勢 

を ほのめかす にも 拘 はらす、 依然として 半 明半晦 のうちに、 不說 不語の 不足 を 感ぜし むる 或 者 あるとき、 

. 1 突然 一 人 ありて、 此 不透明なる 或 物 を 掌中に 攫し 來 つて、 端的に 道破せ る 場合 を 云 ふ。 此 ある もの は 

旣に築 合 意識の 波動 線 中に 伏在して 向上 的 氣勢を 有する が 故に、 もし 之に 明瞭なる 形 體を與 へ、 判然たる 

秩序 を附 して 世間に 放出す る もの あらんに は、 天下 は 翕然と して 起って 之に 應 する の理 なり。 わが 思念し 

て 得す、 憧 憶して 認めが たく、 之を實 現せん と 欲して しかも 其 有耶無耶な るに 困 するとき、 推移に 一波の 
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長 ある もの、 先づ 目的の 堂に 登り 本尊の 蠡を 開き、 麾 いて 一 世 を囘顧 すれば、 一 世は餓 者の 攝待 にあへ る 

が 如く、 鐵片の 磁石に 赴く が 如く、 憐寸に 火を點 する が 如く、 電流 を 導 體に傳 ふるが 如く、 忽ちに して 同 

1 の 意識 を 焦點に 認めて、 炳 たる 事坦 火よりも 明かなる もの あらん。 

之 を 文界に 例せば Pope の 如く、  wyron の 如く、  Scott の 如く、  Tennyspn の 如し。 今一 々にして 其 

實證を 彼等の 傳 記の 中に 求む るの 煩 を 避けて、 兹 にた 5- 其 最も 興味 ある もの を擧 ぐ。 Tennyson の 死す る 

や 無名氏 某なる もの あり。 書 を y:^"x/§/ & <?r に 寄せて 詩人に 對 する 自己の 觀想を 公け にして 曰く。 「所謂 

業務 絷 多なる 余 11 中年の 商人 —— の 貴重なる 一 日 半 を 費やして、 罩に 彼の 葬儀 を 見ん が爲 めに、 遙 かに 

二百 哩の 里程 を 走れる は 人の 怪しむ 所なる べし。 個人と して 余の Tennyson を 知る は、 余の Thackeray 

もしくは Dickens を 知る と 同じき 程度に 過ぎざる を 以て、 彼 を 目して 朋友と なす 以上 は、 數 千の 人 も 亦 

彼 を 目して 朋友と なす を 得べ し。 此 意義に 於て 彼 は 余の 朋友な り。 過去 四十 年間の 朋友な り。 苦鬪 寧日な 

き此 四十 年を囘 顧す るに、 彼の 11 余 は 今日 彼の！^ を 送れり 11 彼の 余の 傍 を 去りし 事 は 一 刻 だに あらす。 

彼 は 余の 朋友なる のみな ちす、 又 余の 敎師 なり。 敎師 にして 又 余の 先導者な り。 流轉 四十 年の 間 余の 心情 

の變、 幾囘 なる を 知らす、 變 する 毎に、 未だ 甞て Tennyson の わが 所期に 違へ る は あらす。 余の 始め 北 

部より 倫 敦に來 りしと き、 暮れん とする {41- に 映す る大 都の 光 を 見ん と 欲して 車窓に 倚って、 忽ちに 思 ひ 浮 

びた る は Locksley  Hall 中の 句な り。 余の 浪漫的な りしと き —— 何人も 一 度 は 浪漫的 ならざる を 得す。 

. —— 愛の 手に 斷 たれた る 「我」 の 糸の 鳴りつ、 も 消えた ると き、 余の 心 を 慰めた る は Maud と Esoch 

Arden なり。 余が 求めて 遂に 之 を 得た る 理想の 婦人 は Ty~" ミ に 於て 描き出され たる を 知る。 婚姻 

の 事旣に 成って 幸福なる 長き 夕、 同じき 詩 卷なー 一人の 間に 分ち、 又 手 を携へ て 詩人に 導かれな がらに 花 多 

き路を 行けり。 今日 The  Abbey に 立てる 余 は 天上の 快樂に 比すべき 昔 を 以て 彼の 賜な りと して 深く 彼 


に 謝せ すん ば あらす。 彼が 衣帶を 改めて、 兄弟の 貌を装 ひ 余 をして 再び 社會に 立つ の 勇氣を 起さ しめたる 

は 二三 ヶ月の 後に 馬す。 余 は 其 前より In  Memorlam を讀 まざる にあら す、 其 後 も 亦 幾度と なく. N! を誦 

せり。 然れ ども、 其 深意の 吾心に 刻まる、 は、 冷 寂なる 爐邊 に、 空しき 椅子の 傍らに、 人な き寢臺 を控へ 

て、 之 を 手に したる の 時に あり」 と。 (E.  r.  Cary,  Te-nysoH,  His  Homes,  His  Friends  and  His 

W 、ざ、/ &, や 255 より 譯 出す。) 此寄 書家 は自 から 公言せ る 如く 文士に も あらす、 詩人に も あらす、 筆視と 

尤も 遠 かれる 寶業 家なる に徵 しても、 Tennyson の 詩 風が 時勢に 適へ るの 程度 をト する に 難から ざるべ 

し 0 

かく G 如く 一  代の 聲望を あつめて、 天下の 歡迎を 受け、 平生 文字に 親しまざる もの をす ら讀 者と して 數 

ふる を 得る は 固より 成功の 大 なる ものに 外なら すと 雖 ども、 同時に 此 成功の 程度 を 以て、 作家の 才を はか 

るの 尺度と なしが たき は 無論な り。 上 章に 說敍 せる 理論に よる も 成功と は 個人た る わが 意識と 社會の それ 

とが 一 致す るの 謂に 外なら すして、 此 一 致は必 すし も. IV の 高下 を 示す ものと 爲し 難ければ なり。 (たと ひ、 

才の遲 速 を 示す 事 あらん も。) 旣に 高下 秀庸の 尺度と なす 能 はざる とき は、 成功せ る 意識 は 天才の それと 

も、 能才の それとも、 又は 凡才の それとも 斷肯 しがた き 場合 少 からす。 否、 余が 先に 述べた る 理論に よれ 

ば、 天才の 意識 は 獨創的 S 容に冨 む を 常と して、 個性的 色彩 を帶 ぶる 事强 きが 故に、 必す しも 現代 意識の 

將來 傾向 を喑 知して、 其 傾向の 發展 せんとす る 方面に 輝揚 する を 期しが たきの みならす、 往々 にして 之と 

乖離して 一 般の嗤 笑 を 買 ふ は 先の 實 例に て旣に 明かな り。 人 を 驚かす 事 狼烟の 如く 急に して、 其 忘れら る 

る 事、 亦斯の 如く 急なる ものに 至って は 十の 七 八に して 皆然ら ざる はなし。 「現代の 人に して Mrs.  A. 

M.  wennett の 處女作 Anna  (一七 八 五 年) を讀む もの 果して 何處 にか ある。 しかも 此書は 出版の 當日 

に 初版 を 賣り盡 したりと 稱 せらる、 にあら す や。 或は 同 女史 作 Vkissiludes  abroad  ( 一  八 〇 六 年) を 総 
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き 得る もの 能く 幾人 ぞゃ。 然れ ども 發 行の 日に 於て、 二十 六 志の 高 憤を拂 つて、 之 を購へ る もの は 二 千 人 

の 多き に 上れり」 と。 是敎授 Walter  Raleigh が 其 著 The  F」~glish  Novel  (一 一七 一 頁) 中に 於て 吾人に 

告 ぐる 事實 なり。 數年前 物故せ る IMiss  Yong.e の Sir  G-y  Ms-villc を 著 はす や Oxford 擧 生の 熱心に 

此書 を迎へ たる 意 氣は實 に 驚くべき もの ありき。 某 聯隊の 如き は 一 人と して 之 を 手に せざる 士官な きに 至 

れ りと 云 ふ。 Rossetd,  Wni.  Morris,  Burne-Jones の 徒亦爭 つて 書中の 主人公 を 取って、 わが モデルと 

せりと 稱 せらる。 星 移り 物 遷る事 半世紀なら すして 又 一人の Yonge を說 くもの なく、  Sir  Gsy の 存在 

を すら 忘れた るが 如し 0  :Lewis の Ambrosio,  or  tlie  Monk  ( 一  七 九 五 年) は 一 代を聳 動して、 不朽の 名 

作と 唱 へられた る もの、 今人 徒らに 其 名 を 聞いて、 其 書 を 見す， 只 Monk  I^ewis の 渾名 を 反覆して 運命 

の 却って 彼 を嘲羿 せる を憐 むに 過ぎす。 先に 例證 せる 詩宗 Tennyson に 就て すら 猶 多少の 之に 類せ る も 

の あり。 彼の 戲曲 は當 時に 在って 大に 文界の 注意 を惹 ける もの、 Spedding の 激賞 措 かざりし は暂 らく 言 

はす、 Fliot は 之 を 以て 直ちに 沙 翁の 壘を 摩して 適 色な しとせ り。 siot と閼係 深き Lewes も 亦 之と 意 

見 を 同じう せり。 Browning は Queen  Mary を 評して 白玉の 微痕 (A  sliade  of  fault) だに 見出す 事 難 

*  しとせ り。 Irvinw は Becket を 以て 沙翁 S  Ki-g  John 以上に 置き Richard  Ilutton は Mary 

を Hemy  VIII に 優れり となす。 今日の 評 家 Tennyson の 詩 を 推賞す る もの 少なし と 云 ふべ からざる 

も、 彼の 脚本に 於て しかく 嘆 服の 意 を 表せざる は 明かな り。 

同時に 一 一三の 知己より は 天才 を 以て 目 せらる ， にも 關 はらす、 毫も 世間の 意に 投ぜ すして 不成功に 終る 

もの 少なから す。 かの Browning の 如き は 其 好例なる べし。 Pantcdsus を 著 はして 後 十 年、 彼 は ある 友 

人に 書を與 へて 云へ る 事 あり。 Forster が The  Examiner 紙上に 其 批評 を 公け にせる 迄 は、 一 般の 誰彼 

は皆輕 侮の 意 を 以て 此作 を迎 へたり と。 又 云 ふ The  A  the 画 m の評家は之を以て朦朧晦^^通じがたし 


_ とせる のみなら す、 單に Shelley を模 傲せ るに 過ぎす と斷 言せ りと。 彼の 獨創 的なる 思想と 造語と は、 

凡庸 をして 享樂を 擅 ま ， にす る を 得 ざら しめし 結果、 此失當 の 侮蔑 を 招け る は爭ふ 可から ざるに 似たり。 

彼の 著作 中 尤も 難解の 聞え 高き Sordello に關 して は 世間 今猶ー 三 一の 逸話 を 傅へ て、 吾人の 一 笑 を 博す る 

に 似たり。 其 一 に 云 ふ。 Carlyle の 妻 君 は尤. f 熱心に 此 詩を讀 める もの、 しかも Sorddlo の 男なる か、 

女なる か、 もしくは 都會の 名なる か、 書籍の 名なる か を 知る に 苦しめり と。 其 二に 云 ふ。 Tennyson は 

此詩を 讀んで 匿.^  ニー 一行 を 解し 得たり。 一 行 は .：wllo  will,  may  tiear  sordello-s  story  told: にして 

ft に 冒頭の 句な り。 一 行 は ：wllo  would,  lias  heard  sordello-s  story  told: にして 正に 結末の 句な り 

と。 其 三に 云 ふ。 Douglas  Jerrold の 病に 罹って 將に 癒えん とする や、 醫師の 許諾 を 得て、 讀 書の 快 を 貪 

らんと 欲し- 偶爾 架上の 書を抽 いて Sordello を 得たり。 默過數 頁に して 卷を 投じて 喟 然として 嘆 じて お 

く、 病 は 卽ち逾 ゆるに 近し、 頭腦は 遂に ffl を爲 さすと、 彼 は Sorddlo の 解すべからざる を 見て、 自己の 

知力が 病の 爲 めに 衰耗 せる ものと 誤認せ るな り。 評 家 Chesterton 赏て之 を 解して 曰く。 書籍の 批判 は 時 

時の 流行に よって 其 趣 を 異にす 。或は 褒揚 及ばざる の 期 あり。 又は^ 謖日も 亦 足らす となす。 然れ ども わ 

れも 解し 得す、 われ も 耍領を 得すと 殆んど 萬 口にして 同一 の 嘆息 を 洩らせる 事 ss-ddlo の 如き は 古今 を 

通じて 其 例 蓋し 稀な らんと。 要するに wrowning の 解すべからざる は、 彼の 意識す る 所の、 凡 を 離れて 

衆と 調和し がた きに よる。 然れ ども 是 遂に ネの 高下 を 測る の 具た る を 得す。 評 家 B3wning と Ten- 

nyson を 倂べ搏 して 世紀の ニ大詩 家と なす。 評 家の 言 を 以て 妥當 なりと せば、 世に 歡迎 せられざる を以 

て 天才な きの 證左 となす 能 はざる を 知る に 足らん。 故に 曰く。 成功 は才に 比例す る ものに あらす" 00 

に然 り。 事 實も亦 新の 如し。 
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第 七 章 铺遺 

前章に 述べた る 推移の 順序、 種類、 井び に 例 證の外 論すべき もの 固より 多くして、 時日の 缺乏と 材料の 

不足より、 已を 得す 詳論し がた きもの を 集めて 一 章と す。 

^文 界に及 ほす 嗜 示の 種類。 喑 示に 因って 推移す る 意識の 波紋 は 千 差 萬 別なる が 故に、 其 内容 を 具體的 

に說 明す るの 難き は、 猶 天才の 意識 を實 質より して 說 する の 難き が 如し。 然れ ども 之 を 大綱に 分って、 

とくに 文界の 意識に 限る とき は、 種別 的に 其槪 性を擧 ぐる を 得る に 似たり。 如何と.；：？ れば 文界に 於け る喑 

示 は 文擧の 内容み-構成 する こと 論 を 待た すして、 文擧の 内容 は 先に 論ぜ. るが 如く、 四 種の 材料 を 以て 成る 

が 故に、 あらゆる 喑示は 皆此四 要素の 形 を 以て 注 流し 來 るべ ければ なり。 

然れ ども 是 等の 嗜 示が、 如何な. る 社會の 狀況に 因って 影 罂 せらる  >  かの 問題に 關 して は、 こ、 に 一言す 

るの 耍 ありと 信す。 文擧は 人間 活動の 一 發 現に 過ぎす して、 此發現 は 葷獨に 自由の 行路 を 取る 事 能 はす、 

他の 活動の 上に 其 勢力 を 及 ほす と 同時に、 他の 活動より 影響 を受 くる を 以て 事實 とす。 此故 にある 文擧的 

嗜 示の 源 因 結果 を 論 ぜんとき、 簞に 文擧的 潮流 のみ を 眼中に 置いて、 他の 活動 を 閑却す れば 完全 な る 研究 

を爲し 難き ものと す。 此點 より 見た る文擧 は社會 現象の 一 なる を 以て 他の 社會 現象と 關聯 して 其 自動、 反 

動を盡 して 始めて 之 を 知る を 得べ し。 此 故に 凡ての 歴史家 は 同時 に文擧 史家なら ざるべ からすして 文擧史 

家 は 又 一 般 歴史家 ならざる 可から す。 今人 間 活力の 大 なる 發現を 大別 すれば; g 經濟的 及び 科擧 的狀況 g 精 

神 的 (哲學 及び 宗敎 等より 生す る) 狀況 § 政治的 狀況 等な りと す。 是 等の 大 活動に して、 文 蓮の 推移に 開 

係 ある 以上 は 文 學と是 等の 活力と は 到底 離し 難き 事 論 を 待た す。 


い 物質的 狀況 と文舉 との 關係を 論す るに 方って 何人も 第一に 着眼す る は Elizabethan  literature なり 

とす。 Elizabethan  literature の 英文 舉史 にあって 空前 絕 後の 盛時なる は 普く 人の 知る 所なる が、 其 起因 

を 察する に當 時の 物質的 狀況に 支配 せらる  の 多き は 論 を 待た す。 (物質的 狀況 以外に， 何等の 文運に 關す 

る 活力な しと 云 はす。 例へば 宗敎 問題の 如ん。 女皇卽 位の 當時迄 は 宗敎の 紛爭絕 ゆる 事な く 人心 大に 動搖 

せり。 宗敎は 人間の 死生 を 司 どる 大 活力に して.、 適當の 解诀を 見ざる 間 は、 民意 固定せ す、 風船に 乘 じて 

空に 漂 ふが 如し。 英國の 如き 宗敎の 歴史 を 有する 國 民に 在って は 更に 然り とす。 故に 此 問題の 解決 は大に 

文運 勃興の 機 を 早めた る を 疑 はす。) 當時 商業 貿易の 隆 勢に 應 じて、 民衆の 經濟は 非常に 殷富に 赴け る は 

史家の 事 K を擧 ゆて 保證 する 所な り。 農事の 改良と 共に、 厳冬の 候 も 猶羊群 を 飼養す るの 便 を 得て、 在來 

の 如く 鹽魚を 常食と する の 必要な きに 至り、 煉瓦の 再發見 (一 四 五 〇 年) は 家 星の 改良 を 促が して、 富ま 

ざる もの 亦 硝子、 絨緞、 枕の 使 ffl を 知る を 得て、 好尙自 から 華麗に、 氣象自 から 雄大に * 精神 漸く 自信 を 

生じ 來れ り。 此 自信の 會釋 なく 活動す るは當 時の 文擧を 一 見す る もの、 著る しき 現象と して、 直ちに 認む 

る 所な りと す。 此 時に 方って 英人覇 を 海上に 西 人と 爭ひ、 所謂 Invincible  Armada を擊 つて 數 百の 據艟 

を 海底に 沈む。 (此戰 勝の 物質的 狀況に 負 ふ 事 多き は 論 を 待た す。) 思へ らく 天下に 我 有な りと。 志の あ 

る 所に 向って 傍若無人に 我意 を發展 して、 前後左右 を 顧 _ ^ざる 底の 雄心 は、 爛漫たる 詞藻と なって、 遠く 

其 痕迹を 二十世紀の 今日に と V む。 此 故に 當 時の 文學は 圓太郞 馬車の 如くなる も、 放縱不 観なる も、 法規 

約束 を 無視す る も、 毫も 窘 束の 體 なく、 窮迫の 樣 なく、 退 嬰 主義な く、 厭世主義 なく、 隱遁 主義な く、 傲 

然として 進取 的な り。 InvinciMe  Annada を 覆へ せる の 氣魄は 躍 然として 文擧の 上に も 活動せ るに ちか 

し。 次に 忘る ベ からざる は 所謂 物質的 膨脹の 狀況 なり。 有史 以來 彼等の 生息して 無邊 際に 廣 きものと 思へ 

る 世， 界は眞 の 世界に あらす して、 罩に其 半面なる は此 時に 方って 彼等が 始めて 自覺 せる の事實 なり。 而し 
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て 其 未知の 半面に は旯 ざる 人あって 住み、 聞かざる 默 あって 走り。 草 も 木 も、 禽も魚 も、 ^く、 陳套 なる 

舊 世界に 飽き 果て、 發展 S 餘地 なきに 困した る もの を 驚かす に 足る は 一 大發 見に ひて あらす して 何ぞ。 此 

發 見の 反射 逆 照して 彼等の 精神に 一 轉 化を與 へざる は 夢に だに 想像し 得べ からす。 恰も 一 畝の 庭 宅に 繞ら 

すに 高き 墙壁を 以てして、 歳月 をつ くして 其 中に 起臥して 晏 如たり しもの が、 一 朝 睡眼を 摩して、 戶を排 

すれば、 俄然と して 四壁咋 夜に 崩壞し 去り、 千里の 景物 爭 つて 双眸に 落つ るが 如し。 其宏豁 なる 新 圖 の、 

われに 興 ある を覺 ゆると 共に、 眼界の 先に 簇々 として、 視線の 外に 我 を 誘 ふ もの 、轉 た豐 富なる を 想像せ 

すん ば あらす。 卽ち此 新世界 は此 新世界の 裏に 伏在す る 新々 世界 を 喚び 起して 非常に 富瞻 なる 想像力 を國 

民に 附與 する ものな り。 此富贍 なる 想像力 は 優に 當 時の 文學に 一 異彩 を 放って、 後人 をして 其華曄 なる に 

瞠若たら しむ。 

又 一 例 を 引かむ。 十八 世紀に 於て 英 人の 成就せ る 農業 的發達 は單に 農業 的發 達との み 見 傚す ベから すし 

て、 其 影響 は糙 かに 藝 術の 上に 反響せ るに 似たり。 此發 達の 行 はれざる に當 つて や、 中 世紀と 異なる 所な 

く、 羊 を 飼 ふ に 牧草 を 以てせる が 故に 冬に 入れば 遂に 之 を牧す る 能 はす。 多く は， 之 を 屠る を 以て 常と せり „ 

加 之 草 を 以て 飼養す るが 故に、 草 を 得る の 地 は、 草 を 得ん が爲 めに、 毫も 耕作の 用に 供す る 能 はす。 不經 

濟の甚 しきもの ありき。 十七 世紀の 頃 蕪 を 以て 羊 を 養 ふの 方 を 和 蘭に て發 見せる もの あり。 遂に 之 を英國 

に 移して 單に 飼養の 方 を 冬季に 開ける のみなら す、 かねて、 耕 稼の 地を擴 て、 農 者の 產を殖 する 事擧ゅ 

て數ふ 可から す。 斯の 如く 彼等の 富 を 致せる は 記憶すべき 事實 にして、 而 して 此事寶 の 影礬は 所謂 Ipnds- 

capc  gardening の藝 術と して 發現 せる も亦爭 ふべ からざる の事實 なり。 在来 彼等の 住宅の 無 風雅なる は 

Macaulay が 其 歴史 中に 述べた るが 如く 甚 しかりし もの、 こ ， に 至って 舊態を 改めて、 高柯 大樹 を 庭 中に 

見、 自然の 斷片 がお の-つからなる 圓景を 形 ちづく るに 至れり。 英國が landscape  gardening を 以て 名 を 


得た る は 實に此 時に ありと す。 影 饗 は單 に造圚 術に と > まらす、 彼等 は 其 資財の 豐 かなる に應 じて 自己の 

家 室 を 飾らざる 可から す。 之み-飾 るに 父祖 もしくは 自己の 肖像 畫を 以てせる は藝術 史を繙 くもの ゝ 知る 所 

なり。 かの Reynolds を 得 Gainsborough を 得た るに 正に 此際 にして、 彼等 S 技術が、 肖像 畫の發 達に 

與 かって 力 ありし は、 此獎勵 を 受けた るが 爲め なり。 

次に 政治と 文 擧の關 係に 就いて 一 言 せんとす。 政治的 活力と して 單に 吾人の 心 を惹く のみなら す、 其 

文擧的 影響に 於て 空前絶後なる は、 先に 一 一三 次 も 例に せる 佛國 革命な りと す。 其 標榜す る 所 は 在 來の舊 弊 

を 打破し、 人爲の 階級 を減絕 し、 あらゆる 形式 を 放 抛して、 本來の 自由と 平等と を享樂 せんとす るに あり。 

^界の 歴史に 於て 有名なる 此 政治的 活動が 時の 文 學界に 入りて 拭 ふ 可から ざる 痕迹を 紙上に 印せ る は 先に 

旣に 論及せ る 所な り。 當 時の 英國 作家に して、 此 影響 を 蒙らざる は 殆んど 稀な りと す。 革命の 進行 固より 

其 弊 に 伴 はざる を 得す、 或は 其 極端なる に 驚ろ いて 反抗の 氣勢を 示せ る ものな きに あらす と雖 ども、 其 種 

種なる 方面に 於て、 作家 を 動かせる は事實 なり。 Godwin の An  hiqtdfy  cslcer}lit~g  Polilical fuslice 及 

び Wollstoiiecraft の A  vifldicatlsl  。f  the  Rights  of  Womcm の 如き は 理論的 方面に 於て 革命 主義 を 

鼓吹せ る もの、 もし 夫れ 純 文學の 領域に 在って は當時 知名の 作家 皆然ら ざるな し。 Burns 然り、 Southey 

然り、 Coleridge 然り。 Southey の Joan  。f  A1.C は 浪漫的に して、 革命 主義 を かねた る ものと して 著る 

しき 作物な りと 云 はざる 可から す。 沈着なる Wordsworth の 如き すら Ixniis  XVI の 所 刑 を 正當と 認め 

て、 佛國 革命に 對 する 辯 護 を 草せ るに 至れり。 其 他 Moore あり、 Landor あり、 Byron あり。 彼等の 詩 

中に 革命 主義の 蝌 まる は 讀 者の 夙に 知る 所な り。 (本節 は 只 例に と 、.r まるが 故に、 說 いて 精密なる 能 はす 0 

讀者其 詳細 を 知らん とせば、 先に 擧 けたる Dowden の The  French  Revol~diotl  and  EngHsh  Literature 

を 見るべし o) 
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^次に 道德 と文學 との 關 係に 就いて 一 言 せんと 欲す。 然れ ども S 単に 例を擧 ぐる を 目的と する が 故に、 說 

く 所 はた 數 行に 過ぎす。 A.  W.  Ward 其 著 A  Ilislsy  of  English  Dramatic  Liieralure  (卷 三、 二 六 二 

頁 及び 二 六 三 頁) に 於て 沙翁 以後 復古 時代に 至って、 劇 にあら はれた る 德篛的 精神の 次第に 衰頹 せる を： fi 

じて 曰く。 「此墮 落 は 固より 程度に 於て 一 樣 ならす と雖 ども、 當 時の 劇 文擧に 在って は 疑 もな き 一 種の 特 

色に して、 遂に は 道 德的墮 落とな つて あら はる、 に 至れり。 ある 評 家 は 道德を 以て 藝術 上の 作品と 全然 交 

渉な きものと なす。 去れ ども 一 固 民， S 藝術的 生活の 進歩 を、 一 般 歴史の 進歩の 傍に 置いて 思索せば、 何人 

も 反對の 結論に 達する を 疑 はす。 比較的 完全なる 研究 を遂け 得べき 希臘 彫刻の 歴史に 於て、 希 膙社會 の 一 

般歷史 に 含有 せらる/' 幾多の 經驗が 反射し 來 るが 如く、 吾が 劇の 歴史 は Elizabethans の 昔より 復古の 當 

時に 至って、 わが 民 生活の 行路が 指示す る 經驗の 同 繼賴に 於て 道 德的影 iJ の 隆替 を あら はす。 James 及 

び Charles 時代に 於け る 劇が、 公私 共に 逍毅の 碑 想に 缺乏 せる 社會的 生活 を 反射す と 云 ふ は sassinger 

と metcher の 間に 存 せる、 若しくは Shirley と Ford との 間に 存 せる 道 德的 調子に 於て 大差 ある を 閑 

却す るが 如く、 無益の 言論な り。 然れ ども 公私 兩樣 の關 係に 作用し 來る、 重要なる 束縛 力の ある ものに. 就 

て、 當時 社會の 格段なる. 1.^ 面に 於て 認め 得べき 無感覺 は、 時代の 特色なる と 同時に、 當 時の 劇 文擧の 特色 

なりと す。 個人的に 云へば Marlowe は Ford に 比して、 あらゆる 點に 於て 放縱 ならざる 可から ざるが 

如し。 然れ ども 前者 は 德毅的 勢力に 對 して 毫も 輕 侮の 念 を 挾む ものに あらす して 、後者の. NT を 蔑視す る は 

檢束 なき 情慾 S 敍述 よりも 吾人 を悚然 たらしむ る 事 多し。 沙翁 自身 すら、 吾人の 知る 所 を 以てすれば、 自 

由なる 市民 的 德義の 最高 理想 を實 せる 事 あらす。 彼の 描寫 せる IBrutus は、 實に 此槪念 を具體 化せる も 

の、 然も 半ば 修辭 的に して、 半ば 懷愴 なる 霧中に 包 園 せらる、 に 似たり。 然れ ども 沙翁 にせよ、 沙 翁と 時 

を 同じう せ る ものにせよ、 Fletcher と 同程度 に 墮落 する は 到底 忍 ぶ 可 か らざ る 所なる べし。 Fletcher の 生 


总 せる は 自由 3 空氣を 呼吸す る 能 はざる 時代な り c 慈悲ぁるも殘酷なるも臣下の身心を支配する赛制！！；^主 

としてより 以外に A  prince み-思惟 しがた き 時代な り o」 

文擧的 意識の、 他方 面の 活動に 支配 せられて、 新 喑示を 得る は斯の 如し。 此 點に關 して は學者 研究の 餘 

地 ある を 疑 はすと 雖 ども、 不肯 にして 且つ 時日な きを 以て 不完全ながら、 筆 を こ、 に擱 く。 

； Q 新舊 精粗に 關 して 喑 示の 種類。 文擧 上の F が 1F、  2F、  3F …… F と連續 して 變 化する とき、 r な 1 る次囘 

の F は 性質に 於て 如何なる 性質 を帶 ぶべき かの 問題に 接した ると き 吾人 はかく 答 ふる を 得べ し。 い t は 

代の F を 復活す。 ^叉 は 古代 WF の 結合せ る もの。 .5F に 加 ふるに 全然 新ら しき 或 物 を 以てす 。に 全然 新 

しきもの。 ほ F と 古代の F の 連結せ る もの。 へ 最後に 全然 新ら しきものと、 全然 古き ものとの 連結。 吾人 

は 理論 上より 此六 種の 場合 を 認め 得べ し。 然れ ども 實際 にあたって は、 此六 種に 相當 する 場合 を 明瞭に 文 

擧史 中より 例證 する こと 容易なら ざる や も 知る ベ からす。 例へば 現下の 意識が^ 嗟の 際、 急に 古代の F に 

變じ、 もしくは 全然 新しき F に變 する は、 反動の 種類 を 解剖せ る 當時旣 に 其 例外なる を 述べた る を 以て 兹 

に 之 を重說 する の勞を 再びせ ざる 可し。 もし 此 例外の、 强烈 なる 外部の 刺激より して 起る とき は、 一見 嗜 

示の 急蠻に 制せら る 、 の觀 ありと 雖 ども、 急變 後の 推移 を檢 すれば、 却って 

'/^/«///  漸 移と 其歸着 する 所 を 同じう する に 似たり。 圖を 以て 之 を說明 せんに、 おと 

Hi  M^?rr  ^：^とは其質に於て懸隔する事甚しく、 自然の 傾向に て は 遂に 移りが たきを、 

ある 强烈 なる 刺激の 結果と して， F より.^ に急變 せりと 假定 して， 變 後の 推 

f  移 を 討尋す るに、 . ^は狳 々として F に 向って 步を 移す を認 むべ し。 同時に 此 

强烈 なる 刺激な く F は 自然の 傾向に 從 つて 漸 移の 原則の 命す る 如くに 變. ずと せば、 此 F も 亦徐々 として F 

に 向って 歩 を 移す を認 むべ し 。要するに F も.^ も 遂に は^に 至つ て 平衡 を 保ち 得て 始めて 已 むに 過ぎす。 

.  B  二 七  , 
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之 を 世間の 例に かりて 言へば 一擲に 乾坤 を 賭する が 如し。 突如と して 成功す るの 觀 あるとき >  人 は皆認 

めて 偉業な りと なす。 然れ ども 所謂 偉業の、 一 朝に 成就して、 しかも 其 變の 非常に 急なる 時 は、 成就 W 後 

を 待って、 漸々 と 成就せ ざる 前の 意識に 近づき 來 るが 故に， 幾年 かの 後に は、 先に 人目 を 眩せ るが 如きの 

大變 化と し て 認め 難き に 至る。 之に 反し て 漸次 を 旨と し て 改革 を 企 つると き は赫 々の 功 を樹 つ る の餘 地な 

きに 似たり と雖 ども、 推移の 自然なる、 亦 幾年 S 後に は 所謂 偉業と 同！ の效 果を收 むる を 得べ し。 放身捨 

命を敢 てして 佛國 革命に 贊同 せる 英國 文人 は 漸次に して 舊 態に 近づき 來れ り。 突飛に 泰西 を 謳歌せ る 日本 

の 文學者 も、 少しく 沈靜の 時日 を 得れば 漸くに して 日本 流 を再發 し來 るに あらす や。 文藝 以外^ 娱 樂に徵 

する も、 ^！！曲の流行となり、 茶の湯の 復活と なり、 弓術、 柔道の 再興と なり、 日本 畫、 木 板、 骨董の 道樂 

となって、 歐 化の 注入と 共に 唾棄せ る もの を、 再び 芥溜 裏より 拾ひ來 つて 及ばざる を 之れ 恐ろ、 の狀 態な 

り。 而 して 此 活力 は 西洋 主義と 日本 主義と 精神的に 平衡 を 得る に 至って 始めて 已 むが 故に、 所謂 歐化 主義 

は當 初に 吾人 をして 愕然たら しめし 程に 猛烈なる 變化 にあら すして、 始めより 漸次に 泰西の 文物 を 輸入 せ 

ると 同様の 結 m 〈に 到着す る や 明けし。 11 然れ ども 是本题 に 關 係な き 所、 只 次 を 以て 之に 及ぶ のみ。 

再び 本 S1 に歸 つて 上述 二：； 種のう ちょり 此 例外 を 除却 すれば、 殘る 所^  (現在) +  (古) ^  (現在) + 

(古 + 古) 5  (現在) 十 (新) 12  (現在) +  (新 +古) の 四 種と なる。 此四種 は 內容に 於て 各 趣 を 異にす 

と雖 ども、 其 推移の 態に 至って は 固より さきに 擧ゅ たる 原則に 支配 せらる、 に 過ぎす して、 式 中に 插 入せ 

る (新) の 符號も 亦上來 の敍述 によりて 略 推測す るに 難から ざれば、 こ、 に は 只 ^§ の 二種 卽ち式 中に 

(古) の 符號を 含める もの を擇ん で簡單 なる 例證を 試みん とす。 ； I の 場合 を 名け て 復興と 云 ふ" 英語に 

所謂 Revival 是 なり。 文 擧 史上に 於け る 復與は 其 例 頗る 多し と雖 ども、 其 尤も 顯 著なる は Renaissance 

とす。 此懷 古、 求 上の 意識が 如何にして 勃發 し、 如何にして 天下 を 風靡し、 如何にして 後代の 意識に 影響.. 


を與 へたる か は、 尊 門の 舉 者に 消瀚の 著作 ありて 之を審 かにせ る を 以て 云 はす。 其 小なる ものにして 舉者 

の 注意 を惹 ける は 十八 世紀末に 於け る Gothic  Revival なりと す。 此 復興 は 希臘、 羅甸の 古典に 關係 なき 

中 世紀の 意識 を 再現せ る ものにして、 かの Horace  Walpole が Strawberry  Hill に 建設せ る 邸 舍の如 

きは此 復興の 先驅と 見る も 不可な きに 似たり。 下って Walter  Scott に 至って 或は 小說 に、 或は 詩歌に 简 

中の 趣味 を發揚 して 一世の 好尙を 鼓舞せ る は 普く 人の 知る 所な り。 其： i  Macpherson の ossisl を 公け 

にせる も Percy の Rdiques を蒐 めた る も皆此 復興 趣味に 支配せられ たるの 結果に 外なら す。. 輓近 Wm. 

Morris が自 から 古代の 氛園氣 を 作って、 好んで 其內に 住し， かねて 讀者 をして 杳遞 たる 過去の 世界に 造 

遙 せしめた るが 如き も 亦 其 好例な る を 失 はす。 ろの 場合 を 名け て 連結の 復興と 云 ふ 。 (ffl 字 の 生硬なる は 

難 あるべき も。) 式に 於て 示せる 如く、 古代の 類 を 異にせる 一 一個 以上の 意識が 11 一 一個 以上の 潮流と 云 ふ 

も 可な り， I 現在の それと 合して、 彼是 融釋 せる 場合 を 云 ふ。 例へば Milton の 詩の 如し。 彼の 詩 超 を 見 

るに に/ Ulcgro と 云 ひ、 Ilvenseroso と 云 ひ、 Comus と 云 ひ、 Lycidas と 云 ひ、 古典に 據ら ざる ものな 

し。 加 之 詩 中 引用して、 粉飾の 具に 供せ る 神話 上め 故事 は、 鑌紛錯 落として 無識 なる 吾人 を壓 倒す。 彼の 

Cambridge に 遊ぶ や、 好んで Ovid を 愛讀 せりと 云へば、 古典の 彼に 影響せ る は 多言 を 要せす して 明か 

なり。 翻って 彼の 作爲 せる 他の 詩篇 を讀 むに、 Paradise  Lost と 云 ひ、 Paradise  Regained と 云 ひ、 

Sam 歸 A^onistcs と 云 ふ。 題旣に 面目 を 新たに す。 もし 夫れ 詩 中に 敍述 する 内容の 如きに 至って は、 之 

を 先に 擧 けたる ものに 比すれば、 適 然として 趣 を 異にせる を覺 ゆ。 吾人 は是に 於て Milton の、 古 擧に精 

通せる と共に、 新舊兩 典に 沈緬 せる の 結果、 兩 者の 精神 合して、 紙上に 煥發 せる を 知る。 彼 は 一 神の 子に 

して、 かねて 多 神の 子な り。 希 腋と希 伯來、 〇vid と 聖書、 常識 を 以てすれば 遂に 調和し がた きもの、 而 

して 時勢の 變は、 彼 をして 忌撣 なく 兩者を 同時に 復活せ しめて、 左右 逢 源の 自由 あらしむ 。然れ ども 是大 
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體の 辯に 過ぎす。 精細の 研究 を 重ねて * 批判の 眼 を 摩する とき、 失 幾 園の 一 篇旣に 数多 過去 及び 現在の 意 

識を 包含して 錯綜 羅織 せる を 見るべし。 史家 Courthope 其 著 ，4  Hisisy  of  English  Podry  (卷 三、 四 

1 三 頁 以下) 中に 之 を列擧 して 淸敎 徒の 神舉 0 騎士 的 物語 0 以太利 復興の 精神 等と なす。 

111嗜示の方向と其^1^命。 此項 も亦說 いて 精該 なる 能 はす。 只 一 赏 にして 其 要 を 辯す るの み。 文界、 ある 

時期に 際して 新 嗜示を 得る とき、 此嗜 示を發 現す る 書籍 は續々 發刊 せらる 、を 常と す。 而 して 此 等の 内容 

は、 皆同喑 示に 促が さる、 が 故に、 大抵 類似 性を帶 ぶる を 以て 特色と す。 此 類似の 作物 中 孰れが 尤も 長命 

なるやの 問題 は、 理論的に 又 富 際 的に、 吾人の 與味 を惹く 事な しとせ す。 此 問題に 接した る 十 中 七 八の 人 

は、 此 うちにて 尤も 價値 ある 作物が、 尤も 長命な. るべ しと 斷 じて 疑 はざる が 如し。 斷案 者の 言は必 すし も 

眞 ならす とせす。 しかも 逸すべからざる 因數を 打算せ ざるに 似たり。 作物に 對 する 善 惡の標 翠は、 吾人の 

趣味に 外なら すして、 吾人の 趣味 は 常に 推移す るに も關 はらす、 必す しも 發達を 意味せ ざるが 故に、 尤も 

價値 ありと 認められ たる 作物 は、 趣味の 未だ 推移せ ざる 今日に 於て 價値 ありと 云 ふ 意雜に 外なら すして、 

嚴 格に 云へば、 未來に 通用すべからざる の斷 案な り。 たと ひ 善惡の 標準に、 動かすべからざる 根底 ありて- 

今日の 斷 案が 後代に 應用レ 得べき 性質 を 有する ものと 假定 する も、 善き が殘 り、 惡 しきが 滅 すと 思 ふ は 幼 

稚 なる 考慮に 過ぎす。 文 藝は晳 らく 措て 論ぜす、 文藝 以外の 事物に 就て 觀 察せば、 頃刻に して 要領 を 得る 

に S からん。 かの 道德 世界に 於け る、 吾人 成敗の 歴史の 如き は、 著る しく 此消息 を 反射す るに 似たり。 適 

當の才 ある ものが 適當の 位に 居って、 道心に 富める ものが、 衆 俗の 尊敬 を受 くべき は、 しか あるべし とし 

て、 千古 以來の 定論なる に、 千古 以來 の事黉 は诀 して 是の 如くに 發展 し來ら ざるな り。 庸 劣なる ものにし 

て 俊才と 目せられ、 狡獪 なる ものにして 君子と 稱 せられ、 卑賤なる ものにして 紳士の 位に 居る は、 われ も 

人 も、 古 も 今 も、 近き 將來 も、 遠き 未來 も、 恐らく は變る 事な き 世態なる べし。 有史 以來 善人と 呼ばれた 


る もの、 うち、 多くの 惡漢 あらん。 惡 漢と稱 せられた る もの、 ラち、 亦 多くの 善人 あらん。 其德を 謳歌し * 

其 善 を 表彰し て 然るべき 大人に して、 泯威 今に 傳 はら ざ る もの 栗して 幾人 ぞ やと 想到 するとき、 文藝上 の 

著作 も 亦 同一 の 運命に 際會 して、 空しく 覆 瓿の災 に、 迹を 坊間に 絕 てる もの 多き を 思 はすん ば あらす。 

Komer と 同程度の 作物 を 著せる 人 は、 必す Homer と 同程度に 後代に 傳 はらざる 可から すと 思 ふ は、 し 

か あるべし の 理想 世 £4； に 運行す る法刖 を、 斷 はり もな く、 しか あるの 現實 世界に 應 用 せる 單 純なる 見解に 

過ぎす。 womer 以上の 名作に して 湮减 せる ものな しと は 果して 何人が 保證 する ぞ。 人間 はしかく 具眼の 

動物に あらす、 又し かく 公 動物に あらす、 しか あるべし の 世界 を 夢み て、 長へ に、 しか あるの 世界に 

彷徨す る 愚かなる 動物な り。 . 

理想 世界の 法刖は 余の 關 する 所に あらす。 (作物の 憤 値の みが 作物の 生命 を 支配せ ざる 以上 は。) 今， 

懼値 以外に 作物の 生命 を 支配す る 條項ー 一三 を擧 けて 讃 者の 參考 とす。 

T 同一 の 暗示 を發 現せる 作物が 前後して 公け にせら る 、場合に は、 嗜示を 第一 に發 現せる もの (恐らく 

は嗜示 を 第一 に 得た る もの、) 換言すれば 其 著作 を 第一 に 公け にした る もの、 尤も 長命な り。 第一の 著作に 

接した ると きの 刺激 は、 尤も 明瞭に して 且つ 痛切なる が 故に、 此 著作 は 尤もよ く 一般に 意識 せらる > の 傾 

多く、 又 其 意， の を 次期に 傳 ふ. るに 便 なれば なり。 例へば Smollett の Picaresque  romance に 

於る が 如し。 史を 案す るに、 彼の 此 種の 小 說に指 を 染めて より、 一 七 六 〇 年の 頃に 至って、 同種の 著作に 

して 他の 筆に 成る もの 旣に 十三 四 種の 多き に 達せり。 しかも 其 今日に 傳 はる もの を 求む るに、 杳 として 知 

る 可から す。 拾 も， Smollett 以外に 冒險的 奇譚を 草せ る ものな きに 似たり。 史上に 名を存 する もの 旣に十 

三 四 種 なれば、 史家の 逸せる もの 亦 蓋 少なから ざらん。 而 して 此 短命なる もの.' うち 或は Smollett を 凌 

ぐ ものな しと 云 ふ 可から すして、 しかも S. の獨り 盛名 を 擅 まに する は、 作物の 歸 命が 單に 其惯 値に より 
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て 支配 せらる、 のみなら す、 價値 以外に 「時の 前後」 なる 閑却し がた き 因数に よって 左右 せら るれば なり。 

日露 戰爭 の當時 港口 閉塞の 壯 SI を敢 てせ る もの は 前後 幾人なる を 知らす。 しかも 軍^に 變 化せる もの は獨 

り廣瀨 中佐 あるの み。. 何が 故に 獨り此 人 を 軍神に する かと 問へば、 彼の 最後が 尤も 壯烈 なりし と 答 ふるの 

外、 彼 は 第一 に 先鞭 を 着けたり との 大源 因を擧 ゆて 答へ ざる を 得す。 先鞭 は獨り 閉塞 隊に 於て 成功の 機 を 

なすの みならす、 文 藝界に 在っても 亦 成功の 機なら ざる 可から す。 經濟界 に 在っても 需 川に 應 じて 第一 に 

供給の 途を 開きた る もの、 尤もよ く と 後世の 注意み」 惹く。 繼で 起る もの は、 たと ひ 質に 於て 之に 優る 

と雖 ども、 名に 於て、 命に 於て 之と 雁行す る 能 はざる は 吾人の 日常に 見聞す る 所な り。 明治の 元 動が 左し 

たる 擧ネ もな きに、 日本の 政治 を 代表して からざる も 全く 之が 爲め なり。 此 際に 於け る喑 示の 命脈 は ！ 

ニの代表^！^を擇んで之にゎが生涯を托するゃの觀ぁり。 而 して 之が 代表者た るの 資格 は、 代表者と しての 

價 値よりも、 着 鞭の 先 後に 因って 決せら る 〔る〕 事 多き に 似たり。 

ろ 同 一 の喑 示の 發 現せる 作物が 前後して 公け にせら るるに 關 はらす、 代表 宥を 擇んで 自己 を 後世に 傳へ 

ん とせ ざ る 場合 ありと せば、 此圃體 の 各が 後世に 殘る と 想像す る か 、 又は 其 各が 灰滅す ると 想像す るより 

外に 鮮诀 の途 なかる べしで 然れ ども 各の 後世に 殘 るべき 機 會は事 實に徵 して 頗る 希な らん。 吾人の 家に 就 

て檢 する も 数十 代み-溯って、 先祖の位牌 を 悉く 保存す る もの あらざる べし。 十 人 二十 人 を 合して 一 牌と な 

すか (代表の 場合) 又は 極めて 古き もの、 自 から 失 はる、 に 任せて 顧みざる 事 多 からん。 よし 位牌なら ざ 

る も 先祖 代々 の 俗名 を 記憶して 忘れざる 程の 君子 は 到底 見出し 難 からん。 從 つて 圑體の 各が 後世に 殘 るよ 

り も、 各が 後世に 忘れら る 、 の 機 は K だ 多 かるべし。 十八 世紀の 中 築より 以後 何々 冒險談 (Adventure 

of  —) と 超せる 冊子 時好 を 追 ふて 續々 市場に 上れり。 曰く  Adventure  of  a  Laps  (一七 五一 年) 曰く 

Advmture  of  a  Guinea-hm  ( 1 七 六 〇 年) 曰く  Adventure  。f  a  Black  Coat  ( 一  七 六 〇 年) 曰く  Ad- 


venture  of  a  Bank-note 曰く  Adventure  of  p  、(一  七 八 一年」 曰く  yldvcutuyc  oj  a  Rupee  (一七 尸. 

一 一年) 曰く  Ad きき rc  of  a  Flea  ( 一 七 八 五 年) 累々 として 數ふ ベから ざるに 似たり。 然れ ども 悉く 短命 

にして、 今一 人の 之 を讀む ものな し。 何が 故に 代表者 を存 して 後世に 傳へ ざり しかと 問へば、 代表者の 必 

要と 認めら る 、 程度に 於て、 當 時に 意識せられ ざるが 爲め のみと 答 ふるの 外な かるべ し。 (作 自身の 憤 値 

は 固より 論ぜす J か ， る 場合に は、 此 部類に 屬 する 各 作 は 皆 同等の 程度に 意識 せらる  > が 故に、 とくに 

其 中の 或 物 を 擇んで 他 を 代表せ しむる に 足る ものな く、 强 ひて 之 を 求 むれば 比々 皆是 なる を 以て、 遂に 設 

くべき を 設けす して 已 むの 勢と なる。 去りと て 同類の 各 作 を 悉く 記憶す る は 彼等の よく 堪 ふる 所に あら ざ 

る を 以て、 終に は 其 敦れを も 忘却す るに 至る に 過ぎす。 たと へば 美人の 婿を擇 ぶが 如し。 其數 より 云へば 

二三 十に して 足らす、 しかも 皆 同程度の 資格なる を 以て、 之を迎 へんと せば 悉く 迎 へざる ベから す、 去れ 

ども 人 川なる は ロハ 一 人に 過ぎざる が爲 めに 皆 落 撰して 美人の 眼中に 存 する もの 一 人 もな きに 至る。 

W 同一 の昏 示を發 現せる 作物が 前後して 公け にせら る、 場合に、 前なる も滅 し、 後なる も滅 して、 只 中 

間に 出で たる ものが 强く 人の 心 を 動かし、 永く 世間に 記憶 せらる >事 あり。 此 心理 を醉剖 すれば 下の 如し。 

—— 當 初は喑 示の あまりに 珍奇なる 爲め、 他 を 辟易せ しめ、 或は 其 陳腐なる 爲め、 毫も 好奇の 念に 投ぜざ 

りし ものが、 ある 一 種の 事情に より、 漸く 勢 を 得て、 遂に 一 定の 時期に 達して 一 般 意識の 頂點に 上れる 頃、 

機に 投じて 公け にせられ たる 作物 は、 比較的に 世間より 歡迎 を受 くべき の理 なりと す。 而 して 一度び 歡迎 

を 受けた る 喑示は 漸く 意識 線 上 を 沿 ふて 降下し 來ら ざるべ からざる が 故に、 此機を 逸して 後、 公け にせら 

れ たる もの は 依然として 世人の 嗜好に 投 する 能 はす、 遂に 爛熟 陴 敗の 弊 を 受けて 全く 一  般の指 顧 を 買 ふこ 

となき に 至る。 要するに 集合 意識が 此頂點 に 達する に 至る 迄 は、 準備の 期に 屬 する を 以て、 其 期 中に 産出- 

せられ たる 作品 は、  往々 にして *、 他の 犧牲 となる に 過ぎす、 只 後者の 爲 めに 道を拓 くも 以て 能事と す。 之 
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に反して 頂點期 以後に 發刊 せられた る 著述 は、 旣に 降下の 時運に 際せる を 以て、 他の 爲 めに 株 を 守り 舟 を 

刻み、 盡 きなんと する 油に 燈を 挑け て、 長き 夜 を 一時 だに 照らし 明かさん とする が 如し。 小 兒に書 を敎ふ 

ると き は、 始めは 之 を 厭 ふ。 漸くに して 其 趣味 を 悟る。 又 漸くに して 趣味 其 極に 達す。 此 極度に 趣味 を涵 

養せ ると きに 讀 破せ るの 書 は、 修養 期に 習得し 得た る 書よりも、 深く、 長く、 彼の 腦 裏に 印 せらるべし。 

換言すれば 小 兒の腦 裏に 書物の 壽命を 永く せんが 爲 めに、 修養 期に 敎 へ られ たる 書物 は 功 能 ありと 云 ふ も 

可な らん。 . 作物の 興廢亦 之に 似た る もの あり。 先に 例せ る Gothic  Revival の 如き は 十八 世紀に 始. まって 

徐々 に 運行し、 遂に 十九 世紀に 入って、 一般 意識の 準備 略 成りた るに 際して Scott の小說 は炳焉 として 

頂點 上に 耀 ける ものと す。 

以上 三 個の 場合 を圖に 示せば H は BUIEawv の 如く 始めは 優勢に して 漸次に 衰退し。 ろ は 


にして 前後 共に 勢力に 異同な く。 はは ム， amjojnlww- にして ー點 より 漸次に 膨脹して 中間に 至って 其 極 

度に 達し、 又 其 勢力 を 狭めて 一 點に 至つ で 巳む。  ： 

本章に 述ぶ る 所 は 凡 て 布衍し て 、 詳論 する の價 ある ものな り。 不幸に して 材料 時 日の 缺乏 より 吾 意 の 如 

くす る を 得す。. 因って 補 遣と して 其大 耍を 約 言す。 

. (文學 論と して 論すべき 事項 は 以上 五 編に て 悉くせ るに あらす。 漸くに 論じ 得た る 以上 五 編 も 亦 其 布置 * 

繁簡、 段落、 推論、 の 諸點に 於て 余が 意に 満たざる もの 頗る 多し。 且 忙中に 閑 を偷ん で隨書 隨刷纖 かに 業 

を 辛る を 得た る を 以て、 思索 推敲の 暇な きょりして、 罪 を 大方に 得る 事 多 からん。 讀者 之を諒 せよ。，) 


(大水 if 製本) 
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